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はじめにはじめにはじめにはじめに

このマニュアルは、Oracle Net Services とそれに関連するアプリケーションやコンポーネン
トの理解と使用に必要な情報を提供します。

この章の内容は、次のとおりです。

� 対象読者

� このマニュアルの構成

� 関連文書

� 表記規則
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対象読者対象読者対象読者対象読者
このマニュアルの対象読者は次のとおりです。 

� ネットワーク管理者

� ディレクトリ・サーバーの管理者

� データベース管理者

� 意思決定担当者

このマニュアルは、ネットワークの接続性を保証するネットワーク管理者を主な対象にして
います。ネットワーク管理者の方は、第 I 部に目を通し、Oracle Net Services の概念を理解
することをお薦めします。さらに、第 I 部の第 3 章と第 II 部を参照すると、基本的な構成方
法を習得できます。第 III 部はトラブルシューティングに使用してください。

ディレクトリ管理者の方にとっては、第 I 部の第 3 章に、Oracle Net Services によるディレ
クトリ・サーバーの使用方法を理解する上で有益な情報が含まれています。また、第 II 部の
第 8 章と第 10 章では、ディレクトリの作成方法や既存のネーミング・データをディレクト
リ・サーバーにエクスポートする方法を説明します。

データベース管理者の方は、第 1 章と第 2 章に目を通し、大規模なネットワークの概要につ
いて理解してください。また、第 5 章では、ネットワーキング・ツールを説明しています。
さらに、第 7 章、第 12 章および第 14 章には、リスナーと共有サーバー構成が必要な
Oracle9i データベース・サーバーの機能の構築方法を理解する上で有益な情報が含まれてい
ます。    

意思決定担当者の方にとっては、総合的なネットワーク・アーキテクチャに Oracle Net 
Services を適合させる方法を理解する上で有益な情報が含まれています。第 1 章、第 2 章、
第 4 章および第 7 章では、Oracle Net Services の基本的な部分を説明しています。

オラクル社では、すべての読者が第 I 部に目を通して基礎知識を身に付け、第 II 部以降をよ
りよく理解できるようにすることをお薦めします。 
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このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成
このマニュアルは次の部と章で構成されています。

第第第第 I 部部部部 「「「「Oracle Net Services の概要」の概要」の概要」の概要」 

第第第第 1 章「インターネット時代の先進的ネットワーキング」章「インターネット時代の先進的ネットワーキング」章「インターネット時代の先進的ネットワーキング」章「インターネット時代の先進的ネットワーキング」

この章では、接続性、集中管理、拡張性、セキュリティなど、Oracle Net Services の主要機
能を説明します。また、Oracle Net Services、Oracle Connection Manager、Oracle 
Advanced Security の各製品やコンポーネントも説明します。

第第第第 2 章「接続性の概念」章「接続性の概念」章「接続性の概念」章「接続性の概念」

この章では、サービス・ネーミング、接続の確立、ネーミング、アクセス制御および多重化
の概念を説明します。

第第第第 3 章「構成管理の概念」章「構成管理の概念」章「構成管理の概念」章「構成管理の概念」

この章では、ローカライズされた構成方法および集中化した構成方法を説明します。

第第第第 4 章「章「章「章「Oracle Net Services のアーキテクチャ」のアーキテクチャ」のアーキテクチャ」のアーキテクチャ」

この章では、スタック通信アーキテクチャとコンポーネント・アーキテクチャを説明します。

第第第第 5 章「構成および管理ツールの概要」章「構成および管理ツールの概要」章「構成および管理ツールの概要」章「構成および管理ツールの概要」

この章では、Oracle Net Services 製品とその管理ツールを説明します。

第第第第 6 章「章「章「章「Oracle Net 接続のクイック・スタート」接続のクイック・スタート」接続のクイック・スタート」接続のクイック・スタート」

この章では、Oracle Net Configuration Assistant による基本的なネットワーク構成の設定方
法を説明します。

第第第第 II 部部部部 「「「「Oracle Net Services の構成と管理」の構成と管理」の構成と管理」の構成と管理」

第第第第 7 章「ネットワークの計画」章「ネットワークの計画」章「ネットワークの計画」章「ネットワークの計画」

この章では、Oracle Net Services を使用してネットワークを計画するときに考慮する必要が
ある点を説明します。Oracle Net Services コンポーネント間の関連とより優れたネットワー
ク管理を支援するオプションを説明します。

第第第第 8 章「ディレクトリ・サーバーの使用の設定」章「ディレクトリ・サーバーの使用の設定」章「ディレクトリ・サーバーの使用の設定」章「ディレクトリ・サーバーの使用の設定」

この章では、ディレクトリ・サーバーへのアクセスの構成方法を説明します。

第第第第 9 章「ネーミング・メソッドの構成」章「ネーミング・メソッドの構成」章「ネーミング・メソッドの構成」章「ネーミング・メソッドの構成」

この章では、ネーミング・メソッドの構成方法を説明します。
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第第第第 10 章「ディレクトリ・サーバーへのネーミング・データのエクスポート」章「ディレクトリ・サーバーへのネーミング・データのエクスポート」章「ディレクトリ・サーバーへのネーミング・データのエクスポート」章「ディレクトリ・サーバーへのネーミング・データのエクスポート」

この章では、tnsnames.oraファイルまたは Oracle Names Server からディレクトリ・サー
バーにデータをエクスポートする方法を説明します。

第第第第 11 章「プロファイルの構成」章「プロファイルの構成」章「プロファイルの構成」章「プロファイルの構成」

この章では、クライアント・プロファイルとデータベース・サーバー・プロファイルの構成
方法を説明します。

第第第第 12 章「リスナーの構成および管理」章「リスナーの構成および管理」章「リスナーの構成および管理」章「リスナーの構成および管理」

この章では、クライアント要求を受け入れるようにリスナーを構成する方法や、共通の管理
タスクを実行する方法を説明します。

第第第第 13 章「章「章「章「Oracle Connection Manager の構成」の構成」の構成」の構成」

この章では、アクセス制御、多重接続、プロトコル変換を可能にする Oracle Connection 
Manager の構成方法を説明します。

第第第第 14 章「共有サーバーの構成」章「共有サーバーの構成」章「共有サーバーの構成」章「共有サーバーの構成」

この章では、Oracle データベース・サーバーに共有サーバー接続モデルを使用するように構
成する方法を説明します。

第第第第 15 章「章「章「章「Oracle Net Services の拡張機能の使用」の拡張機能の使用」の拡張機能の使用」の拡張機能の使用」

この章では、ロード・バランシング、フェイルオーバーなど、優れたオプションの接続機能
を構成する方法を説明します。また、非 Oracle データベース・サービスへの接続を構成す
る方法も説明します。

第第第第 III 部部部部 「「「「Oracle Net Services のテストおよびトラブルシューティング」のテストおよびトラブルシューティング」のテストおよびトラブルシューティング」のテストおよびトラブルシューティング」

第第第第 16 章「接続の確立とネットワークのテスト」章「接続の確立とネットワークのテスト」章「接続の確立とネットワークのテスト」章「接続の確立とネットワークのテスト」

この章では、Oracle Net Services コンポーネントの起動、接続の確立、接続のテスト方法を
説明します。

第第第第 17 章「章「章「章「Oracle Net Services のトラブルシューティング」のトラブルシューティング」のトラブルシューティング」のトラブルシューティング」

この章では、Oracle Net Services のトラブルシューティングの手順を説明します。この章に
は、トレースとロギングに関する情報が含まれています。

用語集用語集用語集用語集
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関連文書関連文書関連文書関連文書
詳細は、次の Oracle マニュアルを参照してください。

� 『Oracle9i Net Services リファレンス・ガイド』

� Oracle9i 関連のマニュアル

Oracle9i のマニュアルの多くで、Oracle のインストール時にデフォルトでインストールされ
るシード・データベースのサンプル・スキーマを使用しています。これらのスキーマがどの
ように作成されているか、およびその使用方法は、『Oracle9i サンプル・スキーマ』を参照
してください。

リリース・ノート、インストレーション・マニュアル、ホワイト・ペーパーまたはその他の
関連文書は、OTN-J（Oracle Technology Network Japan）に接続すれば、無償でダウンロー
ドできます。OTN-J を使用するには、オンラインでの登録が必要です。次の URL で登録で
きます。

http://otn.oracle.co.jp/membership/

OTN-J のユーザー名とパスワードを取得済みであれば、次の OTN-J Web サイトの文書セク
ションに直接接続できます。

http://otn.oracle.co.jp/document/

その他の情報は、次の URL に接続してください。

� Open Systems Interconnection（（（（OSI））））の詳細は、http://www.ietf.org/を参照し
てください。
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表記規則表記規則表記規則表記規則
このマニュアル・セットの本文とコード例に使用されている表記規則について説明します。 
内容は次のとおりです。

� 本文の表記規則

� コード例の表記規則

� Windows オペレーティング・システムの表記規則

本文の表記規則本文の表記規則本文の表記規則本文の表記規則
本文中には、特別な用語が一目でわかるように様々な表記規則が使用されています。次の表
は、本文の表記規則と使用例を示しています。

規則規則規則規則 意味意味意味意味 例例例例

太字太字太字太字 太字は、本文中に定義されている用語また
は用語集に含まれている用語、あるいはそ
の両方を示します。

この句を指定する場合は、索引構成表索引構成表索引構成表索引構成表を作成しま
す。 

固定幅フォントの
大文字

固定幅フォントの大文字は、システムによ
り指定される要素を示します。この要素に
は、パラメータ、権限、データ型、
Recovery Manager キーワード、SQL キー

ワード、SQL*Plus またはユーティリティ・

コマンド、パッケージとメソッドの他、シ
ステム指定の列名、データベース・オブ
ジェクトと構造体、ユーザー名、および
ロールがあります。

この句は、NUMBER列に対してのみ指定できます。

BACKUPコマンドを使用すると、データベースの

バックアップを作成できます。

USER_TABLESデータ・ディクショナリ・ビュー

の TABLE_NAME列を問い合せます。

DBMS_STATS.GENERATE_STATSプロシージャを

使用します。

固定幅フォントの
小文字

固定幅フォントの小文字は、実行可能ファ
イル、ファイル名、ディレクトリ名および
サンプルのユーザー指定要素を示します。
この要素には、コンピュータ名とデータ
ベース名、ネット・サービス名、接続識別
子の他、ユーザー指定のデータベース・オ
ブジェクトと構造体、列名、パッケージと
クラス、ユーザー名とロール、プログラム・
ユニット、およびパラメータ値があります。

注意注意注意注意 : 一部のプログラム要素には、大文字

と小文字の両方が使用されます。この場合
は、記載されているとおりに入力してくだ
さい。

sqlplusと入力して SQL*Plus をオープンしま

す。

パスワードは orapwdファイルに指定されていま

す。

データ・ファイルと制御ファイルのバックアップ
を /disk1/oracle/dbsディレクトリに作成し

ます。

department_id、department_nameおよび

location_idの各列は、hr.departments表に

あります。

初期化パラメータ QUERY_REWRITE_ENABLEDを

trueに設定します。

oeユーザーで接続します。

これらのメソッドは JRepUtilクラスに実装され

ます。
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コード例の表記規則コード例の表記規則コード例の表記規則コード例の表記規則
コード例は、SQL、PL/SQL、SQL*Plus またはその他のコマンドラインを示します。次のよ
うに、固定幅フォントで、通常の本文とは区別して記載されています。

SELECT username FROM dba_users WHERE username = 'MIGRATE';

次の表は、コード例の記載上の表記規則とその使用例を示しています。

固定幅フォントの
小文字の
イタリック

固定幅フォントの小文字のイタリックは、
プレースホルダまたは変数を示します。

parallel_clauseを指定できます。

Uold_release.SQLを実行します。old_
release は、アップグレード前にインストールし

たリリースです。

規則規則規則規則 意味意味意味意味 例例例例

[ ] 大カッコで囲まれている項目は、1 つ以上の

オプション項目を示します。大カッコ自体
は入力しないでください。

DECIMAL (digits [ , precision ])

{ } 中カッコで囲まれている項目は、そのうち
の 1 つのみが必要であることを示します。

中カッコ自体は入力しないでください。

{ENABLE | DISABLE}

| 縦線は、大カッコまたは中カッコ内の複数
の選択肢を区切るために使用します。オプ
ションのうち 1 つを入力します。縦線自体

は入力しないでください。

{ENABLE | DISABLE}
[COMPRESS | NOCOMPRESS]

... 水平の省略記号は、次のどちらかを示しま
す。

� 例に直接関係のないコード部分が省略
されていること。

� コードの一部が繰返し可能であること。

CREATE TABLE ... AS subquery;

SELECT col1, col2, ... , coln FROM 
employees;

 .
 .
 .

垂直の省略記号は、例に直接関係のない数
行のコードが省略されていることを示しま
す。

SQL> SELECT NAME FROM V$DATAFILE;
NAME
------------------------------------
/fsl/dbs/tbs_01.dbf
/fs1/dbs/tbs_02.dbf
.
.
.
/fsl/dbs/tbs_09.dbf
9 rows selected.

規則規則規則規則 意味意味意味意味 例例例例
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Windows オペレーティング・システムの表記規則オペレーティング・システムの表記規則オペレーティング・システムの表記規則オペレーティング・システムの表記規則
次の表は、Windows オペレーティング・システムの表記規則と使用例を示しています。

その他の表記 大カッコ、中カッコ、縦線および省略記号
以外の記号は、示されているとおりに入力
してください。

acctbal NUMBER(11,2);
acct    CONSTANT NUMBER(4) := 3;

イタリック イタリックの文字は、特定の値を指定する
必要のあるプレースホルダまたは変数を示
します。

CONNECT SYSTEM/system_password
DB_NAME = database_name

大文字 大文字は、システムにより指定される要素
を示します。これらの用語は、ユーザー定
義用語と区別するために大文字で記載され
ています。大カッコで囲まれている場合を
除き、記載されているとおりの順序とスペ
ルで入力してください。ただし、この種の
用語は大 / 小文字区別がないため、小文字

でも入力できます。

SELECT last_name, employee_id FROM 
employees;
SELECT * FROM USER_TABLES;
DROP TABLE hr.employees;

小文字 小文字は、ユーザー指定のプログラム要素
を示します。たとえば、表名、列名または
ファイル名を示します。

注意注意注意注意 : 一部のプログラム要素には、大文字

と小文字の両方が使用されます。この場合
は、記載されているとおりに入力してくだ
さい。

SELECT last_name, employee_id FROM 
employees;
sqlplus hr/hr
CREATE USER mjones IDENTIFIED BY ty3MU9;

規則規則規則規則 意味意味意味意味 例例例例

「スタート」> を

選択

プログラムの起動方法。 Oracle Database Configuration Assistant を起動す

るには、「スタート」>「プログラム」>「Oracle - 
HOME_NAME」>「Configuration and Migration 
Tools」>「Database Configuration Assistant」を

選択します。

ファイル名と
ディレクトリ名

ファイル名とディレクトリ名では、大 / 小

文字区別がありません。 特殊文字のうち左山

カッコ（<）、右山カッコ（>）、コロン（:）、
二重引用符（"）、スラッシュ（/）、パイプ

（|）およびハイフン（-）は使用できませ

ん。特殊文字のうち円記号（¥）は、引用符

で囲まれている場合にも要素のセパレータ
として扱われます。ファイル名が ¥¥ で始ま

る場合、Windows では汎用命名規則を使用

しているものとみなされます。

c:¥winnt"¥"system32は

C:¥WINNT¥SYSTEM32と同じです。

規則規則規則規則 意味意味意味意味 例例例例
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C:¥> 現行のハード・ディスク・ドライブを示す
Windows コマンド・プロンプトを表しま

す。コマンド・プロンプト内のエスケープ
文字はカレット（^）です。プロンプトに

は、現在作業中のサブディレクトリが反映
されます。このマニュアルでは、コマンド・
プロンプトと呼ばれます。

C:¥oracle¥oradata>

特殊文字 Windows のコマンド・プロンプトでは、特

殊文字の二重引用符（"）用のエスケープ文

字として、円記号（¥）が必要な場合があり

ます。カッコおよび一重引用符（'）にエス

ケープ文字は不要です。エスケープ文字お
よび特殊文字の詳細は、Windows オペレー

ティング・システムのマニュアルを参照し
てください。

C:¥>exp scott/tiger TABLES=emp 
QUERY=¥"WHERE job='SALESMAN' and sal<1600¥"
C:¥>imp SYSTEM/password FROMUSER=scott 
TABLES=(emp, dept)

HOME_NAME Oracle ホーム名を表します。ホーム名は、

英数字で 16 文字以内です。ホーム名に使用

できる特殊文字は、アンダースコアのみで
す。 

C:¥> net start OracleHOME_NAMETNSListener

規則規則規則規則 意味意味意味意味 例例例例
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ORACLE_HOMEと
ORACLE_BASE

Oracle8 リリース 8.0 以前では、Oracle のコ

ンポーネントをインストールすると、すべ
てのサブディレクトリはデフォルトで次の
いずれかの名前のトップレベルの ORACLE_
HOMEディレクトリに置かれていました。

� Windows NT の場合は、C:¥orant

� Windows 98 の場合は、C:¥orawin98

このリリースでは、Optimal Flexible 
Architecture（OFA）ガイドラインに準拠し

ています。トップレベルの ORACLE_HOME
ディレクトリにすべてのサブディレクトリ
があるとはかぎりません。デフォルトでは、
C:¥oracleに ORACLE_BASEというトップ

レベルのディレクトリがあります。他の
Oracle ソフトウェアがインストールされて

いないコンピュータに、Oracle9i リリース 1
（9.0.1）をインストールする場合、最初の

Oracle ホーム・ディレクトリのデフォルト

設定は、C:¥oracle¥ora90です。Oracle
ホーム・ディレクトリは、ORACLE_BASE
の直下にあります。

このマニュアルに記載されているディレク
トリ・パスの例は、すべて OFA の表記規則

に準拠しています。

%ORACLE_HOME%¥rdbms¥adminディレクトリに

アクセスします。

規則規則規則規則 意味意味意味意味 例例例例
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Oracle Net Services の新機能の新機能の新機能の新機能

この章では、Oracle9i リリース 2（9.2）の新しいネットワーキング機能について説明しま
す。また、関連項目も記載されています。以前のリリースから追加された新しい機能に関す
る情報も含まれているため、現行のリリースに移行中のユーザーにも有益です。

この章では、次の新しいネットワーキング機能について説明します。

� Oracle Net Services における Oracle9i リリース 2（9.2）の新機能

� Oracle Net Services における Oracle9i リリース 1（9.0.1）の新機能

� Oracle Net Services における Oracle8i の新機能
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Oracle Net Services におけるにおけるにおけるにおける Oracle9i リリースリリースリリースリリース 2（（（（9.2）の新機能）の新機能）の新機能）の新機能
リリース 2（9.2）の Oracle Net Services に関連する新機能は、次のとおりです。

� ディレクトリ・サーバーでのネット・サービス別名のサポートディレクトリ・サーバーでのネット・サービス別名のサポートディレクトリ・サーバーでのネット・サービス別名のサポートディレクトリ・サーバーでのネット・サービス別名のサポート

Oracle Net Manager を使用すると、ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名または Oracle Internet 
Directory のデータベース・サービス・オブジェクトを参照するネット・サービス別名ネット・サービス別名ネット・サービス別名ネット・サービス別名
を作成、変更または削除できます。データベース・オブジェクトのエクスポートに加え
て、Oracle Names 制御ユーティリティ制御ユーティリティ制御ユーティリティ制御ユーティリティは、Oracle Names Server に格納されている別名別名別名別名
オブジェクトのディレクトリ・サーバーディレクトリ・サーバーディレクトリ・サーバーディレクトリ・サーバーへのエクスポートや LDAP Data Interchange 
Format（（（（LDIF））））ファイルへの間接的なエクスポートもサポートします。 

� ディレクトリ・サーバーでのグローバル・データベース・リンクのサポートディレクトリ・サーバーでのグローバル・データベース・リンクのサポートディレクトリ・サーバーでのグローバル・データベース・リンクのサポートディレクトリ・サーバーでのグローバル・データベース・リンクのサポート

Oracle Names 制御ユーティリティは、グローバル・データベース・リンクグローバル・データベース・リンクグローバル・データベース・リンクグローバル・データベース・リンクのディレク
トリ・サーバーへのエクスポートをサポートします。ただし、ユーザー名とパスワード
の資格証明はサポートしていません。

� ディレクトリ・ネーミングによるアクセス制御ディレクトリ・ネーミングによるアクセス制御ディレクトリ・ネーミングによるアクセス制御ディレクトリ・ネーミングによるアクセス制御

ディレクトリ・ネーミングディレクトリ・ネーミングディレクトリ・ネーミングディレクトリ・ネーミングの新しいセキュリティ・メカニズムを使用すると、1 つのグ
ループを OracleNetAdmins グループの所有者として割り当てることができます。デ
フォルトの所有者は、OracleNetAdmins グループ自体です。このグループの所有権を
変更することによって、ディレクトリ・ネーミングのエントリを管理する
OracleNetAdmins メンバーと、OracleNetAdmins グループにメンバーを追加するユー
ザーを区別できます。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� ネット・サービス別名のエントリの概要は、3-8 ページの「ネット・
サービス別名のエントリ」を参照してください。

� ネット・サービス別名の作成方法は、9-17 ページの「ネット・サービ
ス別名の作成」を参照してください。

� 別名をディレクトリ・サーバーにエクスポートする方法は、10-5 ペー
ジの「Oracle Names Server からのネットワーク・オブジェクトのエ
クスポート」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle Names Server に格納されているオブジェクトをディレ
クトリ・サーバーにエクスポートする方法については、10-5 ページの

「Oracle Names Server からのネットワーク・オブジェクトのエクスポー
ト」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 8-9 ページ「OracleNetAdmins グループに対するアクセスの
確立」
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� Trace Assistant

Oracle Net Services には、既存のトレース・ファイルのテキストを読みやすい形式に変
換する新しい Trace Assistant ツールが用意されています。

� ローカル・リスナーとリモート・リスナーのパラメータの動的サポートローカル・リスナーとリモート・リスナーのパラメータの動的サポートローカル・リスナーとリモート・リスナーのパラメータの動的サポートローカル・リスナーとリモート・リスナーのパラメータの動的サポート

LOCAL_LISTENERパラメータおよび REMOTE_LISTENERパラメータは、SQL 文の
ALTER SYSTEM SETを使用して動的に更新できます。これらのパラメータを動的に更
新すると、PMON プロセスプロセスプロセスプロセスはこの情報をリスナーに登録します。

� セキュリティの拡張機能セキュリティの拡張機能セキュリティの拡張機能セキュリティの拡張機能

ネットワーキング・セキュリティの強化対策により、次の新しい拡張機能が使用できま
す。

� 権限のないユーザーによるリソース使用を制限する新しいパラメータを使用して、
認証の前にリソースが保持される時間を制限します。 リソース使用を制限すること
により、DoS 攻撃を軽減することができます。

� リスナー制御ユーティリティの STATUSコマンドは、特権コマンドになったため、
パスワードが設定されているときには SET PASSWORDコマンドが必要です。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 17-58 ページ「Trace Assistant を使用したトレース・ファイル
の検証」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 12-13 ページ「サービス登録の構成」

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 15-42 ページ「権限のないユーザーによるリソース使用を制限するた
めのリスナーおよび Oracle データベースの構成」

� リスナー制御ユーティリティのコマンドについては、『Oracle9i Net 
Services リファレンス・ガイド』を参照してください。
xxix



Oracle Net Services におけるにおけるにおけるにおける Oracle9i リリースリリースリリースリリース 1（（（（9.0.1）の新機能）の新機能）の新機能）の新機能
リリース 1（9.0.1）の Oracle Net Services に関連する新機能は、次のとおりです。

� ネットワーキング・コンポーネント名の変更ネットワーキング・コンポーネント名の変更ネットワーキング・コンポーネント名の変更ネットワーキング・コンポーネント名の変更

Oracle9i との一貫性を提供するために一部のネットワーキング製品の名前、機能名、パ
ラメータ名がこのリリースでは変更されています。次の表では製品と機能の旧名称とそ
れぞれの新規名称を示します。

次の表ではマルチスレッド・サーバー（MTS）パラメータと動的なビュー名の共有サー共有サー共有サー共有サー
バーバーバーバーでの新規名称を示します。MTS_MAX_SERVERSパラメータを除いて古いパラメータ
名は Oracle8i との下位互換性が維持されています。オラクル社では新規名称に移行する
ことをお薦めします。

旧名称旧名称旧名称旧名称 新規名称新規名称新規名称新規名称

マルチスレッド・サーバー（MTS） 共有サーバー

Net8 Oracle Net（接続を提供するソフトウェア）

Net8 Oracle Net Services（Oracle Net、リス

ナー、Oracle Connection Manager をすべ

て含む）

Net8 通信スタック・レイヤー Oracle Net Foundation レイヤー

Net8 Configuration Assistant Oracle Net Configuration Assistant

Net8 Manager Oracle Net Manager

MTS パラメータパラメータパラメータパラメータ / ビュー名ビュー名ビュー名ビュー名 新しい共有サーバー・パラメータ新しい共有サーバー・パラメータ新しい共有サーバー・パラメータ新しい共有サーバー・パラメータ / ビュー名ビュー名ビュー名ビュー名

MTS_CIRCUITS初期化パラメータ CIRCUITS初期化パラメータ

MTS_DISPATCHERS初期化パラメータ DISPATCHERS初期化パラメータ

MTS_MAX_DISPATCHERS初期化パラメータ MAX_DISPATCHERS初期化パラメータ

MTS_MAX_SERVERS初期化パラメータ MAX_SHARED_SERVERS初期化パラメータ

MTS_SERVERS初期化パラメータ SHARED_SERVERS初期化パラメータ

MTS_SESSIONS初期化パラメータ SHARED_SERVER_SESSIONS初期化

パラメータ

V$MTSビュー V$SHARED_SERVER_MONITORビュー
xxx



� 専用サーバー構成の接続ロード・バランシング専用サーバー構成の接続ロード・バランシング専用サーバー構成の接続ロード・バランシング専用サーバー構成の接続ロード・バランシング

専用サーバーを使用する構成では、以前は共有サーバー構成でのみ利用できた接続ロー接続ロー接続ロー接続ロー
ド・バランシングド・バランシングド・バランシングド・バランシング機能が使用可能になりました。

� Oracle Net Configuration Assistant での複数のでの複数のでの複数のでの複数の Oracle コンテキストの作成コンテキストの作成コンテキストの作成コンテキストの作成

Oracle Net Configuration Assistant では複数の Oracle コンテキストを作成できるため
ディレクトリ・サーバーの複雑なネーミング構造を容易に管理できます。

� Oracle Names LDAP プロキシ・サーバープロキシ・サーバープロキシ・サーバープロキシ・サーバー

今後のリリースでは、Oracle Names は、集中化されたネーミング・メソッドとしてサ
ポートされません。 Oracle Names に変わって、LDAP 準拠のディレクトリ・サーバーに
よるディレクトリ・ネーミングディレクトリ・ネーミングディレクトリ・ネーミングディレクトリ・ネーミングが推奨されるようになります。このため、ディレクト
リ・ネーミングをサポートしていないリリース 8.1.5 以前のクライアントがディレクト
リ・ネーミングで使用されているのと同じデータを使用できるようにする方法を、
Oracle Names LDAP プロキシ・サーバープロキシ・サーバープロキシ・サーバープロキシ・サーバーが提供します。Oracle Names LDAP プロキ
シ・サーバーは、LDAP 準拠ディレクトリ・サーバーへのプロキシとして構成される
Oracle Names Server です。Oracle Names LDAP プロキシ・サーバーは、起動時に、
ネットワーク・オブジェクトに関する情報をディレクトリ・サーバーから取得します。 
この情報の取得によって、ディレクトリ・サーバー内のすべてのデータを一点で集中的
に定義できるため、Oracle Names Server とディレクトリ・サーバーの両方を、個別に
かつ同時にメンテナンスする必要がなくなります。 

� サポートされていない機能サポートされていない機能サポートされていない機能サポートされていない機能

インターネットに関する構成を能率的に決定するためにサポートされなくなった機能や
構成ファイルについて次の項で説明します。

� Identix および SecurID 認証方式

� Novell Directory Services（NDS）外部ネーミングと NDS 認証

� Net8 OPEN

� 事前生成済み専用サーバー

� protocol.ora ファイル

� プロトコル・サポート

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2-9 ページ「接続ロード・バランシング」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 8-5 ページ「インストール後のディレクトリ使用の構成」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 10-5 ページ「Oracle Names Server からのネットワーク・オブ
ジェクトのエクスポート」
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Identix およびおよびおよびおよび SecurID 認証方式認証方式認証方式認証方式

Oracle Advanced Security が提供する Identix または SecurID 認証方式認証方式認証方式認証方式を使用している
場合、オラクル社では次の認証方式のいずれかに移行することをお薦めします。

� CyberSafe

� RADIUS

� Kerberos

� SSL

Novell Directory Services（（（（NDS）外部ネーミングと）外部ネーミングと）外部ネーミングと）外部ネーミングと NDS 認証認証認証認証

NDS は、認証方式または 外部ネーミング外部ネーミング外部ネーミング外部ネーミング・メソッドとしては今後サポートされません。
外部ネーミング・メソッドとして NDS を使用している場合、オラクル社ではかわりに
ディレクトリ・ネーミングを使用することをお薦めします。

 

Net8 OPEN

Net8 OPEN では、プログラマにデータベースと非データベース・アプリケーションの
開発を可能にする Application Program Interface（API）が提供されていましたが、現
在ではサポートされなくなりました。

事前生成済み専用サーバー事前生成済み専用サーバー事前生成済み専用サーバー事前生成済み専用サーバー

事前起動済み専用サーバー・プロセスはサポートされなくなりました。かわりに共有
サーバーを構成して拡張性とシステムのリソース使用率を改善できます。

protocol.ora ファイルファイルファイルファイル

protocol.oraファイルは今後サポートされません。 

protocol.oraファイルのパラメータは、sqlnet.oraファイルに移行されました。
これらのパラメータの設定によってデータベースヘのアクセス制御を構成でき、
TCP/IP バッファ・フラッシングでの遅延も生じません。パラメータは次のとおりです。

� TCP.NODELAY

� TCP.EXCLUDED_NODES

� TCP.INVITED_NODES

� TCP.VALIDNODE_CHECKING

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Advanced Security 管理者ガイド』

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 9-10 ページ「ディレクトリ・ネーミング・メソッドの構成」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : これらのパラメータについては、『Oracle9i Net Services リ
ファレンス・ガイド』を参照してください。
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UNIX の $ORACLE_HOME/network/adminディレクトリまたは Windows オペレー
ティング・システムの %ORACLE_HOME%¥network¥adminディレクトリに
protocol.oraファイルがある場合、Oracle Net Manager を初めて起動すると自動的
に protocol.oraパラメータが sqlnet.oraファイルに移行されます。 

ノード固有の protocol.oraには、オペレーティング・システムに固有のパラメータ
もあります。このため、これらのパラメータを移行または追加した後に他のノードと
sqlnet.oraを共有しないことをお薦めします。

プロトコル・サポートプロトコル・サポートプロトコル・サポートプロトコル・サポート

SPX プロトコルまたは LU6.2 プロトコルを使用するプロトコル・アドレスは置き換える
必要があります。Oracle Net は次のネットワーク・プロトコルへのサポートを提供しま
す。

� TCP/IP

� SSL 付き TCP/IP

� Named Pipes

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle オペレーティング・システム固有のマニュアルを参照
してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : プロトコル・パラメータの構成については、『Oracle9i Net 
Services リファレンス・ガイド』を参照してください。
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Oracle Net Services におけるにおけるにおけるにおける Oracle8i の新機能の新機能の新機能の新機能
Oracle8i で導入された次の Oracle Net 機能は、Oracle9i にも適用されます。

� クライアント接続機能クライアント接続機能クライアント接続機能クライアント接続機能

クライアント・ロード・バランシング － 複数のリスナーが 1 つのサービスをサポート
している場合、クライアントは様々なリスナーへの要求をランダム化できます。

接続時フェイルオーバー － 複数のリスナーが 1 つのサービスをサポートしている場合、
最初のリスナーが失敗すると異なるリスナーへのクライアント要求をフェイルオーバー
するようにクライアントを構成できます。

� ディレクトリ・ネーミングディレクトリ・ネーミングディレクトリ・ネーミングディレクトリ・ネーミング

ネットワーク情報は Oracle Internet Directory や Microsoft Active Directory の LDAP 準
拠ディレクトリ・サービスに一括して格納できるようになりました。 

� プライマリおよびセカンダリ構成のインスタンス・ロール仕様プライマリおよびセカンダリ構成のインスタンス・ロール仕様プライマリおよびセカンダリ構成のインスタンス・ロール仕様プライマリおよびセカンダリ構成のインスタンス・ロール仕様

接続記述子の INSTANCE_ROLEパラメータでは Oracle9i Real Application Clusters と
Oracle9i Real Application Clusters Guard 構成のプライマリまたはセカンダリ・インス
タンスへの接続を指定できます。 

� リスナー機能リスナー機能リスナー機能リスナー機能

サービス・ネーミング － Oracle8i データベース・サービスは、Oracle システム識別子
（SID）ではなくサービス名で識別されます。これは接続記述子の定義方法に影響を与え
ます。

ダイレクト・ハンドオフ － リスナーには、クライアントにリダイレクト・メッセージ
を戻すことなく、要求を共有ディスパッチャに直接渡す機能があります。

サービス登録 － データベース・インスタンスはデータベースのセットアップ時にリス
ナーに情報を登録します。 

接続ロード・バランシング － リスナーは、同じサービスに対する様々なインスタンス
と共有ディスパッチャ間のアクティブな接続の数を均衡化できます。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 2-9 ページ「クライアント・ロード・バランシング」

� 2-8 ページ「接続時フェイルオーバー」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-4 ページ「ディレクトリ・サーバーのサポート」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 15-25 ページ「プライマリおよびセカンダリ・インスタンス構
成のインスタンス・ロールの指定」
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� Oracle Net Configuration Assistant

Oracle Net Configuration Assistant はインストール後に基本的な構成作業を実行する
ためのツールです。インストールの終了後このツールによって自動的にデフォルトの構
成ファイルが設定されます。

� サービス・ネーミングサービス・ネーミングサービス・ネーミングサービス・ネーミング

データベース・サービスは、SID ではなくサービス名とインスタンス名で識別されま
す。

� Secure Sockets Layer（（（（SSL）プロトコル付き）プロトコル付き）プロトコル付き）プロトコル付き TCP/IP

TCP/IP と Secure Sockets Layer（SSL）を使用するネットワーク上でクライアント /
サーバーの認証を可能にするプロトコルです。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 2-2 ページ「データベース・サービスおよびデータベース・インスタ
ンスの識別」

� 2-10 ページ「サービス・ハンドラ」

� 2-9 ページ「接続ロード・バランシング」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 5-14 ページの「Oracle Net Configuration Assistant」および
Oracle オペレーティング・システム固有のインストレーション・ガイド

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2-2 ページ「データベース・サービスおよびデータベース・イ
ンスタンスの識別」
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第第第第 I 部部部部

Oracle Net Services の概要の概要の概要の概要

第 I 部では、Oracle Net Services の概念、製品およびツールの概要を説明します。 

第 I 部は次の章で構成されています。

� 第 1 章「インターネット時代の先進的ネットワーキング」

� 第 2 章「接続性の概念」

� 第 3 章「構成管理の概念」

� 第 4 章「Oracle Net Services のアーキテクチャ」

� 第 5 章「構成および管理ツールの概要」

� 第 6 章「Oracle Net 接続のクイック・スタート」





インターネット時代の先進的ネットワーキ
1

インターネット時代の先進的ネットワーキングインターネット時代の先進的ネットワーキングインターネット時代の先進的ネットワーキングインターネット時代の先進的ネットワーキング

この章では、インターネット時代にシステムが直面するネットワーキングの問題を説明しま
す。また、完全なネットワーク・ソリューションの提供を可能とする技術と製品についても
説明します。 

この章の内容は、次のとおりです。 

� ネットワーキングの全体像

� ネットワーキングの問題に対する Oracle のソリューション

� ネットワーキング製品
ング 1-1



ネットワーキングの全体像
ネットワーキングの全体像ネットワーキングの全体像ネットワーキングの全体像ネットワーキングの全体像
E-Business モデルの出現によって、これまでにない新しいビジネス要件が求められていま
す。E-Business で成功するために、Web サイトは信頼できる接続性と 24 時間× 7 日間の可
用性を実現する必要があります。企業の Web サイトは、データ・リポジトリへの数千もの
インターネット接続を同時に処理するために、ユーザーの拡張性とパフォーマンスにも取り
組む必要があります。また、ソリューションには、Web ブラウザから既存のアプリケーショ
ンやサービスへ迅速なアクセスを実現することも求められます。

図 1-1 は、インターネット・クライアントがアプリケーション Web サーバーから企業データ
ベースに接続する代表的なアーキテクチャを示しています。またこの図では、企業内のクラ
イアントにデータベースとの通信を可能にするイントラネット・アーキテクチャも示しま
す。Oracle ネットワーキング・テクノロジが代表的なネットワーク環境でどのように採用さ
れているのかを示すために、この基本的なアーキテクチャについてさらに詳しく説明しま
す。

図図図図 1-1 代表的な代表的な代表的な代表的な E-Commerce アーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャ

Intranet

データベース・�
サーバー�
�

クライアント�
アプリケーション�

Webサーバー�
クライアント�

インターネット� イントラネット�
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ネットワーキングの問題に対する Oracle のソリューション
ネットワーキングの問題に対するネットワーキングの問題に対するネットワーキングの問題に対するネットワーキングの問題に対する Oracle のソリューションのソリューションのソリューションのソリューション
Oracle Net Services は、異機種間分散コンピューティング環境にある企業全体への接続ソ
リューションを提供します。Oracle Net Services は、複雑なネットワーク構成や管理を簡略
化し、パフォーマンスを最大化して、ネットワーク診断機能を向上させます。

この項では、代表的なネットワーク構成で機能する基本的なネットワーキングの概念を説明
します。 説明する項目は、次のとおりです。

� 接続性

� 管理性

� インターネットおよびイントラネットの拡張性

� ネットワーク・セキュリティ

接続性接続性接続性接続性
Oracle Net Services のコンポーネントである Oracle Net によって、クライアント・アプリ
ケーションから Oracle データベース・サーバーへのネットワーク・セッションが可能にな
ります。ネットワーク・セッションが確立されると、Oracle Net はクライアント・アプリ
ケーションやデータベース・サーバーへのデータの案内役として動作します。 クライアン
ト・アプリケーションとデータベース・サーバー間でのメッセージの交換に加え、これらの
間の接続を確立およびメンテナンスします。 Oracle Net は、ネットワーク上の各コンピュー
タに配置されるために、これらのジョブを実行できます。

この項では、接続に関する次の項目を説明します。

� クライアント / サーバー・アプリケーション接続

� Web クライアント・アプリケーション接続

� アプリケーション Web サーバーを使用しない Web クライアント接続

クライアントクライアントクライアントクライアント / サーバー・アプリケーション接続サーバー・アプリケーション接続サーバー・アプリケーション接続サーバー・アプリケーション接続
Oracle Net は、従来のクライアント / サーバー・アプリケーションから Oracle データベー
ス・サーバーへの接続を可能にします。図 1-2 は、Oracle Net によって、どのようにクライ
アントとデータベース・サーバー間のネットワーク接続が実現されているのかを示します。
Oracle Net は、クライアントとデータベース・サーバーの両方に置かれるソフトウェア・コ
ンポーネントです。Oracle Net はネットワーク・プロトコルプロトコルプロトコルプロトコルの最高位レイヤーになります。
つまり、アプリケーションがネットワークにアクセスする方法やネットワーク上でデータを
転送するためにパケットに分割する方法を決定するルールです。次の図にあるように、
Oracle Net は TCP/IP プロトコルプロトコルプロトコルプロトコルで通信するため、コンピュータ・レベルの接続とクライア
ントとデータベース・サーバー間のデータ転送が可能になります。
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ネットワーキングの問題に対する Oracle のソリューション
図図図図 1-2 クライアントクライアントクライアントクライアント / サーバー・アプリケーション接続サーバー・アプリケーション接続サーバー・アプリケーション接続サーバー・アプリケーション接続

特に、Oracle Net は接続の確立と維持を行う Oracle Net Foundation レイヤーレイヤーレイヤーレイヤーと、そのテク
ノロジを業界標準のプロトコルにマップする Oracle protocol support で構成されています。 

Java クライアント・アプリケーションは、Oracle データベースに Java Database 
Connectivity（（（（JDBC）ドライバ）ドライバ）ドライバ）ドライバを介してアクセスします。これは Java からリレーショナ
ル・データベースへの接続を提供する標準の Java インタフェースです。オラクル社は次の
ドライバを提供します。

� クライアント側の JDBC OCI ドライバドライバドライバドライバは、Oracle クライアントをインストールして使用
します。

� クライアント側の JDBC Thin ドライバドライバドライバドライバは、Oracle のインストールを必要とせず、主に
アプレットと一緒に使用します。

これらのドライバは Oracle Net を使用するため、クライアント・アプリケーションと
Oracle データベース間の接続を確立できます。

図 1-3 では、JDBC OCI ドライバと Oracle データベース・サーバーを使用する Java クライ
アント・アプリケーションを示します。Java クライアント・アプリケーションは、JDBC 
OCI ドライバへのコールを作成します。この JDBC コールは直接 Oracle Net レイヤーに変換
されます。次にクライアントは、Oracle Net で構成された Oracle データベースとの通信に
Oracle Net を使用します。
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ネットワーキングの問題に対する Oracle のソリューション
図図図図 1-3 Java アプリケーション接続アプリケーション接続アプリケーション接続アプリケーション接続

Web クライアント・アプリケーション接続クライアント・アプリケーション接続クライアント・アプリケーション接続クライアント・アプリケーション接続
クライアントの Web ブラウザから Oracle データベース・サーバーへのインターネット接続
は、アーキテクチャを除いてクライアント / サーバー・アプリケーションへの接続と同じで
す。

図 1-4 では、クライアント Web ブラウザ、アプリケーション Web サーバー、Oracle データ
ベース・サーバーを含む Web クライアント接続の基本アーキテクチャを示します。クライ
アント上のブラウザは、HTTP プロトコルプロトコルプロトコルプロトコルを使用して Web サーバーと通信し、接続要求を
作成します。Web サーバーは、処理を行うアプリケーションに要求を送信します。次にアプ
リケーションは、Oracle Net で構成された Oracle データベース・サーバーとの通信に
Oracle Net を使用します。

注意注意注意注意 : JDBC Thin ドライバは 100% Pure Java ドライバであるため、クラ
イアントをインストールする必要がありません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle9i JDBC 開発者ガイドおよびリファレンス』
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ネットワーキングの問題に対する Oracle のソリューション
図図図図 1-4 アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション Web サーバーからのサーバーからのサーバーからのサーバーからの Web クライアント接続クライアント接続クライアント接続クライアント接続

基本コンポーネントの特長は次のとおりです。

� Hypertext Transfer Protocol（HTTP）

HTTP は、Web ブラウザとアプリケーション Web サーバーの通信を可能にする言語を
提供します。

� アプリケーション Web サーバー

アプリケーション Web サーバーは、Web サイトのデータの管理とアクセス制御、Web
ブラウザからの要求への応答を実行します。Web サーバー上のアプリケーションは、
データベースと通信し、Web サーバーから要求されたジョブを実行します。 

図 1-5 で示すように、アプリケーション Web サーバーは Java アプリケーションとサーブ
レットを動作させることができます。Web ブラウザは、HTTP からアプリケーション Web
サーバーへの通信を実行して接続要求を作成します。アプリケーション Web サーバーは、
アプリケーションやサーブレットに要求を送ります。すると、JDBC OCI や JDBC Thin ドラ
イバを使用して要求を処理します。次にドライバは、Oracle Net で構成された Oracle デー
タベース・サーバーとの通信に Oracle Net を使用します。
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ネットワーキングの問題に対する Oracle のソリューション
図図図図 1-5 Java アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション Web サーバーからのサーバーからのサーバーからのサーバーからの Web クライアント接続クライアント接続クライアント接続クライアント接続

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション Web サーバーを使用しないサーバーを使用しないサーバーを使用しないサーバーを使用しない Web クライアント接続クライアント接続クライアント接続クライアント接続
アプリケーションへのアクセスにアプリケーション Web サーバーを必要としない Web クラ
イアントは、Oracle データベースに直接アクセスできます。たとえば、Java アプレットを使
用します。 標準的な接続に加えて、データベースは HTTP プロトコル、FTP プロトコルプロトコルプロトコルプロトコルまた
は WebDAV プロトコルプロトコルプロトコルプロトコル接続を受け入れるように構成できます。これらのプロトコルは、
Oracle9i インスタンスの Oracle XML DB への接続に使用します。 

図 1-6 では、2 つの異なる Web クライアントを示します。最初の Web クライアントはデー
タベースへの HTTP 接続を作成します。2 番目の Web クライアントは、Web ブラウザと
JDBC Thin ドライバを使用します。次にこのドライバは、JavaNet と呼ばれる Java 版の
Oracle Net を使用して、Oracle Net で構成された Oracle データベース・サーバーと通信し
ます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle9i XML データベース開発者ガイド - Oracle XML DB』
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図図図図 1-6 Web クライアントの接続のシナリオクライアントの接続のシナリオクライアントの接続のシナリオクライアントの接続のシナリオ
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ネットワーキングの問題に対する Oracle のソリューション
管理性管理性管理性管理性
Oracle Net Services は、ネットワーキング・コンポーネントを簡単に構成および管理できる
多数の管理機能を提供します。これらの機能は、次の項目で説明しています。

� 位置の透過性

� 集中構成と管理

� クイック・インストールおよび構成

位置の透過性位置の透過性位置の透過性位置の透過性
企業は、様々なクライアント・アプリケーションの特定タイプのサービスを表す複数のデー
タベースを持つことができます。たとえば、販売、人事、マーケティング・アプリケーショ
ンに使用する 3 つのデータベースを持つ場合などがあります。各データベースは、1 つ以上
のサービスによって表します。sales.us.acme.comなど、サービスサービスサービスサービスはサービス名サービス名サービス名サービス名によっ
て識別されます。クライアントはこのサービス名を使用して、アクセスに使用するデータ
ベースを識別します。データベース・サービスに関する情報とネットワーク上でのその位置
は、クライアントに対して透過性があります。これは、接続に必要な情報はリポジトリに保
存されているためです。

たとえば、図 1-7 では、企業にはクライアントがアクセスできる 3 つのデータベースがある
ことを示します。各データベースには、個別のサービス名があります。たとえば、
sales.us.acme.com、hr.us.acme.com、mktg.us.acme.comなどです。 

1. クライアントはリポジトリを使用して、sales.us.acme.comに必要な情報を探しま
す。 

2. クライアントは必要な情報を得ると、データベースに接続します。
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図図図図 1-7 サービス情報リポジトリサービス情報リポジトリサービス情報リポジトリサービス情報リポジトリ

リポジトリは、1 つ以上のネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドで表わされます。Oracle Net Services は、
複数タイプのネーミング・メソッドを提供します。これらのネーミング・メソッドは、各ク
ライアント上でのローカル構成、またはネットワーク上のすべてのクライアントがアクセス
できる集中構成をサポートしています。使いやすい Graphical User Interface（GUI）によっ
て、ネーミング・メソッドに保存されているデータを管理できます。
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ネットワーキングの問題に対する Oracle のソリューション
集中構成と管理集中構成と管理集中構成と管理集中構成と管理
大規模なネットワーキング環境を管理してネットワーク構成の指定や修正を実行できるよう
に、管理者は集中化されたリポジトリに簡単にアクセスできる必要があります。このため、
Oracle Net Services の構成は、LDAP 準拠ディレクトリ・サーバーに保存できます。 

LDAP 準拠ディレクトリ・サーバーのサポートによって、分散 Oracle ネットワークの管理
および構成に関する集中化された媒体が提供されます。このディレクトリは、データベー
ス・ネットワーク・コンポーネント、ユーザー・ポリシー、企業ポリシー、ユーザー認証お
よびユーザー・セキュリティに関するすべてのデータの中央リポジトリとして機能できるの
で、クライアント側およびサーバー側に局在化している構成ファイルに置き換えられます。

異機種で構成されるネットワーク上のすべてのコンピュータは、ディレクトリで情報を参照
することができます。図 1-8 では、クライアント、その他のサーバー（アプリケーション
Web サーバーなど）、集中化されたディレクトリ・サーバーに接続する Oracle データベー
ス・サーバーを示します。

図図図図 1-8 ディレクトリ・サーバーを伴うネットワーク構成の集中ストレージディレクトリ・サーバーを伴うネットワーク構成の集中ストレージディレクトリ・サーバーを伴うネットワーク構成の集中ストレージディレクトリ・サーバーを伴うネットワーク構成の集中ストレージ
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ネットワーキングの問題に対する Oracle のソリューション
クイック・インストールおよび構成クイック・インストールおよび構成クイック・インストールおよび構成クイック・インストールおよび構成
Oracle Net Services のインストールは、短時間で簡単に実行できます。ほとんどの環境の
Oracle データベース・サーバーとクライアントのネットワーキング要素は、構成済みのもの
です。Oracle データベース・サービスに関する情報は、1 つ以上のネーミング・メソッドに
移入されます。結果として、クライアントとサーバーはインストールされると即座に接続で
きる状態にあるため、ユーザーは分散環境の利点を活用できます。 

インターネットおよびイントラネットの拡張性インターネットおよびイントラネットの拡張性インターネットおよびイントラネットの拡張性インターネットおよびイントラネットの拡張性
Oracle Net には、拡張機能が用意されているため、システムのリソースを最大化して、パ
フォーマンスを改善することが可能です。

オラクル社の共有サーバー共有サーバー共有サーバー共有サーバー・アーキテクチャは、アプリケーションの拡張性とデータベース
に同時に接続するクライアント数を増大させます。また共有サーバー・アーキテクチャで
は、既存のアプリケーションの能力を、アプリケーション自体に何ら変更を加えずにスケー
ルアップできます。 

共有サーバーを使用すると、クライアントはデータベースのサーバー・プロセスサーバー・プロセスサーバー・プロセスサーバー・プロセスと直接通信
しません（サーバー・プロセスとは、データベース上の 1 つのプロセスであり、データベー
スにかわってクライアントの要求を処理します）。 かわりに、クライアントの要求は 1 つ以上
のディスパッチャディスパッチャディスパッチャディスパッチャにルーティングされます。ディスパッチャは共通のキューにクライアント
要求を置きます。サーバー・プロセスの共有プールにあるアイドル状態の共有サーバー・プ共有サーバー・プ共有サーバー・プ共有サーバー・プ
ロセスロセスロセスロセスは、このキューから要求を取り出して処理します。つまり、サーバー・プロセスの小
規模プールによる多数のクライアントの処理が可能になります。

1-13 ページの図 1-9 と 1-14 ページの図 1-10 では、共有サーバー接続モデルと従来の 専用専用専用専用
サーバーサーバーサーバーサーバー 接続モデルの基本的な違いを示します。共有サーバー・モデルでは、ディスパッ
チャは同時に複数のクライアント接続をサポートします。専用サーバー・モデルでは、各ク
ライアントに対してサーバー・プロセスは 1 つです。接続要求が受け取られるたびに、サー
バー・プロセスが起動され、処理が完了するまでその接続の専用になります。このモデルで
は、処理の遅延が起こります。 

共有サーバーは、接続数が多い場合に理想的な構成です。これは、この構成によりサーバー
のメモリー要件が軽減されるためです。共有サーバーは、インターネットとイントラネット
の両方の環境に適しています。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ディレクトリ・サーバーの概念の詳細は、3-4 ページの「ディ
レクトリ・サーバーのサポート」を参照してください。
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図図図図 1-9 専用サーバー・アーキテクチャ専用サーバー・アーキテクチャ専用サーバー・アーキテクチャ専用サーバー・アーキテクチャ
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図図図図 1-10 共有サーバー・アーキテクチャ共有サーバー・アーキテクチャ共有サーバー・アーキテクチャ共有サーバー・アーキテクチャ
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サーバー・リソースの使用率は、共有サーバーを採用して構成できる Oracle Net Services 機
能によって、さらに高めることができます。これらの機能は、次の項目で説明します。

� 接続プーリング

� セッションの多重化

接続プーリング接続プーリング接続プーリング接続プーリング
数千のクライアントがインタラクティブな Web アプリケーションを実行していると、これ
らのセッションの多くはある時点でアイドル状態になることがあります。接続プーリング接続プーリング接続プーリング接続プーリング機
能によって、データベース・サーバーはアイドル状態のセッションをタイムアウトにできる
ため、その接続をアクティブなセッションへのサービス提供に使用できます。アイドル状態
のセッションは論理的には接続を維持したままなので、次の要求がそのセッションから出さ
れると物理的な接続は自動的に再確立されます。このため、Web アプリケーションは多数の
同時ユーザーを既存のハードウェアに適応させることができます。

図 1-11 は、接続プーリングの機能を示したものです。この例で、Oracle データベース・
サーバーは 255 の接続で構成されています。クライアントの 1 つは、指定した時間アイドル
状態でした。接続プーリングでは、この接続をクライアントからの着信接続要求に利用でき
るようにします。この着信接続要求は 256 番目になります。アイドル状態のクライアントに
実行すべき作業が発生すると、アイドル状態の別のクライアントの接続で、再度接続を確立
します。
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ネットワーキングの問題に対する Oracle のソリューション
図図図図 1-11 接続プーリング接続プーリング接続プーリング接続プーリング

セッションの多重化セッションの多重化セッションの多重化セッションの多重化 Oracle Net Services のコンポーネントである Oracle Connection 
Manager では、データベースへのネットワーク接続を単一化することにより、複数のクライ
アント・ネットワーク・セッションを多重化、つまり集中化できます。 

セッションの多重化セッションの多重化セッションの多重化セッションの多重化機能は、サーバーが着信要求に使用するネットワーク接続のエンドポイ
ントの数を少なくすることにより、2 つのプロセス間で複数の接続を維持するために必要な
リソースを削減します。このため、サーバーが処理できるネットワーク・セッションの総数
を増加できます。複数の Oracle Connection Manager があれば、数千の同時ユーザーがサー
バーに接続できます。
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図 1-12 では、セッションの多重化の Web アーキテクチャにおける使用方法を示します。
Oracle Connection Manager がアプリケーション Web サーバーと同じコンピュータ上で実行
されると、アプリケーション Web サーバーは複数のクライアント・セッションを Oracle 
Connection Manager からルーティングできるので、これらのセッションは Oracle データ
ベース・サーバーに確実に継続したアクセスを確立できます。この機能は特に、セッション
の可用性と応答時間が主な問題とされる Web アプリケーションで便利です。

図図図図 1-12 セッションの多重化セッションの多重化セッションの多重化セッションの多重化
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ネットワーキングの問題に対する Oracle のソリューション
ネットワーク・セキュリティネットワーク・セキュリティネットワーク・セキュリティネットワーク・セキュリティ
データ・アクセスとデータの安全な転送は、Oracle を導入する際の重要な考慮事項です。
ネットワーク・セキュリティは、次の項目で説明する機能によって強化されています。

� データベースのアクセス制御

� Oracle Advanced Security によるネットワーク・セキュリティの拡張

データベースのアクセス制御データベースのアクセス制御データベースのアクセス制御データベースのアクセス制御
データベースへのアクセスの付与や制限は、安全なネットワーク環境を構築するために重要
です。Oracle Net Services では、次の項目で説明する機能を使用してデータベースへのアク
セス制御を実現しています。

� ファイアウォール・アクセス制御

� プロトコル・アクセス制御

ファイアウォール・アクセス制御ファイアウォール・アクセス制御ファイアウォール・アクセス制御ファイアウォール・アクセス制御 Oracle Connection Manager は、特定のデータベース・
サービスやコンピュータへのアクセスを付与したり制限するように構成できます。フィルタ
リング・ルールを指定すれば、次の基準に基づいて、サーバーへの特定のクライアント・ア
クセスを可能にしたり、制限したりできます。

� ソース・ホスト名またはクライアントの IP アドレス

� 接続先ホスト名またはサーバーの IP アドレス

� 接続先データベース・サービス名

� Oracle Advanced Security のクライアントの使用

図 1-13 では、3 つの Web クライアントと Oracle データベース・サーバーの間に位置する
Oracle Connection Manager を示します。最初の 2 つの Web クライアントにはアクセスを許
可し、3 番目のクライアントのアクセスは制限できるように Oracle Connection Manager を
構成します。この構成で機能させるために、クライアントには JDBC Thin ドライバが必要で
す。
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図図図図 1-13 Oracle Connection Manager によるイントラネット・ネットワークのアクセス制御によるイントラネット・ネットワークのアクセス制御によるイントラネット・ネットワークのアクセス制御によるイントラネット・ネットワークのアクセス制御

Oracle Connection Manager の機能は、Oracle Net ファイアウォール・プロキシファイアウォール・プロキシファイアウォール・プロキシファイアウォール・プロキシと呼ばれる
ソフトウェア・コンポーネントを製造するファイアウォールのベンダーからも提供されま
す。アプリケーション・ゲートウェイアプリケーション・ゲートウェイアプリケーション・ゲートウェイアプリケーション・ゲートウェイと呼ばれるホスト・コンピュータは、Oracle 
Connection Manager ソフトウェアを実行します。 

図 1-14 では、社内と社外のネットワーク間の通信量を制御し、単一のチェックポイントを提
供してアクセス制御と監査を実行するアプリケーション・ゲートウェイを示します。結果と
して、権限のないインターネット・ホストは、企業内のデータベースに直接アクセスできま
せん。しかし、権限のあるユーザーであれば、企業ネットワークの外部のインターネット・
サービスを使用できます。この機能は、インターネット環境で機密性のあるデータへのリ
モート・アクセスを制限するために重要です。
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図図図図 1-14 アプリケーション・ゲートウェイによるインターネット・ネットワークのアクセス制御アプリケーション・ゲートウェイによるインターネット・ネットワークのアクセス制御アプリケーション・ゲートウェイによるインターネット・ネットワークのアクセス制御アプリケーション・ゲートウェイによるインターネット・ネットワークのアクセス制御

プロトコル・アクセス制御プロトコル・アクセス制御プロトコル・アクセス制御プロトコル・アクセス制御 データベース・サーバーは、sqlnet.ora構成ファイルにある
アクセス制御パラメータで構成できます。これらのパラメータによって、プロトコルに基づ
いてクライアントにアクセスを許可するのか制限するのかを指定します。

Oracle Advanced Security によるネットワーク・セキュリティの拡張によるネットワーク・セキュリティの拡張によるネットワーク・セキュリティの拡張によるネットワーク・セキュリティの拡張
Oracle Advanced Security は、次の項目で説明されている機能によってネットワーク・セ
キュリティを提供します。

� データ暗号化

� ユーザー認証とシングル・サインオン

� エンタープライズ・ユーザーのセキュリティ

クライアント�

アプリケーション・�
ゲートウェイ�
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ネットワーキングの問題に対する Oracle のソリューション
データ暗号化データ暗号化データ暗号化データ暗号化 インターネット上を転送される機密性のある情報は、暗号化によって保護で
きます。暗号化は、復号化キーでのみ解読が可能な形式に変換された情報です。 

図 1-15 では、暗号化のしくみを示します。トランザクションのセキュリティを確実にするた
めに、バイヤーはある企業の製品をインターネット上で購入する場合、クレジット・カード
を使用します。バイヤーのクレジット・カード番号は、暗号化キーで暗号化されます。暗号
化されたクレジット番号は、ネットワークからデータベースに送られます。暗号化ではメッ
セージをばらばらにし、受信者以外は読むことができないメッセージにします。サーバーは
復号化キーでメッセージを解読し、クレジット・カード番号を読み出します。

図図図図 1-15 暗号化暗号化暗号化暗号化

ユーザー認証とシングル・サインオンユーザー認証とシングル・サインオンユーザー認証とシングル・サインオンユーザー認証とシングル・サインオン 認証は、ユーザーの識別情報を証明するために使用
します。パスワードは認証の最も一般的な方法です。Oracle Advanced Security では、様々
なサード・パーティの認証サービスをサポートする Oracle 認証アダプタを使用することに
より、認証機能を強化できます。 

図 1-16 では、認証サーバーで構成された Oracle データベースによるユーザー認証を示しま
す。このアーキテクチャは、分散環境でのユーザー識別で、高い信頼性を提供します。ネッ
トワークの全メンバー（クライアントからサーバー、サーバーからサーバー、ユーザーから
クライアントとサーバーの双方へ）の認証を中央で実行することは、ネットワーク・ノード
が、それぞれの認証情報を誤って伝える可能性を回避する効率的な方法の 1 つです。 
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図図図図 1-16 ユーザー認証ユーザー認証ユーザー認証ユーザー認証

認証を集中化すると、シングル・サインオンシングル・サインオンシングル・サインオンシングル・サインオンも使用可能になります。シングル・サインオン
を使用すると、ユーザーは、1 つのパスワードのみで複数のアカウントおよびアプリケー
ションにアクセスできます。ユーザーは 1 回ログオンするだけで、ユーザー名やパスワード
を再度入力することなく、他のどのサービスにも自動的に接続できます。シングル・サイン
オンでは、ユーザーは複数のパスワードを覚えたり管理したりする必要がなくなるため、複
数のサービスへのログインにかかる時間を短縮できます。 

認証はサード・パーティによる次のサービスから提供されます。

� Secure Sockets Layer（（（（SSL））））

� RADIUS

� CyberSafe

� Kerberos

� Distributed Computing Environment（DCE）

エンタープライズ・ユーザーのセキュリティエンタープライズ・ユーザーのセキュリティエンタープライズ・ユーザーのセキュリティエンタープライズ・ユーザーのセキュリティ 集中化されたディレクトリ・サーバーには、
ユーザー情報、管理情報、セキュリティ情報を保存できます。この集中型の構成では、管理
者は情報の修正を 1 箇所、つまりこのディレクトリから実行できます。また、管理コストが
削減され、企業の安全性も高められます。 

図 1-17 では、ディレクトリ・サーバーを使用してユーザー・アカウント、ユーザー・ロー
ル、パスワード情報を集約化する方法を示します。 
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1. データベース・サーバーは、このディレクトリに保存されている情報にアクセスして
ユーザーを認証します。

2. 一度認証されると、ユーザーはエンタープライズ・ユーザーのセキュリティを設定して
いるデータベースにアクセスできます。

図図図図 1-17 ディレクトリ・サーバーを伴うセキュリティ構成の集中ストレージディレクトリ・サーバーを伴うセキュリティ構成の集中ストレージディレクトリ・サーバーを伴うセキュリティ構成の集中ストレージディレクトリ・サーバーを伴うセキュリティ構成の集中ストレージ
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ネットワーキング製品ネットワーキング製品ネットワーキング製品ネットワーキング製品
この章で説明した接続性、管理性、拡張性、セキュリティ機能は、次の項目で取りあげるコ
ンポーネントと製品によって提供されます。

� Oracle Net Services

� Oracle Advanced Security

Oracle Net Services
次の項目を説明します。

� Oracle Net

� Oracle Net Listener

� Oracle Connection Manager

� ネットワーキング・ツール

Oracle Net
Oracle Net は、クライアントとデータベース・サーバーのソフトウェア・レイヤーにありま
す。Oracle Net は、クライアント・アプリケーションとサーバー間における接続の確立およ
び維持、両者間のメッセージ交換の役割を担っていますが、このとき業界標準のプロトコル
を使用しています。Oracle Net は次の 2 つのソフトウェア・コンポーネントで構成されてい
ます。

� Oracle Net Foundation レイヤー

� Oracle protocol support

Oracle Net Foundation レイヤーレイヤーレイヤーレイヤー  クライアント側でアプリケーションは、Oracle Net 
Foundation レイヤーと通信して接続を確立し、それを維持します。次に Oracle Net 
Foundation レイヤーは、Oracle protocol support を使用します。これによって、Oracle デー
タベース・サーバーと通信するために、TCP/IP などの業界標準のネットワーク・プロトコ
ルで通信できます。 

図 1-18 では、クライアントの通信スタックを示します。
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ネットワーキング製品
図図図図 1-18 クライアント上のクライアント上のクライアント上のクライアント上の Oracle Net

Oracle データベース・サーバー側は、図 1-19 で示すようにクライアント側と同じです。
ネットワーク・プロトコルは、クライアント要求の情報を Oracle protocol support レイヤー
に送ります。次にこの情報は、Oracle Net Foundation レイヤーに送られます。Oracle Net 
Foundation レイヤーは、Oracle データベース・サーバーと通信してクライアント要求を処
理します。

図図図図 1-19 サーバー上のサーバー上のサーバー上のサーバー上の Oracle Net

Oracle protocol support  Oracle Net Foundation レイヤーは、Oracle protocol support を使用し
て次の業界標準のネットワーク・プロトコルと通信します。

� TCP/IP

� SSL 付き TCP/IP

� Named Pipes

Oracle protocol support は、Oracle Net Foundation レイヤーの機能をクライアント / サー
バー接続で使用する業界標準のプロトコルにマップします。 
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Oracle Net Listener
Oracle データベース・サーバー側に固有な操作の 1 つは、Oracle Net Listener を通じて初期
の接続を受信することです。Oracle Net Listener は、通常、リスナーリスナーリスナーリスナーと呼ばれ、クライアン
ト要求を受け取ってサーバーに渡します。リスナーはプロトコル・アドレスで構成されてい
ます。同じプロトコル・アドレスで構成されたクライアントは、そのリスナーに接続要求を
送ります。いったん接続が確立されると、クライアントと Oracle データベース・サーバー
は互いに直接通信します。 

図 1-20 では、クライアントから接続要求を受け取り、Oracle データベース・サーバーにそ
の要求を転送するリスナーを示します。

図図図図 1-20 接続要求時のリスナー接続要求時のリスナー接続要求時のリスナー接続要求時のリスナー

Oracle Connection Manager
Oracle Connection Manager は、専用のコンピュータに置かれるソフトウェア・コンポーネ
ントです。クライアントや Oracle データベース・サーバーからは分離されています。デー
タベース・サーバーに送られる要求を代理として受け取ります。セッションの多重化やアク
セス制御、プロトコルの変換を実行するように Oracle Connection Manager を構成できま
す。

Oracle Connection Manager は、セッションの多重化によって、単一のトランスポート・プ
ロトコル接続から特定の接続先に複数のセッションを集中化させます。これにより、Oracle
データベース・サーバーが着信要求に使用する接続エンドポイントの数を少なくできるた
め、2 つのプロセス間で複数の接続を維持するために必要なリソースが削減されます。 
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ネットワーキング製品
Oracle Connection Manager は、アクセス制御フィルタとして Oracle データベースへのアク
セスを制御します。

Oracle Connection Manager はプロトコル・コンバータとして、異なるネットワーキング・
プロトコルを持つクライアントと Oracle データベース・サーバーが互いに通信できるよう
にします。 

Oracle Connection Manager の機能は、Oracle Net ファイアウォール・プロキシを製造する
ファイアウォールのベンダーからも提供されます。ホスト・コンピュータやアプリケーショ
ン・ゲートウェイは、Oracle Connection Manager プロキシ・ソフトウェアを実行します。 
アプリケーション・ゲートウェイは、クライアント側から見ると実際のサーバーのように機
能し、サーバー側から見ると実際のクライアントのように機能します。アプリケーション・
ゲートウェイは、インターネットと企業の内部ネットワークの間に位置し、双方のユーザー
に仲介サービスを提供します。 

ネットワーキング・ツールネットワーキング・ツールネットワーキング・ツールネットワーキング・ツール
Oracle Net Services は、ネットワークの構成、管理および監視を簡単に実行できる
Graphical User Interface（GUI）とコマンドライン・ユーティリティを提供します。 

Oracle Net Configuration Assistant は、インストール後に基本的な次のネットワーク・コ
ンポーネントを構成するツールです。 

� リスナー

� ネーミング・メソッド

� ディレクトリ・サーバーの使用

Oracle Net Manager は、構成の属性とコンポーネントの制御を連係させて、Oracle Net 
Services の構成や管理を実行する統合環境を提供します。Oracle Net Manager では、Oracle 
Net Configuration Assistant で作成したリスナーやネーミング・メソッドの構成を細かく調
整できます。さらに、Oracle Net Manager は組込みウィザードとユーティリティを提供する
ため、接続性のテストやあるネーミング・メソッドから別のメソッドへのデータの移行、追
加のネットワーク・コンポーネントの作成が可能になります。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� ルーティングについては、1-16 ページの「セッションの多重化」を参
照してください。

� フィルタリングについては、1-18 ページの「ファイアウォール・アク
セス制御」を参照してください。

注意注意注意注意 : 使用している製品が Oracle Net ファイアウォール・プロキシをサ
ポートしているかどうかは、ファイアウォールのベンダーにお問い合せく
ださい。
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また、コマンドライン制御ユーティリティによって、リスナーや Oracle Connection 
Manager などのネットワーク・コンポーネントを構成、管理および監視できます。

Oracle Advanced Security
Oracle Advanced Security は、Oracle 環境に総合的なセキュリティ機能を提供する製品です
が、別にライセンスが必要です。このセキュリティ機能では、エンタープライズ・ネット
ワークを保護し、企業のネットワークを安全にインターネットに拡大できます。Oracle 
Advanced Security は、ネットワーク暗号化と認証ソリューション、シングル・サインオ
ン・サービスおよびセキュリティ・プロトコルの単一の統合源を提供します。また、業界標
準を統合して、Oracle ネットワークとその他のネットワークにこれまでにない安全性を提供
します。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 第 5 章「構成および管理ツールの概要」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Advanced Security 管理者ガイド』 
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2

接続性の概念接続性の概念接続性の概念接続性の概念

この章では、データベースの識別方法とクライアントのデータベースへのアクセス方法を説
明します。 

この章の内容は、次のとおりです。

� データベース・サービスおよびデータベース・インスタンスの識別

� サービスのアクセス可能性

� 複数リスナーを使用したサービスのアクセス可能性の拡張

� サービス・ハンドラ

� ネーミング

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ネットワーキング概念の予備的な説明は、第 1 章「インター
ネット時代の先進的ネットワーキング」を参照してください。
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データベース・サービスおよびデータベース・インスタンスの識別
データベース・サービスおよびデータベース・インスタンスのデータベース・サービスおよびデータベース・インスタンスのデータベース・サービスおよびデータベース・インスタンスのデータベース・サービスおよびデータベース・インスタンスの
識別識別識別識別

この項で説明する項目は、次のとおりです。

� データベース・サービス

� データベース・インスタンス

データベース・サービスデータベース・サービスデータベース・サービスデータベース・サービス
Oracle データベースは、クライアントに対してはサービスサービスサービスサービスとして表示されます。つまり、
データベースがクライアントにかわって作業を実行します。データベースには、1 つ以上の
サービスを対応付けることができます。 

図 2-1 では、2 つのデータベースを示します。それぞれがイントラネット・クライアントに
データベース・サービスを独自に提供しています。一方のサービス、sales.us.acme.com
では、販売担当者が販売データベースにアクセスできます。もう一方のサービス、
finance.us.acme.comでは、財務アナリストが財務データベースにアクセスできます。 

図図図図 2-1 データベースごとにデータベースごとにデータベースごとにデータベースごとに 1 つのサービスつのサービスつのサービスつのサービス

販売データベースと財務データベースは、サービス名サービス名サービス名サービス名、sales.us.acme.comおよび
finance.us.acme.comによってそれぞれ識別されます。サービス名は、初期化パラメー
タ・ファイルの SERVICE_NAMESパラメータで指定します。サービス名のデフォルトはググググ
ローバル・データベース名ローバル・データベース名ローバル・データベース名ローバル・データベース名です。これは、データベース名（DB_NAMEパラメータ）および
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ドメイン名（DB_DOMAINパラメータ）から構成される名前です。サービス名が
sales.us.acme.comであれば、salesがデータベース名、us.acme.comがドメイン名
です。

データベースには、複数のサービスを対応付けることができます。図 2-2 では、Web クライ
アントに 2 つの異なるサービスを提供する 1 つのデータベースを示します。一方のサービ
ス、book.us.acme.comは、書籍を購入するクライアント専用です。一方のサービス、
soft.us.acme.comは、ソフトウェアを購入するクライアント専用です。 

図図図図 2-2 1 つのデータベースへの複数サービスの対応付けつのデータベースへの複数サービスの対応付けつのデータベースへの複数サービスの対応付けつのデータベースへの複数サービスの対応付け

1 つのデータベースに複数サービスを対応付けると、次のような機能が得られます。

� 単一のデータベースを、様々な方法であらゆるクライアントが識別できます。

� データベース管理者は、システム・リソースを制限したり、確保できます。このレベル
の制御では、これらのサービスの 1 つを要求するクライアントに、よりよくリソースを
割り当てることが可能です。

注意注意注意注意 : SERVICE_NAMESパラメータの値は、データベースの実行時に
SQL 文の ALTER SYSTEMを使用して動的に変更できます。ALTER 
SYSTEM文の詳細は、『Oracle9i SQL リファレンス』を参照してください。
SERVICE_NAMESパラメータの詳細は、『Oracle9i データベース・リファ
レンス』を参照してください。
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データベース・サービスおよびデータベース・インスタンスの識別
データベース・インスタンスデータベース・インスタンスデータベース・インスタンスデータベース・インスタンス
データベースには 1 つ以上のインスタンスインスタンスインスタンスインスタンスがあります。インスタンスは、システム・グローシステム・グローシステム・グローシステム・グロー
バル領域バル領域バル領域バル領域（SGA）と呼ばれるメモリー領域と Oracle プロセスからなります。 このインスタン
スのメモリーとプロセスは、関連データベースのデータを効率的に管理し、データベース・
ユーザーにサービスを提供します。

 

図 2-3 では、salesと financeの 2 つのインスタンスを示します。各インスタンスは、そ
れぞれデータベースに対応付けられています。

図図図図 2-3 データベースごとにデータベースごとにデータベースごとにデータベースごとに 1 つのインスタンスつのインスタンスつのインスタンスつのインスタンス

注意注意注意注意 : インスタンスは、Oracle XML DB など、他のサービスも管理しま
す。
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データベース・サービスおよびデータベース・インスタンスの識別
サービスと同じように、インスタンスはインスタンス名インスタンス名インスタンス名インスタンス名で識別されます。この例では、
salesと financeです。インスタンス名は、初期化パラメータ・ファイルの INSTANCE_
NAMEパラメータによって指定されます。インスタンス名のデフォルトは、そのインスタン
スの Oracle システム識別子システム識別子システム識別子システム識別子（SID）です。

一部のハードウェア・アーキテクチャでは、複数のコンピュータがデータ、ソフトウェアま
たは周辺装置へのアクセスを共有できます。Oracle9i Real Application Clusters では、単一
の物理データベースを共有する異なるコンピュータ上で複数のインスタンスを実行すること
で、このようなアーキテクチャを活用できます。 

図 2-4 では、Oracle9i Real Application Clusters 構成を示します。この例では、2 つのインス
タンス、sales1と sales2が 1 つのデータベース・サービス、sales.us.acme.comに
対応付けられています。 

図図図図 2-4 1 つのデータベースへの複数インスタンスの対応付けつのデータベースへの複数インスタンスの対応付けつのデータベースへの複数インスタンスの対応付けつのデータベースへの複数インスタンスの対応付け
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サービスのアクセス可能性
サービスのアクセス可能性サービスのアクセス可能性サービスのアクセス可能性サービスのアクセス可能性
データベース・サービスに接続するために、クライアントは、データベースの場所とデータ
ベース・サービスの名前を示す接続記述子接続記述子接続記述子接続記述子を使用します。次の例に示す接続記述子によっ
て、クライアントは sales.us.acme.comと呼ばれるデータベース・サービスに接続でき
ます。

(DESCRIPTION= 
  (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales-server)(PORT=1521))
  (CONNECT_DATA=
    (SERVICE_NAME=sales.us.acme.com)))

接続記述子のアドレス部分は、実際にはリスナーリスナーリスナーリスナーのプロトコル・アドレスです。データベー
ス・サービスに接続するために、まずクライアントはリスナー・プロセスと通信します。こ
のリスナー・プロセスは、通常データベース・サーバーに常駐しています。リスナーは、ク
ライアントの接続要求を受信して、それをデータベース・サーバーに渡します。いったん接
続が確立すると、クライアントとデータベース・サーバーは直接通信します。 

ビジネス・アドレスと同様に、リスナーはクライアントからの要求を受け入れるようにプロプロプロプロ
トコル・アドレストコル・アドレストコル・アドレストコル・アドレスで設定できます。このアドレスはリスナーがリスニングを実行するプロト
コルと、プロトコル固有のその他の情報を定義します。たとえば、リスナーを次のプロトコ
ル・アドレスでリスニングを実行するように設定できます。

(DESCRIPTION=
   (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales-server)(PORT=1521)))

この例では、リスナーのホストとポート番号を指定する TCP/IP プロトコル・アドレスを示
しています。これと同じプロトコル・アドレスで構成されたクライアントは、このリスナー
に接続要求を送ります。

接続記述子は、クライアントが接続を確立しようとするデータベース・サービス名も指定し
ます。リスナーは、接続要求を処理できるサービスを認識しています。これは、Oracle デー
タベースがこの情報をリスナーに動的に登録しているためです。この登録プロセスは、サーサーサーサー
ビス登録ビス登録ビス登録ビス登録と呼ばれます。接続記述子は、リスナーにデータベース・インスタンスに関する情
報と、各インスタンスに利用可能なサービス・ハンドラサービス・ハンドラサービス・ハンドラサービス・ハンドラも提供します。サービス・ハンドラ
は、Oracle データベース・サーバーへの接続ポイントとして機能します。サービス・ハンド
ラには、ディスパッチャディスパッチャディスパッチャディスパッチャまたは専用サーバー専用サーバー専用サーバー専用サーバーがあります。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� サービス・ハンドラのタイプに関する説明は、2-10 ページの「サービ
ス・ハンドラ」を参照してください。

� リスナーでサービス・ハンドラを使用する方法は、4-9 ページの「リ
スナーのアーキテクチャ」を参照してください。
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サービスのアクセス可能性
データベースの特定のインスタンスへの接続が必要な場合、クライアントは特定インスタン
スの INSTANCE_NAMEを接続記述子で指定できます。 この機能は、Oracle9i Real 
Application Clusters 構成を使用する場合に役立ちます。たとえば、次の接続記述子は、
sales.us.acme.comに対応付けられている sales1のインスタンス名を指定しています。

(DESCRIPTION= 
  (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales-server)(PORT=1521))
  (CONNECT_DATA=
    (SERVICE_NAME=sales.us.acme.com)
    (INSTANCE_NAME=sales1)))

または、特定のタイプのサービス・ハンドラを常に使用するクライアントは、そのサービ
ス・ハンドラのタイプを指定する接続記述子を使用できます。次の例の接続記述子は、
(SERVER=shared)で示すように、共有サーバー構成のディスパッチャを使用するように設
定されています。

(DESCRIPTION= 
  (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales-server)(PORT=1521))
  (CONNECT_DATA=
    (SERVICE_NAME=sales.us.acme.com)
     (SERVER=shared)))

クライアントに専用サーバーを使用する場合は、(SERVER=shared)のかわりに
(SERVER=dedicated)を指定できます。SERVERパラメータが設定されていない場合、共
有サーバー構成として判断されます。しかし、利用できるディスパッチャがない場合、クラ
イアントは専用サーバーを使用します。 

リスナーはクライアントの要求を受け取ると、これまでに登録していたサービス・ハンドラ
の 1 つを選択します。選択したハンドラのタイプ、使用する通信プロトコル、データベー
ス・サーバーのオペレーティング・システムに基づいて、リスナーは次の処理のいずれかを
実行します。

� 接続要求を直接ディスパッチャに渡します。

� ディスパッチャまたは専用サーバー・プロセスの位置情報が記録されたリダイレクト・
メッセージをクライアントに戻します。続いてクライアントが、ディスパッチャまたは
専用サーバー・プロセスに直接接続します。

� 専用サーバー・プロセスを生成して、クライアント接続を専用サーバー・プロセスに渡
します。

リスナーがクライアントとの接続処理をいったん完了すると、クライアントはリスナーを介
さずに Oracle データベース・サーバーと通信します。リスナーは、着信ネットワーク・
セッションのリスニングを再開します。
接続性の概念 2-7



複数リスナーを使用したサービスのアクセス可能性の拡張
複数リスナーを使用したサービスのアクセス可能性の拡張複数リスナーを使用したサービスのアクセス可能性の拡張複数リスナーを使用したサービスのアクセス可能性の拡張複数リスナーを使用したサービスのアクセス可能性の拡張
Oracle9i Real Application Clusters などの一部の構成では、同じデータベース・サービスへ
のクライアント接続要求を処理するために、複数のノード上に複数のリスナーを構成できま
す。 次の例では、sales1-serverまたは sales2-serverのいずれかのリスナーを使用し
て、sales.us.acme.comに接続します。 

(DESCRIPTION= 
  (ADDRESS_LIST=
    (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales1-server)(PORT=1521))
    (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales2-server)(PORT=1521)))
  (CONNECT_DATA=
    (SERVICE_NAME=sales.us.acme.com)))

複数のリスナー構成では、フェイルオーバーやロード・バランシング機能も有効的に活用で
きます。

� 接続時フェイルオーバー

� 透過的アプリケーション・フェイルオーバー

� クライアント・ロード・バランシング

� 接続ロード・バランシング

これらの機能は、単独でも、またそれぞれを組み合せても実行できます。

接続時フェイルオーバー接続時フェイルオーバー接続時フェイルオーバー接続時フェイルオーバー
接続時フェイルオーバー接続時フェイルオーバー接続時フェイルオーバー接続時フェイルオーバーによって、クライアントは、最初のリスナーへの接続に失敗した場
合、別のリスナーに接続できます。接続を試行するリスナーの数は、リスナー・プロトコ
ル・アドレスの数で決まります。接続時フェイルオーバーを実行しない場合、Oracle Net
は、1 つのリスナーへの接続のみ試行します。

透過的アプリケーション・フェイルオーバー透過的アプリケーション・フェイルオーバー透過的アプリケーション・フェイルオーバー透過的アプリケーション・フェイルオーバー
透過的アプリケーション・フェイルオーバー透過的アプリケーション・フェイルオーバー透過的アプリケーション・フェイルオーバー透過的アプリケーション・フェイルオーバー（TAF）機能は、Oracle9i Real Application 
Clusters や Oracle9i Real Application Clusters Guard など、可用性の高い環境に対するラ
ンタイム・フェイルオーバーです。TAF はアプリケーションとサービス間接続のフェイル
オーバーおよび再確立を行います。接続が失敗した場合、これによってクライアント・アプ
リケーションは、自動的にデータベースに再接続され、オプションで処理中の SELECT文を
再開します。この再接続は、Oracle Call Interface（（（（OCI））））ライブラリ内から自動的に実行
されます。
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複数リスナーを使用したサービスのアクセス可能性の拡張
クライアント・ロード・バランシングクライアント・ロード・バランシングクライアント・ロード・バランシングクライアント・ロード・バランシング
クライアント・ロード・バランシングクライアント・ロード・バランシングクライアント・ロード・バランシングクライアント・ロード・バランシング機能によって、クライアントは、複数のリスナー間で
接続要求をランダム化できます。Oracle Net は、プロトコル・アドレスのリストを順不同に
選択して、複数のリスナーに対する負荷を均衡化します。クライアント・ロード・バランシ
ングを実行しない場合、Oracle Net は、接続が成功するまでプロトコル・アドレスを順番に
試行します。

接続ロード・バランシング接続ロード・バランシング接続ロード・バランシング接続ロード・バランシング
接続ロード・バランシング接続ロード・バランシング接続ロード・バランシング接続ロード・バランシング機能を利用すると、複数のディスパッチャ間のアクティブな接続
数を均衡化することによって、接続時のパフォーマンスが向上します。単一インスタンス環
境では、リスナーは最も負荷の少ないディスパッチャを選択して、クライアントの着信要求
を処理することができます。Oracle9i Real Application Clusters 環境では、接続ロード・バ
ランシングによって、複数のインスタンス間のアクティブな接続数を均衡化することも可能
です。

サービス登録を動的に行うため、リスナーはすべてのインスタンスとディスパッチャをその
場所に関係なく常に認識します。 リスナーは、着信したクライアント要求の送信先となるイ
ンスタンスを、また共有サーバーが構成されている場合は送信先となるディスパッチャを、
ロード情報に応じて判別します。 

共有サーバー構成では、リスナーは次の順番でディスパッチャを選択します。 

1. ロード量が最小のノード

2. ロード量が最小のインスタンス

3. そのインスタンスのロード量が最小のディスパッチャ

専用サーバー構成では、リスナーは次の順番でインスタンスを選択します。 

1. ロード量が最小のノード

2. ロード量が最小のインスタンス

データベース・サービスが複数のノード上に複数のインスタンスを持つ場合、リスナーは
ロード量が最小のノード上にある、ロード量が最小のインスタンスを選択します。 共有サー
バーが構成されている場合、選択したインスタンスの中でロード量が最小のディスパッチャ
が選択されます。
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サービス・ハンドラ
サービス・ハンドラサービス・ハンドラサービス・ハンドラサービス・ハンドラ
この項で説明する項目は、次のとおりです。

� ディスパッチャ

� 専用サーバー・プロセス

ディスパッチャディスパッチャディスパッチャディスパッチャ
共有サーバー・アーキテクチャでは、ディスパッチャ・プロセスを使用して、クライアント
接続を共通のリクエスト・キューに入れます。複数のサーバー・プロセスの共有プールの中
で、あるアイドル状態の共有サーバー・プロセスが共通キューから要求を取り出します。こ
の方法によって、サーバー・プロセスの小規模プールが大量のクライアントを処理できるよ
うになります。専用サーバー・モデルと比べて共有サーバー・モデルのきわめて有利な点
は、システム・リソースの使用が削減されることです。これにより、サポート可能なユー
ザー数を拡大できます。

リスナーはサービス・ハンドラのタイプとしてディスパッチャを使用しますが、これにクラ
イアント要求を渡すことができます。クライアント要求を受け取ると、リスナーは次のいず
れかの処理を実行します。

� 接続要求を直接ディスパッチャに渡します。

� ディスパッチャのプロトコル・アドレスを含むリダイレクト・メッセージをリスナーに
発行します。次に、クライアントは、リスナーに要求したネットワーク・セッションを
終了し、リダイレクト・メッセージで提供されたネットワーク・アドレスを使用して、
ディスパッチャとのネットワーク・セッションを確立します。

リスナーは可能な場合は必ず Direct Hand-Off を使用します。リダイレクト・メッセージは、
たとえばディスパッチャがリスナーに対してリモートである場合に使用します。
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サービス・ハンドラ
図 2-5 では、リスナーが接続要求をディスパッチャに直接渡す様子を示します。

1. リスナーがクライアント接続要求を受け取ります。

2. リスナーは、接続要求をディスパッチャに直接渡します。

3. クライアントは、ここでディスパッチャに直接接続します。

図図図図 2-5 ディスパッチャへのディスパッチャへのディスパッチャへのディスパッチャへの Direct Hand-Off
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サービス・ハンドラ
図 2-6 では、リダイレクト接続におけるディスパッチャの役割を示します。

1. リスナーがクライアント接続要求を受け取ります。

2. リスナーは、ディスパッチャの位置をリダイレクト・メッセージでクライアントに通知
します。

3. クライアントがディスパッチャに直接接続します。

図図図図 2-6 ディスパッチャにリダイレクトされた接続ディスパッチャにリダイレクトされた接続ディスパッチャにリダイレクトされた接続ディスパッチャにリダイレクトされた接続

専用サーバー・プロセス専用サーバー・プロセス専用サーバー・プロセス専用サーバー・プロセス
専用サーバー構成では、リスナーは専用サーバー・プロセスを各クライアントの着信接続要
求ごとに個別に起動します。このプロセスは、クライアントへのサービス提供のみを行いま
す。一度セッションが完了すると、専用サーバー・プロセスは終了します。専用サーバー・
プロセスは各接続ごとに起動する必要があるため、この構成は共有サーバー構成よりも多く
のシステム・リソースを必要とします。

専用サーバー・プロセスは、クライアント要求を受け取った時にリスナーが開始するサービ
ス・ハンドラのタイプです。クライアント / サーバー接続の確立が完了すると、次のいずれ
かの処理が発生します。 

� 専用サーバーはリスナーから接続要求を継承します。

� 専用サーバーはリスナーにリスニング・プロトコル・アドレスを通知します。リスナー
はリダイレクト・メッセージでプロトコル・アドレスをクライアントに渡し、接続を終
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サービス・ハンドラ
了します。クライアントは、そのプロトコル・アドレスを使用して、専用サーバーに直
接接続します。

クライアントとデータベース・サーバーが同じコンピュータ上に存在する場合、クライアン
ト接続は、リスナーを経由せずに専用サーバー・プロセスに直接渡すことができます。セッ
ションを開始するアプリケーションは、接続要求に対する専用サーバー・プロセスを生成し
ます。データベースの起動に使用されるアプリケーションがデータベースと同じコンピュー
タ上にある場合、この処理は自動的に実行されます。

図 2-7 では、リスナーがクライアント接続要求を専用サーバー・プロセスに渡す様子を示し
ます。

1. リスナーがクライアント接続要求を受け取ります。

2. リスナーは専用サーバー・プロセスを開始し、専用サーバーはリスナーから接続要求を
継承します。

3. クライアントがここで専用サーバーに直接接続します。

図図図図 2-7 専用サーバー・プロセスへの接続専用サーバー・プロセスへの接続専用サーバー・プロセスへの接続専用サーバー・プロセスへの接続

注意注意注意注意 : どちらが選択されるかは、オペレーティング・システムおよび使
用中のトランスポート・プロトコルによって決まります。

注意注意注意注意 : リモート・クライアントが専用サーバーに接続するためには、リ
スナーとデータベース・インスタンスを同じコンピュータ上で実行する必
要があります。

クライアント�

データベース�
専用サーバー・�
プロセス�

リスナー�

1 2

3
データベース・インスタンス�
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ネーミング
図 2-8 では、リダイレクト接続における専用サーバーの役割を示します。

1. リスナーがクライアント接続要求を受け取ります。

2. リスナーは専用サーバー・プロセスを開始します。

3. リスナーが専用サーバー・プロセスの位置をリダイレクト・メッセージでクライアント
に通知します。 

4. クライアントが専用サーバーに直接接続します。

図図図図 2-8 専用サーバー・プロセスへのリダイレクト接続専用サーバー・プロセスへのリダイレクト接続専用サーバー・プロセスへのリダイレクト接続専用サーバー・プロセスへのリダイレクト接続

ネーミングネーミングネーミングネーミング
ユーザーは接続文字列接続文字列接続文字列接続文字列を指定して接続要求を開始します。接続文字列には、ユーザー名、パ
スワードおよび接続識別子接続識別子接続識別子接続識別子が含まれます。接続識別子には、接続記述子または接続記述子に
解決される名前を使用できます。最も一般的な接続識別子の 1 つは、サービスの単純な名前
であるネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名です。次の例では、完全な接続記述子を接続識別子として使用す
る接続文字列と、salesというネット・サービス名を接続識別子として使用する別の接続文
字列を示しています。

CONNECT 
scott/tiger@(DESCRIPTION=(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales-server1)(PORT=1521))
(CONNECT_DATA=(SERVICE_NAME=sales.us.acme.com)))

CONNECT scott/tiger@sales

ネット・サービス名の salesを使用すると、salesから接続記述子への最初のマッピング
によって、接続処理が実行されます。 このマップ化情報は、ネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドでアクセ
スされる 1 つ以上の情報リポジトリに保存されます。 

クライアント�

データベース�
専用サーバー・�
プロセス�

リスナー�
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4
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ネーミング
ネーミング・メソッドを利用してクライアント・セッションを確立するためのプロセスは、
次のとおりです。

1. クライアントは、接続識別子を指定して接続要求を開始します。

2. 接続識別子は、ネーミング・メソッドによって接続記述子に解決されます。この情報
は、クライアントに戻されます。

3. クライアントは、接続記述子内に存在するアドレスに対して、接続要求を実行します。 

4. リスナーは要求を受け取り、それを該当するデータベース・サーバーに送ります。

5. データベース・サーバーによって、接続が受け入れられます。

Oracle Net は、次のネーミング・メソッドをサポートします。

� ローカル・ネーミング

� ディレクトリ・ネーミング

� Oracle Names

� ホスト・ネーミング

� 外部ネーミング

ローカル・ネーミングローカル・ネーミングローカル・ネーミングローカル・ネーミング
ローカル・ネーミングローカル・ネーミングローカル・ネーミングローカル・ネーミング・メソッドは、ネット・サービス名とその接続記述子を、
tnsnames.oraという名前のローカルに配置された構成ファイルに格納します。

ディレクトリ・ネーミングディレクトリ・ネーミングディレクトリ・ネーミングディレクトリ・ネーミング
ディレクトリ・ネーミングディレクトリ・ネーミングディレクトリ・ネーミングディレクトリ・ネーミング・メソッドは、接続識別子を集中化された LDAP 準拠のディレクディレクディレクディレク
トリ・サーバートリ・サーバートリ・サーバートリ・サーバーに格納し、データベース・サービスにアクセスします。 

Oracle Names
Oracle Names は、Oracle の専用ソフトウェアを使用して、ネットワーク上のすべてのデー
タベース・サービスの名前およびアドレスを格納します。データベース・サーバーに接続す
るクライアントは、Oracle Names Server に対して接続要求を送ります。Oracle Names 
Server は、この名前をネットワーク・アドレスに解決し、その情報をクライアントに戻しま
す。

注意注意注意注意 : 接続記述子の他にも、ネーミング・メソッドを使用して、名前を
プロトコル・アドレスやプロトコル・アドレス・リストにマッピングでき
ます。 
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ネーミング
ホスト・ネーミングホスト・ネーミングホスト・ネーミングホスト・ネーミング
ホスト・ネーミングホスト・ネーミングホスト・ネーミングホスト・ネーミング・メソッドでは、ユーザーはホスト名の別名を使用して Oracle データ
ベース・サーバーに接続できます。ホスト名は、ドメイン・ネーム・システムドメイン・ネーム・システムドメイン・ネーム・システムドメイン・ネーム・システム（DNS）、
Network Information Service（（（（NIS））））、または集中管理された /etc/hostsファイルのセッ
トなどの既存の名前解決サービスに存在する、データベース・サーバーのグローバル・デー
タベース名にマップされます。

外部ネーミング外部ネーミング外部ネーミング外部ネーミング
外部ネーミング外部ネーミング外部ネーミング外部ネーミング・メソッドは、ネット・サービス名を、サポートされる非 Oracle ネーミン
グ・サービスに格納します。これらサポートされるサード・パーティのサービスには次のも
のがあります。 

� NIS 外部ネーミング

� 分散コンピューティング環境（DCE）セル・ディレクトリ・サービスセル・ディレクトリ・サービスセル・ディレクトリ・サービスセル・ディレクトリ・サービス（CDS）

注意注意注意注意 : 今後のリリースでは、Oracle Names は、集中化されたネーミン
グ・メソッドとしてサポートされません。これは、Oracle Names には新
しい拡張機能が追加されていないためです。第 10 章「ディレクトリ・
サーバーへのネーミング・データのエクスポート」で説明しているよう
に、かわりにディレクトリ・ネーミングを使用することや、既存の Oracle 
Names 構成をディレクトリ・ネーミングに移行することを考慮してくだ
さい。 
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構成管理の
3

構成管理の概念構成管理の概念構成管理の概念構成管理の概念

この章では、Oracle Net Services に関する構成情報を、ローカルの構成ファイルや集中化し
たディレクトリ・サーバーに格納する方法を説明します。 

この章の内容は、次のとおりです。

� 構成モデル

� ローカライズされた構成ファイルのサポート

� ディレクトリ・サーバーのサポート

� Oracle Names のサポート
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構成モデル
構成モデル構成モデル構成モデル構成モデル
構成情報は、表 3-1 で説明するように、ローカルの構成ファイル、または集中化したリポジ
トリに格納できます。

ローカライズされた構成ファイルのサポートローカライズされた構成ファイルのサポートローカライズされた構成ファイルのサポートローカライズされた構成ファイルのサポート
使用する構成モデルに基づいて、ネットワーク・コンピュータは表 3-2 で説明されている
ファイルで構成できます。

表表表表 3-1 Oracle Net 構成モデル構成モデル構成モデル構成モデル

ネットワークの構成モデルネットワークの構成モデルネットワークの構成モデルネットワークの構成モデル 説明説明説明説明

ローカル管理 ネットワーク・アドレス情報は、ネットワーク上の各コンピュー
タにある、tnsnames.oraファイルに格納されます。

集中管理 ネットワーク・アドレス情報は、中央のディレクトリ・サービス
に格納されます。LDAP 準拠のディレクトリ・サーバーディレクトリ・サーバーディレクトリ・サーバーディレクトリ・サーバー、または

Oracle Names Server があります。

注意注意注意注意 : 今後のリリースでは、Oracle Names は、集中化されたネー

ミング・メソッドとしてサポートされません。

表表表表 3-2 Oracle Net 構成ファイル構成ファイル構成ファイル構成ファイル

構成ファイル構成ファイル構成ファイル構成ファイル 説明説明説明説明

ldap.ora データベース・サーバーと集中管理機能を実行するように構成さ
れているクライアント・コンピュータ上にあります。このファイ
ルには、ディレクトリ・サーバーに必要なパラメータが含まれて
います。

listener.ora データベース・サーバーに配置されています。このリスナーリスナーリスナーリスナーに関
する構成ファイルには、次の情報が含まれています。

� 接続要求を受け付けるプロトコル・アドレス

� リスニングの対象とするデータベース・サービスと非データ
ベース・サービス

� リスナーが使用する制御パラメータ

names.ora Oracle Names Server に配置されています。このファイルには、

Oracle Names Server の位置情報、ドメイン情報およびオプション

の構成パラメータが含まれます。
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ローカライズされた構成ファイルのサポート
構成ファイルは通常、UNIX オペレーティング・システムでは
$ORACLE_HOME/network/adminに、Windows オペレーティング・システムでは
%ORACLE_HOME%¥network¥adminに作成されます。ただし、Oracle Net は様々な場所に
ある構成ファイルを検索できるため、構成ファイルは様々な場所に作成される可能性があり
ます。sqlnet.oraおよび ldap.oraの検索順序は次のとおりです。

1. 環境変数 TNS_ADMINで指定されているディレクトリ。

Windows NT で環境変数 TNS_ADMINが変数として定義されていない場合は、レジスト
リ内にある可能性があります。

2. UNIX オペレーティング・システム上の $ORACLE_HOME/network/adminディレクト
リ、Windows オペレーティング・システム上の %ORACLE_HOME%¥network¥admin
ディレクトリ。

sqlnet.ora クライアントとデータベース・サーバーのコンピュータに配置さ
れます。このファイルの内容は次のとおりです。 

� 修飾されていないサービス名またはネット・サービス名に付
加されるクライアント・ドメイン

� 名前の解決時にクライアントが使用するネーミング・メソッ
ドの順序

� 使用するロギング機能とトレース機能

� 接続のルーティング

� 優先 Oracle Names Server

� 外部ネーミング・パラメータ

� Oracle Advanced Security パラメータ

� データベース・アクセス制御パラメータ

tnsnames.ora クライアントに配置されています。このファイルでは、ネット・ネット・ネット・ネット・
サービス名サービス名サービス名サービス名が接続記述子接続記述子接続記述子接続記述子にマップされています。 このファイルは、

ローカル・ネーミングローカル・ネーミングローカル・ネーミングローカル・ネーミング・メソッドに使用します。 

表表表表 3-2 Oracle Net 構成ファイル（続き）構成ファイル（続き）構成ファイル（続き）構成ファイル（続き）

構成ファイル構成ファイル構成ファイル構成ファイル 説明説明説明説明
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ディレクトリ・サーバーのサポート
cman.ora、listener.ora、names.oraおよび tnsnames.oraの検索順序は次のとおり
です。

1. 環境変数 TNS_ADMINで指定されているディレクトリ。

Windows NT で環境変数 TNS_ADMINが変数として定義されていない場合は、レジスト
リ内にある可能性があります。

2. UNIX オペレーティング・システム上のグローバル構成ディレクトリ。

たとえば、Solaris Operating System 上では、このディレクトリは、
/var/opt/oracleです。 

3. UNIX オペレーティング・システム上の $ORACLE_HOME/network/adminディレクト
リ、Windows オペレーティング・システム上の %ORACLE_HOME%¥network¥admin
ディレクトリ。

ディレクトリ・サーバーのサポートディレクトリ・サーバーのサポートディレクトリ・サーバーのサポートディレクトリ・サーバーのサポート
今日では、ネットワーク情報は複数のシステムに複数のディレクトリ形式で格納されていま
す。インターネット・コンピューティングや新しい E-Business テクノロジの新しい要求に
よって、あらゆるデータやリソースの管理と構成の基盤として、共通のリポジトリ・インフ
ラストラクチャが必要とされています。このような共通のインフラストラクチャによって、
ネットワークでのリソースの管理および構成のコストが削減されます。

LDAP 準拠ディレクトリ・サーバーのサポートによって、分散 Oracle ネットワークの管理
および構成に関する集中化された媒体が提供されます。 このディレクトリ・サーバーによっ
て、クライアント側とサーバー側にあるローカルの tnsnames.oraファイルを置換できま
す。

この項で説明する項目は、次のとおりです。

� ディレクトリ・ネーミングの概要

� ディレクトリ・サーバーでのネーミング構成の格納

� ディレクトリ・エントリ

� ディレクトリ・サーバーでのエントリの追加または変更

� ディレクトリ・ネーミングを使用したクライアントの接続

� Oracle Net の構成とディレクトリ・サーバー設計

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle オペレーティング・システム固有のマニュアルを参照
してください。
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ディレクトリ・サーバーのサポート
ディレクトリ・ネーミングの概要ディレクトリ・ネーミングの概要ディレクトリ・ネーミングの概要ディレクトリ・ネーミングの概要
Oracle Net Services は、接続識別子接続識別子接続識別子接続識別子を格納する主な方法の 1 つとして、中央ディレクトリ・
サーバーを使用します。ディレクトリを使用するように構成されているクライアントは、そ
れぞれの接続文字列で接続識別子を使用できます。このディレクトリ・サーバーは、この接
続識別子を接続記述子に解決して、クライアントに戻します。 

3-5 ページの図 3-1 では、ディレクトリ・サーバーによって接続識別子を解決しているクラ
イアントを示します。

1. クライアントは、接続識別子を接続記述子に解決するために、ディレクトリ・サーバー
に接続します。

2. ディレクトリ・サーバーは、この接続識別子を解決して、クライアントに接続記述子を
渡します。

3. クライアントは、この接続記述子を使用して、リスナーに接続要求を送信します。 

図図図図 3-1 ディレクトリ・サーバーを使用して接続識別子を解決するクライアントディレクトリ・サーバーを使用して接続識別子を解決するクライアントディレクトリ・サーバーを使用して接続識別子を解決するクライアントディレクトリ・サーバーを使用して接続識別子を解決するクライアント

リスナー�

データベース・�
サーバー�

クライアント�
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サーバー�
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ディレクトリ・サーバーのサポート
ディレクトリ・サーバーでのネーミング構成の格納ディレクトリ・サーバーでのネーミング構成の格納ディレクトリ・サーバーでのネーミング構成の格納ディレクトリ・サーバーでのネーミング構成の格納
ディレクトリ・サーバーは、ディレクトリ情報ツリーディレクトリ情報ツリーディレクトリ情報ツリーディレクトリ情報ツリー（DIT）と呼ばれるツリー構造に情報
を格納します。このツリーの各ノードは、エントリエントリエントリエントリと呼ばれます。Oracle Net Services は、
ツリー構造とツリー内の特定のエントリを使用します。たとえば、図 3-2 について考えます。

図図図図 3-2 ディレクトリ・サーバーでのデータベース・サービスとネット・サービス名ディレクトリ・サーバーでのデータベース・サービスとネット・サービス名ディレクトリ・サーバーでのデータベース・サービスとネット・サービス名ディレクトリ・サーバーでのデータベース・サービスとネット・サービス名

注意注意注意注意 :

� Oracle Net Services は、Oracle Internet Directory と Microsoft Active 
Directory を直接サポートします。

� Oracle がサポートするのは、Windows オペレーティング・システム
上の Microsoft Active Directory のみです。したがって、Microsoft 
Active Directory のエントリへのアクセスまたはエントリの作成を行
うには、クライアント・コンピュータとデータベース・サーバーも
Windows オペレーティング・システム上で実行する必要があります。

� Java Database Connectivity（（（（JDBC）ドライバ）ドライバ）ドライバ）ドライバは、ディレクトリ・
ネーミングをサポートしています。 詳細は、『Oracle9i JDBC 開発者ガ
イドおよびリファレンス』を参照してください。

dc=us

cn=OracleContext

cn=db1

dc=jp

dc=com

dc=acme

(DESCRIPTION=
(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=db1-server)
(PORT=1521))(CONNECT_DATA=
(SERVICE_NAME=db1.jp.acme.com)))

cn=db1

cn=sales
.
.
.

.

.

.
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ディレクトリ・サーバーのサポート
cn=salesエントリと cn=db1エントリは、ネット・サービス名とデータベース・サービス
をそれぞれ表します。cn=salesと cn=db1の下に存在する別のエントリには、接続記述子
情報が含まれます。それらのエントリは、この図では示されていません。cn=salesエント
リと cn=db1エントリによって、クライアントは、接続文字列の CONNECT 
username/password@salesおよび CONNECT username/password@db1を使用して
データベースに接続できます。

各エントリは、識別名識別名識別名識別名（DN）によって一意に識別されます。DN は、ディレクトリ・サー
バーの階層内に対象のエントリが存在する場所を正確に示します。db1の DN は
dn:cn=db1,cn=OracleContext,dc=jp,dc=acme,dc=com、salesの DN は
dn:cn=sales,cn=OracleContext,dc=jp,dc=acme,dc=comです。DN の形式では、
DIT の最下位コンポーネントを左側に置いてから、DIT を上方向に徐々に移動することに注
意してください。各 DN は、相対識別名（相対識別名（相対識別名（相対識別名（RDN））））の列で構成されています。これは、ディ
レクトリ・パスにディレクトリの列が格納されているのと似ています。db1のエントリで
は、RDN は cn=db1です。RDN は、属性属性属性属性のセットで構成されています。たとえば、
cn=db1で、cnはエントリの属性の 1 つです。属性は、その値を伴って、エントリを一意に
識別します。

db1と salesが cn=OracleContextの下にあることに注意してください。このエントリ
は、Oracle コンテキストコンテキストコンテキストコンテキストと呼ばれる特殊な RDN です。Oracle コンテキストの下にあるエン
トリは、ディレクトリ・ネーミングディレクトリ・ネーミングディレクトリ・ネーミングディレクトリ・ネーミングやエンタープライズ・ユーザーエンタープライズ・ユーザーエンタープライズ・ユーザーエンタープライズ・ユーザーのセキュリティなど、
ディレクトリで利用可能な様々な機能をサポートしています。

ディレクトリ・サーバーの使用の構成時に、Oracle コンテキストを含むデフォルトのディレ
クトリ・エントリが選択されます。クライアントは、このエントリをデフォルトの場所とし
て使用し、このディレクトリ・サーバー内で接続識別子を検索します。デフォルトの Oracle
コンテキストは、接続文字列に影響を与えます。たとえば、クライアントが db1と sales
のエントリに頻繁にアクセスする必要がある場合、適切な Oracle コンテキストは、
dc=jp,dc=acme,dc=comなどとなります。cn=OracleContextは、接続文字列内で明示
的に指定する必要はありません。クライアントのディレクトリ・エントリが、サービスの存
在するディレクトリ・エントリと一致しない場合、クライアントは、3-13 ページの「ディレ
クトリ・ネーミングを使用したクライアントの接続」で説明するように、接続文字列にエン
トリの絶対名を指定する必要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : エンタープライズ・ユーザー・セキュリティの詳細は、
『Oracle Advanced Security 管理者ガイド』を参照してください。
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ネット・サービス別名のエントリネット・サービス別名のエントリネット・サービス別名のエントリネット・サービス別名のエントリ
データベース・サービスとネット・サービス名のエントリに加えて、ディレクトリ・ネーミ
ングではネット・サービス別名ネット・サービス別名ネット・サービス別名ネット・サービス別名のエントリを作成できます。ネット・サービス別名は、ネッ
ト・サービス名またはデータベース・サービスの代替名です。 ネット・サービス別名のエン
トリには、接続記述子情報はありません。ネット・サービス別名が参照するのは、別名のエ
ントリの場所のみです。クライアントがネット・サービス別名のディレクトリ検索を要求す
ると、ディレクトリは、エントリがネット・サービス別名であることを判断し、あたかも参
照されたエントリであるかのように検索を完了します。たとえば、図 3-3 では、db1alias
のネット・サービス別名が db1のデータベース・サービスに対して作成されています。
db1alias（CONNECT username/password@db1alias）を使用してデータベース・サー
ビスに接続する場合、実際には db1の接続記述子情報に解決されて使用されます。 

図図図図 3-3 ディレクトリ・サーバーでのネット・サービス別名のディレクトリ・サーバーでのネット・サービス別名のディレクトリ・サーバーでのネット・サービス別名のディレクトリ・サーバーでのネット・サービス別名の db1alias

ネット・サービス別名の使用方法はいくつかあります。図 3-3 に示すように、ネット・サー
ビス別名は、クライアントがネット・サービス名を別の名前で参照する方法として役立ちま
す。もう 1 つの使用方法は、データベース・サービスの 1 つの Oracle コンテキストでネッ
ト・サービス別名を使用し、別の Oracle コンテキストでネット・サービス名を使用する方
法です。 この方法によって、データベース・サービスまたはネット・サービス名をディレク
トリ・サーバーで一度定義すると、他の Oracle コンテキストを使用するクライアントで参
照できます。 

注意注意注意注意 : Microsoft Active Directory を使用するネット・サービス別名はサ
ポートされていません。

cn=OracleContext

cn=db1

dc=jp

dc=com

dc=acme

cn=db1alias
（ネット・サービス別名のエントリ）�
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ディレクトリ・サーバーのサポート
図 3-4 では、データベース・サービスの db1は、dc=jp,dc=acme,dc=comに常駐してい
ます。db1という名前のネット・サービス別名が dc=us,dc=acme,dc=comに作成されて
います。これによって、日本とアメリカの両方のクライアントは、接続文字列の CONNECT 
username/password@db1を使用できます。アメリカのクライアントによる CONNECT 
username/password@db1.jp.acme.comの指定は不要です。 

図図図図 3-4 ディレクトリ・サーバーでのネット・サービス別名のディレクトリ・サーバーでのネット・サービス別名のディレクトリ・サーバーでのネット・サービス別名のディレクトリ・サーバーでのネット・サービス別名の db1

ディレクトリ・エントリディレクトリ・エントリディレクトリ・エントリディレクトリ・エントリ
DIT は、一般的に次の構造によって構造化されています。

� ドメイン・ネームスペース（DNS）構造

� 地理的および組織的な構造

他の構造も使用できますが、オラクル社はこれらの構造をサポートします。

図 3-5 では、DNS ドメイン・コンポーネントに従って構築された DIT を示します。

cn=OracleContext

dc=jpdc=us

dc=com

dc=acme

cn=db1

cn=OracleContext

cn=db1
（ネット・サービス別名のエントリ）�
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図図図図 3-5 ドメイン・コンポーネントドメイン・コンポーネントドメイン・コンポーネントドメイン・コンポーネント DIT

図 3-6 では、国、組織および組織単位に従って構築された DIT を示します。この構造は、一
般に X.500 DIT と呼ばれています。

図図図図 3-6 X.500 形式形式形式形式 DIT

dc=us

cn=OracleContext

cn=myproddb

dc=jp

dc=com

dc=acme

ou=sales

cn=OracleContext

cn=myproddb

ou=mtkg

c=us

o=acme
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ディレクトリ・サーバーでのエントリの追加または変更ディレクトリ・サーバーでのエントリの追加または変更ディレクトリ・サーバーでのエントリの追加または変更ディレクトリ・サーバーでのエントリの追加または変更
データベース・サービスのエントリは、いくつかのモードのインストール時またはインス
トール後に、Database Configuration Assistant を使用して作成されます。ネット・サービ
ス名とネット・サービス別名のエントリは、Oracle Net Manager を使用して作成できます。
また、Oracle Net Manager を使用すると、データベース・サービスのエントリについて
Oracle Net 属性を変更することもできます。図 3-7 では、Database Configuration Assistant
および Oracle Net Manager の、ディレクトリ・サーバーとのインタフェースを示します。

図図図図 3-7 アプリケーションを使用したディレクトリ・サーバーのエントリの作成アプリケーションを使用したディレクトリ・サーバーのエントリの作成アプリケーションを使用したディレクトリ・サーバーのエントリの作成アプリケーションを使用したディレクトリ・サーバーのエントリの作成

Database 
Configuration 
Assistant
（サーバー）�

クライアント�

ディレクトリ・�
サーバー�

Oracle 
Net
Manager
（クライアント）�
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ディレクトリ・サーバーのサポート
ディレクトリ・サーバーの使用のために構成されたクライアントは、3-13 ページの「ディレ
クトリ・ネーミングを使用したクライアントの接続」で説明するように、これらの構成ツー
ルによって作成されたエントリを使用して、データベースに接続できます。

エントリの追加にこれらの構成ツールを使用するには、Oracle コンテキストの存在が必要で
す。Oracle コンテキストは、Oracle Net Configuration Assistant を使用し、ディレクトリ・
サーバーの使用の構成を完了することによって作成します。Oracle Internet Directory を使用
している場合、Oracle コンテキストは DIT 構造のルートに自動的に作成されます。 このルー
トの Oracle コンテキストには、完全な DN の dn:cn=OracleContextがあります。ほと
んどの配置では、追加の Oracle コンテキストを作成する必要があります。

Database Configuration Assistant または Oracle Net Manager を使用してエントリを作成す
る管理者は、次のグループのメンバーであることが必要です。

� Database Configuration Assistant を使用してデータベース・サービスのエントリを作成
する場合は、OracleDBCreators グループ（cn=OracleDBCreators,
cn=OracleContext...）または OracleContextAdmins グループ

（cn=OracleContextAdmins,cn=Groups,cn=OracleContext...）

� Oracle Net Manager を使用してネット・サービス名またはネット・サービス別名を作成
する場合は、OracleNetAdmins グループ（cn=OracleNetAdmins,
cn=OracleContext...）または OracleContextAdmins グループ

Oracle コンテキストを作成したディレクトリ・ユーザーは、これらのグループに自動的に追
加されます。その他のユーザーは、ディレクトリ管理者によってこれらのグループに追加さ
れます。 

OracleContextAdmins グループは、Oracle コンテキストのスーパー・ユーザーのグループで
す。OracleContextAdmins グループのメンバーは、サポートされているすべてのタイプのエ
ントリを Oracle コンテキストに追加できます。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� Oracle Net Manager の詳細は、9-10 ページの「ディレクトリ・ネーミ
ング・メソッドの構成」を参照してください。

� Database Configuration Assistant を使用してデータベース・サービス
を登録する方法の詳細は、『Oracle9i Directory Service 統合および配置
ガイド』を参照してください。
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ディレクトリ・サーバーのサポート
ディレクトリ・ネーミングを使用したクライアントの接続ディレクトリ・ネーミングを使用したクライアントの接続ディレクトリ・ネーミングを使用したクライアントの接続ディレクトリ・ネーミングを使用したクライアントの接続
大半のクライアントが必要とするのは、ディレクトリ・サーバー内での名前参照のみです。
参照を実行するには、クライアントは、次に示す最低条件を満たす必要があります。

� クライアントの Oracle ホームがディレクトリ・サーバーを使用するように構成されてい
ること。

� 対象のディレクトリ・サーバーで匿名認証が可能なこと。

通常、ディレクトリ・サーバーでは、デフォルトで匿名認証が行われます。

Oracle Net Configuration Assistant を使用すると、必要なディレクトリ・サーバーの使用の
構成をクライアントのインストール時に実行できます。ディレクトリ使用の構成が完了する
と、ディレクトリ使用情報が ldap.oraファイルに格納されます。クライアントは、この
ファイルを読み込んで、ディレクトリ・サーバーとデフォルトの Oracle コンテキストを検
索します。

他のネーミング・メソッドを使用する場合と同様に、クライアントは、接続識別子を使用し
てデータベースに接続します。接続識別子には、データベース・サービス、ネット・サービ
ス名またはネット・サービス別名を使用できます。これらは、それぞれの共通名で参照でき
ます。または、追加のディレクトリ位置情報が必要な場合があります。デフォルトの Oracle
コンテキストによって、接続識別子の指定方法が決まります。 

エントリは、次のいずれかの方法で識別できます。

� エントリの相対名の使用

� エントリの絶対名の使用

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ディレクトリ・サーバー・アクセスの構成は、第 8 章「ディ
レクトリ・サーバーの使用の設定」を参照してください。

注意注意注意注意 :  JDBC OCI ドライバドライバドライバドライバは、相対ネーミングと絶対ネーミングの両方
をサポートしています。 JDBC Thin ドライバドライバドライバドライバは、完全な DN が使用される
場合にのみ、絶対ネーミングをサポートします。 詳細は、『Oracle9i JDBC
開発者ガイドおよびリファレンス』を参照してください。
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エントリの相対名の使用エントリの相対名の使用エントリの相対名の使用エントリの相対名の使用
次の例では、エントリが相対名で識別されるため、サービスを共通名で参照できます。相対
名を使用できるのは、クライアントの Oracle ホームでデフォルトの Oracle コンテキストと
して構成された Oracle コンテキスト内に、エントリがある場合です。

図 3-8 に示すように、DN が dn:cn=sales,cn=OracleContext,o=acme,c=usで、
salesというデータベースのエントリが格納されているディレクトリ・サーバーについて考
えます。クライアントが cn=OracleContext,o=acme,c=usというデフォルトの Oracle
コンテキストで構成されている場合の接続識別子は、salesです。

図図図図 3-8 相対ネーミング相対ネーミング相対ネーミング相対ネーミング

エントリの絶対名の使用エントリの絶対名の使用エントリの絶対名の使用エントリの絶対名の使用
3-14 ページの図 3-8 と同じディレクトリ構造について考えます。ただし、クライアントの
Oracle ホームは、cn=OracleContext,o=acme,c=jpというデフォルトの Oracle コンテ
キストで構成されています。

クライアントは、ディレクトリ・サーバー内の salesの位置とは一致しない Oracle コンテ
キストで構成されているため、salesを使用する接続文字列は機能しません。そのかわり
に、クライアントは必ず次の 2 つのうちいずれかの方法を使用して、salesの位置を特定す
る必要があります。

� エントリの完全な DN を接続文字列に使用します。例を次に示します。

CONNECT username/password@"cn=sales,cn=OracleContext,o=acme,c=us"

多くのアプリケーションで、DN の使用はサポートされていません。

� エントリは完全修飾名で参照できます。完全修飾名には、オブジェクトの名前とその
ディレクトリ・サーバー内での位置が含まれます。次に例を示します。

CONNECT username/password@sales.acme.us

o=acme

cn=OracleContext

cn=sales

CONNECT scott/tiger@sales

接続文字列=

c=us
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Oracle Net の構成とディレクトリ・サーバー設計の構成とディレクトリ・サーバー設計の構成とディレクトリ・サーバー設計の構成とディレクトリ・サーバー設計
ディレクトリ・ネーミングのディレクトリ・サーバーの設計を担当している場合は、次の問
題について検討してください。

� パフォーマンス

� セキュリティ

� スキーマ

パフォーマンスパフォーマンスパフォーマンスパフォーマンス
接続識別子は、アクセス対象のすべてのクライアントに対して、1 つのディレクトリ・サー
バーに格納されます。クライアント数によっては、ディレクトリ・サーバーに大量の負荷が
かかる場合があります。

接続識別子の参照時には、名前は特定の Oracle コンテキストのもとで検索されます。参照
の有効範囲を考慮すれば、比較的迅速なパフォーマンスでユーザーに検索を実行させること
ができるため、データベースの接続時間は影響を受けません。参照時間が 1 秒以上になる
と、ユーザーは接続時間が長く感じるようになります。

ネットワーク・トポロジを変更したり、レプリケーションを実装すれば、パフォーマンスの
問題を解決できます。

セキュリティセキュリティセキュリティセキュリティ
管理クライアントはディレクトリ・サーバーのエントリを作成したり変更できるため、セ
キュリティは必要不可欠です。この項では、セキュリティに関連する項目を取り上げます。

� 認証方式

� アクセス制御リスト

注意注意注意注意 : JDBC Thin ドライバは、完全な DN が使用される場合にのみ、絶
対ネーミングをサポートします。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 絶対名の詳細は、16-8 ページの「ディレクトリ・ネーミング
の絶対名指定」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : パフォーマンス問題の解決の詳細は、ディレクトリ・サー
バーのベンダーのマニュアルを参照してください。
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認証方式認証方式認証方式認証方式  ディレクトリ・サーバー内の情報について参照を実行するクライアントは、通常、
匿名認証を使用します。 

ディレクトリのエントリの追加や変更を行うクライアントは、ディレクトリ・サーバーで認
証を実行する必要があります。Database Configuration Assistant や Oracle Net Manager を
使用すると、エントリの追加や修正が可能です。適正な権限を持つ認証ユーザーのみがエン
トリを変更できます。表 3-3 にある認証方式の 1 つを使用します。

アクセス制御リストアクセス制御リストアクセス制御リストアクセス制御リスト  クライアントがディレクトリ・サーバー内の情報に対して変更または
追加をできるかどうかを判断するときは、認証とアクセス制御リスト（アクセス制御リスト（アクセス制御リスト（アクセス制御リスト（ACL））））を併用しま
す。ACL は、ディレクトリ・サーバーのアクセス構成時に、Oracle Net Configuration 
Assistant によって Oracle コンテキストと同時に作成されます。 

ACL の指定内容は、次のとおりです。

� ユーザーがアクセス可能なエントリ

� エントリへのアクセスに使用する認証方式

� アクセス権、またはユーザーがオブジェクトに対して可能な処理（読込み / 書込み）

ACL は、ユーザーのグループに対して作成されます。Oracle コンテキストの作成時には、
OracleDBCreators、OracleNetAdmins および OracleContextAdmins の各グループが作成さ
れます。 

表表表表 3-3 LDAP ディレクトリ認証方式ディレクトリ認証方式ディレクトリ認証方式ディレクトリ認証方式

認証方式認証方式認証方式認証方式 説明説明説明説明

システム固有の認証 このディレクトリ・サーバーでは、オペレーティング・システム
のユーザー資格証明が使用されます。 

簡易認証 クライアントは、DN およびパスワードを平文で使用して、クラ

イアント自体をディレクトリ・サーバーに認証要求します。サー
バーは、クライアントが送信した DN およびパスワードが、ディ

レクトリ・サーバーに格納されている DN およびパスワードと一

致していることを確認します。 

厳密認証 ディレクトリでは、Secure Sockets Layer（SSL）で公開鍵暗号を

使用することによって、厳密認証が得られます。公開鍵暗号では、
メッセージの送信者は受信者の公開鍵を使用してメッセージを暗
号化します。メッセージが送付されると、受信者は受信者の秘密
鍵を使用して、このメッセージを復号化します。

注意注意注意注意 : 『Oracle9i Directory Service 統合および配置ガイド』で説明されて
いるように、Oracle コンテキストの作成時には、追加グループが作成され
ます。
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Oracle Net Configuration Assistant を使用して Oracle コンテキストを作成するユーザーは、
これらのグループの先頭に自動的に追加されます。

表 3-4 では、これらのグループおよび匿名ユーザーに対する ACL 要件について、ディレク
トリ・サーバー内の Oracle Net エントリに対する関連内容に応じて説明します。

表表表表 3-4 LDAP ディレクトリ・ユーザー・グループディレクトリ・ユーザー・グループディレクトリ・ユーザー・グループディレクトリ・ユーザー・グループ

グループグループグループグループ ACL 要件要件要件要件

匿名ユーザー 匿名ユーザーは、ディレクトリ・サーバー内のすべての Oracle 
Net 属性とオブジェクトへの読込みアクセス権を持ちます。匿名

ユーザーのこれらのオブジェクトに対する読込みアクセスは、
Oracle コンテキストにも適用されます。これにより匿名ユーザー

は、cn=OracleContextという RDN 内に含まれるディレクト

リ・ネーミング・エントリをブラウズできます。これには、エン
タープライズ・ユーザー・セキュリティを対象とするオブジェク
トは含まれていません。

Oracle Net Configuration Assistant は、クライアントのインス

トール時にこのアクセス権をセットアップします。

OracleContextAdmins
グループ・ユーザー

OracleContextAdmins（cn=OracleContextAdmins,
cn=Groups,cn=OracleContext,...）のメンバーには、すべ

てのディレクトリ・ネーミング・オブジェクトに対する作成、変
更および読込みのアクセス権限があります。Oracle Net 
Configuration Assistant は、Oracle コンテキストの作成時に、こ

のグループに対するこれらのアクセス権を作成します。

Oracle コンテキストの作成者以外に、この他のユーザーも、ディ

レクトリ管理者が Oracle Enterprise Security Manager を使用して

このグループに追加できます。 

OracleDBCreators
グループ・ユーザー

OracleDBCreators（cn=OracleDBCreators,
cn=OracleContext,...）のメンバーには、データベース・

サービスのオブジェクトと属性に対する作成と読込みのアクセス
権限があります。Oracle Net Configuration Assistant は、Oracle
コンテキストの作成時に、このグループに対するこれらのアクセ
ス権を作成します。

Oracle コンテキストの作成者以外に、この他のユーザーも、ディ

レクトリ管理者が Oracle Enterprise Security Manager を使用して

このグループに追加できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  OracleDBCreators グループの詳細は、『Oracle 
Advanced Security 管理者ガイド』を参照してください。
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スキーマスキーマスキーマスキーマ
Oracle コンテキスト、データベース・サービスおよびネット・サービス名のエントリを作成
するには、ディレクトリが正しいバージョンの Oracle スキーマとともに移入されている必
要があります。Oracle スキーマは、オブジェクト・クラスオブジェクト・クラスオブジェクト・クラスオブジェクト・クラスと呼ばれるオブジェクトのタイプ
を定義します。このオブジェクト・クラスはディレクトリ・サーバーとそれぞれの属性に格
納できます。表 3-5 に、データベース・サービス、ネット・サービス名およびネット・サー
ビス別名のエントリのオブジェクト・クラスを示します。 

表 3-6 に、orclDbServer、orclNetServiceおよび orclNetServiceAliasが使用す
るオブジェクト・クラスを示します。

OracleNetAdmins
グループ・ユーザー

OracleNetAdmins（cn=OracleOracleNetAdmins,
cn=OracleContext,...）のメンバーには、ディレクトリ・

ネーミングのオブジェクトと属性に対する作成、変更および読込
みのアクセス権限があります。Oracle Net Configuration Assistant
は、Oracle コンテキストの作成時に、このグループに対するこれ

らのアクセス権を作成します。

Oracle コンテキストの作成者以外に、ディレクトリ管理者によっ

てこの他のユーザーもこのグループに追加できます。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  ユーザーの OracleNetAdmins グループへの追加に関

する詳細は、8-9 ページの「OracleNetAdmins グループの管理」

を参照してください。

表表表表 3-5 Oracle Net Services LDAP の主要なオブジェクト・クラスの主要なオブジェクト・クラスの主要なオブジェクト・クラスの主要なオブジェクト・クラス

オブジェクト・クラスオブジェクト・クラスオブジェクト・クラスオブジェクト・クラス 説明説明説明説明

orclDbServer データベース・サービス・エントリの属性を定義します。

orclNetService ネット・サービス名エントリの属性を定義します。

orclNetServiceAlias ネット・サービス別名エントリの属性を定義します。

表表表表 3-6 Oracle Net Services LDAP の導出オブジェクト・クラスの導出オブジェクト・クラスの導出オブジェクト・クラスの導出オブジェクト・クラス

オブジェクト・クラスオブジェクト・クラスオブジェクト・クラスオブジェクト・クラス 説明説明説明説明

orclNetAddress リスナー・プロトコル・アドレスを定義します。

orclNetAddressList アドレスのリストを定義します。

orclNetDescription データベースのプロトコル・アドレスおよびサービスに対する
接続情報が記述されている接続記述子を指定します。

orclNetDescriptionList 接続記述子のリストを定義します。

表表表表 3-4 LDAP ディレクトリ・ユーザー・グループ（続き）ディレクトリ・ユーザー・グループ（続き）ディレクトリ・ユーザー・グループ（続き）ディレクトリ・ユーザー・グループ（続き）

グループグループグループグループ ACL 要件要件要件要件
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これらのオブジェクト・クラスは、接続記述子の内容を指定する属性を使用します。

Oracle Names のサポートのサポートのサポートのサポート
ディレクトリ・ネーミングのサポートのように、Oracle Names は分散ネーミング・サービ
スを提供するため、グローバルなクライアント / サーバーのコンピューティング・ネット
ワークの設定と管理を簡素化できます。ディレクトリ・ネーミングは、LDAP 準拠ディレク
トリ・サーバーを使用します。Oracle サービスの提供の他に、その他の機能を実行できま
す。しかし、Oracle Names はオラクル社独自のものです。Oracle サービスに対してのみサ
ポートを提供します。

この項で説明する項目は、次のとおりです。

� Oracle Names の概要

� 管理リージョン

� ドメイン

� データ・リポジトリとしての Oracle Names

� Oracle Names Server に格納されるデータ

� ネットワーク・コンポーネントの編成

� 管理責任を分散する複数の領域

� Oracle Names のバージョン間の相違

� 検出の概要

関連項目関連項目関連項目関連項目 : オブジェクト・クラスとその属性に関する詳細は、『Oracle9i 
Net Services リファレンス・ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 : 今後のリリースでは、Oracle Names は、集中化されたネーミン
グ・メソッドとしてサポートされません。これは、Oracle Names には新
しい拡張機能が追加されていないためです。第 10 章「ディレクトリ・
サーバーへのネーミング・データのエクスポート」で説明しているよう
に、かわりにディレクトリ・ネーミングを使用することや、既存の Oracle 
Names 構成をディレクトリ・ネーミングに移行することを考慮してくだ
さい。ここに示す資料は、現在の Oracle Names 環境を維持できるように
主に参照として使用します。 
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Oracle Names の概要の概要の概要の概要
Oracle Names は、ディレクトリ・サービスと同じように連携をして動作する Oracle Names 
Server の統合システムを作成およびメンテナンスします。このシステムは、ネットワーク上
の全サービスのアドレスを格納し、接続が必要なクライアントに対してそのアドレスを使用
できるようにします。 

電話をかける人が電話番号を調べるために電話番号案内を利用するように、Oracle Names
を使用するよう構成されたクライアントは、その接続要求を Oracle Names Server に照会し
ます。Oracle Names Server は、クライアントから示されたサービス名をネットワーク・ア
ドレスに解決しようとします。Oracle Names Server は、ネットワーク・アドレスを検出す
ると、その情報をクライアントに戻します。こうしてクライアントはサービスに接続するた
めにそのアドレスを使用できます。
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図 3-9 は、クライアントとサーバー間の接続の確立を支援する Oracle Names の動作を示し
ています。 

1. データベース・サービスは Oracle Names サーバーに登録されています。

2. クライアントは、ネットワーク上のサービスを見つけるために、Oracle Names Server
に接続してプロトコル・アドレスを取り出します。

3. クライアントは、対象のサービスに透過的に接続されます。

図図図図 3-9 Oracle Names

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  構成に関する情報は、9-20 ページの「Oracle Names メソッ
ドの構成」を参照してください。

クライアント�

データベース�
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Names Server
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1
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管理リージョン管理リージョン管理リージョン管理リージョン
多数のネットワークに、1 つの管理中心点、すなわち 1 つの管理リージョン管理リージョン管理リージョン管理リージョンがあります。
Oracle Names の管理リージョンは、ネットワークのサービスを管理する Oracle Names 
Server の集まりです。すべての接続情報は、単一のデータ・リポジトリに格納されます。
データ・リポジトリには、サービス名を解釈する権限があります。管理リージョン内のすべ
ての Oracle Names Server は、このデータ・リポジトリから情報を問い合せます。管理リー
ジョンが格納のためにデータベースを使用する場合、1 つの管理リージョンに対して 1 つの
データベースが存在します。Oracle Names Server の数に制限はありません。 

Oracle Names は、1 つ以上の管理リージョンをサポートします。これにより、各データ・セ
ンターは、そのセンター専用の環境でサービスを独自に定義および管理できます。同時に、
すべてのサービス・アドレスは、エンタープライズ全体のすべてのクライアントに対して継
続的に使用可能になります。Oracle Names Server は、ある管理リージョンのクライアント
の名前解決要求を、その要求の処理が可能な領域に透過的に転送します。

ドメインドメインドメインドメイン
ドメインドメインドメインドメインは、コンピュータおよびネットワーク・サービスの論理グループです。ドメイン内
では、すべての名前が一意である必要があります。ドメイン間では、単純なサービス名を重
複して使用できます。

管理リージョンには、1 つ以上のドメインが含まれます。ネットワーク・ドメインは、階層
的なものであるという点で、多くのオペレーティング・システムで使用されているファイ
ル・ディレクトリに似ています。ただし、ファイル・システムとは異なり、ネットワーク・
ドメインはネットワーク内のデータベースまたは他のオブジェクトの物理的配置に対応して
いる場合としていない場合があります。ネットワーク・ドメインは、ネームスペースの矛盾
を防ぐために開発されたネームスペースにすぎません。

注意注意注意注意 : 似ているように見えますが、Oracle のネットワークのドメインと
DNS のネームスペースとは完全に独立しています。便宜的に、Oracle 
Names ドメイン構造内に、DNS ディレクトリ構造を反映するように選択
できます。
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データ・リポジトリとしてのデータ・リポジトリとしてのデータ・リポジトリとしてのデータ・リポジトリとしての Oracle Names
Oracle Names Server のデータは、領域内の全 Oracle Names Server 間にある継続レプリ
ケーションを通じて、または共通の Oracle データベースで書込み / 読込みを行うことに
よって更新されます。小規模なワークグループの環境では、管理者は Oracle Names Server
のデータをお互い継続してレプリケートするように構成できます。

管理者はまた、リージョン・データベースリージョン・データベースリージョン・データベースリージョン・データベースと呼ばれる Oracle データベースに、管理リー
ジョンのデータを保存するように選択できます。リージョン・データベースは、Oracle 
Names 情報を格納する表で構成されます。所定の管理リージョンにある各 Oracle Names 
Server は、リージョン・データベースについて更新された登録内容の有無を定期的にポーリ
ングします。この方法によって、所定の管理リージョン内にある全 Oracle Names Server
に、新しい登録が適切な時期に伝達されます。リージョン・データベースを使用すると、
Oracle Names Server 同士が直接交信する必要がなくなり、高い信頼性が確保されます。

Oracle Names Server に格納されるデータに格納されるデータに格納されるデータに格納されるデータ
表 3-7 は、Oracle Names Server に格納されているデータのタイプを説明します。

表表表表 3-7 Oracle Names Server に格納されるデータに格納されるデータに格納されるデータに格納されるデータ

データデータデータデータ 説明説明説明説明

ネット・サービス名 Oracle Names 制御ユーティリティや Oracle Net Manager を使用

してネット・サービス名を登録すると、Oracle Names Server にこ

れらの名前が格納されます。Oracle Names Server には、非

Oracle データベースおよび Oracle RDB データベースへのゲート

ウェイも格納されます。

グローバル・データベース
名およびアドレス

Oracle Names Server は、グローバル・データベース名（データ

ベース名およびドメイン）およびアドレスなどのデータベースに
関する情報をリスナーから取り出します。 

グローバル・データベース名とアドレスは、Oracle Names 制御

ユーティリティまたは Oracle Net Manager を使用して Oracle 
Names Server に登録できます。

その他の Oracle Names 
Server の名前および

アドレス

Oracle Names Server には、同じ管理リージョン内にあるすべての

Oracle Names Server の名前およびアドレスが格納されます。ネッ

トワーク内に複数の管理リージョンが存在する場合、Oracle 
Names Server には、ルート管理リージョンとその直属の各サブ

リージョンに存在する 1 つ以上の Oracle Names Server の名前お

よびアドレスが格納されます。この情報を登録する必要はありま
せん。
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グローバル・
データベース・リンク

データベース・リンクデータベース・リンクデータベース・リンクデータベース・リンクを使用すると、データベース間の通信が可
能になります。データベース・リンクの名前は、リンクが指す
データベースのグローバル・データベース名と同じです。通常、
データベースに存在するデータベース・リンクは 1 つのみです。

次のタイプのデータベース・リンクが作成できます。

� データベースの特定のスキーマにあるプライベート・データプライベート・データプライベート・データプライベート・データ
ベース・リンクベース・リンクベース・リンクベース・リンク。 プライベート・データベース・リンクの所

有者のみが使用できます。

� データベースのパブリック・データベース・リンクパブリック・データベース・リンクパブリック・データベース・リンクパブリック・データベース・リンク。 その

データベースのすべてのユーザーが使用できます。

� Oracle Names Server のグローバル・データベース・リンクグローバル・データベース・リンクグローバル・データベース・リンクグローバル・データベース・リンク。 
ネットワーク上のすべてのユーザーが使用できます。

グローバル・データベース・リンクは、このリンクに対するユー
ザー名とパスワードの資格証明と同様に、Oracle Net Manager を
使用して Oracle Names Server に登録できます。これらのグロー

バル・データベース・リンクには、Oracle Net Manager を使用し

て定義されたリンク修飾子を追加できます。 

グローバル・データベース・リンクは、個々のユーザーが作成し
たプライベート・データベース・リンクやパブリック・データ
ベース・リンクによって置き換えることができます。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : サポートされているデータベース・リンクの詳細は、サポートされているデータベース・リンクの詳細は、サポートされているデータベース・リンクの詳細は、サポートされているデータベース・リンクの詳細は、

『『『『Oracle9i データベース管理者ガイドデータベース管理者ガイドデータベース管理者ガイドデータベース管理者ガイド』を参照してください。』を参照してください。』を参照してください。』を参照してください。

別名 Oracle Names Server には、定義済みのネット・サービス名、デー

タベース・サービスまたはグローバル・データベース・リンクに
対する別名または代替サービス名が格納されます。別名は、
Oracle Names 制御ユーティリティまたは Oracle Net Manager を
使用して Oracle Names Server に登録できます。

表表表表 3-7 Oracle Names Server に格納されるデータ（続き）に格納されるデータ（続き）に格納されるデータ（続き）に格納されるデータ（続き）

データデータデータデータ 説明説明説明説明
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ネットワーク・コンポーネントの編成ネットワーク・コンポーネントの編成ネットワーク・コンポーネントの編成ネットワーク・コンポーネントの編成
Oracle Names を使用する場合、ネットワーク化された環境にあるデータベースなどのオブ
ジェクトには、ネットワーク内で名前が重複しないような方法でネーミングする必要があり
ます。ネットワーク内のオブジェクトをネーミングする基本モデルは 2 つあります。

� シングル・ドメイン・モデル

� 階層ネーミング・モデル

シングル・ドメイン・モデルシングル・ドメイン・モデルシングル・ドメイン・モデルシングル・ドメイン・モデル
ネットワークが小規模で名前の重複がない場合は、シングル・ドメイン・ネーミング・モデ
ルを使用するのが有効です。図 3-10 は、シングル・ドメイン名、worldを使用した、一般
的な均一ネーミング構造を示しています。

図図図図 3-10 シングル・ドメイン・ネーミング・モデルシングル・ドメイン・ネーミング・モデルシングル・ドメイン・ネーミング・モデルシングル・ドメイン・ネーミング・モデル

この環境では、データベース・サービス名に拡張子 .worldが自動的に付けられます（たと
えば、prod.world、flights.worldなど）。

階層ネーミング・モデル階層ネーミング・モデル階層ネーミング・モデル階層ネーミング・モデル
階層ネーミング・モデルは、名前を階層構造に分割して、ネットワークの規模拡張に備えた
り、名前の独立性を高めることができます。このタイプのネーミング・モデルでは、異なる
ドメインに同じ単純な名前を持つ複数のデータベースを実現できます。 

図 3-11 は、ルート・ドメイン acmeと、サブドメイン us.acme、europe.acme、
row.acmeを含むドメインの階層構造を示します。

注意注意注意注意 : SQL*Net と Oracle Names の旧リリースでは、ドメインが 1 つの
みのネットワークは、デフォルトで .worldと呼ばれていました。この規
則は、Oracle Net Services、Oracle Names バージョン 8 と 9 の必要要件で
はありません。しかし、旧リリースからのデータベースをすべて改名する
ことを避け、下位互換性を維持するために、同じ規則を維持できます。

flights

prod
food

art
taxes

weather

..world ドメイン
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図図図図 3-11 階層ネーミング・モデル階層ネーミング・モデル階層ネーミング・モデル階層ネーミング・モデル

図 3-11 で、weatherと historyはどちらも 2 つありますが、名前は一意です。つまり、
history.row.acmeと history.europe.acmeです。

デフォルト・ドメインデフォルト・ドメインデフォルト・ドメインデフォルト・ドメイン  デフォルト・ドメインは、クライアントの名前要求の大半を処理す
るドメインです。通常、これはクライアントが存在するドメインですが、クライアントが最
も頻繁にサービスを要求する別のドメインを指定することもできます。クライアントがデ
フォルト・ドメイン内のネットワーク・サービスを要求するときは、サービスの単純な未修
飾名を使用して、つまりドメイン名を指定しないでサービスを要求できます。文字 "." を含
まない名前をユーザーが要求すると、要求したデータベース・サービス名またはデータベー
ス・リンク名に、デフォルト・ドメイン名が自動的に追加されます。

たとえば、デフォルト・ドメイン europe.acme.comで構成されたクライアントを考えま
す。このクライアントが図 3-11 にあるサービス名 wineに対する要求を生成すると、デフォ
ルト・ドメイン名 europe.acme.comは、その要求名に付加されるので、名前は
wine.europe.acme.comになります。

複数のドメイン複数のドメイン複数のドメイン複数のドメイン  複数のドメインは、一連の親子関係で、ルート・ドメイン（階層内の最高
レベルのドメイン）に階層的に関連付けられています。たとえば、ルートの下にはいくつか
のドメインがあり、その 1 つを comと呼びます。comドメインの下にはいくつかのドメイ
ンがあり、その 1 つを acmeと呼びます。acmeドメインの下には、いくつかのドメイン、
usや europeがあります。
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管理責任を分散する複数の領域管理責任を分散する複数の領域管理責任を分散する複数の領域管理責任を分散する複数の領域
Oracle Names を使用していて、かつネットワークが大規模であるか、または地理的に広く
分散している場合は、管理リージョンを複数にすることを選択できます。たとえば、ネット
ワークにアメリカとヨーロッパの両方が含まれている場合、そのネットワークについて管理
上の判断をローカルに下すことが必要な場合があります。領域を再分割するには、親から子
またはサブリージョンに、領域とドメインを委任する必要があります。

管理リージョンを委任するには、それぞれの管理リージョンが 1 つ以上の異なるドメインを
制御するように階層ネーミング・モデルを適用する必要があります。

複数の管理リージョンを持つネットワークは、1 つのルート管理リージョンルート管理リージョンルート管理リージョンルート管理リージョンと 1 つ以上の委委委委
任管理リージョン任管理リージョン任管理リージョン任管理リージョンで構成されます。

ルート管理リージョンルート管理リージョンルート管理リージョンルート管理リージョン
ルート管理リージョンには、ルート・ドメインルート・ドメインルート・ドメインルート・ドメインが含まれます。存在できるルート管理リー
ジョンは 1 つのみです。ルート管理リージョンには次の情報が含まれます。

� ルート領域内の Oracle Names Server。

� この領域で管理されるドメイン。ルート・ドメインとその他のドメイン。

� 委任管理リージョンの Oracle Names Server。ルートの直属の子リージョンとして機能
する代替リージョンにあるドメインおよび Oracle Names Server のアドレス。

� ルート領域のデータ定義。ルート管理リージョンに関連するすべてのネット・サービス
名、データベース・サービス名、データベース・リンクおよび別名。

委任管理リージョン委任管理リージョン委任管理リージョン委任管理リージョン
管理リージョンは、ネーミング・モデルの階層の最高位から、その他の下位ドメインに至る
まで委任できます。たとえば、ドメイン数が 10 のネットワークは、1 ～ 10 の管理リージョ
ンで構成できます。

ルート以外の管理リージョンはすべて、階層構造内でルートと直接または間接的に連結して
いる委任リージョンです。 

図 3-12 では、5 つのドメインおよび 3 つの管理リージョンを持つネットワークを示します。
ルートの acmeと、2 つの委任リージョンである rowと asiaです。
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図図図図 3-12 委任管理リージョン委任管理リージョン委任管理リージョン委任管理リージョン
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europe

us
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ルート・ドメイン�
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ルートの下の委任管理リージョンルートの下の委任管理リージョンルートの下の委任管理リージョンルートの下の委任管理リージョン
ルートの下の管理リージョンはすべて委任管理リージョンです。委任管理リージョンは、
ルート管理リージョンなどの他のリージョンから、ドメインの管理責任を受け取ります。委
任管理リージョンには次の情報が含まれています。

� 領域内のすべての Oracle Names Server とドメイン。

� この管理リージョンの子リージョン内のドメインと Oracle Names Server のアドレス。

� ルート領域内の Oracle Names Server のアドレス。このデータによって、委任リージョ
ン内の Oracle Names Server が（ルート領域を介して）他の領域と交信することができ
ます。

� データ定義。このローカル（委任）管理リージョン内のすべてのドメインに対するすべ
てのネット・サービス名、データベース・サービス名、データベース・リンクおよび別
名。

Oracle Names のバージョン間の相違のバージョン間の相違のバージョン間の相違のバージョン間の相違
Oracle Names バージョン 8 と 9 は、以前のバージョンと大きく異なります。バージョン間
の相違について、次の項目で説明します。

� Oracle Names バージョン 1

� Oracle Names バージョン 2

� Oracle Names バージョン 8 と 9（このリリース）

Oracle Names バージョンバージョンバージョンバージョン 1
Oracle Names バージョン 1 では、管理者は Oracle Network Manager を使用して Oracle 
Names Server を構成し、すべてのトポロジ・データをデータベースに格納していました。
領域内の Oracle Names Server はすべて同じデータベースにアクセスするため、サーバー間
で同じ情報が共有されます。 

クライアントには、sqlnet.oraファイルで指定された優先優先優先優先 Oracle Names Server のリス
トがあります。このリストはユーザーによって作成され、接続する Oracle Names の優先順
位を表します。リストの先頭にある Oracle Names Server が、最初にクライアントから接続
されます。 

優先 Oracle Names Server は、現在でも構成する場合があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  構成については、15-30 ページの「非 Oracle データベース・
サービスへの接続の構成」を参照してください。
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Oracle Names バージョンバージョンバージョンバージョン 2
Oracle Names バージョン 2 では、管理者は Oracle Names Server の構成をバージョン 1 か
ら引き継ぐか、または動的検出オプションを使用するかを選択できました。動的検出オプ
ションは、単一領域および単一 DNS ドメインのネットワークの場合にのみ選択することを
お薦めしていました。 動的検出オプションでは、予約済み予約済み予約済み予約済み Oracle Names Server を使用しま
す。これは、DNS にハードコードされた正確な名前か、あるいは Oracle Names Server とそ
のクライアントの両方に存在する hostsファイルにハードコードされた正確な名前です。

Oracle Names Server は、これらの予約済みアドレスで使用できるようになるので、優先
Oracle Names Server のリストによって Oracle Names Server の検索先をクライアントに指
示する必要はありません。

動的検出オプションが選択された場合、各 Oracle Names Server は、管理リージョンにある
他のすべての予約済み Oracle Names Server にデータを自動的にレプリケートしていまし
た。リスナーは予約済み Oracle Names Server に登録するように構成されていました。 

Oracle Names バージョンバージョンバージョンバージョン 8 とととと 9（このリリース）（このリリース）（このリリース）（このリリース）
Oracle Names バージョン 8 と 9 では、管理者は Oracle Names Server の構成をバージョン 1
またはバージョン 2 から引き継ぐか、または新しい機能を使用するかを選択できます。
Oracle Names バージョン 8 と 9 には、バージョン 2 の動的検出オプション機能が組み込ま
れ、さらに単一領域およびシングル・ドメインの制約がなくなっています。Oracle Names
バージョン 8 と 9 の主要な機能は次のとおりです。

表表表表 3-8 予約済み予約済み予約済み予約済み Oracle Names Server

TCP 接続用の予約済みホスト名接続用の予約済みホスト名接続用の予約済みホスト名接続用の予約済みホスト名
Named Pipes 接続用の予約済み接続用の予約済み接続用の予約済み接続用の予約済み
コンピュータ名コンピュータ名コンピュータ名コンピュータ名1

1 Named Pipes 用の予約済み Oracle Names サーバー名は、すべて大文字にする必要が
あります。

oranamesrvr0
oranamesrvr1
oranamesrvr2
oranamesrvr3
oranamesrvr4

ORANAMESRVR0
ORANAMESRVR1
ORANAMESRVR2
ORANAMESRVR3
ORANAMESRVR4

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 構成については、『Oracle Names Administrator's Guide』を
参照してください。
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� サービスは、検索した Oracle Names Server に自身を登録し、名前とアドレスを領域内
のすべての Oracle Names Server で利用可能にします。同様に、管理者がサービスを
Oracle Names Server に手動で登録する場合も、サービス情報がすべての Oracle Names 
Server で利用可能になります。アドレス情報は、次のいずれかの方法で共有されます。 

– リージョン・データベース。Oracle データベースが登録リポジトリとして使用され
る場合、登録情報はその Oracle データベースに格納され、すべての Oracle Names 
Server がそのデータベースにアクセスできます。 

– サービス・レプリケーション。サービス・レプリケーションでは、サービス情報は
Oracle Names Server のキャッシュに格納され、さらにそれ以外のすべての Oracle 
Names Server のキャッシュに即座にレプリケートされます。 

� 接続対象の Oracle Names Server のリストは、3-31 ページの「検出の概要」で説明する
ように、手動による構成ではなく、検出プロセスによってクライアントに作成されま
す。

� クライアント側のプロセスが、Oracle Names Server に格納されたデータのクライアン
ト・キャッシュ・バージョンを作成するために実行されます。ここには、データベー
ス・アドレス、Oracle Names Server のプロトコル・アドレス、その他のサービス情報
が含まれます。結果として、クライアントは Oracle Names Server に接続してアドレス
情報を取得する必要がなく、アドレスの検索時間を短縮できます。 

� Oracle Names バージョン 8 と 9 では、トポロジ情報を維持するためのデータベースを必
要としません。ただし、管理者の設定で使用することもでき、こちらをお薦めします。 

検出の概要検出の概要検出の概要検出の概要
Oracle Names Server のリストを作成できるので、ある Oracle Names Server に対して、ク
ライアントや他の Oracle Names Server が接続できるようになります。このリストを作成す
るプロセスを検出と呼びます。

クライアントは Oracle Names 制御ユーティリティや Oracle Net Manager で Oracle Names 
Server を検出しようとすると、最初に Oracle Names Server が 1 つ検出されます。クライア
ントは Oracle Names Server を 1 つ検出すると、領域内の他の Oracle Names Server に ping
します。これにより、Oracle Names Server のリストがクライアントに作成され、UNIX オ
ペレーティング・システムの場合は .sdns.oraに、Windows オペレーティング・システ
ムの場合は sdns.oraに保存されます。このリストは、応答時間の順に格納されます。

最初の Oracle Names Server を検索するために、次の順番で検出が実行されます。

1. sqlnet.oraファイル内に構成されている優先 Oracle Names Server

2. 予約済み Oracle Names Server

3. TCP/IP、ポート 1575 に構成されたローカルの Oracle Names Server

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 構成については、9-20 ページの「Oracle Names メソッドの構
成」を参照してください。
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クライアントがこれらのいずれかの方法で最初の Oracle Names Server を検出できない場合
は、次の方法のいずれかを実行できます。

� Oracle Net Manager を使用している場合、Oracle Names Server のプロトコル・アドレ
スを指定するように求められます。

� Oracle Names 制御ユーティリティを使用している場合、このユーティリティは失敗し
ます。指定した Oracle Names Server のプロトコル・アドレスでコマンドを再実行しま
す。
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4

Oracle Net Services のアーキテクチャのアーキテクチャのアーキテクチャのアーキテクチャ

この章では、Oracle Net のアーキテクチャ、リスナーリスナーリスナーリスナー、共有サーバー共有サーバー共有サーバー共有サーバー、専用サーバー専用サーバー専用サーバー専用サーバー、
Oracle Connection Manager を説明します。 

この章の内容は、次のとおりです。 

� Oracle Net スタック通信アーキテクチャ

� リスナーのアーキテクチャ

� データベース・サーバー・プロセス・アーキテクチャ

� Oracle Connection Manager のアーキテクチャ

� 完全なアーキテクチャ

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle Net アーキテクチャの予備的な説明は、第 1 章「イン
ターネット時代の先進的ネットワーキング」を参照してください。
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Oracle Net スタック通信アーキテクチャスタック通信アーキテクチャスタック通信アーキテクチャスタック通信アーキテクチャ
Oracle Net の主要な機能は、クライアント・アプリケーションと Oracle データベース・
サーバー間の接続を確立して維持することです。Oracle Net は複数の通信レイヤーで構成さ
れており、クライアントとデータベース・サーバーはデータの共有、変更、操作が可能で
す。 

この項で説明する項目は、次のとおりです。

� クライアント / サーバー・アプリケーション接続のスタック通信アーキテクチャ

� Java アプリケーション接続のスタック通信アーキテクチャ

� Web クライアント接続のスタック通信アーキテクチャ

クライアントクライアントクライアントクライアント / サーバー・アプリケーション接続のスタック通信アーキテサーバー・アプリケーション接続のスタック通信アーキテサーバー・アプリケーション接続のスタック通信アーキテサーバー・アプリケーション接続のスタック通信アーキテ
クチャクチャクチャクチャ

図 4-1 では、接続が確立された後のクライアントとデータベース・サーバーの様々なレイ
ヤーを示します。

図図図図 4-1 クライアントクライアントクライアントクライアント / サーバー・アプリケーション接続で使用するレイヤーサーバー・アプリケーション接続で使用するレイヤーサーバー・アプリケーション接続で使用するレイヤーサーバー・アプリケーション接続で使用するレイヤー

この通信アーキテクチャは、Open Systems Interconnection（（（（OSI））））モデルに基づいていま
す。OSI モデルでは、いくつかのコード・レイヤーを通じてあるノードから別のノードに情
報が渡される、スタックのような形式でコンピュータ間の通信が行われます。次のレイヤー
があります。

1. 物理レイヤー

2. データ・リンク・レイヤー

クライアント・�
アプリケーション�
（OCIを使用）�

プレゼンテーション�
 - TTC

Oracle protocol 
support

プレゼンテーション�
 - TTC

Oracle protocol
support

ネットワーク・�
プロトコル�
TCP/IP、SSL付き�
TCP/IPおよび�
Named Pipes

RDBMS
（OPIを使用）�

クライアント� データベース・サーバー�

ネーミング・メソッド�

セキュリティ・サービス�

Oracle Net
Foundation
レイヤー�

Oracle Net
Foundation
レイヤー�Oracle

Net

Oracle
Net

�

ネットワーク・�
プロトコル�
TCP/IP、SSL付き�
TCP/IPおよび�
Named Pipes
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3. ネットワーク・レイヤー

4. トランスポート・レイヤー

5. セッション・レイヤー

6. プレゼンテーション・レイヤー

7. アプリケーション・レイヤー

図 4-2 では、Oracle Net ソフトウェア、つまり Oracle Net Foundation レイヤーと Oracle 
protocol support が、OSI モデルのセッション・レイヤーとどのように適合しているのかを
示します。

図図図図 4-2 OSI 通信レイヤー通信レイヤー通信レイヤー通信レイヤー

4-2 ページの図 4-1 で示すように、クライアント / サーバー・スタックは、次の内容で構成
されています。

� クライアント・アプリケーション

� プレゼンテーション

� Oracle Net Foundation レイヤー

� Oracle protocol support

� ネットワーク・プロトコル

� RDBMS

関連項目関連項目関連項目関連項目 : OSI スタックに関する詳しい情報は、
http://www.ietf.org/を参照してください。
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クライアント・アプリケーションクライアント・アプリケーションクライアント・アプリケーションクライアント・アプリケーション
データベースとのセッション時、クライアントは Oracle Call Interface（（（（OCI））））を使用して、
データベース・サーバーとの対話型操作を実行します。OCI は、クライアント・アプリケー
ションとデータベース・サーバーが理解できる SQL 言語とのインタフェースを提供するソ
フトウェア・コンポーネントです。

プレゼンテーションプレゼンテーションプレゼンテーションプレゼンテーション
キャラクタ・セットの相違は、クライアントとデータベース・サーバーを異なるオペレー
ティング・システム上で実行している場合に発生します。プレゼンテーション・レイヤーに
よって、あらゆる相違を解決します。接続ごとに最適化を実行し、必要な場合のみ変換を実
行します。

クライアント / サーバー・アプリケーションが使用するプレゼンテーション・レイヤーは、
Two-Task Common（（（（TTC））））です。TTC は、クライアントとデータベース・サーバー間の
キャラクタ・セットの相違または形式の相違に対して、キャラクタ・セットとデータ型の変
換を行います。 

初期の接続時に、TTC は内部データとキャラクタ・セットの表現の違いを評価したり、2 つ
のコンピュータが通信するために変換が必要かどうかを判断します。

Oracle Net Foundation レイヤーレイヤーレイヤーレイヤー
Oracle Net Foundation レイヤーは、クライアント・アプリケーションとデータベース・
サーバー間の接続の確立および維持、両者間のメッセージ交換の役割を担います。Oracle 
Net Foundation レイヤーは、これらのタスクを Transparent Network Substrate（（（（TNS））））と
呼ばれるテクノロジのおかげで実行できます。TNS は、すべての業界標準プロトコルに対し
て単一の共通インタフェース機能を提供します。つまり、TNS は、peer-to-peer のアプリ
ケーション接続を可能にします。 peer-to-peer アーキテクチャでは、複数のコンピュータ

（ネットワーキング環境で使用される場合はノードノードノードノードと呼ばれます）が相互に直接交信でき、
中間のデバイスは必要ありません。 

クライアント側で、Oracle Net Foundation レイヤーは、クライアント・アプリケーション
要求を受け取り、すべての一般的なコンピュータ・レベルの接続性の問題を解決します。次
のような問題があります。

� データベース・サーバーや接続先の場所

� 接続に 1 つ以上のプロトコルが含まれるかどうか

� それぞれの機能に基づいた、クライアントとデータベース・サーバー間の中断の処理方
法

サーバー側で、Oracle Net Foundation レイヤーは、クライアント上と同じタスクを実行し
ます。また、リスナーと一緒に機能して着信接続要求を受け取ります。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  『Oracle Call Interface プログラマーズ・ガイド』
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接続の確立と維持に加えて、Oracle Net Foundation レイヤーは、ネーミング・メソッドを
使用して通信し名前を解決します。また、セキュリティ・サービスを使用して安全な接続を
実現します。 

Oracle protocol support
Oracle protocol support レイヤーは、Oracle Net Foundation レイヤーとネットワーク・プロ
トコル・レイヤーとの間に位置し、TNS 機能をクライアント / サーバー接続で使用する業界
標準のプロトコルにマッピングする役割を担います。このレイヤーは次のネットワーク・プ
ロトコルをサポートします。

� TCP/IP

� SSL 付き TCP/IP

� Named Pipes

ネットワーク・プロトコルネットワーク・プロトコルネットワーク・プロトコルネットワーク・プロトコル
すべての Oracle ソフトウェアは、クライアント / サーバー接続処理の際、2 台のコンピュー
タのトランスポート・レイヤー間でコンピュータ・レベルの接続を確立するために、既存の
ネットワーク・プロトコル・スタックを必要とします。ネットワーク・プロトコルは、クラ
イアント・コンピュータからデータベース・サーバー・コンピュータまで、データを送るこ
とに責任があります。この時点で、データはサーバー側の Oracle protocol support レイヤー
に渡されます。

TCP/IP プロトコルプロトコルプロトコルプロトコル Transmission Control Protocol/Internet Protocol（TCP/IP）は、ネッ
トワークを介したクライアント / サーバー対話に使用される標準の通信プロトコルです。

SSL プロトコル付きプロトコル付きプロトコル付きプロトコル付き TCP/IP Secure Sockets Layer（（（（SSL）））） プロトコル付きの TCP/IP では、
クライアント上の Oracle アプリケーションとリモートの Oracle データベースが、TCP/IP
と SSL を介して通信することができます。SSL 付き TCP/IP を使用するためには、Oracle 
Advanced Security が必要です。

SSL は、証明書や秘密鍵などの認証データを Oracle Wallet に格納します。クライアントが
データベース・サーバーと接続を開始すると、SSL は証明書を使用して両者間のハンドシェ
イクを実行します。ハンドシェイクの実行中、次の処理が行われます。

� クライアントとデータベース・サーバーは、認証データ、暗号化方法およびデータ整合
性タイプのセットである Cipher Suite についてネゴシエーションを行い、交換するメッ
セージに適用します。 

� 使用する構成によっては、データベース・サーバーはクライアントの公開鍵で暗号化し
たメッセージにサーバー自身の証明書を入れてクライアントに送信します。データベー
ス・サーバーは、この同じメッセージを使用して、クライアントの証明書を送るように
要求する場合もあります。クライアントは、それ自身の秘密鍵を使用してこのメッセー
ジの暗号化を解除し、データベース・サーバーの証明書に認証局のシグネチャがあるこ
とを確認します。 
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� 必要に応じてクライアントは、このユーザーの証明書をデータベース・サーバーに送信
します。証明書によって、ユーザーの情報が正しいことと、公開鍵が実際にそのユー
ザーのものであることが保証されます。 

データベース・サーバーはこのユーザーの証明書を調べて、認証局のシグネチャがあること
を確認します。

Named Pipes プロトコルプロトコルプロトコルプロトコル Named Pipes プロトコルプロトコルプロトコルプロトコルは、分散アプリケーションを使用した
クライアントとデータベース・サーバー間で、プロセス間通信を提供する高水準のインタ
フェースです。サーバー側のプロセスがパイプを生成し、クライアント側のプロセスが名前
によってそれをオープンします。これによって互いに、一方が書き込む情報を他方が読み取
ることができます。Named Pipes は、特に PC LAN 環境で使用することを念頭に設計され
ています。 

Named Pipes では、Named Pipes を使用するネットワーク上でクライアント / サーバーの
対話が可能です。クライアント上の Oracle アプリケーションは Named Pipes を介してリ
モートの Oracle データベースと通信できるようになります（Oracle データベースが、
Named Pipes を使用したネットワーク通信をサポートするホスト・システム上で実行されて
いる場合）。

RDBMS
ネットワーク・プロトコルを通じてクライアント・アプリケーションから渡された情報は、
データベース・サーバー側にある同様の通信スタックで受信されます。データベース・サー
バー側でのプロセス・フローは、クライアント側でのプロセス・フローの逆になり、情報は
通信レイヤーを通ってさかのぼります。 

OCI のかわりに、データベース・サーバーは Oracle プログラム・インタフェースプログラム・インタフェースプログラム・インタフェースプログラム・インタフェース（OPI）を
使用します。OCI から送信される各文に対して、OPI は応答します。たとえば、OCI が 25
行のデータのフェッチを要求すると、OPI はフェッチした 25 行のデータを OCI に戻します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  『Oracle Advanced Security 管理者ガイド』
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Java アプリケーション接続のスタック通信アーキテクチャアプリケーション接続のスタック通信アーキテクチャアプリケーション接続のスタック通信アーキテクチャアプリケーション接続のスタック通信アーキテクチャ
Oracle Java Database Connectivity（（（（JDBC）ドライバ）ドライバ）ドライバ）ドライバによって、Java アプリケーションは
Oracle データベースにアクセスします。Oracle には、2 つの JDBC ドライバが用意されてい
ます。

� JDBC OCI ドライバドライバドライバドライバは、クライアント / サーバーの Java アプリケーションで使用される
レベル 2 の JDBC ドライバです。JDBC OCI ドライバは、JDBC の呼び出しを OCI の呼
び出しに変換します。変換された呼び出しは、Oracle Net を通して Oracle データベー
ス・サーバーに送信されます。

� JDBC Thin ドライバドライバドライバドライバは、Java アプレットが使用するレベル 4 のドライバです。JDBC 
Thin ドライバは、Java ソケットを通して Oracle データベース・サーバーに直接接続を
確立します。データベースへのアクセスは、TTC と Oracle Net の軽量実装に支援され
ます。

図 4-3 では、JDBC ドライバが使用するスタック通信レイヤーを示します。 

図図図図 4-3 Java クライアント・アプリケーションで使用するレイヤークライアント・アプリケーションで使用するレイヤークライアント・アプリケーションで使用するレイヤークライアント・アプリケーションで使用するレイヤー

JDBC OCI ドライバは、標準のクライアント / サーバー通信スタックと同様の通信スタック
を使用します。JDBC Thin ドライバは、JavaNet と呼ばれる Oracle Net Foundation レイ
ヤーの Java 実装と、JavaTTC と呼ばれる TTC の Java 実装を使用します。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle9i JDBC 開発者ガイドおよびリファレンス』
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Web クライアント接続のスタック通信アーキテクチャクライアント接続のスタック通信アーキテクチャクライアント接続のスタック通信アーキテクチャクライアント接続のスタック通信アーキテクチャ
TTC によるプレゼンテーションに加えて、Oracle データベース・サーバーは、Web クライ
アントがデータベース内にアクセスする機能に使用できる、その他の多数のプレゼンテー
ションをサポートしています。リスナーは、これを容易にするため、データベースで要求さ
れるあらゆるプレゼンテーションをサポートします。 

たとえば、図 4-4 では、Oracle9i インスタンスの Oracle XML DB への HTTP 接続または
FTP 接続で使用するスタック通信レイヤーを示します。WebDAV 接続では、HTTP および
FTP と同じスタック通信レイヤーが使用されます。

図図図図 4-4 Web クライアント接続に使用するレイヤークライアント接続に使用するレイヤークライアント接続に使用するレイヤークライアント接続に使用するレイヤー

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle9i XML データベース開発者ガイド - Oracle XML DB』
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リスナーのアーキテクチャリスナーのアーキテクチャリスナーのアーキテクチャリスナーのアーキテクチャ
データベース・サーバーは、クライアント・アプリケーションからの初期接続を、リスナー
を通じて受け取ります。リスナーは Oracle Net Foundation レイヤーの最上位に位置するア
プリケーションです。図 4-5 では、初期接続時のクライアントとデータベース・サーバー上
にある様々なレイヤーを示します。

図図図図 4-5 初期接続で使用するレイヤー初期接続で使用するレイヤー初期接続で使用するレイヤー初期接続で使用するレイヤー

リスナーは、クライアント要求を受け取って Oracle データベース・サーバーに渡します。
クライアントがデータベース・サーバーとのネットワーク・セッションを要求するたびに、
リスナーは初期要求を受信します。 

各リスナーは、リスニング・エンドポイントを指定する 1 つ以上のプロトコル・アドレスプロトコル・アドレスプロトコル・アドレスプロトコル・アドレスで
構成されます。これらのプロトコル・アドレスの 1 つで構成されたクライアントは、そのリ
スナーに接続要求を送ります。 

リスナーはクライアント要求を受信すると、そのクライアント要求を処理する適切なサービサービサービサービ
ス・ハンドラス・ハンドラス・ハンドラス・ハンドラを選択してクライアント要求を転送します。リスナーはデータベース・サービ
スとそのサービス・ハンドラが利用可能かどうかを、サービス登録サービス登録サービス登録サービス登録から判断します。サービ
ス登録時、インスタンスのバックグラウンド・プロセスである PMON プロセスプロセスプロセスプロセスは、次に関
する情報をリスナーに提供します。 

� データベースが提供するデータベース・サービスの名前

� サービスに対応付けられているインスタンスインスタンスインスタンスインスタンスの名前と、その現在および最大のロード情
報

� インスタンスに使用可能なサービス・ハンドラ（ディスパッチャディスパッチャディスパッチャディスパッチャと専用サーバー）。こ
れには、タイプ、プロトコル・アドレス、現在および最大のロード情報が含まれます。

この情報によって、リスナーはクライアントの要求を適切に渡すことができます。図 4-6 で
は、インスタンスがリスナーに情報を登録する様子を示します。登録できるすべての情報を
示しているわけではありません。
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図図図図 4-6 サービス登録サービス登録サービス登録サービス登録

オプションで、リスニング・エンドポイント、つまりポート番号を、リスナーに動的に登録
できます。たとえば、Oracle XML DB、HTTP、FTP および WebDAV のリスニング・エンド
ポイントがリスナーに登録されます。

インスタンスの起動時にリスナーが実行していない場合、PMON はサービス情報を登録で
きません。PMON は、定期的にリスナーに接続を試みますが、リスナーが起動されてから
PMON がリスナーに登録するまで、最大で 60 秒間遅延することがあります。リスナーの起
動後即座にサービス登録を開始するには、SQL 文 ALTER SYSTEM REGISTERを使用しま
す。これは特に高可用性が求められる構成で有益です。 

リスナーが受信した要求を受け取るのが、対応するインスタンスが登録されるより前の場合
は、リスナーは要求を拒否します。 

4-11 ページの図 4-7 では、HTTP 接続を行うブラウザと TTC 接続を行うクライアントを使用
して接続を確立するときのリスナーの役割を示します。

1. データベースは、サービス、インスタンスおよびサービス・ハンドラに関する情報をリ
スナーに登録します。

2. クライアントはリスナーに初期接続を確立します。

3. リスナーはクライアント要求を解析し、要求されたデータベース・サービスのサービ
ス・ハンドラに転送します。
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図図図図 4-7 リスナーのアーキテクチャリスナーのアーキテクチャリスナーのアーキテクチャリスナーのアーキテクチャ

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� ALTER SYSTEM REGISTER文の詳細は、『Oracle9i SQL リファレン
ス』を参照してください。

� HTTP、FTP および WebDAV のリスニング・エンドポイントの動的な
登録の詳細は、『Oracle9i XML データベース開発者ガイド - Oracle 
XML DB』を参照してください。
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データベース・サーバー・プロセス・アーキテクチャデータベース・サーバー・プロセス・アーキテクチャデータベース・サーバー・プロセス・アーキテクチャデータベース・サーバー・プロセス・アーキテクチャ
リスナーに登録されているサービス・ハンドラのタイプに基づいて、リスナーは要求を共有
サーバー・プロセスまたは専用サーバー・プロセスのいずれかに転送します。

共有サーバー・プロセス共有サーバー・プロセス共有サーバー・プロセス共有サーバー・プロセス
共有サーバー・プロセスは、共有サーバー・アーキテクチャで利用されます。4-13 ページの
図 4-8 は、共有サーバー・アーキテクチャを示します。共有サーバー・アーキテクチャでは、
クライアントは最終的にディスパッチャへの接続を行います。PMON プロセスは、ディス
パッチャの場所とロード情報をリスナーに登録するため、リスナーは要求を最もロード量の
少ないディスパッチャに転送できます。

ディスパッチャは、複数のクライアント接続を同時にサポートできます。各クライアント接
続は、バーチャル・サーキットバーチャル・サーキットバーチャル・サーキットバーチャル・サーキットにバインドされます。バーチャル・サーキットは、ディス
パッチャが使用する共有メモリーの 1 つで、クライアント・データベースの接続要求および
応答を目的としています。 ディスパッチャは、要求が到着すると、バーチャル・サーキット
を共通キューに置きます。 アイドル状態の共有サーバーは、共通キューからバーチャル・
サーキットを取り出して要求を処理し、共通キューから別のバーチャル・サーキットを取り
出す前に、取り出したバーチャル・サーキットを放棄します。この方法によって、サー
バー・プロセスの小規模プールが大量のクライアントを処理できるようになります。 
4-12　Oracle9i Net Services 管理者ガイド



データベース・サーバー・プロセス・アーキテクチャ
図図図図 4-8 共有サーバー・アーキテクチャ共有サーバー・アーキテクチャ共有サーバー・アーキテクチャ共有サーバー・アーキテクチャ
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データベース・サーバー・プロセス・アーキテクチャ
専用サーバー・プロセス専用サーバー・プロセス専用サーバー・プロセス専用サーバー・プロセス
図 4-9 は、専用サーバー・アーキテクチャを示しています。専用サーバー・アーキテクチャ
では、各クライアントは専用サーバー・プロセスへの接続を行います。サーバー・プロセス
は、他のいずれのクライアントとも共有されません。 

PMON は専用サーバー・プロセスに関する情報をリスナーに登録します。これによってリ
スナーは、クライアント要求を受け取って転送する際に、専用サーバー・プロセスを開始す
ることができます。

図図図図 4-9 専用サーバー・アーキテクチャ専用サーバー・アーキテクチャ専用サーバー・アーキテクチャ専用サーバー・アーキテクチャ

注意注意注意注意 : 専用サーバー・アーキテクチャは、HTTP、FTP または WebDAV
クライアントをサポートしていません。TTC クライアントのみサポートし
ます。

クライアント�

PMON
プロセス�

リスナー�

共有サーバー�
・プロセス� データベース�

データベース・サーバー�

TCP/IPによる�
TTCプレゼンテーション�

�

4-14　Oracle9i Net Services 管理者ガイド



Oracle Connection Manager のアーキテクチャ
Oracle Connection Manager のアーキテクチャのアーキテクチャのアーキテクチャのアーキテクチャ
Oracle Connection Manager は、クライアント接続要求をその次のホップに送るか、または
直接データベース・サーバーに送る際の経路となるルーターの役割を果たします。Oracle 
Connection Manager を通して接続要求をルート指定するクライアントは、その Oracle 
Connection Manager に構成されている接続多重化、アクセス制御およびプロトコル変換機
能を利用できます。

Oracle Connection Manager には、次の 2 つのプロセスがあります。

� CMGW プロセスプロセスプロセスプロセス

� CMADMIN プロセスプロセスプロセスプロセス

CMGW ゲートウェイ・プロセスは、クライアント接続を受け取り、一連の規則と照合して、
アクセスの可否を判断します。 アクセスが許可されると、ゲートウェイは要求を次のホップ

（通常はデータベース・サーバー）に転送します。 アクセスの許可または拒否の他に、
CMGW プロセスは、単一のプロトコル接続を通して複数のクライアント接続を多重化また
は集中化することもできます。

CMGW プロセスは、CMADMIN 管理プロセスに登録します。CMADMIN は、Oracle 
Connection Manager の管理上の全機能に対して責任を果たすマルチスレッド・プロセスで
す。 

表 4-1 では、CMGW と CMADMIN プロセスの役割を詳しく説明します。

注意注意注意注意 : Windows NT では、ゲートウェイ・プロセスを
OracleHOME_NAMECManサービスで表し、管理プロセスを
OracleHOME_NAMECMAdminサービスで表します。
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Oracle Connection Manager のアーキテクチャ
図 4-10 では、CMADMIN プロセスに登録する CMGW プロセスと、クライアント要求を処
理する CMGW プロセスを示します。CMGW プロセスが、4 番目のクライアントへのアクセ
スを拒否していることに注意してください。3 つのクライアント接続はデータベースへの単
一のネットワーク・プロトコル接続を介して多重化されています。

表表表表 4-1 Oracle Connection Manager プロセスプロセスプロセスプロセス

プロセスプロセスプロセスプロセス / サービスサービスサービスサービス 説明説明説明説明

CMGW プロセス（UNIX
上）

OracleHOME_NAMECMan
サービス（Windows NT
上）

CMGW プロセスは、次のタスクに関する役割を担います。

� CMADMIN プロセスへの登録。

� 着信接続要求のリスニング。

デフォルトでは、TCP/IP、ポート 1630 でリスニングします。

� クライアントのリスナーに対する接続要求の開始。

� クライアントとデータベース・サーバー間のデータ中継。

CMADMIN プロセス

（UNIX 上）

OracleHOME_
NAMECMAdminサービス

（Windows NT 上）

CMADMIN プロセスは、次のタスクに関する役割を担います。

� CMGW 登録の処理。

� 1 つ以上のデータベース・インスタンスをサービスする全リスナーの識別。

� CMGW プロセスとリスナーに関するソース・ルート・アドレス情報の登録。

� Oracle Connection Manager 制御ユーティリティによって開始された要求への応

答。
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図図図図 4-10 Oracle Connection Manager のアーキテクチャのアーキテクチャのアーキテクチャのアーキテクチャ
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完全なアーキテクチャ
完全なアーキテクチャ完全なアーキテクチャ完全なアーキテクチャ完全なアーキテクチャ
Oracle Net はアーキテクチャ上のソリューションを提供しているため、インターネットやイ
ントラネット環境における拡張性をさらに高めることができます。

4-19 ページの図 4-11 では、Oracle データベース・サーバーへの複数の接続が、Oracle 
Connection Manager と共有サーバー・アーキテクチャによってスケーラブルになっている
様子を示します。Oracle Connection Manager を使用すると、アプリケーション Web サー
バーのネットワーク I/O の負荷を一部オフロードすることができます。また、共有サーバー
によって、複数の同時ユーザーを処理できます。
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図図図図 4-11 スケーラブルなアーキテクチャ上のソリューションスケーラブルなアーキテクチャ上のソリューションスケーラブルなアーキテクチャ上のソリューションスケーラブルなアーキテクチャ上のソリューション
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構成および管理ツールの
5

構成および管理ツールの概要構成および管理ツールの概要構成および管理ツールの概要構成および管理ツールの概要

この章では、Oracle Net Services の様々な管理ツールを説明します。最もよく使用される管
理アプリケーションである Oracle Net Manager の起動方法やナビゲートの方法を説明しま
す。また、コマンドラインによる制御ユーティリティについても説明します。 

この章の内容は、次のとおりです。 

� Oracle Net Manager

� Oracle Net Configuration Assistant

� Oracle Net 制御ユーティリティ

� ネットワーク管理者のタスク
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Oracle Net Manager
Oracle Net Manager
Oracle Net Manager は、Oracle Names 構成機能にコンポーネント制御機能を組み合せるこ
とによって、Oracle Net を構成および管理するための統合環境を提供する Graphical User 
Interface（GUI）です。クライアントとサーバーのどちらでも使用できます。また Oracle 
Net Manager は、Oracle Enterprise Manager とも統合されます。 

Oracle Net Manager を使用すると、次のネットワーク・コンポーネントを構成できます。

� ネーミング － 単純な名前、接続識別子接続識別子接続識別子接続識別子を定義して、それらを接続記述子接続記述子接続記述子接続記述子にマップし、
ネットワークの位置とサービスを識別します。Oracle Net Manager では、ローカルの
tnsnames.oraファイル、集中化された LDAP 準拠ディレクトリ・サービスまたは
Oracle Names Server での接続記述子の構成がサポートされます。

� ネーミング・メソッド － 接続識別子を接続記述子に解決する様々な方法を構成します。

� プロファイル － 作業環境を構成して、クライアントやサーバー上で Oracle Net 機能の
有効化や構成を行います。 

� リスナー － リスナーの作成および構成を行って、クライアント接続を受け取ります。 

Oracle Names Server を構成した場合、その起動、停止、チューニングまたは統計情報収集
は、Oracle Net Manager を使用して実行します。

この項では、Oracle Net Manager の機能を説明します。しかし、Oracle Net Manager の使
用方法については、付属するオンライン・ヘルプの内容の方が充実しています。この項で説
明する項目は、次のとおりです。

� Oracle Net Manager の起動

� Oracle Net Manager のナビゲート

� ツールバー

� メニュー

� Oracle Net Manager のウィザード

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle Enterprise Manager の使用方法の詳細は、Oracle 
Enterprise Manager 関連マニュアルとオンライン・ヘルプを参照してくだ
さい。
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Oracle Net Manager
Oracle Net Manager の起動の起動の起動の起動
Oracle Net Manager は、Oracle Enterprise Manager のコンソールを使用して、または独立
したアプリケーションとして起動できます。 

Oracle Enterprise Manager のコンソールから Oracle Net Manager を起動するには、Oracle 
Enterprise Manager のコンソールで、「「「「Tools」」」」>「「「「Service Management」」」」>「「「「Oracle Net 
Manager」」」」を選択します。 

Oracle Net Manager をスタンドアロンのアプリケーションとして起動する手順は次のとおり
です。

� UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binから netmgrを実行します。

� Windows NT の場合、「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」>「プログラム」「プログラム」「プログラム」「プログラム」>「「「「Oracle - HOME_NAME」」」」>
「「「「Configuration and Migration Tools」」」」>「「「「Net Manager」」」」を選択します。
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Oracle Net Manager
Oracle Net Manager のナビゲートのナビゲートのナビゲートのナビゲート
Oracle Net Manager のインタフェースには、2 つのペイン、ツールバー、様々なメニュー項
目が含まれています。 

図図図図 5-1 Oracle Net Manager のインタフェースのインタフェースのインタフェースのインタフェース
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Oracle Net Manager
ペインペインペインペイン
Oracle Net Manager のインタフェースには、2 つのペインがあります。ナビゲータ・ペイン
と右ペインです。 

ナビゲータ・ペインナビゲータ・ペインナビゲータ・ペインナビゲータ・ペイン  ナビゲータ・ペインは、ネットワーク・オブジェクトとそれらが含む
オブジェクトをフォルダ階層で体系化し、グラフィカルなツリー状に表示します。ナビゲー
タ・ペインを使用すると、各フォルダのオブジェクトの表示、変更、追加または削除が実行
できます。 

ナビゲータ・ペインは、他の Oracle Enterprise Manager アプリケーションと同じように機
能します。つまり、ナビゲータ・ペインでは、次のことが可能です。

� フォルダを展開したり折りたたむことができるため、監視や管理を実行するネットワー
ク・オブジェクトにナビゲートできます。オブジェクトには、接続識別子、リスナー、
プロファイルおよび Oracle Names Server などがあります。

� オブジェクトを右クリックすると、そのオブジェクトに関する操作を実行できます。

フォルダを展開すると、ネストされているオブジェクトやフォルダのリストを表示できま
す。オブジェクトを選択すると、そのオブジェクトに関する情報が Oracle Net Manager の
右ペインに表示されます。 

表 5-1 に、ナビゲータ・ペインのメイン・フォルダを示します。

表表表表 5-1 Oracle Net Manager のナビゲータ・ペイン・フォルダのナビゲータ・ペイン・フォルダのナビゲータ・ペイン・フォルダのナビゲータ・ペイン・フォルダ

オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明

Local ローカルの構成ファイルに構成されている次のネットワーキング要素を
表示します。

tnsnames.oraファイル内のネット・サービス名

listener.oraファイルのリスナー

sqlnet.oraファイルのプロファイル

Directory ディレクトリ・サーバーに構成されている接続識別子を表示します。

Local ローカルの構成ファイルに構成されている次のネットワーキング要素を
表示します。

tnsnames.oraファイル内のネット・サービス名

listener.oraファイルのリスナー

sqlnet.oraファイルのプロファイル

Oracle Names 
Servers

Oracle Names Server を表示します。
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Oracle Net Manager
右ペイン右ペイン右ペイン右ペイン  右ペインにはプロパティ・シートが表示されるので、ネットワーク・コンポーネ
ントを構成できます。図 5-2 では、接続識別子の構成に使用するサービス属性プロパティ・
シートを示します。

図図図図 5-2 サービス属性プロパティ・シートサービス属性プロパティ・シートサービス属性プロパティ・シートサービス属性プロパティ・シート

サービス属性プロパティ・シート
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Oracle Net Manager
ツールバーツールバーツールバーツールバー
ツールバーには、フォルダ階層のネットワーク・オブジェクトに対応するボタンが表示され
ます。ツールバーのボタンは、ペインで表示や選択を行うオブジェクトに基づいて有効にな
ります。マウスのカーソルをツールバーのボタン上を移動させると、そのボタンの機能の説
明を表示できます。ツールバーのボタンには次のものがあります。

「「「「Create」」」」
このボタンは、新しい接続識別子、リスナー、Oracle Names Server のオブジェクトを、
「「「「Directory」」」」または「「「「Local」」」」>「「「「Service Naming」」」」、「「「「Listeners」」」」、「「「「Oracle Names Servers」」」」
フォルダの下に作成します。 

「「「「Delete」」」」
このボタンは、「「「「Directory」」」」または「「「「Local」」」」>「「「「Service Naming」」」」、「「「「Listeners」」」」フォルダの
下にある接続識別子やリスナー・オブジェクトを削除します。 

「「「「Verify Connectivity」」」」
このボタンは、選択した接続識別子の Oracle データベース・サービスへの接続性を確認し
ます。接続性のテストを実行する際、データベース・サービスへの接続は、ディレクトリ・
サーバー、または tnsnames.oraファイルに格納されている接続記述子情報によって確立
されます。 

「「「「Help」」」」
「「「「Help」」」」ボタンは、Oracle Net Manager のオンライン・ヘルプを表示します。
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Oracle Net Manager
メニューメニューメニューメニュー
Oracle Net Manager のメニューを使用すれば、Oracle データベースへの接続性のテストな
どの処理を実行したり、ウィザードやダイアログ・ボックスを表示できます。次のリストで
は、各メニューで使用可能な項目を説明します。

「「「「File」メニュー」メニュー」メニュー」メニュー
表 5-2 では、「「「「File」」」」メニューの内容について説明します。

「「「「Edit」メニュー」メニュー」メニュー」メニュー
表 5-3 では、「「「「Edit」」」」メニューの内容について説明します。

表表表表 5-2「「「「File」メニューの内容」メニューの内容」メニューの内容」メニューの内容

オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明

「「「「Open Network 
Configuration」」」」

ローカルの構成ファイルを開きます。

「「「「Save Network 
Configuration」」」」

現在の構成の設定をデフォルトの場所に保存します。

「「「「Save As」」」」 現在の構成の設定をデフォルトではない場所に保存します。

「「「「Revert to Saved 
Configuration」」」」

現在の構成の設定を何も保存しません。かわりに、最後に保存した構成
を取得します。

「「「「Exit」」」」 Oracle Net Manager を閉じます。

表表表表 5-3「「「「Edit」メニューの内容」メニューの内容」メニューの内容」メニューの内容

オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明

「「「「Create」」」」 新しい接続識別子、リスナー、Oracle Names Server のオブジェクトを、

「「「「Directory」」」」または「「「「Local」」」」>「「「「Service Naming」」」」、「「「「Listeners」」」」、
「「「「Oracle Names Servers」」」」フォルダの下に作成します。 

「「「「Delete」」」」 「「「「Directory」」」」または「「「「Local」」」」>「「「「Service Naming」」」」、「「「「Listeners」」」」フォル

ダの下にある接続識別子やリスナー・オブジェクトを削除します。 

「「「「Rename」」」」 ネットワーク・オブジェクトの名前を変更します。
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Oracle Net Manager
「「「「Command」メニュー」メニュー」メニュー」メニュー
表 5-4 では、「「「「Command」」」」メニューの内容について説明します。

表表表表 5-4「「「「Command」メニューの内容」メニューの内容」メニューの内容」メニューの内容

オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明

「「「「Directory」」」」 「「「「Directory」」」」サブメニューには、次のメニュー項目があります。

「「「「Change Current Context」」」」: 現行の Oracle コンテキストコンテキストコンテキストコンテキストを変更できま

す。Oracle コンテキストは、ディレクトリ・ネーミングで使用するデー

タベース・サービスとネット・サービス名などの Oracle エントリを格納

するディレクトリ内のサブツリーです。新しい Oracle コンテキストを選

択すると、ナビゲータの「「「「Oracle Net Configuration」」」」>「「「「Directory」」」」
フォルダまたは「「「「Local」」」」>「「「「Service Naming」」」」フォルダにある、その新

しい Oracle コンテキストのオブジェクトが表示されます。 

「「「「Set Authentication」」」」: ディレクトリ・サーバーに認証の資格証明を設

定できます。

「「「「Import Net Service Names」」」」:「Directory Server Migration Wizard」を

起動します。このウィザードは、tnsnames.oraファイルに格納されて

いるネット・サービス名をディレクトリ・サーバーにインポートしま
す。

「「「「Test Service」」」」 ディレクトリ・サーバー、または tnsnames.oraファイルに格納され

ている接続記述子情報を使用して、データベース・サービスに接続しま
す。

「「「「Discover Oracle 
Names Server」」」」

Oracle Names Server を検索します。クライアントは Oracle Names 
Server を 1 つ検出すると、ドメイン内の他の全 Oracle Names Server に
問合せを実行します。検出した Oracle Names Server に基づいて、クラ

イアント上に Oracle Names Server のリストが作成されます。このリス

トは、応答時間の順に作成されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-31 ページ「検出の概要」

「「「「Reload All Names 
Servers」」」」

Oracle Names Server は、管理リージョン内でデータが変更されたかど

うかをただちにチェックします。変更があれば、Oracle Names Server
は格納されているすべてのデータを再ロードします。 
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Oracle Net Manager
「「「「Help」メニュー」メニュー」メニュー」メニュー
表 5-5 では、「「「「Help」」」」メニューの内容について説明します。

Oracle Net Manager のウィザードのウィザードのウィザードのウィザード
Oracle Net Manager のウィザードを使用すれば、多数の手順を必要とするタスクの処理をス
テップ・バイ・ステップで実行できます。ウィザードは、複雑なタスクを簡単な手順に分け
て、わかりやすく説明します。ウィザードはすべての構成オプションを提供できるようには
作成されていません。ウィザードでタスクをいったん完了すれば、Oracle Net Manager のそ
の他のコンポーネントを使用して構成を変更できます。 

次の項目で、Oracle Net Manager のウィザードを説明します。

� Net Service Name Wizard

� Directory Server Migration Wizard

� Names Wizard

表表表表 5-5「「「「Help」メニューの内容」メニューの内容」メニューの内容」メニューの内容

オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明

「「「「Contents」」」」 Oracle Net Manager のオンライン・ヘルプを開きます。

「「「「About Oracle Net 
Manager」」」」

Oracle Net Manager のバージョン番号と著作権情報を表示するウィンド

ウを開きます。
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Oracle Net Manager
Net Service Name Wizard
「Net Service Name Wizard」に従えば、ディレクトリ・サーバーや tnsnames.oraファイ
ルに基本的なネット・サービス名を作成できます。 

「Net Service Name Wizard」を起動するには、次のようにネット・サービス名を作成しま
す。

1. ナビゲータ・ペインで、「「「「Directory」」」」または「「「「Local」」」」>「「「「Service Naming」」」」を選択しま
す。

2. ツールバーで「+」をクリックするか、メニュー・バーから「「「「Edit」」」」>「「「「Create」」」」を選択
します。

図図図図 5-3 Net Service Name Wizard の初期画面の初期画面の初期画面の初期画面

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 「Net Service Name Wizard」を使用したネット・サービス名
の作成方法の詳細は、Oracle Net Manager のオンライン・ヘルプのトピッ
ク「「「「Create Net Service Name」」」」を参照してください。 オンライン・ヘルプ
でこのトピックにアクセスするには、「「「「Local」」」」または「「「「Directory」」」」 > 
「「「「Service Naming」」」」 > 「「「「How To」」」」 > 「「「「Configuring Net Service Names」」」」 > 
「「「「Create a Net Service Name」」」」を選択します。
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Oracle Net Manager
Directory Server Migration Wizard
tnsnames.oraファイルがすでに存在する場合、そのネット・サービス名は、「Directory 
Server Migration Wizard」を使用してディレクトリ・サーバーへエクスポートできます。 

「Directory Server Migration Wizard」を起動するには、Oracle Net Manager のメニュー・
バーで、「「「「Command」」」」>「「「「Directory」」」」>「「「「Import Net Service Names」」」」を選択します。

図図図図 5-4 Directory Server Migration Wizard の初期画面の初期画面の初期画面の初期画面

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 10-2 ページ「tnsnames.ora ファイルからのネット・サービス
名のエクスポート」
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Oracle Net Manager
Names Wizard
「Names Wizard」に従えば、Oracle Names Server の作成と構成を実行できます。 

「Net Service Name Wizard」を起動するには、次のように Oracle Names Server を作成しま
す。

1. ナビゲータ・ペインで、「「「「Oracle Names Server」」」」を選択します。

2. ツールバーで「+」をクリックするか、メニュー・バーから「「「「Edit」」」」>「「「「Create」」」」を選択
します。

図図図図 5-5 Names Wizard の「の「の「の「Welcome」ページ」ページ」ページ」ページ

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Names Wizard の詳細は、9-22 ページの「作業 3: Oracle 
Names Server の作成」を参照してください。

注意注意注意注意 : 今後のリリースでは、Oracle Names は、集中化されたネーミン
グ・メソッドとしてサポートされません。これは、Oracle Names には新
しい拡張機能が追加されていないためです。第 10 章「ディレクトリ・
サーバーへのネーミング・データのエクスポート」で説明しているよう
に、かわりにディレクトリ・ネーミングを使用することや、既存の Oracle 
Names 構成をディレクトリ・ネーミングに移行することを考慮してくだ
さい。 
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Oracle Net Configuration Assistant
Oracle Net Configuration Assistant
Oracle Net Configuration Assistant は、基本的なネットワーク・コンポーネントを主にイ
ンストール時に構成します。次のものがあります。 

� リスナー名およびプロトコル・アドレス

� クライアントが接続識別子を接続記述子に解決するために使用するネーミング・メソッ
ド

� tnsnames.oraファイル内のネット・サービス名 

� ディレクトリ・サーバーの使用

Oracle Net Configuration Assistant は、Oracle インストレーション・ガイドで説明するよう
に、ソフトウェアのインストール時に自動的に実行されます。 

また、スタンドアロン・モードでのインストール後に実行することもできます。
tnsnames.oraファイルにネーミング・メソッドの使用方法、リスナー、ネット・サービ
ス名を構成したり、インストール時と同じ方法でディレクトリ・サーバーの使用を構成でき
ます。

Oracle Net Configuration Assistant を起動するには、次の手順に従います。

� UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binから netcaを実行します。

� Windows NT の場合、「スタート」「スタート」「スタート」「スタート」>「プログラム」「プログラム」「プログラム」「プログラム」>「「「「Oracle - HOME_NAME」」」」>
「「「「Configuration and Migration Tools」」」」>「「「「Net Configuration Assistant」」」」を選択しま
す。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle Net Configuration Assistant のオンライン・ヘルプ
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Oracle Net Configuration Assistant
図図図図 5-6 Oracle Net Configuration Assistant の初期画面の初期画面の初期画面の初期画面

表 5-6 では、「Welcome」ページに表示される構成オプションを説明します。

表表表表 5-6 Oracle Net Configuration Assistant

オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明

「「「「Listener configuration」」」」 このオプションを選択すると、リスナーの作成、変更、削除または改名を実行できま
す。 

「「「「Naming Methods 
configuration」」」」

このオプションを選択すると、次に示す 1 つ以上のネーミング・メソッドを使用して、

接続識別子を接続記述子に解決するようにこのコンピュータを構成できます。

� ローカル・ネーミング

� ディレクトリ・ネーミング

� Oracle Names

� ホスト・ネーミング

� Network Information Service（NIS）

� セル・ディレクトリ・サービス

「「「「Local Net Service Name 
configuration」」」」

このオプションを選択すると、ローカルの tnsnames.oraファイルに格納されている

接続記述子の作成、変更、改名または接続性のテストを実行できます。

「「「「Directory Usage 
configuration」」」」

このオプションを選択すると、ディレクトリに有効な機能をディレクトリ・サーバー
に構成できます。
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Oracle Net 制御ユーティリティ
Oracle Net 制御ユーティリティ制御ユーティリティ制御ユーティリティ制御ユーティリティ
Oracle Net には、各ネットワーク・コンポーネントを容易に起動、停止、構成および制御で
きる次のツールがあります。

� リスナー制御ユーティリティ

� Oracle Connection Manager 制御ユーティリティ

� Oracle Names 制御ユーティリティ

リスナー制御ユーティリティリスナー制御ユーティリティリスナー制御ユーティリティリスナー制御ユーティリティ
リスナー制御ユーティリティでは、リスナーを管理できます。このユーティリティの基本構
文は次のとおりです。 

lsnrctl command [listener_name] 

たとえば、次のコマンドは、リスナー名 lsnrを起動します。

lsnrctl START lsnr

LSNRCTL>プログラム・プロンプトからリスナー制御ユーティリティのコマンドを発行する
こともできます。プロンプトを取得するには、オペレーティング・システムのコマンドライ
ンから引数なしで lsnrctlを入力します。lsnrctlを実行すると、プログラムが起動しま
す。次に、プログラム・プロンプトから必要なコマンドを入力します。 

たとえば、次のように入力します。

lsnrctl
LSNRCTL> START lsnr

関連項目関連項目関連項目関連項目 : リスナー制御ユーティリティの詳細は、『Oracle9i Net 
Services リファレンス・ガイド』を参照してください。
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Oracle Net 制御ユーティリティ
Oracle Connection Manager 制御ユーティリティ制御ユーティリティ制御ユーティリティ制御ユーティリティ
Oracle Connection Manager 制御ユーティリティによって、Oracle Connection Manager を
管理できます。このユーティリティの基本構文は次のとおりです。 

cmctl command [process_type] 

ここで、 process_type は Oracle Connection Manager のプロセスの名前です。選択肢は次
のとおりです。

� CMGW プロセスプロセスプロセスプロセス（ゲートウェイ・プロセス）と CMADMIN プロセスプロセスプロセスプロセス（管理プロセス）
の場合は、cman

� CMGW プロセスの場合は、cm

� CMADMIN プロセスの場合は、adm

たとえば、次のコマンドは CMGW プロセスと CMADMIN プロセスを開始します。

cmctl START cman

CMCTL>プログラム・プロンプトから、Oracle Connection Manager ユーティリティ・コマ
ンドを発行できます。プロンプトを取得するには、オペレーティング・システムのコマンド
ラインから引数なしで cmctlを入力します。cmctlを実行すると、プログラムが起動しま
す。次に、プログラム・プロンプトから必要なコマンドを入力します。 

たとえば、次のように入力します。

cmctl
CMCTL> START cman

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� Oracle Connection Manager プロセスの概要については、4-15 ページ
の「Oracle Connection Manager のアーキテクチャ」を参照してくだ
さい。

� Oracle Connection Manager 制御ユーティリティのコマンドの全リス
トについては、『Oracle9i Net Services リファレンス・ガイド』を参照
してください。
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Oracle Net 制御ユーティリティ
Oracle Names 制御ユーティリティ制御ユーティリティ制御ユーティリティ制御ユーティリティ
Oracle Names 制御ユーティリティによって、Oracle Names Server を管理できます。この
ユーティリティの基本構文は次のとおりです。 

namesctl command [arguments]

たとえば、次のコマンドはローカルのノードにある names.oraファイルで構成されている
Oracle Names Server を起動します。

namesctl START

NAMESCTL>プログラム・プロンプトから、Oracle Names 制御ユーティティのコマンドを発
行することもできます。プロンプトを取得するには、オペレーティング・システムのコマン
ドラインから引数なしで namesctlを入力します。namesctlを実行すると、プログラム
が起動します。次に、プログラム・プロンプトから必要なコマンドを入力します。 

たとえば、次のように入力します。

namesctl
NAMESCTL> START 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle Names 制御ユーティリティの詳細は、『Oracle9i Net 
Services リファレンス・ガイド』を参照してください。
5-18　Oracle9i Net Services 管理者ガイド



ネットワーク管理者のタスク
ネットワーク管理者のタスクネットワーク管理者のタスクネットワーク管理者のタスクネットワーク管理者のタスク
このマニュアルでは、ネットワークの構成と管理タスクについて説明されています。表 5-7
は、共通のタスクと関連ツール、およびこのマニュアルでそのタスクを説明している項目を
示します。

表表表表 5-7 Oracle Net Services を構成および管理するための共通タスクを構成および管理するための共通タスクを構成および管理するための共通タスクを構成および管理するための共通タスク

タスクタスクタスクタスク タスクを実行するツールタスクを実行するツールタスクを実行するツールタスクを実行するツール 関連項目関連項目関連項目関連項目

Oracle Net で使用するディレクトリ・で使用するディレクトリ・で使用するディレクトリ・で使用するディレクトリ・

サーバーの構成サーバーの構成サーバーの構成サーバーの構成

ディレクトリ・サーバーの使用の構成 Oracle Net Configuration Assistant 第 8 章「ディレクトリ・サー

バーの使用の設定」

OracleNetAdmins グループへのユーザー

の追加

Oracle Net Configuration Assistant 8-11 ページ「OracleNetAdmins
グループへのユーザーの追加」

ディレクトリでの認証 Oracle Net Manager オンライン・ヘルプで、
「「「「Directory」」」」>「「「「Service 
Naming」」」」>「「「「How To」」」」>
「「「「Change the Oracle Context」」」」を

選択します。

Oracle コンテキストの変更 Oracle Net Manager オンライン・ヘルプで、
「「「「Directory」」」」>「「「「Service 
Naming」」」」>「「「「How To」」」」>「「「「Set 
Authentication Credentials」」」」を

選択します。

ネーミング・メソッドの構成ネーミング・メソッドの構成ネーミング・メソッドの構成ネーミング・メソッドの構成

ローカル・ネーミング・メソッドの構成 Oracle Net Configuration Assistant

Oracle Net Manager

9-4 ページ「ローカル・ネーミン

グ・メソッドの構成」

ディレクトリ・ネーミング・メソッドの
構成

Oracle Net Configuration Assistant

Oracle Net Manager

9-10 ページ「ディレクトリ・

ネーミング・メソッドの構成」

Oracle Names メソッドの構成

注意注意注意注意 : 今後のリリースでは、Oracle 
Names は、集中化されたネーミング・メ

ソッドとしてサポートされません。かわ
りに、第 10 章「ディレクトリ・サー

バーへのネーミング・データのエクス
ポート」で説明しているように、ディレ
クトリ・ネーミングを使用することや、
既存の Oracle Names 構成をディレクト

リ・ネーミングに移行することを考慮し
てください。 

Oracle Net Manager 9-20 ページ「Oracle Names メ
ソッドの構成」
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ホスト・ネーミング・メソッドの構成 Oracle Net Manager 9-51 ページ「ホスト・ネーミン

グ・メソッドの構成」

外部ネーミング・メソッドの構成 Oracle Net Manager 9-54 ページ「外部ネーミング・

メソッドの構成」

ディレクトリ・ネーミングへの移行ディレクトリ・ネーミングへの移行ディレクトリ・ネーミングへの移行ディレクトリ・ネーミングへの移行

tnsnames.oraファイルからの

エクスポート

Oracle Net Manager 10-2 ページ「tnsnames.ora ファ

イルからのネット・サービス名
のエクスポート」

Oracle Names からのエクスポート Oracle Names 制御ユーティリティ 10-5 ページ「Oracle Names 
Server からのネットワーク・オ

ブジェクトのエクスポート」

プロファイルの構成プロファイルの構成プロファイルの構成プロファイルの構成

ネーミング・メソッドの優先順位 Oracle Net Manager

Oracle Net Configuration Assistant

11-4 ページ「ネーミング・メ

ソッドの優先順位」

未修飾ネット・サービス名に自動的に追
加されるデフォルト・ドメインの構成

Oracle Net Manager

Oracle Net Configuration Assistant

11-3 ページ「クライアントのデ

フォルト・ドメインの構成」

接続要求のルート Oracle Net Manager

Oracle Net Configuration Assistant

11-6 ページ「接続要求のルー

ティング」

アクセス制御の構成 Oracle Net Manager 11-7 ページ「データベース・ア

クセス制御の構成」

Oracle Advanced Security で使用可能な

認証方式認証方式認証方式認証方式の構成

Oracle Net Manager 11-12 ページ「Oracle Advanced 
Security の構成」

オンライン・ヘルプで、「「「「Oracle 
Advanced Security」」」」>「「「「How 
To」」」」を選択します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  『Oracle Advanced 
Security 管理者ガイド』

接続要求タイムアウトの構成 手動による構成 15-42 ページ「権限のないユー

ザーによるリソース使用を制限
するためのリスナーおよび
Oracle データベースの構成」

表表表表 5-7 Oracle Net Services を構成および管理するための共通タスク（続き）を構成および管理するための共通タスク（続き）を構成および管理するための共通タスク（続き）を構成および管理するための共通タスク（続き）

タスクタスクタスクタスク タスクを実行するツールタスクを実行するツールタスクを実行するツールタスクを実行するツール 関連項目関連項目関連項目関連項目
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リスナーの構成リスナーの構成リスナーの構成リスナーの構成

リスニング・プロトコル・アドレスの
構成

Oracle Net Manager

Oracle Net Configuration Assistant

12-5 ページ「リスニング用プロ

トコル・アドレスの構成」

動的なサービス登録の構成 自動 12-13 ページ「サービス登録の構

成」

静的なサービス登録の構成 Oracle Net Manager 12-8 ページ「静的サービス情報

の構成」

パスワード認証の構成 Oracle Net Manager 12-12 ページ「リスナーのための

パスワード認証の構成」

接続要求タイムアウトの構成 手動による構成 15-42 ページ「権限のないユー

ザーによるリソース使用を制限
するためのリスナーおよび
Oracle データベースの構成」

リスナーの管理リスナーの管理リスナーの管理リスナーの管理

リスナーの起動と停止 リスナー制御ユーティリティ 12-20 ページ「リスナーの起動と

停止」

登録情報の表示 リスナー制御ユーティリティ 12-20 ページ「実行時動作の監

視」

Oracle Connection Manager の構成の構成の構成の構成

セッション多重化の構成 手動による構成 13-12 ページ「セッションの多重

化の有効化」

アクセス制御の構成 手動による構成 13-13 ページ「アクセス制御の有

効化」

プロトコル変換サポートの構成 手動による構成 13-14 ページ「プロトコル変換サ

ポートの有効化」

Oracle Names Server の構成の構成の構成の構成

Oracle Names LDAP プロキシ・

サーバーの構成

Oracle Names 制御ユーティリティ

Oracle Net Manager

10-14 ページ「Oracle Names 
LDAP プロキシ・サーバーの構

成」

Oracle Names Server の作成 Oracle Names 制御ユーティリティ

Oracle Net Manager

9-22 ページ「作業 3: Oracle 
Names Server の作成」

優先 Oracle Names Server のリストの

作成

Oracle Net Manager 11-10 ページ「優先 Oracle 
Names Server の構成」

表表表表 5-7 Oracle Net Services を構成および管理するための共通タスク（続き）を構成および管理するための共通タスク（続き）を構成および管理するための共通タスク（続き）を構成および管理するための共通タスク（続き）

タスクタスクタスクタスク タスクを実行するツールタスクを実行するツールタスクを実行するツールタスクを実行するツール 関連項目関連項目関連項目関連項目
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ネットワーク管理者のタスク
Oracle Names Server による

オブジェクトの登録

Oracle Names 制御ユーティリティ

Oracle Net Manager

9-22 ページ「作業 7: Oracle 
Names Server へのデータの登

録」

委任管理リージョンへのドメインの委任 Oracle Names 制御ユーティリティ

Oracle Net Manager

9-46 ページ「作業 8: 委任管理

リージョンへのドメインの委任」

ドメイン・ヒントの指定 手動による構成 9-47 ページ「作業 9: リモート

Oracle Names Server に要求を転

送するドメイン・ヒントの指定」

Oracle Names Server の管理の管理の管理の管理

Oracle Names Server の起動と停止

および統計値の収集

Oracle Names 制御ユーティリティ 『Oracle9i Net Services リファレ

ンス・ガイド』 

Oracle Net Manager オンライン・ヘルプで、「「「「Oracle 
Names Servers」」」」>「「「「How To」」」」>
「「「「Administer an Oracle Names 
server」」」」を選択します。

Oracle Names Server の削除 Oracle Names 制御ユーティリティ

Oracle Net Manager

9-49 ページ「Oracle Names 
Server の削除」

表表表表 5-7 Oracle Net Services を構成および管理するための共通タスク（続き）を構成および管理するための共通タスク（続き）を構成および管理するための共通タスク（続き）を構成および管理するための共通タスク（続き）

タスクタスクタスクタスク タスクを実行するツールタスクを実行するツールタスクを実行するツールタスクを実行するツール 関連項目関連項目関連項目関連項目
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Oracle Net 接続のクイック・スタ
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Oracle Net 接続のクイック・スタート接続のクイック・スタート接続のクイック・スタート接続のクイック・スタート

この章では、一般的で単純な構成の TCP/IP ネットワークによるクライアント・アプリケー
ションとデータベース接続について、初心者でも設定およびテストできるように説明しま
す。

この章の内容は、次のとおりです。

� 接続確立の前提条件

� 作業 1: ネットワークの可用性の確認

� 作業 2: リスナーとデータベース・サーバーの起動

� 作業 3: ネット・サービス名を使用するクライアントの構成

� 作業 4: データベースへの接続
ート 6-1



接続確立の前提条件
接続確立の前提条件接続確立の前提条件接続確立の前提条件接続確立の前提条件
このクイック・スタートのタスクは、クライアント・コンピュータとデータベース・サー
バーとの TCP/IP 接続について示します。データベース・サーバーとクライアント・コン
ピュータは次の条件を満たす必要があります。

� データベース・サーバー・コンピュータ

– クライアントと同じネットワークで実行中であること。

– Oracle データベースがインストールされていること。

– TCP/IP プロトコル・サポートがインストールされていること。

– リスナーが構成されていること。

� クライアント・コンピュータ

– データベース・サーバーと同じネットワークで実行中であること。

– Oracle クライアントがインストールされていること。

– TCP/IP プロトコル・サポートがインストールされていること。

作業作業作業作業 1: ネットワークの可用性の確認ネットワークの可用性の確認ネットワークの可用性の確認ネットワークの可用性の確認
Oracle Net をクライアント・コンピュータとデータベース・サーバーとの接続に使用する前
に、クライアント・コンピュータがデータベース・サーバーのコンピュータと正常に通信で
きるかどうかを確認します。ネットワークの接続性を評価しておくと、ネットワークに起因
するエラーを排除できます。

ネットワークの接続性を確認する手順は次のとおりです。

1. データベース・サーバーのコンピュータが、ループバック・テストループバック・テストループバック・テストループバック・テストによって自分自身と
通信できることを確認します。 

ループバック・テストは、データベース・サーバーからそのデータベース・サーバーに
戻る接続です。多数のネットワーク・プロトコルが、ネットワーク接続をテストする方
法を用意しています。ユーティリティ PING は、TCP/IP ネットワークに使用できます。

TCP/IP ネットワークでは、各コンピュータは一意の IP アドレスアドレスアドレスアドレスを持ちます。ドメイドメイドメイドメイ
ン・ネーム・システムン・ネーム・システムン・ネーム・システムン・ネーム・システムなどの名前解決サービスは、そのホスト名を持つコンピュータの
IP アドレスをマップするために使用します。名前解決サービスを使用しない場合、マッ
ピングは通常 hostsと呼ばれるファイルに格納されるため、集約化して保守します。
このファイルは、UNIX では /etcディレクトリに、Windows NT では ¥winntディレ
クトリにあります。たとえば、sales-serverという名前のデータベース・サーバー
のコンピュータのエントリは、次のようになります。

#IP address of server     host name       alias
144.25.186.203            sales-server    sales.us.acme.com
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作業 2: リスナーとデータベース・サーバーの起動
PING を使用するには、コマンドラインから次のように入力します。

ping database_server_host

database_server_hostは、データベース・サーバーのコンピュータのホスト名で
す。 たとえば、次のように指定します。

ping sales-server

ループバックに失敗した場合は、そのデータベース・サーバーの IP アドレスでもう一
度試してください。 たとえば、次のように指定します。

ping 144.25.186.203

2. クライアント・コンピュータがデータベース・サーバーのコンピュータと正常に通信で
きることを確認します。

この方法は、ネットワーク・プロトコルによって様々です。TCP/IP では、PING、
FTP、TELNET ユーティリティを使用できます。クライアント・コンピュータがサー
バーに接続できない場合、ネットワークのケーブル接続やネットワーク・インタフェー
ス・カードが正しく接続されているかを確認します。これらの問題を解消するには、
ネットワーク管理者に連絡してください。

作業作業作業作業 2: リスナーとデータベース・サーバーの起動リスナーとデータベース・サーバーの起動リスナーとデータベース・サーバーの起動リスナーとデータベース・サーバーの起動
リスナーとデータベース・サーバーは、データベース・サーバーが接続を受け取る順番で実
行している必要があります。 

1. リスナー制御ユーティリティを使用してリスナーを起動します。コマンドラインから、
次のように入力します。

lsnrctl
LSNRCTL> START [listener_name]

listener_nameは、listener.oraファイルで定義したリスナーの名前です。
LISTENERという名前のデフォルトのリスナーを使用している場合は、リスナーを識別
する必要はありません。

リスナーが正常に起動したことを示すステータス・メッセージが表示されます。
Oracle Net 接続のクイック・スタート 6-3



作業 2: リスナーとデータベース・サーバーの起動
2. データベースを起動します。

a. データベースに接続せずに SQL*Plus を起動します。 

sqlplus /nolog

b. SYSDBA としてデータベースに接続します。 

SQL> CONNECT username/password as sysdba

たとえば、SYSTEM/MANAGERは、SYSDBA ユーザーです。

c. 次のように、データベース名とパラメータ・ファイルのフルパスを指定して、
STARTUPコマンドを入力します。 

SQL> STARTUP database_name pfile=file

PFILEオプションを指定しない場合、Oracle データベースは標準の初期化パラ
メータ・ファイルを使用します。このファイルは、UNIX プラットフォーム上で
は、$ORACLE_BASE/admin/db_name/pfile/sidディレクトリ、Windows NT
上では、%ORACLE_BASE%¥admin¥db_name¥pfile¥sidディレクトリにありま
す。 データベース名を指定しない場合、データベースは、初期化パラメータ・ファ
イルで指定されている DB_NAMEパラメータの値を使用します。 

3. リスナーへのデータベース・サービス登録サービス登録サービス登録サービス登録が、完了していることを確認します。リス
ナー制御ユーティリティから、次のように入力します。

LSNRCTL> SERVICES [listener_name]

SERVICESコマンドは、データベースがサポートするサービスと、1 つ以上の使用可能
なサービス・ハンドラサービス・ハンドラサービス・ハンドラサービス・ハンドラの一覧を示します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  データベースの起動に関する詳細は、『Oracle9i データベース
管理者ガイド』を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 12-22 ページ「SERVICES コマンド」
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作業 3: ネット・サービス名を使用するクライアントの構成
作業作業作業作業 3: ネット・サービス名を使用するクライアントの構成ネット・サービス名を使用するクライアントの構成ネット・サービス名を使用するクライアントの構成ネット・サービス名を使用するクライアントの構成
一度ネットワークの接続性が確認されると、Oracle Net Configuration Assistant を使用し
て、データベース・サービスのネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名、つまり単純な名前を作成できます。
ネット・サービス名は、接続記述子接続記述子接続記述子接続記述子に、つまり、データベースのネットワーク・アドレスと
データベース・サービスの名前に解決されます。クライアントはネット・サービス名を使用
してデータベースに接続します。 

次の例に示すネット・サービス名は、salesと呼ばれ、sales.us.acme.comと呼ばれる
データベースの接続記述子にマップされます。クライアントは、sales.us.acme.comへ
の接続にマップされている salesを使用できます。

sales= 
 (DESCRIPTION= 
   (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales-server)(PORT=1521))
   (CONNECT_DATA=
     (SERVICE_NAME=sales.us.acme.com)))

ネット・サービス名でクライアントを構成する手順は次のとおりです。

1. Oracle Net Configuration Assistant を起動します。

「Welcome」ページが表示されます。

2. 「「「「Local Net Service Name Configuration」」」」を選択します。

3. 「「「「Next」」」」をクリックします。

「Net Service Name Configuration」ページが表示されます。

4. 「「「「Add」」」」をクリックしてから「「「「Next」」」」をクリックします。

「Net Service Name Configuration」ページの「Database Version」が表示されます。

5. 宛先サービスが Oracle9i または Oracle8i のデータベースの場合は、「「「「Oracle8i or later 
database or service」」」」を選択します。宛先サービスが Oracle8 リリース 8.0 データベース
の場合は、「「「「Oracle8 release 8.0 database or service」」」」を選択します。 

6. 「「「「Next」」」」をクリックします。 

「Net Service Name Configuration」ページの「Service Name」が表示されます。

7. データベースを識別する名前を入力します。

サービス名サービス名サービス名サービス名は、データベースの作成時に定義されます。サービス名が不明な場合は、
データベースを作成したデータベース管理者に問い合せてください。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 5-14 ページ「Oracle Net Configuration Assistant」
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作業 3: ネット・サービス名を使用するクライアントの構成
8. 「「「「Next」」」」をクリックします。

「Net Service Name Configuration」ページの「Select Protocols」が表示されます。

9. リスナーがリスニングするように構成されているプロトコルを選択します。このプロト
コルも、クライアント上にインストールする必要があります。デフォルトでは、リス
ナーは TCP/IP でリスニングを実行するように構成されています。

10. 「「「「Next」」」」をクリックします。

選択したプロトコルに適切なページが表示されます。

11. 表示されたフィールドで選択したプロトコルに対して適切なプロトコル・パラメータを
入力し、「「「「Next」」」」をクリックします。

「Net Service Name Configuration」ページの「Test」が表示されます。

12. 「「「「Yes perform a test」」」」をクリックします。

テスト中、Oracle Net Configuration Assistant は、リモート・データベース・サービス
に接続し、接続を確立してから終了します。

テストが成功すると、次のメッセージが表示されます。

「Connecting...Test successful.」

テストが失敗した場合、原因として考えられることは次のとおりです。

� デフォルトのユーザー名（scott）とパスワード（tiger）が有効ではない

� プロトコル・アドレスの情報がリスナーの情報と一致していない

� リスナーが動作していない

� 接続先データベース・サービスが停止している

問題の診断に基づいて、次のいずれかのタスクを実行します。

� 「「「「Change Login」」」」をクリックして、接続に使用するユーザー名とパスワードを変更
します。

� 「「「「Back」」」」をクリックして、プロトコル・アドレスの情報を検討します。

� 6-3 ページの「作業 2: リスナーとデータベース・サーバーの起動」で説明されてい
るように、サーバー上でリスナーまたはデータベースを起動します。

13. 「「「「Next」」」」をクリックします。 

「Net Service Name Configuration」ページの「Net Service Name」が表示されます。

14. デフォルトのネット・サービス名を受け入れるか、別のネット・サービス名を「Net 
Service Name」フィールドに入力します。入力する名前は、クライアントを一意に識別
できる必要があります。
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15. 「「「「Next」」」」をクリックします。

「Net Service Name Configuration」ページの「Another Net Service Name」が表示され
ます。

16. 「「「「No」」」」をクリックしてから「「「「Next」」」」をクリックします。

「Net Service Name Configuration」ページの「Configuration Done」が表示されます。

17. 「「「「Next」」」」をクリックしてから「「「「Finish」」」」をクリックします。

作業作業作業作業 4: データベースへの接続データベースへの接続データベースへの接続データベースへの接続
クライアント・コンピュータから、次のようにデータベース・サーバーに接続します。

1. SQL*Plus を起動します。 

sqlplus

2. 次のようにデータベースに接続します。

CONNECT username/password@net_service_name

ここで、usernameと passwordは、データベース・ユーザーとパスワードです。ま
た、net_service_nameは 6-5 ページの「作業 3: ネット・サービス名を使用するクラ
イアントの構成」で作成したネット・サービス名です。
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第第第第 II 部部部部

Oracle Net Services の構成と管理の構成と管理の構成と管理の構成と管理

第 II 部では、Oracle Net Services の設定方法と構成方法を説明します。 

第 II 部は次の章で構成されています。

� 第 7 章「ネットワークの計画」

� 第 8 章「ディレクトリ・サーバーの使用の設定」

� 第 9 章「ネーミング・メソッドの構成」

� 第 10 章「ディレクトリ・サーバーへのネーミング・データのエクスポート」

� 第 11 章「プロファイルの構成」

� 第 12 章「リスナーの構成および管理」

� 第 13 章「Oracle Connection Manager の構成」

� 第 14 章「共有サーバーの構成」

� 第 15 章「Oracle Net Services の拡張機能の使用」





ネットワークの
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ネットワークの計画ネットワークの計画ネットワークの計画ネットワークの計画

Oracle Net Services には柔軟性のある使用しやすい各種オプションが用意されているため
ネットワークの設計と管理を容易に実行できます。Oracle Net Services では拡張性と管理容
易性が向上したため様々な環境をサポートするためのネットワークを構築できます。これら
の環境が単純なワークグループであるか大規模でミッション・クリティカルな企業であるか
どうかは関係ありません。

この章では、Oracle Net Services を使用してネットワークを計画するときに考慮する必要が
ある点を説明します。またネットワーク製品の関係と今後ネットワークを拡張してさらに効
率的に管理するためのオプションを説明します。 

この章の内容は、次のとおりです。 

� 組織内でのネットワークの配置

� インターネットでのネットワークの配置

� ネーミングの考慮事項

� パフォーマンスに関する考慮事項
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組織内でのネットワークの配置
組織内でのネットワークの配置組織内でのネットワークの配置組織内でのネットワークの配置組織内でのネットワークの配置
図 7-1 で示すように内部ネットワークは多くの場合、様々なクライアントで構成されていま
す。データベース・サーバーへのアクセスを必要とする従来のクライアントの他に Web ク
ライアントもアクセスを必要としています。クライアントのタイプと数は他のネットワーキ
ングの問題と同様、導入する機能の種類に影響します。 

図図図図 7-1 内部ネットワークのレイアウト内部ネットワークのレイアウト内部ネットワークのレイアウト内部ネットワークのレイアウト

データベース・�
サーバー�

アプリケーション�
Webサーバー�

可用性�
接続時フェイルオーバー�
クライアント・ロード・バランシング�

ネーミング・メソッド�
ホスト・ネーミング�
ローカル・ネーミング�
ディレクトリ・ネーミング�

JDBCドライバ�
JDBC OCIドライバ
JDBC Thinドライバ�

チューニングとパフォーマンス
SDU

イントラネット�

クライアント�

Web
ブラウザ�

拡張性�
共有サーバー�
接続プーリング�
セッションの多重化

チューニングとパフォーマンス�
SDU
リスナー・キュー・サイズ�

JDBCドライバ
JDBC OCIドライバ�

チューニングとパフォーマンス�
SDU

イントラネット�

イントラネット�

クライアント�

クライアント�

Web
ブラウザ�
7-2　Oracle9i Net Services 管理者ガイド



組織内でのネットワークの配置
この項では内部ネットワークの配置時の考慮点について次のカテゴリに分けて説明します。

� 拡張性

� 可用性

� ネーミング・メソッド

� JDBC ドライバ

� セキュリティ

� チューニングとパフォーマンス

拡張性拡張性拡張性拡張性
数百または数千のクライアントからなる組織では拡張性が最も重要な問題です。 Oracle Net 
Services は共有サーバー共有サーバー共有サーバー共有サーバー、接続プーリング接続プーリング接続プーリング接続プーリング、およびセッションの多重化セッションの多重化セッションの多重化セッションの多重化などデータベース・
サーバーの拡張性を改善できる多数の機能を提供します。

共有サーバー共有サーバー共有サーバー共有サーバー
共有サーバー・アーキテクチャではサーバー・プロセスの小規模プールによる多数のクライ
アントの処理が可能になります。このためサーバーのメモリー要件を軽減します。接続プー
リングとセッションの多重化機能は共有サーバーによって可能になります。 

接続プーリング接続プーリング接続プーリング接続プーリング
接続プーリングによってデータベース・サーバーはプロトコル接続をタイムアウトにできる
ため、その接続をアクティブなセッションへのサービス提供に使用できます。 

セッションの多重化セッションの多重化セッションの多重化セッションの多重化
Oracle Connection Manager で使用可能なセッションの多重化によって複数のクライアン
ト・セッションを単一のプロトコル接続から集中化できます。 

セッションの多重化を接続プーリングと一緒に使用すると、サーバーが処理できるクライア
ント・セッションの合計数を増加できます。 

表 7-1 では、接続プーリングとセッションの多重化を使用するときの相対的なメリットをま
とめ、ネットワーク内でそれらを使用するための推奨事項を示します。
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組織内でのネットワークの配置
表表表表 7-1 接続プーリングとセッションの多重化接続プーリングとセッションの多重化接続プーリングとセッションの多重化接続プーリングとセッションの多重化

機能機能機能機能 メリットメリットメリットメリット デメリットデメリットデメリットデメリット 推奨環境推奨環境推奨環境推奨環境

接続プーリング � 各プロセスに対して使用されるネッ
トワーク・リソース数を削減しま
す。

� より多数のクライアントがサポート
されます。

� 一定数に制限されたプロセス接続数
に対するクライアント / サーバー・

セッション数を最大化します。

� ネットワーク接続の帯域幅など、
ネットワークの通信量とネットワー
ク・リソースの利用を最適化しま
す。

� 実ユーザーの識別および監視が可能
になります。

� 中間層アプリケーション Web サー

バー、またはバックエンド・データ
ベースにアクセスする必要があるア
プリケーションが、Oracle9i 
Application Server などの追加サー

ビスをサポートできるようになりま
す。

� 複数のアプリケーションを持つクラ
イアントに対して必要なトランス
ポートが 1 つのみで済みます。

� データベース・リンクに対して必要
なネットワーク接続が 1 つのみで済

みます。

データベース・セッション
は、IDLE_TIMEリソース・

パラメータを使用する必要が
あります。

メッセージ送信、OLAP
など、対話形式の評価 /
検索の時間頻度が高いア
プリケーションを多数の
クライアントで実行する
ようなネットワーク
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組織内でのネットワークの配置
セッションの
多重化

� 各プロセスに対して使用されるネッ
トワーク・リソース数を制限しま
す。

� 多数のクライアントがサポートされ
ます。

� 一定数に制限されたプロセス接続数
に対するクライアント / サーバー・

セッション数を最大化します。

� リソースの利用を最適化します。

� 実ユーザーの識別および監視が可能
になります。

� 中間層のアプリケーションによって
追加サービスをサポートできるよう
になります。

� 複数のアプリケーションを持つクラ
イアントに対して必要なトランス
ポートが 1 つのみで済みます。

� データベース・リンクに対して必要
なネットワーク接続が 1 つのみで済

みます。

� Oracle8 以前のクライアントへのサ

ポートを提供します。

クライアントは Oracle 
Connection Manager に接続

する必要があります。

持続的接続が必要なネッ
トワーク

表表表表 7-1 接続プーリングとセッションの多重化接続プーリングとセッションの多重化接続プーリングとセッションの多重化接続プーリングとセッションの多重化（続き）（続き）（続き）（続き）

機能機能機能機能 メリットメリットメリットメリット デメリットデメリットデメリットデメリット 推奨環境推奨環境推奨環境推奨環境
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組織内でのネットワークの配置
可用性可用性可用性可用性
データベースへの可用性を実現することは内部ネットワークでは重大な問題です。 複数のリ
スナーを同じデータベース・サービスへのクライアント接続要求が処理できるように構成で
きます。これは特に各インスタンスにリスナーが対応付けられている Oracle9i Real 
Application Clusters 構成で理想的な構成です。複数のリスナー構成では、接続時フェイル接続時フェイル接続時フェイル接続時フェイル
オーバーオーバーオーバーオーバーと接続ロード・バランシング接続ロード・バランシング接続ロード・バランシング接続ロード・バランシング機能を利用できます。

接続時フェイルオーバー接続時フェイルオーバー接続時フェイルオーバー接続時フェイルオーバー
接続時フェイルオーバーではクライアントは最初のリスナーが失敗した場合に別のリスナー

（通常は異なるノード上の）に要求を送ることができます。

クライアント・ロード・バランシングクライアント・ロード・バランシングクライアント・ロード・バランシングクライアント・ロード・バランシング
クライアント・ロード・バランシングではクライアントは複数のリスナー（通常は異なる
ノード上）に要求をランダム化できます。

これらの機能は一緒に、または別々に使用できます。一緒に使用するとデータベースへのア
クセスの確実性が高められ単一のリスナーが過負荷にならないように負荷を分散できます。

ネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッド
接続記述子接続記述子接続記述子接続記述子に名前をマッピングする適切なネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドの選択は組織の規模によっ
て決まります。 

2 ～ 3 のデータベースのみがある小規模な組織では、ホスト・ネーミングホスト・ネーミングホスト・ネーミングホスト・ネーミングを使用して既存の
名前解決サービスに名前を格納します。または、ローカル・ネーミングローカル・ネーミングローカル・ネーミングローカル・ネーミングを使用してクライア
ント上の tnsnames.oraファイルに名前を格納します。 

データベースがいくつかある大規模な組織では、ディレクトリ・ネーミングディレクトリ・ネーミングディレクトリ・ネーミングディレクトリ・ネーミングを使用して中央
の LDAP 準拠ディレクトリ・サーバーに名前を格納します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ネーミング・メソッドの選択の詳細は、7-10 ページの「ネー
ミングの考慮事項」を参照してください。
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組織内でのネットワークの配置
JDBC ドライバドライバドライバドライバ
Java クライアント・アプリケーションは Oracle データベースに Java Database Connectivity
（（（（JDBC）ドライバ）ドライバ）ドライバ）ドライバを介してアクセスします。これは Java からリレーショナル・データベー
スへの接続を提供する標準の Java インタフェースです。オラクル社は次のドライバを提供
します。

� クライアント側とアプリケーション Web サーバーの OCI ドライバは Oracle クライアン
ト・インストレーションと一緒に使用します。

� クライアント側の Thin ドライバは Oracle をインストールせずに特にアプレットと一緒
に使用します。

セキュリティセキュリティセキュリティセキュリティ
内部ネットワークがファイアウォール内に配置されているか確認してください。

チューニングとパフォーマンスチューニングとパフォーマンスチューニングとパフォーマンスチューニングとパフォーマンス
Oracle Net Services はネットワーク上のラウンドトリップ時間を短縮しリスナーのパフォー
マンスを改善して使用するプロトコルの数を削減できる多数の機能を提供します。

セッション・データ・ユニット（セッション・データ・ユニット（セッション・データ・ユニット（セッション・データ・ユニット（SDU）サイズ）サイズ）サイズ）サイズ
ネットワーク上にデータを送信する前に Oracle Net はデータをバッファリングして、セッセッセッセッ
ション・データ・ユニットション・データ・ユニットション・データ・ユニットション・データ・ユニット（SDU）にカプセル化します。バッファが一杯になりフラッシュ
されるか、データベース・サーバーがデータを読み出そうとすると Oracle Net はこのバッ
ファに格納されているデータを送信します。大量のデータを転送する場合やメッセージのサ
イズが一貫している場合は、SDU バッファのサイズを調整することによって、パフォーマン
ス、ネットワークの使用率、メモリー消費を改善できます。SDU はクライアント、アプリ
ケーション Web サーバーおよびデータベース・サーバーに配置できます。

リスナー・キュー・サイズリスナー・キュー・サイズリスナー・キュー・サイズリスナー・キュー・サイズ
リスニング・プロセスに対する多数の接続要求を受信することが予想される場合はリス
ナー・キューのサイズを増大できます。 

プロトコル変換プロトコル変換プロトコル変換プロトコル変換
リスニングを実行するデータベースに設定する必要があるプロトコル・アドレスはクライア
ントが他のプロトコルを使用する場合でも 1 つのみです。Oracle Connection Manager はププププ
ロトコル変換ロトコル変換ロトコル変換ロトコル変換機能を提供するため異なるネットワーキング・プロトコルで設定されたクライ
アントとデータベース・サーバーがお互いに通信できるようになります。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 内部ネットワークへのセキュリティの提供の詳細は、『Oracle 
Advanced Security 管理者ガイド』を参照してください。
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インターネットでのネットワークの配置
インターネットでのネットワークの配置インターネットでのネットワークの配置インターネットでのネットワークの配置インターネットでのネットワークの配置
図 7-2 で示すようにインターネット・ネットワークは通常ファイアウォールで保護されたア
プリケーション Web サーバーにアクセスする Web クライアントで構成されています。ま
た、このアプリケーション Web サーバーはデータベースに接続します。インターネット・
ネットワークには内部ネットワークと同じ要件が多数求められますが、内部ネットワークに
はない独自の要件もあります。この項では両方の要件を説明します。

図図図図 7-2 インターネット・ネットワークのレイアウトインターネット・ネットワークのレイアウトインターネット・ネットワークのレイアウトインターネット・ネットワークのレイアウト
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インターネットでのネットワークの配置
拡張性拡張性拡張性拡張性
内部ネットワークのようにデータベース・サーバーで共有サーバー、接続プーリング、セッ
ションの多重化を採用すればインターネットの拡張性を改善できます。セッションの多重化
はアプリケーション Web サーバーの層ででも構成できます。これはアプリケーション Web
サーバーのネットワーク I/O の負荷を一部軽減できるためスループットが向上します。

可用性可用性可用性可用性
データベースへの可用性の実現はファイアウォールを導入したインターネット・ネットワー
クでは重大な問題です。1 つのファイアウォールが停止した場合に備えて Oracle Connection 
Manager ファイアウォールまたは Oracle Net ファイアウォール・プロキシを少なくとも 2
つ配置することが重要です。 

ネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッド
インターネット・ネットワークではローカル・ネーミング・メソッドでデータベースに接続
するために必要なアプリケーション Web サーバーを構成します。 

JDBC ドライバドライバドライバドライバ
アプリケーション Web サーバーに常駐する Java アプリケーションは JDBC OCI ドライバが
必要です。

セキュリティセキュリティセキュリティセキュリティ
データベースへのアクセスを制御するには、インターネット・ネットワークのセキュリティ
が重要です。

アクセス制御アクセス制御アクセス制御アクセス制御
安全なネットワーク環境を構築するためには、データベースへのアクセスの付与や制限が重
要です。 アクセス制御はファイアウォールを介すか、データベース上で構成できます。 ファ
イアウォール・サポートについては、Oracle Connection Manager をファイアウォールとし
て機能するように構成できます。これにより、特定のデータベース・サービスやコンピュー
タへのアクセスを、フィルタリング・ルールのセットに基づいてクライアントに許可あるい
は制限します。 データベースについては、sqlnet.oraファイルでアクセス制御パラメータ
を構成でき、特定のプロトコルを使用するクライアントのアクセスを許可または制限するよ
うに指定できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ネーミング・メソッドの選択の詳細は、7-10 ページの「ネー
ミングの考慮事項」を参照してください。
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ネーミングの考慮事項
リスナーおよびデータベース・サーバー接続の制限リスナーおよびデータベース・サーバー接続の制限リスナーおよびデータベース・サーバー接続の制限リスナーおよびデータベース・サーバー接続の制限
権限のないクライアントによるリスナーやデータベース・サーバーへの DoS 攻撃を防止す
るには、認証以前にリソースを保持できる時間の制限を構成します。 構成した制限を超えよ
うとするクライアントは接続終了となり、クライアントの IP アドレスを含む監査証跡がロ
ギングされます。 

チューニングとパフォーマンスチューニングとパフォーマンスチューニングとパフォーマンスチューニングとパフォーマンス
7-7 ページの「チューニングとパフォーマンス」で説明されているパフォーマンスとチュー
ニング機能は、インターネット・ネットワークでも採用できます。

ネーミングの考慮事項ネーミングの考慮事項ネーミングの考慮事項ネーミングの考慮事項
表 7-2 は各ネーミング・メソッドの相対的なメリットおよびデメリットをまとめネットワー
ク内でそれらのネーミング・メソッドを使用するためのヒントを示しています。

表表表表 7-2 ネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッド : メリットおよびデメリットメリットおよびデメリットメリットおよびデメリットメリットおよびデメリット

ネーミング・ネーミング・ネーミング・ネーミング・
メソッドメソッドメソッドメソッド メリットメリットメリットメリット / デメリットデメリットデメリットデメリット 推奨環境推奨環境推奨環境推奨環境

ローカル・ネーミング メリットメリットメリットメリット :

� ネット・サービス名アドレスを解決する比
較的簡単な方法です。

� 異なるプロトコルを実行しているネット
ワーク間でネット・サービス名を解決しま
す。

デメリットデメリットデメリットデメリット : すべてのネット・サービス名とア

ドレス変更をローカル側で構成する必要があり
ます。

ほとんど変更がなくサービス数の少ない単
純な分散ネットワーク

ディレクトリ・
ネーミング

メリットメリットメリットメリット :

� ネットワーク名とアドレスを 1 箇所に集中

させるため、名前の変更と更新が管理しや
すくなります。このため管理者は数百、数
千のクライアントに対して変更を行う必要
がありません。

� ディレクトリはこの他のサービスの名前も
格納します。

� ツールを使用して簡単に構成ができます。

デメリットデメリットデメリットデメリット : ディレクトリ・サーバーにアクセ

スする必要があります。

頻繁に変更する大規模で複雑なネットワー
ク（20 以上のデータベースを持つ）
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ネーミングの考慮事項
Oracle Names メリットメリットメリットメリット : ネットワーク名とアドレスを 1 箇所

に集中させるため、名前の変更と更新が管理し
やすくなります。たとえば既存のサーバーに対
して変更を付加する場合か新しいサーバーを
ネットワークに追加する場合は変更は 1 つの

Oracle Names Server 上で 1 回のみ行われます。

このため管理者は数百、数千のクライアントに
対して変更を行う必要がありません。

デメリットデメリットデメリットデメリット :

� Oracle NamesはOracleサービス用のネット

ワーク名とネットワーク・アドレスのみを
格納します。

� Oracle Names Server の設定と管理が必要で

す。

注意注意注意注意 : 今後のリリースでは、Oracle Names は、

集中化されたネーミング・メソッドとしてサ
ポートされません。かわりに、第 10 章「ディレ

クトリ・サーバーへのネーミング・データのエ
クスポート」で説明しているように、ディレク
トリ・ネーミングを使用することや、既存の
Oracle Names 構成をディレクトリ・ネーミング

に移行することを考慮してください。 

頻繁に変更する大規模で複雑なネットワー
ク（20 以上のデータベースを持つ）

ホスト・ネーミング メリットメリットメリットメリット :

� 最小のユーザー構成で済みます。ユーザー
は接続を確立するためにホスト名のみを指
定します。

� ローカル名構成ファイル
（tnsnames.ora）の作成とメンテナンス

の必要がありません。

デメリットデメリットデメリットデメリット : 推奨環境推奨環境推奨環境推奨環境の欄に示すように使用で

きる環境に制限があります。

次に示す条件に合致する単純な TCP/IP
ネットワーク

� クライアントおよびサーバーは
TCP/IP を使用して接続しているこ

と。

� ホスト名はドメイン・ネーム・サー
ビス（DNS）、Network Information 
Service（NIS）、中央でメンテナンス

される TCP/IP hostsファイルなど

の IP アドレス解決メカニズムによっ

て解決されること。

� Oracle Connection Manager の機能は

不要。

表表表表 7-2 ネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッド : メリットおよびデメリット（続き）メリットおよびデメリット（続き）メリットおよびデメリット（続き）メリットおよびデメリット（続き）

ネーミング・ネーミング・ネーミング・ネーミング・
メソッドメソッドメソッドメソッド メリットメリットメリットメリット / デメリットデメリットデメリットデメリット 推奨環境推奨環境推奨環境推奨環境
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パフォーマンスに関する考慮事項
パフォーマンスに関する考慮事項パフォーマンスに関する考慮事項パフォーマンスに関する考慮事項パフォーマンスに関する考慮事項
この項ではパフォーマンスに関する考慮事項を説明します。この項で説明する項目は、次の
とおりです。

� リスナー・キュー・サイズ

� セッション・データ・ユニットのサイズによるデータ転送の最適化

� TCP/IP の固定バッファ・フラッシング

リスナー・キュー・サイズリスナー・キュー・サイズリスナー・キュー・サイズリスナー・キュー・サイズ
TCP/IP を介してリスニング・プロセス（リスナー、Oracle Connection Manager または
Oracle Names Server など）に対する多数の接続要求を受信することが予想される場合は、
Oracle Net を使用してシステム・デフォルトより高い値になるようにリスニング・キューを
設定できます。 

外部ネーミング メリットメリットメリットメリット : 管理者は使用方法を熟知している

ツールおよびユーティリティを使用して Oracle
ネット・サービス名をサイト固有のネーム・
サービスにロードできます。

デメリットデメリットデメリットデメリット : Oracle Net 製品では管理できない

サード・パーティのネーミング・サービスが必
要です。

既存のネーム・サービスを持つネットワー
ク

表表表表 7-2 ネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッド : メリットおよびデメリット（続き）メリットおよびデメリット（続き）メリットおよびデメリット（続き）メリットおよびデメリット（続き）

ネーミング・ネーミング・ネーミング・ネーミング・
メソッドメソッドメソッドメソッド メリットメリットメリットメリット / デメリットデメリットデメリットデメリット 推奨環境推奨環境推奨環境推奨環境
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パフォーマンスに関する考慮事項
セッション・データ・ユニットのサイズによるデータ転送の最適化セッション・データ・ユニットのサイズによるデータ転送の最適化セッション・データ・ユニットのサイズによるデータ転送の最適化セッション・データ・ユニットのサイズによるデータ転送の最適化
ネットワーク間の往復回数を減らすようにアプリケーションをチューニングすることはネッ
トワーク・パフォーマンスを向上させる最高の方法です。これを行った後セッション・デー
タ・ユニット（SDU）のサイズを調整してデータ転送を最適化することもできます。 

SDU は、Oracle Net がネットワーク間でデータを転送する前にデータを配置するバッファ
です。 Oracle Net がバッファ内のデータを送信するのは、データ送信が要求されたときか
バッファの容量がなくなったときです。

表 7-3 は SDU のサイズを変更する際の考慮事項についてまとめています。

TCP/IP の固定バッファ・フラッシングの固定バッファ・フラッシングの固定バッファ・フラッシングの固定バッファ・フラッシング
TCP/IP を使用するアプリケーションがいくつかある状況では、Oracle Net のパケットが
ネットワークにすぐに送出されません。この動作は大量のデータを送出するときに頻繁に実
行されます。TCP/IP の実装自体がフラッシュの欠如が原因で許容範囲を超える遅延を引き
起こすおそれがあります。この問題を修正するためにはバッファ・フラッシング・プロセス
で遅延なしを指定します。 

表表表表 7-3 SDU の考慮事項の考慮事項の考慮事項の考慮事項

SDU サイズの変更が適切なサイズの変更が適切なサイズの変更が適切なサイズの変更が適切な
時期時期時期時期 SDU サイズの変更が適切でない時期サイズの変更が適切でない時期サイズの変更が適切でない時期サイズの変更が適切でない時期

� サーバーから戻される
データが個別のパケッ
トに分かれる場合

� 遅延の起こる広域ネッ
トワーク（WAN）上

にいる場合

� パケット・サイズが一
定している場合

� 戻されるデータ量が多
い場合

� 「「「「SDU サイズの変更が適切な時期」サイズの変更が適切な時期」サイズの変更が適切な時期」サイズの変更が適切な時期」の欄に記載されている遅

延を回避するためにアプリケーションをチューニングできる
場合

� データ伝送の影響がほとんどない高速ネットワークを使用し
ている場合

� 要求によってサーバーから戻されるデータ量が少ない場合

関連項目関連項目関連項目関連項目 : TCP.NODELAYパラメータの詳細は、『Oracle9i Net Services
リファレンス・ガイド』を参照してください。
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計画のサマリー
計画のサマリー計画のサマリー計画のサマリー計画のサマリー
表 7-4 は、配置可能な機能をまとめたものです。

表表表表 7-4 Oracle Net の機能の概要の機能の概要の機能の概要の機能の概要

機能機能機能機能 関連項目関連項目関連項目関連項目

拡張性機能拡張性機能拡張性機能拡張性機能

接続プーリング 14-8 ページ「接続プーリングの使用」 

セッションの多重化 13-12 ページ「セッションの多重化の有効化」 

共有サーバー 14-2 ページ「DISPATCHERS パラメータによる共有サーバーの構成」 

可用性機能可用性機能可用性機能可用性機能

クライアント・ロード・
バランシング

15-4 ページ「アドレス・リスト・パラメータの構成」

接続時フェイルオーバー 15-4 ページ「アドレス・リスト・パラメータの構成」

ネーミング・メソッド機能ネーミング・メソッド機能ネーミング・メソッド機能ネーミング・メソッド機能

ディレクトリ・ネーミング 9-10 ページ「ディレクトリ・ネーミング・メソッドの構成」

ホスト・ネーミング 9-51 ページ「ホスト・ネーミング・メソッドの構成」

ローカル・ネーミング 9-4 ページ「ローカル・ネーミング・メソッドの構成」

Oracle Names 9-20 ページ「Oracle Names メソッドの構成」

JDBC ドライバドライバドライバドライバ 『Oracle9i JDBC 開発者ガイドおよびリファレンス』

セキュリティ機能セキュリティ機能セキュリティ機能セキュリティ機能

アクセス制御 Oracle Connection Manager を構成する手順は 13-13 ページの「アク

セス制御の有効化」を参照

sqlnet.oraのアクセス制御パラメータを構成する手順は、
11-7 ページの「データベース・アクセス制御の構成」を参照してく

ださい。

リスナーおよびデータベー
ス・サーバー接続の制限

15-42 ページ「権限のないユーザーによるリソース使用を制限するた

めのリスナーおよび Oracle データベースの構成」

チューニングとチューニングとチューニングとチューニングと
パフォーマンス機能パフォーマンス機能パフォーマンス機能パフォーマンス機能

リスナー・キュー・サイズ 12-20 ページ「リスナーの起動と停止」 

プロトコル変換 13-14 ページ「プロトコル変換サポートの有効化」

SDU サイズ 15-28 ページ「セッション・データ・ユニットの構成」
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ディレクトリ・サーバーの使用の
8

ディレクトリ・サーバーの使用の設定ディレクトリ・サーバーの使用の設定ディレクトリ・サーバーの使用の設定ディレクトリ・サーバーの使用の設定

この章では、LDAP 準拠ディレクトリ・サーバーへのアクセスの構成方法を説明します。 

この章の内容は、次のとおりです。

� ディレクトリ構成の概要

� インストール中のディレクトリ使用の構成

� インストール後のディレクトリ使用の構成

� OracleNetAdmins グループの管理

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle Net Services のディレクトリ・サーバー・サポートの
概要は、3-4 ページの「ディレクトリ・サーバーのサポート」を参照して
ください。
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ディレクトリ構成の概要
ディレクトリ構成の概要ディレクトリ構成の概要ディレクトリ構成の概要ディレクトリ構成の概要
多くの Oracle 製品には、LDAP 準拠ディレクトリ・サーバーを使用して、エントリを集中
的に格納する機能があります。ディレクトリを使用する機能には、たとえば Oracle Net ディディディディ
レクトリ・ネーミングレクトリ・ネーミングレクトリ・ネーミングレクトリ・ネーミングと Oracle Advanced Security エンタープライズ・ユーザーエンタープライズ・ユーザーエンタープライズ・ユーザーエンタープライズ・ユーザーがありま
す。これらの機能を使用する場合は、ディレクトリ・サーバーディレクトリ・サーバーディレクトリ・サーバーディレクトリ・サーバーを確立し、使用しているコン
ピュータでそのディレクトリ・サーバーを使用可能にする必要があります。

ディレクトリ・サーバーの使用は、次の項で説明するように、インストール中およびインス
トール後に構成できます。

� インストール中のディレクトリ使用の構成

� インストール後のディレクトリ使用の構成

インストール中のディレクトリ使用の構成インストール中のディレクトリ使用の構成インストール中のディレクトリ使用の構成インストール中のディレクトリ使用の構成
Oracle Universal Installer は、ソフトウェアのインストール時に Oracle Net Configuration 
Assistant を起動します。Oracle Net Configuration Assistant では、ディレクトリ・サーバー
の使用を構成できます。ディレクトリ・サーバーの使用の構成は、次の項目で説明するよう
に、インストール時に選択したインストレーション・モードによって異なります。

� データベース・サーバーでの Custom インストール中のディレクトリ使用の構成

� クライアント・インストール中のディレクトリ使用の構成

データベース・サーバーでのデータベース・サーバーでのデータベース・サーバーでのデータベース・サーバーでの Custom インストール中のディレクトリ使用インストール中のディレクトリ使用インストール中のディレクトリ使用インストール中のディレクトリ使用
の構成の構成の構成の構成

データベース・サーバーでの Custom インストール後、Oracle Net Configuration Assistant
から、ディレクトリ・サーバーの使用を構成するように求められます。ディレクトリ・サー
バーの使用の構成では、次のことが可能です。

� Database Configuration Assistant（インストール時に Oracle Net Configuration 
Assistant の後で実行）による、ディレクトリ・サーバーでのデータベース・サービス・
エントリの登録

� Oracle Net Manager を使用した、ディレクトリ・サーバーでのネット・サービス名と
ネット・サービス別名の作成、およびデータベース・サービス・エントリの Oracle Net
属性の変更

� データベース・サーバーによる、ディレクトリ・サーバーでのデータベース・サービ
ス、ネット・サービス名およびネット・サービス別名エントリの検索
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インストール中のディレクトリ使用の構成
ディレクトリ・サーバーの使用の構成時に、Oracle Net Configuration Assistant から次の操
作を実行するように求められます。

� ディレクトリ・サーバーのタイプ、つまり、Oracle Internet Directory か Microsoft 
Active Directory を選択します。

� ディレクトリ・サーバーの場所を明確にします。

� データベース・サーバーがディレクトリ・ネーミング・エントリを検索、作成および変
更できるデフォルトの Oracle コンテキストコンテキストコンテキストコンテキストを選択します。

Oracle コンテキストがない場合は、Oracle Net Configuration Assistant から作成を求められ
ます。Oracle コンテキストの作成時には、ディレクトリ管理者の認証資格証明も必要です。
Oracle コンテキストが正常に作成された場合、認証ユーザーが次のグループに追加されま
す。

� OracleContextAdmins
（cn=OracleContextAdmins,cn=Groups,cn=OracleContext,...）

OracleContextAdmins のメンバーのユーザーには、Oracle コンテキスト全体に対するす
べての権限があります。 

� OracleDBCreators（cn=OracleDBCreators,cn=OracleContext,...）

OracleDBCreators のメンバーのユーザーは、Database Configuration Assistant を使用
してデータベース・サービス・エントリを登録できます。 

� OracleNetAdmins（cn=OracleNetAdmins,cn=OracleContext,...）

OracleNetAdmins のメンバーのユーザーは、Oracle Net Manager を使用して、ネット・
サービス名とネット・サービス別名を作成、変更および削除でき、データベース・サー
ビスの Oracle Net 属性も変更できます。 

ディレクトリ管理者は、これらのグループに他のユーザーを追加できます。

注意注意注意注意 : ディレクトリ使用の構成は、Enterprise Edition や Standard 
Edition のデータベース・サーバーへのインストール時には実行されませ
ん。これらのインストレーション・タイプでは、Oracle Net Configuration 
Assistant をスタンドアロン・モードで実行できます。詳細は、8-5 ページ
の「インストール後のディレクトリ使用の構成」を参照してください。

注意注意注意注意 : 『Oracle9i Directory Service 統合および配置ガイド』で説明されて
いるように、Oracle コンテキストの作成時には、追加グループが作成され
ます。
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インストール中のディレクトリ使用の構成
ディレクトリ使用の構成時に、Oracle Net Configuration Assistant は、Oracle スキーマスキーマスキーマスキーマが作
成されたことを検証します。Oracle スキーマでは、Oracle エントリおよびその属性が定義さ
れます。スキーマがない、あるいはリリースが古い場合は、スキーマの作成またはアップグ
レードが求められます。Oracle スキーマの作成時には、認証資格証明が求められます。 

ディレクトリ使用の構成が完了すると、ディレクトリ使用の構成情報が ldap.oraファイル
に格納されます。次に、ネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドの選択を求められます。ディレクトリ・ネー
ミングを選択できます。

Oracle Net Configuration Assistant による構成が完了した後、Database Configuration 
Assistant では、データベースが作成されます。データベースのサービス名は、Oracle コン
テキストの下で自動的に作成されます。

クライアント・インストール中のディレクトリ使用の構成クライアント・インストール中のディレクトリ使用の構成クライアント・インストール中のディレクトリ使用の構成クライアント・インストール中のディレクトリ使用の構成
クライアントのインストール時に、Oracle Net Configuration Assistant から、ディレクト
リ・ネーミングを使用可能にするためにディレクトリ・サーバーの使用を構成するように求
められます。ディレクトリ・サーバーの使用が未構成の場合、クライアントでは、ディレク
トリ内の接続識別子エントリの検索にディレクトリ・ネーミングを使用できません。

ディレクトリ・サーバーの使用の構成時に、Oracle Net Configuration Assistant から次の操
作を実行するように求められます。

� ディレクトリ・サーバーのタイプを指定します。

� ディレクトリ・サーバーの場所を明確にします。

� クライアントがディレクトリ・ネーミング・エントリを検索できるデフォルトの Oracle
コンテキストを選択します。

ディレクトリ使用の構成時に、Oracle Net Configuration Assistant は、Oracle スキーマがイ
ンストールされているかどうか検証します。Oracle スキーマまたは Oracle コンテキストが
データベース・サーバーによって構成されていない場合は、クライアントでディレクトリ・
サーバーの使用の構成を完了できません。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� NetAdmins グループへのユーザーの追加については、8-11 ページの
「OracleNetAdmins グループへのユーザーの追加」を参照してくださ
い。

� Database Configuration Assistant を使用してデータベース・サービス
を登録する方法の詳細は、『Oracle9i Directory Service 統合および配置
ガイド』を参照してください。

� OracleDBCreators グループへのユーザーの追加については、『Oracle 
Advanced Security 管理者ガイド』を参照してください。

� Oracle オペレーティング・システム固有のインストレーション・ガイ
ド
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インストール後のディレクトリ使用の構成
ディレクトリ使用の構成が完了すると、Oracle Net Configuration Assistant は、ディレクト
リ使用の構成情報を ldap.oraファイルに格納します。

Standard Edition および Enterprise Edition のインストールの場合、Oracle Net 
Configuration Assistant は、ディレクトリ・ネーミングをネーミング・メソッドとして自動
的に構成します。Custom インストールの場合は、ディレクトリ使用の構成が完了した後に、
ネーミング・メソッドの選択を求められます。ディレクトリ・ネーミングを選択できます。

インストール後のディレクトリ使用の構成インストール後のディレクトリ使用の構成インストール後のディレクトリ使用の構成インストール後のディレクトリ使用の構成
ディレクトリ使用は、Oracle Net Configuration Assistant を使用していつでも構成できま
す。 

ディレクトリ・サーバーの使用を構成する手順は次のとおりです。

1. Oracle Net Configuration Assistant を起動します。

「Welcome」ページが表示されます。

2. 「「「「Directory Service Usage Configuration」」」」を選択してから、「「「「Next」」」」をクリックします。

「Directory Usage Configuration」ページが表示されます。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 9-11 ページ「ディレクトリ・ネーミング・メソッドの構成ス
テップ」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 5-14 ページ「Oracle Net Configuration Assistant」
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表 8-1 では、「Directory Usage Configuration」ページのオプションを説明しています。

表表表表 8-1 Oracle Net Configuration Assistant の「の「の「の「Directory Usage Configuration」ページ」ページ」ページ」ページ

オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明

「「「「Select the directory server you 
want to use」」」」

このオプションを選択すると、このコンピュータの Oracle ホームは、Oracle ディ

レクトリ使用が構成されたディレクトリ・サーバーを使用できます。このオプ
ションは、ディレクトリ・ネーミングを使用するクライアントに適しています。

構成が完了すると、Oracle ホーム内のソフトウェアはそのディレクトリ・サー

バー内のエントリを検索できます。このオプションでは、次の操作を実行するよ
うに求められます。

� ディレクトリ・サーバーのタイプを選択します。

� ディレクトリ・サーバーの場所を明確にします。

� このクライアントがディレクトリ・ネーミング・エントリを検索できるデ
フォルトの Oracle コンテキストを選択します。

注意注意注意注意 : Oracle スキーマや Oracle コンテキストがない場合は、このオプションを使

用してディレクトリ使用の構成を完了できません。Oracle スキーマや Oracle コン

テキストを作成するには、最初に「「「「Select the directory server you want to use, 
and configure the directory server for Oracle usage」」」」オプションを使用する必要

があります。
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「「「「Select the directory server you 
want to use, and configure the 
directory server for Oracle 
usage」」」」

このオプションを選択すると、Oracle ディレクトリで有効な機能をディレクト

リ・サーバーに構成できるようになり、Oracle ホームでこのディレクトリを使用

できます。このオプションは、管理者が初めて Oracle 機能をディレクトリに構成

する際に適しています。

構成が完了すると、Oracle ホーム内のソフトウェアはそのディレクトリ・サー

バー内のエントリを検索できます。このオプションでは、次の操作を実行するよ
うに求められます。

� ディレクトリ・サーバーのタイプを選択します。

� ディレクトリ・サーバーの場所を明確にします。

� このコンピュータによるディレクトリ・ネーミング・エントリの検索、作成
または変更が可能な Oracle コンテキストが含まれたディレクトリ・サーバー

の位置を、選択または入力します。

Oracle コンテキストが選択した場所の下にない場合、Oracle Net Configuration 
Assistant から、それを作成するように求められます。同様に、Oracle スキーマが

ない、あるいはリリースが古い場合は、スキーマの作成またはアップグレードが
求められます。Oracle スキーマまたは Oracle コンテキストの作成時やアップグ

レード時には、ディレクトリ管理者の認証資格証明が必要です。Oracle コンテキ

ストを作成するには、ディレクトリ・サーバー内に次のものが必要です。

� 現行のリリースの Oracle スキーマ

� Oracle コンテキストを作成するディレクトリの上位のディレクトリ・エント

リ

Oracle コンテキストが正常に作成された場合、認証ユーザーが次のグループに追

加されます。

� OracleContextAdmins
（cn=OracleContextAdmins,cn=Groups,cn=OracleContext,...）

� OracleDBCreators（cn=OracleDBCreators,cn=OracleContext,...）

� OracleNetAdmins（cn=OracleNetAdmins,cn=OracleContext,...）

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  

� ディレクトリ・エントリの構成方法については、ディレクトリ・サーバーの
ベンダーのマニュアルを参照してください。

�  Oracle コンテキストの作成中に作成されるすべての追加グループの詳細は、

『Oracle9i Directory Service 統合および配置ガイド』を参照してください。

� OracleNetAdmins グループへのユーザーの追加については、8-11 ページの

「OracleNetAdmins グループへのユーザーの追加」を参照してください。

� OracleDBCreators グループへのユーザーの追加については、『Oracle 
Advanced Security 管理者ガイド』を参照してください。

表表表表 8-1 Oracle Net Configuration Assistant の「の「の「の「Directory Usage Configuration」ページ（続き）」ページ（続き）」ページ（続き）」ページ（続き）

オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明
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3. 適切なオプションを選択した後、ウィザードのプロンプトおよびオンライン・ヘルプに
従って、ディレクトリ・サーバーの使用の構成を完了します。

「「「「Create additional or upgrade 
existing Oracle Context」」」」

このオプションを選択すると、ディレクトリに Oracle コンテキストを新たに作成

できます。または、Oracle コンテキストを現行のリリースにアップグレードでき

ます。 

Oracle コンテキストを作成するには、ディレクトリ・サーバー内に次のものが必

要です。

� 現行のリリースの Oracle スキーマ

� Oracle コンテキストを作成するディレクトリの上位のディレクトリ・エント

リ

Oracle コンテキストの作成時やアップグレード時には、ディレクトリ管理者の認

証資格証明が必要です。

Oracle コンテキストが正常に作成された場合、認証ユーザーが次のグループに追

加されます。

� OracleContextAdmins
（cn=OracleContextAdmins,cn=Groups,cn=OracleContext,...）

� OracleDBCreators（cn=OracleDBCreators,cn=OracleContext,...）

� OracleNetAdmins（cn=OracleNetAdmins,cn=OracleContext,...）

「「「「Create or upgrade the Oracle 
Schema」」」」

このオプションを選択すると、ディレクトリに Oracle スキーマを作成できます。

または、Oracle スキーマを現行のリリースにアップグレードできます。Oracle ス

キーマの作成時またはアップグレード時には、認証資格証明が求められます。

表表表表 8-1 Oracle Net Configuration Assistant の「の「の「の「Directory Usage Configuration」ページ（続き）」ページ（続き）」ページ（続き）」ページ（続き）

オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明
8-8　Oracle9i Net Services 管理者ガイド



OracleNetAdmins グループの管理
OracleNetAdmins グループの管理グループの管理グループの管理グループの管理
OracleNetAdmins（cn=OracleOracleNetAdmins,cn=OracleContext,...）のメン
バーには、Oracle Net のオブジェクトと属性に対する作成、変更および読込みのアクセス権
限があります。Oracle Net Configuration Assistant は、Oracle コンテキストの作成時に、こ
のグループに対するこれらのアクセス権を作成します。 

この項で説明する項目は、次のとおりです。

� OracleNetAdmins グループに対するアクセスの確立

� OracleNetAdmins グループへのユーザーの追加

� OracleNetAdmins グループからのユーザーの削除

OracleNetAdmins グループに対するアクセスの確立グループに対するアクセスの確立グループに対するアクセスの確立グループに対するアクセスの確立
OracleNetAdmins グループの所有者は、次の機能を実行できます。 

� OracleNetAdmins グループへのメンバーの追加または削除

� OracleNetAdmins グループの所有者であるグループの追加または削除

デフォルトでは、OracleNetAdmins グループの所有者は OracleNetAdmins グループ自体で
す。つまり、OracleNetAdmins グループのメンバーは、他のメンバーを OracleNetAdmins
グループに追加したり、グループから削除できます。OracleNetAdmins 以外のグループが
OracleNetAdmins の他のメンバーを追加または削除できるようにする場合は、
OracleNetAdmins グループの所有者属性を別のグループに変更します。 

所有者は、cn=scottなどの個別のユーザー・エントリではなく、グループ・エントリであ
る必要があります。このグループ・エントリは、LDAP スキーマ・オブジェクト・クラスの
GroupOfUniqueNamesと orclPriviledgeGroupで構成されたグループ・エントリで
す。 

注意注意注意注意 : OracleContextAdmins グループのメンバーは、OracleNetAdmins
グループのメンバーの追加および削除もできます。『Oracle9i Directory 
Service 統合および配置ガイド』を参照してください。
ディレクトリ・サーバーの使用の設定 8-9



OracleNetAdmins グループの管理
OracleNetAdmins グループの所有者としてグループを追加する手順は、次のとおりです。

1. 次の手順に従って、LDAP Data Interchange Format（（（（LDIF））））ファイルを作成します。

a. 所有者として追加するグループを指定します。

次のサンプルの LDIF ファイルを使用できます。cn=OracleNetAdminsに適切な
識別名識別名識別名識別名（DN）を入力し、追加するグループの DN を入力します。

dn: cn=OracleNetAdmins,cn=OracleContext,... 
    changetype: modify 
    add: owner 
    owner: <DN of group to add> 

b. オプションで、所有者として削除するグループを指定します。

dn: cn=OracleNetAdmins,cn=OracleContext,... 
    changetype: modify 
    add: owner 
    owner: <DN of group to add> 

たとえば、次の LDIF 構文を使用して、所有権を OracleNetAdmins グループから
cn=AcmeSecurityAdminsという名前のグループに変更します。このグループは、
Oracle コンテキストの内部でも外部でも構いません。この例では、Oracle コンテキ
ストの外部にあります。 

dn: cn=OracleNetAdmins,cn=OracleContext,... 
     changetype: modify 
     add: owner 
     owner: cn=AcmeSecurityAdmins 

dn: cn=OracleNetAdmins,cn=OracleContext,... 
     changetype: modify 
     delete: owner 
     owner: cn=OracleNetAdmins,cn=OracleContext,... 
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2. ユーザーを削除するには、次の ldapmodify構文を使用します。

ldapmodify -h directory_host -p port -D binddn -w password -f ldif_file

OracleNetAdmins グループへのユーザーの追加グループへのユーザーの追加グループへのユーザーの追加グループへのユーザーの追加
ldapmodifyを使用して OracleNetAdmins グループへユーザーを追加するには、次の作業
を実行してください。

1. OracleNetAdmins グループにユーザーを追加することを指定する LDIF ファイルを作成
します。 

次のサンプルの LDIF ファイルを使用できます。cn=OracleNetAdminsに対する適切
な DN および追加するユーザーを使用します。

dn: cn=OracleNetAdmins,cn=OracleContext,...
changetype: modify
add: uniquemember
uniquemember: <DN of user being added to group>

2. ユーザーを追加するには、次の ldapmodify構文を使用します。

ldapmodify -h directory_host -p port -D binddn -w password -f ldif_file

表表表表 8-2 ldapmodify 引数引数引数引数

引数引数引数引数 説明説明説明説明

-h directory_host ディレクトリ・サーバー・ホストを指定します。

-p port ディレクトリ・サーバーのリスニング TCP/IP ポートを指定し

ます。このオプションを指定しない場合、デフォルト・ポート
（389）が使用されます。

-D binddn ディレクトリ管理者またはユーザー DN を指定します。

-w password ディレクトリ管理者またはディレクトリ・ユーザーのパスワー
ドを指定します。

-f ldif_file 入力ファイル名を指定します。
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OracleNetAdmins グループからのユーザーの削除グループからのユーザーの削除グループからのユーザーの削除グループからのユーザーの削除
ldapmodifyを使用して OracleNetAdmins グループからユーザーを削除するには、次の作
業を実行してください。

1. OracleNetAdmins グループにユーザーを追加することを指定する LDIF ファイルを作成
します。 

次のサンプルの LDIF ファイルを使用できます。cn=OracleNetAdminsに対する適切
な DN および削除するユーザーを入力します。

dn: cn=OracleNetAdmins,cn=OracleContext,...
changetype: modify
delete: uniquemember
uniquemember: <DN of user being deleted from group>

2. ユーザーを削除するには、次の ldapmodify構文を使用します。

ldapmodify -h directory_host -p port -D binddn -w password -f ldif_file
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ネーミング・メソッドの構成ネーミング・メソッドの構成ネーミング・メソッドの構成ネーミング・メソッドの構成

この章では、データベース・サーバーへのクライアント接続に関する接続情報の構成方法に
ついて説明します。 

この章の内容は、次のとおりです。

� ネーミング・メソッドの構成の概要

� 接続記述子の理解

� ローカル・ネーミング・メソッドの構成

� ディレクトリ・ネーミング・メソッドの構成

� Oracle Names メソッドの構成

� ホスト・ネーミング・メソッドの構成

� 外部ネーミング・メソッドの構成

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ネーミング・メソッドの概要については、2-14 ページの
「ネーミング」を参照してください。
構成 9-1



ネーミング・メソッドの構成の概要
ネーミング・メソッドの構成の概要ネーミング・メソッドの構成の概要ネーミング・メソッドの構成の概要ネーミング・メソッドの構成の概要
サービスに接続するために、クライアントでは、接続文字列接続文字列接続文字列接続文字列の接続識別子接続識別子接続識別子接続識別子が使用されます。
この接続識別子は、接続記述子接続記述子接続記述子接続記述子または接続記述子にマップする単純な名前でも構いません。
接続記述子には次のものが含まれます。

� プロトコル・アドレスによるリスナーの位置情報など、サービスへのネットワーク・
ルート。

� Oracle9i または Oracle8i データベースのサービス名サービス名サービス名サービス名、あるいは Oracle リリース 8.0 また
は Oracle7 データベースの Oracle システム識別子システム識別子システム識別子システム識別子。

単純な名前は、ネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドによって接続記述子に解決されます。ネーミング・メ
ソッドは、次の手順で構成します。

1. ネーミング・メソッドを選択します。

2. 接続記述子を単純な名前にマップします。

3. そのネーミング・メソッドを使用するクライアントを構成します。

接続記述子の理解接続記述子の理解接続記述子の理解接続記述子の理解
接続記述子は、1 つまたは複数のリスナーのプロトコル・アドレスおよび宛先サービスに対
する接続データ情報により構成されます。

次の例では、salesという単純な名前にマップされた接続記述子を示します。

sales=
 (DESCRIPTION= 
  (ADDRESS= (PROTOCOL=tcp)(HOST=sales-server)(PORT=1521))
  (CONNECT_DATA= 
     (SERVICE_NAME=sales.us.acme.com)))

ADDRESS部分には、リスナー・プロトコル・アドレスが含まれ、CONNECT_DATA部分に
は、宛先サービス情報が含まれます。この例では、宛先サービスは、sales.us.acme.com
という名前のデータベース・サービスです。

Oracle9i または Oracle8i データベース・サービスへの接続記述子を作成する際は、
SERVICE_NAMEパラメータを使用して、そのサービス名を必ず指定する必要があります。
オプションで、INSTANCE_NAMEパラメータを使用すれば、インスタンスを次のように特定
できます。

sales=
 (DESCRIPTION= 
  (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales-server)(PORT=1521)) 
  (CONNECT_DATA= 
     (SERVICE_NAME=sales.us.acme.com)
     (INSTANCE_NAME=sales)))
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これらのパラメータの値は、初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイルの SERVICE_NAMES（S 付き）お
よび INSTANCE_NAMEパラメータから取得されます。一般的に初期化パラメータ・ファイル
の SERVICE_NAMESパラメータは、インストール中またはデータベース作成時に入力された
データベース名とドメイン名から構成される名前であるグローバル・データベース名グローバル・データベース名グローバル・データベース名グローバル・データベース名です。
たとえば、sales.us.acme.comには、salesのデータベース名と us.acme.comのドメ
インがあります。 初期化パラメータ・ファイルの INSTANCE_NAMEパラメータは、インス
トール中またはデータベース作成中に入力された SID が、デフォルトで設定されます。

Oracle リリース 8.0 またはバージョン 7 データベースの接続記述子を作成する際、SID パラ
メータを使用して、そのサービスを識別します。次の例では、salesという SID の Oracle
リリース 8.0 データベースへの接続記述子を示します。

sales=
 (DESCRIPTION= 
  (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales-server)(PORT=1521)) 
  (CONNECT_DATA= 
     (SID=sales)))

ネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッド
表 9-1 では、Oracle Net がサポートするネーミング・メソッドを説明します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2-2 ページ「データベース・サービスおよびデータベース・イ
ンスタンスの識別」

表表表表 9-1 ネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッド

ネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッド 説明説明説明説明

ローカル・ネーミング クライアントの tnsnames.oraファイルに格納されたネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名を解決しま

す。

ローカル・ネーミングは、変更が少ない少数のサービスを提供する単純な分散ネット
ワークに最も適しています。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 9-4 ページ「ローカル・ネーミング・メソッドの構成」

ディレクトリ・ネーミング 集中化された LDAP 準拠のディレクトリ・サーバーに格納されたデータベースのサービサービサービサービ

ス名ス名ス名ス名、ネット・サービス名またはネット・サービス別名ネット・サービス別名ネット・サービス別名ネット・サービス別名を解決します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 9-10 ページ「ディレクトリ・ネーミング・メソッドの構成」

Oracle Names Oracle Names Server に格納されたデータベースまたは別名オブジェクトを解決します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 9-20 ページ「Oracle Names メソッドの構成」

注意注意注意注意 : 今後のリリースでは、Oracle Names は、集中化されたネーミング・メソッドとし

てサポートされません。 
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ローカル・ネーミング・メソッドの構成ローカル・ネーミング・メソッドの構成ローカル・ネーミング・メソッドの構成ローカル・ネーミング・メソッドの構成
ローカル・ネーミング・メソッドでは、ネット・サービス名を tnsnames.oraファイルに
追加します。各ネット・サービス名は、接続記述子にマップされます。次の例では、接続記
述子にマップされるネット・サービス名を示します。

sales=
(DESCRIPTION= 
  (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales-server)(PORT=1521))
  (CONNECT_DATA= 
     (SERVICE_NAME=sales.us.acme.com)))

この例では、salesは、DESCRIPTIONに含まれる接続記述子にマップされるネット・サー
ビス名です。DESCRIPTIONにはプロトコル・アドレスが含まれており、接続先データベー
ス・サービスを識別します。

次の項目で説明するように、ローカル・ネーミングは、インストール中またはインストール
後に構成できます。

� インストール中の tnsnames.ora ファイル構成

� インストール後の tnsnames.ora ファイル構成

ホスト・ネーミング ユーザーがホスト名の別名を使用して Oracle サーバーへ接続できます。ホスト名は、

既存の名前解決サービスまたは集中管理された一連の /etc/hostsファイルに存在す

る接続記述子にマップされます。

この機能を利用するために、クライアントを構成する必要はありません。 この方法は、

単純な TCP/IP 環境にお薦めします。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 9-51 ページ「ホスト・ネーミング・メソッドの構成」

外部ネーミング サード・パーティ製のネーミング・サービスに格納されているサービス情報を解決しま
す。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 9-54 ページ「外部ネーミング・メソッドの構成」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2-14 ページ「ネーミング」

表表表表 9-1 ネーミング・メソッド（続き）ネーミング・メソッド（続き）ネーミング・メソッド（続き）ネーミング・メソッド（続き）

ネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッド 説明説明説明説明
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ネーミング・メソッドの構成 9-5

インストール中のインストール中のインストール中のインストール中の tnsnames.ora ファイル構成ファイル構成ファイル構成ファイル構成
Oracle Net Configuration Assistant を使用すると、クライアントに対するネット・サービ
ス名の構成が可能となります。Oracle Universal Installer は、ソフトウェアのインストール
後に Oracle Net Configuration Assistant を起動します。構成は、インストール・モードに
よって異なります。

Typical またはまたはまたはまたは Minimal インストールインストールインストールインストール
Oracle Net Configuration Assistant では、Oracle データベース・サービスへ接続するため
に、tnsnames.oraファイル中のネット・サービス名を構成するように求められます。

Custom インストールインストールインストールインストール
Oracle Net Configuration Assistant では、使用するネーミング・メソッドを選択するように
求められます。ローカル・ネーミングを選択した場合、Oracle Net Configuration Assistant
では、Oracle データベース・サービスへ接続するために、tnsnames.oraファイル中の
ネット・サービス名を構成するように求められます。

インストール後のインストール後のインストール後のインストール後の tnsnames.ora ファイル構成ファイル構成ファイル構成ファイル構成
ネット・サービス名は、いつでも tnsnames.oraファイルに追加できます。ローカル・
ネーミング・メソッドを構成するには、次の作業を実行します。

作業 1: ネット・サービス名の構成

作業 2: 第 1 番目のネーミング・メソッドとしての TNSNAMES の構成

作業 3: 構成情報の配布

作業 4: リスナーの構成

作業 5: データベースへの接続

作業作業作業作業 1: ネット・サービス名の構成ネット・サービス名の構成ネット・サービス名の構成ネット・サービス名の構成

ローカル・ネーミング・メソッドを使用して構成するには、次のツールのいずれか 1 つを使
用します。

� Oracle Net Manager

� Oracle Net Configuration Assistant

注意注意注意注意 : Oracle Net との接続を構成する前に、基礎となるネットワーク接
続が稼働している必要があります。
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Oracle Net Manager  Oracle Net Manager を使用して tnsnames.oraファイルのネット・サー
ビス名を構成する手順は次のとおりです。

1. Oracle Net Manager を起動します。

2. ナビゲータ・ペインで、「「「「Local」」」」>「「「「Service Naming」」」」を展開します。

3. ツールバーで「+」をクリックするか、メニュー・バーから「「「「Edit」」」」>「「「「Create」」」」を選択
します。

「Net Service Name Wizard」の「Welcome」ページが表示されます。

4. 「「「「Net Service Name」」」」フィールドに任意の名前を入力します。

ネット・サービス名は、クライアントのドメインで修飾できます。sqlnet.oraファイ
ルのパラメータ NAMES.DEFAULT_DOMAINが設定されていると、ネット・サービス名
は自動的にドメインによって修飾されます。

5. 「「「「Next」」」」をクリックします。 

「Protocol」ページが表示されます。 

6. リスナーがリスニングするように構成されているプロトコルを選択します。このプロト
コルも、クライアント上にインストールする必要があります。

7. 「「「「Next」」」」をクリックします。 

「Protocol Settings」ページが表示されます。

8. 提供されたフィールドで選択したプロトコルに対して適切なパラメータ情報を入力しま
す。

9. 「「「「Next」」」」をクリックします。 

「Service」ページが表示されます。

10. リリースの選択、宛先サービスの入力、またオプションでデータベース接続タイプの選
択を実行します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 5-3 ページ「Oracle Net Manager の起動」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 11-3 ページ「クライアントのデフォルト・ドメインの構成」

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  プロトコル・パラメータの設定については、『Oracle9i Net 
Services リファレンス・ガイド』を参照してください。
9-6　Oracle9i Net Services 管理者ガイド



ローカル・ネーミング・メソッドの構成
宛先サービスが Oracle9i または Oracle8i のデータベースの場合は、「「「「Oracle8i or later」」」」
を選択し、「「「「Service Name」」」」フィールドにサービス名を入力します。宛先サービスが
Oracle リリース 8.0 データベースの場合は、「「「「Oracle8 or Previous」」」」を選択し、インスタ
ンスの Oracle システム識別子を「「「「Database SID」」」」フィールドに入力します。 

オラクル社では、接続タイプには「「「「Database Default」」」」のデフォルト設定の使用をお薦
めします。 共有サーバー共有サーバー共有サーバー共有サーバーが初期化パラメータ・ファイルで構成される場合、「「「「Dedicated 
Server」」」」を選択すると共有サーバー構成を使用せずに、リスナーに専用サーバーを起動
させることができます。共有サーバーが初期化パラメータ・ファイルで構成され、接続
時に常に共有サーバーが使用されるようにする場合は、「「「「Shared Server」」」」を選択しま
す。

11. 「「「「Next」」」」をクリックします。 

「Test」ページが表示されます。

12. 「「「「Test」」」」をクリックすると、そのネット・サービス名が機能するかどうかを確認できま
す。また、「「「「Finish」」」」をクリックすると、「Net Service Name Wizard」を終了できます。

「「「「Test」」」」をクリックすると、Oracle Net は構成済みの接続記述子情報を使用して、デー
タベース・サーバーに接続します。このため、データベースとリスナーを実行していな
ければテストを正常に実行できません。 データベースやリスナーが実行されていない場
合は、テストの前に、16-2 ページの「Oracle Net Services のコンポーネントの起動」を
参照してコンポーネントを起動してください。 テスト中、ステータスとテスト結果を示

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 使用するサービス名文字列の詳細は、9-2 ページの「接続記述
子の理解」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 共有サーバー構成の詳細は、第 14 章「共有サーバーの構成」
を参照してください。
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す「Connection Test」ダイアログ・ボックスが表示されます。テストが成功すると、次
のメッセージが表示されます。

「接続テストに成功しました。」

テストが成功した場合は、「「「「Close」」」」をクリックして「Connect Test」ダイアログ・ボッ
クスを閉じてから手順 13 に進みます。

テストが正常終了しなかった場合は、次の処置を行ってください。

a. データベースとリスナーが実行されていることを確認し、「「「「Test」」」」をクリックしま
す。

b. 「「「「Change Login」」」」をクリックして、接続に使用するユーザー名とパスワードを変更
し、「「「「Test」」」」をクリックします。

13. 「「「「Finish」」」」をクリックして、「Net Service Name Wizard」を終了します。

14. 「「「「File」」」」>「「「「Save Network Configuration」」」」を選択します。

Oracle Net Configuration Assistant  Oracle Net Configuration Assistant を使用して
tnsnames.oraファイルのネット・サービス名を構成する手順は次のとおりです。

1. Oracle Net Configuration Assistant を起動します。

「Welcome」ページが表示されます。

2. 「「「「Local Net Service Name Configuration」」」」を選択してから、「「「「Next」」」」をクリックします。

「Net Service Name Configuration」ページが表示されます。

3. 「「「「Add」」」」をクリックしてから「「「「Next」」」」をクリックします。

「Net Service Name Configuration」ページの「Database Version」が表示されます。

4. 宛先サービスが Oracle9i または Oracle8i のデータベースの場合は、「「「「Oracle8i or later 
database or service」」」」を選択します。宛先サービスが Oracle8 リリース 8.0 データベース
の場合は、「「「「Oracle8 release 8.0 database or service」」」」を選択します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 複数のプロトコル・アドレスの構成方法については、15-2 ページの
「リスナー・プロトコル・アドレスのリスト作成」を参照してくださ
い。

� CONNECT_DATAオプションを追加して構成するには、15-8 ページの
「拡張接続データ・パラメータの構成」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 5-14 ページ「Oracle Net Configuration Assistant」
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5. 「「「「Next」」」」をクリックします。

6. ウィザードのプロンプトとオンライン・ヘルプに従って、ネット・サービス名を作成し
ます。

作業作業作業作業 2: 第第第第 1 番目のネーミング・メソッドとしての番目のネーミング・メソッドとしての番目のネーミング・メソッドとしての番目のネーミング・メソッドとしての TNSNAMES の構成の構成の構成の構成
sqlnet.oraファイルの NAMES.DIRECTORY_PATHパラメータで第 1 番目のネーミング・
メソッドとして指定するローカル・ネーミングを構成します。このパラメータは、Oracle 
Net が接続識別子を接続記述子に解決する際に使用するネーミング・メソッドの順序を指定
します。

ローカル・ネーミングを第 1 番目のネーミング・メソッドに指定するには、次の手順に従い
ます。

1. Oracle Net Manager を起動します。

2. ナビゲータ・ペインで、「「「「Local」」」」>「「「「Profile」」」」を展開します。

3. 右ペインのリストから、「「「「Naming」」」」を選択します。

4. 「「「「Methods」」」」タブをクリックします。

5. 「「「「Available Methods」」」」リストから「「「「TNSNAMES」」」」を選択し、右矢印ボタンをクリック
します。

6. 「「「「Selected Methods」」」」リストで「「「「TNSNAMES」」」」を選択し、「「「「Promote」」」」ボタンを使用し
て選択済み項目をリストの最上位に移動します。

7. 「「「「File」」」」>「「「「Save Network Configuration」」」」を選択します。

sqlnet.oraファイルは、NAMES.DIRECTORY_PATHパラメータで更新され、次のよ
うに tnsnamesが最初に表示されます。

NAMES.DIRECTORY_PATH=(tnsnames, onames, hostname)

作業作業作業作業 3: 構成情報の配布構成情報の配布構成情報の配布構成情報の配布
クライアントを 1 台構成してから、tnsnames.oraと sqlnet.oraの構成ファイルを他の
クライアントの同じ場所に単純にコピーする方法が最も確実です。これによって、ファイル
の一貫性が保たれます。その他に、Oracle Net Manager または Oracle Net Configuration 
Assistant をすべてのクライアント上で使用できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 5-3 ページ「Oracle Net Manager の起動」
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作業作業作業作業 4: リスナーの構成リスナーの構成リスナーの構成リスナーの構成
サーバー上のリスナーは、ネット・サービス名用に構成したものと同じプロトコル・アドレ
スを使用してリスニングするように構成する必要があります。デフォルトでリスナーは、
ポート 1521 の TCP/IP プロトコルを使用するようにすでに構成されています。

作業作業作業作業 5: データベースへの接続データベースへの接続データベースへの接続データベースへの接続
クライアントは、次の構文を使用してデータベースへ接続できます。

CONNECT username/password@net_service_name

ディレクトリ・ネーミング・メソッドの構成ディレクトリ・ネーミング・メソッドの構成ディレクトリ・ネーミング・メソッドの構成ディレクトリ・ネーミング・メソッドの構成
ディレクトリ・ネーミング・メソッドでは、Oracle Internet Directory や Microsoft Active 
Directory などの LDAP 準拠ディレクトリ・サーバーに含まれる接続記述子に接続識別子を
マップします。ディレクトリでは、データベース・サービスおよびネット・サービス名の集
中管理が提供され、サービスの追加または再配置が容易になります。 

データベース・サービスのエントリは、インストール中に、Database Configuration 
Assistant を使用して作成されます。ネット・サービス名とネット・サービス別名ネット・サービス別名ネット・サービス別名ネット・サービス別名のエント
リは、Oracle Net Manager を使用して作成できます。データベース・サービスのエントリ
とネット・サービス名エントリの Oracle Net 属性を変更するには、Oracle Net Manager を
使用します。

ディレクトリにアクセスするよう構成されたクライアントでは、データベースへの接続の際
に、これらのエントリを使用できます。 

この項で説明する項目は、次のとおりです。

� ディレクトリ・ネーミング・メソッドの構成ステップ

� データベース・サービス・エントリに対する接続情報の変更

� ネット・サービス別名の作成

関連項目関連項目関連項目関連項目 : リスナー構成の詳細は、第 12 章「リスナーの構成および管
理」を参照してください。
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ディレクトリ・ネーミング・メソッドの構成ステップディレクトリ・ネーミング・メソッドの構成ステップディレクトリ・ネーミング・メソッドの構成ステップディレクトリ・ネーミング・メソッドの構成ステップ
ディレクトリ・ネーミング・メソッドを構成するには、次の作業を実行します。

作業 1: サーバーおよびクライアントでのディレクトリ使用の構成

作業 2: ネット・サービス名の作成（オプション）

作業 3: 第 1 番目のネーミング・メソッドとしての LDAP の構成

作業 4: リスナーの構成

作業 5: データベースへの接続

作業作業作業作業 1: サーバーおよびクライアントでのディレクトリ使用の構成サーバーおよびクライアントでのディレクトリ使用の構成サーバーおよびクライアントでのディレクトリ使用の構成サーバーおよびクライアントでのディレクトリ使用の構成
ディレクトリ・ネーミングのエントリをディレクトリに作成する前に、Oracle Net 
Configuration Assistant で「「「「Select the directory server you want to use, and configure the 
directory server for Oracle usage」」」」オプションを使用して、ディレクトリ使用の構成を完了
しておく必要があります。 同様に、クライアントがディレクトリ・ネーミングのエントリを
検出する前に、Oracle Net Configuration Assistant で「「「「Select the directory server you want 
to use」」」」オプションを使用して、ディレクトリ使用の構成を完了しておく必要があります。
インストール中、またはインストール後にディレクトリ・サーバーの使用を構成できます。 

作業作業作業作業 2: ネット・サービス名の作成（オプション）ネット・サービス名の作成（オプション）ネット・サービス名の作成（オプション）ネット・サービス名の作成（オプション）

クライアントを構成する場合は、Database Configuration Assistant により作成されたデータ
ベース・サービス・エントリではなく、ネット・サービス名を使用するように構成できま
す。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ディレクトリ・サーバーの使用の構成に関する詳細は、第 8
章「ディレクトリ・サーバーの使用の設定」を参照してください。

注意注意注意注意 :

� OracleNetAdmins グループまたは OracleContextAdmins グループの
いずれかのメンバーであるユーザーのみが、ディレクトリのネット・
サービス名エントリを作成できます。 OracleNetAdmins グループに対
してユーザーを追加または削除する方法は、8-11 ページの

「OracleNetAdmins グループへのユーザーの追加」を参照してくださ
い。

� 既存のネット・サービス名は、tnsnames.oraファイルまたは
Oracle Names Server からエクスポートできます。 第 10 章「ディレク
トリ・サーバーへのネーミング・データのエクスポート」を参照して
ください。
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ディレクトリ・サーバーにネット・サービス名を作成するには、次の作業を実行してくださ
い。

1. Oracle 用にディレクトリ使用が構成されたコンピュータで、Oracle Net Manager を起
動します。

2. ナビゲータ・ペインで、「「「「Directory」」」」>「「「「Service Naming」」」」を展開します。

3. ツールバーで「「「「+」」」」をクリックするか、メニュー・バーから「「「「Edit」」」」>「「「「Create」」」」を選択
します。

「Net Service Name Wizard」の「Welcome」ページが表示されます。

4. 「「「「Net Service Name」」」」フィールドに任意の名前を入力します。

5. 「「「「Next」」」」をクリックします。 

「Protocol」ページが表示されます。 

6. リスナーがリスニングするように構成されているプロトコルを選択します。このプロト
コルも、クライアント上にインストールする必要があります。

7. 「「「「Next」」」」をクリックします。 

「Protocol Settings」ページが表示されます。

8. 提供されたフィールドで選択したプロトコルに対して適切なパラメータ情報を入力しま
す。

9. 「「「「Next」」」」をクリックします。 

「Service」ページが表示されます。

10. リリースの選択、宛先サービスの入力、またオプションでデータベース接続タイプの選
択を実行します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

「「「「Select the directory server you want to use, and configure the directory 
server for Oracle usage」」」」オプションの使用方法については、8-5 ページの

「インストール後のディレクトリ使用の構成」を参照してください。

Oracle Net Manager の使用方法については、5-3 ページの「Oracle Net 
Manager の起動」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  プロトコル・パラメータの設定については、『Oracle9i Net 
Services リファレンス・ガイド』を参照してください。
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宛先サービスが Oracle9i または Oracle8i のデータベースの場合は、「「「「Oracle8i or later」」」」
を選択し、「「「「Service Name」」」」フィールドにサービス名を入力します。宛先サービスが
Oracle リリース 8.0 データベースの場合は、「「「「Oracle8 or Previous」」」」を選択し、インスタ
ンスの Oracle システム識別子を「「「「Database SID」」」」フィールドに入力します。 

オラクル社では、接続タイプには「「「「Database Default」」」」のデフォルト設定の使用をお薦
めします。 共有サーバー共有サーバー共有サーバー共有サーバーが初期化パラメータ・ファイルで構成される場合、「「「「Dedicated 
Server」」」」を選択すると共有サーバー構成を使用せずに、リスナーに専用サーバーを起動
させることができます。共有サーバーが初期化パラメータ・ファイルで構成され、接続
時に常に共有サーバーが使用されるようにする場合は、「「「「Shared Server」」」」を選択しま
す。

11. 「「「「Next」」」」をクリックします。 

「Test」ページが表示されます。

12. 「「「「Test」」」」をクリックすると、そのネット・サービス名が機能するかどうかを確認できま
す。また、「「「「Finish」」」」をクリックすると、「Net Service Name Wizard」を終了できます。

「「「「Test」」」」をクリックすると、Oracle Net は構成済みの接続記述子情報を使用して、デー
タベース・サーバーに接続します。このため、データベースとリスナーを実行していな
ければテストを正常に実行できません。 データベースやリスナーが実行されていない場
合は、テストの前に、16-2 ページの「Oracle Net Services のコンポーネントの起動」を
参照してコンポーネントを起動してください。 テスト中、ステータスとテスト結果を示

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 使用するサービス名文字列の詳細は、9-2 ページの「接続記述
子の理解」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 共有サーバー構成の詳細は、第 14 章「共有サーバーの構成」
を参照してください。
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す「Connection Test」ダイアログ・ボックスが表示されます。テストが成功すると、次
のメッセージが表示されます。

「接続テストに成功しました。」

テストが成功した場合は、「「「「Close」」」」をクリックして「Connect Test」ダイアログ・ボッ
クスを閉じてから手順 12 に進みます。

テストが正常終了しなかった場合は、次の処置を行ってください。

a. データベースとリスナーが実行されていることを確認し、「「「「Test」」」」をクリックしま
す。

b. 「「「「Change Login」」」」をクリックして、接続に使用するユーザー名とパスワードを変更
し、「「「「Test」」」」をクリックします。

13. 「「「「Finish」」」」をクリックして、「Net Service Name Wizard」を終了します。

作業作業作業作業 3: 第第第第 1 番目のネーミング・メソッドとしての番目のネーミング・メソッドとしての番目のネーミング・メソッドとしての番目のネーミング・メソッドとしての LDAP の構成の構成の構成の構成
sqlnet.oraファイルの NAMES.DIRECTORY_PATHパラメータで第 1 番目のネーミング・
メソッドとして指定するディレクトリ・ネーミングを構成します。このパラメータは、
Oracle Net が接続識別子を接続記述子に解決する際に使用するネーミング・メソッドの順序
を指定します。

ディレクトリ・ネーミングを第 1 番目のネーミング・メソッドに指定するには、次の手順に
従います。

1. Oracle Net Manager を起動します。

2. ナビゲータ・ペインで、「「「「Local」」」」>「「「「Profile」」」」を展開します。

3. 右ペインのリストから、「「「「Naming」」」」を選択します。

4. 「「「「Methods」」」」タブをクリックします。

5. 「「「「Available Methods」」」」リストから「「「「LDAP」」」」を選択し、右矢印ボタンをクリックしま
す。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 複数のプロトコル・アドレスの構成方法については、15-2 ページの
「リスナー・プロトコル・アドレスのリスト作成」を参照してくださ
い。

� 追加の接続データ・オプションの構成方法については、15-8 ページの
「拡張接続データ・パラメータの構成」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 5-3 ページ「Oracle Net Manager の起動」
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6. 「「「「Selected Methods」」」」リストから「「「「LDAP」」」」を選択し、「「「「Promote」」」」ボタンを使用して選
択済み項目をリストの最上位に移動します。

7. 「「「「File」」」」>「「「「Save Network Configuration」」」」を選択します。

sqlnet.oraファイルは、NAMES.DIRECTORY_PATHパラメータで更新され、次のよ
うに ldapが最初に表示されます。

NAMES.DIRECTORY_PATH=(ldap, tnsnames, onames, hostname)

作業作業作業作業 4: リスナーの構成リスナーの構成リスナーの構成リスナーの構成
サーバー上のリスナーは、ネット・サービス名用に構成したものと同じプロトコル・アドレ
スを使用してリスニングするように構成する必要があります。デフォルトでリスナーは、
ポート 1521 の TCP/IP プロトコルでリスニングするように構成されています。

作業作業作業作業 5: データベースへの接続データベースへの接続データベースへの接続データベースへの接続
データベース・サービスやネット・サービス名のディレクトリの場所と一致するディレクト
リ・エントリがデフォルトに構成されているクライアントは、次の構文を使用してデータ
ベースに接続できます。

CONNECT username/password@connect_identifier

エントリのディレクトリの場所と一致しないディレクトリ・エントリがデフォルトに構成さ
れているクライアントは、接続文字列中の接続識別子を使用できません。かわりに、これら
の接続では、エントリの識別名またはその絶対名が必要です。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : リスナー構成の詳細は、第 12 章「リスナーの構成および管
理」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 接続識別子の構文規則については、16-7 ページの「接続識別子と接続
記述子の構文特性」を参照してください。

� 絶対名の使用方法については、16-8 ページの「ディレクトリ・ネーミ
ングの絶対名指定」を参照してください。
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データベース・サービス・エントリに対する接続情報の変更データベース・サービス・エントリに対する接続情報の変更データベース・サービス・エントリに対する接続情報の変更データベース・サービス・エントリに対する接続情報の変更

ディレクトリへのデータベース登録が完了すると、Database Configuration Assistant によっ
てディレクトリにデータベース・サービス・エントリが作成されます。デフォルトでは、こ
のエントリに、プロトコル・アドレス経由のリスナーの場所を含むネットワーク・ルート情
報が含まれます。この情報が削除された場合は再作成できます。また、既存のネットワー
ク・ルート情報も変更できます。

データベース・サービスのネットワーク・ルート情報を作成または変更するには、次の作業
を実行してください。

1. Oracle 用にディレクトリ使用が構成されたコンピュータで、Oracle Net Manager を起
動します。

2. ナビゲータ・ペインで、「「「「Directory」」」」>「「「「Service Naming」」」」を展開します。

3. データベース・サービスを選択します。右ペインには、現行の宛先サービス名が表示さ
れます。

4. 「Address Configuration」ボックスの「「「「+」」」」ボタンをクリックします。 

新規の「「「「Address」」」」タブが表示されます。

注意注意注意注意 :

� OracleNetAdmins グループまたは OracleContextAdmins グループの
いずれかのメンバーであるユーザーのみが、ディレクトリ内のデータ
ベース・サービスに関するネットワーク情報を変更できます。 これら
のグループに対してユーザーを追加または削除する方法は、8-11 ペー
ジの「OracleNetAdmins グループへのユーザーの追加」を参照して
ください。

� 既存のデータベース・サービス・オブジェクトは、Oracle Names 
Server からエクスポートできます。 第 10 章「ディレクトリ・サーバー
へのネーミング・データのエクスポート」を参照してください。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

「「「「Select the directory server you want to use, and configure the directory 
server for Oracle usage」」」」オプションの使用方法については、8-5 ページの

「インストール後のディレクトリ使用の構成」を参照してください。

Oracle Net Manager の使用方法については、5-3 ページの「Oracle Net 
Manager の起動」を参照してください。
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5. プロトコルを選択し、そのプロトコルに対する適切なパラメータ情報を、フィールドに
入力します。

6. 右ペインで「「「「Apply」」」」をクリックします。

ネット・サービス別名の作成ネット・サービス別名の作成ネット・サービス別名の作成ネット・サービス別名の作成

ディレクトリ・サーバーのネット・サービス別名によって、クライアントはデータベース・
サービスまたはネット・サービス名を代替名で参照できます。たとえば、salesというネッ
ト・サービス名に対して salesaliasというネット・サービス別名を作成できます。
salesaliasを CONNECT scott/tiger@salesaliasとして使用してデータベースに接
続すると、実際には salesの接続記述子情報に解決されて使用されます。 

ネット・サービス別名の主な使用方法は、次の 2 つです。

� クライアントがデータベース・サービスまたはネット・サービス名を別の名前で参照す
る手段としてネット・サービス別名を使用する方法。 

� データベース・サービスの 1 つの Oracle コンテキストでネット・サービス別名を使用
し、別の Oracle コンテキストでネット・サービス名を使用する方法。 この方法によっ
て、データベース・サービスまたはネット・サービス名をディレクトリ・サーバーで一
度定義すると、他の Oracle コンテキストを使用するクライアントで参照できます。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  プロトコル・パラメータの設定については、『Oracle9i Net 
Services リファレンス・ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 :

� OracleNetAdmins グループまたは OracleContextAdmins グループの
いずれかのメンバーであるユーザーのみが、ディレクトリのネット・
サービス別名エントリを作成または変更できます。 OracleNetAdmins
グループに対してユーザーを追加または削除する方法は、8-11 ページ
の「OracleNetAdmins グループへのユーザーの追加」を参照してく
ださい。

� ネット・サービス別名を作成したり、アクセスするには、Oracle ホー
ムが 9.2 にアップグレードされていることを確認してください。

� 既存の別名オブジェクトは、Oracle Names Server からエクスポート
できます。 第 10 章「ディレクトリ・サーバーへのネーミング・データ
のエクスポート」を参照してください。

� Microsoft Active Directory を使用するネット・サービス別名はサポー
トされていません。
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ネット・サービス別名を作成するには、次の作業を実行してください。

1. Oracle 用にディレクトリ使用が構成されたコンピュータで、Oracle Net Manager を起
動します。

2. ナビゲータ・ペインで、「「「「Directory」」」」>「「「「Service Naming」」」」>「「「「Aliases」」」」を展開します。

3. ツールバーで「「「「+」」」」をクリックするか、メニュー・バーから「「「「Edit」」」」>「「「「Create」」」」を選択
します。

「Create Alias」ダイアログ・ボックスが表示されます。

4. 「Net Service Alias」フィールドに別名を入力します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ネット・サービス別名の概要については、3-8 ページの「ネッ
ト・サービス別名のエントリ」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

「「「「Select the directory server you want to use, and configure the directory 
server for Oracle usage」」」」オプションの使用方法については、8-5 ページの

「インストール後のディレクトリ使用の構成」を参照してください。

Oracle Net Manager の使用方法については、5-3 ページの「Oracle Net 
Manager の起動」を参照してください。
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5. 「Net Service Name or Database Service」ボックスに、表 9-2 で示すフィールドに情報を
入力します。

6. 「「「「Create」」」」をクリックします。

「Aliases」フォルダが、作成したネット・サービス別名で更新されます。

表表表表 9-2「「「「Net Service Name/Database Service Box」フィールド」フィールド」フィールド」フィールド

フィールドフィールドフィールドフィールド 説明説明説明説明

「「「「Oracle Context」」」」 データベース・サービスまたはネット・サービス名の Oracle コンテキス

トを、リストから選択するかフィールドに入力して指定します。 

「「「「Name」」」」 データベース・サービスまたはネット・サービス名の DN を、リストか

ら選択するかフィールドに入力して指定します。 
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Oracle Names メソッドの構成メソッドの構成メソッドの構成メソッドの構成

Oracle Names を使用すると、クライアント / サーバーによるグローバルなコンピュータ・
ネットワークの設定と管理が容易になります。Oracle Names によって、ネットワーク・ア
ドレスとデータベース・リンクの情報がネットワーク全体のすべてのノードから利用できる
ようになります。各データベース・サーバーのネットワーク・アドレスは、単純なサービス
名によって識別されます。これによりクライアント・アプリケーションは、長いアドレスを
使用せずに、この単純な名前を使用してデータベース接続を要求できます。Oracle Names
では、ネットワーク・インフラストラクチャが変更されても、ユーザーとアプリケーション
はその影響を受けずに済みます。Oracle Names は、ネットワーク・サービス名の集中的な
管理を提供します。 

Oracle Names の構成に必要な作業は、次のとおりです。

作業 1: Oracle Names オプションの検討

作業 2: 必要なコンポーネントのインストール

作業 3: Oracle Names Server の作成

作業 4: Oracle Names Server を使用するためのクライアントとデータベース・サーバー
の構成

作業 5:（オプション）クライアント・キャッシュの構成

作業 6: リスナーの構成

作業 7: Oracle Names Server へのデータの登録

作業 8: 委任管理リージョンへのドメインの委任

作業 9: リモート Oracle Names Server に要求を転送するドメイン・ヒントの指定

作業 10: データベースへの接続

注意注意注意注意 : 今後のリリースでは、Oracle Names は、集中化されたネーミン
グ・メソッドとしてサポートされません。これは、Oracle Names には新
しい拡張機能が追加されていないためです。第 10 章「ディレクトリ・
サーバーへのネーミング・データのエクスポート」で説明しているよう
に、かわりにディレクトリ・ネーミングを使用することや、既存の Oracle 
Names 構成をディレクトリ・ネーミングに移行することを考慮してくだ
さい。ここに示す資料は、現在の Oracle Names 環境を維持できるように
主に参照として使用します。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 旧リリースの Oracle Names を 9i にアップグレードする手順
については、『Oracle9i データベース移行ガイド』を参照してください。
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作業作業作業作業 1: Oracle Names オプションの検討オプションの検討オプションの検討オプションの検討
Oracle Names Server を作成する前に、次の項目について決定する必要があります。

� Oracle Names Server 間でサービス登録データを継続的にレプリケートするか、または
同一領域内のすべての Oracle Names Server がそれぞれの登録データを Oracle データ
ベースに格納する必要があるかどうか。

� 1 つ以上の管理リージョン管理リージョン管理リージョン管理リージョンに対するサポートが必要かどうか。 管理リージョンは、1 つ以
上のドメインドメインドメインドメインに存在する Oracle Names Server の集合であり、データベースなどのネッ
トワーク・オブジェクトをグループ化したものです。 複数の管理リージョンのあるネッ
トワークには、1 つのルート管理リージョンルート管理リージョンルート管理リージョンルート管理リージョンおよび 1 つ以上の委任管理リージョン委任管理リージョン委任管理リージョン委任管理リージョンが必
要です。委任管理リージョンには、ルートの直属の子リージョンの役割を果たす代替
リージョン内のドメインと Oracle Names Server のアドレスが格納されます。

作業作業作業作業 2: 必要なコンポーネントのインストール必要なコンポーネントのインストール必要なコンポーネントのインストール必要なコンポーネントのインストール
次のコンポーネントがインストールされていることを確認します。

� Oracle Names Server として指定するコンピュータ上の Oracle Names

� クライアント上の Oracle Net Services

� データベース・サーバー上の Oracle Net Services

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-19 ページ「Oracle Names のサポート」

重要重要重要重要 : UNIX オペレーティング・システムでは、Oracle Universal 
Installer によって $ORACLE_HOME/network/namesディレクトリは作成
されません。このディレクトリは、正しく構成作業を実行するために必要
です。このディレクトリが存在しない場合は、手動で作成する必要があり
ます。
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作業作業作業作業 3: Oracle Names Server の作成の作成の作成の作成
Oracle Names Server を作成する方法は、リージョン・データの格納方法によって異なりま
す。データは次のようにして格納できます。

� Oracle Names Server にアクセス可能な Oracle データベース内の、リージョン・データリージョン・データリージョン・データリージョン・データ
ベースベースベースベースと呼ばれる表に格納する。

Oracle Names Server に追加した情報は、データベースに格納される他、Oracle Names 
Server のチェックポイント・ファイルにも格納されます。データベースが利用できない
場合は、これらのファイル内の情報が使用されます。

� チェックポイント・ファイルに格納されてから、Oracle Names Server 間でレプリケー
トする。

Oracle Names Server に追加した情報は、チェックポイント・ファイルに格納されてか
ら、他の Oracle Names Server にレプリケートされます。

デフォルトでチェックポイント・ファイルが格納される場所は、UNIX オペレーティング・
システムの $ORACLE_HOME/network/names、または Windows NT の %ORACLE_
HOME%¥network¥namesです。表 9-3 はチェックポイント・ファイルを説明します。 

表表表表 9-3 Oracle Names チェックポイント・ファイルチェックポイント・ファイルチェックポイント・ファイルチェックポイント・ファイル

チェックポイント・チェックポイント・チェックポイント・チェックポイント・
ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 説明説明説明説明

ckpcfg.ora リージョン・データベースの ONRS_CONFIG表に格納された構成パ

ラメータのバックアップ・コピーが含まれます。 

ckpcch.ora リモート・リージョンから取り出された後にキャッシュされ、まだ
期限切れになっていない現行の無許可データを含みます。

ckptop.oraと
ckpdom.ora

領域に対するすべての正当データを含むファイルです。
ckptop.oraファイルは、管理リージョンのドメインと各ドメイン

に対する Oracle Names Server の権限を定義します。ckdom.ora
ファイルには、各ドメインに正当なデータが含まれます。

Oracle Names Server でリージョン・データベースが使用されている

場合、このチェックポイント・ファイルは、最終再ロード時点での
表内のリージョン・データのコピーです。このデータは、データ
ベースがアクセス不能の場合、Oracle Names Server の起動時に使用

されます。

Oracle Names Server でデータベースが使用されていない場合、この

ファイルのみが持続ストレージであり、起動時に Oracle Names 
Server によりロードされます。Oracle Names Server では、その領域

に他の Oracle Names Server がない場合、これらのファイルのデー

タをカレントと見なします。ファイルは、その領域の最終更新時点
をカレントとして保持します。
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次の項では、両方のモードおよび構成が不要なデフォルト Oracle Names Server を説明しま
す。

� デフォルト Oracle Names Server

� データベースでの表の作成

� チェックポイント・ファイル / レプリケートによる更新

どちらの方法を選択するにしても、オラクル社では Oracle Names Server がダウンした場合
に備えて複数の Oracle Names Server を作成するようにお薦めしています。

デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト Oracle Names Server
Oracle Names Server は構成せずに実行できます。名前が names.oraファイルで構成され
ている場合、デフォルトの名前は ONAMES_hostです。プロトコル・アドレスは、ローカ
ル・ホストの TCP/IP、ポート 1575 にデフォルトで設定されます。

NAMES.DOMAINSパラメータが、names.oraファイルに構成されていない場合、Oracle 
Names Server では、ルート・ドメインの認可レベルが仮定されます。

この Oracle Names Server を使用する場合は、9-31 ページの「作業 2: Oracle Names Server
の検出」に進んでください。

データベースでの表の作成データベースでの表の作成データベースでの表の作成データベースでの表の作成
Oracle データベースにサービス・データを格納するには、次の作業を実行します。

� 作業 1: データベース・サーバーの構成

� 作業 2: Oracle Names Server の作成

� 作業 3: Oracle Names Server の起動

作業作業作業作業 1: データベース・サーバーの構成データベース・サーバーの構成データベース・サーバーの構成データベース・サーバーの構成  データベース・サーバーを構成するには、次の手順
に従います。

1. データベースが実行されていない場合は起動します。実行されている場合は、手順 2 に
進みます。

2. 次のように SYSTEMユーザーとしてデータベースに接続します。

SQL> CONNECT system/password

ここでの passwordは、SYSTEMユーザー・アカウントのデフォルトの MANAGERです。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 16-5 ページ「作業 4: データベースの起動」
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3. 表を作成できるユーザーを作成します。

a. ユーザーを作成します。次の例にある構文では、デフォルトの表領域が users、一
時表領域が tempです。

CREATE USER user
IDENTIFIED BY password
DEFAULT TABLESPACE users
TEMPORARY TABLESPACE temp;

b. 次のように、ユーザーがデータベースに接続できるようにします。

GRANT CREATE SESSION TO user;
 

c. 次のように、ユーザーが users表領域の表を更新できるようにします。

GRANT RESOURCE users TO user; 

d. 次のように、ユーザーのスキーマでシノニムを作成できるようにします。

GRANT CREATE SYNONYM TO user; 

4. namesini.sqlスクリプトを実行します。このファイルは、UNIX オペレーティング・
システムでは $ORACLE_HOME/network/adminに、Windows NT では ORACLE_
HOME¥network¥admin¥namesにあります。このスクリプトによって、Oracle Names
が情報を格納するために必要な表が作成されます。オプションで namesupg.sqlを実
行し、古い表をアップグレードします。

SQL> CONNECT user/password
SQL> @oracle_home/network/admin/namesini.sql;

作業作業作業作業 2: Oracle Names Server の作成の作成の作成の作成  Oracle Names がインストールされている各コンピュータ
に Oracle Names Server が必要な場合、Oracle Net Manager から Oracle Names Server を作
成します。

1. Oracle Net Manager を起動します。

2. ナビゲータ・ペインで、「「「「Oracle Names Servers」」」」を展開します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ユーザーの作成の詳細は、『Oracle9i データベース管理者ガイ
ド』を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 5-3 ページ「Oracle Net Manager の起動」
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3. ツールバーで「「「「+」」」」をクリックするか、メニュー・バーから「「「「Edit」」」」>「「「「Create」」」」を選択
します。

「Names Wizard」が起動します。

このウィザードでは、Oracle Names Server を作成し、指示に従って構成プロセスを進
めていく過程で、次の項目の入力を求めるプロンプトが表示されます。

� Oracle Names Server の一意な名前

� Oracle Names Server のプロトコル・アドレス

TCP/IP を選択する場合、オラクル社では正規に登録されたデフォルトのポート番
号である 1575 を Oracle Names Server に使用することをお薦めしています。

� データベースに情報を格納するか、または Oracle Names Server 間で情報をレプリ
ケートするかの選択

（「「「「Use a region database」」」」をクリックします。）

� データベースのリスナーのプロトコル・アドレス

TCP/IP を選択する場合、オラクル社では正規に登録されたデフォルトのポート番
号である 1521 をリスナーに使用することをお薦めしています。

� データベース・ユーザー ID、パスワード、およびサービス名または SID

� この Oracle Names Server がルート管理リージョンにあるかどうかの識別

この Oracle Names Server がルート管理リージョンにあると指定した場合、構成作業は
完了です。 

この Oracle Names Server がルート管理リージョンにないと指定した場合は、委任管理
リージョンにあるものと見なされます。その場合ウィザードは、ローカル管理リージョ
ンのドメイン名と、ルート管理リージョンにある Oracle Names Server のアドレスを求
めるプロンプトを表示してから完了します。

ウィザードが完了すると、次のメッセージが表示されます。

「ネームサーバー onames_serverは、デフォルトの設定を使用し作成されていま
す。 Configure Serverセクションを使用してデフォルト構成を変更してくださ
い。」

4. 「「「「File」」」」>「「「「Save Network Configuration」」」」を選択します。

5. Oracle Names Server をさらに追加する場合は、手順 2 ～ 4 を繰り返して領域に Oracle 
Names Server を作成します。Oracle Net Manager では、1 台のコンピュータ上に複数
の Oracle Names Server を作成することをサポートしていません。 

Oracle Net Manager は、次の項目を設定すると、names.oraファイルを作成します。

� Oracle Names Server の名前（NAMES.SERVER_NAME）

� Oracle Names Server のリスニング用プロトコル・アドレス（NAMES.ADDRESSES）
ネーミング・メソッドの構成 9-25



Oracle Names メソッドの構成
� データベース情報（NAMES.ADMIN_REGION） 

� ルート管理リージョン情報（NAMES.DOMAIN_HINTS） 

� この管理リージョンのドメイン（NAMES.DOMAINS） 

names.oraファイルは、UNIX オペレーティング・システムでは
$ORACLE_HOME/network/adminディレクトリ、Windows NT では
%ORACLE_HOME%¥network¥adminディレクトリに作成されます。

次に、names.oraファイルを内容に関する注釈と一緒に示します。

#Oracle Names server name. The name should include the name of the domain this 
Oracle Names server is in.
NAMES.SERVER_NAME=namesvr2.us.acme.com

#Oracle Names server listening protocol address
NAMES.ADDRESSES=
 [(ADDRESS_LIST=]
  (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=namesrv2-server)(PORT=1575)) 
  [(ADDRESS=...))][)]

#Database repository information
NAMES.ADMIN_REGION=
  (REGION=
    (DESCRIPTION=
      (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales-server)(PORT=1521)) 
      (CONNECT_DATA=
        (SERVICE_NAME=sales.us.acme.com))
    (USERID=system)
    (PASSWORD=password)
    (NAME=local_region)
    (REFRESH=86400)
    (RETRY=60)
    (EXPIRE=600))

#If an Oracle Names server is in a delegated administrative region, identify the 
address of an Oracle Names server in the root administrative region.
NAMES.DOMAIN_HINTS=
  (HINT_DESC=
   (HINT_LIST=
     (HINT= 
      (NAME=namesvr1)
      (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=namesvr1-server)(PORT=1575))
  
# Specify the domain controlled by this region and the time to live (TTL). If 
this is the root administrative region, specify NAME=(null) or NAME=. to 
identify the root domain.
NAMES.DOMAINS=
9-26　Oracle9i Net Services 管理者ガイド



Oracle Names メソッドの構成
 (DOMAIN=
   (NAME=us.acme.com)
   (MIN_TTL=86400))

複数のドメインの管理複数のドメインの管理複数のドメインの管理複数のドメインの管理

領域に複数のドメインを管理させる場合は、Oracle Net Manager を使用して
NAMES.DOMAINSパラメータに追加のドメインを指定します。

1. ナビゲータ・ペインで、「「「「Oracle Names Servers」」」」を展開します。

2. Oracle Names Server を選択します。

3. 右ペインのリストから、「「「「Configure Server」」」」を選択します。

4. 「「「「Domains」」」」タブをクリックします。

5. 「「「「Domain Name」」」」フィールドにドメイン名および TTL 情報を入力し、「「「「Add」」」」をクリッ
クします。

6. 追加ドメインごとに、手順 5 を繰り返します。

7. 「「「「File」」」」>「「「「Save Network Configuration」」」」を選択します。

次の例では、NAMES.DOMAINSにルート（NULL 値）、com、acme.comおよび
hq.acme.comドメインが含まれています。hq.acme.comを定義するには、hq.acme.com
より前に位置するすべてのドメインを定義しておく必要があります。

NAMES.DOMAINS=
 (DOMAIN_LIST=
  (DOMAIN=
    (NAME=)
    (MIN_TTL=86400))
  (DOMAIN=
    (NAME=com)
    (MIN_TTL=86400))
  (DOMAIN=
    (NAME=acme.com)
    (MIN_TTL=86400))
  (DOMAIN=
    (NAME=hq.acme.com)
    (MIN_TTL=86400)))

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  names.oraファイルのパラメータについては、『Oracle9i Net 
Services リファレンス・ガイド』を参照してください。
ネーミング・メソッドの構成 9-27



Oracle Names メソッドの構成
作業作業作業作業 3: Oracle Names Server の起動の起動の起動の起動  Oracle Names Server を起動するには、Oracle Net 
Manager または Oracle Names 制御ユーティリティを使用します。

チェックポイント・ファイルチェックポイント・ファイルチェックポイント・ファイルチェックポイント・ファイル / レプリケートによる更新レプリケートによる更新レプリケートによる更新レプリケートによる更新
Oracle Names Server のデータをチェックポイント・ファイルによりレプリケートするには、
次の作業を実行します。

� 作業 1: Oracle Names Server の作成

� 作業 2: Oracle Names Server の検出

作業作業作業作業 1: Oracle Names Server の作成の作成の作成の作成  Oracle Names がインストールされている各コンピュータ
に Oracle Names Server が必要な場合、Oracle Net Manager から Oracle Names Server を作
成します。

1. Oracle Net Manager を起動します。

2. ナビゲータ・ペインで、「「「「Oracle Names Servers」」」」を展開します。

Oracle Net Manager による操作による操作による操作による操作 Oracle Names 制御ユーティリティによる操作制御ユーティリティによる操作制御ユーティリティによる操作制御ユーティリティによる操作

1. ナビゲータ・ペインで、「「「「Oracle Names 
Servers」」」」を展開します。

2. Oracle Names Server を選択します。

3. 右ペインのリストから、「「「「Manage Server」」」」
を選択します。

4. 「「「「Control」」」」タブをクリックします。

5. 「「「「Start」」」」をクリックします。

6. 「「「「Apply」」」」をクリックします。

次のメッセージが表示されます。

「サーバーが正常に起動しました。」

Windows NT では、OracleHOME_
NAMENamesonames_serverと呼ばれる

サービスが作成されます。

オペレーティング・システムのコマンドライン
から、次のように入力します。

namesctl

次のエラー・メッセージが表示されても、無視
します。

「NNL-00024:警告 :SQLNET.ORAに優先ネーム・

サーバーがありません。」
「NNL-00018:警告 :デフォルトのネーム・サーバー
にコンタクトできません。」

NAMESCTL> START

STARTコマンドにより Oracle Names Server
がメモリーにロードされ、実行開始の指示が出
されます。Oracle Names Server は、起動時に

構成とデータをロードします。

Windows NT では、OracleHOME_
NAMENamesonames_serverと呼ばれるサー

ビスが作成されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 5-3 ページ「Oracle Net Manager の起動」
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3. ツールバーで「「「「+」」」」をクリックするか、メニュー・バーから「「「「Edit」」」」>「「「「Create」」」」を選択
します。

「Names Wizard」が起動します。

このウィザードでは、Oracle Names Server を作成し、指示に従って構成プロセスを進
めていく過程で、次の項目の入力を求めるプロンプトが表示されます。

� Oracle Names Server の一意な名前

� Oracle Names Server のリスニング用プロトコル・アドレス

TCP/IP を選択する場合、オラクル社では正規に登録されたデフォルトのポート番
号である 1575 を Oracle Names Server に使用することをお薦めしています。

� データベースに情報を格納するか、または Oracle Names Server 間で情報をレプリ
ケートするかの選択

（「「「「Don't use a region database」」」」を選択します。）

� この Oracle Names Server が、領域で最初のネーム・サーバーであるかどうかの確
認

これがリージョンで最初の Oracle Names Server でなければ、別の Oracle Names 
Server を検出するか、または領域に存在する別の Oracle Names Server のアドレス
を指定するように求めるプロンプトが表示されます。

� この Oracle Names Server がルート管理リージョンにあるかどうかの確認

この Oracle Names Server がルート管理リージョンにあると指定した場合、構成作業は
完了です。 

この Oracle Names Server がルート管理リージョンにないと指定した場合は、委任管理
リージョンにあるものと見なされます。その場合ウィザードは、ローカル管理リージョ
ンのドメイン名と、ルート管理リージョンにある Oracle Names Server のアドレスを求
めるプロンプトを表示してから完了します。

ウィザードが完了すると、次のメッセージが表示されます。

「ネームサーバー onames_serverは、デフォルトの設定を使用し作成されています。 
Configure Serverセクションを使用してデフォルト構成を変更してください。」

4. 「「「「File」」」」>「「「「Save Network Configuration」」」」を選択します。

5. Oracle Names Server をさらに追加する場合は、手順 2 ～ 4 を繰り返して領域に Oracle 
Names Server を作成します。Oracle Net Manager では、1 台のコンピュータ上に複数
の Oracle Names Server を作成することをサポートしていません。 
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Oracle Net Manager は、次の項目を設定すると、names.oraファイルを作成します。

� Oracle Names Server の名前（NAMES.SERVER_NAME）

� Oracle Names Server のリスニング用プロトコル・アドレス（NAMES.ADDRESSES）

� ルート管理リージョン情報（NAMES.DOMAIN_HINTS） 

� この管理リージョンのドメイン（NAMES.DOMAINS） 

names.oraファイルは、UNIX オペレーティング・システムでは
$ORACLE_HOME/network/adminディレクトリ、Windows NT では
%ORACLE_HOME%¥network¥adminディレクトリに作成されます。

次に、names.oraファイルを内容に関する注釈と一緒に示します。

#Oracle Names server name. The name should include the name of the domain this 
Oracle Names server is in.
NAMES.SERVER_NAME=namesvr2.us.acme.com

NAMES.ADDRESSES=
 [(ADDRESS_LIST=]
  (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=namesrv2-server)(PORT=1575)) 
  [(ADDRESS=...))]
 [)]

#If an Oracle Names server is in a delegated administrative region, identify the 
address of an Oracle Names server in the root administrative region.
NAMES.DOMAIN_HINTS=
  (HINT_DESC=
   (HINT_LIST=
     (HINT= 
      (NAME=namesrv1)
      (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=namesrv1-svr)(PORT=1575))

# Specify the domain controlled by this region and the time to live (TTL). If 
this is the root administrative region, you must have NAME= (null) to identify 
the root domain properly.
NAMES.DOMAINS=
  (DOMAIN=
    (NAME=us.acme.com)
    (MIN_TTL=86400))

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  names.oraファイルのパラメータについては、『Oracle9i 
Net Services リファレンス・ガイド』を参照してください。
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複数のドメインの管理複数のドメインの管理複数のドメインの管理複数のドメインの管理

領域に複数のドメインを管理させる場合は、Oracle Net Manager を使用して
NAMES.DOMAINSパラメータに追加のドメインを指定します。

1. ナビゲータ・ペインで、「「「「Oracle Names Servers」」」」を展開します。

2. Oracle Names Server を選択します。

3. 右ペインのリストから、「「「「Configure Server」」」」を選択します。

4. 「「「「Domains」」」」タブをクリックします。

5. 「「「「Domain Name」」」」フィールドにドメイン名および TTL 情報を入力し、「「「「Add」」」」をクリッ
クします。

6. 追加ドメインごとに、手順 5 を繰り返します。

7. 「「「「File」」」」>「「「「Save Network Configuration」」」」を選択します。

次の例では、NAMES.DOMAINSにルート（NULL 値）、com、acme.comおよび
hq.acme.comドメインが含まれています。hq.acme.comを定義するには、hq.acme.com
より前に位置するすべてのドメインを定義しておく必要があります。

NAMES.DOMAINS=
 (DOMAIN_LIST=
  (DOMAIN=
    (NAME=)
    (MIN_TTL=86400))
  (DOMAIN=
    (NAME=com)
    (MIN_TTL=86400))
  (DOMAIN=
    (NAME=acme.com)
    (MIN_TTL=86400))
  (DOMAIN=
    (NAME=hq.acme.com)
    (MIN_TTL=86400)))

作業作業作業作業 2: Oracle Names Server の検出の検出の検出の検出  すべての Oracle Names Server の作成が終わると、同じ領
域内で最初の Oracle Names Server を除く各 Oracle Names が、領域内にある他のすべての
Oracle Names Server を検出するようにします。 

Oracle Names Server を検出するには、Oracle Net Manager または Oracle Names 制御ユー
ティリティを使用します。
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Oracle Net Manager による操作による操作による操作による操作 Oracle Names 制御ユーティリティによる操作制御ユーティリティによる操作制御ユーティリティによる操作制御ユーティリティによる操作

1. 最初の Oracle Names Server を領域で起動します。

a. ナビゲータ・ペインで、「「「「Oracle Names Servers」」」」
を展開します。

b. Oracle Names Server を選択します。

c. 右ペインのリストから、「「「「Manage Server」」」」を選択

します。

d. 「「「「Control」」」」タブをクリックします。

e. 「「「「Server Operations」」」」をクリックした後、「「「「Start」」」」
をクリックします。

f. 「「「「Apply」」」」をクリックして、Oracle Names Server
を起動します。次のメッセージが表示されます。

「サーバーが正常に起動しました。」

2. 2 番目の Oracle Names Server から、最初の Oracle 
Names Server を検出します。「「「「Command」」」」>
「「「「Discover Oracle Names Servers」」」」を選択します。次

のメッセージが表示されます。

「Discovered Oracle Names Server in the region. 

Please exit the tool and start again.」

Discover コマンドによって、UNIX オペレーティン

グ・システムでは .sdns.oraファイルが

$ORACLE_HOME/network/namesに、Windows で
は sdns.oraファイルが

%ORACLE_HOME%¥network¥namesに作成されます。

このファイルには、Oracle Names Server の名前とア

ドレスが記述されています。 

Oracle Names Server から応答がない場合、別の

Oracle Names Server のアドレスを入力するように求

めるダイアログが表示されます。特定の Oracle 
Names Server のネットワーク・アドレスを知ってい

る場合は、それを入力します。

3. 次の手順 1 に従って、2 番目の Oracle Names Server
を起動します。

4. 領域に追加された各 Oracle Names Server について

は、手順 2 ～ 3 を繰り返します。

1. 最初の Oracle Names Server を領域で起動します。

namesctl
NAMESCTL> START

2. 2 番目の Oracle Names Server から、最初の Oracle 
Names Server を検出します。

namesctl
NAMESCTL> REORDER_NS

REORDER_NSコマンドによって、UNIX オペレー

ティング・システムでは .sdns.oraファイルが

$ORACLE_HOME/network/namesに、

Windows では sdns.oraファイルが

%ORACLE_HOME%¥network¥namesに作成されま

す。このファイルには、最初の Oracle Names 
Server の名前とアドレスが記述されています。 

Oracle Names Server が見つからず、特定の Oracle 
Names Server のネットワーク・アドレスを知って

いる場合は、プロンプトに対してそのアドレスを入
力します。 たとえば、次のように入力します。

NAMESCTL> REORDER_NS  
(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=mail-server)(POR
T=1575))

3. 2 番目の Oracle Names Server を領域で起動します。

NAMESCTL> START

4. 領域において最初の Oracle Names Server に接続し

た後、2 番目の Oracle Names Server に問い合せて

それ自体が登録されているか確認します。

NAMESCTL> QUERY onames_server

5. 領域に追加された各 Oracle Names Server について

は、手順 2 ～ 4 を繰り返します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-31 ページ「検出の概要」
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作業作業作業作業 4: Oracle Names Server を使用するためのクライアントとデータベーを使用するためのクライアントとデータベーを使用するためのクライアントとデータベーを使用するためのクライアントとデータベー
ス・サーバーの構成ス・サーバーの構成ス・サーバーの構成ス・サーバーの構成

クライアントとデータベース・サーバー・コンピュータを構成して、Oracle Names Server
を使用するには、次の作業を実行します。

1. 次のメソッドの 1 つを使用して、接続する Oracle Names Server のリストを作成します。

� 11-10 ページの「優先 Oracle Names Server の構成」の説明に従って、sqlnet.ora
ファイルに、優先 Oracle Names Server の静的リストを作成します。 

� UNIX オペレーティング・システムでは $ORACLE_HOME/network/namesに
.sdns.oraファイルを、Windows オペレーティング・システムでは
%ORACLE_HOME%¥network¥namesに sdns.oraファイルを動的に作成して
Oracle Names Server を検出します。このファイルには、Oracle Names Server の名
前とアドレスが問合せ順に記述されています。クライアント・コンピュータは、こ
のファイルを読み取って問合せ先の Oracle Names Server のアドレスを検索しま
す。

優先 Oracle Names Server は、.sdns.oraまたは sdns.oraファイルで構成される
Oracle Names Server より優先されます。

.sdns.oraファイルまたは sdns.oraファイルを作成するには、Oracle Net Manager
あるいは Oracle Names 制御ユーティリティを使用します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 検出については、3-31 ページの「検出の概要」を参照してく
ださい。
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2. Oracle Names をネット・サービス名を解決するための第 1 番目の方法とする場合は、
次の手順に従って sqlnet.oraファイルに NAMES.DIRECTORY_PATHパラメータを設
定します。

a. ナビゲータ・ペインで、「「「「Local」」」」>「「「「Profile」」」」を展開します。

b. 右ペインのリストから、「「「「Naming」」」」を選択します。

c. 「「「「Methods」」」」タブをクリックします。

d. 「「「「Available Methods」」」」リストから「「「「ONAMES」」」」を選択し、右矢印をクリックしま
す。

e. 「「「「Selected Methods」」」」リストから「「「「ONAMES」」」」を選択し、「「「「Promote」」」」ボタンを使
用して選択済み項目をリストの最上位に移動します。

Oracle Net Manager による操作による操作による操作による操作
Oracle Names 制御ユーティリティによる制御ユーティリティによる制御ユーティリティによる制御ユーティリティによる
操作操作操作操作

1. Oracle Net Manager を起動します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  5-3 ページ「Oracle Net 
Manager の起動」

2. 「「「「Command」」」」>「「「「Discover Oracle 
Names Servers」」」」を選択します。 

次のメッセージが表示されます。

「Discovered Oracle Names Server in 
the region. Please exit the tool 

and start again.」

Discover コマンドによって、UNIX オ

ペレーティング・システムでは
.sdns.oraファイルが

$ORACLE_HOME/network/namesに、

Windows では sdns.oraファイルが

%ORACLE_HOME%¥network¥namesに

作成されます。このファイルには、
Oracle Names Server の名前とアドレス

が記述されています。Oracle Names 
Server のアドレスを検索するときに、

このファイルが読み取られます。

Oracle Names Server から応答がない場

合、別の Oracle Names Server のアド

レスを入力するように求めるダイアロ
グが表示されます。特定の Oracle 
Names Server のネットワーク・アドレ

スを知っている場合は、それを入力し
ます。

他のすべての Oracle Names Server を検出し

ます。

namesctl
NAMESCTL> REORDER_NS

REORDER_NSコマンドによって、UNIX オペ

レーティング・システムでは .sdns.ora
ファイルが
$ORACLE_HOME/network/namesに、

Windows では sdns.oraファイルが

%ORACLE_HOME%¥network¥namesに作成

されます。このファイルには、Oracle Names 
Server の名前とアドレスが記述されていま

す。Oracle Names Server のアドレスを検索

するときに、このファイルが読み取られま
す。

Oracle Names Server が見つからず、特定の

Oracle Names Server のネットワーク・アド

レスを知っている場合は、プロンプトに対し
てそのアドレスを入力します。 たとえば、次

のように入力します。

NAMESCTL> REORDER_NS 
(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=mail-serve
r)(PORT=1575))
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f. 「「「「File」」」」>「「「「Save Network Configuration」」」」を選択します。

これにより sqlnet.oraファイルには、NAMES.DIRECTORY_PATHパラメータの先頭
に onamesを含むエントリが入ります。

NAMES.DIRECTORY_PATH=(onames, tnsnames, hostname)

3. Oracle Names を使用するクライアントに追加機能を構成できます。表 9-4 では、Oracle 
Names に関するクライアントの sqlnet.oraファイル設定を示します。

表表表表 9-4 Oracle Names に関するに関するに関するに関する sqlnet.ora のクライアント設定のクライアント設定のクライアント設定のクライアント設定

Oracle Net Manager のののの
フィールドフィールドフィールドフィールド sqlnet.ora パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

「「「「Default Domain」」」」 NAMES.DEFAULT_DOMAIN クライアントから Oracle Names Server への要求が最も

多く発生するドメイン・ネームスペースを指定します。
デフォルト・ドメインが設定されると、Oracle Names
要求ですべての未修飾の名前に対してこの名前が自動的
に追加されます。Oracle Net では、デフォルト・ドメイ

ンがデフォルトで NULL に設定されています。

「「「「Maximum Wait Each 
Attempt」」」」

NAMES.INITIAL_RETRY_
TIMEOUT

Oracle Names Server からの応答を待機する時間を指定

します。この時間が経過すると、別の Oracle Names 
Server に要求を再送信します。デフォルトで、Oracle 
Net は 15 秒間待機します。

「「「「Attempts Per Names 
Server」」」」

NAMES.REQUEST_RETRIES Oracle Names Server のリスト全体を試行する回数を指

定します。この回数試行しても応答がないと操作は失敗
します。デフォルトで Oracle Net は、操作が失敗にな

る前に Oracle Names Server のリストを 1 回反復しま

す。

「「「「Maximum Open 
Connections」」」」

NAMES.MAX_OPEN_
CONNECTIONS

Oracle Names クライアントが一度にオープンできる接

続数を指定します。デフォルト設定で、Oracle Net で
は、クライアントを一度に 10 接続までオープンできま

す。このデフォルト値は、ほとんどの状況で十分な数で
す。

「「「「Initial Preallocated 
Requests」」」」

NAMES.MESSAGE_POOL_
START_SIZE

これによってクライアントのメッセージ・プール内に初
期メッセージ数を事前割当てできます。これらのメッ
セージは、Oracle Names Server に対して将来要求する

ときに使用できます。デフォルトの設定で、Oracle Net
はプールに 10 メッセージを割り当てます。このデフォ

ルト値は、ほとんどの状況で十分な数です。
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これらの機能を追加または構成するには、次の手順に従います。

a. ナビゲータ・ペインで、「「「「Local」」」」>「「「「Profile」」」」を展開します。

b. 右ペインのリストから、「「「「Naming」」」」を選択します。

c. 「「「「Oracle Names」」」」タブをクリックします。

d. 前の表に示されているオプションに必要なデータを入力します。

e. 「「「「File」」」」>「「「「Save Network Configuration」」」」を選択します。

作業作業作業作業 5:（オプション）クライアント・キャッシュの構成（オプション）クライアント・キャッシュの構成（オプション）クライアント・キャッシュの構成（オプション）クライアント・キャッシュの構成
クライアントにローカルなクライアント・キャッシュ・プロセスを作成すれば、クライアン
トは名前を検索するために Oracle Names Server に要求を送る必要がなくなります。クライ
アント・キャッシュによって、次のことが可能です。

� 最も頻繁に参照される名前やアドレス定義をクライアントの近くに配置して、クライア
ントへの応答時間を最適化する

� 既存の Oracle Names Server への要求による負荷を軽減する

クライアント・キャッシュの効果が最も発揮できるのは、ユーザーが特定の Oracle クライ
アント・アプリケーションを実行する大型のマルチユーザー・コンピュータです。シング
ル・ユーザーのコンピュータでデータベースの広い範囲のデータを処理するクライアント
も、キャッシュによる効果を得ることができます。

クライアント・キャッシュでは、ローカルの Oracle Names キャッシュ・プロセスをクライ
アント上で実行する必要があります。クライアント・キャッシュには正当なデータはありま
せんが、検出リスト・ファイル（.sdns.oraや sdns.ora）を使用して、ローカル・リー
ジョンで Oracle Names Server を検索します。クライアントからの要求は Oracle Names 
Server に転送され、この結果はキャッシュ・プロセスによってキャッシュに保存されます。
このため、そのオブジェクトに対する次の要求は、直接キャッシュ・プロセスから応答でき
ます。

ある点で、クライアント・キャッシュは、Oracle Names Server のクライアント版と言えま
す。クライアント・キャッシュは、次の点から Oracle Names Server と区別できます。

� いずれの管理リージョンに対しても、権限がない。

� コンピュータにとってローカルなプロトコル・アドレスを使用する。デフォルトのこの
アドレスは、(ADDRESS=(PROTOCOL=ipc)(KEY=onames))です。

� パラメータが、names.oraファイルではなく sqlnet.oraファイルで構成されている。

� 実行可能ファイルが異なり、名前が onrsdで、サイズや機能がより小規模である。
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クライアント・キャッシュの作成クライアント・キャッシュの作成クライアント・キャッシュの作成クライアント・キャッシュの作成
クライアント・キャッシュを作成して起動する手順は次のとおりです。

1. 9-33 ページの「作業 4: Oracle Names Server を使用するためのクライアントとデータ
ベース・サーバーの構成」の説明に従って、Oracle Names Server の検出が実行された
ことを確認します。検出中に収集された情報は、クライアントのキャッシュで使用され
ます。

2. （オプション）sqlnet.oraファイルで、追加パラメータを構成します。

クライアント・キャッシュには、sqlnet.oraファイルや検出リスト・ファイル
（.sdns.oraや sdns.ora）に通常含まれているもの以外何も必要ありません。しか
し、names.oraファイルのパラメータの多くを、クライアント・キャッシュのために
sqlnet.oraで設定できます。

3. クライアント上にクライアント・キャッシュを作成して起動します。

namesctl
NAMESCTL> START_CLIENT_CACHE

Windows NT の場合、クライアント・キャッシュはコントロール パネルから起動する
こともできます。

a. 「コントロール パネル」ウィンドウの「サービス」「サービス」「サービス」「サービス」アイコンを選択します。

b. 「OracleHOME_NAMEClientCache」サービスを選択します。

c. 「「「「Start」」」」をクリックします。

d. 「サービス」ウィンドウの「閉じる」「閉じる」「閉じる」「閉じる」をクリックします。

START_CLIENT_CACHEコマンドが、クライアント・キャッシュ・プロセスを開始しま
す。クライアント・キャッシュ・プロセスは、初めて起動すると、sqlnet.oraファイ
ル、または検出リスト・ファイル（.sdns.oraや sdns.ora）にある優先 Oracle 
Names Server の静的リストで、ローカルの Oracle Names Server のリストを検索しま
す。その後再起動されると、キャッシュのチェックポイント・ファイルを調べます。
いったんクライアント・キャッシュがローカル・リージョンのサーバーとコンタクトを
取ると、すべてのローカル・サーバーや様々な外部サーバー上のデータ、および検索を
要求された全データのキャッシュを開始します。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  names.oraファイルのパラメータの詳細は、『Oracle9i Net 
Services リファレンス・ガイド』を参照してください。
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クライアント・キャッシュの管理クライアント・キャッシュの管理クライアント・キャッシュの管理クライアント・キャッシュの管理
いったん構成が完了すると、クライアント・キャッシュの管理は、Oracle Names Server の
管理と本質的に同じです。つまり、Oracle Names 制御ユーティリティ・コマンドを使用し
て、クライアント・キャッシュの制御や管理が可能になります。

 

クライアント・キャッシュの起動と停止クライアント・キャッシュの起動と停止クライアント・キャッシュの起動と停止クライアント・キャッシュの起動と停止 クライアント・キャッシュの起動と停止は、
Oracle Names Server と本質的には同じです。ただし、クライアント・キャッシュは、通常
IPC プロトコル・アドレスによるローカルなアクセスが可能であり、この点が異なります。 

クライアント・キャッシュの起動では、STARTコマンドではなく、START_CLIENT_CACHE
コマンドが必要です。 

クライアントの停止では、クライアント・キャッシュのプロトコル・アドレスを、SET 
SERVERコマンド、または STOPコマンドで次のように指定する必要があります。

namesctl
NAMESCTL> SET SERVER (ADDRESS=(PROTOCOL=ipc)(KEY=onames))
NAMESCTL> STOP

namesctl
NAMESCTL> STOP (ADDRESS=(PROTOCOL=ipc)(KEY=onames))

Windows NT では、OracleHOME_NAMEClientCacheサービスを停止すると、すべての
Oracle Names Server のキャッシュも停止します。

クライアント・キャッシュが機能しているかどうかの確認クライアント・キャッシュが機能しているかどうかの確認クライアント・キャッシュが機能しているかどうかの確認クライアント・キャッシュが機能しているかどうかの確認 クライアント・キャッシュが機
能していることを確認するには、クライアントから次のように Oracle Names Server に問い
合せます。

namesctl
NAMESCTL> SET SERVER onames_server

クライアント・キャッシュ・プロセスが Oracle Names Server を検出しない場合、このプロ
セスが受け取ったすべての問合せは、次のエラー・メッセージを表示して失敗します。

「NNC-00419:認可サーバーに到達できません。」

STATUSコマンドは、クライアント・キャッシュが受け取った要求の数、転送された要求の
数、キャッシュに保存された項目の数を示します。 たとえば、次のように入力します。

namesctl
NAMESCTL> STATUS
     Version banner is "Oracle Names Client Cache for Solaris: Version 9.0...

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  管理コマンドの完全なリストについては、『Oracle9i Net 
Services リファレンス・ガイド』を参照してください。
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     Server name:                              ""
     Server has been running for:              2 minutes 39.92 seconds
     Request processing enabled:               yes
     Request forwarding enabled:               yes
     Requests received:                        53
     Requests forwarded:                       2
     Foreign data items cached:                4
  ...

作業作業作業作業 6: リスナーの構成リスナーの構成リスナーの構成リスナーの構成
オペレーティング・システムの主プロトコルを使用しない場合は、リスニング・プロトコ
ル・アドレスをリスナーに構成します。 

作業作業作業作業 7: Oracle Names Server へのデータの登録へのデータの登録へのデータの登録へのデータの登録
3-23 ページの表 3-7 に説明されているように、Oracle Names Server にはデータベースの場
所、Oracle Names Server の場所、ネット・サービス名、別名別名別名別名、グローバル・データベーグローバル・データベーグローバル・データベーグローバル・データベー
ス・リンクス・リンクス・リンクス・リンクを含む多くの種類の情報が格納されます。次に示す種類の情報を保存する場合、
Oracle Net Manager または Oracle Names 制御ユーティリティを使用して登録する必要があ
ります。

� ネット・サービス名

� グローバル・データベース・リンクとデータベース修飾子

� 別名

登録は、1 つの管理リージョンにつき 1 台の Oracle Names Server でのみ行われる必要があ
ります。データがリージョン・データベースに格納されている場合は、この Oracle Names 
Server 以外の Oracle Names Server によってこの情報が参照され、リージョン・データベー
スを使用しない場合は、他の Oracle Names に対してこの情報が伝えられます。 

これらの情報の登録後、16-20 ページの「Oracle Net Manager または Oracle Names 制御
ユーティリティを使用したネットワーク・オブジェクトのテスト」の説明に従って問い合せ
る必要があります。

ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名
オラクル社では、各サービスについてネット・サービス名を作成するようにお薦めしていま
す。ネット・サービス名を作成しない場合、データベース・サービスに接続を試みるユー
ザーはデータベース・サービス名を渡して接続を確立させる必要があります。エンド・ユー
ザーにこの情報を提供するかわりに、サービスに対してネット・サービス名を作成するよう
にしてください。 

ネット・サービス名を作成するには、Oracle Net Manager または Oracle Names 制御ユー
ティリティを使用します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : リスナー構成の詳細は、第 12 章「リスナーの構成および管
理」を参照してください。
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Oracle Net Manager による操作による操作による操作による操作 Oracle Names 制御ユーティリティによる操作制御ユーティリティによる操作制御ユーティリティによる操作制御ユーティリティによる操作

1. Oracle Net Manager を起動します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  5-3 ページ「Oracle Net Manager の起動」

2. ナビゲータ・ペインで、「「「「Oracle Names Servers」」」」を

展開します。

3. Oracle Names Server を選択します。 

4. 右ペインのリストから、「「「「Manage Data」」」」を選択しま

す。

5. 「「「「Net Service Names」」」」タブをクリックします。

6. 「「「「Add」」」」をクリックします。

7. 「「「「Service Name」」」」フィールドにネット・サービス名を

入力します。 

ネット・サービス名は、クライアントのドメインで
修飾できます。sqlnet.oraファイルのパラメータ

NAMES.DEFAULT_DOMAINが設定されていると、

ネット・サービス名は自動的にドメインによって修
飾されます。

8. リスナーがリスニングするように構成されているプ
ロトコルを選択します。

9. 提供されたフィールドで選択したプロトコルに対し
て適切なプロトコル情報を入力します。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  プロトコル・パラメータの設定について

は、『Oracle9i Net Services リファレンス・ガイド』

を参照してください。

注意注意注意注意 : 追加のアドレスは、「「「「Address」」」」タブの一番下

の「+」をクリックすることによって作成できます。 

10. 宛先サービスを入力します。宛先サービスが Oracle9i
または Oracle8i のデータベースの場合は、「「「「Service 
Name」」」」フィールドにサービス名を入力します。宛先

サービスが Oracle8i 以前の場合は、「「「「Oracle8 Release 
8.0 Compatible Identification」」」」を選択して「「「「SID」」」」

フィールドにその SID を入力します。

注意注意注意注意 : 宛先サービスに加えて CONNECT_DATA詳細オ

プションを構成する場合は、「「「「Advanced」」」」をクリッ

クします。

11. 「「「「Execute」」」」をクリックします。

12. 「「「「File」」」」>「「「「Save Network Configuration」」」」を選択し

ます。

オペレーティング・システムのコマンド・プロンプトか
ら、次のように入力します。

namesctl
NAMESCTL> REGISTER net_service_name -d 
(description=[(address_list=](address= 
...)(connect_data=(service_name|sid=...)))[)] 

たとえば、デフォルトの TCP/IP プロトコル・アドレス

を使用して salesというネット・サービス名を登録す

るには、次のように入力します。

NAMESCTL> REGISTER sales -d 
(DESCRIPTION=(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales-s
erver)(PORT=1521))(CONNECT_DATA=(SERVICE_
NAME=sales.us.acme.com)))

ネット・サービス名は、クライアントのドメインで修飾
できます。sqlnet.oraファイルのパラメータ

NAMES.DEFAULT_DOMAINが設定されていると、ネッ

ト・サービス名は自動的にドメインによって修飾されま
す。

注意注意注意注意 : 接続記述子にスペースを含めないでください。
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これまで構成方法としてローカル・ネーミングを使用していて、Oracle Names 構成に移行
する場合は、tnsnames.oraファイルで使用されているネット・サービス名情報を Oracle 
Names Server にアップロードすることができます。ローカル・ネーミング構成ファイルの
情報を Oracle Names Server にロードするには、Oracle Net Manager または Oracle Names
制御ユーティリティを使用します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 接続記述子の詳細は、9-2 ページの「接続記述子の理解」を参照して
ください。

� NAMES.DEFAULT_DOMAINパラメータの詳細は、11-3 ページの「クラ
イアントのデフォルト・ドメインの構成」を参照してください。

� アドレス情報に必要なプロトコル構文については、『Oracle9i Net 
Services リファレンス・ガイド』を参照してください。

Oracle Net Manager による操作による操作による操作による操作
Oracle Names 制御ユーティリティによる制御ユーティリティによる制御ユーティリティによる制御ユーティリティによる
操作操作操作操作

1. Oracle Net Manager を起動します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  5-3 ページ「Oracle Net Manager
の起動」

2. ナビゲータ・ペインで、「「「「Oracle Names 
Servers」」」」を展開します。

3. Oracle Names Server を選択します。 

4. 右ペインのリストから、「「「「Manage Data」」」」を

選択します。

5. 「「「「Net Service Names」」」」タブをクリックしま

す。

6. 「「「「Load」」」」をクリックします。

7. 「File」フィールドに、現行のマスター・

ローカル・ネーミング構成ファイルへのパ
スを入力します。

8. 「「「「Execute」」」」をクリックします。

9. 「「「「File」」」」>「「「「Save Network Configuration」」」」
を選択します。

オペレーティング・システムのコマンドライ
ンから、次のように入力します。

namesctl
NAMESCTL> LOAD_TNSNAMES tnsnames.ora
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グローバル・データベース・リンクとデータベース修飾子グローバル・データベース・リンクとデータベース修飾子グローバル・データベース・リンクとデータベース修飾子グローバル・データベース・リンクとデータベース修飾子
グローバル・データベース名グローバル・データベース名グローバル・データベース名グローバル・データベース名と同じであるグローバル・データベース・リンクは、Oracle 
Names Server に自動的に登録されます。ネットワーク内のクライアントは、グローバル・
データベース・リンクを使用してデータベース内のオブジェクトにアクセスできます。 たと
えば、グローバル・データベース名が sales.us.acme.comの場合は、
sales.us.acme.comのグローバル・データベース・リンクが作成されて Oracle Names 
Server に登録されます。クライアントは、次の例に示すように、sales.us.acme.comを
使用して、表に対して SELECT文を実行できます。

SQL> SELECT * FROM emp@sales.us.acme.com

ユーザー名とパスワードの資格証明を指定しない場合、デフォルトのグローバル・データ
ベース・リンクを使用するための追加構成は不要です。デフォルトのグローバル・データ
ベース・リンクにユーザー名とパスワードを定義し、グローバル・データベース・リンクを
新たに作成する手順は次のとおりです。

1. Oracle Net Manager を起動します。

2. ナビゲータ・ペインで、「「「「Oracle Names Servers」」」」を展開します。

3. Oracle Names Server を選択します。 

4. 右ペインのリストから、「「「「Manage Data」」」」を選択します。

5. 「「「「Links」」」」タブをクリックします。

6. 「「「「Add」」」」を選択します。

7. 「「「「DB Link Name」」」」フィールドにグローバル・データベース・リンクを入力します。

8. 「「「「User」」」」フィールドと「「「「Password」」」」フィールドに、このデータベースの有効なユーザー
名とパスワードからなる資格証明を入力します。

9. 「「「「Execute」」」」を選択します。

10. リンク修飾子を使用する場合は、9-43 ページの「リンク修飾子の追加」を参照してくだ
さい。

11. 「「「「File」」」」>「「「「Save Network Configuration」」」」を選択します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : データベース・リンクの使用方法の詳細は、『Oracle9i データ
ベース管理者ガイド』を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 5-3 ページ「Oracle Net Manager の起動」

注意注意注意注意 :  初期化パラメータ・ファイルで GLOBAL_NAMES初期化パラメー
タが TRUEに設定されている場合、グローバル・データベース名と同じ名
前を入力する必要があります。
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リンク修飾子の追加リンク修飾子の追加リンク修飾子の追加リンク修飾子の追加
データベースごとに 1 つのグローバル・データベース・リンクをお薦めしますが、追加でき
るリンク修飾子リンク修飾子リンク修飾子リンク修飾子の数に制限はありません。リンク修飾子はグローバル・データベース・リン
クに付加され、データベースのユーザー名とパスワードからなる資格証明の代替設定を提供
します。たとえば、fieldrepというリンク修飾子を sales.us.acme.comに付加できま
す。グローバル・データベース・リンクおよびリンク修飾子を使用してリモート・データ
ベースに接続するには、次のように入力します。

SQL> SELECT * FROM emp@sales.us.acme.com@fieldrep

リンク修飾子は、別のスキーマに接続する際に、複数のデータベース・リンクが使用されて
いる主に古い Oracle データベース環境で使用されます。複数のデータベース・リンクを使
用しなくても、1 個のデータベース・リンクに対して複数のリンク修飾子を作成できます。
複数のリンク修飾子を作成すれば、グローバル・データベース・リンクを初期化パラメー
タ・ファイルの GLOBAL_NAMES=true設定に適合させることができます。この設定は、グ
ローバル・データベース・リンク（@ 記号の間）がグローバル・データベース名と同じであ
ることを確認するものです。

グローバル・データベース・リンクに対してグローバル・リンク修飾子を作成するには、
Oracle Net Manager を使用します。Oracle Names 制御ユーティリティでは、リンク修飾子
を作成できません。

1. 9-42 ページの「グローバル・データベース・リンクとデータベース修飾子」にある手順
1 ～ 8 に従います。 

2. 「「「「DB Qualifiers」」」」をクリックします。

3. 「「「「Create Qualifier」」」」をクリックします。

「Database Qualifier」ダイアログ・ボックスが表示されます。

4. リンク修飾子の名前と、有効なユーザー名とパスワードからなる資格証明を入力し、
「「「「OK」」」」をクリックします。

リンク修飾子が「DB Qualifiers」リスト・ボックスに追加されます。
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5. 追加するリンク修飾子ごとに手順 3 ～ 4 を繰り返します。

6. 「「「「Execute」」」」をクリックします。

7. 「「「「File」」」」>「「「「Save Network Configuration」」」」を選択します。

グローバル・データベース・リンクとリンク修飾子が正しく機能しているかどうかを検証す
るには、ユーザーが許可されている表に対して次のような SELECT文を実行します。

SQL> SELECT * FROM  table@db_link;
SQL> SELECT * FROM  table@db_link@link_qualifier;

たとえば、次のように入力します。

SQL> SELECT * FROM EMP@sales.us.acme.com;
SQL> SELECT * FROM EMP@sales.us.acme.com@fieldrep;

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『 Oracle9i データベース管理者ガイド』
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別名別名別名別名
別名は、Oracle Names Server に格納されているほとんどのタイプのオブジェクトに対して
作成できます。別名は、オブジェクトの代替名です。別名には、参照するオブジェクトの名
前が格納されます。クライアントが別名の参照を要求すると、Oracle Names は、実際のエ
ントリを参照する場合と同様に参照を完了します。たとえば、db1という名前のオブジェク
トに対して、db1aliasという別名を作成できます。db1aliasを CONNECT 
scott/tiger@db1aliasとして使用してデータベース・サービスに接続すると、実際には
db1の接続記述子情報に解決されて使用されます。 

別名の主な使用方法は、次の 2 つです。

� クライアントがネットワーク・オブジェクトを別の名前で参照する手段として別名を使
用する方法。 

� 別のドメインにあるオブジェクト用に 1 つのドメインで別名を使用する方法。この方法
によって、データベース・サービスまたはネット・サービス名が Oracle Names に一度
定義されますが、他のドメインからも使用可能になります。

別名を作成するには、Oracle Net Manager を使用します。

1. Oracle Net Manager を起動します。

2. ナビゲータ・ペインで、「「「「Oracle Names Servers」」」」を展開します。

3. Oracle Names Server を選択します。 

4. 右ペインのリストから、「「「「Manage Data」」」」を選択します。

5. 「「「「Aliases」」」」タブをクリックします。

6. 「「「「Add」」」」を選択します。

7. 「「「「Alias」」」」フィールドに別名を、「「「「Canonical Name」」」」フィールドに実際のオブジェクト名
を入力します。

8. 「「「「Execute」」」」をクリックします。

9. 「「「「File」」」」>「「「「Save Network Configuration」」」」を選択します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 5-3 ページ「Oracle Net Manager の起動」
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作業作業作業作業 8: 委任管理リージョンへのドメインの委任委任管理リージョンへのドメインの委任委任管理リージョンへのドメインの委任委任管理リージョンへのドメインの委任
各 Oracle Names Server は、クライアント要求を次の場所に転送する役割を担います。

� オブジェクトの正当な管理リージョンまでのドメイン階層の少なくとも 1 レベル下位の
ドメイン

� 要求されたオブジェクトが Oracle Names 階層の別の分岐にある場合はルート管理リー
ジョン

委任管理リージョンが構成されている場合、上位レベルの管理リージョンはサブドメインを
委任管理リージョンに委任する必要があります。ドメインの委任を行わないと、上位レベル
の管理リージョンにある Oracle Names Server は、すべてのサブドメインに権限を持つこと
になります。

ドメインを委任するには、Oracle Net Manager または Oracle Names 制御ユーティリティを
使用します。

Oracle Net Manager による操作による操作による操作による操作 Oracle Names 制御ユーティリティによる操作制御ユーティリティによる操作制御ユーティリティによる操作制御ユーティリティによる操作

1. Oracle Net Manager を起動します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  5-3 ページ「Oracle Net Manager の起

動」

2. ナビゲータ・ペインで、「「「「Oracle Names Servers」」」」
を展開します。

3. 上位レベル・リージョンにある Oracle Names 
Server を選択します。 

4. 右ペインのリストから、「「「「Manage Data」」」」を選択し

ます。

5. 「「「「Topology」」」」タブをクリックします。

6. 「「「「Delegate Domain」」」」をクリックします。

7. 「「「「Domain Name」」」」フィールドにサブドメインの名前

を入力します。

8. ドメインにサービスを提供する Oracle Names 
Server を「「「「Names Server Name」」」」フィールドに、

そのプロトコル・アドレスを「「「「Names Server 
Address」」」」フィールドに入力します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  アドレス情報に必要なプロトコル構文に

ついては、『Oracle9i Net Services リファレンス・ガ

イド』を参照してください。

9. 「「「「Execute」」」」をクリックします。

10. 「「「「File」」」」>「「「「Save Network Configuration」」」」を選択し

ます。

別名を作成し、Oracle Names Server に登録します。

namesctl
NAMESCTL> DELEGATE_DOMAIN domain onames_server 
(ADDRESS=...)

注意注意注意注意 : プロトコル・アドレスにスペースを含めないでくだ

さい。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  アドレス情報に必要なプロトコル構文について

は、『Oracle9i Net Services リファレンス・ガイド』を参照

してください。

たとえば、namesrv3.us.acme.comからサービスの提

供を受けるドメイン us.acme.comを委任するには、次の

ように入力します。

NAMESCTL> DELEGATE_DOMAIN us.acme.com 
namesrv3.us.acme.com 
(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=namesrv3-server)(PORT
=1575))
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作業作業作業作業 9: リモートリモートリモートリモート Oracle Names Server に要求を転送するドメイン・ヒントのに要求を転送するドメイン・ヒントのに要求を転送するドメイン・ヒントのに要求を転送するドメイン・ヒントの
指定指定指定指定

ドメイン・ヒントドメイン・ヒントドメイン・ヒントドメイン・ヒントには、ドメインの名前と、そのドメインにある Oracle Names Server の少
なくとも 1 つのアドレスが含まれます。 ドメイン・ヒントによって、Oracle Names Server
はクライアント要求を特定のアドレスに送信できるため、ネットワークの通信量を軽減でき
ます。 

委任管理リージョンのすべての Oracle Names Server は、ルート管理リージョンの Oracle 
Names Server へのドメイン・ヒントで構成する必要があります。これによって、ルートを
介してすべての名前検索を転送して検索できるため、Oracle Names Server はそれぞれが所
有するサブツリー以外にも要求を転送できるようになります。ルート管理リージョンへのド
メイン・ヒントが指定されていない場合、ローカルの Oracle Names Server は他のリージョ
ンに要求を転送できません。

要求を他の管理リージョンに直接転送する場合、追加のドメイン・ヒントを構成します。追
加のヒントを構成しないと、リモート・リージョンへの最初の要求は、その領域のルート
Oracle Names Server を介してルーティングされます。転送チェーンにあるすべての Oracle 
Names Server は、転送チェーンの全リージョンに関するドメイン・データをキャッシュに
保存します。次回からの要求は、適切なリージョンに直接送信されます。 

ドメイン・ヒントを構成するには、NAMES.DOMAIN_HINTSパラメータで names.oraファ
イルを構成します。このパラメータの構文は次のとおりです。

NAMES.DOMAIN_HINTS=
 (HINT_DESC=
   (HINT_LIST=
    (HINT=(NAME=onames_server)(ADDRESS=...)))
   (DOMAIN_LIST=
    (DOMAIN=domain)))

HINT_LISTは、DOMAIN_LISTで一覧されるドメインへの最初の問合せセットを転送する
ために、Oracle Names Server のリストを指定します。ヒントには、リモート管理リージョ
ンの Oracle Names Server の名前とアドレスが含まれます。Oracle Names Server は、メモ
リーにこれらの問合せの結果をキャッシュします。問合せが失敗すると、HINT_LISTで一
覧される Oracle Names Server はキャッシュに保存されません。ローカルの Oracle Names 
Server はルート管理リージョンに関する情報を使用せずに実行を継続します。ローカルの
Oracle Names Server がルートや他の Oracle Names Server への問合せを必ず解決できるよ
うに、HINT_LISTには十分な数の Oracle Names Server が含まれている必要があります。

注意注意注意注意 : ルート・ドメインは、ドット（.）または NULL 値で指定します。
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例例例例 : ルート管理リージョンのドメイン・ヒントルート管理リージョンのドメイン・ヒントルート管理リージョンのドメイン・ヒントルート管理リージョンのドメイン・ヒント
次の例では、NAMES.DOMAIN_HINTSに、リモート管理リージョンのルート・ドメインにあ
る Oracle Names Server rootsvr.comに関するドメイン・ヒントが含まれています。
DOMAINパラメータに値が設定されていませんが、これはルート・ドメインに関するヒント
であることを意味します。

NAMES.DOMAIN_HINTS=
 (HINT_DESC=
   (HINT_LIST=
    (HINT=
      (NAME=rootsvr.com)
      (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=root-server)(PORT=1575))))
   (DOMAIN_LIST=
    (DOMAIN=)))

ローカルの Oracle Names Server が起動すると次を実行します。

1. NAMES.DOMAIN_HINTSパラメータを読み取ります。DOMAIN_LISTで一覧される各ド
メインは、HINT_LISTで一覧される Oracle Names Server を呼び出し、ドメインのす
べての Oracle Names Server に問合せを実行します。

2. 応答の TTL（time-to-live）に基づいて、ローカルの Oracle Names Server は、リモート
Oracle Names Server のデータが失効する前に自動的に発行される問合せを設定します。

例例例例 : 複数の複数の複数の複数の Oracle Names Server のドメイン・ヒントのドメイン・ヒントのドメイン・ヒントのドメイン・ヒント
次の例では、2 つのドメイン、つまりルート・ドメインと us.acme.comドメインへ問合せ
を実行するための、Oracle Names Server rootsvr.comと namesvr.us.acme.comに関す
るヒントを示します。

NAMES.DOMAIN_HINTS=
 (HINT_DESC=
   (HINT_LIST=
    (HINT=
     (NAME=rootsvr.com)
     (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=root-server)(PORT=1575)))
    (HINT=
     (NAME=namesrv.us.acme.com)
     (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=hr-server)(PORT=1575))))
   (DOMAIN_LIST=
    (DOMAIN=)
    (DOMAIN=us.acme.com)))

この問合せでは、ローカルの Oracle Names Server は次の処理を実行します。

1. HINTで示されたアドレスを使用して、ルート管理リージョンへの問合せを送信します。 

2. HINT記述子から同じアドレスを使用して、us.acme.comドメインへの問合せを送信
します。 
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作業作業作業作業 10: データベースへの接続データベースへの接続データベースへの接続データベースへの接続
クライアントは、次の構文を使用してデータベースへ接続できます。

CONNECT username/password@net_service_name
CONNECT username/password@database_service

Oracle Names Server の削除の削除の削除の削除
Oracle Names Server を削除する手順は次のとおりです。

1. Oracle Names 制御ユーティリティの UNREGISTER_NSコマンドで Oracle Names Server
とその権限を持つドメインを未定義にします。コマンドラインから、次のように入力し
ます。

namesctl
NAMESCTL> UNREGISTER_NS {onames_server}{domain}

たとえば、ドメイン us.acme.comの名前が namesrv1である Oracle Names Server の
登録を解除するには、次のように入力します。

NAMESCTL> UNREGISTER_NS  namesrv1.us.acme.com us.acme.com

2. Oracle Names Server が実行中の場合は、停止します。Oracle Net Manager または
Oracle Names 制御ユーティリティのいずれかを使用します。 

Oracle Net Manager による操作による操作による操作による操作
Oracle Names 制御ユーティリティによる制御ユーティリティによる制御ユーティリティによる制御ユーティリティによる
操作操作操作操作

1. Oracle Net Manager を起動します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  5-3 ページ「Oracle Net 
Manager の起動」

2. ナビゲータ・ペインで、「「「「Oracle Names 
Servers」」」」を展開します。

3. Oracle Names Server を選択します。

4. 右ペインのリストから、「「「「Manage Server」」」」
を選択します。

5. 「「「「Control」」」」タブをクリックします。

6. 「「「「Stop」」」」をクリックします。次に「「「「Apply」」」」
をクリックして Oracle Names Server を停

止します。 

コマンドラインから、次のように入力しま
す。

namesctl
NAMESCTL> STOP
ネーミング・メソッドの構成 9-49



Oracle Names メソッドの構成
3. names.oraファイルを、UNIX では $ORACLE_HOME/network/adminディレクトリ
から、また Windows NT では %ORACLE_HOME%¥network¥adminディレクトリから削
除します。

4. ckp*.oraファイルを削除します。デフォルトでチェックポイント・ファイルが格納さ
れる場所は、UNIX では $ORACLE_HOME/network/namesディレクトリ、Windows 
NT では %ORACLE_HOME%¥network¥namesディレクトリです。

5. クライアントとデータベース・サーバーを、コンタクトする Oracle Names Server の正
しいリストと優先ネーミング・メソッドで再構成します。

6. Oracle Net Manager を再起動します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� Oracle Names Server の検出方法と優先ネーミング・メソッドの選択
方法については、9-33 ページの「作業 4: Oracle Names Server を使用
するためのクライアントとデータベース・サーバーの構成」を参照し
てください。

� sqlnet.oraファイルの NAMES.REFERRED_SERVERSパラメータで
作業する方法については、11-10 ページの「優先 Oracle Names Server
の構成」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 5-3 ページ「Oracle Net Manager の起動」
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ホスト・ネーミング・メソッドの構成ホスト・ネーミング・メソッドの構成ホスト・ネーミング・メソッドの構成ホスト・ネーミング・メソッドの構成
簡単な接続方法が求められる環境では、ホスト・ネーミングを使用することにより
tnsnames.oraファイルでサービス名を検索する必要がなくなります。ただし、ホスト・
ネーミングは、追加の接続情報が必要な接続プーリング接続プーリング接続プーリング接続プーリング、外部プロシージャ外部プロシージャ外部プロシージャ外部プロシージャ・コール、異機異機異機異機
種間サービス種間サービス種間サービス種間サービスなどの高度な機能が要求される大規模で複雑な環境には不向きです。このよう
な場合は、別のネーミング・メソッドの使用をお薦めします。

ホスト・ネーミング・メソッドは、TCP/IP ネットワーク環境でのみ利用可能です。 ホスト・
ネーミングでは、クライアントはサービス名の別名を接続文字列で使用して、データベース
に接続します。 

クライアントは次の条件を満たす場合、ホスト・ネーミングを使用してサーバーに接続でき
ます。 

� Oracle Net Services のソフトウェアが、クライアントとデータベース・サービスの両方
にインストールされている場合

� Oracle TCP/IP プロトコルが、クライアントとデータベース・サービスの両方をサポー
トしている場合

� ドメイン・ネーム・システムドメイン・ネーム・システムドメイン・ネーム・システムドメイン・ネーム・システムまたは集中管理された TCP/IP ホスト・ファイルなどの IP
アドレス解決メカニズムによって、名前が解決される場合

� Oracle Connection Manager やセキュリティのような高度な機能が不要な場合

ホスト・ネーミング・メソッドを構成するには、次の作業を実行します。

作業 1: データベース・サービス情報を使用したリスナーの構成

作業 2: 第 1 番目のネーミング・メソッドとしての HOSTNAME の構成

作業 3: ホスト名解決の環境の設定

作業 4: データベースへの接続
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作業作業作業作業 1: データベース・サービス情報を使用したリスナーの構成データベース・サービス情報を使用したリスナーの構成データベース・サービス情報を使用したリスナーの構成データベース・サービス情報を使用したリスナーの構成
リスナーを使用してデータベース・サービス情報を登録する必要があります。 登録がどのよ
うに行われるかは、データベースのリリースによって異なります。

� Oracle9i または Oracle8i

� Oracle8 リリース 8.0 またはそれより前のリリース

Oracle9i またはまたはまたはまたは Oracle8i
データベースがリスナーを検出できる場合は、サービス名を含むデータベース・サービスに
関する情報は、サービス登録サービス登録サービス登録サービス登録中に動的にリスナーに登録されます。リスナーは、次の場合に
検出されます。

� デフォルトの名前が LISTENERのリスナーが、ポート 1521 の TCP/IP 上で実行されてい
る場合

� LOCAL_LISTENERパラメータが初期化ファイルに設定されている場合

データベースがリスナーを検出できない場合、次の「Oracle8 リリース 8.0 またはそれより
前のリリース」で説明するように、GLOBAL_DBNAMEパラメータを使用して
listener.oraファイルを構成する必要があります。

Oracle8 リリースリリースリリースリリース 8.0 またはそれより前のリリースまたはそれより前のリリースまたはそれより前のリリースまたはそれより前のリリース
Oracle8 リリース 8.0 データベースまたは Oracle7 データベースの場合、データベース情報は
listener.oraファイルを介してリスナーに登録されます。 これらのデータベースでは、次
に示すように SID_LIST_listener_nameセクションを静的に構成し、そこに GLOBAL_
DBNAMEパラメータを含めます。

SID_LIST_listener=
(SID_LIST=
 (SID_DESC=
  (GLOBAL_DBNAME=sales.us.acme.com)
  (SID_NAMe=db1)
  (ORACLE_HOME=/u01/app/oracle/8.0.5))

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 12-8 ページ「静的サービス情報の構成」
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作業作業作業作業 2: 第第第第 1 番目のネーミング・メソッドとしての番目のネーミング・メソッドとしての番目のネーミング・メソッドとしての番目のネーミング・メソッドとしての HOSTNAME の構成の構成の構成の構成
sqlnet.oraファイルの NAMES.DIRECTORY_PATHパラメータで第 1 番目のネーミング・
メソッドとして指定するホスト・ネーミングを構成します。このパラメータは、Oracle Net
が接続識別子を接続記述子に解決する際に使用できるネーミング・メソッドの順序を指定し
ます。

ホスト・ネーミングを第 1 番目のネーミング・メソッドに指定するには、次の手順に従いま
す。

1. Oracle Net Manager を起動します。

2. ナビゲータ・ペインで、「「「「Local」」」」>「「「「Profile」」」」を展開します。

3. 右ペインのリストから、「「「「Naming」」」」を選択します。

4. 「「「「Methods」」」」タブをクリックします。

5. 「「「「Available Methods」」」」リストから「「「「HOSTNAME」」」」を選択し、右矢印ボタンをクリック
します。

6. 「「「「Selected Methods」」」」リストから「「「「HOSTNAME」」」」を選択し、「「「「Promote」」」」ボタンを使用
して選択済み項目をリストの最上位に移動します。

7. 「「「「File」」」」>「「「「Save Network Configuration」」」」を選択します。

sqlnet.oraファイルは、NAMES.DIRECTORY_PATHパラメータで更新され、次のよ
うに hostnameが最初に表示されます。

NAMES.DIRECTORY_PATH=(hostname, tnsnames)

作業作業作業作業 3: ホスト名解決の環境の設定ホスト名解決の環境の設定ホスト名解決の環境の設定ホスト名解決の環境の設定
サービス名は、DNS、NIS または集中管理される TCP/IP ホスト・ファイルである
/etc/hostsのような IP アドレス解決メカニズムを通して解決する必要があります。 

たとえば、あるデータベースの sales.us.acme.comというサービス名が、
sales-serverという名前のコンピュータ上に存在する場合、/etc/hostsファイルのエ
ントリは次のようになります。

#IP address of server     host name       alias
144.25.219.146            sales-server    sales.us.acme.com

サービス名のドメイン部分は、ネットワーク・ドメインと一致する必要があることに注意し
てください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 5-3 ページ「Oracle Net Manager の起動」
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作業作業作業作業 4: データベースへの接続データベースへの接続データベースへの接続データベースへの接続
クライアントは、別名を使用してデータベースへ接続できます。「作業 3: ホスト名解決の環境の設
定」の例を使用して、クライアントでは、次のように接続文字列で sales.us.acme.comを使用
できます。

CONNECT username/password@sales.us.acme.com

クライアントとサーバーが同じ us.acme.comドメインに所属していれば、クライアントは接続
文字列に salesを入力するだけでかまいません。

外部ネーミング・メソッドの構成外部ネーミング・メソッドの構成外部ネーミング・メソッドの構成外部ネーミング・メソッドの構成
外部ネーミングとは、Oracle 以外のネーミング・サービスに格納されるネット・サービス名を
ネットワーク・アドレスに解決する方法です。外部ネーミング・サービスには次のものが含まれ
ます。 

� Network Information Service（NIS）

� 分散コンピューティング環境（DCE）セル・ディレクトリ・サービス（CDS）

Network Information Service（（（（NIS））））
システム・インフラストラクチャの一部としてすでに NIS を使用している組織や企業のために、
NIS 外部ネーミングを使用して NIS 内に Oracle ネット・サービス名とアドレスを格納するオプ
ションが用意されています。 

ユーザーが次のようなコマンドを指定した場合を考えます。

sqlplus scott/tiger@payroll

（payrollは Oracle サービス名）クライアント・プログラム（またはクライアント・プログラム
としての役割を果たすデータベース・サーバー）を実行するノード上の NIS 外部ネーミングは、
ネットワーク内にある NIS サーバーに接続し、ネット・サービス名を NIS サーバーに渡します。
NIS サーバーはネット・サービス名を Oracle Net アドレスに変換し、このアドレスをクライアン
ト・プログラム（またはクライアント・プログラムとしての役割を果たすサーバー）に返します。
次に、クライアント・プログラムはこのアドレスを使用して Oracle データベースに接続します。 

NIS サーバーとして動作するコンピュータは、名前要求を処理する ypservと呼ばれるプログラ
ムを実行します。 ypservプログラムでは、マップマップマップマップと呼ばれる特殊なファイルに異なるタイプの
データが格納されます。たとえば、パスワードは passwd.bynameと呼ばれるマップに格納され
ます。Oracle データベース・サービス名は、tnsnamesと呼ばれるマップに格納されます。
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ユーザーが接続文字列を発行すると、NIS 外部ネーミングは RPC コールを使用して ypserv
プログラムに接続し、Oracle ネット・サービス名の payrollとマップの名前である
tnsnamesを渡します。 ypservプログラムは、名前 payrollとそれに対応する値（ネッ
ト・サービス名のアドレス）を tnsnamesマップ内で検索します。このアドレスはクライア
ントに返され、クライアント・プログラム（またはクライアント・プログラムとしての役割
を果たすサーバー）は、このアドレスを使用してデータベース・サーバーに接続します。 

作業作業作業作業 1: NIS サーバーを構成してのサーバーを構成してのサーバーを構成してのサーバーを構成しての NIS 外部ネーミングのサポート外部ネーミングのサポート外部ネーミングのサポート外部ネーミングのサポート
NIS 外部ネーミングをサポートするようにサーバーを構成する前に、Oracle データベース・
ネット・サービス名を変換する必要がある NIS サーバー上で NIS が構築され、動作してい
ることを確認してください。具体的には、NIS のマニュアルを参照してください。 

NIS マップの既存セットへのマップの既存セットへのマップの既存セットへのマップの既存セットへの tnsnames マップの追加マップの追加マップの追加マップの追加  NIS マップの既存セットに tnsnames
マップを追加する手順は、次のとおりです。 

1. 9-4 ページの「ローカル・ネーミング・メソッドの構成」の説明に従って、
tnsnames.oraファイルを作成します。 

2. tns2nisプログラムを使用して、tnsnames.oraファイルの内容を tnsnamesに変換
します。

たとえば、引数を 1 つ付けてコマンドラインで tns2nisを実行します。 

tns2nis tnsnames.ora

tns2nisプログラムは、カレント・ディレクトリから tnsnames.oraファイルを読み
込みます。（tnsnames.oraファイルがカレント・ディレクトリにない場合は、フルパ
ス名を使用してその位置を指定します。例 : /etc/tnsnames.oraまたは $ORACLE_
HOME/network/admin/tnsnames.ora。） 

これにより tnsnames マップが、現行の作業ディレクトリに書き込まれます。 

3. tnsnamesが NIS サーバーにない場合は、tnsnames を NIS サーバーにコピーします。 

注意注意注意注意 : tnsnames.oraファイルのコピーは、なるべく $ORACLE_
HOME/network/adminディレクトリに保管してください。このファイル
をあとでもう一度使用して、ネット・サービス名を NIS マップにロードす
る必要があります。

注意注意注意注意 : tns2nisプログラムは、Oracle Universal Installer のテープまた
はディスク上の NIS 外部ネーミングによって提供されます。
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4. NIS プログラムの makedbmを使用して tnsnamesマップをインストールします。 

makedbmプログラムは、tnsnamesマップを NIS サーバー が読取り可能な 2 つのファ
イルにマップします。これらのファイルの位置は、オペレーティング・システムによっ
て異なります。 

たとえば、Solaris Operating System 上で tnsnamesマップを生成してインストールす
るには、rootユーザーとしてコマンドラインから次のように入力します。

# makedbm tnsnames /var/yp/'domainname'/tnsnames 

tnsnames マップが適切にインストールされたことの確認マップが適切にインストールされたことの確認マップが適切にインストールされたことの確認マップが適切にインストールされたことの確認  次の形式でコマンドを入力するこ
とにより、NIS サーバーをテストしてマップが適切にインストールされていることを確認で
きます。 

ypmatch net_service_name tnsnames 

たとえば、次のように入力できます。 

ypmatch payroll.com tnsnames 

例として、次のようにアドレスの長さ（文字数）のついたアドレスが戻されます。 

99 (description=(address=(protocol=tcp)
 (host=garlic)(port=1999)))
 (connect_data=(service_name=dirprod)))

作業作業作業作業 2: クライアントの構成クライアントの構成クライアントの構成クライアントの構成
クライアントを構成するには、sqlnet.oraファイルの NAMES.DIRECTORY_PATHパラ
メータに指定する第 1 番目のネーミング・メソッドとして NIS を構成します。このパラメー
タは、Oracle Net が接続識別子を接続記述子に解決する際に使用できるネーミング・メソッ
ドの順序を指定します。

1. Oracle Net Manager を起動します。

2. ナビゲータ・ペインで、「「「「Local」」」」>「「「「Profile」」」」を展開します。

3. 右ペインのリストから、「「「「Naming」」」」を選択します。

注意注意注意注意 : この手順は、NIS の管理担当者が行ってください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 詳細は、Oracle のオペレーティング・システム固有のマニュ
アルを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 5-3 ページ「Oracle Net Manager の起動」
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4. 「「「「Methods」」」」タブをクリックします。

5. 「「「「Available Methods」」」」リストから「「「「NIS」」」」を選択し、右矢印ボタンをクリックします。

6. 「「「「Selected Methods」」」」リストで「「「「NIS」」」」を選択し、「「「「Promote」」」」ボタンを使用して選択済
み項目をリストの最上位に移動します。

7. 「「「「File」」」」>「「「「Save Network Configuration」」」」を選択します。

sqlnet.oraファイルは、NAMES.DIRECTORY_PATHパラメータで更新され、次のよ
うに nisが最初に表示されます。

NAMES.DIRECTORY_PATH=(nis, hostname, tnsnames)

分散コンピューティング環境（分散コンピューティング環境（分散コンピューティング環境（分散コンピューティング環境（DCE）セル・ディレクトリ・サービス）セル・ディレクトリ・サービス）セル・ディレクトリ・サービス）セル・ディレクトリ・サービス
（（（（CDS））））

関連項目関連項目関連項目関連項目 : セル・ディレクトリ・サービスセル・ディレクトリ・サービスセル・ディレクトリ・サービスセル・ディレクトリ・サービス（CDS）の構成方法の詳細は、
『Oracle Advanced Security 管理者ガイド』を参照してください。
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ディレクトリ・サーバーへのネーミング・データのエクス
10

ディレクトリ・サーバーへのネーミング・ディレクトリ・サーバーへのネーミング・ディレクトリ・サーバーへのネーミング・ディレクトリ・サーバーへのネーミング・

データのエクスポートデータのエクスポートデータのエクスポートデータのエクスポート

この章では、tnsnames.oraファイルまたは Oracle Names Server に格納されたデータを
LDAP 準拠ディレクトリ・サーバーにエクスポートする方法を説明します。 

この章の内容は、次のとおりです。

� tnsnames.ora ファイルからのネット・サービス名のエクスポート

� Oracle Names Server からのネットワーク・オブジェクトのエクスポート

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle Net Services のディレクトリ・サーバー・サポートの
概要は 3-4 ページの「ディレクトリ・サーバーのサポート」を参照してく
ださい。
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tnsnames.ora ファイルからのネット・サービス名のエクスポート
tnsnames.ora ファイルからのネット・サービス名のエクスポートファイルからのネット・サービス名のエクスポートファイルからのネット・サービス名のエクスポートファイルからのネット・サービス名のエクスポート
tnsnames.oraファイルがすでに存在する場合、そのネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名は、ディレクト
リ・サーバーへエクスポートできます。エクスポートは、一度に 1 つのドメインで実行され
ます。

tnsnames.oraファイルからデータをエクスポートする作業を次に示します。

作業 1: ディレクトリ・サーバーでの構造の作成

作業 2: Oracle コンテキストの作成

作業 3: ディレクトリ・サーバーの使用の構成

作業 4: ディレクトリ・サーバーへのオブジェクトのエクスポート

作業作業作業作業 1: ディレクトリ・サーバーでの構造の作成ディレクトリ・サーバーでの構造の作成ディレクトリ・サーバーでの構造の作成ディレクトリ・サーバーでの構造の作成
ディレクトリ・サーバーで、ネット・サービス名をインポートする構造のディレクトリ情報ディレクトリ情報ディレクトリ情報ディレクトリ情報
ツリーツリーツリーツリー（DIT）を作成します。Oracle コンテキストコンテキストコンテキストコンテキストの先頭までの構造を作成します。 

たとえば、tnsnames.oraファイルがドメイン構造 acme.comをサポートしていて、この
ドメインをディレクトリにレプリケートする場合は、図 10-1 に示されるように、このディレ
クトリに dc=comおよび dc=acmeのドメイン・コンポーネント・エントリを作成します。

図図図図 10-1 ディレクトリ・サーバー内のディレクトリ・サーバー内のディレクトリ・サーバー内のディレクトリ・サーバー内の acme.com

tnsnames.oraで現在使用しているドメイン構造をレプリケートできます。または、まっ
たく別の構造を作成することもできます。まったく別の構造を導入すると、クライアントが
接続文字列にネット・サービス名を入力する方法が変更されます。このため、オラクル社
は、構造を変更する前に相対名および絶対名を発行することをお薦めします。

注意注意注意注意 : これらの作業を行う前には、ディレクトリ・サーバーがインス
トールされ実行されている必要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� ディレクトリ・エントリの構成方法については、ディレクトリ・サー
バーのベンダーのマニュアルを参照してください。

� 3-13 ページ「ディレクトリ・ネーミングを使用したクライアントの接
続」

dc=acme

dc=com
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作業作業作業作業 2: Oracle コンテキストの作成コンテキストの作成コンテキストの作成コンテキストの作成
作業 1 で作成した各 DIT の位置の下に、Oracle コンテキストを作成します。Oracle コンテ
キストには、cn=OracleContextという相対識別名相対識別名相対識別名相対識別名（RDN）が付けられます。Oracle コン
テキストには、その他の Oracle コンポーネントのエントリとともに、ネットワーク・オブ
ジェクト・エントリが格納されます。図 10-2 の cn=OracleContextは、dc=acme、
dc=comの下に作成されます。

Oracle コンテキストを作成するには、Oracle Net Configuration Assistant を使用して、図
10-2 と同様の DIT 構造を作成する必要があります。

図図図図 10-2 Oracle コンテキストコンテキストコンテキストコンテキスト

作業作業作業作業 3: ディレクトリ・サーバーの使用の構成ディレクトリ・サーバーの使用の構成ディレクトリ・サーバーの使用の構成ディレクトリ・サーバーの使用の構成
Oracle コンテキストを作成する際に作業の一部として構成が終了していない場合、Oracle
ホームをディレクトリ・サーバーで使用できるように構成します。Oracle ホームは、エクス
ポートを実行できる構成にします。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� Oracle コンテキストの詳細については、第 3 章「構成管理の概念」を
参照してください。

� Oracle コンテキストの作成については、8-5 ページの「インストール
後のディレクトリ使用の構成」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ディレクトリ・サーバーの使用の構成に関する詳細は、第 8
章「ディレクトリ・サーバーの使用の設定」を参照してください。

dc=acme

cn=OracleContext

dc=com
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tnsnames.ora ファイルからのネット・サービス名のエクスポート
作業作業作業作業 4: ディレクトリ・サーバーへのオブジェクトのエクスポートディレクトリ・サーバーへのオブジェクトのエクスポートディレクトリ・サーバーへのオブジェクトのエクスポートディレクトリ・サーバーへのオブジェクトのエクスポート
tnsnames.oraファイルに含まれるネット・サービス名をディレクトリにエクスポートす
るには、次のようにします。

1. Oracle Net Manager を起動します。

2. エクスポートする tnsnames.oraファイルが、Oracle Net Manager にロードしたファ
イルと異なる場合は、「「「「File」」」」>「「「「Open Network Configuration」」」」を使用して、ディレ
クトリにエクスポートする tnsnames.oraファイルを選択します。

3. メニュー・バーから「「「「Command」」」」>「「「「Directory」」」」>「「「「Export Net Service Names」」」」を選
択します。

「Directory Server Migration Wizard」が起動します。

4. 「「「「Next」」」」をクリックします。 

tnsnames.oraファイルで、複数ドメインを持つネット・サービス名が検出された場
合は、「Select Domain」ページが表示されます。ステップ 5 に進みます。

ネット・サービス名がドメインで修飾されていない場合、「Select Net Service Names」
ページが表示されます。ステップ 6 にスキップします。

5. エクスポート用のネット・サービス名のネットワーク・ドメインを選択して、「「「「Next」」」」
をクリックします。

「Select Net Service Names」ページが表示されます。

6. エクスポートするリストからネット・サービス名を選択して、「「「「Next」」」」をクリックしま
す。

「Select Destination Context」ページが表示されます。

7. 「Select Destination Context」ページで、次を実行します。

a. 「「「「Directory Naming Context」」」」リストから、Oracle コンテキストを含むディレクト
リ・エントリを選択します。ディレクトリ・ネーミング・コンテキストは、1 つま
たは複数の Oracle コンテキストを含むディレクトリ・サブツリーの一部です。

b. 「「「「Oracle Context」」」」リストから、選択したネット・サービス名のエクスポート先であ
る Oracle コンテキストを選択します。

c. 「「「「Next」」」」をクリックします。

「Directory Server Update」ページがエクスポート操作のステータスで表示されます。

8. 「「「「Finish」」」」をクリックして、「Directory Server Migration Wizard」を終了します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 5-3 ページ「Oracle Net Manager の起動」
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Oracle Names Server からのネットワーク・オブジェクトのエクからのネットワーク・オブジェクトのエクからのネットワーク・オブジェクトのエクからのネットワーク・オブジェクトのエク
スポートスポートスポートスポート

Oracle Names Server に格納されているデータベース・オブジェクトと別名別名別名別名オブジェクトは、
ディレクトリ・サーバーに直接エクスポートしたり、LDAP Data Interchange Format
（（（（LDIF））））ファイルに間接的にエクスポートしてから、ディレクトリ・サーバーのロードに使
用できます。データベース・オブジェクトのエクスポートでは、アドレス・レコード

（A.SMD）のみがエクスポートされます。このアドレス・レコードには、データベース・オ
ブジェクトに関する接続記述子情報が含まれています。データベース・オブジェクトは、
ネット・サービス名としてエクスポートされます。別名は、ネット・サービス別名ネット・サービス別名ネット・サービス別名ネット・サービス別名としてエ
クスポートされます。 

データは指定されたドメインからエクスポートされます。

この項で説明する項目は、次のとおりです。

� クライアントのリリースによる制限事項

� データベース・サーバーのリリースによる制限

� ディレクトリ・サーバーへのデータのエクスポート

� Oracle Names LDAP プロキシ・サーバーの構成

� 異なる DIT 構造の考慮事項

� ネット・サービス別名に関する考慮事項

注意注意注意注意 :

� Microsoft Active Directory を使用するネット・サービス別名はサポー
トされていません。

� データベース・オブジェクトはネット・サービス名としてエクスポー
トされるため、グローバル・データベース・リンクグローバル・データベース・リンクグローバル・データベース・リンクグローバル・データベース・リンクまたはリンク修飾リンク修飾リンク修飾リンク修飾
子子子子に対するユーザー名とパスワードの資格証明は、アドレス情報とと
もにはエクスポートされません。Oracle Names でグローバル・デー
タベース・リンクを使用した場合と同じ方法で、ディレクトリからの
ネット・サービス名を使用してデータベース内のオブジェクトにアク
セスできます。ただし、このネット・サービス名は接続されたユー
ザーのデータべース・リンクとして動作します。
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Oracle Names Server からのネットワーク・オブジェクトのエクスポート
クライアントのリリースによる制限事項クライアントのリリースによる制限事項クライアントのリリースによる制限事項クライアントのリリースによる制限事項

リリースリリースリリースリリース 8.1.6 以上のクライアント以上のクライアント以上のクライアント以上のクライアント
ディレクトリ・サーバーの使用を構成した新しいクライアントのインストールでは、次の作
業を完了すると、ディレクトリ・ネーミング・エントリを使用できます。

1. データをディレクトリ・サーバーにエクスポートします。

2. ネーミング・メソッドとしてディレクトリ・ネーミングを選択します。 

ただし、ネット・サービス別名エントリを使用できるのは、9.2 にアップグレードしたクラ
イアントのみです。

新しいクライアントを構成するためのデータのエクスポートは、10-7 ページの「ディレクト
リ・サーバーへのデータのエクスポート」の手順に従ってください。

リリースリリースリリースリリース 8.1.6 以下のクライアント以下のクライアント以下のクライアント以下のクライアント
ディレクトリ・サーバーを使用しない 8.1.6 以上のクライアント、またはディレクトリ・
ネーミングをサポートしていないリリース 8.1.6 より前のクライアントの場合は、構成の選
択肢が 2 つあります。次の操作が可能となります。

� Oracle Names Server の使用を続ける

Oracle Names Server の使用を続ける場合は、Oracle Names Server およびディレクト
リ・サーバーに格納されているデータのメンテナンスと同期を個別に行う必要がありま
す。 

� Oracle Names Server を Oracle Names LDAP プロキシ・サーバープロキシ・サーバープロキシ・サーバープロキシ・サーバーとして構成するとして構成するとして構成するとして構成する

Oracle Names LDAP プロキシ・サーバーは、ディレクトリ・サーバーのプロキシとし
て構成されている Oracle Names Server です。起動時に、Oracle Names LDAP プロキ
シ・サーバーは、ディレクトリ・サーバーからネットワーク・オブジェクトの情報を取
得します。Oracle Names LDAP プロキシ・サーバーは、ディレクトリ・サーバー内の
すべてのデータを一点で集中的に定義し、Oracle Names Server とディレクトリ・サー
バーの両方を、個々にかつ同時にメンテナンスする必要なく、使用できます。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� グローバル・データベース・リンクの使用方法については、9-42 ペー
ジの「グローバル・データベース・リンクとデータベース修飾子」を
参照してください。

� サポートされているデータベース・リンクのユーザーについては、
『Oracle9i データベース管理者ガイド』を参照してください。

� ディレクトリでのデータベース・リンクの構成については、『Oracle 
Advanced Security 管理者ガイド』を参照してください。
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古いクライアントを構成するためのデータのエクスポートは、10-7 ページの「ディレクト
リ・サーバーへのデータのエクスポート」および 10-14 ページの「Oracle Names LDAP プ
ロキシ・サーバーの構成」の手順に従ってください。

データベース・サーバーのリリースによる制限データベース・サーバーのリリースによる制限データベース・サーバーのリリースによる制限データベース・サーバーのリリースによる制限
グローバル・データベース・リンクをディレクトリ・サーバーにエクスポートする場合は、
データベースがリリース 2（9.2）であることを確認してください。このリリースでない場合
は、10-14 ページの「Oracle Names LDAP プロキシ・サーバーの構成」で説明するように、
Oracle Names LDAP プロキシ・サーバーの構成が必要です。

ディレクトリ・サーバーへのデータのエクスポートディレクトリ・サーバーへのデータのエクスポートディレクトリ・サーバーへのデータのエクスポートディレクトリ・サーバーへのデータのエクスポート
Oracle Names Server からデータをエクスポートする作業を次に示します。

作業 1: ディレクトリ・サーバーでの構造の作成

作業 2: Oracle コンテキストの作成

作業 3: ディレクトリ・サーバーの使用の構成

作業 4: エクスポートするオブジェクト・リストの取得

作業 5: ディレクトリ・サーバーへのオブジェクトのエクスポート

注意注意注意注意 : これらの作業を行う前に、ディレクトリ・サーバーがすでにイン
ストールされ、実行されている必要があります。また、Oracle Names 制
御ユーティリティ（namesctl）実行可能ファイルはリリース 9.2 である
必要があります。エクスポート作業の実行には、リリース 9.1、リリース
8.1.6 またはリリース 8.1.7 の namesctl実行可能ファイルも使用できま
す。ただし、DUMP_ALIASコマンドはリリース 9.2 でのみ使用可能です。
さらに、DUMP_LDAPコマンドの使用方法は、リリース 8i とリリース 9i と
では異なります。

リリース 8.1 を使用している場合は、リリース 8.1 対応の『Oracle8i Net8
管理者ガイド』を参照してください。
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作業作業作業作業 1: ディレクトリ・サーバーでの構造の作成ディレクトリ・サーバーでの構造の作成ディレクトリ・サーバーでの構造の作成ディレクトリ・サーバーでの構造の作成
ディレクトリ・サーバーで、Oracle Names オブジェクトをインポートする構造の DIT を作
成します。Oracle コンテキストの先頭までの構造を作成します。

たとえば、Oracle Names のドメイン構造が acme.comであり、このドメインをディレクト
リにレプリケートする場合は、図 10-3 に示されるように、このディレクトリにドメイン・コ
ンポーネント・エントリ dc=comおよび dc=acmeを作成します。

図図図図 10-3 ディレクトリ・サーバー内のディレクトリ・サーバー内のディレクトリ・サーバー内のディレクトリ・サーバー内の acme.com

Oracle Names で現在使用しているドメイン構造をレプリケートできます。または、まった
く別の構造を作成することもできます。まったく別の構造が導入されると、クライアントが
接続文字列に接続識別子接続識別子接続識別子接続識別子を入力する方法が変更されます。このため、オラクル社は、構造を
変更する前に相対名および絶対名を発行することをお薦めします。

重要重要重要重要 : 複数の管理リージョンをサポートする Oracle Names LDAP プロ
キシ・サーバーを使用する場合、オラクル社は、ディレクトリ DIT 構造に
おける現在の Oracle Names ドメイン構造のミラー化をお薦めします。複
数の構造を使用すると、Oracle Names LDAP プロキシ・サーバーに定義
したトポロジの変更が必要となります。トポロジの変更は現在サポートさ
れていません。トポロジが変更されるのは、次の場合です。

� Oracle Names Server の追加または削除、Oracle Names Server の名前
またはプロトコル・アドレスの変更

� 管理リージョンまたはその委任管理リージョンに対するドメインの定
義の変更

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� ディレクトリ・エントリの構成方法については、ディレクトリ・サー
バーのベンダーのマニュアルを参照してください。

� 3-13 ページ「ディレクトリ・ネーミングを使用したクライアントの接
続」

dc=acme

dc=com
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作業作業作業作業 2: Oracle コンテキストの作成コンテキストの作成コンテキストの作成コンテキストの作成
作業 1 で作成した各 DIT の位置の下に、Oracle Net Configuration Assistant を使用して
Oracle コンテキストを作成します。この Oracle コンテキストには、cn=OracleContext
という RDN が付けられます。ルート・ドメインと委任された各ドメインには Oracle コンテ
キストが必要です。Oracle Internet Directory を使用している場合は、DIT 構造のルートに作
成された Oracle コンテキストを使用できます。 このルートの Oracle コンテキストには、完
全な DN の dn:cn=OracleContextがあります。ほとんどの配置では、追加の Oracle コ
ンテキストを作成する必要があります。

図 10-4 の cn=OracleContextは、dc=acme、dc=comの下に作成されます。

図図図図 10-4 Oracle コンテキストコンテキストコンテキストコンテキスト

作業作業作業作業 3: ディレクトリ・サーバーの使用の構成ディレクトリ・サーバーの使用の構成ディレクトリ・サーバーの使用の構成ディレクトリ・サーバーの使用の構成
Oracle コンテキストを作成する際に作業の一部として構成が終了していない場合、Oracle
ホームをディレクトリ・サーバーで使用できるように構成します。Oracle ホームは、エクス
ポートを実行できる構成にします。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� Oracle コンテキストの詳細については、第 3 章「構成管理の概念」を
参照してください。

� Oracle コンテキストの作成については、8-5 ページの「インストール
後のディレクトリ使用の構成」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ディレクトリ・サーバーの使用の構成に関する詳細は、第 8
章「ディレクトリ・サーバーの使用の設定」を参照してください。

dc=acme

cn=OracleContext

dc=com
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Oracle Names Server からのネットワーク・オブジェクトのエクスポート
作業作業作業作業 4: エクスポートするオブジェクト・リストの取得エクスポートするオブジェクト・リストの取得エクスポートするオブジェクト・リストの取得エクスポートするオブジェクト・リストの取得
Oracle Names ドメイン構造およびその構造内のオブジェクトを判断します。この作業を支
援するために、Oracle Names 制御ユーティリティから、表 10-1 で説明するコマンドが提供
されます。

作業作業作業作業 5: ディレクトリ・サーバーへのオブジェクトのエクスポートディレクトリ・サーバーへのオブジェクトのエクスポートディレクトリ・サーバーへのオブジェクトのエクスポートディレクトリ・サーバーへのオブジェクトのエクスポート
Oracle Names 制御ユーティリティでは、DUMP_LDAPコマンドと DUMP_ALIASコマンドを
使用することで、あるドメインからディレクトリ・サーバーにネットワーク・オブジェクト
をエクスポートできます。 

データベース・オブジェクトの名前とアドレスのエクスポートには、DUMP_LDAPコマンド
を使用します。ネット・サービス別名のエクスポートには、DUMP_ALIASコマンドを使用し
ます。これらのオブジェクトは、ディレクトリ・サーバーに直接、あるいは LDIF ファイル
に間接的にエクスポートしてから、エクスポートされたオブジェクトのディレクトリ・サー
バーへのロードに使用できます。 

DUMP_LDAPコマンドと DUMP_ALIASコマンドの実行手順は、次のとおりです。

1. ドメインへのアクセスが許可された Oracle Names Server から DUMP_LDAPコマンドを
実行します。 

ディレクトリ・サーバーへデータを直接エクスポートする構文は次のとおりです。

namesctl
NAMESCTL> DUMP_LDAP [source] [destination] [options] {-h host} {-p port} {-D 
user_dn} {-w password} 

LDIF ファイルへデータをエクスポートする構文は次のとおりです。

namesctl
NAMESCTL> DUMP_LDAP [source] [destination] [options] {-f [filename]}

表表表表 10-1 Oracle Names 制御ユーティリティ構造型コマンド制御ユーティリティ構造型コマンド制御ユーティリティ構造型コマンド制御ユーティリティ構造型コマンド

コマンドコマンドコマンドコマンド 説明説明説明説明

LIST_DOMAINS すべての管理ドメインをリストします。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  『Oracle9i Net Services リファレンス・ガイド』の

LIST_DOMAINSコマンドを参照してください。

LIST_DELEGATED すべての委任ドメインをリストします。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  『Oracle9i Net Services リファレンス・ガイド』の

LIST_DELEGATEコマンドを参照してください。

LIST_OBJECTS 許可されたネットワーク・オブジェクトすべてをリストします。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  『Oracle9i Net Services リファレンス・ガイド』の

LIST_OBJECTSコマンドを参照してください。
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Oracle Names Server からのネットワーク・オブジェクトのエクスポート
2. DUMP_ALIASコマンドを実行します。

ディレクトリ・サーバーへデータを直接エクスポートする構文は次のとおりです。

namesctl
NAMESCTL> DUMP_ALIAS [source] [destination] [options] {-h host} {-p port} {-D 
user_dn} {-w password} 

LDIF ファイルへデータをエクスポートする構文は次のとおりです。

namesctl
NAMESCTL> DUMP_ALIAS [source] [destination] [options] {-f [filename]}

ディレクトリ・サーバーの DIT 構造が、現在の Oracle Names 構造に一致するように設計さ
れている場合のデータのエクスポート方法については、次の例を参照してください。これら
の例では、DUMP_LDAPコマンドの使用例を示します。また、これらの例は、ネット・サー
ビス別名にも適用できます。ただし、DUMP_LDAPコマンドではなく DUMP_ALIASコマンド
を使用する必要があります。

� 例 1: シングル・ドメインから同じ DIT ノードへのデータのエクスポート

� 例 2: ドメイン・ツリーから同じ DIT へのデータのエクスポート

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 引数の記述については、『Oracle9i Net Services リファレン
ス・ガイド』の DUMP_LDAPコマンドと DUMP_ALIASコマンドを参照し
てください。

注意注意注意注意 : 生成された LDIF ファイルは、追加オプションの ldapaddコマン
ドまたは ldapmodifyコマンドで、ディレクトリ・サーバーにロードで
きます。構文の使用方法については、ディレクトリ・サーバー・ベンダー
のマニュアルを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 異なる DIT 構造へデータをエクスポートする例は、10-21 ページの
「異なる DIT 構造の考慮事項」を参照してください。

� DUMP_ALIASコマンドの制限事項については、10-29 ページの「ネッ
ト・サービス別名に関する考慮事項」を参照してください。
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Oracle Names Server からのネットワーク・オブジェクトのエクスポート
例例例例 1: シングル・ドメインから同じシングル・ドメインから同じシングル・ドメインから同じシングル・ドメインから同じ DIT ノードへのデータのエクスポートノードへのデータのエクスポートノードへのデータのエクスポートノードへのデータのエクスポート  

図 10-5 では、acme.comの Oracle Names ドメイン構造を示します。この構造には、dbと
呼ばれるデータベース・オブジェクトが含まれています。DIT は、Oracle Names ドメイン
構造に合致するドメイン・エントリにより設計されています。この DIT 構造が使用される場
合、db.acme.comは、cn=OracleContext,dc=acme,dc=comにエクスポートされます。

図図図図 10-5 同じ同じ同じ同じ DIT ノードへのシングル・ドメインのエクスポートノードへのシングル・ドメインのエクスポートノードへのシングル・ドメインのエクスポートノードへのシングル・ドメインのエクスポート

次の構文のいずれかを使用して、Oracle Names から、構成された DIT 構造にデータをエク
スポートします。

NAMESCTL> DUMP_LDAP acme.com (dn:dc=acme,dc=com) -f sample.ldif
NAMESCTL> DUMP_LDAP acme.com -f sample.ldif

1 行目の構文では、cn=OracleContextを除き、宛先識別名識別名識別名識別名（DN）が明示的に指定されま
す。宛先 DIT 構造はドメインに基づいており、Oracle Names で使用されるドメイン・モデ
ルに合致するため、2 行目の構文のように宛先 DN を省略することもできます。
cn=OracleContextは自動的に挿入されることに注意してください。 

データベース・オブジェクト dbは、cn=OracleContext,dc=acme,dc=comにエクス
ポートされ、DN は cn=db,cn=OracleContext,dc=acme,dc=comに位置します。

例例例例 2: ドメイン・ツリーから同じドメイン・ツリーから同じドメイン・ツリーから同じドメイン・ツリーから同じ DIT へのデータのエクスポートへのデータのエクスポートへのデータのエクスポートへのデータのエクスポート  

Oracle Names のルート・ドメインおよび委任ドメインから、同様の DIT を使用するディレ
クトリ・サーバーへのデータのエクスポートは、1 回に 1 つのドメインを処理するのではな
く、1 ステップで行うことができます。

図 10-6 では、acme.comのルート・ドメイン、sales.acme.comおよび dev.acme.com
の委任ドメインを含む Oracle Names 構造を示します。データベース・オブジェクト db、
ordersおよび widgetsは、それぞれ acme.com、sales.acme.comおよび
dev.acme.comに存在します。ディレクトリ・サーバーの DIT は、Oracle Names ドメイン
構造と類似しています。

dc=acme

cn=OracleContext

cn=db

dc=com

acme

com
DIT構造�

Oracle Names
構造�

db
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Oracle Names Server からのネットワーク・オブジェクトのエクスポート
図図図図 10-6 類似類似類似類似 DIT へのルートおよびサブドメインのエクスポートへのルートおよびサブドメインのエクスポートへのルートおよびサブドメインのエクスポートへのルートおよびサブドメインのエクスポート

次の構文は、acme.comのルート・ドメインとその委任ドメインから、構成された DIT 構造
にデータをエクスポートします。

NAMESCTL> DUMP_LDAP acme.com -R -f sample.ldif 

次の表では、acme.com、sales.acme.comおよび dev.acme.comのデータベース・オブ
ジェクトが、ディレクトリ・サーバーで DN へどのようにマップされているかを示します。 

Oracle Names のののの
データベース・オブジェクトデータベース・オブジェクトデータベース・オブジェクトデータベース・オブジェクト ディレクトリ・サーバーの新規ディレクトリ・サーバーの新規ディレクトリ・サーバーの新規ディレクトリ・サーバーの新規 DN

db.acme.com dn:cn=db,cn=OracleContext,dc=acme,dc=com

orders.sales.acme.com dn:cn=orders,cn=OracleContext,dc=sales,
dc=acme,dc=com

widgets.dev.acme.com dn:cn=widgets,cn=OracleContext,dc=dev,
dc=acme,dc=com  

sales dev

acme

com

db

orders widgets

dc=sales dc=dev

cn=OracleContext cn=OracleContext

cn=orders cn=widgets

dc=acme

dc=com

Oracle Names 
構造�

DIT構造�

cn=db

cn=OracleContext
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Oracle Names Server からのネットワーク・オブジェクトのエクスポート
Oracle Names LDAP プロキシ・サーバーの構成プロキシ・サーバーの構成プロキシ・サーバーの構成プロキシ・サーバーの構成
ディレクトリ・ネーミングをサポートするバージョンへクライアントがアップグレードされ
ていない場合は、Oracle Names LDAP プロキシ・サーバーを使用する必要があります。
Oracle Names LDAP プロキシ・サーバーによって、クライアントはディレクトリ・サー
バーのデータを検索できます。

通常、クライアントの構成を変更する必要はありません。しかし、ディレクトリ・サーバー
の DIT 構造が Oracle Names ドメイン構造に合致しない場合は、新しいドメイン構造を指す
sqlnet.oraファイルの NAMES.DEFAULT_DOMAINパラメータも再構成する必要がありま
す。

Oracle Names LDAP プロキシ・サーバー作成の作業内容を次に示します。

作業 1: Oracle Names Server の 9i へのアップグレード

作業 2: Oracle Names Server の起動

作業 3: ディレクトリ・サーバーの移入

作業 4: Oracle Names Server をプロキシとして構成

作業 5: Oracle Names LDAP プロキシ・サーバーの実行

作業作業作業作業 1: Oracle Names Server のののの 9i へのアップグレードへのアップグレードへのアップグレードへのアップグレード
領域内のすべての Oracle Names Server を、9i にアップグレードします。9i より前のリリー
スでは、Oracle Names LDAP プロキシ・サーバーがサポートされません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 手順の詳細は、11-3 ページの「クライアントのデフォルト・
ドメインの構成」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle9i データベース移行ガイド』
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作業作業作業作業 2: Oracle Names Server の起動の起動の起動の起動
各 Oracle Names Server を起動して、cktop.oraファイルを生成します。Oracle Net 
Manager または Oracle Names 制御ユーティリティのいずれかを使用します。

9i を起動すると、Oracle Names Server は、UNIX 上の
$ORACLE_HOME/network/namesおよび Windows NT 上の
%ORACLE_HOME%¥network¥names、あるいは names.oraファイルのパラメータ
NAMES.TOPOLOGY_CHECKPOINT_FILEで指定したファイルに ckptop.oraファイルを作
成します。このファイルには管理リージョンのドメインを定義するトポロジ・データおよび
ドメインを定義する権限を持つ Oracle Names Server のドメインを定義するトポロジ・デー
タが含まれています。トポロジ・データは、領域内にあるすべての親ドメインおよび Oracle 
Names Server の定義から構成されています。Oracle Names Server は、この情報を使用して
ドメインのツリー構造を認識します。

Oracle Names LDAP プロキシ・サーバーでは、ckptop.oraファイルの生成が必要です。
Oracle Names の構造に複数の管理リージョンが存在する場合、オラクル社は、ディレクト
リ DIT 構造における現在の Oracle Names ドメイン構造のミラー化をお薦めします。複数の
構造を使用すると、Oracle Names LDAP プロキシ・サーバーに定義したトポロジの変更が
必要となります。トポロジの変更は現在サポートされていません。トポロジが変更されるの
は、次の場合です。

� Oracle Names Server の追加または削除、Oracle Names Server の名前またはプロトコ
ル・アドレスの変更

� 管理リージョンまたはその委任管理リージョンに対するドメインの定義の変更

Oracle Net Manager による操作による操作による操作による操作
Oracle Names 制御ユーティリティによる制御ユーティリティによる制御ユーティリティによる制御ユーティリティによる
操作操作操作操作

1. ナビゲータ・ペインで、Oracle Names 
Server を展開します。

2. Oracle Names Server を選択します。

3. 右ペインのリストから、「「「「Manage Server」」」」
を選択します。

4. 「「「「Control」」」」タブをクリックします。

5. 「「「「Start」」」」をクリックします。次に「「「「Apply」」」」
をクリックしてトポロジ・データを生成し
ます。

コマンドラインから、次のように入力します。

namesctl
NAMESCTL> START
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作業作業作業作業 3: ディレクトリ・サーバーの移入ディレクトリ・サーバーの移入ディレクトリ・サーバーの移入ディレクトリ・サーバーの移入
ディレクトリ・サーバーを移入していない場合は、次の手順でディレクトリを移入します。

1. ディレクトリ構造に DIT を作成します。

2. ルート・ドメインと委任された各ドメインのディレクトリに Oracle コンテキストを作
成します。

3. ldap.oraファイルの設定で、領域内の各 Oracle Names Server がディレクトリを使用
する構成にします。 

Oracle Net Configuration Assistant で、「「「「Select the directory server you want to use」」」」
オプションを選択します。

4. ディレクトリ・サーバー内の適切な Oracle コンテキストの Oracle Names からデータを
エクスポートします。 10-7 ページの「ディレクトリ・サーバーへのデータのエクスポー
ト」で説明されているプロシージャまたは代替の外部メソッドのいずれかを使用しま
す。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 10-8 ページ「作業 1: ディレクトリ・サーバーでの構造の作
成」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle コンテキストの作成については、8-5 ページの「インス
トール後のディレクトリ使用の構成」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 第 8 章「ディレクトリ・サーバーの使用の設定」
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作業作業作業作業 4: Oracle Names Server をプロキシとして構成をプロキシとして構成をプロキシとして構成をプロキシとして構成
特定の DN からディレクトリ・サーバーの情報をロードするには、領域内の各 Oracle 
Names Server を構成します。 

Oracle Names Server をプロキシ・サーバーとして構成する手順は、次のとおりです。

1. 各 Oracle Names Server を停止します。Oracle Net Manager または Oracle Names 制御
ユーティリティのいずれかを使用します。 

2. names.oraファイルの NAMES.ADMIN_REGIONパラメータをディレクトリ・サーバー
の DN に設定するか、LDIF 入力ファイルからディレクトリ・サーバーの DN を読み込
みます。 

Oracle Names LDAP プロキシ・サーバーがディレクトリ・サーバーからデータをロー
ドするための構文を次に示します。

NAMES.ADMIN_REGION=
  (REGION=
    (TYPE=ldap)
   [(USERID=user_dn)]
   [(PASSWORD=password)]
    [(HOST=host)]
    [(PORT=port)]
    [(TIMEOUT=time)]
   [(SUBTREE_LIST=]
     [(SUBTREE=(BASE=base_DN)[(SCOPE=sub|one))]
     [(SUBTREE=(BASE=base_DN)[(SCOPE=sub|one))]
   [)])

等価な ldap.oraファイルのパラメータの値が、USER、HOSTおよび SUBTREE
（SCOPE=oneを指定）の各パラメータのデフォルトとして使用されます。

Oracle Net Manager による操作による操作による操作による操作
Oracle Names 制御ユーティリティによる制御ユーティリティによる制御ユーティリティによる制御ユーティリティによる
操作操作操作操作

1. ナビゲータ・ペインで、Oracle Names 
Server を展開します。

2. Oracle Names Server を選択します。

3. 右ペインのリストから、「「「「Manage Server」」」」
を選択します。

4. 「「「「Control」」」」タブをクリックします。

5. 「「「「Stop」」」」をクリックします。次に「「「「Apply」」」」
をクリックして Oracle Names Server を停

止します。 

コマンドラインから、次のように入力し
ます。

namesctl
NAMESCTL> STOP
ディレクトリ・サーバーへのネーミング・データのエクスポート 10-17



Oracle Names Server からのネットワーク・オブジェクトのエクスポート
表 10-2 では、NAMES.ADMIN_REGIONサブパラメータの設定方法を説明しています。

表表表表 10-2 LDAP 用用用用 NAMES.ADMIN_REGION パラメータのサブパラメータパラメータのサブパラメータパラメータのサブパラメータパラメータのサブパラメータ

サブパラメータサブパラメータサブパラメータサブパラメータ 説明説明説明説明

TYPE Oracle Names LDAP プロキシ・サーバーがディレクトリ・サーバーからデータを直接

ロードするように指定します。 

USERID （オプション）データに制限が付けられている場合は、必ず入力します。

読込み権限を持つディレクトリ・ユーザーを DN 形式で指定します。たとえば、

c=us,o=acme,ou=admin,cn=scottは、Scott という名前の管理者用の DN です。 

注意注意注意注意 : DN の接頭辞は dnにしないでください。

PASSWORD （オプション）データに制限が付けられている場合は、必ず入力します。

ディレクトリ・ユーザーのパスワードを指定します。

HOST （オプション）ディレクトリ・サーバーのホスト名を指定します。 

PORT （オプション）ディレクトリ・サーバーのリスニング TCP/IP ポートを指定します。 

TIMEOUT （オプション）Oracle Names LDAP プロキシ・サーバーがディレクトリ・オブジェクト

の検索に費やす制限時間を秒で指定します。この制限時間は、ディレクトリ・サーバー
に設定された検索の制限時間を超えることはできません。デフォルトの制限時間は、ほ
とんどの検索にとって十分な 10 秒に設定されています。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  ldapsearchの制限時間を増やす方法は、17-18 ページの「検索サイズ制限

の増加」を参照してください。

SUBTREE_LIST | 
SUBTREE

（オプション）SUBTREEパラメータを使用して DN を指定します。複数の DN が存在す

る場合は、SUBTREE_LISTパラメータを使用します。SUBTREEパラメータは次のサブ

パラメータをサポートします。

BASE: Oracle Names プロキシ・サーバーがデータをロードする DIT にサブツリーの位

置を指定します。位置は LDAP ディレクトリ・エントリの DN で指定します。Oracle 
Names プロキシは、指定したエントリのサブツリーに位置する 1 つ以上の Oracle コン

テキストからディレクトリ・ネーミング・データをロードします。

注意注意注意注意 : DN の接頭辞は dnにしないでください。たとえば、(BASE=dn:dc=com)は使用

できません。

SCOPE: Oracle Names プロキシ・サーバーがロードするディレクトリ・データを検索す

る場所を指定します。 

one（デフォルト）では、Oracle Names プロキシ・サーバーが、BASEパラメータ

で指定したエントリの直下にある、1 つの Oracle コンテキスト・ディレクトリのみ

を検索するように指定されます。

subでは、Oracle Names プロキシ・サーバーが、BASEパラメータで指定したエン

トリのサブツリーにある Oracle コンテキストをすべて検索するように指定されま

す。
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次に示す例では、DN の dc=acme,dc=comの直下にある Oracle コンテキストおよび DN サ
ブツリー dc=us,dc=acme,dc=comの下にあるすべての Oracle コンテキストからデータを
ロードするように構成された Oracle Names LDAP プロキシ・サーバーを示します。

NAMES.ADMIN_REGION= 
 (REGION=
   (TYPE=LDAP)
    (HOST=ldap-server)
    (PORT=389)
    (SUBTREE_LIST=
       (SUBTREE=(BASE=dc=acme,dc=com))
       (SUBTREE=(BASE=dc=us,dc=acme,dc=com)(scope=sub))))

Oracle Names LDAP プロキシ・サーバーが、LDIF ファイルからデータをロードするための
構文を次に示します。

NAMES.ADMIN_REGION=
  (REGION=
    (TYPE=ldif)
   [(FILE=ldif_file)]))

表 10-3 では、NAMES.ADMIN_REGIONサブパラメータの設定方法を説明しています。

次に示す例では、LDIF ファイル onames.ldifからデータをロードするように Oracle 
Names LDAP プロキシ・サーバーを構成します。

NAMES.ADMIN_REGION= 
  (REGION= 
   (TYPE=LDIF)
   (FILE=/private/eminer/nn/9i/proxy/onames.ldif))

表表表表 10-3 LDIF 用用用用 NAMES.ADMIN_REGION パラメータのサブパラメータパラメータのサブパラメータパラメータのサブパラメータパラメータのサブパラメータ

サブパラメータサブパラメータサブパラメータサブパラメータ 説明説明説明説明

TYPE Oracle Names LDAP プロキシ・サーバーが LDIF ファイルの

データを使用するように指定します。

FILE 入力 LDIF ファイル名を指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : LDIF ファイルの作成に必要な情報は、ディレクト

リ・サーバー・ベンダーのマニュアルを参照してください。
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次の LDIF ファイルの例は、ネット・サービス名 salesおよび hrの DN の
cn=sales,cn=OracleContext,dc=acme,dc=comおよび
cn=hr,cn=OracleContext,dc=acme,dc=comを示します。

dn: cn=sales,cn=OracleContext,dc=us,dc=acme,dc=com
objectclass: top
objectclass: orclNetService
cn: sales
orclNetDescString: 
(DESCRIPTION=(ADDRESS_
LIST=(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(Host=sales-server)(Port=1521)))(CONNECT_DATA=(SERVICE_
NAME=sales.us.acme.com)))

dn: cn=hr,cn=OracleContext,dc=us,dc=acme,dc=com
objectclass: top
objectclass: orclNetService
cn: hr
orclNetDescString: 
(DESCRIPTION=(ADDRESS_LIST=(ADDRESS=(COMMUNITY=TCP_
COMMUNITY)(PROTOCOL=tcp)(Host=hr-server)(Port=1521)))(CONNECT_DATA=(SERVICE_
NAME=hr.us.acme.com)))

次の LDIF ファイルの例は、ネット・サービス別名 mysalesの DN の
cn=mysales,cn=OracleContext,dc=acme,dc=comを示します。

dn: cn=mysales,cn=oracleContext,dc=acme,dc=com
objectclass: top
objectclass: alias
objectclass: orclNetServiceAlias
cn: mysales
aliasedobjectname: cn=mysales,cn=OracleContext,dc=us,dc=acme,dc=com
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作業作業作業作業 5: Oracle Names LDAP プロキシ・サーバーの実行プロキシ・サーバーの実行プロキシ・サーバーの実行プロキシ・サーバーの実行
新しい構成で各 Oracle Names Server を実行します。Oracle Net Manager または Oracle 
Names 制御ユーティリティのいずれかを使用します。

異なる異なる異なる異なる DIT 構造の考慮事項構造の考慮事項構造の考慮事項構造の考慮事項
ディレクトリ・サーバーの DIT 構造が、現在の Oracle Names ドメイン構造とは異なる DIT
によって設計されている場合、データのエクスポート方法については次の例を参照してくだ
さい。これらの例では、DUMP_LDAPコマンドの使用例を示します。また、例 1 ～ 3 は、
ネット・サービス別名にも適用できます。ただし、DUMP_LDAPコマンドではなく DUMP_
ALIASコマンドを使用する必要があります。 

� 例 1: シングル・ドメインから非 DC ノードへのデータのエクスポート

� 例 2: ドメイン・ツリーから非 DC DIT へのデータのエクスポート

� 例 3: 複数ドメインから 1 つの DIT ノードへのデータのエクスポート

� 例 4: エクスポート中のツリー構造の再編成

Oracle Net Manager による操作による操作による操作による操作 Oracle Names 制御ユーティリティによる操作制御ユーティリティによる操作制御ユーティリティによる操作制御ユーティリティによる操作

1. ナビゲータ・ペインで、Oracle Names 
Server を展開します。

2. Oracle Names Server を選択します。

3. 右ペインのリストから、「「「「Manage Server」」」」
を選択します。

4. 「「「「Control」」」」タブをクリックします。

5. 「「「「Start」」」」をクリックします。次に「「「「Apply」」」」
をクリックします。

コマンドラインから、次のように入力します。

namesctl
NAMESCTL> START

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 17-18 ページの「Oracle Names LDAP プロキシ・サーバーの
エラー・レポート」で、リージョン・ロード操作のトラブルシューティン
グに関するアドバイスを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : DUMP_ALIASコマンドの制限事項については、10-29 ページ
の「ネット・サービス別名に関する考慮事項」を参照してください。
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例例例例 1: シングル・ドメインから非シングル・ドメインから非シングル・ドメインから非シングル・ドメインから非 DC ノードへのデータのエクスポートノードへのデータのエクスポートノードへのデータのエクスポートノードへのデータのエクスポート
図 10-7 では、acme.comの Oracle Names ドメイン構造を示します。この構造には、dbと
呼ばれるデータベース・オブジェクトが含まれています。ディレクトリ・サーバーは、
cn=OracleContext,o=acme,c=usの DIT によって設計されます。

図図図図 10-7 1 つのつのつのつの DIT ノードへのシングル・ドメインのエクスポートノードへのシングル・ドメインのエクスポートノードへのシングル・ドメインのエクスポートノードへのシングル・ドメインのエクスポート

次の構文は、データを acme.comドメインから構成済みの DIT 構造にエクスポートします。

NAMESCTL> DUMP_LDAP acme.com (dn:c=us,o=acme) -f sample.ldif

DIT は、Oracle Names 構造とは異なっているため、宛先 DN を明示的に指定する必要があ
ります。cn=OracleContextは、宛先 DN の左側に自動的に事前追加されます。
cn=OracleContextを DN で明示的に指定する必要はありません。 

例例例例 2: ドメイン・ツリーから非ドメイン・ツリーから非ドメイン・ツリーから非ドメイン・ツリーから非 DC DIT へのデータのエクスポートへのデータのエクスポートへのデータのエクスポートへのデータのエクスポート
Oracle Names 管理リージョンから、異なる DIT を使用するディレクトリ・サーバーへデー
タをエクスポートできます。宛先 DN の RDN は、委任ドメインの値なしで指定する必要が
あります。

図 10-8 では、acme.comのルート・ドメイン、sales.acme.comおよび dev.acme.com
の委任ドメインを含む Oracle Names 構造を示します。データベース・オブジェクト db、
ordersおよび widgetsは、それぞれ acme.com、sales.acme.comおよび
dev.acme.comに常駐します。ディレクトリ・サーバーの DIT には、Oracle Names の
acme.comに対応する o=acme,c=usのトップレベルの構造があります。サブツリー、
ou=salesおよび ou=devは、Oracle Names の委任ドメイン sales.acme.comおよび
dev.acme.comに対応します。

o=acme

cn=OracleContext

cn=db

c=us

acme

com
DIT構造�

Oracle Names
構造�

db
10-22　Oracle9i Net Services 管理者ガイド



Oracle Names Server からのネットワーク・オブジェクトのエクスポート
図図図図 10-8 異なる異なる異なる異なる DIT へのルートおよびサブドメインのエクスポートへのルートおよびサブドメインのエクスポートへのルートおよびサブドメインのエクスポートへのルートおよびサブドメインのエクスポート

次の構文は、acme.comのルート・ドメインとその委任ドメインから、構成された DIT 構造
にデータをエクスポートします。

NAMESCTL> DUMP_LDAP acme.com (dn:ou,o=acme,c=us) -R -f sample.ldif 

組織単位（ou）には値が含まれていないため、ソース・リージョンにある acme.comの
salesおよび devサブドメインは、ouにマップできます。

sales dev

acme

com

db

orders widgets

ou=sales ou=dev

cn=OracleContext cn=OracleContext

cn=orders cn=widgets

o=acme

c=us

Oracle Names 
構造�

DIT構造�

cn=db

cn=OracleContext
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次の表では、acme.com、sales.acme.comおよび dev.acme.comのデータベース・オブ
ジェクトが、ディレクトリ・サーバーで DN へどのようにマップされているかを示します。
ディレクトリ・サーバーの RDN である cn=OracleContextに、すべてのオブジェクトが
エクスポートされます。

acme.comに mktg.dept.acme.comのサブドメインが含まれている場合、このサブドメイ
ンのネットワーク・オブジェクトはエクスポートされません。これは、宛先 DN テンプレー
ト ou,o=acme,c=usでは、1 レベルの委任ドメインのみが許可されるためです。
mktg.dept.acme.comからオブジェクトをエクスポートするには、次の構文が必要です。

NAMESCTL> DUMP_LDAP acme.com (dn:ou,ou,o=acme,c=us) -f sample.ldif

これによって、委任ドメインを最大 2 レベルまでエクスポートできます。属性を追加するこ
とにより、任意の深さのレベルを指定できます。

例例例例 3: 複数ドメインから複数ドメインから複数ドメインから複数ドメインから 1 つのつのつのつの DIT ノードへのデータのエクスポートノードへのデータのエクスポートノードへのデータのエクスポートノードへのデータのエクスポート
データは、複数のドメインから宛先 DIT の 1 つのノードへエクスポートできます。

図 10-9 では、acme.comのルート・ドメイン、sales.acme.comおよび dev.acme.com
の委任ドメインを含む Oracle Names 構造を示します。データベース・オブジェクト db、
ordersおよび widgetsは、それぞれ acme.com、sales.acme.comおよび
dev.acme.comに常駐します。ディレクトリ・サーバーの DIT には、Oracle Names の委任
ドメインに対応するサブツリーを含まない o=IS,c=ukの構造が含まれます。

Oracle Names のののの
データベース・オブジェクトデータベース・オブジェクトデータベース・オブジェクトデータベース・オブジェクト ディレクトリ・サーバーの新規ディレクトリ・サーバーの新規ディレクトリ・サーバーの新規ディレクトリ・サーバーの新規 DN

db.acme.com dn:cn=db,cn=OracleContext,o=acme,c=us

orders.sales.acme.com dn:cn=orders,cn=OracleContext,ou=sales,
o=acme,c=us

widgets.dev.acme.com dn:cn=widgets,cn=OracleContext,ou=dev,
o=acme,c=us
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図図図図 10-9 1 つのつのつのつの DIT ノードへのルートおよびサブドメインのエクスポートノードへのルートおよびサブドメインのエクスポートノードへのルートおよびサブドメインのエクスポートノードへのルートおよびサブドメインのエクスポート

すべてのデータは、ルート・ドメインおよび委任ドメインから DIT 内の
cn=OracleContext,o=IS,c=ukへ次の構文を使用してエクスポートできます。

NAMESCTL> DUMP_LDAP acme.com (dn:o=IS,c=uk) -R -f sample.ldif

次の表では、acme.com、sales.acme.comおよび dev.acme.comのデータベース・オブ
ジェクトが、ディレクトリ・サーバーで DN へどのようにマップされているかを示します。
ディレクトリ・サーバーの RDN である cn=OracleContextに、すべてのオブジェクトが
エクスポートされます。

sales dev

acme

com

db

orders widgets

cn=orders

cn=db

cn=widgets

o=IS

cn=OracleContext

c=uk

Oracle Names 
構造�

DIT構造�
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委任ドメインに dbと名付けられたデータベース・オブジェクトが含まれていても、このオ
ブジェクトはエクスポートされません。これは、dbデータベース・オブジェクトの名前が、
db.acme.comからエクスポートされた dbオブジェクトと競合するためです。

例例例例 4: エクスポート中のツリー構造の再編成エクスポート中のツリー構造の再編成エクスポート中のツリー構造の再編成エクスポート中のツリー構造の再編成
前述の例では、非 DC DIT へのデータのエクスポートおよび複数ドメインから DIT 内の 1 つ
のノードへのデータのエクスポートについて紹介しました。この例では、これら 2 つのエク
スポート・タイプを組み合せて、まったく異なる構造を持つ DIT へのデータのエクスポート
方法を説明します。

10-27 ページの図 10-10 では、acme.comのルート・ドメインおよび 4 つの委任ドメイン
（それぞれ少なくとも 1 つのデータベース・オブジェクトを含む）を含む Oracle Names 構造
を示します。ディレクトリ・サーバーの DIT には、Oracle Names の acme.comに対応する
dc=acme,dc=comの最高位構造があります。2 つのサブツリー dc=intranetおよび
dc=storefrontは、Oracle Names の委任ドメインとは無関係です。 

Oracle Names のののの
データベース・オブジェクトデータベース・オブジェクトデータベース・オブジェクトデータベース・オブジェクト ディレクトリ・サーバーの新規ディレクトリ・サーバーの新規ディレクトリ・サーバーの新規ディレクトリ・サーバーの新規 DN

db.acme.com dn:cn=db,cn=OracleContext,o=IS,c=uk

orders.sales.acme.com dn:cn=orders,cn=OracleContext,o=IS,c=uk

widgets.dev.acme.com dn:cn=widgets,cn=OracleContext,o=IS,c=uk
10-26　Oracle9i Net Services 管理者ガイド



Oracle Names Server からのネットワーク・オブジェクトのエクスポート
図図図図 10-10 2 つのサブツリーへの複数ドメインのエクスポートつのサブツリーへの複数ドメインのエクスポートつのサブツリーへの複数ドメインのエクスポートつのサブツリーへの複数ドメインのエクスポート

dc=intranet dc=storefront

dc=acme

dc=com

cn=inventory

cn=orders

cn=clients

cn=customers

cn=OracleContext

cn=revenue

cn=expense

cn=emp

cn=OracleContext

sales

IS

warehouse

acme

com

hr

europe pacific
customers

revenue expense

emp inventory

clients orders
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構造�

DIT構造�
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データを Oracle Names ドメイン構造から DIT へエクスポートするには、各ドメインを個別
にエクスポートする必要があります。

DUMP_LDAP IS.acme.com (dn:dc=intranet,dc=com,dc=acme) -f sample.ldif
DUMP_LDAP hr.acme.com (dn:dc=intranet,dc=com,dc=acme) -f sample.ldif
DUMP_LDAP warehouse.acme.com (dn:dc=storefront,dc=com,dc=acme) -f sample.ldif
DUMP_LDAP sales.acme.com (dn:dc=storefront,dc=com,dc=acme) -R -f sample.ldif

最初の 2 つの DUMP_LDAPコマンドは、データベース・オブジェクトを
cn=Oraclecontext,dc=intranet,dc=acme,dc=comへエクスポートします。最後の 2
つの DUMP_LDAPコマンドは、データベース・オブジェクトを
cn=Oraclecontext,dc=storefront,dc=acme,dc=comへエクスポートします。DUMP_
LDAP sales.acme.comコマンドの -Rオプションによって、データベース・オブジェクト
を sales.acme.com、europe.sales.acme.comおよび pacific.sales.acme.comか
らエクスポートできます。

次の表では、Oracle Names ドメインのデータベース・オブジェクトが、ディレクトリ・
サーバーの DN にどのようにマップされているかを示します。ディレクトリ・サーバーの
RDN である cn=OracleContextに、すべてのオブジェクトがエクスポートされます。

Oracle Names のののの
データベース・オブジェクトデータベース・オブジェクトデータベース・オブジェクトデータベース・オブジェクト ディレクトリ・サーバーの新規ディレクトリ・サーバーの新規ディレクトリ・サーバーの新規ディレクトリ・サーバーの新規 DN

revenue.is.acme.com dn:cn=revenue,cn=OracleContext,dc=intra,dc=acme,
dc=com

expense.is.acme.com dn:cn=expense,cn=OracleContext,dc=intra,dc=acme,
dc=com

emp.hr.acme.com dn:cn=emp,cn=OracleContext,dc=intra,dc=acme,dc=com

inventory.warehouse.com dn:cn=inventory,cn=OracleContext,dc=storefront,
dc=acme,dc=com

customer.sales.acme.com dn:cn=customer,cn=OracleContext,dc=storefront,
dc=acme,dc=com

clients.europe.sales.acme.com dn:cn=clients,cn=OracleContext,dc=storefront,
dc=acme,dc=com

orders.pacific.sales.acme.com dn:cn=orders,cn=OracleContext,dc=storefront,
dc=acme,dc=com
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ネット・サービス別名に関する考慮事項ネット・サービス別名に関する考慮事項ネット・サービス別名に関する考慮事項ネット・サービス別名に関する考慮事項
DUMP_ALIASコマンドの使用方法は、次の制限事項を除いて DUMP_LDAPコマンドの場合と
同じです。

� このコマンドは、別名が参照するオブジェクトがディレクトリ内に存在するかどうかを
確認しません。

別名がエクスポートされ、その別名の参照先であるオブジェクトがエクスポートされな
い場合、DUMP_ALIASコマンドは、参照するオブジェクトの存在を確認せずにその別名
をエクスポートします。 

� このコマンドでは、ネット・サービス別名が参照するオブジェクトに適用された宛先と
同じ宛先を使用する必要があります。

別名とその別名の参照先であるオブジェクトが、異なる宛先を使用してエクスポートさ
れた場合、ネット・サービス別名には、参照先のオブジェクトの正しい名前が含められ
ません。これは、ツリーの再配置で発生する可能性があります。

10-30 ページの図 10-11 でこの点について説明します。この図は、別名の ordersalias、
dbaliasおよび widgetsaliasが含まれた acme.comのルート・ドメインを持つ Oracle 
Names 構造を示しています。これらの別名は、オブジェクトの
orders.sales.acme.com、db.acme.comおよび widgets.dev.acme.comを参照しま
す。ディレクトリの DIT 構造は再配置されます。salesドメインのデータは marketing
にエクスポートされ、devのデータは RandDにエクスポートされます。ただし、ネット・
サービス別名は o=acme,c=usに残されたままです。
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Oracle Names Server からのネットワーク・オブジェクトのエクスポート
図図図図 10-11 サポートされない別名のエクスポートサポートされない別名のエクスポートサポートされない別名のエクスポートサポートされない別名のエクスポート

次の構文は、オブジェクトの db、ordersおよび widgetsをエクスポートします。

NAMESCTL> DUMP_LDAP acme.com (dn:o=acme,c=us) -f sample.ldif
NAMESCTL> DUMP_LDAP dev.acme.com (dn:ou=RandD,o=acme,c=us) -f sample.ldif
NAMESCTL> DUMP_LDAP sales.acme.com (dn:ou=marketing,o=acme,c=us) -f sample.ldif

o=acme

c=us

ou=RandD

cn=OracleContext

DIT 構造�

cn=OracleContext

ou=marketing

cn=orders
cn=widgets

cn=OracleContext

cn=dbalias

cn=ordersalias

cn=widgetsalias

cn=db

ネット・サービス�
別名エントリ�

acme

com

sales dev

Oracle Names 構造�

db

dbalias

ordersalias

widgetsalias

別名エントリ�

orders widgets
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次の表では、Oracle Names ドメインのデータベース・オブジェクトが、ディレクトリ・
サーバーの DN にどのようにマップされているかを示します。

次のコマンドは、別名の ordersalias、dbalias、widgetsalias、および参照されるオ
ブジェクトのデータを o=acme,c=usにエクスポートします。

NAMESCTL> DUMP_ALIAS acme.com (dn:ou,o=acme,c=us) -R -f sample.ldif

次の表では、別名および参照オブジェクトのデータが、ディレクトリ・サーバーの DN にど
のようにマップされているかを示します。また、クライアントがディレクトリ内のネット・
サービス別名を検索した場合の結果も説明します。

Oracle Names のののの
データベース・オブジェクトデータベース・オブジェクトデータベース・オブジェクトデータベース・オブジェクト ディレクトリ・サーバーの新規ディレクトリ・サーバーの新規ディレクトリ・サーバーの新規ディレクトリ・サーバーの新規 DN

db.acme.com dn:cn=db,cn=OracleContext,o=acme,c=us

orders.sales.acme.com dn:cn=orders,cn=OracleContext,ou=marketing,o=acme,c=us

widgets.dev.acme.com dn:cn=widgets,cn=OracleContext,ou=RandD,o=acme,c=us

別名別名別名別名 Oracle Names ディレクトリ・サーバーディレクトリ・サーバーディレクトリ・サーバーディレクトリ・サーバー

dbalias

Oracle Names でのでのでのでの

別名オブジェクトの位置別名オブジェクトの位置別名オブジェクトの位置別名オブジェクトの位置

dbalias.acme.com

ディレクトリ・サーバーでのネット・サービス別名のディレクトリ・サーバーでのネット・サービス別名のディレクトリ・サーバーでのネット・サービス別名のディレクトリ・サーバーでのネット・サービス別名の DN

dn:cn=dbalias,cn=OracleContext,o=acme,c=us

Oracle Names におけるにおけるにおけるにおける

別名のデータ別名のデータ別名のデータ別名のデータ

db.acme.com

ディレクトリ・サーバーにおける別名のデータディレクトリ・サーバーにおける別名のデータディレクトリ・サーバーにおける別名のデータディレクトリ・サーバーにおける別名のデータ

dn:cn=db,cn=OracleContext,o=acme,c=us

dbalias の検索結果の検索結果の検索結果の検索結果

dbaliasのデータが、dbオブジェクトの正しい位置である cn=db,cn=OracleContext,o=acme,
c=usを指しているため、ネット・サービス別名は機能します。

ordersalias

Oracle Names でのでのでのでの

別名オブジェクトの位置別名オブジェクトの位置別名オブジェクトの位置別名オブジェクトの位置

ordersalias.acme.com

ディレクトリ・サーバーでのネット・サービス別名のディレクトリ・サーバーでのネット・サービス別名のディレクトリ・サーバーでのネット・サービス別名のディレクトリ・サーバーでのネット・サービス別名の DN

dn:cn=ordersalias,cn=OracleContext,o=acme,c=us

Oracle Names におけるにおけるにおけるにおける

別名のデータ別名のデータ別名のデータ別名のデータ

orders.sales.acme.com

ディレクトリ・サーバーにおける別名のデータディレクトリ・サーバーにおける別名のデータディレクトリ・サーバーにおける別名のデータディレクトリ・サーバーにおける別名のデータ

dn:cn=orders,cn=OracleContext,ou=sales,o=acme,c=us
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Oracle Names Server からのネットワーク・オブジェクトのエクスポート
ordersalias の検索結果の検索結果の検索結果の検索結果

ordersaliasのデータは、cn=orders,cn=OracleContext,ou=marketing,o=acme,c=usではな

く cn=orders,cn=OracleContext,ou=sales,o=acme,c=usを指しているため、ordersaliasは

ordersオブジェクトの検索に失敗します。

widgetsalias

Oracle Names でのでのでのでの

別名オブジェクトの位置別名オブジェクトの位置別名オブジェクトの位置別名オブジェクトの位置

widgetsalias.acme.com

ディレクトリ・サーバーでのネット・サービス別名のディレクトリ・サーバーでのネット・サービス別名のディレクトリ・サーバーでのネット・サービス別名のディレクトリ・サーバーでのネット・サービス別名の DN

dn:cn=widgetsalias,cn=OracleContext,o=acme,c=us

Oracle Names におけるにおけるにおけるにおける

別名のデータ別名のデータ別名のデータ別名のデータ

widgets.dev.acme.com

ディレクトリ・サーバーにおける別名のデータディレクトリ・サーバーにおける別名のデータディレクトリ・サーバーにおける別名のデータディレクトリ・サーバーにおける別名のデータ

dn:cn=widgets,cn=OracleContext,ou=dev,o=acme,c=us

widgetsalias の検索結果の検索結果の検索結果の検索結果

widgetsaliasのデータは、cn=widgets,cn=OracleContext,ou=RandD,o=acme,c=usではなく

cn=widgets,cn=OracleContext,ou=dev,o=acme,c=usを指しているため、widgetsaliasは

widgetsオブジェクトの検索に失敗します。

別名別名別名別名 Oracle Names ディレクトリ・サーバーディレクトリ・サーバーディレクトリ・サーバーディレクトリ・サーバー
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11

プロファイルの構成プロファイルの構成プロファイルの構成プロファイルの構成

この章では、プロファイルプロファイルプロファイルプロファイルのクライアント構成パラメータおよびサーバー構成パラメータの
構成方法を説明します。プロファイルとは、クライアントまたはデータベース・サーバー上
での Oracle Net 機能の有効化および構成の優先順位を指定するパラメータの集合です。 プロ
ファイルの格納および実装は、sqlnet.oraファイルを介して行います。 

この章の内容は、次のとおりです。

� プロファイル構成の概要

� 名前解決のクライアント属性の構成

� データベース・アクセス制御の構成

� プロファイルの詳細情報の構成

� 優先 Oracle Names Server の構成 

� 外部ネーミング・メソッドの構成

� Oracle Advanced Security の構成
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プロファイル構成の概要
プロファイル構成の概要プロファイル構成の概要プロファイル構成の概要プロファイル構成の概要
プロファイルは、次の場合に使用します。

� クライアントのドメインを指定して未修飾名に追加

� ネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドの優先順位の設定

� ロギング機能およびトレース機能の有効化

� 特定のプロセスを通じてのルート接続

� 外部ネーミング外部ネーミング外部ネーミング外部ネーミングのパラメータの構成

� Oracle Advanced Security の構成

� プロトコル固有パラメータを使用したデータベースへのアクセスの制限

インストール中のプロファイル構成作業インストール中のプロファイル構成作業インストール中のプロファイル構成作業インストール中のプロファイル構成作業
クライアントおよびサーバーにソフトウェアがインストールされると、Oracle Universal 
Installer は Oracle Net Configuration Assistant を起動します。Oracle Net Configuration 
Assistant は、次の項目を構成します。

� デフォルト・ネットワーク・ドメイン

コンピュータのネットワーク・ドメインが、デフォルト・ドメインとして自動的に選択
されます。このドメインは接続文字列で指定された未修飾のネット・サービス名に自動
的に追加され、tnsnames.oraファイルまたは Oracle Names Server に格納されたネッ
ト・サービス名と比較されます。たとえば、クライアント tnsnames.oraファイルに
sales.us.acme.comというネット・サービス名がある場合は、接続文字列を次のよ
うに入力できます。

CONNECT scott/tiger@sales

salesは sales.us.acme.comとして検索されます。

� コンピュータが接続記述子接続記述子接続記述子接続記述子に対する接続識別子接続識別子接続識別子接続識別子の解決に使用するネーミング・メソッド
の順序付け

インストール時に、Oracle Net Configuration Assistant を使用して構成を行うと、
sqlnet.oraファイルに次のエントリが作成されます。

NAMES.DEFAULT_DOMAIN=us.acme.com
NAMES.DIRECTORY_PATH=(onames, tnsnames)

NAMES.DEFAULT_DOMAINで、ネットワーク・ドメインを指定します。また、
NAMES.DIRECTORY_PATHで、接続識別子の解決に使用するネーミング・メソッドの優先順
位を指定します。

インストールされた構成が適切でない場合、Oracle Net Manager を使用して sqlnet.ora
の構成を拡張します。
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名前解決のクライアント属性の構成
名前解決のクライアント属性の構成名前解決のクライアント属性の構成名前解決のクライアント属性の構成名前解決のクライアント属性の構成
次に示す項では、使用可能なクライアント構成オプションについて説明します。

� クライアントのデフォルト・ドメインの構成

� ネーミング・メソッドの優先順位

� 接続要求のルーティング

クライアントのデフォルト・ドメインの構成クライアントのデフォルト・ドメインの構成クライアントのデフォルト・ドメインの構成クライアントのデフォルト・ドメインの構成
クライアントが特定ドメインの名前を要求することが多い環境では、NAMES.DEFAULT_
DOMAINパラメータを使用してクライアントの sqlnet.oraファイルにデフォルト・ドメ
インを設定します。 

デフォルト・ドメインが設定されると、そのドメインは接続文字列で指定された未修飾の
ネット・サービス名に自動的に追加され、tnsnames.oraファイルまたは Oracle Names 
Server に格納されたネット・サービス名と比較されます。 

たとえば、クライアント tnsnames.oraファイルに sales.us.acme.comというネット・
サービス名がある場合は、接続文字列を次のように入力できます。

CONNECT scott/tiger@sales

この例では、salesは sales.us.acme.comとして検索されます。 

CONNECT scott/tiger@sales.us.acme.comのように接続文字列にドメイン拡張子が
含まれる場合は、ドメインは追加されません。tnsnames.oraファイルまたは Oracle 
Names Server 内のネット・サービス名がドメインで修飾されておらず、このパラメータが
設定されている場合は、ネット・サービス名にドット（"."）を付けて入力します。たとえ
ば、ドメインが us.acme.comに設定され、クライアント tnsnames.oraファイルに
salesというネット・サービス名がある場合は、次のように接続文字列を入力します。

CONNECT scott/tiger@sales.

注意注意注意注意 : デフォルト・ドメインは、インストール中に Oracle Net 
Configuration Assistant によってクライアントのネットワーク・ドメイン
に設定されます。
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名前解決のクライアント属性の構成
デフォルト・ドメインを指定するには、次の手順に従います。

1. Oracle Net Manager を起動します。

2. ナビゲータ・ペインで、「「「「Local」」」」>「「「「Profile」」」」を展開します。

3. 右ペインのリストから、「「「「Naming」」」」を選択します。

4. 「「「「Oracle Names」」」」タブをクリックします。

5. 「「「「Default Domain」」」」フィールドにドメインを入力します。

6. 「「「「File」」」」>「「「「Save Network Configuration」」」」を選択します。

sqlnet.oraファイルには、次のようなエントリが追加されます。

NAMES.DEFAULT_DOMAIN=us.acme.com

ネーミング・メソッドの優先順位ネーミング・メソッドの優先順位ネーミング・メソッドの優先順位ネーミング・メソッドの優先順位
ネーミング・メソッドを構成した後は、第 9 章「ネーミング・メソッドの構成」に説明され
ているように、優先順位を設定する必要があります。接続識別子の解決では、最初に、リス
トの最初のネーミング・メソッドが使用されます。リストの最初のネーミング・メソッドで
接続識別子が解決できなかった場合は、リストの 2 番目のメソッドが使用されます。

ネーミング・メソッドの順位を指定するには、次の手順に従います。

1. Oracle Net Manager を起動します。

2. ナビゲータ・ペインで、「「「「Local」」」」>「「「「Profile」」」」を展開します。

3. 右ペインのリストから、「「「「Naming」」」」を選択します。

4. 「「「「Methods」」」」タブをクリックします。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 5-3 ページ「Oracle Net Manager の起動」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 5-3 ページ「Oracle Net Manager の起動」
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表 11-1 では、「「「「Methods」」」」タブにリストされているネーミング・メソッドの値を説明し
ます。

5. 「「「「Available Methods」」」」リストからネーミング・メソッドを選択して、右矢印ボタンをク
リックします。 

選択されたネーミング・メソッドが「「「「Selected Methods」」」」リストに移動します。

6. Oracle Net によるネット・サービス名またはデータベース・サービス名の解決を行いた
い順にネーミング・メソッドを配置します。「「「「Selected Methods」」」」リスト内でネーミン
グ・メソッドを選択し、「「「「Promote」」」」または「「「「Demote」」」」をクリックして選択項目をリス
ト内で移動します。

表表表表 11-1 ネーミング・メソッドの値ネーミング・メソッドの値ネーミング・メソッドの値ネーミング・メソッドの値

ネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッド
の値の値の値の値 説明説明説明説明

TNSNAMES 

ローカル・ネーミングローカル・ネーミングローカル・ネーミングローカル・ネーミング・
メソッド

ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名を、クライアントに配置された
tnsnames.oraファイルで解決するように設定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  9-4 ページ「ローカル・ネーミング・メソッドの構成」

LDAP 

ディレクトリ・ネーミディレクトリ・ネーミディレクトリ・ネーミディレクトリ・ネーミ
ングングングング・メソッド

データベース・サービス名、ネット・サービス名またはネット・ネット・ネット・ネット・
サービス別名サービス別名サービス別名サービス別名を、ディレクトリ・サーバーディレクトリ・サーバーディレクトリ・サーバーディレクトリ・サーバーで解決するように設定
します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  9-10 ページ「ディレクトリ・ネーミング・メソッドの

構成」

ONAMES 

Oracle Names メソッド

ネット・サービス名またはデータベース・サービス名を、Oracle 
Names Server で解決するように設定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  9-20 ページ「Oracle Names メソッドの構成」

HOSTNAME 

ホスト・ネーミングホスト・ネーミングホスト・ネーミングホスト・ネーミング・
メソッド

ホスト名の別名を、既存の名前解決サービスまたは集中管理され
た一連の /etc/hostsファイルで解決するように設定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  9-51 ページ「ホスト・ネーミング・メソッドの構成」

CDS 

セル・ディレクトリ・セル・ディレクトリ・セル・ディレクトリ・セル・ディレクトリ・
サービスサービスサービスサービス外部ネーミン
グ・メソッド

分散コンピューティング環境（DCE）にある Oracle データベース

名を解決するように設定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  『Oracle Advanced Security 管理者ガイド』

NIS

Network Information 
Service（（（（NIS））））外部

ネーミング・メソッド

サービス情報を、既存の NIS で解決するように設定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  9-54 ページ「Network Information Service（NIS）」
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名前解決のクライアント属性の構成
7. 「「「「File」」」」>「「「「Save Network Configuration」」」」を選択します。

sqlnet.oraファイルの NAMES.DIRECTORY_PATHパラメータが次のように更新され
ます。

NAMES.DIRECTORY_PATH=(ldap, tnsnames)

接続要求のルーティング接続要求のルーティング接続要求のルーティング接続要求のルーティング
クライアントおよびクライアントの役割を果たすサーバーは、接続要求が常に特定のプロセ
スへ送られるように構成できます。表 11-2 では、sqlnet.oraファイルのルート接続要求
の設定方法を説明します。

接続要求のルートを設定するには、次の手順に従います。

1. Oracle Net Manager を起動します。

2. ナビゲータ・ペインで、「「「「Local」」」」>「「「「Profile」」」」を展開します。

3. 右ペインのリストから、「「「「General」」」」を選択します。

4. 「「「「Routing」」」」タブをクリックします。

表表表表 11-2 sqlnet.ora のルーティング設定のルーティング設定のルーティング設定のルーティング設定

Oracle Net Manager
オプションオプションオプションオプション

sqlnet.ora ファイルのファイルのファイルのファイルの
パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

「「「「Always Use Dedicated 
Server」」」」

USE_DEDICATED_SERVER リスナーがこのクライアントからのすべてのネット
ワーク・セッションで専用サーバー専用サーバー専用サーバー専用サーバーを使用する設定に
使用します。自動的に、接続記述子 CONNECT_DATA
部分に（SERVER=dedicated）を追加します。共有共有共有共有

サーバーサーバーサーバーサーバーが構成されている場合でも、このクライアン
トからの接続には専用サーバーが使用されます。 

「「「「Prefer Connection Manager 
Routing」」」」

USE_CMAN 可能なかぎり Oracle Connection Manager にクライア

ントを送信するために使用します。Oracle 
Connection Manager のプロトコル・アドレスが不明

な場合は、利用できるリスナー・プロトコル・アドレ
スを介して接続のルートが設定されます。

注意注意注意注意 : Oracle Names で Oracle Connection Manager
を使用している場合は、クライアントと Oracle 
Names Server の両方で、このオプションを設定する

必要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 5-3 ページ「Oracle Net Manager の起動」
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データベース・アクセス制御の構成
5. 接続要求のルートを設定するいずれかのオプションを選択します。

6. 「「「「File」」」」>「「「「Save Network Configuration」」」」を選択します。

データベース・アクセス制御の構成データベース・アクセス制御の構成データベース・アクセス制御の構成データベース・アクセス制御の構成
あるクライアントへのアクセスは許可し、他のクライアントへのアクセスは制限するように
sqlnet.oraファイルを構成できます。表 11-3 では、利用可能な設定を説明します。

データベース・アクセス制御を構成するには次の手順に従います。

1. Oracle Net Manager を起動します。

2. ナビゲータ・ペインで、「「「「Local」」」」>「「「「Profile」」」」を展開します。

3. 右ペインのリストから、「「「「General」」」」を選択します。

4. 「「「「Access Rights」」」」タブをクリックします。

5. 「「「「Check TCP/IP client access rights」」」」オプションを選択します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : フィールドおよびオプションの説明は表 11-2 を参照してくだ
さい。

表表表表 11-3 sqlnet.ora のアクセス制御の設定のアクセス制御の設定のアクセス制御の設定のアクセス制御の設定

Oracle Net Manager のののの
フィールドフィールドフィールドフィールド / オプションオプションオプションオプション

sqlnet.ora ファイルのファイルのファイルのファイルの
パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

「「「「Check TCP/IP client 
access rights」」」」

TCP.VALIDNODE_CHECKING データベースへのアクセスを選別するかどうかの指定に
使用します。 

このフィールドが選択された場合、Oracle Net Manager
は、パラメータ TCP.EXCLUDED_NODESおよび

TCP.VALIDNODE_CHECKINGをチェックして、データ

ベースへのアクセスを許可するクライアントを特定しま
す。このフィールドが選択解除された場合、Oracle Net 
Manager は、クライアントを選別しません。 

「「「「Clients excluded from 
access」」」」

TCP.EXCLUDED_NODES TCP/IP プロトコルを使用するデータベースへのアクセ

スで、許可を与えないクライアントの指定に使用します。

「「「「Clients allowed to 
access」」」」

TCP.INVITED_NODES TCP/IP プロトコルを使用するデータベースへのアクセ

スで、許可を与えるクライアントの指定に使用します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 5-3 ページ「Oracle Net Manager の起動」
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プロファイルの詳細情報の構成
6. 「「「「Clients excluded from access」」」」フィールドおよび「「「「Clients allowed to access」」」」フィー
ルドで、ホスト名または IP アドレス（許可に含めるクライアント、あるいは含めない
クライアント）を入力します。入力ではカンマを使用して、同一行に配置されたエント
リを区切ります。

プロファイルの詳細情報の構成プロファイルの詳細情報の構成プロファイルの詳細情報の構成プロファイルの詳細情報の構成
表 11-4 では、sqlnet.oraファイルの詳細設定を説明します。

表表表表 11-4 sqlnet.ora の詳細設定の詳細設定の詳細設定の詳細設定

Oracle Net Manager のののの
フィールドフィールドフィールドフィールド / オプションオプションオプションオプション

sqlnet.ora ファイルのファイルのファイルのファイルの
パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

「「「「TNS Time Out Value」」」」 SQLNET.EXPIRE_TIME クライアント / サーバーの接続がアクティブであること

を確認するプローブの送信時間間隔（秒単位）を指定し
ます。0 より大きい値を設定して、クライアントの異常

終了で接続が無限にオープン状態にならないようにしま
す。終了済み接続や使用されなくなった接続を検出した
プローブは、エラーを返し、それによってサーバー・プ
ロセスが終了します。このオプションは、通常は一度に
複数の接続を処理するデータベース・サーバーに対して
設定します。 

終了済み接続の検出機能を使用する上での制約は、次の
とおりです。

� Bequeathed 接続では使用できません。

� プローブ・パケットはごく小さいものですが、ネッ
トワーク・パフォーマンスを低下させるおそれのあ
る余分な通信量を生成します。 

� 使用しているオペレーティング・システムによって
は、接続プローブ・イベントを他の発生イベントと
区別するために、サーバーで追加の処理を行う必要
がある場合があります。このために、ネットワー
ク・パフォーマンスが低下する場合もあります。

「「「「Client Registration ID」」」」 SQLNET.CLIENT_
REGISTRATION

クライアントに一意の識別子を指定することに使用しま
す。この識別子は接続要求とともにリスナーに渡されま
す。識別子として、最大 128 文字の任意の文字を使用で

きます。
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プロファイルの詳細情報の構成
クライアントの拡張機能を設定するには、次の手順に従います。

1. Oracle Net Manager を起動します。

2. ナビゲータ・ペインで、「「「「Local」」」」>「「「「Profile」」」」を展開します。

3. 右ペインのリストから、「「「「General」」」」を選択します。

4. 「「「「Advanced」」」」タブをクリックします。

「「「「Turn Off UNIX Signal 
Handling」」」」

BEQUEATH_DETACH UNIX シグナル処理のオンまたはオフに使用します。

クライアント・アプリケーションは Bequeath プロトコ

ルを介して内部にサーバー・プロセスを子プロセスとし
て生成するため、クライアント・アプリケーションは子
プロセスが終了したときにそのプロセスをクリーンアッ
プする必要があります。サーバー・プロセスが接続の責
任を完遂すると、それは消滅プロセスになります。シグ
ナル・ハンドラは、これらの消滅プロセスをクリーン
アップする必要があります。このパラメータを設定して
シグナル・ハンドラを使用禁止にすることにより、消滅
プロセスを UNIX init プロセスに渡すようにクライアン

ト・プロファイルを構成できます。

「「「「Disable Out-of-Band 
Break」」」」

DISABLE_OOB バンド外ブレークのオンまたはオフに使用します。

選択解除するか offにすると、基底のプロトコルで提供

される緊急データを使用してブレーク・メッセージを送
受信することができます。

選択するか onにすると、基底のプロトコルで提供され

る緊急データによるブレーク・メッセージの送受信は使
用できなくなります。これは、一度使用可能にすると、
このクライアントが使用するすべてのプロトコルに適用
されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  プロトコルが緊急データ要求をサポートして

いるかどうかを確認するには、Oracle オペレーティン

グ・システム固有のマニュアルを参照してください。
TCP/IP は、この機能をサポートするプロトコルの一例

です。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 5-3 ページ「Oracle Net Manager の起動」

表表表表 11-4 sqlnet.ora の詳細設定（続き）の詳細設定（続き）の詳細設定（続き）の詳細設定（続き）

Oracle Net Manager のののの
フィールドフィールドフィールドフィールド / オプションオプションオプションオプション

sqlnet.ora ファイルのファイルのファイルのファイルの
パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明
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優先 Oracle Names Server の構成
5. 設定するフィールド / オプションに値を入力します。

6. 「「「「File」」」」>「「「「Save Network Configuration」」」」を選択します。

優先優先優先優先 Oracle Names Server の構成の構成の構成の構成
Oracle Names をネーミング・メソッドとして使用している場合は、優先優先優先優先 Oracle Names 
Server の名前とアドレスを指定して、使用可能な他の Oracle Names Server のアドレスより
も優先させることができます。Oracle Net は、応答を受信するまで、解決要求をそれぞれの
優先 Oracle Names Server に発信します。

優先 Oracle Names Server は、Oracle Net Manager の Discover Oracle Names Server のコマ
ンドまたは Oracle Names 制御ユーティリティの REORDER_NSコマンドのかわりに使用でき
ます。これらのコマンドは、ネットワークの中で使用可能な Oracle Names Server のリスト
を作成し、それらを応答時間の速い順に並べます。これに対して優先 Oracle Names Server
は、検出プロセスで検索された他の Oracle Names Server よりも優先されます。最初に
Oracle Names Server が検出された場合、優先 Oracle Names Server を削除できます。

優先 Oracle Names Server を指定するには、次の手順に従います。

1. Oracle Net Manager を起動します。

2. ナビゲータ・ペインで、「「「「Local」」」」>「「「「Profile」」」」を展開します。

3. 右ペインのリストから、「「「「Preferred Oracle Names Servers」」」」を選択します。

4. 「「「「New」」」」をクリックします。 

「「「「Preferred Server」」」」タブが表示されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : フィールドおよびオプションの説明は表 11-4 を参照してくだ
さい。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� Oracle Names Server リストの作成方法は、3-29 ページの「Oracle 
Names のバージョン間の相違」を参照してください。

� Oracle Names Server 検出に関する詳細は、9-33 ページの「作業 4: 
Oracle Names Server を使用するためのクライアントとデータベー
ス・サーバーの構成」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 5-3 ページ「Oracle Net Manager の起動」
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外部ネーミング・メソッドの構成
5. プロトコルを選択し、そのプロトコル・アドレスで構成する Oracle Names Server に必
要なプロトコル・アドレス情報を入力します。

6. リストに Oracle Names Server を追加するたびにステップ 4 と 5 を繰り返します。

7. 「「「「File」」」」>「「「「Save Network Configuration」」」」を選択します。

sqlnet.oraファイルの NAMES.PREFERRED_SERVERSパラメータが次のように更新
されます。

NAMES.PREFERRED_SERVERS=
  (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=namesrv1)(PORT=1575))

外部ネーミング・メソッドの構成外部ネーミング・メソッドの構成外部ネーミング・メソッドの構成外部ネーミング・メソッドの構成
NIS 外部ネーミング・メソッドまたは CDS 外部ネーミング・メソッドに必要な必須クライ
アント・パラメータをプロファイルに構成します。表 11-5 では、sqlnet.oraファイルの
外部ネーミング設定を説明します。

外部ネーミング・メソッドのパラメータを構成するには、次の手順に従います。 

1. Oracle Net Manager を起動します。

2. ナビゲータ・ペインで、「「「「Local」」」」>「「「「Profile」」」」を展開します。

3. 右ペインのリストから、「「「「Naming」」」」を選択します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  プロトコル・パラメータの設定については、『Oracle9i Net 
Services リファレンス・ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 : 優先 Oracle Names Server は、names.oraファイルで
NAMES.ADDRESSESパラメータを使用して設定した Oracle Names リスニ
ング・プロトコル・アドレスと一致している必要があります。

表表表表 11-5 sqlnet.ora の外部ネーミング・メソッドの設定の外部ネーミング・メソッドの設定の外部ネーミング・メソッドの設定の外部ネーミング・メソッドの設定

Oracle Net Manager のののの
フィールドフィールドフィールドフィールド

sqlnet.ora ファイルのファイルのファイルのファイルの
パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

「「「「Cell Name」」」」 NAMES.DCE.PREFIX 有効な DCE セル名を入力します（接頭辞）。

「「「「Meta Map」」」」 NAMES.NIS.META_MAP データベース・サービス名を含む特殊ファイルである
マップを指定します。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 5-3 ページ「Oracle Net Manager の起動」
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Oracle Advanced Security の構成
4. 使用中の外部ネーミング・メソッドの適切なフィールドに値を入力します。

5. 「「「「File」」」」>「「「「Save Network Configuration」」」」を選択します。

Oracle Advanced Security の構成の構成の構成の構成
Oracle Advanced Security では、データの暗号化と整合性チェック、拡張認証、シングル・
サインオンおよび DCE のサポートが可能です。Oracle Advanced Security は、LDAP 準拠
ディレクトリ・サーバーにおける集中ユーザー管理および認証ベースのシングル・サインオ
ンにも対応しています。この機能は Secure Sockets Layer（（（（SSL））））のレベルに従います。 

Oracle Advanced Security の機能を使用するクライアントまたはサーバーを構成するには、
次の手順に従います。

1. Oracle Net Manager を起動します。

2. ナビゲータ・ペインで、「「「「Local」」」」>「「「「Profile」」」」を展開します。

3. 右ペインのリストから、「「「「Oracle Advanced Security」」」」を選択します。

「Oracle Advanced Security」タブの各ページで、パラメータ・セットを個別に構成でき
ます。

4. パラメータを適切に選択または編集します。

5. 「「「「File」」」」>「「「「Save Network Configuration」」」」を選択します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 5-3 ページ「Oracle Net Manager の起動」

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 特定のタブ・ページで「「「「Help」」」」ボタンを選択します。

� Oracle Net Manager オンライン・ヘルプの Oracle Advanced Security
プロシージャ・トピック。 オンライン・ヘルプでこれらのトピックに
アクセスするには、「「「「Oracle Advanced Security」」」」>「「「「How To」」」」を選
択します。

� 構成の詳細は、『Oracle Advanced Security 管理者ガイド』を参照して
ください。
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リスナーの構成およ
12

リスナーの構成および管理リスナーの構成および管理リスナーの構成および管理リスナーの構成および管理

リスナーリスナーリスナーリスナーは、データベース・サーバーで実行する個別のプロセスです。これは、クライアン
トからの接続要求を受け取り、データベース・サーバーへの要求を管理します。この章で
は、リスナーがクライアントの接続を受け入れる方法を説明します。

 この章の内容は、次のとおりです。

� リスナー構成の概要

� インストール中のリスナー構成

� リスナー構成のカスタマイズ

� サービス登録の構成

� リスナー管理

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 初期の接続要求時のリスナーの使用方法は、第 2 章「接続性の概念」
を参照してください。

� リスナーのアーキテクチャの概要は、第 4 章「Oracle Net Services の
アーキテクチャ」を参照してください。
び管理 12-1



リスナー構成の概要
リスナー構成の概要リスナー構成の概要リスナー構成の概要リスナー構成の概要

リスナーは、1 つ以上のリスニング用プロトコル・アドレス、サポートされるサービスの情
報および実行時の動作を制御するパラメータで構成されます。リスナーの構成は、
listener.oraとネーミングされた構成ファイルに格納されます。

すべての構成パラメータにはデフォルト値が設定されているため、構成前のリスナーを起動
して使用できます。デフォルトのリスナーは LISTENERとネーミングされ、起動時はサービ
スがサポートされていないため次の TCP/IP プロトコル・アドレスのリスニングを行いま
す。

(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=host_name)(PORT=1521))

サポートされるサービス、すなわち、リスナーによりクライアントの要求が転送されるサー
ビスは、listener.oraファイルに構成できます。あるいは、この情報をリスナーに動的
に登録することもできます。動的登録機能は、サービス登録サービス登録サービス登録サービス登録と呼ばれ、Oracle9i または
Oracle8i のインスタンスで使用されます。データベースの初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイルに必
要な構成が設定される各データベースのインスタンスは、PMON プロセスプロセスプロセスプロセス（インスタンス・
バックグラウンド・プロセス）で登録されます。動的サービス登録では、listener.ora
ファイルでの構成は不要です。

サービス登録には次の利点があります。

� 構成の簡素化

サービス登録によって SID_LIST_listener_nameパラメータ設定の必要性が削減さ
れます。サービス登録では、listener.oraファイルにリスナーが提供するデータ
ベース情報を指定します。

注意注意注意注意 : Oracle9i データベースでは、バージョン 9 のリスナーが必要です。
Oracle9i データベースでは、前のバージョンのリスナーはサポートされて
いません。ただし、Oracle データベースの前のバージョンでのバージョン
9 のリスナーの使用は可能です。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 4-9 ページ「リスナーのアーキテクチャ」

注意注意注意注意 : データベースの管理に Oracle Enterprise Manager を使用している
場合は、SID_LIST_listener_nameパラメータは必須です。
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� 接続時フェイルオーバー

リスナーはインスタンスの状態を常時認識しているため、サービス登録では、あるイン
スタンスがダウンした場合に、別のインスタンスに対するクライアントの接続要求の自
動フェイルオーバーが利用できます。

静的構成モデルでは、リスナーはクライアント要求を受け取ったときに専用サーバーを
起動します。専用サーバーは、インスタンスがまだ起動していないために、「Oracle 
は使用できません。」というエラー・メッセージが発生していることを後で認識する場
合があります。 

� 接続ロード・バランシング

サービス登録を利用すると、リスナーはクライアント接続要求をロード量の最も少ない
インスタンスとディスパッチャディスパッチャディスパッチャディスパッチャ、または専用サーバー専用サーバー専用サーバー専用サーバーに転送します。サービス登録に
よって、サービス・ハンドラサービス・ハンドラサービス・ハンドラサービス・ハンドラおよびノード全体のロードが均衡化されます。 

Oracle Enterprise Manager のツールでは、listener.oraファイルに静的サービス構成が
必要です。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 4-9 ページ「リスナーのアーキテクチャ」 

� 12-13 ページ「サービス登録の構成」

� 15-4 ページ「アドレス・リスト・パラメータの構成」

� 15-11 ページ「接続ロード・バランシングの構成」
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インストール中のリスナー構成
インストール中のリスナー構成インストール中のリスナー構成インストール中のリスナー構成インストール中のリスナー構成
ソフトウェアのインストール時に、Oracle Universal Installer は、Oracle Net Configuration 
Assistant を起動します。Oracle Net Configuration Assistant を使用して、Oracle データ
ベースのリスニング用プロトコル・アドレスおよびサービス情報を構成できます。 

Enterprise Edition または Standard Edition をデータベース・サーバーへインストールする
際、Oracle Net Configuration Assistant は、自動的にリスナーを構成して、Oracle データ
ベースの TCP/IP リスニング用プロトコル・アドレスを所有する LISTENERという名前を設
定します。Custom インストールでは、Oracle Net Configuration Assistant により、リス
ナー名およびプロトコル・アドレスを構成するように求められます。

また、外部プロシージャ外部プロシージャ外部プロシージャ外部プロシージャ・コールのリスニング IPC プロトコル・アドレスは、インストレー
ション・タイプにかかわらず自動的に構成されます。

Oracle Net Configuration Assistant では、Oracle データベースおよび外部プロシージャの
サービス情報も listener.oraファイルに自動的に構成されます。

図 12-1 では、listener.ora ファイルの例を示します。LISTENERエントリでは、
LISTENERとネーミングされたリスナーのリスニング用プロトコル・アドレスが定義され、
SID_LIST_LISTENERエントリでは、リスナー LISTENERがサポートするサービス情報が
提供されます。

図図図図 12-1 listener.ora ファイルの例ファイルの例ファイルの例ファイルの例

LISTENER=
  (DESCRIPTION=
    (ADDRESS_LIST=
      (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sale-server)(PORT=1521))
      (ADDRESS=(PROTOCOL=ipc)(KEY=extproc))))
SID_LIST_LISTENER=
  (SID_LIST=
    (SID_DESC=
      (GLOBAL_DBNAME=sales.us.acme.com)
      (ORACLE_HOME=/oracle9i)
      (SID_NAME=sales))
    (SID_DESC=
      (SID_NAME=plsextproc)
      (ORACLE_HOME=/oracle9i)
      (PROGRAM=extproc)))

注意注意注意注意 : サービス情報を listener.oraファイルに設定する必要はありま
せんが、Oracle Net Configuration Assistant では、データベースの監視に
Oracle Enterprise Manager を使用することを前提としています。Oracle 
Enterprise Manager では、データベース検出の際にこの情報が必要です。
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リスナー構成のカスタマイズ
リスナー構成のカスタマイズリスナー構成のカスタマイズリスナー構成のカスタマイズリスナー構成のカスタマイズ
デフォルトの構成またはインストールした構成が特定の環境に対して適切でない場合は、
Oracle Net Manager を使用して listener.oraの構成をカスタマイズできます。

この項で説明する、これらの構成に関する項目は、次のとおりです。

� リスニング用プロトコル・アドレスの構成

� Oracle JServer に対するアクセスの構成

� 静的サービス情報の構成

� リスナーのためのパスワード認証の構成

リスニング用プロトコル・アドレスの構成リスニング用プロトコル・アドレスの構成リスニング用プロトコル・アドレスの構成リスニング用プロトコル・アドレスの構成
リスナーの追加プロトコル・アドレスの構成は次の手順に従います。

1. Oracle Net Manager を起動します。

2. ナビゲータ・ペインで、「「「「Local」」」」>「「「「Listeners」」」」を展開します。

3. リスナーを選択します。

リスナーを一度も作成していない場合には、次の作業を実行します。

a. ツールバーで「「「「+」」」」をクリックするか、「「「「Edit」」」」>「「「「Create」」」」を選択します。

「Choose Listener Name」ダイアログ・ボックスが表示されます。

b. 「「「「Listener Name」」」」フィールドに一意のリスナー名を入力します。

c. 「「「「OK」」」」をクリックします。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 一意の名前によるリスナーの識別および listener.oraファ
イル内での複数のリスナー・エントリの作成の詳細は、『Oracle9i Net 
Services リファレンス・ガイド』を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 5-3 ページ「Oracle Net Manager の起動」

注意注意注意注意 : listener.oraファイルは構成済みであるが、リスナー制御ユー
ティリティによりリスナーを一度も起動していない場合、リスナーは

「Listeners」フォルダに表示されません。このような場合は、Oracle Net 
Manager を終了して、16-2 ページの「Oracle Net Services のコンポーネン
トの起動」の説明に従ってリスナーを起動してから、Oracle Net Manager
を再起動します。
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リスナー構成のカスタマイズ
4. 右ペインのリストから「Listening Locations」を選択します。

5. 「「「「Add Address」」」」をクリックします。 

新規の「「「「Address」」」」タブが表示されます。

6. プロトコルを選択し、そのプロトコルに対する適切なパラメータ情報を、フィールドに
入力します。

TCP/IP 上でリスニングするためにリスナーを構成する場合は、デフォルトのポート
1521 を入力する必要があります。このポートを入力しない場合は、初期化パラメータ・初期化パラメータ・初期化パラメータ・初期化パラメータ・
ファイルファイルファイルファイルに LOCAL_LISTENERパラメータを構成し、なんらかのネーミング・メソッド
によってリスナー名を解決する必要があります。 

使用しているコンピュータに複数の IP アドレスがあり、リスナーに使用可能なすべて
の IP アドレスをリスニングさせる場合、TCP/IP または SSL 付き TCP/IP を構成し、

「Host」フィールドにコンピュータのホスト名を入力します。

7. 別のプロトコルを構成するには、ステップ 5 と 6 を繰り返します。

8. 「「「「File」」」」>「「「「Save Network Configuration」」」」を選択します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  プロトコル・パラメータの設定については、『Oracle9i Net 
Services リファレンス・ガイド』を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

�  プロトコル・アドレスおよび TCP/IP 特権ポートの詳細は、『Oracle9i 
Net Services リファレンス・ガイド』を参照してください。

� 12-14 ページ「非デフォルトのリスナーへの情報の登録」
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リスナー構成のカスタマイズ
Oracle JServer に対するアクセスの構成に対するアクセスの構成に対するアクセスの構成に対するアクセスの構成
クライアントは、Oracle8i データベースの Oracle JServer オプションで指定された
Enterprise JavaBeans（EJB）および Common Object Request Broker Architecture（CORBA）
の各アプリケーションに、Inter-ORB Protocol（IIOP）接続を介してアクセスします。IIOP
は、TCP/IP 上での General Inter-ORB Protocol（GIOP）の実装です。CORBA および EJB
へのアクセスをサポートするには、ポート 2481（TCP/IP の場合）またはポート 2482（SSL
付き TCP/IP の場合）を使用したプロトコル・アドレスでリスナーを構成します。 

Oracle8i データベースに Oracle JServer のプロトコル・アドレスを構成するには、次の手順
に従います。 

1. Oracle Net Manager を起動します。

2. ナビゲータ・ペインで、「「「「Local」」」」>「「「「Listeners」」」」を展開します。

3. リスナーを選択します。

4. 右ペインのリストから、「「「「Listening Locations」」」」を選択します。

5. 「「「「Add Address」」」」をクリックします。 

新規の「「「「Address」」」」タブが表示されます。

6. 「「「「Protocol」」」」リストから、「TCP/IP」または「TCP/IP with SSL」を選択します。

7. 「「「「Host」」」」フィールドにデータベースのホスト名を入力します。

8. TCP/IP の場合はポート 2481 を、SSL 付き TCP/IP の場合はポート 2482 を「「「「Port」」」」
フィールドに入力します。

9. 「「「「Statically dedicate this address for JServer connections」」」」をクリックします。

10. 「「「「File」」」」>「「「「Save Network Configuration」」」」を選択します。

listener.oraファイルでは、次のエントリが更新されます。

listener=
 (DESCRIPTION_LIST=
  (DESCRIPTION=
   (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales1-server)(PORT=2481))
   (PROTOCOL_STACK=
     (PRESENTATION=giop)
     (SESSION=raw))))

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 5-3 ページ「Oracle Net Manager の起動」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : EJB と CORBA の各アプリケーションに対するクライアント
接続の構成については、『Oracle8i Enterprise JavaBeans 開発者ガイドおよ
びリファレンス』を参照してください。
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リスナー構成のカスタマイズ
多数の同時接続要求の処理多数の同時接続要求の処理多数の同時接続要求の処理多数の同時接続要求の処理
リスナーによる同時接続要求の大量処理が予想される場合は、TCP/IP リスニング・エンド
ポイントに対してリスナー・キュー・サイズを指定できます。リスナー・キュー・サイズを
指定するには、プロトコル・アドレスの終端にある QUEUESIZEパラメータに、予想される
同時要求数を指定します。 たとえば、次のように指定します。

図図図図 12-2 キュー・サイズ付きのキュー・サイズ付きのキュー・サイズ付きのキュー・サイズ付きの listener.ora ファイルファイルファイルファイル

LISTENER=
 (DESCRIPTION=
  (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales-server)(PORT=1521)(QUEUESIZE=20)))

静的サービス情報の構成静的サービス情報の構成静的サービス情報の構成静的サービス情報の構成 

クライアントからの Oracle8 リリース 8.0 や Oracle7 データベースへの接続要求をリスナー
が受け入れるには、データベースに関する情報を使用して listener.oraファイルを構成
する必要があります。また、外部プロシージャや異機種間サービス異機種間サービス異機種間サービス異機種間サービスなどのサービス、および
Oracle Enterprise Manager も含めた一部の管理ツールでは、静的な構成も必要です。

Oracle9i および Oracle8i データベースでは、リスナーは listener.oraファイルの静的な
構成情報を使用する前に、サービス登録を介して受信したデータベースやインスタンスの動
的サービス情報を使用します。   

表 12-1 では、listener.oraファイルに設定できる静的なサービス設定を説明します。

注意注意注意注意 : デフォルトの同時接続要求数は、使用するシステムによって異な
ります。 Solaris Operating System と Windows NT の場合のデフォルト数
は、次のとおりです。 

� Solaris Operating System: 5 

� Windows NT 4.0 Workstation: 5 

� Windows NT 4.0 Server: 50
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リスナー構成のカスタマイズ
表表表表 12-1 listener.ora の静的なサービス設定の静的なサービス設定の静的なサービス設定の静的なサービス設定

Oracle Net Manager のののの
フィールドフィールドフィールドフィールド

listener.ora ファイルのファイルのファイルのファイルの
パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

「「「「SID」」」」 SID_NAME インスタンスの Oracle システム識別子システム識別子システム識別子システム識別子の指定に使用しま

す。SID 値は、初期化パラメータ・ファイルの

INSTANCE_NAMEパラメータから取得できます。 

「「「「Global Database Name」」」」 GLOBAL_DBNAME データベース・サービスを識別するために使用します。

クライアントの接続要求を処理中に、リスナーはこのパラ
メータの値と、クライアント接続記述子の SERVICE_
NAMEパラメータの値が一致するか試行します。 クライア

ント接続記述子によって SIDパラメータが使用されてい

る場合は、リスナーは値をマップしません。 このパラメー

タは、主に Oracle8 リリース 8.0 または Oracle7 データ

ベース（動的サービス登録が専用サーバーでサポートされ
ていない場合）での構成に適しています。また、このパラ
メータは、Oracle9i および Oracle8i データベース・サービ

スとともに使用する場合、一部の構成ツールや管理ツール
によって必要となる場合があります。

このパラメータの値は、通常、初期化パラメータ・ファイ
ルの DB_NAMEパラメータおよび DB_DOMAINパラメータ

（DB_NAME.DB_DOMAIN）の値の組合せから入手しますが、

値にはクライアントがサービスを識別するのに使用する有
効な名前を含めることができます。

「「「「Oracle Home Directory」」」」 ORACLE_HOME UNIX では、この設定はオプションです。インスタンスの

Oracle ホームの場所を指定するのに使用します。このパ

ラメータを設定しないと、リスナーに指定されているイン
スタンスの Oracle ホームが使用されます。

Windows NT では、この設定は無視されます。Windows 
NT レジストリの

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥HOMEIDに

ある ORACLE_HOMEパラメータで指定されている Oracle
ホームが使用されます。

重要重要重要重要 : Oracle9i Real Application Clusters 環境などで、接続時フェイル接続時フェイル接続時フェイル接続時フェイル
オーバーオーバーオーバーオーバーまたは透過的アプリケーション・フェイルオーバー透過的アプリケーション・フェイルオーバー透過的アプリケーション・フェイルオーバー透過的アプリケーション・フェイルオーバーを使用してい
る場合、GLOBAL_DBNAMEパラメータを設定しないでください。 
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リスナーを静的に構成するには、次の手順に従います。

1. Oracle Net Manager を起動します。

2. ナビゲータ・ペインで、「「「「Local」」」」>「「「「Listeners」」」」を展開します。

3. リスナーを選択します。

4. 右ペインのリストから、「「「「Database Services」」」」を選択します。

5. 「「「「Add Database」」」」をクリックします。 

新規の「「「「Database」」」」タブが表示されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� Oracle9i および Oracle8i データベースの動的なサービス登録の構成に
ついては、12-13 ページの「サービス登録の構成」を参照してくださ
い。

� 外部プロシージャおよび異機種間サービスのリスナーを静的に構成す
る方法については、第 15 章「Oracle Net Services の拡張機能の使用」
を参照してください。

� Oracle Enterprise Manager の詳細は、『Oracle Enterprise Manager 構
成ガイド』を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 5-3 ページ「Oracle Net Manager の起動」
12-10　Oracle9i Net Services 管理者ガイド



リスナー構成のカスタマイズ
6. グローバル・データベース名、Oracle ホーム・ディレクトリの場所、およびインスタン
スの SID を適切なフィールドに入力します。

7. 「「「「File」」」」>「「「「Save Network Configuration」」」」を選択します。

たとえば、sales.us.acme.comと呼ばれるデータベース・サービスに対して静的に
構成された listener.oraファイルの例を次に示します。

SID_LIST_listener=
(SID_LIST=
 (SID_DESC=
  (GLOBAL_DBNAME=sales.us.acme.com)
  (SID_NAME=sales)
  (ORACLE_HOME=/u01/app/oracle/9i)))

関連項目関連項目関連項目関連項目 : フィールドの説明は、12-9 ページの表 12-1 を参照してくださ
い。
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リスナーのためのパスワード認証の構成リスナーのためのパスワード認証の構成リスナーのためのパスワード認証の構成リスナーのためのパスワード認証の構成

リスナーのパスワードを介してセキュリティを提供することが重要です。構成変更の保存ま
たはリスナーの停止など、リスナー制御ユーティリティで使用する特権操作ではパスワード
が必要です。 

リスナー制御ユーティリティの CHANGE_PASSWORDコマンドまたは Oracle Net Manager を
使用して、listener.oraファイルの PASSWORDS_listener_nameパラメータの暗号化
パスワードを設定または変更します。PASSWORDS_listener_nameパラメータの設定が非
暗号化パスワードである場合は、パスワードを変更する前に listener.oraファイルから
そのパスワードを削除する必要があります。非暗号化パスワードが削除されていない場合
は、暗号化パスワードを設定できません。

Oracle Net Manager による暗号化パスワードの設定と変更は次の手順に従います。

1. ナビゲータ・ペインで、「「「「Local」」」」>「「「「Listeners」」」」を展開します。

2. リスナーを選択します。

3. 右ペインのリストから、「「「「General Parameters」」」」を選択します。

4. 「「「「Authentication」」」」タブを選択します。

5. 「「「「Require a Password for Listener Operations」」」」をクリックします。

6. 「「「「Password」」」」フィールドにパスワードを入力します。また、「「「「Confirm Password」」」」
フィールドにパスワードを再度入力します。

7. 「「「「File」」」」>「「「「Save Network Configuration」」」」を選択します。

CHANGE_PASSWORDコマンドにより新しい暗号化パスワードを設定するには、リスナー制御
ユーティリティから次のコマンドを発行します。 

LSNRCTL> CHANGE_PASSWORD
Old password: <enter>
New password: password
Reenter new password: password
LSNRCTL> SAVE_CONFIG

太字はユーザー入力を示します。入力時にはパスワードは表示されません。 

注意注意注意注意 : 非保護ネットワークで行っているリスナーのリモート管理に、高
度なセキュリティが必要とされる場合は、リスナーに SSL プロトコル付きプロトコル付きプロトコル付きプロトコル付き
TCP/IP を使用する保護プロトコル・アドレスを構成します。リスナーの
プロトコル・アドレスが複数の場合は、SSL プロトコル・アドレス付き
TCP/IP が listener.oraファイルの先頭にリストされていることを確
認してください。
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サービス登録の構成
CHANGE_PASSWORDコマンドにより暗号化パスワードを変更するには、次の手順に従いま
す。

LSNRCTL> CHANGE_PASSWORD
Old password: password
New password: password
Reenter new password: password
LSNRCTL> SAVE_CONFIG

サービス登録の構成サービス登録の構成サービス登録の構成サービス登録の構成
Oracle9i および Oracle8i データベースでは、リスナーは listener.oraファイルの静的な
構成情報を使用する前に、サービス登録を介して受信したデータベースやインスタンスの動
的サービス情報を使用します。 動的サービス登録は、データベース初期化ファイルで構成し
ます。動的サービス登録では、listener.oraファイルでの構成は不要です。ただし、リ
スナー構成がデータベース初期化ファイルと同期している必要があります。 

この項で説明する、サービス登録に関連する構成に関する項目は、次のとおりです。

� サービス登録の構成

� デフォルトのローカル・リスナーへの情報の登録

� 非デフォルトのリスナーへの情報の登録

� リモート・リスナーへの情報の登録

� ネーミング・メソッドの構成

サービス登録の構成サービス登録の構成サービス登録の構成サービス登録の構成
サービス登録を正しく機能させるには、初期化パラメータ・ファイルに必ず次のパラメータ
が含まれている必要があります。 

� データベース・サービス名の SERVICE_NAMES

� インスタンス名の INSTANCE_NAME

たとえば、次のように指定します。

SERVICE_NAMES=sales.us.acme.com
INSTANCE_NAME=sales

関連項目関連項目関連項目関連項目 : CHANGE_PASSWORDコマンドの詳細は、『Oracle9i Net 
Services リファレンス・ガイド』を参照してください。
リスナーの構成および管理 12-13



サービス登録の構成
SERVICE_NAMESパラメータの値は、デフォルトでグローバル・データベース名グローバル・データベース名グローバル・データベース名グローバル・データベース名に設定され
ます。この名前は、インストール時またはデータベースの作成時に入力した、初期化パラ
メータ・ファイルの DB_NAMEパラメータおよび DB_DOMAINパラメータの値から構成され
ます。 INSTANCE_NAMEパラメータの値は、インストール時またはデータベースの作成時に
入力した SID 値にデフォルトで設定されます。

デフォルトのローカル・リスナーへの情報の登録デフォルトのローカル・リスナーへの情報の登録デフォルトのローカル・リスナーへの情報の登録デフォルトのローカル・リスナーへの情報の登録
デフォルトの PMON プロセスでは、TCP/IP、ポート 1521 のローカル・アドレス上のロー
カル・リスナーにサービス情報が登録されます。リスナー構成がデータベース構成と同期し
ているかぎり、PMON では、別のノード上の非デフォルトであるローカル・リスナーまた
はリモート・リスナーにサービス情報を登録できます。同期化とは、listener.oraファ
イル内のリスナーのプロトコル・アドレスおよび初期化パラメータ・ファイル内のリスナー
の場所を指定することです。 

非デフォルトのリスナーへの情報の登録非デフォルトのリスナーへの情報の登録非デフォルトのリスナーへの情報の登録非デフォルトのリスナーへの情報の登録
TCP/IP またはポート 1521 を使用しないローカル・リスナーへ PMON によって登録する必
要がある場合は、初期化ファイルの LOCAL_LISTENERパラメータを構成して、ローカル・
リスナーを指定します。 

共有サーバー環境では、初期化パラメータ・ファイルの DISPATCHERSパラメータの
LISTENER属性を使用して、ディスパッチャを非デフォルトのローカル・リスナーに登録す
ることもできます。PMON では、ディスパッチャ情報のリスナーへの登録に LOCAL_
LISTENERパラメータと LISTENER属性の両方が使用できるため、リスナーの値が同じ場
合は、パラメータと属性の両方の指定は不要です。

LOCAL_LISTENERパラメータを次のように設定します。

LOCAL_LISTENER=listener_alias

LISTENER属性を次のように設定します。

DISPATCHERS="(PROTOCOL=tcp)(LISTENER=listener_alias)"

listener_aliasは、データベース・サーバー上にある tnsnames.oraファイルなどの
ネーミング・メソッドによってリスナー・プロトコル・アドレスに解決されます。

たとえば、リスナーがポート 1521 ではなくポート 1421 上でリスニングするように構成され
ている場合、初期化パラメータ・ファイルの LOCAL_LISTENERパラメータを次のように設
定します。

LOCAL_LISTENER=listener1

関連項目関連項目関連項目関連項目 : SERVICE_NAMESパラメータおよび INSTANCE_NAMEパラ
メータの詳細は、『Oracle9i データベース・リファレンス』を参照してく
ださい。
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サービス登録の構成
同一のリスナー例を使用して、LISTENER属性を次のように設定します。

DISPATCHERS="(PROTOCOL=tcp)(LISTENER=listener1)"

ローカル tnsnames.oraの listener1を次のように設定します。

listener1= 
 (DESCRIPTION= 
  (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales-server)(PORT=1421)))

情報を別のローカル・リスナーに登録するには、次の手順に従います。

1. ローカル・リスナーのプロトコル・アドレスを備えた listener.oraファイルを構成
します。

2. 初期化パラメータ・ファイルの LOCAL_LISTENERパラメータを構成して、ローカル・
リスナーを指定します。共有サーバーを使用している場合は、初期化パラメータ・ファ
イルの DISPATCHERSパラメータの LISTENER属性も使用できます。

3. tnsnames.oraファイルまたは Oracle Names Server を介して、LOCAL_LISTENER設
定または LISTENER設定のリスナー名の別名を決定します。 

注意注意注意注意 :

� LOCAL_LISTENERパラメータの動的な更新には、次のように SQL 文
の ALTER SYSTEM SETを使用します。

ALTER SYSTEM SET LOCAL_LISTENER='listener_alias'

次のような文でパラメータを NULL に設定すると、TCP/IP、ポート
1521 のデフォルトのローカル・アドレスが使用されます。

ALTER SYSTEM SET LOCAL_LISTENER=''

ALTER SYSTEM SET文の詳細は、『Oracle9i SQL リファレンス』を
参照してください。

� LISTENER属性は LOCAL_LISTENERパラメータに優先されます。そ
の結果、SQL 文の ALTER SYSTEM SET LOCAL_LISTENERはこの属
性の設定値に影響を与えません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 12-5 ページ「リスニング用プロトコル・アドレスの構成」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 12-18 ページ「ネーミング・メソッドの構成」
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サービス登録の構成
リモート・リスナーへの情報の登録リモート・リスナーへの情報の登録リモート・リスナーへの情報の登録リモート・リスナーへの情報の登録
Oracle9i Real Application Clusters などでは、リモート・リスナーへの登録は、共有サー
バーまたは専用サーバーの環境用に構成できます。

PMON でリモート・リスナーに登録する場合は、リモート・リスナーを検索するように初
期化パラメータ・ファイルの REMOTE_LISTENERパラメータを構成します。 

共有サーバー環境では、初期化パラメータ・ファイルの DISPATCHERSパラメータの
LISTENER属性を使用して、ディスパッチャを任意のリスナーに登録することもできます。
PMON では、ディスパッチャ情報のリスナーへの登録に REMOTE_LISTENERパラメータと
LISTENER属性の両方が使用できるため、リスナーの値が同じ場合は、パラメータと属性の
両方の指定は不要です。

REMOTE_LISTENERパラメータを次のように設定します。

REMOTE_LISTENER=listener_alias

LISTENER属性を次のように設定します。

DISPATCHERS="(PROTOCOL=tcp)(LISTENER=listener_alias)"

listener_aliasは、データベース・サーバー上にある tnsnames.oraファイルなどの
ネーミング・メソッドによってリスナー・プロトコル・アドレスに解決されます。

たとえば、異なるリスナーがサーバー sales1-serverおよび sales2-server上でポー
ト 1521 をリスニングするように構成されている場合は、ホスト sales1-server上のイン
スタンスに対しては、初期化ファイルの REMOTE_LISTENERパラメータを次のように設定
します。

REMOTE_LISTENER=listener_sales2

ホスト sales2-server上のインスタンスに対しては、初期化ファイルの REMOTE_
LISTENERパラメータを次のように設定します。

REMOTE_LISTENER=listener_sales1

sales1-server上のローカル tnsnames.oraの listener_sales2を次のように設定し
ます。

listener_sales2= 
 (DESCRIPTION= 
   (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales2-server)(PORT=1521)))
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同様に、sales2-server上のローカル tnsnames.oraの listener_sales1を次のよう
に設定します。

listener_sales1= 
 (DESCRIPTION= 
   (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales1-server)(PORT=1521)))

共有サーバーが構成されている場合は、初期化パラメータ・ファイルの DISPATCHERSパラ
メータを次のように設定します。

DISPATCHERS="(PROTOCOL=tcp)(LISTENER=listeners_sales)"

ローカル tnsnames.oraの listener_salesを次のように設定します。

listeners_sales= 
 (DESCRIPTION= 
   (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales1-server)(PORT=1521))
   (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales2-server)(PORT=1521)))

注意注意注意注意 :

� REMOTE_LISTENERパラメータを動的に更新するには、次のように
SQL 文の ALTER SYSTEM SETを使用します。

ALTER SYSTEM SET REMOTE_LISTENER='listener_alias'

次のような文でパラメータを NULL に設定すると、PMON では、以
前に情報を登録したリモート・リスナーから情報の登録が解除されま
す。

ALTER SYSTEM SET REMOTE_LISTENER=''

ALTER SYSTEM SET文の詳細は、『Oracle9i SQL リファレンス』を
参照してください。

� LISTENER属性は REMOTE_LISTENERパラメータに優先されます。そ
の結果、SQL 文の ALTER SYSTEM SET REMOTE_LISTENERはこの
属性の設定値に影響を与えません。
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サービス登録の構成
情報をリモート・リスナーに登録するには、次の手順に従います。

1. リモート・リスナーのプロトコル・アドレスを備えた listener.oraファイルを構成
します。

2. 共有サーバー環境で、初期化パラメータ・ファイルの DISPATCHERSパラメータまたは
REMOTE_LISTENERパラメータの LISTENER属性を構成します。また、専用サーバー
環境で、データベース初期化パラメータ・ファイルの REMOTE_LISTENERパラメータ
を構成します。 

3. tnsnames.oraファイルまたは Oracle Names Server を介して、LISTENER設定または
REMOTE_LISTENER設定のリスナー名の別名を設定します。 

ネーミング・メソッドの構成ネーミング・メソッドの構成ネーミング・メソッドの構成ネーミング・メソッドの構成
LOCAL_LISTENERパラメータ、REMOTE_LISTENERパラメータまたは LISTENER属性に指
定したリスナー名の別名は、次のネーミング・メソッドにより決定します。

� tnsnames.ora ファイル

� Oracle Names Server

tnsnames.ora ファイルファイルファイルファイル
ネット・サービス名のエントリは、プロトコル・アドレスに対して接続記述子の CONNECT_
DATAセクションなしで作成する必要があります。Oracle Net Manager では、CONNECT_
DATA情報を使用しない場合は tnsnames.oraファイルを構成できません。そのため、オ
ラクル社では、tnsnames.oraファイルを手動で変更することをお薦めします。

たとえば、LOCAL_LISTENERが listener1に設定され、listener1でポート 1421 上の
TCP/IP が使用される場合、tnsnames.oraファイルのエントリを次のように表します。

listener1= 
  (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales-server)(PORT=1421))

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 12-5 ページ「リスニング用プロトコル・アドレスの構成」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 12-18 ページ「ネーミング・メソッドの構成」

注意注意注意注意 : 複数のアドレスがサポートされていますが、接続時フェイルオー
バー機能とクライアント・ロード・バランシング機能はサポートされてい
ません。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 複数のアドレス構成については、第 15 章「Oracle Net 
Services の拡張機能の使用」を参照してください。
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Oracle Names Server
リスナーの別名に対するエントリを作成するには、Oracle Net Manager を介して Oracle 
Names Server を使用します。

1. Oracle Net Manager を起動します。

2. ナビゲータ・ペインで、「「「「Oracle Names Servers」」」」を展開します。

3. Oracle Names Server を選択します。

4. 右ペインのリストから、「「「「Manage Data」」」」を選択します。

5. 「「「「Advanced」」」」タブをクリックします。

6. 「「「「Add」」」」をクリックし、次の例のように、「「「「Name」」」」フィールドにリスナーの別名を、
「「「「Type」」」」フィールドに A.SMDレコード・タイプを、「「「「Value」」」」フィールドにアドレスを
入力します。

(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales-server)(PORT=2481))

7. 「「「「File」」」」>「「「「Save Network Configuration」」」」を選択します。

リスナー管理リスナー管理リスナー管理リスナー管理
いったんリスナーを構成すると、リスナー制御ユーティリティを使用してリスナーを管理で
きます。この項では、次に示すようなリスナーに対する共通の管理作業の一部を説明しま
す。

� リスナーの起動と停止

� 実行時動作の監視

� ログ・ファイルの監視

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 5-3 ページ「Oracle Net Manager の起動」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : リスナー制御ユーティリティの全コマンドの完全なリストは、
『Oracle9i Net Services リファレンス・ガイド』、および Oracle Net 

Manager のオンライン・ヘルプを参照してください。
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リスナーの起動と停止リスナーの起動と停止リスナーの起動と停止リスナーの起動と停止

STOP コマンドコマンドコマンドコマンド
コマンドラインからリスナーを停止するには、次のように入力します。

lsnrctl STOP [listener_name]

listener_nameは、listener.oraファイルで定義したリスナーの名前です。LISTENER
という名前のデフォルトのリスナーを使用している場合は、リスナーを識別する必要はあり
ません。

START コマンドコマンドコマンドコマンド
コマンドラインからリスナーを起動するには、次のように入力します。

lsnrctl START [listener_name]

listener_nameは、listener.oraファイルで定義したリスナーの名前です。LISTENER
という名前のデフォルトのリスナーを使用している場合は、リスナーを識別する必要はあり
ません。

リスナー制御ユーティリティは、リスナーの起動に加えリスナーへの接続性を検証します。

実行時動作の監視実行時動作の監視実行時動作の監視実行時動作の監視
STATUSおよび SERVICESコマンドによりリスナー情報が提供されます。これらのコマンド
の入力では、STOPコマンドおよび STARTコマンドで説明されている構文に従います。

STATUS コマンドコマンドコマンドコマンド
STATUSコマンドにより、リスナー構成の設定の概要、リスニング用プロトコル・アドレス
およびリスナーに登録されたサービスの概要など、リスナーの基本的なステータス情報が提
供されます。

STATUSコマンドにより表 12-2 で説明しているセクションが出力されます。

注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Manager のコンソールを介してリスナーの状態
も取得できます。 詳細は、『Oracle Enterprise Manager 管理者ガイド』を
参照してください。
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表表表表 12-2 リスナー制御ユーティリティのリスナー制御ユーティリティのリスナー制御ユーティリティのリスナー制御ユーティリティの STATUS コマンドコマンドコマンドコマンド

出力セクション出力セクション出力セクション出力セクション 説明説明説明説明

リスナーのステータス 次の項目を指定します。

� リスナー名

� リスナーのバージョン

� 開始時刻と終了時刻

� トレース・レベル

� 構成の設定のロギングとトレース

� 使用している listener.oraファイル

� listener.oraファイルにパスワードが設定されているか

� リスナーが、SNMP ベースのネットワーク管理システムからの問

合せに応答できるかどうか

リスニングのエンドポイント・サマリー リスナーがリスニングするように構成されているプロトコル・アドレ
スをリストします。

サービスのサマリー リスナーに登録されたサービスおよび各サービスに割り当てられた
サービス・ハンドラのサマリーを表示します。

サービス 登録されたサービスを識別します。

インスタンス サービスと関連付けられたインスタンスの名前とステータス、および
サービスと関連付けられたサービス・ハンドラの数を指定します。

ステータスは次のいずれかです。

� READYステータスは、インスタンスが接続を受け入れられること

を意味します。

� BLOCKEDステータスは、インスタンスが接続を受け入れられない

ことを意味します。

� READY/SECONDARYステータスは、これが Oracle9i Real 
Application Clusters のプライマリ / セカンダリ構成のセカンダ

リ・インスタンスであり、接続を受け入れられることを意味して
います。

� UNKNOWNステータスは、インスタンスが、サービス登録を使用し

て動的に登録されているのではなく、listener.oraファイルに

静的に登録されていることを意味します。このため、ステータス
は不明です。
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図 12-3 では、STATUSコマンドの出力例を示します。

図図図図 12-3 リスナー制御ユーティリティのリスナー制御ユーティリティのリスナー制御ユーティリティのリスナー制御ユーティリティの STATUS コマンドの出力コマンドの出力コマンドの出力コマンドの出力

Connecting to (DESCRIPTION=(ADDRESS=(PROTOCOL=ipc)(KEY=net)))
STATUS of the LISTENER
------------------------
Alias                     LISTENER
Version                   TNSLSNR for Solaris: Version 9.2.0.2.0 -
Development
Start Date                15-JUL-2002 20:22:00
Uptime                    0 days 0 hr. 5 min. 22 sec
Trace Level               support
Security                  OFF
SNMP                      OFF
Listener Parameter File   /oracle9i/admin/listener.ora
Listener Log File         /oracle9i/network/log/listener.log
Listener Trace File       /oracle9i/network/trace/listener.trc
Listening Endpoints Summary...
  (DESCRIPTION=(ADDRESS=(PROTOCOL=ipc)(KEY=net)))
  (DESCRIPTION=(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales-server)(PORT=1521)))
  (DESCRIPTION=(ADDRESS=(PROTOCOL=tcps)(HOST=sales-server)(PORT=2484)))
 
Services Summary...
Service "sales.us.acme.com" has 1 instance(s).
  Instance "sales", status READY, has 3 handler(s) for this service...
Service "hr.us.acme.com" has 1 instance(s).
  Instance "hr", status READY, has 2 handler(s) for this service...
The command completed successfully

SERVICES コマンドコマンドコマンドコマンド
SERVICESコマンドにより、登録されたサービスおよびインスタンス、および各インスタン
スに割り当てられたサービス・ハンドラの詳細情報が提供されます。 

SERVICESコマンドにより、表 12-3 で説明しているセクションが出力されます。
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表表表表 12-3 リスナー制御ユーティリティのリスナー制御ユーティリティのリスナー制御ユーティリティのリスナー制御ユーティリティの SERVICES コマンドコマンドコマンドコマンド

出力セクション出力セクション出力セクション出力セクション 説明説明説明説明

サービス 登録されたサービスを識別します。

インスタンス サービスに関連付けられたインスタンスの名前を指定します。

インスタンスが接続を受入れられるかどうかは、ステータス・フィールドにより
指示されます。 

� READYステータスは、インスタンスが接続を受け入れられることを意味しま

す。

� BLOCKEDステータスは、インスタンスが接続を受け入れられないことを意味

します。

� READY/SECONDARYステータスは、これが Oracle9i Real Application Clusters
のプライマリ / セカンダリ構成のセカンダリ・インスタンスであり、接続を

受け入れられることを意味しています。

� UNKNOWNステータスは、インスタンスが、サービス登録を使用して動的に登

録されているのではなく、listener.oraファイルに静的に登録されている

ことを意味します。このため、ステータスは不明です。

      ハンドラ サービス・ハンドラの名前を識別します。ディスパッチャは、D000から D999ま

でネーミングされます。専用サーバーの名前は、DEDICATEDです。

このセクションでは、サービス・ハンドラの次の項目も識別されます。

� established: このサービス・ハンドラが確立したクライアントの接続数

� refused: このサービス・ハンドラが拒否したクライアントの接続数 

� current: 処理中のクライアントの接続数（すなわち、現在のロード）

� max: サービス・ハンドラが扱う最大接続数（すなわち、最大ロード）

� state: 次に示すハンドラの状態

－ READY状態は、サービス・ハンドラが新しい接続を受け入れられることを

意味します。

－ BLOCKED状態は、サービス・ハンドラが新しい接続を受け入れられないこ

とを意味します。

これに従って、サービス・ハンドラの追加情報では、サービス・ハンドラがディ
スパッチャ、ローカルの専用サーバーまたは別のノード上のリモートの専用サー
バーであるのかなどが表示されます。
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図 12-4 では、SERVICESコマンドの出力例を示しています。

図図図図 12-4 リスナー制御ユーティリティのリスナー制御ユーティリティのリスナー制御ユーティリティのリスナー制御ユーティリティの SERVICES コマンドの出力コマンドの出力コマンドの出力コマンドの出力

Connecting to (DESCRIPTION=(ADDRESS=(PROTOCOL=ipc)(KEY=net)))
Services Summary...
Service "sales.us.acme.com" has 1 instance(s).
  Instance "sales", status READY, has 3 handler(s) for this service...
    Handler(s):
      "DEDICATED" established:0 refused:0 state:ready
         LOCAL SERVER
      "D000" established:0 refused:0 current:0 max:10000 state:ready
         DISPATCHER <machine: sales-server, pid: 1689>
         (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales-server)(PORT=52414))
      "D001" established:0 refused:0 current:0 max:10000 state:ready
         DISPATCHER <machine: sales-server, pid: 1691>
         (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales-server)(PORT=52415))
Service "hr.us.acme.com" has 1 instance(s).
  Instance "hr", status READY, has 2 handler(s) for this service...
    Handler(s):
      "DEDICATED" established:0 refused:0 state:ready
         LOCAL SERVER
      "D000" established:0 refused:0 current:0 max:10000 state:ready
         DISPATCHER <machine: sales-server, pid: 11326>
         (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales-server)(PORT=58361))
The command completed successfully

この出力では、2 つのデータベース・サービス、sales.us.acme.comおよび
hr.us.acme.com、がリスナーに登録されていることが示されています。 

sales.us.acme.comへのクライアントの接続要求は、D000および D001とネーミングさ
れた 2 つのディスパッチャと 1 つの専用サーバーにより処理されます。すべてのハンドラ
は、readyのステータスを所有していて、接続を受け取れることを示しています。 

hr.us.acme.comへのクライアントの接続要求は、D001とネーミングされた 1 つのディス
パッチャと 1 つの専用サーバーにより処理されます。 
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ログ・ファイルの監視ログ・ファイルの監視ログ・ファイルの監視ログ・ファイルの監視
次の状況が認められた場合は、次のリスナー・ログ・ファイルの参照と監視を行います。

� 長期接続の回数

� 接続障害と接続拒否

� DoS 攻撃を示唆するようなリスナーの予測外のシャットダウン

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 17-30 ページ「リスナー・ログ・ファイルの分析」
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Oracle Connection Manager の構成の構成の構成の構成

この章では、Oracle Connection Manager 機能の構成方法について説明します。 

この章の内容は、次のとおりです。

� Oracle Connection Manager の構成の概要

� Oracle Connection Manager の構成

� Oracle Connection Manager の機能の有効化

注意注意注意注意 : Oracle Connection Manager は、Oracle9i Enterprise Edition をイ
ンストールすると使用できるようになります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� Oracle Connection Manager の概念の導入レベルの概要は、第 1 章
「インターネット時代の先進的ネットワーキング」を参照してくださ
い。

� Oracle Connection Manager のアーキテクチャの概要は、第 4 章
「Oracle Net Services のアーキテクチャ」を参照してください。
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Oracle Connection Manager の構成の概要の構成の概要の構成の概要の構成の概要
Oracle Connection Manager はプロキシ・サーバープロキシ・サーバープロキシ・サーバープロキシ・サーバー、すなわちデータベース・サーバーまた
は他のプロキシ・サーバーへ接続要求を転送する中間的なサーバーです。Oracle Connection 
Manager には 3 つの主要機能があります。

� セッションの多重化

� アクセス制御

� プロトコル変換

セッションの多重化 － 共有サーバー共有サーバー共有サーバー共有サーバー宛先へのネットワーク接続により、Oracle Connection 
Manager を素早く構成して複数クライアント・セッションを集中化できます。

アクセス制御 － ルールベースの構成を使用して特定のクライアントの要求をフィルタにか
け、フィルタを通過したものを受け入れます。

プロトコル変換 － Oracle Connection Manager は、Oracle がサポートするプロトコルによる
接続要求をすべて受け入れます。

Oracle Connection Manager の構成の構成の構成の構成
Oracle Connection Manager を構成するプロセスは次の 3 つです。

1. Oracle Connection Manager コンピュータで cman.oraファイルを構成します。この
ファイルによりサーバーのリスニング・エンドポイント、Oracle Connection Manager
へのルート・パス、アクセス制御ルールおよび Oracle Connection Manager のパフォー
マンス・パラメータを指定します。

2. Oracle Connection Manager およびリスナーのプロトコル・アドレスを備えたクライア
ントを構成します。

3. （オプション）セッションを多重化するデータベース・サーバーを構成します。

この項で説明する項目は、次のとおりです。

� Oracle Connection Manager コンピュータの構成

� Oracle Connection Manager を使用する場合のクライアントの構成

� Oracle Connection Manager を使用する場合の Oracle データベース・サーバーの構成
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Oracle Connection Manager コンピュータの構成コンピュータの構成コンピュータの構成コンピュータの構成

Oracle Connection Manager コンピュータを構成する場合、cman.oraファイルに次の 4 タ
イプのパラメータを定義できます。

� CMGW ゲートウェイ・プロセスのリスニング・エンドポイント・リスト

� CMADMIN 管理プロセスのリスニング・エンドポイント・リスト

� アクセス制御ルール・リスト

� パラメータ・リスト

cman.oraファイルは、UNIX 上の $ORACLE_HOME/network/adminディレクトリ、およ
び Windows NT 上の %ORACLE_HOME%¥network¥adminディレクトリに置かれています。
図 13-1 に、cman.oraファイルの例を示します。

図図図図 13-1 cman.ora ファイルの例ファイルの例ファイルの例ファイルの例

CMAN=
  (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=proxysvr)(PORT=1630))
  (ADDRESS=(PROTOCOL=tcps)(HOST=144.25.22.217)(PORT=2484))
CMAN_ADMIN=
  (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=proxysvr)(PORT=1830))
CMAN_RULES=
  (RULE=(SRC=206.62.226.32/27)(DST=sales-server)(SRV=*)(ACT=accept)))
CMAN_PROFILE=
  (PARAMETER_LIST= 
   (LOG_LEVEL=2)
   (TRACING=on))

リスニング・エンドポイント・リスト（リスニング・エンドポイント・リスト（リスニング・エンドポイント・リスト（リスニング・エンドポイント・リスト（CMAN およびおよびおよびおよび CMAN_ADMIN））））
リスニング・エンドポイント・リストによりゲートウェイ・プロセスおよび管理プロセスの
プロトコル・アドレスが指定されます。ゲートウェイ・プロセス、CMGW は CMANパラ
メータおよび管理プロセスを、CMADMIN は CMAN_ADMINパラメータをそれぞれ使用しま
す。 

両プロセスとも複数プロトコル・アドレスで構成できます。 13-3 ページの図 13-1 では、
CMGW プロセスが 2 つのプロトコル・アドレスで構成されています。次に示す最初のアド
レスは、TCP/IP のポート 1630 のデフォルトのリスニング用プロトコル・アドレスです。

(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=proxysvr)(PORT=1630))

注意注意注意注意 : Oracle Net Manager では cman.oraファイルの構成をサポートし
ていないため、変更は手動で行う必要があります。
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Secure Sockets Layer（（（（SSL））））付き TCP/IP が使用される場合は、2 番目のアドレスは Oracle 
Connection Manager のプロトコル・アドレスとなります。

(ADDRESS=(PROTOCOL=tcps)(HOST=144.25.22.217)(PORT=2484))

アクセス制御ルール・リスト（アクセス制御ルール・リスト（アクセス制御ルール・リスト（アクセス制御ルール・リスト（CMAN_RULES））））
アクセス制御ルール・リストにより受入れ、拒否または削除する接続が指定されます。 

(RULE=(SRC=206.62.226.32/27)(DST=sales-server)(SRV=*)(ACT=accept)

前述の例で、src=206.62.226.32/27は、クライアントまたはソースの IP アドレスを示
しています。DST=sales-serverは接続先のホスト名を示しています。略称 ACTは、
action の略で、受入れ、拒否または削除を示しています。

パラメータ・リスト（パラメータ・リスト（パラメータ・リスト（パラメータ・リスト（CMAN_PROFILE））））
パラメータ・リストにより Oracle Connection Manager の属性を設定します。

Oracle Connection Manager を使用する場合のクライアントの構成を使用する場合のクライアントの構成を使用する場合のクライアントの構成を使用する場合のクライアントの構成
Oracle Connection Manager を使用してクライアントがデータベース・サーバーへ接続する
ルートを設定するには、Oracle Connection Manager とリスナーのプロトコル・アドレスを
指定する接続記述子接続記述子接続記述子接続記述子で、tnsnames.oraファイルまたはディレクトリ・サーバーのいずれ
かを構成します。次の点に注意してください。

� Oracle Names Server を使用する場合は、Oracle Connection Manager により Oracle 
Connection Manager のプロトコル・アドレスが Oracle Names Server に自動的に登録
されます。Oracle Names Server から Oracle Connection Manager に要求を送信するに
は、Oracle Names Server が存在するコンピュータ上の sqlnet.oraファイルに USE_
CMAN=trueを設定します。 このパラメータを設定するには、11-6 ページの「接続要求
のルーティング」にある手順に従います。

� tnsnames.oraファイルまたはディレクトリを使用する場合は、プロトコル・アドレス
と SOURCE_ROUTEパラメータを設定する必要があります。Oracle Connection Manager

注意注意注意注意 : 少なくとも 1 つのルールを入力します。ルールが入力されていな
いとデフォルトのオプション reject が変更され、すべての接続が受け入れ
られます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : パラメータの完全なリストおよびそのデフォルト値と許容値
については、『Oracle9i Net Services リファレンス・ガイド』を参照してく
ださい。
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用にローカルまたはディレクトリ・ネーミング・メソッドを構成するには、次の作業を
行います。

13-5 ページ「作業 1: Oracle Connection Manager プロトコル・アドレスの構成」

13-7 ページ「作業 2: リスナー・プロトコル・アドレスの構成」

作業作業作業作業 1: Oracle Connection Manager プロトコル・アドレスの構成プロトコル・アドレスの構成プロトコル・アドレスの構成プロトコル・アドレスの構成
Oracle Connection Manager のプロトコル・アドレスの構成は次の手順に従います。

1. Oracle Net Manager を起動します。

2. ナビゲータ・ペインで、「「「「Directory」」」」または「「「「Local」」」」>「「「「Service Naming」」」」を展開しま
す。

3. ツールバーで「「「「+」」」」をクリックするか、「「「「Edit」」」」>「「「「Create」」」」を選択します。

「Net Service Name Wizard」の「Welcome」ページが表示されます。

4. 「「「「Net Service Name」」」」フィールドに任意の名前を入力します。

5. 「「「「Next」」」」をクリックします。 

「Protocol」ページが表示されます。

6. Oracle Connection Manager がリスニングするように構成されているプロトコルを選択
します。デフォルトのプロトコルは TCP/IP です。

7. 「「「「Next」」」」をクリックします。 

「Protocol Settings」ページが表示されます。

8. 提供されたフィールドで選択したプロトコルに対して適切なパラメータ情報を入力しま
す。TCP/IP を使用する場合のデフォルトで使用するポートは 1630 です。

9. 「「「「Next」」」」をクリックします。

「Service」ページが表示されます。

10. リリースを選択して、接続先データベース・サービスの名前を入力します。 

宛先サービスが Oracle9i または Oracle8i のデータベースである場合は、「「「「Oracle8i or 
later」」」」を選択し、「「「「Service Name」」」」フィールドにサービス名を入力します。宛先サービ
スが Oracle リリース 8.0 データベースの場合は、「「「「Oracle8 or Previous」」」」を選択して、

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 5-3 ページ「Oracle Net Manager の起動」

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  プロトコル・パラメータの設定については、『Oracle9i Net 
Services リファレンス・ガイド』を参照してください。
Oracle Connection Manager の構成 13-5



Oracle Connection Manager の構成
「「「「Database SID」」」」フィールドのインスタンスに対して Oracle システム識別子システム識別子システム識別子システム識別子（SID）を
入力します。 

11. 「「「「Next」」」」をクリックします。

12. 「「「「Finish」」」」をクリックして構成を保存し、「Net Service Name Wizard」を終了します。

新規のネット・サービス名と Oracle Connection Manager プロトコル・アドレスが
「Service Naming」フォルダに追加されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : サービス名文字列の設定については、9-2 ページの「接続記述
子の理解」を参照してください。

注意注意注意注意 : この時点では接続のテストはできないため、「「「「Test」」」」はクリックし
ないでください。
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作業作業作業作業 2: リスナー・プロトコル・アドレスの構成リスナー・プロトコル・アドレスの構成リスナー・プロトコル・アドレスの構成リスナー・プロトコル・アドレスの構成
Oracle Connection Manager プロトコル・アドレスを指定したら、次に、Oracle Connection 
Manager がサーバーと接続できるようにリスナーのアドレスを作成します。 

リスナーのプロトコル・アドレスの構成は次の手順に従います。

1. Oracle Net Manager で、13-5 ページの「作業 1: Oracle Connection Manager プロトコ
ル・アドレスの構成」で作成したネット・サービス名を選択します。

「「「「Address 1」」」」タブには Oracle Connection Manager プロトコル・アドレスが表示される
ことに注意してください。

2. 「Address Configuration」ボックスの「「「「+」」」」ボタンをクリックします。

新規の「Address」タブが表示されます。

3. リスナー用に構成されたプロトコルを選択して、次に、そのプロトコルに適切なパラ
メータ情報を入力します。TCP/IP を使用する場合のデフォルトで使用するポート番号
は 1521 です。
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4. 「Address Configuration」ボックスの「「「「Advanced」」」」ボタンをクリックします。

「Address List Options」ダイアログ・ボックスが表示されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  プロトコル・アドレスとパラメータの詳細は、『Oracle9i Net 
Services リファレンス・ガイド』を参照してください。
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5. 「「「「Use each address in order until destination reached」」」」を選択して、「「「「OK」」」」をクリック
します。

このオプションを選択すると、SOURCE_ROUTE=onが設定されます。これにより、クラ
イアントは最初のプロトコル・アドレス（Oracle Connection Manager）に接続し、最
初のプロトコル・アドレスから 2 番目のプロトコル・アドレス（リスナー）に接続しま
す。 

6. 「「「「File」」」」>「「「「Save Network Configuration」」」」を選択します。

図 13-2 では、一般的な tnsnames.oraファイルと、Oracle Connection Manager を使用す
るためのエントリを備えた tnsnames.oraファイルが比較されています。Oracle 
Connection Manager のエントリは、太字のテキストで表示されています。

図図図図 13-2 Oracle Connection Manager を使用する場合と使用しない場合のを使用する場合と使用しない場合のを使用する場合と使用しない場合のを使用する場合と使用しない場合の tnsnames.ora ファイルファイルファイルファイル

注意注意注意注意 : 接続記述子に Oracle Connection Manager のアドレスを 2 つ以上
指定する場合は、ロード・バランシングおよび接続時フェイルオーバーの
パラメータを手動で含めることができます。 複数のリスナーにロード・バ
ランシングおよび接続時フェイルオーバーを構成する方法の例は、

『Oracle9i Net Services リファレンス・ガイド』を参照してください。

sales=
   (DESCRIPTION=
      (ADDRESS=
         (PROTOCOL=tcp) 
         (HOST=sales-server) 
         (PORT=1521))
      (CONNECT_DATA=
             (SERVICE_NAME=sales.us.acme.com)))

sales=
   (DESCRIPTION=
      (SOURCE_ROUTE=yes) 
      (ADDRESS=
         (PROTOCOL=tcp) 
         (HOST=cman-server)
         (PORT=1630))
      (ADDRESS=
         (PROTOCOL=tcp) 
         (HOST=sales-server) 
         (PORT=1521))
      (CONNECT_DATA=
         (SERVICE_NAME=sales.us.acme.com))) 
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Oracle Connection Manager の構成
図 13-3 では、TCP/IP を使用して Oracle Connection Manager へ接続するクライアント、お
よび SSL 付き TCP/IP を使用してデータベース・サーバーへ接続する Oracle Connection 
Manager を説明しています。 

図図図図 13-3 プロトコル変換サポートを使用するように構成されたプロトコル変換サポートを使用するように構成されたプロトコル変換サポートを使用するように構成されたプロトコル変換サポートを使用するように構成された tnsnames.ora ファイルファイルファイルファイル

sales=
   (DESCRIPTION=
      (SOURCE_ROUTE=yes) 
      (ADDRESS=
            (PROTOCOL=tcp) 
            (HOST=cman-server) 
            (PORT=1521))
      (ADDRESS=
            (PROTOCOL=tcps) 
            (HOST=sales-server) 
            (PORT=1521))
      (CONNECT_DATA=
            (SERVICE_NAME=sales.com)))

tnsnames.ora ファイルの要素ファイルの要素ファイルの要素ファイルの要素 説明説明説明説明

SOURCE_ROUTE=yes このエントリでは、Oracle Connection Manager から接続

先データベースまでのプロトコル・アドレスのソース・
ルートを作成します。

(ADDRESS=
   (PROTOCOL=tcp) 
   (HOST=cman-server)
   (PORT=1630))
(ADDRESS=
   (PROTOCOL=tcp) 
   (HOST=sales-server)
   (PORT=1521))

最初のプロトコル・アドレスにより、クライアントは
Oracle Connection Manager に接続できます。ここから、

2 番目のプロトコル・アドレスを介してデータベース・

サービスに接続します。
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Oracle Connection Manager の機能の有効化
Oracle Connection Manager を使用する場合のを使用する場合のを使用する場合のを使用する場合の Oracle データベース・サーバーデータベース・サーバーデータベース・サーバーデータベース・サーバー
の構成の構成の構成の構成

セッションの多重化のためのサーバーをオプションで構成できるようにデータベース・サー
バーを構成します。

Connection Manager を使用可能にしてセッションの多重化を活用するには、初期化パラ初期化パラ初期化パラ初期化パラ
メータ・ファイルメータ・ファイルメータ・ファイルメータ・ファイルの DISPATCHERSパラメータに属性 PROTOCOLおよび MULTIPLEXを設定
します。

DISPATCHERS="(PROTOCOL=tcp)(MULTIPLEX=on)"

Oracle Connection Manager の機能の有効化の機能の有効化の機能の有効化の機能の有効化
この項で説明する項目は、次のとおりです。

� セッションの多重化の有効化

� アクセス制御の有効化

� プロトコル変換サポートの有効化

1 番目の機能は、初期化パラメータ・ファイルのパラメータ DISPATCHERSを使用して、2
番目と 3 番目の機能は、cman.oraファイルのパラメータ RULE_LISTおよび CMANを使用
して有効化されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 構成の詳細は、13-12 ページの「セッションの多重化の有効化」を参
照してください。

� 共有サーバーの構成方法の詳細は、第 14 章「共有サーバーの構成」を
参照してください。
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Oracle Connection Manager の機能の有効化
セッションの多重化の有効化セッションの多重化の有効化セッションの多重化の有効化セッションの多重化の有効化
属性 PROTOCOLおよび MULTIPLEXが初期化パラメータ・ファイルのパラメータ
DISPATCHERSに追加された後、MULTIPLEXが onまたは同等の値に設定されていることが
確認されるとセッションの多重化が可能になります。

表 13-1 に示すように、異なるレベルの多重化を設定できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 13-12 ページ「セッションの多重化の有効化」

表表表表 13-1 セッションを多重化するパラメータセッションを多重化するパラメータセッションを多重化するパラメータセッションを多重化するパラメータ

属性属性属性属性 説明説明説明説明

PROTOCOL（PROまたは

PROT）
ディスパッチャがリスニング・エンドポイントを生成するときに使
用するネットワーク・プロトコルです。 

MULTIPLEX（MULまたは

MULT）
セッションの多重化の有効化に使用します。

1、on、yes、trueまたは bothが指定された場合は、受信および

送信の両方のネットワーク・セッションの多重化が有効となりま
す。

inが指定された場合は、クライアントからの受信ネットワーク・

セッションの多重化が有効となります。

outが指定された場合は、送信ネットワーク・セッションの多重化

が有効となります。

0（ゼロ）、no、off、または falseが指定された場合は、受信お

よび送信両方のネットワーク・セッションの多重化が無効となりま
す。

注意注意注意注意 : DISPATCHERSパラメータは、Database Configuration Assistant
を使用して構成できます。
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Oracle Connection Manager の機能の有効化
アクセス制御の有効化アクセス制御の有効化アクセス制御の有効化アクセス制御の有効化
Oracle Connection Manager には、TCP/IP 環境で指定されたデータベース・サーバーへの
クライアント・アクセスを制御できる機能も含まれています。データベース・サーバーへの
特定のクライアント・アクセスを可能にするか、または制限するフィルタリング・ルールを
設定できます。

アクセス制御を構成するには次の手順に従います。

1. cman.oraファイルがない場合は手動で作成します。 

2. 次のサブパラメータを指定してパラメータ CMAN_RULESを追加します。

     (CMAN_RULES=
       (RULE_LIST=
        (RULE=(SRC=source_host) 
              (DST=destination_host) 
              (SRV=service) 
              (ACT=accept | reject | drop))))

3. 必要に応じて、表 13-2 で説明されている各ルールに次のパラメータを追加します。

複数のルールを RULE_LISTに定義できます。最初に適合した RULEのアクション（ACT）
が接続要求に適用されます。ルールが定義されない場合はすべての接続が受け入れられま
す。

表表表表 13-2 ルール別のパラメータルール別のパラメータルール別のパラメータルール別のパラメータ

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

SRC ソースのホスト名またはクライアントの IP アドレスを指定し

ます。

DST 接続先のホスト名またはデータベース・サーバーの IP アドレ

スを指定します。

SRV Oracle9i または Oracle8i データベースのサービス名（初期化パ

ラメータ・ファイルの SERVICE_NAMEパラメータから取得）

あるいはリリース 8.1 より前のデータベースの SID 値（環境変

数 ORACLE_SIDまたはレジストリ値から取得）を指定します。 

ACT 前述の 3 つのパラメータに基づいて、受信要求の受入れ、拒否

または削除を指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  Oracle Connection Manager パラメータのデフォルト値と許
容値は、『Oracle9i Net Services リファレンス・ガイド』を参照してくださ
い。
Oracle Connection Manager の構成 13-13



Oracle Connection Manager の機能の有効化
次の例では、クライアントのコンピュータ client1-pcは、サービス
sales.us.acme.comへのアクセスが拒否されますが、クライアント 144.25.23.45は
サービス db1へのアクセスが許可されます。

(RULE_LIST=
  (RULE=(SRC=client1-pc)(DST=sales-server)(SRV=sales.us.acme.com)(ACT=reject))
  (RULE=(SRC=144.25.23.45)(DST=144.25.187.200)(SRV=db1)(ACT=accept)))

プロトコル変換サポートの有効化プロトコル変換サポートの有効化プロトコル変換サポートの有効化プロトコル変換サポートの有効化
Oracle Connection Manager には、異なるネットワーク・プロトコルで構成されたクライア
ントとデータベース・サーバーが相互に通信できるようにするプロトコル変換のサポートが
あります。Oracle Connection Manager では、Oracle でサポートされるあらゆるプロトコル
でリスニングできます。

これらがサポートされない場合、Named Pipes を使用するクライアントは、TCP/IP を使用
するデータベース・サーバーには接続できません。Oracle Connection Manager が TCP/IP
用に構成されている場合、クライアントは Named Pipes を使用して Oracle Connection 
Manager に、Oracle Connection Manager は TCP/IP を使用するデータベース・サーバーに
それぞれ接続できます。

次の例に示されているように、cman.oraは、クライアントが使用する各プロトコルに対応
したプロトコル・アドレスを備えた構成にする必要があります。3 つのプロトコル

（TCP/IP、Named Pipes および SSL 付き TCP/IP）のアドレス例を示します。

(CMAN=
  (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=proxysvr1)(PORT=1630)))
  (ADDRESS=(PROTOCOL=nmp)(SERVER=proxysvr_pc)(PIPE=cmanpipe)))
  (ADDRESS=(PROTOCOL=tcps)(HOST=144.25.22.217)(PORT=2484)))

デフォルトでは、Oracle Connection Manager は、次のデフォルト・プロトコル・アドレス
でクライアント接続要求を受け入れます。

CMAN=(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=anyhost)(PORT=1630))

プロトコル変換を構成するには、次の手順に従います。

1. cman.oraファイルがない場合は手動で作成します。 

2. クライアントが使用する各プロトコルのプロトコル・アドレスを CMANパラメータに追
加します。

CMAN=
 (ADDRESS=(protocol_address_information))
 (ADDRESS=(protocol_address_information))

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  プロトコル・アドレスとパラメータの詳細は、『Oracle9i Net 
Services リファレンス・ガイド』を参照してください。
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共有サーバー
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共有サーバーの構成共有サーバーの構成共有サーバーの構成共有サーバーの構成

共有サーバー共有サーバー共有サーバー共有サーバー・アーキテクチャによって、データベース・サーバーでは、多数のユーザー・
プロセスで非常に少数のサーバー・プロセスを共有でき、サポート可能なユーザー数が増大
します。共有サーバーにより、多数のユーザー・プロセスがディスパッチャディスパッチャディスパッチャディスパッチャに接続されま
す。 ディスパッチャは、複数の着信ネットワーク・セッション要求を共通キューに送ります。 
複数のサーバー・プロセスの共有プールの中で、あるアイドル状態の共有サーバー・プロセ
スが共通キューから要求を取り出します。つまり、サーバー・プロセスの小規模プールによ
る多数のクライアントの処理が可能になります。

この章では、共有サーバーの構成方法について説明します。この章の内容は、次のとおりで
す。

� DISPATCHERS パラメータによる共有サーバーの構成

� 接続プーリングの使用

� リソースの割当て

� クライアントの共有サーバーの使用

� クライアントの共有サーバーのオーバーライド

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 共有サーバー構成の詳細は、『Oracle9i データベース管理者ガイド』を
参照してください。

� 共有サーバー・パラメータのチューニング方法の詳細は、『Oracle9i
データベース・パフォーマンス・チューニング・ガイドおよびリファ
レンス』を参照してください。
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DISPATCHERS パラメータによる共有サーバーの構成
DISPATCHERS パラメータによる共有サーバーの構成パラメータによる共有サーバーの構成パラメータによる共有サーバーの構成パラメータによる共有サーバーの構成
共有サーバー構成を使用可能にするには、DISPATCHERSパラメータをデータベース初期化初期化初期化初期化
パラメータ・ファイルパラメータ・ファイルパラメータ・ファイルパラメータ・ファイルに設定します。 

このパラメータを設定した後、共有サーバー構成を使用可能にするためにインスタンスを再
起動します。DISPATCHERSを次のように設定します。

DISPATCHERS="(attribute=value)"

共有サーバーを使用可能にするには、次のいずれかの属性を設定する必要があります。

� ADDRESS（ADDまたは ADDR）

� DESCRIPTION（DESまたは DESC）

� PROTOCOL（PROまたは PROT）

注意注意注意注意 : このパラメータは、Database Configuration Assistant を使用して
構成できます。

表表表表 14-1 DISPATCHERS パラメータの必須の属性パラメータの必須の属性パラメータの必須の属性パラメータの必須の属性

属性属性属性属性 説明説明説明説明

ADDRESS（ADDまたは

ADDR）
ディスパッチャのリスニング対象のエンドポイントとなるネット
ワーク・プロトコル・アドレスを指定します。 

DESCRIPTION（DESまた

は DESC）
ディスパッチャのリスニング対象のエンドポイントとなるネット
ワーク設定を指定します。この指定にはネットワーク・プロトコ
ル・アドレスも含まれます。構文は次のとおりです。

(DESCRIPTION=(ADDRESS=...))

PROTOCOL（PROまたは

PROT）
ディスパッチャがリスニング・エンドポイントを生成するときに使
用するネットワーク・プロトコルを指定します。 たとえば、次のよ

うに指定します。

(PROTOCOL=tcp)

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  プロトコル・アドレス構文の詳細は、『Oracle9i Net 
Services リファレンス・ガイド』を参照してください。
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次の属性はオプションです。

� CONNECTIONS（CONまたは CONN）

� DISPATCHERS（DISまたは DISP）

� LISTENER（LISまたは LIST）

� MULTIPLEX（MULまたは MULT）

� POOL（POO）

� SERVICE（SERまたは SERV）

� SESSIONS（SESまたは SESS）

� TICKS（TICまたは TICK）

表表表表 14-2 DISPATCHERS パラメータのオプションの属性パラメータのオプションの属性パラメータのオプションの属性パラメータのオプションの属性

属性属性属性属性 説明説明説明説明

CONNECTIONS（CONまた

は CONN）
各ディスパッチャで許容されるネットワーク接続の最大数を指定し
ます。

デフォルト値は、オペレーティング・システム固有です。 たとえば、

Solaris Operating System および Windows NT のデフォルト値は

1024 です。

DISPATCHERS（DISまた

は DISP）
最初に起動するディスパッチャ数を指定します。デフォルトは 1で

す。
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LISTENER（LISまたは

LIST）
PMON プロセスプロセスプロセスプロセスがディスパッチャ情報を登録するリスナーの別名

を指定します。別名には、ネーミング・メソッドで解決される名前
を設定します。 

LISTENER属性は、LOCAL_LISTENER初期化パラメータおよび

REMOTE_LISTENER初期化パラメータに優先されます。LISTENER
属性の指定が必要なのは、その属性値が LOCAL_LISTENERパラ

メータおよび REMOTE_LISTENERパラメータで指定した値と異な

る場合のみです。LOCAL_LISTENERパラメータのデフォルト値は、

TCP/IP のポート 1521 です。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : LOCAL_LISTENERパラメータおよび REMOTE_
LISTENERパラメータの詳細は、12-13 ページの「サービス登録の

構成」を参照してください。

重要重要重要重要 : リスナー別名を、データベース・サーバーの tnsnames.ora
ファイルや Oracle Names Server などのネーミング・メソッドで決

定してください。 

たとえば、リスナー別名が listener_salesで、ポート 1521 に 2
つのリスニング・エンドポイントがあり、選択されたネーミング・
メソッドがローカル・ネーミング・メソッドの場合、
tnsnames.oraファイルのエントリは次のようになります。

listener_sales= 
(DESCRIPTION= 
   (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales1-server)(PORT=1521))
   (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales2-server)(PORT=1521)))

MULTIPLEX（MULまたは

MULT）
Oracle Connection Manager セッションの多重化セッションの多重化セッションの多重化セッションの多重化機能を使用可能に

するために使用します。

1、on、yes、TRUE、または bothが指定されると、受信および送

信両方のネットワーク・セッションに対して多重化が使用可能にな
ります。

inが指定されると、クライアントからの受信ネットワーク・セッ

ションに対して多重化が使用可能になります。

outが指定されると、送信ネットワーク・セッションに対して多重

化が使用可能になります。

0（ゼロ）、no、off、または FALSEが指定されると、受信および

送信両方のネットワーク接続に対してセッションの多重化が使用禁
止になります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 13-12 ページ「セッションの多重化の有効化」

表表表表 14-2 DISPATCHERS パラメータのオプションの属性（続き）パラメータのオプションの属性（続き）パラメータのオプションの属性（続き）パラメータのオプションの属性（続き）

属性属性属性属性 説明説明説明説明
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POOL（POO） 接続プーリング接続プーリング接続プーリング接続プーリングを使用可能にするために使用します。

数値が指定されると、受信と送信の両方のアイドル・ネットワーク
接続に対して接続プーリングが使用可能になります。指定された数
値は、受信および送信アイドル・ネットワーク接続のタイムアウ
ト・ティックティックティックティック数です。

on、yes、TRUEまたは bothが指定されると、受信と送信の両方

のアイドル・ネットワーク接続に対して接続プーリングが使用可能
になります。受信および送信アイドル・ネットワーク接続のタイム
アウトにはデフォルトの 10 ティックが使用されます。

inが指定されると、接続プーリングは受信アイドル・ネットワー

ク接続に対して使用可能になります。受信アイドル・ネットワーク
接続のタイムアウトにはデフォルトの 10 ティックが使用されます。

（in=20）のように、inにタイムアウト・ティック値を割り当てる

こともできます。指定したタイムアウトの数値が 0（ゼロ）または

1の場合は、デフォルト値の 10 ティックが使用されます。 

outが指定されると、接続プーリングは送信アイドル・ネットワー

ク接続に対して使用可能になります。送信ネットワーク接続のタイ
ムアウトにはデフォルトの 10 ティックが使用されます。（out=20）
のように、outにタイムアウト・ティック値を割り当てることもで

きます。指定したタイムアウトの数値が 0（ゼロ）または 1 の場合

は、デフォルト値の 10 ティックが使用されます。 

no、offまたは FALSEが指定されると、受信と送信の両方のネッ

トワーク接続に対して接続プーリングは使用禁止になります。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 

� 1-15 ページ「接続プーリング」

� 14-8 ページ「接続プーリングの使用」

� TICKS（TICまたは TICK）属性

SERVICE（SERまたは

SERV）
ディスパッチャがリスナーに登録するサービス名を指定します。値
が指定されない場合は、SERVICE_NAMES初期化パラメータで指定

されたサービス名が使用されます。 

SESSIONS（SESまたは

SESS）
各ディスパッチャで許容されるネットワーク・セッションの最大数
を指定します。 

デフォルト値は、オペレーティング・システム固有です。ほとんど
のオペレーティング・システムのデフォルトは 16KB です。

表表表表 14-2 DISPATCHERS パラメータのオプションの属性（続き）パラメータのオプションの属性（続き）パラメータのオプションの属性（続き）パラメータのオプションの属性（続き）

属性属性属性属性 説明説明説明説明
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DISPATCHERS パラメータによる共有サーバーの構成
ディスパッチャの初期数の設定ディスパッチャの初期数の設定ディスパッチャの初期数の設定ディスパッチャの初期数の設定
インスタンス起動時に起動されるディスパッチャの数は、DISPATCHERS属性で制御されま
す。

各インスタンスに適切なディスパッチャ数は、データベースに期待するパフォーマンス、プ
ロセス（オペレーティング・システムに依存）ごとの接続数に関するホストのオペレーティ
ング・システムの制限、およびネットワーク・プロトコルごとに必要な接続数によって異な
ります。

ディスパッチャの初期数の計算ディスパッチャの初期数の計算ディスパッチャの初期数の計算ディスパッチャの初期数の計算
オペレーティング・システムでプロセスごとに可能な接続数がわかれば、次の式を使用し
て、インスタンスの起動時に作成するディスパッチャの初期数をネットワーク・プロトコル
ごとに計算します。 

number                 maximum number of concurrent sessions
of           = CEIL   (—————————————————————————————————————)
dispatchers                connections for each dispatcher

CEIL は、数値を次の整数にまるめる処理を表します。

TICKS（TICまたは

TICK）
ネットワーク・ティックの秒数を指定します。ティックとは、送信
されるメッセージが、クライアントからデータベース・サーバーま
たはデータベース・サーバーからクライアントとの間で処理される
ためにかかる時間です。設定された値に POOLタイムアウト値を乗

算すれば、接続プール・タイムアウト時間が得られます。 

デフォルトは 1 秒です。高速ネットワークの場合の推奨ティック・

サイズは 1 秒です。低速ネットワークの場合の推奨ティック・サイ

ズは 3 ～ 4 秒です。 

注意注意注意注意 : 共有サーバー・プロセス数とは異なり、ディスパッチャ数は自動
的に変更されません。ディスパッチャ数は、SQL 文 ALTER SYSTEMを使
用して明示的に変更する必要があります。この方法では、MAX_
DISPATCHERSパラメータで指定された上限の範囲内でディスパッチャ数
を変更できます。 ALTER SYSTEM文の詳細は『Oracle9i SQL リファレン
ス』を、DISPATCHERSパラメータの詳細は『Oracle9i データベース・パ
フォーマンス・チューニング・ガイドおよびリファレンス』をそれぞれ参
照してください。

表表表表 14-2 DISPATCHERS パラメータのオプションの属性（続き）パラメータのオプションの属性（続き）パラメータのオプションの属性（続き）パラメータのオプションの属性（続き）

属性属性属性属性 説明説明説明説明
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DISPATCHERS パラメータによる共有サーバーの構成
例例例例 : 初期ディスパッチャ数初期ディスパッチャ数初期ディスパッチャ数初期ディスパッチャ数
次のシステム構成を前提とします。

� TCP/IP 経由では同時に 4000 ユーザーが接続し、プロセス当たり 1,000 の接続がサポー
トされます。

� SSL 付き TCP/IP 経由では同時に 2,500 セッションが接続し、プロセス当たり 1,000 の接
続がサポートされます。

この場合、TCP/IP の DISPATCHERS属性には 4 以上のディスパッチャ、SSL 付き TCP/IP
の DISPATCHERS 属性には 3 以上のディスパッチャを設定する必要があります。

DISPATCHERS="(PROTOCOL=tcp)(DISPATCHERS=4)(CONNECTIONS=1000)"
DISPATCHERS="(PROTOCOL=tcps)(DISPATCHERS=4)(CONNECTIONS=1000)""

パフォーマンスによっては、ディスパッチャ数を調整する必要があります。

例例例例 : IP アドレスによるディスパッチャ・アドレスアドレスによるディスパッチャ・アドレスアドレスによるディスパッチャ・アドレスアドレスによるディスパッチャ・アドレス
ディスパッチャに使用する IP アドレスは、次のように設定します。

DISPATCHERS="(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=144.25.16.201))
(DISPATCHERS=2)"

この設定により、ホスト 144.25.16.201 にリスニングする 2 つのディスパッチャが起動しま
す。Oracle Net では、ディスパッチャの TCP/IP ポートは動的に選択されます。

例例例例 : PORT によるディスパッチャ・アドレスによるディスパッチャ・アドレスによるディスパッチャ・アドレスによるディスパッチャ・アドレス
ディスパッチャの正確な位置を設定するには、次のように PORTを追加します。

DISPATCHERS="(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)
(HOST=144.25.16.201)(PORT=5000))(DISPATCHERS=1)"
DISPATCHERS="(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)
(HOST=144.25.16.201)(PORT=5001))(DISPATCHERS=1)"

注意注意注意注意 : 初期化ファイルには複数の DISPATCHERSを指定できますが、1
箇所にまとめて記述する必要があります。 
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接続プーリングの使用
接続プーリングの使用接続プーリングの使用接続プーリングの使用接続プーリングの使用 

接続プーリングは、ディスパッチャへの物理ネットワーク接続数を削減することのできるリ
ソース利用機能です。これは、クライアント・プロセス間で接続を共有またはプールするこ
とにより実現されます。

接続プーリングを構成するには、初期化パラメータ・ファイルの DISPATCHERSパラメータ
に POOL属性および次に示すオプション属性を設定します。

� CONNECTIONS（CONまたは CONN）

� SESSIONS（SESまたは SESS）

� TICKS（TICまたは TICK）

14-7 ページの「例 : 初期ディスパッチャ数」の例を参照してください。各ディスパッチャは
接続プーリングを使用することで、TCP/IP では接続数 1,000、セッション数 4,000、また
SSL 付き TCP/IP では接続数 1,000、セッション数 2,500 に対応できます。これにより、プロ
トコル当たりの構成が 1 ディスパッチャに削減されます。設定は次のとおりです。

DISPATCHERS="(PROTOCOL=tcp)(DISPATCHERS=1)(POOL=on)(TICK=1) 
(CONNECTIONS=1000)(SESSIONS=4000)"

DISPATCHERS="(PROTOCOL=tcps)(DISPATCHERS=1)(POOL=on)(TICK=1) 
(CONNECTIONS=1000)(SESSIONS=2500)"

リソースの割当てリソースの割当てリソースの割当てリソースの割当て
Oracle データベースは複数のサービス名で表すことができます。このため、ディスパッ
チャ・プールを特定のサービスを要求するクライアントに排他的に割り当てることができま
す。これによりミッション・クリティカル要求に対してはより多くのリソースが割り当てら
れ、実質的にその要求の優先順位が高くなります。 

たとえば、次の初期化パラメータ・ファイルの例では 2 つのディスパッチャがあります。最
初のディスパッチャは、sales.us.acme.comを要求するクライアントの要求を処理しま
す。もう一方のディスパッチャは、adminsales.us.acme.comを要求するクライアント
の要求のみ処理します。

SERVICE_NAMES=sales.us.acme.com
INSTANCE_NAME=sales
DISPATCHERS="(PROTOCOL=tcp)" 
DISPATCHERS="(PROTOCOL=tcp)(SERVICE=adminsales.us.acme.com)" 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 1-15 ページ「接続プーリング」
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クライアントの共有サーバーのオーバーライド
クライアントの共有サーバーの使用クライアントの共有サーバーの使用クライアントの共有サーバーの使用クライアントの共有サーバーの使用
共有サーバーが構成され、ディスパッチャが未登録の状態でクライアント接続要求が到達し
た場合、その要求は専用サーバー・プロセスで処理します（listener.oraファイルに構
成します）。特定のクライアントが常にディスパッチャを使用するように構成する場合は、
接続記述子の接続データ部分に（SERVER=shared）を構成します。 たとえば、次のように
指定します。 

sales= 
(DESCRIPTION= 
  (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales-server)(PORT=1521))
  (CONNECT_DATA=
     (SERVICE_NAME=sales.us.acme.com)
     (SERVER=shared)))

ディスパッチャが使用不可能な場合、クライアント接続要求は拒否されます。

クライアントの共有サーバーのオーバーライドクライアントの共有サーバーのオーバーライドクライアントの共有サーバーのオーバーライドクライアントの共有サーバーのオーバーライド
データベースが共有サーバーとして構成されていて、特定のクライアントに専用サーバーが
必要な場合、そのクライアントが専用サーバーを使用するように構成することができます。
それには次の方法があります。

� ネット・サービス名の接続記述子で、CONNECT_DATAセクションに
（SERVER=dedicated）を入れます。 たとえば、次のように指定します。 

sales= 
(DESCRIPTION= 
  (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales-server)(PORT=1521))
  (CONNECT_DATA=
     (SERVICE_NAME=sales.us.acme.com)
     (SERVER=dedicated)))

� クライアント・プロファイル（sqlnet.oraファイル）に USE_DEDICATED_
SERVER=onと指定します。これにより、クライアントが使用する接続記述子の
CONNECT_DATAセクションに（SERVER=dedicated）が追加されます。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  SERVERパラメータの設定方法は、15-8 ページの「拡張接続
データ・パラメータの構成」を参照してください。

注意注意注意注意 : USE_DEDICATED_SERVERが onに設定されると、接続記述子の
既存の（SERVER=value）エントリが、（SERVER=dedicated）で上書き
されます。
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クライアントの共有サーバーのオーバーライド
関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� SERVERパラメータの設定方法は、15-8 ページの「拡張接続データ・
パラメータの構成」を参照してください。

� USE_DEDICATED_SERVERパラメータの設定方法は、11-6 ページの
「接続要求のルーティング」を参照してください。
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Oracle Net Services の拡張機能
15

Oracle Net Services の拡張機能の使用の拡張機能の使用の拡張機能の使用の拡張機能の使用

この章では、拡張接続データ・パラメータ、ロード・バランシングロード・バランシングロード・バランシングロード・バランシング、フェイルオーバーフェイルオーバーフェイルオーバーフェイルオーバーおよ
び非データベース・サービスなどの、Oracle Net Services の拡張機能の構成方法を説明しま
す。

この章の内容は、次のとおりです。

� 拡張ネットワーク・アドレスおよび接続データ情報の構成

� 接続ロード・バランシングの構成

� 透過的アプリケーション・フェイルオーバーの構成

� セッション・データ・ユニットの構成

� 非 Oracle データベース・サービスへの接続の構成

� 権限のないユーザーによるリソース使用を制限するためのリスナーおよび Oracle データ
ベースの構成
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拡張ネットワーク・アドレスおよび接続データ情報の構成
拡張ネットワーク・アドレスおよび接続データ情報の構成拡張ネットワーク・アドレスおよび接続データ情報の構成拡張ネットワーク・アドレスおよび接続データ情報の構成拡張ネットワーク・アドレスおよび接続データ情報の構成
この項で説明する、拡張接続記述子に関する項目は、次のとおりです。

� リスナー・プロトコル・アドレスのリスト作成

� アドレス・リスト・パラメータの構成

� 拡張接続データ・パラメータの構成

リスナー・プロトコル・アドレスのリスト作成リスナー・プロトコル・アドレスのリスト作成リスナー・プロトコル・アドレスのリスト作成リスナー・プロトコル・アドレスのリスト作成
データベース・サービスは、複数のネットワーク・ルートまたはプロトコル・アドレスから
アクセスできます。 次の例では、sales1-serverまたは sales2-serverのいずれかのリ
スナーを使用して、sales.us.acme.comに接続します。 

sales.us.acme.com=
 (DESCRIPTION=
  (ADDRESS_LIST=
    (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales1-server)(PORT=1521))
    (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales2-server)(PORT=1521)))
  (CONNECT_DATA=
    (SERVICE_NAME=sales.us.acme.com)))

ネットワーク・プロトコル・アドレスを既存のネット・サービス名またはデータベース・
サービスに追加するには、次の手順に従います。

1. Oracle Net Manager を起動します。

2. ナビゲータ・ペインで、「「「「Directory」」」」または「「「「Local」」」」>「「「「Service Naming」」」」を展開しま
す。

3. ネット・サービス名またはデータベース・サービスのいずれかを選択します。

右ペインには、現行の宛先サービスおよびアドレス・リストが表示されます。

4. 「Address Configuration」ボックスの「「「「+」」」」ボタンをクリックします。

新規の「「「「Address」」」」タブが表示されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 5-3 ページ「Oracle Net Manager の起動」
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拡張ネットワーク・アドレスおよび接続データ情報の構成
5. プロトコルを選択し、必要なアドレス情報を入力します。 

6. 左矢印ボタンと右矢印ボタンを使用して、プロトコル・アドレスをプロトコル・アドレ
ス・リスト内の適切な場所に配置します。複数のアドレス・オプションが構成されてい
ない場合、リスト先頭のアドレスに対して通信が行われます。 

7. 「「「「Local」」」」フォルダに対してこれらの変更を行う場合は、「「「「File」」」」>「「「「Save Network 
Configuration」」」」を選択します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : プロトコル・アドレス・パラメータの詳細は、『Oracle9i Net 
Services リファレンス・ガイド』を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : アドレス・リスト・オプションについては、15-4 ページの
「アドレス・リスト・パラメータの構成」を参照してください。
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拡張ネットワーク・アドレスおよび接続データ情報の構成
アドレス・リスト・パラメータの構成アドレス・リスト・パラメータの構成アドレス・リスト・パラメータの構成アドレス・リスト・パラメータの構成
データベース・サービスに複数のリスナー・プロトコル・アドレスからアクセスできる場合
は、アドレスの使用順序を指定します。アドレスはランダムに選択することも、連続的に接
続を試行することもできます。 

1 つのネット・サービス名またはデータベース・サービスに複数のプロトコル・アドレスが
構成されている場合は、表 15-1 に示されるパラメータを構成できます。 

表表表表 15-1 アドレス・リスト・パラメータアドレス・リスト・パラメータアドレス・リスト・パラメータアドレス・リスト・パラメータ

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

SOURCE_ROUTE（ソー

ス・ルーティング）

onに設定すると、接続先に到達するまで、各アドレスが提供された

順序で使用されます。接続先に到達するまでに複数のアドレス・エン
ドポイントを通る必要がある場合は、このパラメータが必要です。こ
のパラメータは、Oracle Connection Manager への接続を使用可能

にするために使用されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  13-4 ページの「Oracle Connection Manager を使用する場

合のクライアントの構成」を参照してください。

FAILOVER（接続時フェ

イルオーバー）

onに設定した場合、最初のリスナーへの接続に失敗すると Oracle 
Net は別のリスナーにフェイルオーバーします。接続を試行する回数

は、リスト内のアドレス数で決まります。offに設定した場合は、接

続を試行するアドレスは 1 つのみです。

複数のアドレス・リスト（ADDRESS_LIST）、接続記述子

（DESCRIPTION）および複数の接続記述子（DESCRIPTION_LIST）
がある場合、接続時フェイルオーバー接続時フェイルオーバー接続時フェイルオーバー接続時フェイルオーバーはデフォルトで onになってい

ます。 

重要重要重要重要 : オラクル社では、listener.oraファイルの SID_LIST_
listener_nameセクションの GLOBAL_DBNAMEパラメータは設定

しないことをお薦めします。静的に構成されたグローバル・データ
ベース名により、接続時フェイルオーバーは使用禁止となります。

LOAD_BALANCE（クライ

アント・ロード・バラン
シング）

onに設定すると、プロトコル・アドレスのリストを順不同に選択し

て、複数のリスナーに対する負荷を均衡化します。offに設定した場

合、Oracle Net は接続が成功するまでアドレスを順番に試行します。 

複数の接続記述子（DESCRIPTION_LIST）がある場合、クライアンクライアンクライアンクライアン

ト・ロード・バランシングト・ロード・バランシングト・ロード・バランシングト・ロード・バランシングはデフォルトで onになっています。

注意注意注意注意 : クライアント・ロード・バランシングや接続時フェイルオーバーをソース・
ルーティングと併用することはできません。接続時フェイルオーバーとクライアン
ト・ロード・バランシングではリストから 1 つのアドレスを選択しますが、ソー
ス・ルーティングではリスト内の各アドレスに順に接続します。
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拡張ネットワーク・アドレスおよび接続データ情報の構成
これらのパラメータの実装は、使用されるネーミング・メソッドに依存します。表 15-2 で
は、接続時フェイルオーバーまたはクライアント・ロード・バランシングを構成するための
ツールについて説明します。ソース・ルーティングには別の構成が必要となりますが、この
項では取り上げません。 

接続時フェイルオーバーまたはクライアント・ロード・バランシングを構成するには、次の
手順に従います。

1. Oracle Net Manager を起動します。

2. ナビゲータ・ペインで、「「「「Directory」」」」または「「「「Local」」」」>「「「「Service Naming」」」」を展開しま
す。

3. ネット・サービス名またはデータベース・サービスのいずれかを選択します。

右ペインには、現行の宛先サービスおよびアドレス・リストが表示されます。

4. 「Address Configuration」ボックスの「「「「Advanced」」」」ボタンをクリックします。

「Address List Options」ダイアログ・ボックスが表示されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ソース・ルーティングのクライアントの構成の詳細は、13-4
ページの「Oracle Connection Manager を使用する場合のクライアントの
構成」を参照してください。

表表表表 15-2 ネーミング・メソッド別アドレス・リスト構成ネーミング・メソッド別アドレス・リスト構成ネーミング・メソッド別アドレス・リスト構成ネーミング・メソッド別アドレス・リスト構成

ネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッド アドレス・リスト・オプションを構成するツールアドレス・リスト・オプションを構成するツールアドレス・リスト・オプションを構成するツールアドレス・リスト・オプションを構成するツール

ローカル・ネーミング Oracle Net Manager を使用します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 後述の手順を参照してください。

ディレクトリ・ネーミ
ング

Oracle Net Manager を使用します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 後述の手順を参照してください。

Oracle Names Oracle Names 制御ユーティリティの REGISTERコマンドまたは

Oracle Net Manager のいずれかを使用します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  9-39 ページ「作業 7: Oracle Names Server へのデータの

登録」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 5-3 ページ「Oracle Net Manager の起動」
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拡張ネットワーク・アドレスおよび接続データ情報の構成
表 15-3 では、「Address List Options」ダイアログ・ボックスのオプションを示します。

表表表表 15-3「「「「Address List Options」ダイアログ・ボックス」ダイアログ・ボックス」ダイアログ・ボックス」ダイアログ・ボックス

オプションオプションオプションオプション パラメータ設定パラメータ設定パラメータ設定パラメータ設定

「「「「Try each address, in order, until one succeeds」」」」リリース 8.1 および 9i のクライアントの

場合、FAILOVER=on

リリース 8.0 以前のクライアントの場合、
SOURCE_ROUTE=off 

「「「「Try each address, randomly, until one 
succeeds」」」」

注意注意注意注意 : このオプションは、「「「「Use Options 
Compatible with Net8 8.0 Clients」」」」が選択され

ている場合は、使用できません。

LOAD_BALANCE=on

FAILOVER=on

「「「「Try one address, selected at random」」」」

注意注意注意注意 : このオプションは、「「「「Use Options 
Compatible with Net8 8.0 Clients」」」」が選択され

ている場合は、使用できません。

LOAD_BALANCE=on

「「「「Use each address in order until destination 
reached」」」」

SOURCE_ROUTE=ON

「「「「Use only the first address」」」」

注意注意注意注意 : このオプションは、「「「「Use Options 
Compatible with Net8 8.0 Clients」」」」が選択され

ている場合は、使用できません。

LOAD_BALANCE=off

FAILOVER=off

SOURCE_ROUTE=off
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5. アドレス・リスト・オプションの 1 つを選択して、「「「「OK」」」」をクリックします。

6. 「「「「Local」」」」フォルダに対してこれらの変更を行う場合は、「「「「File」」」」>「「「「Save Network 
Configuration」」」」を選択します。

次の例は、クライアント・ロード・バランシング用に構成された tnsnames.oraファイル
です。

sales.us.acme.com=
 (DESCRIPTION=
  (ADDRESS_LIST=
  (LOAD_BALANCE=on)
   (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales1-server)(PORT=1521)) 
   (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales2-server)(PORT=1521)))
  (CONNECT_DATA=
    (SERVICE_NAME=sales.us.acme.com))) 

次の例は、接続時フェイルオーバー用に構成された tnsnames.oraファイルです。

sales.us.acme.com=
 (DESCRIPTION=
  (ADDRESS_LIST=
   (LOAD_BALANCE=off)
   (FAILOVER=ON)
   (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales1-server)(PORT=1521)) 
   (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales2-server)(PORT=1521)))
  (CONNECT_DATA=(SERVICE_NAME=sales.us.acme.com)))
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拡張接続データ・パラメータの構成拡張接続データ・パラメータの構成拡張接続データ・パラメータの構成拡張接続データ・パラメータの構成
接続記述子の CONNECT_DATAセクションは、接続先データベース・サービスを定義します。
次の例では、SERVICE_NAMEに sales.us.acme.comというサービスを定義します。

sales.us.acme.com=
 (DESCRIPTION=
   (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales-server)(PORT=1521))
   (CONNECT_DATA=
    (SERVICE_NAME=sales.us.acme.com))) 
サービス名の他にも、オプションで、表 15-4 に示されるパラメータを使用して、接続データ
情報を構成できます。

表表表表 15-4 拡張接続データ設定拡張接続データ設定拡張接続データ設定拡張接続データ設定

Oracle Net Manager のののの
フィールドフィールドフィールドフィールド / オプションオプションオプションオプション

tnsnames.ora ファイルのファイルのファイルのファイルの
パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

「「「「Instance Name」」」」 INSTANCE_NAME アクセスするデータベース・インスタンスを識別するために使
用します。

インスタンス名は、初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイルの
INSTANCE_NAMEパラメータから取得できます。 

注意注意注意注意 : このパラメータは、「「「「Use Oracle8i Release 8.0 
Compatible Identification」」」」が選択されている場合は、使用で

きません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 9-2 ページ「接続記述子の理解」

「「「「Session Data Unit 
Size」」」」 

SDU ネットワークを介して送信されるデータ・パケットの転送レー
トを最適化するには、セッション・データ・ユニットセッション・データ・ユニットセッション・データ・ユニットセッション・データ・ユニット

（SDU）・サイズを指定して、ネットワークで送信されるパケッ

ト関連のパフォーマンス特性を変更します。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 15-28 ページ「セッション・データ・ユニットの構

成」

「「「「Use for 
Heterogeneous 
Services」」」」

HS Oracle データベース・サーバーで異機種間サービス異機種間サービス異機種間サービス異機種間サービスを使用して

非 Oracle システムにアクセスする場合は、このオプションを

オンにします。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 15-37 ページ「Oracle 異機種間サービスを使用する

場合の Oracle Net Services の構成」
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これらのパラメータの実装は、使用されるネーミング・メソッドに依存します。表 15-5 で
は、接続時フェイルオーバーまたはクライアント・ロード・バランシングを構成するための
ツールについて説明します。ソース・ルーティングには別の構成が必要となりますが、この
項では取り上げません。 

「「「「Oracle Rdb Settings」」」」

「「「「Oracle RDB 
Database」」」」

RDB_DATABASE Oracle Rdb データベースのファイル名を指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  15-40 ページ「Oracle Rdb データベースを使用する

場合の Oracle Net Services の構成」

「「「「Type of Service」」」」 TYPE_OF_SERVICE Oracle Rdb データベースで使用するサービスの種類を指定しま

す。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  15-40 ページ「Oracle Rdb データベースを使用する

場合の Oracle Net Services の構成」

「「「「Global Database 
Name」」」」

GLOBAL_NAME Oracle Rdb データベースを識別するために使用します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  15-40 ページ「Oracle Rdb データベースを使用する

場合の Oracle Net Services の構成」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ソース・ルーティングのクライアントの構成の詳細は、13-4
ページの「Oracle Connection Manager を使用する場合のクライアントの
構成」を参照してください。

表表表表 15-5 ネーミング・メソッド別接続データ構成ネーミング・メソッド別接続データ構成ネーミング・メソッド別接続データ構成ネーミング・メソッド別接続データ構成

ネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッド 複数のアドレス・オプションを構成するツール複数のアドレス・オプションを構成するツール複数のアドレス・オプションを構成するツール複数のアドレス・オプションを構成するツール

ローカル・ネーミング Oracle Net Manager を使用します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 後述の手順を参照してください。

ディレクトリ・ネーミング Oracle Net Manager を使用します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 後述の手順を参照してください。

Oracle Names Oracle Names 制御ユーティリティの REGISTERコマンドまたは

Oracle Net Manager のいずれかを使用します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 9-39 ページ「作業 7: Oracle Names Server へのデータの

登録」

表表表表 15-4 拡張接続データ設定（続き）拡張接続データ設定（続き）拡張接続データ設定（続き）拡張接続データ設定（続き）

Oracle Net Manager のののの
フィールドフィールドフィールドフィールド / オプションオプションオプションオプション

tnsnames.ora ファイルのファイルのファイルのファイルの
パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明
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拡張ネットワーク・アドレスおよび接続データ情報の構成
ネット・サービス名またはデータベース・サービスの拡張 CONNECT_DATAパラメータを構
成するには、次の手順に従います。

1. Oracle Net Manager を起動します。

2. ナビゲータ・ペインで、「「「「Directory」」」」または「「「「Local」」」」>「「「「Service Naming」」」」を展開しま
す。

3. ネット・サービス名またはデータベース・サービスのいずれかを選択します。

右ペインには、現行の宛先サービスおよびアドレス・リストが表示されます。

4. 「Service Identification」ボックスの「「「「Advanced」」」」ボタンをクリックします。

「Advanced Service Options」ダイアログ・ボックスが表示されます。

5. 必要に応じてフィールドの入力やオプションの選択を行い、「「「「OK」」」」をクリックします。

6. 「「「「Local」」」」フォルダに対してこれらの変更を行う場合は、「「「「File」」」」>「「「「Save Network 
Configuration」」」」を選択します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 5-3 ページ「Oracle Net Manager の起動」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : フィールドおよびオプションの説明は 15-8 ページの表 15-4 を
参照してください。
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接続ロード・バランシングの構成接続ロード・バランシングの構成接続ロード・バランシングの構成接続ロード・バランシングの構成
接続ロード・バランシング接続ロード・バランシング接続ロード・バランシング接続ロード・バランシング機能を利用すると、複数のディスパッチャディスパッチャディスパッチャディスパッチャ間のアクティブな接続
数を均衡化することによって、接続時のパフォーマンスが向上します。Oracle9i Real 
Application Clusters 環境では、接続ロード・バランシングによって、複数のインスタンス
間のアクティブな接続数を均衡化することも可能です。

PMON プロセスプロセスプロセスプロセスはリモート・リスナーを登録できるので、リスナーは、すべてのインスタ
ンスおよびディスパッチャを、それらのある場所にかかわらず常に認識することができま
す。 リスナーは、着信したクライアント要求の送信先となるインスタンスを、また共有サー
バーが構成されている場合は送信先となるディスパッチャを、ロード情報に応じて判別しま
す。 

共有サーバー共有サーバー共有サーバー共有サーバー構成では、リスナーは次の順序でディスパッチャを選択します。1）ロード量
が最小のノード、2）ロード量が最小のインスタンス、3）そのインスタンスについて、ロー
ド量が最小のディスパッチャ。専用サーバー専用サーバー専用サーバー専用サーバー構成では、リスナーは次の順序でインスタンス
を選択します。1）ロード量が最小のノード、2）ロード量が最小のインスタンス。 

データベース・サービスが複数のノード上に複数のインスタンスを持つ場合、リスナーは
ロード量が最も少ないノード上にある、ロード量が最も少ないインスタンスを選択します。 
共有サーバーが構成されている場合、選択したインスタンスの中でロード量が最小のディス
パッチャが選択されます。

Oracle9i Real Application Clusters 環境では、各インスタンスのディスパッチャは、他の
ノード上にある他のリスナーにも相互登録される必要があります。これを行うには、
DISPATCHERSパラメータの LISTENER属性を使用します。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 相互登録の詳細は、12-16 ページの「リモート・リスナーへの情報の
登録」を参照してください。

�  SERVICE_NAMESパラメータおよびINSTANCE_NAMEパラメータの詳
細は、『Oracle9i データベース・リファレンス』を参照してください。

� LISTENER属性の詳細は、第 14 章「共有サーバーの構成」を参照して
ください。

注意注意注意注意 : 接続ロード・バランシングで最適な結果を得るには、同じデータ
ベース・サービスに属するインスタンスを、等価なハードウェアおよびソ
フトウェア構成上に存在するようにしてください。
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例例例例 : 共有サーバーの構成のための接続ロード・バランシング共有サーバーの構成のための接続ロード・バランシング共有サーバーの構成のための接続ロード・バランシング共有サーバーの構成のための接続ロード・バランシング
図 15-1 は、同じサービス sales.us.acme.comの 2 つのインスタンス sales1および
sales2を持つ、Oracle9i Real Application Clusters の共有サーバー・データベースを示し
ています。インスタンス sales1および sales2は、コンピュータ sales1-serverおよ
び sales2-serverに常駐し、sales1は 1 つのディスパッチャ、sales2は 2 つのディス
パッチャをそれぞれ持ちます。listenerという名前のリスナーは、それぞれノード 1 およ
び 2 上で稼働しています。DISPATCHERSパラメータの listener属性が構成され、両方の
リスナーに対して情報のサービス登録が可能になっています。

図図図図 15-1 共有サーバーの構成のためのロード・バランシング環境共有サーバーの構成のためのロード・バランシング環境共有サーバーの構成のためのロード・バランシング環境共有サーバーの構成のためのロード・バランシング環境

dispatcher2 dispatcher3

sales2

dispatcher1

sales1

リスナー�

sales1-server sales2-server

SERVICE_NAMES=sales.us.acme.com
INSTANCE_NAME=sales1
DISPATCHERS=(PROTOCOL=tcp) 
  (DISPATCHERS=1) (LISTENER=listeners_sales)

SERVICE_NAMES=sales.us.acme.com
INSTANCE_NAME=sales2
DISPATCHERS=(PROTOCOL = tcp) 
  (DISPATCHERS=2) (LISTENER=listeners_sales)

リスナー�
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(LISTENER=listeners_sales)の listeners_salesの値は、両方のサーバー上に存在
するローカルの tnsnames.oraファイルによって、次のように決定します。

listeners_sales= 
 (DESCRIPTION= 
   (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales1-server)(PORT=1521))
   (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales2-server)(PORT=1521)))

環境に応じて、次のような処理が実行されます。 次の各処理に付いている番号は 15-14 ペー
ジの図 15-2 に示す矢印の番号に対応しています。 

1. PMON プロセスは、インスタンス sales1および sales2を、両方のリスナーに登録
します。リスナーは、インスタンスおよびディスパッチャのロード時に動的に更新され
ます。次のロード情報が登録されます。

sales2-serverのロード量平均（400）は、sales1-serverのロード量平均（600）
より少なくなります。これは、sales1-serverに必要な処理が多い場合に発生する可
能性があります。sales1への接続数（200）は、その唯一のディスパッチャである
dispatcher1への接続数と同じです。sales2の接続数（300）は、その 2 つのディス
パッチャである dispatcher2 の接続数（100）と dispatcher3の接続数（200）の
合計になります。したがって、sales2には sales1より多くの接続が存在します。こ
の例では、sales2-serverがロード量が最小のノード、sales2がロード量が最小の
インスタンス、dispatcher2がロード量が最小のディスパッチャです。

sales1-server sales2-server

1 分当たりのノードのロード量平均 600 400

sales1 sales2

インスタンスへの接続数 200 300

dispatcher1 dispatcher2 dispatcher 3

ディスパッチャへの接続数 200 100 200
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接続ロード・バランシングの構成
2. クライアントが接続要求を送信します。 

接続記述子が構成されプロトコル・アドレスが 1 つ成功するまで、各プロトコル・アド
レスがランダムに試行されます。

sales.us.acme.com= 
 (DESCRIPTION= 
  (LOAD_BALANCE=on)
  (FAILOVER=on)
  (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales1-server)(PORT=1521))
  (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales2-server)(PORT=1521))
  (CONNECT_DATA=(SERVICE_NAME=sales.us.acme.com)))

sales1-server上のリスナーがランダムに選択されて、クライアント接続要求を受信
します。 

sales1-server上のリスナーは、インスタンス sales1および sales2のロード量を
比較します。この比較では、ノード sales1-serverおよび sales2-server上の
ロード量がそれぞれ考慮されます。sales2-serverのロード量は sales1-serverの
ロード量より少ないため、リスナーは、sales1-serverより sales2-serverを選択
します。 

3. リスナーは、ディスパッチャ dispatcher2のロード量と dispatcher3のロード量を
比較します。dispatcher2のロード量は dispatcher3のロード量より少ないため、
リスナーはクライアント接続要求を dispatcher2にリダイレクトします。

4. クライアントは、dispatcher2に直接接続します。

図図図図 15-2 共有サーバーの構成のためのロード・バランシングの例共有サーバーの構成のためのロード・バランシングの例共有サーバーの構成のためのロード・バランシングの例共有サーバーの構成のためのロード・バランシングの例
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sales1

dispatcher2 dispatcher3

sales2 sales.us.acme.com

2

4
1

CONNECT scott/tiger@
sales.us.acme.com

3

1

リスナー�

リスナー�
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接続ロード・バランシングの構成
例例例例 : 専用サーバーの構成のための接続ロード・バランシング専用サーバーの構成のための接続ロード・バランシング専用サーバーの構成のための接続ロード・バランシング専用サーバーの構成のための接続ロード・バランシング
図 15-3 は、同じサービス sales.us.acme.comの 2 つのインスタンス sales1および
sales2を持つ、Oracle9i Real Application Clusters の専用サーバー・データベースを示し
ています。インスタンス sales1および sales2は、それぞれコンピュータ
sales1-serverおよび sales2-serverに常駐します。listenerという名前のリス
ナーは、それぞれノード 1 および 2 上で稼働しています。REMOTE_LISTENERパラメータが
構成され、両方のリスナーに対して情報のサービス登録が可能になっています。

図図図図 15-3 専用サーバーの構成のためのロード・バランシング環境専用サーバーの構成のためのロード・バランシング環境専用サーバーの構成のためのロード・バランシング環境専用サーバーの構成のためのロード・バランシング環境

sales2sales1

sales1-server sales2-server

SERVICE_NAMES=sales.us.acme.com
INSTANCE_NAME=sales1
REMOTE_LISTENER=listener_sales2

SERVICE_NAMES=sales.us.acme.com
INSTANCE_NAME=sales2
REMOTE_LISTENER=listener_sales1

リスナー� リスナー�
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接続ロード・バランシングの構成
(REMOTE_LISTENER=listener_sales2)の listener_sales2の値は、
sales1-server上に存在するローカルの tnsnames.oraファイルによって、次のように
決定します。

listener_sales2= 
 (DESCRIPTION= 
   (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales2-server)(PORT=1521)))

(REMOTE_LISTENER=listener_sales1)の listener_sales1 の値は、
sales2-server上に存在するローカルの tnsnames.oraファイルによって、次のように
決定します。

listener_sales1= 
 (DESCRIPTION= 
   (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales1-server)(PORT=1521)))

環境に応じて、次のような処理が実行されます。 次の各処理に付いている番号は 15-17 ペー
ジの図 15-4 に示す矢印の番号に対応しています。 

1. PMON プロセスは、インスタンス sales1および sales2を、両方のリスナーに登録
します。リスナーは、インスタンスのロード時に動的に更新されます。次のロード情報
が登録されます。

この例では、sales2-serverがロード量が最小のノード、sales2がロード量が最小
のインスタンスです。

2. クライアントが接続要求を送信します。 

接続記述子が構成されプロトコル・アドレスが 1 つ成功するまで、各プロトコル・アド
レスがランダムに試行されます。

sales.us.acme.com= 
 (DESCRIPTION= 
  (LOAD_BALANCE=on)
  (FAILOVER=on)
  (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales1-server)(PORT=1521))
  (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales2-server)(PORT=1521))
  (CONNECT_DATA=(SERVICE_NAME=sales.us.acme.com)))

sales1-server sales2-server

1 分当たりのノードのロー

ド量平均

450 200

sales1 sales2

インスタンスへの接続数 200 150
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接続ロード・バランシングの構成
sales1-server上のリスナーがランダムに選択されて、クライアント接続要求を受信
します。 

sales1-server上のリスナーは、インスタンス sales1および sales2のロード量を
比較します。この比較では、ノード sales1-serverおよび sales2-server上の
ロード量がそれぞれ考慮されます。sales2-serverのロード量は sales1-serverの
ロード量より少ないため、リスナーは、sales1-serverより sales2-serverを選択
します。 

3. sales1-server上のリスナーが、クライアント接続要求を sales2-serverのリス
ナーにリダイレクトします。

4. クライアントが sale2-server上のリスナーに接続します。リスナーが専用サー
バー・プロセスを開始し、専用サーバー・プロセスがリスナーから接続要求を継承しま
す。

図図図図 15-4 専用サーバーの構成のためのロード・バランシングの例専用サーバーの構成のためのロード・バランシングの例専用サーバーの構成のためのロード・バランシングの例専用サーバーの構成のためのロード・バランシングの例

クライアント�

sales1

sales2

sales.us.acme.com

2

3

4

1
CONNECT scott/tiger@
sales.us.acme.com

1

専用サーバー�

・プロセス�

リスナー�

リスナー�
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透過的アプリケーション・フェイルオーバーの構成
透過的アプリケーション・フェイルオーバーの構成透過的アプリケーション・フェイルオーバーの構成透過的アプリケーション・フェイルオーバーの構成透過的アプリケーション・フェイルオーバーの構成

TAF は、Oracle Net が失敗した接続を、別のリスナーにフェイルオーバーするように指示し
ます。これによりユーザーは、最初の接続に障害が発生したことを意識せずに、新しい接続
で作業を続行できます。 

TAF を使用する場合は、ネット・サービス名の構成において接続記述子の CONNECT_DATA
セクションに FAILOVER_MODEパラメータを手動で設定する必要があります。 

この項で説明する項目は、次のとおりです。

� TAF のリストア対象

� TAF データベース構成

� FAILOVER_MODE パラメータ

� TAF 実装

� TAF 検証

TAF のリストア対象のリストア対象のリストア対象のリストア対象
TAF は、アクティブなデータベース接続に関連する次の要素の、いくつかまたはすべてを自
動的にリストアします。ただし、TAF によって接続をリカバリするには、他の要素をアプリ
ケーション・コードに埋め込む必要があることもあります。

クライアントクライアントクライアントクライアント / サーバー・データベース接続サーバー・データベース接続サーバー・データベース接続サーバー・データベース接続
TAF は、同じ接続文字列、またはフェイルオーバーを構成するときに指定する代替接続文字
列を使用して、自動的に接続を再確立します。

ユーザーのデータベース・セッションユーザーのデータベース・セッションユーザーのデータベース・セッションユーザーのデータベース・セッション
TAF は、障害発生前と同じユーザー ID で自動的にユーザーをログインします。複数のユー
ザーが接続を使用していて、これらのユーザーがデータベース・コマンドを処理しようとす
ると、TAF はこれらのユーザーを自動的にログインします。残念ながら、TAF は他のセッ
ション・プロパティを自動的にリストアできません。ただし、これらのプロパティは、コー
ルバック関数をコールすることによりリストアできます。

注意注意注意注意 : 透過的アプリケーション・フェイルオーバー透過的アプリケーション・フェイルオーバー透過的アプリケーション・フェイルオーバー透過的アプリケーション・フェイルオーバー（TAF）は Oracle9i 
Enterprise Edition とともに使用できます。
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透過的アプリケーション・フェイルオーバーの構成
実行されたコマンド実行されたコマンド実行されたコマンド実行されたコマンド
接続失敗の時点でコマンドが完全に実行され、データベースの状態が変更された場合は、
TAF はこのコマンドを再送しません。データベースを変更した可能性があるコマンドに応答
して TAF が再接続した場合は、TAF はアプリケーションにエラー・メッセージを発行しま
す。

フェッチに使用されるオープン・カーソルフェッチに使用されるオープン・カーソルフェッチに使用されるオープン・カーソルフェッチに使用されるオープン・カーソル
TAF は、フェイルオーバー前にカーソルからの行のフェッチを開始したアプリケーション
が、フェイルオーバー後に行のフェッチを継続することを可能にします。これは検索フェイ
ルオーバーと呼ばれます。これは、同じスナップショットを使用して SELECT文を再度実行
し、すでにフェッチされた行を廃棄し、最初フェッチされなかった行を取得することにより
行われます。TAF は、廃棄された行が最初に戻された行であることを確認し、そうでない場
合はエラー・メッセージを返します。

アクティブ・トランザクションアクティブ・トランザクションアクティブ・トランザクションアクティブ・トランザクション
TAF はフェイルオーバー後にアクティブ・トランザクションを保つことができないため、障
害発生時にはアクティブ・トランザクションはすべてロールバックされます。このため、ア
プリケーションは、ROLLBACKが発行されるまでエラー・メッセージを受け取ることになり
ます。 

サーバー側プログラム変数サーバー側プログラム変数サーバー側プログラム変数サーバー側プログラム変数
PL/SQL パッケージの状態などのサーバー側プログラム変数は、障害発生時に消失します。
TAF はこれらをリカバリできません。これらは、フェイルオーバー・コールバックからコー
ルすることにより初期化できます。

 

TAF データベース構成データベース構成データベース構成データベース構成
TAF は次のデータベース構成を使用して、データベース障害を効果的に隠ぺいします。

� Oracle9i Real Application Clusters

� Oracle9i Real Application Clusters Guard

� レプリケート・システム

� スタンバイ・データベース

� シングル・インスタンスの Oracle データベース

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Call Interface プログラマーズ・ガイド』

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 『Oracle9i Real Application Clusters セットアップおよび構成』

� 『Oracle9i Data Guard 概要および管理』
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透過的アプリケーション・フェイルオーバーの構成
FAILOVER_MODE パラメータパラメータパラメータパラメータ
FAILOVER_MODEパラメータは、接続記述子の CONNECT_DATAセクションに含まれている
必要があります。FAILOVER_MODEには、表 15-6 で説明するサブパラメータを含めること
ができます。

表表表表 15-6 FAILOVER_MODE パラメータのサブパラメータパラメータのサブパラメータパラメータのサブパラメータパラメータのサブパラメータ

FAILOVER_MODE
サブパラメータサブパラメータサブパラメータサブパラメータ 説明説明説明説明

BACKUP バックアップ接続として別のネット・サービス名を指定します。
バックアップは、preconnectを使用して事前に接続を確立する場

合に指定します。

TYPE フェイルオーバーの種類を指定します。デフォルトでは、Oracle 
Call Interface（OCI）アプリケーションに対して、3 種類の Oracle 
Net フェイルオーバー機能を利用できます。 

� session: 設定すると、セッションをフェイルオーバーします。

ユーザーの接続が失われた場合に、新しいセッションを自動的
に作成して、ユーザーをバックアップします。このフェイル
オーバーでは、SELECT はリカバリされません。

� select: 設定すると、カーソルをオープンしているユーザー

が、障害後もカーソルをフェッチできるようにします。ただし
このモードでは、通常の検索操作を行うクライアント側にオー
バーヘッドが生じます。

� none: これがデフォルトです。フェイルオーバー機能は使用さ

れません。フェイルオーバーが実行されないように、明示的に
指定することもできます。

METHOD プライマリ・ノードからバックアップ・ノードにフェイルオーバー
される速さを決定します。

� basic: 設定すると、フェイルオーバー時に接続を確立します。

フェイルオーバー時まで、バックアップ・サーバーはほとんど
何もする必要はありません。

� preconnect: 設定すると、接続を事前に確立します。フェイ

ルオーバーは高速に行われますが、バックアップ・インスタン
スはサポートされた各インスタンスからの接続すべてをサポー
トできる必要があります。
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TAF 実装実装実装実装

TAF は、FAILOVER_MODEパラメータの設定次第で何通りにでも実装できます。オラクル社
では、次の方法をお薦めします。

� 例 : 接続時フェイルオーバーおよびクライアント・ロード・バランシングを行う TAF

� 例 : 接続を再試行する TAF

� 例 : 接続を事前確立する TAF

RETRIES フェイルオーバー後に接続を行う回数を指定します。DELAYが指定

されている場合、RETRIESのデフォルトは、5 回再試行するように

設定されています。

注意注意注意注意 : コールバック関数が登録されると、このサブパラメータは無

視されます。

DELAY 次に接続を試みるまでの待機時間を秒数で指定します。RETRIES
が指定されると、DELAYはデフォルトで 1 秒に設定されます。

注意注意注意注意 : コールバック関数が登録されると、このサブパラメータは無

視されます。

注意注意注意注意 : Oracle Net Manager では、TAF パラメータはサポートされませ
ん。これらのパラメータは、手動で追加する必要があります。

重要重要重要重要 : listener.oraの SID_LIST_listener_nameセクションの
GLOBAL_DBNAMEパラメータは設定しないでください。静的に構成された
グローバル・データベース名は、TAF を使用禁止にします。

表表表表 15-6 FAILOVER_MODE パラメータのサブパラメータ（続き）パラメータのサブパラメータ（続き）パラメータのサブパラメータ（続き）パラメータのサブパラメータ（続き）

FAILOVER_MODE
サブパラメータサブパラメータサブパラメータサブパラメータ 説明説明説明説明
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透過的アプリケーション・フェイルオーバーの構成

15
例例例例 : 接続時フェイルオーバーおよびクライアント・ロード・バランシン接続時フェイルオーバーおよびクライアント・ロード・バランシン接続時フェイルオーバーおよびクライアント・ロード・バランシン接続時フェイルオーバーおよびクライアント・ロード・バランシン
グを行うグを行うグを行うグを行う TAF
複数のアドレスについて接続時フェイルオーバーおよびクライアント・ロード・バランシン
グを行うように TAF を実装します。次の例では、Oracle Net は sales1-serverまたは
sales2-serverのいずれかのプロトコル・アドレスにランダムに接続します。接続後にイ
ンスタンスに障害が発生した場合は、TAF アプリケーションが他のノードのリスナーにフェ
イルオーバーし、実行中の SELECT文があればその文を保持します。

sales.us.acme.com=
 (DESCRIPTION=
  (LOAD_BALANCE=on) 
  (FAILOVER=on) 
  (ADDRESS=
       (PROTOCOL=tcp)  
       (HOST=sales1-server)  
       (PORT=1521)) 
  (ADDRESS=
       (PROTOCOL=tcp)  
       (HOST=sales2-server)  
       (PORT=1521)) 
  (CONNECT_DATA=
     (SERVICE_NAME=sales.us.acme.com) 
     (FAILOVER_MODE=
       (TYPE=select) 
       (METHOD=basic))))

例例例例 : 接続を再試行する接続を再試行する接続を再試行する接続を再試行する TAF
TAF では、RETRIESおよび DELAYパラメータを使用して、最初の接続試行が失敗した場合
に自動的に接続を再試行できます。次の例では、Oracle Net は sales1-serverのリスナー
への再接続を試行します。このフェイルオーバー接続に失敗した場合は、15 秒待機してから
再び再接続を試行します。Oracle Net は最大 20 回まで再接続を試行します。

sales.us.acme.com=
 (DESCRIPTION=
  (ADDRESS=
       (PROTOCOL=tcp)  
       (HOST=sales1-server)  
       (PORT=1521)) 
  (CONNECT_DATA=
     (SERVICE_NAME=sales.us.acme.com) 
     (FAILOVER_MODE=
       (TYPE=select) 
       (METHOD=basic)
       (RETRIES=20)
       (DELAY=15))))
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例例例例 : 接続を事前確立する接続を事前確立する接続を事前確立する接続を事前確立する TAF
バックアップ接続は事前に確立できます。初期接続およびバックアップ接続は明示的に指定
する必要があります。次の例では、ネット・サービス名 sales1.us.acme.comを使用して
sales1-serverのリスナーに接続するクライアントが、sales2-serverにも事前接続さ
れます。接続後に sales1-serverに障害が発生した場合は、sales2-serverにフェイル
オーバーし、実行中の SELECT文があればその文を保持します。同様に、sales2-server
のリスナーに、sales2.us.acme.comを使用して接続するクライアントのために、Oracle 
Net は sales1-serverに事前に接続します。

sales1.us.acme.com=
 (DESCRIPTION=
  (ADDRESS=
       (PROTOCOL=tcp)  
       (HOST=sales1-server)  
       (PORT=1521)) 
  (CONNECT_DATA=
     (SERVICE_NAME=sales.us.acme.com) 
     (INSTANCE_NAME=sales1) 
     (FAILOVER_MODE=
       (BACKUP=sales2.us.acme.com) 
       (TYPE=select) 
       (METHOD=preconnect))))
sales2.us.acme.com=
 (DESCRIPTION=
  (ADDRESS=
       (PROTOCOL=tcp)  
       (HOST=sales2-server)  
       (PORT=1521)) 
  (CONNECT_DATA=
     (SERVICE_NAME=sales.us.acme.com) 
     (INSTANCE_NAME=sales2)
     (FAILOVER_MODE=
       (BACKUP=sales1.us.acme.com) 
       (TYPE=select) 
       (METHOD=preconnect))))
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TAF 検証検証検証検証
V$SESSIONビューで FAILOVER_TYPE、FAILOVER_METHODおよび FAILED_OVER列を問
い合せて、TAF が正しく構成されているかを確認できます。 

V$SESSIONビューを使用して、接続されたクライアントおよびクライアントの TAF ステー
タスに関する情報を取得します。たとえば次の SQL 文のように、FAILOVER_TYPE、
FAILOVER_METHODおよび FAILED_OVER列の問合せを行い、正しく TAF を構成したこと
を確認します。 

SELECT MACHINE, FAILOVER_TYPE, FAILOVER_METHOD, FAILED_OVER, COUNT(*)
FROM V$SESSION
GROUP BY MACHINE, FAILOVER_TYPE, FAILOVER_METHOD, FAILED_OVER;

フェイルオーバー前の出力は次のようになります。 

MACHINE              FAILOVER_TYPE FAILOVER_M FAI   COUNT(*)
-------------------- ------------- ---------- --- ----------
sales1               NONE          NONE       NO          11
sales2               SELECT        PRECONNECT NO           1

フェイルオーバー後の出力は次のようになります。 

MACHINE              FAILOVER_TYPE FAILOVER_M FAI   COUNT(*)
-------------------- ------------- ---------- --- ----------
sales2               NONE          NONE       NO          10
sales2               SELECT        PRECONNECT YES          1

注意注意注意注意 : TAF の各ステップは、適切に構成された OCI TAF CALLBACK
ファンクションを使用して監視できます。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 『Oracle Call Interface プログラマーズ・ガイド』

� V$SESSIONビューの詳細は、『Oracle9i データベース・リファレン
ス』を参照してください。
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プライマリおよびセカンダリ・インスタンス構成のインスタンス・ロールの指定
プライマリおよびセカンダリ・インスタンス構成のインスタンプライマリおよびセカンダリ・インスタンス構成のインスタンプライマリおよびセカンダリ・インスタンス構成のインスタンプライマリおよびセカンダリ・インスタンス構成のインスタン
ス・ロールの指定ス・ロールの指定ス・ロールの指定ス・ロールの指定

INSTANCE_ROLEパラメータは、接続記述子の CONNECT_DATAセクションのためのオプ
ションのパラメータです。このパラメータは、Oracle9i Real Application Clusters および
Oracle9i Real Application Clusters Guard の構成の、プライマリまたはセカンダリ・インス
タンスへの接続の指定を可能にします。 

このパラメータは次の場合に役立ちます。

� プライマリまたはセカンダリ・インスタンスに明示的に接続する場合。デフォルトはプ
ライマリ・インスタンスです。

� TAF を使用してセカンダリ・インスタンスに事前に接続する場合。

INSTANCE_ROLEは次の値をサポートします。

primary － プライマリ・インスタンスへの接続を指定します。

secondary － セカンダリ・インスタンスへの接続を指定します。

any － プライマリ・インスタンス・ロールかセカンダリ・インスタンス・ロールかにか
かわらず、ロード量が最小のインスタンスへの接続を指定します。

例例例例 : インスタンス・ロール・タイプへの接続インスタンス・ロール・タイプへの接続インスタンス・ロール・タイプへの接続インスタンス・ロール・タイプへの接続
次の例では、ネット・サービス名 sales_primaryがプライマリ・インスタンスへの接続を
使用可能にします。また、ネット・サービス名 sales_secondaryがセカンダリ・インス
タンスへの接続を使用可能にします。

sales_primary=
 (DESCRIPTION=
  (ADDRESS=
       (PROTOCOL=tcp)  
       (HOST=sales1-server)  
       (PORT=1521)) 
  (ADDRESS=
       (PROTOCOL=tcp)  
       (HOST=sales2-server)  
       (PORT=1521)) 
  (CONNECT_DATA=
     (SERVICE_NAME=sales.us.acme.com) 
     (INSTANCE_ROLE=primary)))
sales_secondary=
 (DESCRIPTION=
  (ADDRESS=
       (PROTOCOL=tcp)  
       (HOST=sales1-server)  
       (PORT=1521)) 
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15
  (ADDRESS=
       (PROTOCOL=tcp)  
       (HOST=sales2-server)  
       (PORT=1521)) 
  (CONNECT_DATA=
     (SERVICE_NAME=sales.us.acme.com) 
     (INSTANCE_ROLE=secondary)))

例例例例 : 特定のインスタンスへの接続特定のインスタンスへの接続特定のインスタンスへの接続特定のインスタンスへの接続
Oracle Enterprise Manager およびその他のシステム管理製品が、管理タスクを実行するロー
ルにかかわらず、特定のインスタンスに接続する必要がある場合があります。このような接
続の場合は、（INSTANCE_NAME=instance_name）および（INSTANCE_ROLE=any）を構
成して、ロールにかかわらずインスタンスに接続します。

次の例では、ネット・サービス名 sales1が sales1-serverのインスタンスへの接続を
使用可能にします。また、sales2が sales2-serverのインスタンスへの接続を使用可能
にします。(SERVER=dedicated)は、専用サーバー接続を強制するために指定します。 

sales1=
 (DESCRIPTION=
  (ADDRESS=
       (PROTOCOL=tcp)  
       (HOST=sales1-server)  
       (PORT=1521)) 
  (CONNECT_DATA=
     (SERVICE_NAME=sales.us.acme.com) 
     (INSTANCE_ROLE=any)
     (INSTANCE_NAME=sales2)
     (SERVER=dedicated)))
sales2=
 (DESCRIPTION=
  (ADDRESS=
       (PROTOCOL=tcp)  
       (HOST=sales2-server)  
       (PORT=1521)) 
  (CONNECT_DATA=
     (SERVICE_NAME=sales.us.acme.com) 
     (INSTANCE_ROLE=any)
     (INSTANCE_NAME=sales2)
     (SERVER=dedicated)))
-26　Oracle9i Net Services 管理者ガイド



プライマリおよびセカンダリ・インスタンス構成のインスタンス・ロールの指定
例例例例 : 接続を事前確立する接続を事前確立する接続を事前確立する接続を事前確立する TAF
透過的アプリケーション・フェイルオーバー（TAF）が構成された場合、セカンダリ・イン
スタンスにバックアップ接続を事前に確立できます。初期接続およびバックアップ接続は明
示的に指定する必要があります。次の例では、Oracle Net が sales1-serverのリスナーに
接続し、セカンダリ・インスタンスの sales2-serverに事前に接続します。接続後に
sales1-serverに障害が発生した場合は、TAF アプリケーションがセカンダリ・インスタ
ンスの sales2-serverにフェイルオーバーし、実行中の SELECT文があればその文を保
持します。

sales1.acme.com=
 (DESCRIPTION=
  (ADDRESS=
       (PROTOCOL=tcp)  
       (HOST=sales1-server)  
       (PORT=1521)) 
  (CONNECT_DATA=
     (SERVICE_NAME=sales.us.acme.com) 
     (INSTANCE_ROLE=primary) 
     (FAILOVER_MODE=
       (BACKUP=sales2.acme.com) 
       (TYPE=select) 
       (METHOD=preconnect))))
sales2.acme.com=
 (DESCRIPTION=
  (ADDRESS=
       (PROTOCOL=tcp)  
       (HOST=sales2-server)  
       (PORT=1521)) 
  (CONNECT_DATA=
     (SERVICE_NAME=sales.us.acme.com) 
     (INSTANCE_ROLE=secondary)))
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セッション・データ・ユニットの構成セッション・データ・ユニットの構成セッション・データ・ユニットの構成セッション・データ・ユニットの構成
ネットワーク経由でデータを送信する前に、Oracle Net はデータをバッファして SDU にカ
プセル化します。Oracle Net がバッファ内のデータを送信するのは、バッファがいっぱいに
なったとき、フラッシュされたとき、または RDBMS がデータの読込みを試行したときで
す。大量のデータを転送する場合やメッセージのサイズが一貫している場合は、SDU バッ
ファのサイズを調整することによって、パフォーマンス、ネットワークの使用率、メモリー
消費を改善できます。

SDU のサイズは、512 バイトから 32KB までの範囲が可能です。クライアントおよびデータ
ベースのデフォルトの SDU は 2KB です。 

SDU の最適なサイズは、最大セグメント・サイズ（MSS）およびメッセージの断片化によっ
て異なります。TTC 接続の場合、デフォルトの 2KB より大きいサイズの SDU を構成するに
は、クライアントとサーバーの両方のコンピュータで SDU を構成する必要があります。構
成された両方の値が一致しないときは、小さい方の値が使用されます。

パケット・ヘッダーのオーバーヘッドおよびメッセージの断片化を最小限にするには、SDU
のサイズを MSS の倍数に設定します。Oracle Advanced Security の暗号化を使用しないとき
は、SDU のサイズを 1 つ増やします。たとえば、イーサネットでの TCP/IP バージョン 4 の
MSS は 1460 バイトです。暗号化を使用する場合は、SDU のサイズは 1460 の倍数にします。
暗号化を使用しない場合は、SDU のサイズを 1461 まで増やします。

パケット・ヘッダー・オーバーヘッドおよびメッセージの断片化を測定するには、ネット
ワーク Sniffer を使用するか、Oracle Net のトレース・ファイルを分析します。

クライアントの構成クライアントの構成クライアントの構成クライアントの構成
クライアントを構成するには、SDU のサイズを接続記述子の SDUパラメータで次のように
設定します。

net_service_name=
 (DESCRIPTION=
   (SDU=2920)
   (ADDRESS=...)
   (ADDRESS=...)
   (CONNECT_DATA=
     (SERVER_NAME=sales.us.acme.com)))
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データベース・サーバーの構成データベース・サーバーの構成データベース・サーバーの構成データベース・サーバーの構成
データベース・サーバーの構成は、データベースが共有サーバー・プロセスまたは専用サー
バー・プロセスを使用するように構成されているかによって異なります。

共有サーバーの構成共有サーバーの構成共有サーバーの構成共有サーバーの構成
共有サーバー・プロセスを使用している場合、SDU のサイズを DISPATCHERSパラメータ
で次のように設定します。

DISPATCHERS="(DESCRIPTION=(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp))(SDU=2920))"

SDU のサイズが、クライアントに対して構成した値と一致していることを確認します。 

専用サーバーの構成専用サーバーの構成専用サーバーの構成専用サーバーの構成
サービス登録により動的にリスナーに登録されたデータベースに専用サーバー・プロセスを
使用している場合は、SDU のサイズは設定できません。この場合、デフォルトの 2KB が使
用されます。 

listener.oraファイルで静的に構成することでリスナーに登録されたデータベースに専
用サーバー・プロセスを使用している場合は、SDU のサイズを listener.oraファイルの
SID_DESCセクションで次のように設定します。

SID_LIST_listener_name=
  (SID_LIST= 
    (SID_DESC=
     (SDU=2920)
     (SID_NAME=sales)))

SDU のサイズが、クライアントに対して構成した値と一致していることを確認します。 
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非非非非 Oracle データベース・サービスへの接続の構成データベース・サービスへの接続の構成データベース・サービスへの接続の構成データベース・サービスへの接続の構成
次の項目では、非 Oracle データベース・サービスへの接続の構成方法を説明します。

� 外部プロシージャを使用する場合の Oracle Net Services の構成

� Oracle 異機種間サービスを使用する場合の Oracle Net Services の構成

� Oracle Rdb データベースを使用する場合の Oracle Net Services の構成

外部プロシージャを使用する場合の外部プロシージャを使用する場合の外部プロシージャを使用する場合の外部プロシージャを使用する場合の Oracle Net Services の構成の構成の構成の構成 
外部プロシージャ外部プロシージャ外部プロシージャ外部プロシージャは、別のプログラムからコールされる、異なる言語で記述されたプロシー
ジャです。特定目的の処理実行に必要な 1 つ以上の C ルーチンをコールする PL/SQL プロ
グラムは、その一例です。 

外部プロシージャ・コールをリスニングするようにリスナーを構成できます。アプリケー
ションが外部プロシージャをコールすると、リスナーは extprocという名前の外部プロ
シージャ・エージェントを開始します。リスナーによって確立されたネットワーク接続を使
用して、アプリケーションがエージェントに次の情報を渡します。

� DLL または共有ライブラリの名前

� 外部プロシージャ名

� 任意のパラメータ

次に、エージェントは、DLL や共有ライブラリをロードして外部プロシージャを起動し、外
部プロシージャから戻された値をアプリケーションに戻します。

エージェントは、外部プロシージャをコールするアプリケーションと同じコンピュータに常
駐している必要があります。

この項で説明する項目は、次のとおりです。

� 外部プロシージャのデフォルト構成 

� 高度なセキュリティのための外部プロシージャ構成の変更

外部プロシージャのデフォルト構成外部プロシージャのデフォルト構成外部プロシージャのデフォルト構成外部プロシージャのデフォルト構成
Oracle Net Configuration Assistant は、データベース・サーバーのインストール時に、デー
タベースと外部プロシージャの両方の接続を受け入れるようにリスナーを構成します。さら
に、Oracle Net Configuration Assistant は、データベース・サーバーの tnsnames.ora
ファイルに外部プロシージャのネット・サービス名を構成します。外部プロシージャ・エー
ジェントでロードできるのは、UNIX オペレーティング・システムの $ORACLE_HOME/lib
および Windows NT の %ORACLE_HOME%¥binの DLL のみです。 

図 15-5 に、listener.oraファイル内のデフォルト構成を示します。
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図図図図 15-5 デフォルトの外部プロシージャを設定したデフォルトの外部プロシージャを設定したデフォルトの外部プロシージャを設定したデフォルトの外部プロシージャを設定した listener.ora ファイルファイルファイルファイル

LISTENER=
  (DESCRIPTION=
    (ADDRESS_LIST=
      (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sale-server)(PORT=1521))
      (ADDRESS=(PROTOCOL=ipc)(KEY=extproc))))
SID_LIST_LISTENER=
  (SID_LIST=
    (SID_DESC=
      (GLOBAL_DBNAME=sales.us.acme.com)
      (ORACLE_HOME=/oracle9i)
      (SID_NAME=sales))
    (SID_DESC=
      (SID_NAME=plsextproc)
      (ORACLE_HOME=/oracle9i)
      (PROGRAM=extproc)))

図 15-6 に、tnsnames.oraファイル内のデフォルト構成を示します。

図図図図 15-6 デフォルトの外部プロシージャを設定したデフォルトの外部プロシージャを設定したデフォルトの外部プロシージャを設定したデフォルトの外部プロシージャを設定した tnsnames.ora ファイルファイルファイルファイル

EXTPROC_CONNECTION_DATA=            
 (DESCRIPTION=                     
   (ADDRESS=(PROTOCOL=ipc)(KEY=extproc))                      
   (CONNECT_DATA=
    (SID=extproc)))

高度なセキュリティのための外部プロシージャ構成の変更高度なセキュリティのための外部プロシージャ構成の変更高度なセキュリティのための外部プロシージャ構成の変更高度なセキュリティのための外部プロシージャ構成の変更
本番環境でのセキュリティ・レベルを強化するには、次の作業を実行してデフォルト構成を
変更します。

1. 外部プロシージャ要求へのサービス提供のみを行うリスナーを個別に構成して実行しま
す。 

リスナーによって生成された extprocエージェントは、リスナーのオペレーティン
グ・システム権限を継承します。そのため、このリスナーは、データベースのリスナー
のオペレーティング・システム権限よりも低い権限で実行するように構成します。

2. extprocエージェントがロードできる DLL は、listener.oraファイルに明示的にリ
ストして制限します。

作業の詳細は次のとおりです。
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セキュリティ・レベルを強化するためにデフォルト構成を変更するには、次の手順に従いま
す。

1. Oracle Net Configuration Assistant で構成されたデフォルトのリスナーの外部プロシー
ジャ・エントリを削除します。 

ほとんどのインストールの場合、このリスナーの名前は LISTENERです。

a. Oracle Net Manager を起動します。

b. ナビゲータ・ペインで、「「「「Local」」」」>「「「「Listeners」」」」を展開します。

c. Oracle Net Configuration Assistant で構成されたリスナーを選択します。

d. 右ペインのリストから、「「「「Listening Locations」」」」を選択します。

e. 外部プロシージャのプロトコル・アドレスを含む「「「「Address 2」」」」タブをクリックし
ます。

f. 「「「「Remove Address」」」」をクリックします。

g. 右ペインのリストから、「「「「Other Services」」」」を選択します。

h. 外部プロシージャのサービス情報を含む「「「「Service 2」」」」タブをクリックします。

i. 「「「「Remove Service」」」」をクリックします。

2. 外部プロシージャを排他的に処理する別のリスナーを作成します。

a. ナビゲータ・ペインで、「「「「Listeners」」」」を選択します。

b. ツールバーで「「「「+」」」」をクリックするか、「「「「Edit」」」」>「「「「Create」」」」を選択します。

「Choose Listener Name」ダイアログ・ボックスが表示されます。

c. 「「「「Listener Name」」」」フィールドに、LISTENEREXTPROCなどの一意のリスナー名を
入力します。

d. 「「「「OK」」」」をクリックします。

3. IPC プロトコル・アドレスを構成します。 

a. 新規に作成したリスナーを選択します。

b. 右ペインのリストから、「「「「Listening Locations」」」」を選択します。

c. 「「「「Add Address」」」」をクリックします。 

新規の「「「「Address」」」」タブが表示されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 5-3 ページ「Oracle Net Manager の起動」
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d. 「「「「Protocol」」」」リストから「「「「IPC」」」」を選択し、「「「「Key」」」」に値を入力します。オラクル社で
は、「Key」の値として extprocをお薦めします。 

4. 15-34 ページの表 15-7 に示されるパラメータを含めた extprocに関するサービス情報
を、listener.oraファイルに追加します。

注意注意注意注意 : コンピュータに Oracle ホームやリスナーが複数ある場合は、各リ
スナーに一意の KEYを指定してください。たとえば、第 1 リスナーは
extproc1、第 2 リスナーは extproc2とすることができます。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : リスナー・プロトコル・アドレスの構成に関する詳細は、
12-5 ページの「リスニング用プロトコル・アドレスの構成」を参照してく
ださい。
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表表表表 15-7 listener.ora ファイルの外部プロシージャ設定ファイルの外部プロシージャ設定ファイルの外部プロシージャ設定ファイルの外部プロシージャ設定

Oracle Net Manager のののの
フィールドフィールドフィールドフィールド

listener.ora
ファイルのファイルのファイルのファイルの
パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

「「「「Program Name」」」」 PROGRAM 実行可能な外部プロシージャ・エージェントの名前を指定します。 

注意注意注意注意 :  Windows NT の場合は、実行可能ファイルが %ORACLE_
HOME%¥binディレクトリに存在している必要があります。

「「「「Environment」」」」 ENVS 環境変数 EXTPROC_DLLSを指定して、extprocがロードできる DLL を

制限します。環境変数 EXTPROC_DLLSの指定がない場合、extprocは、

UNIX オペレーティング・システムの場合は $ORACLE_HOME/libから、

Windows NT の場合は %ORACLE_HOME%¥binから DLL をロードします。 

EXTPROC_DLLSを次のいずれかの値に設定します。

� DLL のコロン区切りリスト

構文構文構文構文 : "DLL:DLL"

説明説明説明説明 : この値に設定すると、extprocは、指定された DLL、および

UNIX オペレーティング・システムの場合は $ORACLE_HOME/libか

ら、Windows NT の場合は %ORACLE_HOME%¥binから DLL をロー

ドできます。DLL の完全なディレクトリ・パスとファイル名を入力

する必要があります。 

� ONLY（セキュリティを最大にする場合に推奨）

構文構文構文構文 : "ONLY:DLL:DLL"

説明説明説明説明 : この値に設定すると、extprocは指定された DLL のみロード

できます。DLL の完全なディレクトリ・パスとファイル名を入力す

る必要があります。 

� ANY

構文構文構文構文 : "ANY"

説明説明説明説明 : この値に設定すると、extprocは任意の DLL をロードできま

す。ANYに設定すると、DLL チェックは無効になります。

例例例例 : 

"EXTPROC_DLLS=/home/xyz/mylib.so:/home/abc/urlib.so,LD_LIBRARY_
PATH=/private/xpm/lib:/private/mylibs, 
MYPATH=/usr/ucb:/usr/local/packages,APL_ENV_FILE=/apl/conf/env.txt"

"EXTPROC_DLLS=ONLY:/home/xyz/mylib.so:/home/abc/urlib.so,LD_LIBRARY_
PATH=/private/xpm/lib:/private/mylibs, 
MYPATH=/usr/ucb:/usr/local/packages,APL_ENV_FILE=/apl/conf/env.txt"

"EXTPROC_DLLS=ANY,LD_LIBRARY_PATH=/private/xpm/lib:/private/mylibs, 
MYPATH=/usr/ucb:/usr/local/packages,APL_ENV_FILE=/apl/conf/env.txt"
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extprocに関するサービス情報を listener.oraファイルに構成するには、次の手順
に従います。

a. 右ペインのリストから、「「「「Other Services」」」」を選択します。 

b. 「「「「Add Service」」」」をクリックします。 

新規の「「「「Service」」」」タブが表示されます。

c. 「「「「Program Name」」」」フィールドに extproc、「「「「Environment Variable」」」」フィールド
に環境変数 EXTPROC_DLLS、「「「「SID」」」」フィールドにシステム識別子（extprocな
ど）、「「「「Oracle Home Directory」」」」フィールドに extproc実行可能プログラムがある
Oracle ホームを入力します。 

「「「「SID」」」」 SID_NAME 外部プロシージャ・エージェントのシステム識別子を任意の名前で指定し
ます。 

「「「「Oracle Home 
Directory」」」」

ORACLE_HOME エージェントの Oracle ホームの場所を指定します。

表表表表 15-7 listener.ora ファイルの外部プロシージャ設定（続き）ファイルの外部プロシージャ設定（続き）ファイルの外部プロシージャ設定（続き）ファイルの外部プロシージャ設定（続き）

Oracle Net Manager のののの
フィールドフィールドフィールドフィールド

listener.ora
ファイルのファイルのファイルのファイルの
パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明
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5. 「「「「File」」」」>「「「「Save Network Configuration」」」」を選択します。 

listener.oraファイルの外部プロシージャに関する情報は、次の出力のように更新
されます。

LISTENEREXTPROC=
 (DESCRIPTION=
  (ADDRESS=
     (PROTOCOL=ipc)(KEY=extproc)))
SID_LIST_LISTENEREXTPROC=
  (SID_LIST=
    (SID_DESC=
     (PROGRAM=extproc)
     (ENVS="EXTPROC_DLLS=ONLY:/home/xyz/mylib.so:/home/abc/urlib.so,
      LD_LIBRARY_PATH=/private/xpm/lib:/private/mylibs,
      MYPATH=/usr/ucb:/usr/local/packages,APL_ENV_FILE=/apl/conf/env.txt")  
     (SID_NAME=extproc)
     (ORACLE_HOME=/oracle9i)))

6. oracleユーザーより低い権限のユーザー・アカウントから、外部プロシージャのリス
ナーを起動します。 

このユーザー・アカウントに、oracleが所有するファイルへのアクセス権がないこと
を確認します。具体的には、このユーザーは、データベース・ファイルまたは Oracle
サーバーのアドレス空間に対する読取り権限または書込み権限を持つことはできませ
ん。さらに、このユーザーには、listener.oraファイルに対する読取り権限が必要
ですが、書込み権限を持つことはできません。

低い権限でリスナーを実行することによって、リスナー制御ユーティリティの SETコマ
ンドを使用せずに、listener.oraファイルにあるこのリスナーの構成を変更できま
す。このため、オラクル社では、リスナーの実行前に listener.oraファイルの構成
を完了することをお薦めします。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� リスナー制御ユーティリティのSTARTコマンドを使用してリスナーを
起動する方法については、16-4 ページの「作業 3: リスナーの起動」を
参照してください。

� 外部プロシージャ・コールを使用可能にする方法については、
『Oracle9i アプリケーション開発者ガイド - 基礎編』を参照してくださ
い。
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Oracle 異機種間サービスを使用する場合の異機種間サービスを使用する場合の異機種間サービスを使用する場合の異機種間サービスを使用する場合の Oracle Net Services の構成の構成の構成の構成
異機種間サービスは、Oracle データベース・サーバー内に統合されたコンポーネントで、
Oracle データベース・サーバーから非 Oracle システムにアクセスする汎用的なテクノロジ
を提供するものです。異機種間サービスを使用すると、次のことが可能になります。 

� Oracle SQL を使用して、Oracle データベース・サーバーに存在するデータと同じよう
に、非 Oracle システムに格納されているデータに透過的にアクセスすること

� Oracle プロシージャ・コールを使用して、Oracle 分散環境から Oracle 以外のシステム、
サービスまたは Application Program Interface（API）に透過的にアクセスすること

異機種間サービスは Oracle データベース・サーバーで汎用的なテクノロジを提供しますが、
特定の非 Oracle システムにアクセスするには異機種間サービス・エージェントが必要です。

非 Oracle システムへの接続を開始する際、Oracle データベース・サーバーはゲートウェイ
上のリスナーを介してエージェント・プロセスを起動します。Oracle データベース・サー
バーがエージェントに接続できるようにするには、次の手順を実行します。

1. ゲートウェイ上のリスナーが、Oracle データベース・サーバーから受信した要求をリス
ニングし、異機種間サービス・エージェントを起動するように構成します。このため
に、表 15-8 に示されるパラメータを listener.oraファイルに構成します。

SID、ORACLE_HOMEおよび PROGRAMパラメータを構成するには、次の手順に従いま
す。

a. Oracle Net Manager を起動します。

b. ナビゲータ・ペインで、「「「「Local」」」」>「「「「Listeners」」」」を展開します。

c. リスナーを選択します。

d. 右ペインのリストから、「「「「Other Services」」」」を選択します。

表表表表 15-8 listener.ora ファイル内の異機種間サービス設定ファイル内の異機種間サービス設定ファイル内の異機種間サービス設定ファイル内の異機種間サービス設定

Oracle Net Manager のののの
フィールドフィールドフィールドフィールド

listener.ora ファイルのファイルのファイルのファイルの
パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

「「「「SID」」」」 SID_NAME Oracle システム識別子（SID）を指定します。

「「「「Oracle Home」」」」 ORACLE_HOME 実行可能エージェントの Oracle ホームの場所を指定しま

す。

「「「「Program Name」」」」 PROGRAM 実行可能エージェントの名前を指定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 5-3 ページ「Oracle Net Manager の起動」
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e. 「「「「Add Service」」」」をクリックします。 

新規の「「「「Service」」」」タブが表示されます。

f. ゲートウェイの作成で実行するプログラム名を「「「「Program Name」」」」フィールドに、
実行可能エージェントが存在する Oracle ホームを「「「「Oracle Home Directory」」」」
フィールドに、非 Oracle システムの SID またはサービス名を「「「「SID」」」」フィールド
に入力します。

g. 「「「「File」」」」>「「「「Save Network Configuration」」」」を選択します。

listener.oraファイルの異機種間サービスに関する情報は次のように更新され
ます。

SID_LIST_LISTENER=
 (SID_LIST=
  (SID_DESC=
   (SID_NAME=sybase_gtw)
   (ORACLE_HOME=/oracle9i)
   (PROGRAM=tg4sybs)))

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle9i Heterogeneous Connectivity 管理者ガイド』
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2. Oracle データベースが存在するコンピュータで、ゲートウェイ上のリスナーに接続する
ネット・サービス名を設定します。接続で異機種間サービスを利用できるように、接続
記述子にも HS=ok句を設定する必要があります。

a. Oracle Net Manager を起動します。

b. Oracle データベース・サーバーから非 Oracle システムへの接続に使用するネット・
サービス名を作成します。 

c. ナビゲータ・ペインで、「「「「Local」」」」>「「「「Service Naming」」」」を展開します。 

d. ネット・サービス名を選択します。

e. 「Service Identification」グループ・ボックスの「「「「Advanced」」」」をクリックします。

「Advanced Service Options」ダイアログ・ボックスが表示されます。

f. 「「「「Use for Heterogeneous Services」」」」をクリックして、「「「「OK」」」」をクリックします。

g. 「「「「File」」」」>「「「「Save Network Configuration」」」」を選択します。

tnsnames.oraファイルでは、異機種間サービス用に構成された新規ネット・
サービス名が次のように更新されます。

sybase_gtw=
 (DESCRIPTION=
  (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=gate_server)(PORT=1521))
  (CONNECT_DATA=
    (SERVICE_NAME=sybase_gtw)
    (HS=ok)))

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 5-3 ページ「Oracle Net Manager の起動」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ローカル・ネーミングのネット・サービス名の作成方法は、
9-5 ページの「作業 1: ネット・サービス名の構成」を参照してください。
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Oracle Rdb データベースを使用する場合のデータベースを使用する場合のデータベースを使用する場合のデータベースを使用する場合の Oracle Net Services の構成の構成の構成の構成
Oracle Rdb は、Digital の 64 ビット・オペレーティング・システムで使用されるデータベー
スです。 Oracle Rdb には独自のリスナーがあるため、クライアントは Oracle データベース
と通信する場合と同様に Oracle Rdb と通信できます。 

Oracle Rdb との接続を開始するために、表 15-9 に示されるパラメータを使用して、Oracle 
Rdb データベースに接続するネット・サービス名を設定します。

Oracle Rdb データベースを使用するようにクライアントを構成するには、Oracle Net 
Manager を使用します。

1. Oracle Net Manager を起動します。

2. Oracle サーバーから非 Oracle システムへの接続に使用するネット・サービス名を作成
します。 

3. ナビゲータ・ペインで、「「「「Directory」」」」または「「「「Local」」」」>「「「「Service Naming」」」」を展開しま
す。 

4. ネット・サービス名を選択します。

表表表表 15-9 接続記述子での接続記述子での接続記述子での接続記述子での Oracle Rdb データベース設定データベース設定データベース設定データベース設定

Oracle Net Manager のののの
フィールドフィールドフィールドフィールド

tnsnames.ora ファイルのファイルのファイルのファイルの
パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

「「「「Rdb Database」」」」 RDB_DATABASE Oracle Rdb データベースのファイル名を指定します。 

「「「「Type of Service」」」」 TYPE_OF_SERVICE Oracle Rdb データベースで使用するサービスの種類を指定

します。このサービスは RDB インタフェース・ツールで使

用します。この機能は、アプリケーションが Oracle Rdb
サービスと Oracle データベース・サービスの両方をサポー

トし、そのアプリケーションでこの 2 つのサービス間のロー

ド・バランス用にのみ使用します。

「「「「Global Database 
Name」」」」

GLOBAL_NAME （オプション）Oracle Rdb データベースを指定します。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle Rdb のマニュアルを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 5-3 ページ「Oracle Net Manager の起動」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ローカル・ネーミングのネット・サービス名の作成方法は、
9-5 ページの「作業 1: ネット・サービス名の構成」を参照してください。
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5. 「Service Identification」グループ・ボックスの「「「「Advanced」」」」をクリックします。

「Advanced Service Options」ダイアログ・ボックスが表示されます。

6. 「「「「Rdb Database」」」」フィールドに Oracle Rdb データベースのファイル名を入力します。

7. オプションの「「「「Global Database Name」」」」フィールドにグローバル・データベース名を
入力し、必要な場合は「「「「Type of Service」」」」フィールドにサービスの種類を指定して、
「「「「OK」」」」をクリックします。

8. 「「「「File」」」」>「「「「Save Network Configuration」」」」を選択します。

tnsnames.oraファイルでは、Oracle Rdb データベースのために構成された新規ネッ
ト・サービス名が次のように更新されます。 

alpha5=
  (DESCRIPTION=
    (ADDRESS=...)
    (CONNECT_DATA=
      (SERVICE_NAME=generic)
      (RDB_DATABASE=[.mf]mf_personnel.rdb)
     (GLOBAL_NAME=alpha5)))

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 「Oracle Rdb」フィールドの説明は、15-40 ページの表 15-9 を
参照してください。
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次の例では、TYPE_OF_SERVICEが、Oracle Rdb データベース・サービスと Oracle
データベース・サービスのロード・バランス用に使用されています。

alpha5=
 (DESCRIPTION_LIST=
  (DESCRIPTION=
    (ADDRESS=...)
    (CONNECT_DATA=
     (SERVICE_NAME=generic)
     (RDB_DATABASE=[.mf]mf_personnel.rdb)
     (GLOBAL_NAME=alpha5)))
  (DESCRIPTION=
   (ADDRESS=...)
    (CONNECT_DATA=
     (SERVICE_NAME=sales.us.acme.com))
   (TYPE_OF_SERVICE=oracle9_database))

権限のないユーザーによるリソース使用を制限するためのリス権限のないユーザーによるリソース使用を制限するためのリス権限のないユーザーによるリソース使用を制限するためのリス権限のないユーザーによるリソース使用を制限するためのリス
ナーおよびナーおよびナーおよびナーおよび Oracle データベースの構成データベースの構成データベースの構成データベースの構成

リスナーあるいはデータベース・サーバーへの権限のないアクセスにより、DoS 攻撃を受け
る可能性があります。この攻撃では、権限のないクライアントが、権限のあるユーザーがシ
ステムにアクセスして使用するのをブロックしようとします。 悪意のあるクライアントが、
コネクション、プロセスあるいはスレッドなどのリソースを単に消費させる目的で、リス
ナーやデータベース・サーバーに過剰な接続要求を出す場合があります。 この種の攻撃を軽
減するには、認証の前にリソースを保持できる時間の制限を構成します。 構成された制限を
超えようとするクライアントは接続終了となり、クライアントの IP アドレスを含む監査証
跡がロギングされます。 

権限のないユーザーによるリソース使用を制限して監査証跡を使用可能にするには、表
15-10 で説明するパラメータに制限時間の値を設定します。 これらのパラメータにはデフォル
ト値はありません。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle Rdb のマニュアルを参照してください。
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これらのパラメータの値を指定する場合、次の推奨事項を考慮してください。

� 両方のパラメータの初期値を低く設定してください。 

� INBOUND_CONNECT_TIMEOUT_listener_nameパラメータの値を、
SQLNET.INBOUND_CONNECT_TIMEOUTパラメータよりも低い値に設定してください。

たとえば、INBOUND_CONNECT_TIMEOUT_listener_nameパラメータを 2 秒に設定し、
INBOUND_CONNECT_TIMEOUTパラメータを 3 秒に設定します。 特定の環境におけるシステ
ムあるいはネットワークの通常の遅延により、クライアントが指定の時間内に接続を完了で
きない場合は、必要なだけ時間を増やします。

表表表表 15-10 接続タイムアウト・パラメータ接続タイムアウト・パラメータ接続タイムアウト・パラメータ接続タイムアウト・パラメータ

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

listener.oraの
INBOUND_CONNECT_
TIMEOUT_listener_name 

ネットワーク接続が確立した後、クライアントがリスナーへの接続要求を完了する時
間を秒単位で指定します。 

リスナーは、指定した時間内にクライアント要求を受信しない場合、接続を終了しま
す。さらに、クライアントの IP アドレスとエラー・メッセージ「ORA-12525: 
TNS: リスナーは、クライアントの要求を許容時間内に受信しませんでした。」を

listener.logファイルにロギングします。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 

� エラー・メッセージの対処については、17-7 ページの「Oracle Net Services の最

も一般的なエラー・メッセージの解決」を参照してください。

� listener.logファイルにロギングされたエントリの詳細は、17-31 ページの

「例 : 失敗した接続要求に対するリスナー・ログ・イベント」を参照してくださ

い。

データベース・サーバー上の
sqlnet.oraの
SQLNET.INBOUND_
CONNECT_TIMEOUT
パラメータ

クライアントがデータベース・サーバーに接続して必要な認証情報を提供する時間
を、秒単位で指定します。 

クライアントが指定の時間内に接続を確立し、認証を完了するのに失敗した場合、
データベース・サーバーは接続を終了します。 また、データベース・サーバーはクラ

イアントの IP アドレスとエラー・メッセージ「ORA-12170: TNS: 接続タイムアウ

トが発生しました。」を sqlnet.logファイルにロギングします。 クライアントは

「ORA-12547: TNS: 接続を失いました。」または「ORA-12637: パケット受信に

失敗しました。」のいずれかのエラー・メッセージを受け取ります。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  エラー・メッセージの対処については、17-7 ページの「Oracle Net 
Services の最も一般的なエラー・メッセージの解決」を参照してください。
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第第第第 III 部部部部

Oracle Net Services のテストおよびのテストおよびのテストおよびのテストおよび

トラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティング

第 III 部では、Oracle Net Services での接続の確立方法および問題の識別と診断の方法につ
いて説明します。 

第 III 部は次の章で構成されています。

� 第 16 章「接続の確立とネットワークのテスト」

� 第 17 章「Oracle Net Services のトラブルシューティング」





接続の確立とネットワークの
16

接続の確立とネットワークのテスト接続の確立とネットワークのテスト接続の確立とネットワークのテスト接続の確立とネットワークのテスト

ネットワークの構成が終了すると、接続を確立して各コンポーネントをテストし、ネット
ワークが正しく機能しているかどうかを確認する必要があります。Oracle Net Services に
は、Oracle Names Server、リスナー、Oracle Connection Manager を容易に起動し、テスト
および制御できる各種のツールがあります。

この章では、接続を確立してネットワーク・コンポーネントをテストする手順を説明しま
す。この章の内容は、次のとおりです。

� データベースへの接続

� ネットワークのテスト
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データベースへの接続
データベースへの接続データベースへの接続データベースへの接続データベースへの接続
データベースに接続するには、ネットワーク・コンポーネントを起動し、ネット・サービス
名を指定した接続文字列を入力する必要があります。たとえば次のように入力します。 

CONNECT username/password@connect_identifier

この項で説明する項目は、次のとおりです。

� Oracle Net Services のコンポーネントの起動

� 接続文字列の入力

� 接続識別子と接続記述子の構文特性

� ディレクトリ・ネーミングの絶対名指定

� 接続の開始

Oracle Net Services のコンポーネントの起動のコンポーネントの起動のコンポーネントの起動のコンポーネントの起動
クライアント・ワークステーションとその他のサーバーは、Oracle データベース・サーバー
にログインするときにネット・サービス名を使用してリスナーに接続します。 

すべてのネットワーク・コンポーネントをインストールし、構成した後は、それを起動して
ネットワークを機能させる必要があります。起動に必要な作業は、次のとおりです。 

作業 1: Oracle Names Server の起動

作業 2: Oracle Names クライアント・キャッシュの開始

作業 3: リスナーの起動

作業 4: データベースの起動

作業 5: Oracle Connection Manager の起動

注意注意注意注意 : Oracle Names Server がネットワーク情報を格納するためにデータ
ベースを使用している場合は、Oracle Names Server を起動する前にこの
データベースとリスナーを起動する必要があります。
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作業作業作業作業 1: Oracle Names Server の起動の起動の起動の起動
Oracle Names Server ソフトウェアがインストールされ構成されているコンピュータで、
Oracle Net Manager または Oracle Names 制御ユーティリティを使用して Oracle Names 
Server を起動します。Oracle Names Server を起動するには、Oracle Net Manager または
Oracle Names 制御ユーティリティを使用します。

Windows NT の場合、Oracle Names Server は「コントロール パネル」から起動することも
できます。

1. 「コントロール パネル」ウィンドウの「サービス」「サービス」「サービス」「サービス」アイコンを選択します。

2. 「OracleHOME_NAMENamesonames_server」サービスを選択します。

3. 「「「「Start」」」」をクリックします。

4. 「サービス」ウィンドウの「閉じる」「閉じる」「閉じる」「閉じる」をクリックします。

Oracle Net Manager による操作による操作による操作による操作 Oracle Names 制御ユーティリティによる操作制御ユーティリティによる操作制御ユーティリティによる操作制御ユーティリティによる操作

1. Oracle Net Manager を起動します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  5-3 ページ「Oracle Net 
Manager の起動」

2. ナビゲータ・ペインで、「「「「Oracle Names 
Servers」」」」を展開します。

3. Oracle Names Server を選択します。

4. 右ペインのリストから、「「「「Manage Server」」」」
を選択します。

5. 「「「「Control」」」」タブをクリックします。

6. 「「「「Start」」」」をクリックします。

7. 「「「「Apply」」」」をクリックします。

次のメッセージが表示されます。

「サーバーが正常に起動しました。」

Windows NT では、OracleHOME_
NAMENamesonames_serverと呼ばれる

サービスが作成されます。

コマンドラインから、次のように入力します。

namesctl

NAMESCTL> START

Oracle Names 制御ユーティリティの START
コマンドによって、Oracle Names Server がメ

モリーにロードされ、実行開始が指示されま
す。Oracle Names Server は、起動時に構成と

データをロードします。
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作業作業作業作業 2: Oracle Names クライアント・キャッシュの開始クライアント・キャッシュの開始クライアント・キャッシュの開始クライアント・キャッシュの開始
クライアントが Oracle Names Server 内のアドレス情報を何度も検索しなくてすむように、
クライアントに情報のキャッシュを作成します。 

クライアント・キャッシュを作成するには、次の手順に従います。

1. 9-33 ページの「作業 4: Oracle Names Server を使用するためのクライアントとデータ
ベース・サーバーの構成」の説明に従って、Oracle Names Server の検出が実行された
ことを確認します。検出中に収集された情報は、クライアントのキャッシュで使用され
ます。

2. クライアント上にクライアント・キャッシュを作成して起動します。

namesctl
NAMESCTL> START_CLIENT_CACHE

Windows NT の場合、クライアント・キャッシュは「コントロール パネル」から起動する
こともできます。

1. 「コントロール パネル」ウィンドウの「サービス」「サービス」「サービス」「サービス」アイコンを選択します。

2. 「OracleHOME_NAMEClientCache」サービスを選択します。

3. 「「「「Start」」」」をクリックします。

4. 「サービス」ウィンドウの「閉じる」「閉じる」「閉じる」「閉じる」をクリックします。

作業作業作業作業 3: リスナーの起動リスナーの起動リスナーの起動リスナーの起動
Oracle Net がデータベース・サーバーで接続を受け入れるように、リスナー制御ユーティリ
ティを使用してサーバーでリスナーを起動します。

 

1. リスナーの状態を判断します。コマンドラインから、次のように入力します。

lsnrctl
LSNRCTL> STATUS [listener_name]

listener_nameは、listener.oraファイルで定義したリスナーの名前です。
LISTENERという名前のデフォルトのリスナーを使用している場合は、リスナーを識別
する必要はありません。

STATUSコマンドでリスナーが実行されていることが示された場合は手順 2 に進みま
す。リスナーが実行されていない場合、手順 3 に進みます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : クライアント・キャッシュの詳細は、9-36 ページの「作業 5:
（オプション）クライアント・キャッシュの構成」を参照してください。
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リスナーが実行されている場合でも、リスナーを停止し、再度起動してから手順 2 に進
みます。リスナーを停止するには、次のように入力します。

LSNRCTL> SET PASSWORD password
LSNRCTL> STOP [listener_name]

SET PASSWORDが必要となるのは、listener.oraファイルにパスワードが設定され
ている場合のみです。デフォルトのパスワードは、ORACLEです。

2. リスナーを起動します。次のように入力します。

LSNRCTL> START [listener_name]

リスナー制御ユーティリティが、リスナーが正常に起動されたことを示すステータス・
メッセージを表示します。そのリスナーで期待されるすべてのサービスがステータス・
メッセージ内のサービス・サマリーの中に記述されていることを確認します。

3. リスナー制御ユーティリティを終了します。次のように入力します。

LSNRCTL> EXIT

Windows NT の場合、リスナーは「コントロール パネル」からも起動できます。

1. 「コントロール パネル」ウィンドウの「サービス」「サービス」「サービス」「サービス」アイコンを選択します。

2. 「OracleHOME_NAMETNSListener」サービス（デフォルトのリスナー名 LISTENER
を使用している場合のサービス名）、または「OracleHOME_NAMETNSListenerlsnr」

（lsnrは非デフォルトのリスナー名）を選択します。 

3. 「「「「Start」」」」をクリックしてサービスを開始します。

4. 「サービス」ウィンドウの「閉じる」「閉じる」「閉じる」「閉じる」をクリックします。

作業作業作業作業 4: データベースの起動データベースの起動データベースの起動データベースの起動
SQL*Plus などのツールを使用して、データベースを起動します。

1. データベースに接続せずに SQL*Plus を起動します。 

sqlplus /nolog

2. SYSDBA として Oracle に接続します。 

SQL> CONNECT username/password as sysdba

3. STARTUPコマンドを入力するときに、データベース名とパラメータ・ファイルのフル
パスを指定します。 

SQL> STARTUP database_name pfile=file
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PFILEオプションを指定しない場合、Oracle データベースは標準の初期化パラメータ・
ファイルを使用します。このファイルは、UNIX プラットフォーム上では、
$ORACLE_BASE/admin/db_name/pfile/sidディレクトリ、Windows NT 上では、
%ORACLE_BASE%¥admin¥db_name¥pfile¥sidディレクトリにあります。 データベー
ス名を指定しない場合、データベースは、初期化パラメータ・ファイルで指定されてい
る DB_NAMEパラメータの値を使用します。

作業作業作業作業 5: Oracle Connection Manager の起動の起動の起動の起動
Oracle Connection Manager がインストールされ構成されている場合は、次の順序でコマン
ドを入力して、Oracle Connection Manager を Oracle Connection Manager 制御ユーティリ
ティで起動します。 

1. コマンドラインから、次のように入力します。

CMCTL
CMCTL> START CMAN

Oracle Connection Manager が、正常に起動したことを示すステータス・メッセージを
表示します。

2. Oracle Connection Manager 制御ユーティリティを終了します。次のように入力します。

CMCTL> EXIT

Windows NT の場合、Oracle Connection Manager は「コントロール パネル」からも起動で
きます。

1. 「コントロール パネル」ウィンドウの「サービス」「サービス」「サービス」「サービス」アイコンを選択します。

2. Oracle Names を使用している場合は、「OracleHOME_NAMECMAdmin」サービスを選択
して使用可能な Oracle Names Server に関する情報を取得してから、「「「「Start」」」」をクリッ
クします。Oracle Names を使用していない場合、このサービスは起動しないでくださ
い。

3. Oracle Connection Manager を起動するために「OracleHOME_NAMECMan」サービスを
選択し、「「「「Start」」」」をクリックします。

4. 「サービス」ウィンドウの「閉じる」「閉じる」「閉じる」「閉じる」をクリックします。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  データベースの起動に関する詳細は、『Oracle9i データベース
管理者ガイド』を参照してください。
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接続文字列の入力接続文字列の入力接続文字列の入力接続文字列の入力
ネットワーク・コンポーネントを起動すると、16-2 ページの「データベースへの接続」に
従ってネットワーク経由の接続を確立できます。接続の確立方法は、第 9 章「ネーミング・
メソッドの構成」で構成したネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドと、接続に使用するツールによって異な
ります。 

接続文字列接続文字列接続文字列接続文字列は基本的に次のような形式になります。

CONNECT username/password@connect_identifier

ほとんどのオペレーティング・システムで、デフォルトの接続識別子接続識別子接続識別子接続識別子を定義できます。これ
により、接続文字列で接続識別子を指定する必要がなくなります。デフォルトの接続識別子
を定義するには、UNIX プラットフォームの場合は環境変数 TWO_TASKを、Windows NT の
場合は環境変数 LOCALまたはレジストリ・エントリを使用します。 

たとえば、環境変数 TWO_TASKが salesに設定されている場合は、SQL*Plus から、
CONNECT username/password@salesではなく CONNECT username/passwordを使用
してデータベースに接続できます。Oracle Net は TWO_TASKが設定されているかどうかを確
認し、接続識別子として値 salesを使用します。設定されている場合、Oracle Net はデー
タベースに接続します。

接続文字列の書式の詳細は、次の項目を参照してください。

� 接続識別子と接続記述子の構文特性

� ディレクトリ・ネーミングの絶対名指定

接続識別子と接続記述子の構文特性接続識別子と接続記述子の構文特性接続識別子と接続記述子の構文特性接続識別子と接続記述子の構文特性
接続文字列で使用される接続識別子には、引用符（'）または二重引用符（"）で囲む場合を
除いて、空白を含めることはできません。次の例では、空白を含む接続識別子および接続記
述子が引用符で囲まれています。

CONNECT scott/tiger@'(DESCRIPTION=(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales-server) 
(PORT=1521))(CONNECT_DATA=(SERVICE_NAME=sales.us.acme.com)))'

CONNECT scott/tiger@'cn=sales, cn=OracleContext, dc=us, dc=acme, dc=com'

接続識別子の中で二重引用符（"）が使用されている場合は、引用符（'）で囲みます。 たとえ
ば、次のように指定します。

CONNECT scott/tiger@'sales@Good"Fast"Food.com' 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : TWO_TASKおよび LOCALの設定方法については、Oracle オペ
レーティング・システム固有のマニュアルを参照してください。
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接続識別子の中で引用符（'）が使用されている場合は、二重引用符（"）で囲みます。 たとえ
ば、次のように指定します。

CONNECT scott/tiger@"cn=sales, cn=OracleContext, ou=Mary's Dept, 
o=acme" 

ディレクトリ・ネーミングの絶対名指定ディレクトリ・ネーミングの絶対名指定ディレクトリ・ネーミングの絶対名指定ディレクトリ・ネーミングの絶対名指定

この項では、次のネームスペースの絶対名の構成方法を説明します。

� X.500 ネームスペースの絶対名

� ドメイン・コンポーネント・ネームスペースの絶対名

X.500 ネームスペースの絶対名ネームスペースの絶対名ネームスペースの絶対名ネームスペースの絶対名 X.500 ネームスペースの場合、クライアントに定義された
デフォルトのディレクトリ・エントリは、必ず次のいずれかの形式にする必要があります。

[ou],o

[ou],o,c

[ou]は、オプションの組織単位名を表しています。

クライアントが接続識別子として使用する絶対名は、必ず次のいずれかの形式である必要が
あります。

cn[.ou].o

cn[.ou].o.c

[cn]は、Oracle Net エントリを表しています。

たとえば、cn=OracleContext,ou=acctg,o=acme,c=usというデフォルトの Oracle コ
ンテキストで構成されているクライアントについて考えます。

ディレクトリには、cn=sales,cn=OracleContext,ou=mktg,o=acme,c=jpという DN
を持つデータベース・オブジェクト salesが格納されています。この例では、クライアン
トに sales.mktg.acme.jp（cn.ou.o.c）の接続識別子が必要です。図 16-1 にこの例を
示します。

注意注意注意注意 : JDBC OCI ドライバドライバドライバドライバは、絶対ネーミングをサポートしています。
JDBC Thin ドライバドライバドライバドライバが絶対ネーミングをサポートするのは、完全な DN
が使用されている場合のみです。 詳細は、『Oracle9i JDBC 開発者ガイドお
よびリファレンス』を参照してください。
16-8　Oracle9i Net Services 管理者ガイド



データベースへの接続
図図図図 16-1 X.500 ネームスペースの絶対名ネームスペースの絶対名ネームスペースの絶対名ネームスペースの絶対名

ドメイン・コンポーネント・ネームスペースの絶対名ドメイン・コンポーネント・ネームスペースの絶対名ドメイン・コンポーネント・ネームスペースの絶対名ドメイン・コンポーネント・ネームスペースの絶対名 ドメイン・コンポーネント・ネーム
スペースの場合、クライアントに定義されたデフォルトのディレクトリ・エントリは、必ず
次のいずれかの形式にする必要があります。

dc[,dc][...]

ou,dc[,dc][...]

[dc]は、オプションのドメイン・コンポーネントを表しており、[...]は、追加のドメイ
ン・コンポーネントを表します。

クライアントが接続識別子として使用する必要がある絶対名は、必ず次のいずれかの形式で
ある必要があります。

cn.dc[.dc][...]

cn[.ou]@dc[.dc][...]

[cn]は、Oracle Net エントリを表しています。

例例例例 1  cn=OracleContext,dc=us,dc=acme,dc=comというデフォルトの Oracle コンテキ
ストで構成したクライアントについて考えます。

ディレクトリ・サーバーには、cn=sales,cn=OracleContext,dc=jp,dc=acme,
dc=comという DN を持つデータベース・オブジェクト salesのエントリが格納されてい
ます。この例では、クライアントに sales.jp.acme.com（cn.dc.dc.dc）の接続識別子
が必要です。16-10 ページの図 16-2 にこの例を示します。

例例例例 2  例 1 と同じデフォルトのディレクトリ・エントリについて考えます。ディレクトリ・
サーバーには、cn=sales,cn=OracleContext,ou=mktg,dc=jp,dc=acme.dc=comと
いう DN を持つ salesというデータベース・オブジェクトが格納されています。ou=mktg
に注意してください。ドメイン・コンポーネントは必ず組織単位から分離されている必要が
あるため、クライアントには sales.mktg@jp.acme.com（cn.ou@dc.dc.dc）の接続識
別子が必要です。16-10 ページの図 16-2 にこの例を示します。

o=acme

ou=mktg

cn=OracleContext

CONNECT scott/tiger@sales.mktg.acme.jp
接続文字列=�
�

c=jp

cn=sales
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図図図図 16-2 ドメイン・コンポーネント・ネームスペースの絶対名ドメイン・コンポーネント・ネームスペースの絶対名ドメイン・コンポーネント・ネームスペースの絶対名ドメイン・コンポーネント・ネームスペースの絶対名

接続の開始接続の開始接続の開始接続の開始
Oracle サーバーへの接続を開始する方法は多数あります。一般的に使用される方法を次の項
目で説明します。

� クライアントをテストするためのオペレーティング・システムからの接続

� クライアントをテストするためのツールのログオン画面からの接続

� クライアントをテストするための 3GL からの接続

� Oracle のツール製品特殊コマンドによる接続

具体的な使用方法は、それぞれの方法によって多少の違いがあります。ここでは、前述した
一般的な方法について簡単に説明します。特定ツールで使用される方法については、その
ツールのユーザーズ・ガイドを参照してください。 

クライアントをテストするためのオペレーティング・システムからのクライアントをテストするためのオペレーティング・システムからのクライアントをテストするためのオペレーティング・システムからのクライアントをテストするためのオペレーティング・システムからの
接続接続接続接続
コマンドラインからアプリケーションをデータベース・サーバーに接続させるための一般的
な書式を次に示します。 

tool username/password@connect_identifier

cn=OracleContext

cn=sales

CONNECT scott/tiger@sales.jp.acme.com
接続文字列=�
�

dc=jp, dc=acme, dc=com

ou=mktg

cn=OracleContext

cn=sales

CONNECT scott/tiger@sales.mktg@jp.acme.com
接続文字列=�
�

dc=jp, dc=acme, dc=com
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たとえば、次のように指定します。

SQLPLUS system/password@sales

ログオン時にパスワードを表示しないようにするには、コマンドラインでパスワード・パラ
メータを入力しないでおきます。 たとえば、次のように入力します。

SQLPLUS system@sales

パスワードの入力を求めるメッセージが表示されますが、画面上にパスワードは表示されま
せん。 

ほとんどの Oracle のツール製品は、オペレーティング・システムのコマンドラインを使用
して接続できますが、他の方法でも接続できます。

クライアントをテストするためのツールのログオン画面からの接続クライアントをテストするためのツールのログオン画面からの接続クライアントをテストするためのツールのログオン画面からの接続クライアントをテストするためのツールのログオン画面からの接続
一部のツールには、ログオンの代替形式としてログオン画面が用意されています。ユーザー
がデータベース・サーバーにログオンするには、ツールのログオン画面のユーザー名フィー
ルドにユーザー名と接続識別子（username@connect_identifier）の両方を指定し、パ
スワード・フィールドに通常どおりにパスワードを入力します。 

クライアントをテストするためのクライアントをテストするためのクライアントをテストするためのクライアントをテストするための 3GL からの接続からの接続からの接続からの接続
3GL で作成されたアプリケーションでは、プログラムは次の構文でサーバーへの接続を確立
する必要があります。 

exec sql connect :username identified by :password 

この接続要求における :usernameおよび :passwordは 3GL 変数です。これらの変数は、
静的あるいはユーザーからの入力によってプログラム内部に設定されます。データベース・
サーバーに接続するとき、:username変数の値は次のような書式になります。 

username@net_service_name 

:password変数には、接続先データベース・アカウントのパスワードが入ります。 

Oracle のツール製品特殊コマンドによる接続のツール製品特殊コマンドによる接続のツール製品特殊コマンドによる接続のツール製品特殊コマンドによる接続
一部の Oracle のツール製品には、一度起動したツールを終了せずに、異なるユーザー名を
指定してデータベースに接続できるコマンドがあります。SQL*Plus では、次の構文で
CONNECTを使用できます。 

SQL> CONNECT username/password@net_service_name 

たとえば、次のように指定します。 

SQL> CONNECT scott/tiger@serverx 
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これは、オペレーティング・システムのプロンプトではなくツールのプロンプトに応答して
入力するという点以外は、オペレーティング・システムのコマンドラインを使用する方法と
同じです。 

他の Oracle のツール製品では、この説明とは異なる独自の機能やインタフェースに固有の
方法が使用されます。たとえば、Oracle CDE Tools では、ログオン・ボタンとユーザー名お
よびパスワード、リモート・データベース ID フィールドがあるポップアップ・ウィンドウ
が使用されます。 

ネットワークのテストネットワークのテストネットワークのテストネットワークのテスト
ネットワークをテストする望ましい順序は、次のとおりです。 

1. 各 Oracle Names Server（ネットワーク・レイアウトに含まれている場合）を起動し、
テストします。

2. リスナーを個別に起動し、テストします。

3. 各 Oracle Connection Manager（ネットワーク・レイアウトに含まれている場合）を起
動し、テストします。

4. Server でループバック・テストを行います。

5. クライアントで接続できるかどうかテストします。

この項で説明する項目は、次のとおりです。

� リスナーのテスト

� Oracle Connection Manager のテスト

� データベース・サーバーでの構成のテスト

� クライアントからのネットワーク接続のテスト

� Oracle Names Server のテスト

� Oracle Net Manager または Oracle Names 制御ユーティリティを使用したネットワー
ク・オブジェクトのテスト

リスナーのテストリスナーのテストリスナーのテストリスナーのテスト
リスナーをテストするには、そのリスナーによって制御されるアクティブなデータベースに
対してクライアントから接続を開始します。テストの手順は 16-13 ページの「データベー
ス・サーバーでの構成のテスト」で説明します。
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Oracle Connection Manager のテストのテストのテストのテスト
Oracle Connection Manager をテストするには、ソース・ルート・アドレスが作成されたア
クティブなデータベースに対して、クライアントから接続を開始します。

データベース・サーバーでの構成のテストデータベース・サーバーでの構成のテストデータベース・サーバーでの構成のテストデータベース・サーバーでの構成のテスト
ネットワークを構成したら、データベース・サーバーでループバック・テストループバック・テストループバック・テストループバック・テストを実行して、
構成をテストします。 

ループバック・テストでは、Oracle Net を使用してデータベース・サーバーから
Interprocess Communication（IPC）を利用せずにサーバー自体に戻ります。 ループバックが
正常に終了すると、Oracle Net がデータベース・サーバー側で機能していることが確認でき
ます。

ループバック・テストを実行するには、Oracle Net Manager を使用します。

1. Oracle Net Manager を起動します。

2. ナビゲータで、「Directory」または「Local」>「Service Naming」を展開します。

3. ネット・サービス名またはデータベース・サービスを選択します。

4. 「「「「Command」」」」>「「「「Test Net Service」」」」を選択します。 

このテストでは、データベースとリスナーが実行されている必要があります。データ
ベースとリスナーが実行されていない場合は、16-2 ページの「Oracle Net Services のコ
ンポーネントの起動」を参照してコンポーネントを起動してください。

テスト中、ステータスとテスト結果を示す「Connection Test」ダイアログ・ボックスが
表示されます。テストが成功すると、次のメッセージが表示されます。

「接続テストに成功しました。」

テストが成功した場合は、手順 5 に進んでください。

テストが正常終了しなかった場合は、次の処置を行ってください。

a. データベースとリスナーが実行されていることを確認し、「「「「Test」」」」をクリックしま
す。

b. 「「「「Change Login」」」」をクリックして、接続に使用するユーザー名とパスワードを変更
し、「「「「Test」」」」をクリックします。

5. 「「「「Close」」」」をクリックして「Connect Test」ダイアログ・ボックスを閉じます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 5-3 ページ「Oracle Net Manager の起動」
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クライアントからのネットワーク接続のテストクライアントからのネットワーク接続のテストクライアントからのネットワーク接続のテストクライアントからのネットワーク接続のテスト
ネットワーク内でいくつかの異なるクライアントをテストするには、16-7 ページの「接続文
字列の入力」にある手順に従って、それらの各クライアントからデータベース・サーバーへ
の接続を開始します。

また、Oracle Net にはネットワーク接続を容易に評価するために、次のツールがあります。

� TNSPING ユーティリティ

� TRCROUTE ユーティリティ

� Oracle Net Manager

TNSPING ユーティリティユーティリティユーティリティユーティリティ
TNSPING ユーティリティは、Oracle Net ネットワーク上のサービス（Oracle データベー
ス、Oracle Names Server、その他の Oracle サービスなど）に正常に到達できるかどうかを
判断します。

TNSPING ユーティリティを使用してクライアントからサーバーに（または、あるサーバー
から別のサーバーに）正常に接続できた場合は、Oracle Net サービスに到達するために必要
な往復時間（ミリ秒単位）の概算が表示されます。

接続に失敗した場合は、発生したエラーを記述するメッセージが表示されます。これによっ
て、データベース接続に対するオーバーヘッドなしで発生中のネットワーク・エラーを参照
できます。

TNSPING の使用の使用の使用の使用  次のような手順で、TNSPING ユーティリティを呼び出します。

tnsping net_service_name [count]

� net_service_name: tnsnames.oraファイル、または NIS や DCE の CDS などのネー
ム・サービスに存在する名前にしてください。

� count （オプション）: プログラムがサーバーへの到達を試行する回数を指定します。 

指定されたネット・サービス名がデータベース名の場合、TNSPING は、該当するリスナー
への接触を試行します。データベース自体が実行されているかどうかは、事実上判別されま
せん。データベースへの接続を行うには、SQL*Plus を使用します。

この後、TNSPING の例をいくつか示します。 

注意注意注意注意 : プラットフォームによってインタフェースが異なる場合がありま
すが、プログラムは同じ引数を受け入れられます。TNSPING を呼び出す
と、正しいインタフェース要件が表示されます。
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例例例例 : TNSPING を使用したデータベースへの到達を使用したデータベースへの到達を使用したデータベースへの到達を使用したデータベースへの到達  salesというネット・サービス名を使用し
てデータベースに接続するには、次のように入力します。

TNSPING sales

これによって、次のメッセージが出力されます。

TNS Ping Utility for Solaris: Version 9.2.0.2.0 - Production on 25-JAN-2002 14:46:28

Copyright (c) 1997 Oracle Corporation.  All rights reserved.

Used parameter files:
Used TNSNAMES adapter to resolve the alias
Attempting to contact (DESCRIPTION = (ADDRESS_LIST = (ADDRESS = (PROTOCOL = 
TCP)(HOST = sales-server)(PORT = 1521))) (CONNECT_DATA = (SERVICE_NAME = 
sales.us.acme.com)))
OK (10 msec)

salesデータベースに接続できるかどうかを判別し、TNSPING を 8 回試行するには、次の
構文を使用します。 

tnsping sales 8

このコマンドによって、次のメッセージが出力されます。 

TNS Ping Utility for Solaris: Version 9.2.0.2.0 - Production on 25-JAN-2002 14:49:26

Copyright (c) 1997 Oracle Corporation.  All rights reserved.

Used parameter files:

Used TNSNAMES adapter to resolve the alias
Attempting to contact (DESCRIPTION = (ADDRESS_LIST = (ADDRESS = (PROTOCOL = 
TCP)(HOST = sales-server)(PORT = 1521))) (CONNECT_DATA = (SERVICE_NAME = 
sales.us.acme.com)))
OK (10 msec)
OK (0 msec)
OK (10 msec)
OK (0 msec)
OK (10 msec)
OK (10 msec)
OK (10 msec)
OK (0 msec)
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例例例例 : TNSPING を使用した無効なネット・サービス名を使用した無効なネット・サービス名を使用した無効なネット・サービス名を使用した無効なネット・サービス名  無効なネット・サービス名への接続を試
行する TNSPING の例を次に示します。 

tnsping badname

この試行では、次のメッセージが出力されます。 

TNS Ping Utility for Solaris: Version 9.2.0.2.0 - Production on 25-JAN-2002 14:51:12

Copyright (c) 1997 Oracle Corporation.  All rights reserved.

Used parameter files:

TNS-03505:名前の決定に失敗しました。

例例例例 : TNSPING を使用した有効なネット・サービス名を使用した有効なネット・サービス名を使用した有効なネット・サービス名を使用した有効なネット・サービス名  次に、名前は有効であるが、アドレスに
変換するためのリスナーが配置されていない（たとえば、リスナーが起動されていない）場
合の TNSPING の使用例を示します。 

TNS Ping Utility for Solaris: Version 9.2.0.2.0 - Production on 25-JAN-2002 14:46:28

Copyright (c) 1997 Oracle Corporation.  All rights reserved.

Used parameter files:
Used TNSNAMES adapter to resolve the alias
Attempting to contact (DESCRIPTION = (ADDRESS_LIST = (ADDRESS = (PROTOCOL = 
TCP)(HOST = sales-server)(PORT = 1521))) (CONNECT_DATA = (SERVICE_NAME = 
sales.us.acme.com)))
TNS-12541:TNS: リスナーがありません。

例例例例 : TNSPING を使用したを使用したを使用したを使用した Oracle Names Server への到達への到達への到達への到達  Oracle Names Server に到達できるか
どうかをチェックするには、次のようにプロトコル・アドレスを使用してコマンドを入力し
ます。 

tnsping '(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=onames-server)(PORT=1575))'

次のようなメッセージがユーザーに戻されます。 

TNS Ping Utility for Solaris: Version 9.2.0.2.0 - Production on 25-JAN-2002 15:28:37

Copyright (c) 1997 Oracle Corporation.  All rights reserved.

Attempting to contact (address=(protocol=tcp)(host=onames-server)(port=1575))
OK (60 msec)
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TRCROUTE ユーティリティユーティリティユーティリティユーティリティ
管理者は、Trace Route ユーティリティ（TRCROUTE）を使用して、クライアントからサー
バーへのパスまたはルートを検出できます。TRCROUTE は、問題に遭遇すると、1 つのエ
ラーではなくエラー・スタックをクライアントに戻します。これらの追加エラー・メッセー
ジによって、トラブルシューティングが簡単になります。

TRCROUTE は、特殊な種類の接続パケットとして送信される点で TNSPING とは異なりま
す。接続先に向かって移動するとき、TRCROUTE 接続パケットは、経由するすべてのノー
ドの TNS アドレスを収集します。エラーが発生した場合、TRCROUTE は、エラーの発生場
所を示すエラー情報を収集します。 TRCROUTE は、収集した情報をクライアント画面に表
示します。TRCROUTE の出力は、ファイルにリダイレクトして印刷することもできます。

TRCROUTE は、最小限のリソースを使用します。これは、特殊な接続パケットの接続デー
タから情報を収集します。標準的な接続パケットには作用しません。 

TRCROUTE は、サーバーに作用しません。TRCROUTE 接続パケットの受信と処理はリス
ナーが行います。これは、拒絶パケットの中に情報を入れることでクライアントに情報を戻
します。サーバーは、新しいプロセスを起動したり、ダミー接続を処理する必要はありませ
ん。

TRCROUTE の使用の使用の使用の使用  TRCROUTE を呼び出すには、コマンドラインから次のように入力しま
す。

trcroute net_service_name

次に、トレース・ルートの出力例を 2 つ示します。

例例例例 : 正常な正常な正常な正常な Trace Route  

次の例は、Trace Route パケットがクライアントからリスナーに正常に送信されたことを示
します。

trcroute sales
Trace Route Utility for Solaris: Version 9.2.0.2.0 - Production on 25-JAN-2002 
14:35:05

Copyright (c) 1999 Oracle Corporation.  All rights reserved.

Route of TrcRoute:
------------------

Node: Client            Time and address of entry into node:
-------------------------------------------------------------
25-JAN-2002 14:35:05 ADDRESS= PROTOCOL=TCP  HOST=sales-server  PORT=1521

Node: Server            Time and address of entry into node:
-------------------------------------------------------------
25-JAN-2002 14:35:06
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例例例例 : エラーの発生したエラーの発生したエラーの発生したエラーの発生した Trace Route  

次の例は、リスナーが起動していないため、Trace Route パケットがそのリスナーへの到達
に失敗したことを示します。

trcroute sales
Trace Route Utility for Solaris: Version 9.2.0.2.0 - Production on 25-JAN-2002 
14:43:05

Copyright (c) 1999 Oracle Corporation.  All rights reserved.

Route of TrcRoute:
------------------

Node: Client            Time and address of entry into node:
-------------------------------------------------------------
25-FEB-2002 14:43:05 ADDRESS= PROTOCOL=TCP  HOST=sales-server  PORT=1521

TNS-12203: TNS: 接続先に接続できません。

TNS-12541: TNS: リスナーがありません。
TNS-12560: TNS: プロトコル・アダプタ・エラーが発生しました

TNS-03601: ルート情報の収集に失敗しました。

Oracle Net Manager
クライアント・コンピュータの接続性を検証するには、Oracle Net Manager を使用します。

1. Oracle Net Manager を起動します。

2. ナビゲータで、「「「「Directory」」」」または「「「「Local」」」」>「「「「Service Naming」」」」を展開します。

3. ネット・サービス名またはデータベース・サービスを選択します。

4. 「「「「Command」」」」>「「「「Test Net Service」」」」を選択します。 

このテストでは、データベースとリスナーが実行されている必要があります。データ
ベースとリスナーが実行されていない場合は、16-2 ページの「Oracle Net Services のコ
ンポーネントの起動」を参照してコンポーネントを起動してください。

テスト中、ステータスとテスト結果を示す「Connection Test」ダイアログ・ボックスが
表示されます。テストが成功すると、次のメッセージが表示されます。

「接続テストに成功しました。」

テストが成功した場合は、手順 5 に進んでください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 5-3 ページ「Oracle Net Manager の起動」
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テストが正常終了しなかった場合は、次の処置を行ってください。

a. データベースとリスナーが実行されていることを確認し、「「「「Test」」」」をクリックしま
す。

b. 「「「「Change Login」」」」をクリックして、接続に使用するユーザー名とパスワードを変更
し、「「「「Test」」」」をクリックします。

5. 「「「「Close」」」」をクリックして「Connect Test」ダイアログ・ボックスを閉じます。

Oracle Names Server のテストのテストのテストのテスト
Oracle Names Server をテストするには、Oracle Names 制御ユーティリティの PINGコマン
ドを使用します。例として、us.acmeドメインの Oracle Names Server labradorを PING
でテストする 2 つの方法を示します。

Oracle Names 制御ユーティリティのプロンプトから、次のように入力します。

NAMESCTL> PING labrador.us.acme

同じ PINGコマンドで複数の Oracle Names Server をテストすることもできます。 たとえば、
次のように指定します。

NAMESCTL> PING huey.jp.acme duey.jp.acme louie.jp.acme

PINGから Oracle Names Server に接触するためにかかる時間が出力され、承認応答が戻り
ます。PINGが失敗した場合は、Oracle Names Server が起動していることを確認するか、構
成した Oracle Names Server アドレスを再確認します。 
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Oracle Net Manager またはまたはまたはまたは Oracle Names 制御ユーティリティを使用したネッ制御ユーティリティを使用したネッ制御ユーティリティを使用したネッ制御ユーティリティを使用したネッ
トワーク・オブジェクトのテストトワーク・オブジェクトのテストトワーク・オブジェクトのテストトワーク・オブジェクトのテスト

Oracle Names Server に格納された情報は、QUERYコマンドで登録を確認するように問い合
せることができます。

QUERYコマンドを使用するには、Oracle Net Manager または Oracle Names 制御ユーティリ
ティを使用します。

Oracle Net Manager による操作による操作による操作による操作 Oracle Names 制御ユーティリティによる操作制御ユーティリティによる操作制御ユーティリティによる操作制御ユーティリティによる操作

1. Oracle Net Manager を起動します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  5-3 ページ「Oracle Net Manager の起動」

2. ナビゲータ・ペインで、「「「「Oracle Names Servers」」」」を

展開します。

3. Oracle Names Server を選択します。 

4. 右ペインのリストから、「「「「Manage Data」」」」を選択しま

す。

5. 「「「「Advanced」」」」タブをクリックします。

6. 「「「「Query」」」」を選択します。

7. 「Name」フィールドに、問い合せるオブジェクトの

名前を入力します。

8. 必要に応じて、「Name」フィールドにオブジェクト

のレコード・タイプを入力します。

-A.SMD: データベース・オブジェクトのネットワー

ク・アドレス。

-CNAME.SMD: 別名。

-DL.RDBMS.OMD: グローバル・データベース・リン

ク。

-DLCR.RDBMS.OMD: リンク修飾子。

-NS.SMD: Oracle Names Server。Oracle Names 
Server 間で通信する際に使用するシステム・データ。

-V1ADD.NPO.OMD: SQL*Net バージョン 1 の接続記

述子。

9. 「「「「Execute」」」」をクリックします。

10. 「「「「File」」」」>「「「「Save Network Configuration」」」」を選択し

ます。

Oracle Names Server が管理リージョンに配置されている

場合、Oracle Names Server に別名を作成して登録しま

す。

全データを表示するには、次のように入力します。

namesctl
NAMESCTL> QUERY name *

オブジェクトのレコード・タイプも指定できます。一般
的なレコードのタイプは次のとおりです。

-A.SMD: データベース・オブジェクトのネットワーク・

アドレス。

-CNAME.SMD: 別名。

-DL.RDBMS.OMD: グローバル・データベース・リンク。

-DLCR.RDBMS.OMD: リンク修飾子。

-NS.SMD: Oracle Names Server。Oracle Names Server 間
で通信する際に使用するシステム・データ。

-V1ADD.NPO.OMD: SQL*Net バージョン 1 の接続記述子。

ネット・サービス名のデータベース・アドレスを表示す
るには、次のように入力します。

namesctl
NAMESCTL> QUERY name a.smd

次の例は、ネット・サービス名 salesへの問合せです。

namesctl
NAMESCTL> QUERY sales a.smd

QUERY コマンドは、トランザクションに要した時間と

ネットワーク・オブジェクトに関する情報を戻します。
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Oracle Net Services のトラブルシューティングのトラブルシューティングのトラブルシューティングのトラブルシューティング

Oracle Net Services には、ログ・ファイルとトレース・ファイルを使用してネットワーク上
の問題点を理解して解決する方法があります。これらのファイルは、エラーが発生すると、
ネットワーク・コンポーネント間の対話を追跡し記録します。この情報を評価すると、非常
に複雑なネットワーク上の問題点でも容易に診断してトラブルシューティングできます。

この章では、一般的なネットワーク・エラーとそれらのエラーを解決する手順を説明しま
す。また、さらに複雑なネットワーク上の問題点を診断してトラブルシューティングするた
めにエラー情報をロギングしてトレースする方法についても説明します。この章の内容は、
次のとおりです。

� Oracle Net Services の診断

� Oracle Net Services の最も一般的なエラー・メッセージの解決

� Oracle Net Services のフィールドからのトラブルシューティングのヒント

� ログ・ファイルとトレース・ファイルを使用したネットワーク上の問題点のトラブル
シューティング

� Oracle Net Services のエラー情報のロギング

� Oracle Net Services のエラー情報のトレース

� オラクル社カスタマ・サポート・センターへの連絡
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Oracle Net Services の診断
Oracle Net Services の診断の診断の診断の診断
基本的な peer-to-peer（単一プロトコル・ネットワーク）接続を確立しようとして ORA エ
ラーが戻された場合は、この項を参考にして問題の原因を診断してください。 

Oracle Net Services によって、基底に存在するエラーのエラー番号やエラー・メッセージで
報告されますが、これらは実際の問題を指しているとはかぎりません。この項は、Oracle 
Net Services の正常に機能する部分と機能していない部分を切り分けるのに役立ちます。ま
た、エラーが次のどの項目に属するかを判断するのに役立ちます。 

� Oracle ソフトウェア

� オペレーティング・システム・レイヤー

� その他のネットワーク・レイヤー

ほとんどの場合、各種ネットワーク・レイヤーを順にテストすることで問題を発見できま
す。

サーバーの診断サーバーの診断サーバーの診断サーバーの診断

チェック項目は次のとおりです。 

� 他のシステム（ワークステーション / サーバー）は Oracle Net を使用してサーバーに接
続できます。

� サーバー、データベースまたはリスナーの構成は、しばらくの間変更されていません。

上の質問に 1 つでも当てはまる場合は、この項をスキップして 17-4 ページの「クライアント
の診断」に進みます。

不明な場合、またはいずれにも当てはまらない場合、このまま続けます。 

サーバー上の Oracle Net Services を診断するには次の作業を行います。

� 作業 1: データベースの実行状態の検証

� 作業 2: ループバック・テストの実行

注意注意注意注意 : この項に記載されている作業を実行するにはサーバー管理者のサ
ポートが必要な場合があります。
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Oracle Net Services の診断
作業作業作業作業 1: データベースの実行状態の検証データベースの実行状態の検証データベースの実行状態の検証データベースの実行状態の検証
データベースが起動していることを確認するため、有効なユーザー名とパスワードを使用し
てデータベースにログインおよび接続します。 たとえば、次のように指定します。   

SQLPLUS system/manager 

データベースに接続していることを確認するメッセージが表示されます。次のエラーが表示
される場合は、データベース管理者に連絡してください。

� ORA-1017: ユーザー名 /パスワードが無効です :ログオンは拒否されました

� ORA-1034: Oracleは使用できません。

作業作業作業作業 2: ループバック・テストの実行ループバック・テストの実行ループバック・テストの実行ループバック・テストの実行
サーバーからデータベースへのループバック・テストループバック・テストループバック・テストループバック・テストを実行するには、次の手順に従いま
す。

1. listener.ora、tnsnames.oraおよび sqlnet.oraの各ファイルが、3-2 ページの
「ローカライズされた構成ファイルのサポート」で説明した正しい場所にあることを確
認します。

2. ループバック・テストを実行するには、16-13 ページの「データベース・サーバーでの
構成のテスト」にある手順に従います。

� ループバック・テストでエラーが発生する場合、次の手順に進みます。 

� ループバック・テストが正常に終了する場合は、「クライアントの診断」に進みま
す。

3. エラー情報の詳細は、データベースの問題および解決を行うデータベースの問題および解決を行うデータベースの問題および解決を行うデータベースの問題および解決を行う Web サイト
http://support.oracle.co.jpを確認するか、またはオラクル社カスタマ・サ
ポート・センターに連絡してください。 
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クライアントの診断クライアントの診断クライアントの診断クライアントの診断
この時点で、次の最低 1 項目が確認されているので、サーバー側のリスナーは正常に機能し
ていることになります。 

� ネットワークが機能していることを示すデータベース・サーバーでのループバック・テ
ストが正常終了した。

� 他のコンピュータが Oracle Net Services を使用して同じデータベースに接続している。

� このコンピュータに変更を加える（新たな製品のインストールやネットワーク構成の変
更など）前は、このワークステーションからの接続が機能していた。

クライアントの診断を行うには、次の手順に従います。

1. データベース・サーバーにインストールされているのと同じプロトコル・サポートがイ
ンストールされていることを確認します。 

UNIX の場合は、adapters ユーティリティを使用してプロトコル・サポートを確認でき
ます。データベース・サーバーで、$ORACLE_HOME/binから adapters 'which 
oracle'コマンドを実行して、oracle実行可能プログラムにリンクするプロトコル・
サポート、ネーミング・メソッドおよびセキュリティ・オプションを表示します。次
に、adaptersユーティリティによる出力例を示します。

Oracle Net transport protocols linked with ./oracle are:

    IPC
    BEQ
    TCP/IP
    SSL
    RAW

Oracle Net naming methods linked with ./oracle are:

    Local Naming (tnsnames.ora)
    Oracle Directory Naming
    Oracle Host Naming
    Oracle Names Server Naming
    NIS Naming

Oracle Advanced Security options linked with ./oracle are:

    RC4 40-bit encryption
    RC4 56-bit encryption
    RC4 128-bit encryption
    RC4 256-bit encryption
    DES40 40-bit encryption
    DES 56-bit encryption
    3DES 112-bit encryption
    3DES 168-bit encryption
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    AES 128-bit encryption
    AES 192-bit encryption
    AES 256-bit encryption
    MD5 crypto-checksumming
    SHA crypto-checksumming (for FIPS)
    SHA-1 crypto-checksumming
    Kerberos v5 authentication
    CyberSAFE authentication
    RADIUS authentication
    ENTRUST authentication

クライアントで、$ORACLE_HOME/binから adaptersコマンドを実行して、構成され
た Oracle protocol support、ネーミング・メソッドおよびセキュリティ・オプションを
表示します。次に、adapters ユーティリティによる出力例を示します。

Installed Oracle Net transport protocols are:

    IPC
    BEQ
    TCP/IP
    SSL
    RAW

Installed Oracle Net naming methods are:

    Local Naming (tnsnames.ora)
    Oracle Directory Naming
    Oracle Host Naming
    Oracle Names Server Naming
    NIS Naming

Installed Oracle Advanced Security options are:

    RC4 40-bit encryption
    RC4 56-bit encryption
    RC4 128-bit encryption
    RC4 256-bit encryption
    DES40 40-bit encryption
    DES 56-bit encryption
    3DES 112-bit encryption
    3DES 168-bit encryption
    AES 128-bit encryption
    AES 192-bit encryption
    AES 256-bit encryption
    MD5 crypto-checksumming
    SHA-1 crypto-checksumming
    Kerberos v5 authentication
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    CyberSAFE authentication
    RADIUS authentication

2. 基底のネットワーク・トランスポートの基本的な接続性をチェックします。Oracle Net
テクノロジは、正常な接続のために基底のネットワークに依存しています。 

3. Oracle Net Foundation レイヤーおよび適切な Oracle protocol support が存在すること
を確認するため、すべてのクライアント用 Oracle Net Services ソフトウェアがインス
トールされていることを確認します。

4. クライアント・コンピュータの正しい場所に、tnsnames.oraファイルと
sqlnet.oraファイルが存在していることを確認します。

選択した Oracle データベースに接続している他の稼働中のクライアント・コンピュー
タがある場合は、既存のファイルのバックアップをとって、稼働中のコンピュータの
tnsnames.oraファイルと sqlnet.oraファイルを稼働していないクライアント・
ワークステーションにコピーします。これにより、ファイルにエラーが含まれている可
能性が排除されます。

5. Oracle Net Foundation レイヤーをテストします。

注意注意注意注意 : RAW は Oracle Net で使用される内部プロトコルです。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : adaptersユーティリティの詳細は、Oracle UNIX オペレー
ティング・システム固有の管理者リファレンスを参照してください。

プロトコルプロトコルプロトコルプロトコル 確認方法確認方法確認方法確認方法

TCP/IP クライアントからデータベース・サーバーに端末エミュレーショ
ンまたはファイル転送ユーティリティ（PING、FTP、TELNET）
を使用する。

Named Pipes � マイクロソフト・ネットワーク上のその他のコンピュータや
サーバーを確認する。

� ネットワーク内のドライブを共有できることを確認する。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-2 ページ「ローカライズされた構成ファイルのサポート」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 16-14 ページ「クライアントからのネットワーク接続のテス
ト」
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6. それでも接続がうまくいかない場合、次の作業を行います。

� 17-21 ページの「ログ・ファイルとトレース・ファイルを使用したネットワーク上
の問題点のトラブルシューティング」の説明に従ってトレースを使用する。

� データベースの問題および解決を行うデータベースの問題および解決を行うデータベースの問題および解決を行うデータベースの問題および解決を行う Web サイト
http://support.oracle.co.jpで、発生したエラーに関する診断情報を確認
する。

� オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡する。

Oracle Net Services の最も一般的なエラー・メッセージの解決の最も一般的なエラー・メッセージの解決の最も一般的なエラー・メッセージの解決の最も一般的なエラー・メッセージの解決
ネットワーク通信が複雑であるため、様々な理由で各種ソースからネットワーク・エラーが
発生する場合があります。エラーが発生した場合、Oracle Net Services からのネットワー
ク・サービスに依存している SQL*Plus などのアプリケーションは、通常、エラー・メッ
セージを発生します。

次のリストは、最も一般的なネットワーク・エラー・メッセージです。

� ORA-12154: TNS: サービス名を解決できませんでした。

� ORA-12170: TNS: 接続タイムアウトが発生しました。

� ORA-12198: TNS: 接続先へのパスが見つかりませんでした。

� ORA-12203: TNS: 接続先に接続できません。

� ORA-12224: TNS: リスナーがありません。

� ORA-12514: TNS: リスナーは接続記述子にある SERVICE_NAMEを解決できませんで
した。

� ORA-12520: TNS: リスナーは、要求したサーバー・タイプに使用可能なハンドラを
検出できませんでした。

� ORA-12521: TNS: リスナーは接続記述子で指定した INSTANCE_NAMEを解決できま
せんでした。

� ORA-12525: TNS: リスナーは、クライアントの要求を許容時間内に受信しませんで
した。

� ORA-12533: TNS: ADDRESSパラメータが不正です。

注意注意注意注意 : TNSPING ユーティリティは使用しないでください。TNSPING
ユーティリティは TCP/IP PING ユーティリティと同様に機能し、ソケッ
トの作成やオープンは行われず、リスナーとも接続しません。このユー
ティリティは、データベース・サーバーにリスナーが存在することを確認
します。
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� ORA-12545: TNS: 名前の参照が失敗しました。

� ORA-12560: TNS: プロトコル・アダプタ・エラーが発生しました

� ORA-3113: TNS: 通信チャネルで end-of-fileが検出されました。

� ORA-3121: インタフェース・ドライバが接続されていません - 関数は実行されません

ORA-12154: TNS: サービス名を解決できませんでした。サービス名を解決できませんでした。サービス名を解決できませんでした。サービス名を解決できませんでした。

原因原因原因原因 :  Oracle Net が tnsnames.ora構成ファイルに指定されたネット・サービス名を
検出できない。

処置処置処置処置 : 次の手順を実行します。

1. tnsnames.oraファイルが存在することを確認します。 

2. tnsnames.oraファイルの複数コピーが存在しないことを確認します。

3. 接続文字列で指定したネット・サービス名が tnsnames.oraファイルの接続記述
子にマップされていることを確認します。 

4. sqlnet.oraファイルのコピーが存在しないことを確認します。

5. ドメイン名を使用している場合は、sqlnet.oraファイルに NAMES.DEFAULT_
DOMAINパラメータがあることを確認します。このパラメータが存在しない場合
は、接続文字列にドメイン名を指定する必要があります。

6. ドメイン名を使用しておらず、このパラメータが存在する場合は、このパラメータ
を削除するか、コメントにして無効にします。

7. ログイン・ダイアログ・ボックスから接続する場合は、接続するネット・サービス
名の前に @ 記号を付けていないことを確認します。

8. クライアントのトレースをアクティブにして、操作を繰返します。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : エラー・メッセージの完全なリストは、『Oracle9i データベー
ス・エラー・メッセージ』を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  構成ファイルの場所に関する情報は、3-2 ページの「ローカ
ライズされた構成ファイルのサポート」を参照してください。
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原因原因原因原因 : Oracle Net が、ディレクトリ・サーバーで指定されたデータベース・サービス名
またはネット・サービス名を検出できない。 

処置処置処置処置 : 次の手順を実行します。

1. データベース・サービス名またはネット・サービス名のエントリが、このコン
ピュータが使用するように構成されたディレクトリに存在することを確認します。

2. sqlnet.oraファイルに次のエントリが含まれることを確認します。

NAMES.DIRECTORY_PATH=(ldap, other_naming_methods)

ORA-12170: TNS: 接続タイムアウトが発生しました。接続タイムアウトが発生しました。接続タイムアウトが発生しました。接続タイムアウトが発生しました。

原因原因原因原因 : クライアントが、sqlnet.oraファイルの SQLNET.INBOUND_CONNECT_
TIMEOUTパラメータで指定された時間内に接続を確立して認証を完了するのに失敗し
た。 このエラーは、ネットワークまたはシステムの遅延が原因の可能性があります。ま
た、不当なクライアントがデータベース・サーバーに DoS 攻撃をしようとしている可
能性もあります。

処置処置処置処置 : 特定の環境におけるシステムあるいはネットワークの通常の遅延によるエラーで
ある場合は、次の手順を実行します。

1. トレースをオンにして、クライアントのタイムアウトの場所を特定します。

2. sqlnet.oraで SQLNET.INBOUND_CONNECT_TIMEOUTパラメータをより大きい
値に再構成します。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  ディレクトリの設定については、第 8 章「ディレクトリ・
サーバーの使用の設定」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : SQLNET.INBOUND_CONNECT_TIMEOUTパラメータの設定の
詳細は、15-42 ページの「権限のないユーザーによるリソース使用を制限
するためのリスナーおよび Oracle データベースの構成」を参照してくだ
さい。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 17-39 ページ「Oracle Net Services のエラー情報のトレース」
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不当なクライアントが疑われる場合は、次の手順を実行します。

1. データベース・サーバー上の sqlnet.logファイルでクライアントの IP アドレス
を探索して、ソースを識別します。 

たとえば、次の sqlnet.logの例は、クライアントの IP アドレス
10.10.150.35を示しています。 

Fatal NI connect error 12170.

  VERSION INFORMATION:
TNS for Solaris: Version 9.2.0.2.0 - Production
Oracle Bequeath NT Protocol Adapter for Solaris: Version 9.2.0.2.0 - 
Production
TCP/IP NT Protocol Adapter for Solaris: Version 9.2.0.2.0 - Production
  Time: 03-JUL-2002 13:51:12
  Tracing to file: /ora9i/trace/svr_13279.trc
  Tns error struct:
    nr err code: 0
    ns main err code: 12637
    TNS-12637: パケット受信に失敗しました。

    ns secondary err code: 12604
    nt main err code: 0
    nt secondary err code: 0
    nt OS err code: 0
  Client address: (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=10.10.150.35)(PORT=52996))

IP アドレスは偽造できることに注意してください。 

データベース・サーバーで IP アドレスを取り出す前にタイムアウトが発生した場
合は、リスナー・トレースを有効にして、要求を送信したクライアントを特定しま
す。

2. そのクライアントへのアクセス制限を行います。 たとえば、sqlnet.oraファイル
でアクセス権のパラメータを構成できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 17-39 ページ「Oracle Net Services のエラー情報のトレース」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 11-7 ページ「データベース・アクセス制御の構成」
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ORA-12198: TNS: 接続先へのパスが見つかりませんでした。接続先へのパスが見つかりませんでした。接続先へのパスが見つかりませんでした。接続先へのパスが見つかりませんでした。

ORA-12203: TNS: 接続先に接続できません。接続先に接続できません。接続先に接続できません。接続先に接続できません。

原因原因原因原因 : クライアントが希望のデータベースを検出できない。

処置処置処置処置 : 次の手順を実行します。

1. 到達するネット・サービス名を正しく入力したかどうかを確認します。

2. 接続記述子のネット・サービス名 ADDRESSパラメータを検証します。

3. ローカル・ネーミングを使用している場合は、tnsnames.oraファイルが正しい
ディレクトリに格納されていることを確認します。 

4. リモート・ノード上のリスナーが起動し、動作していることを確認します。次のよ
うに入力します。

lsnrctl
LSNRCTL> STATUS [listener_name]

listener_nameは、listener.oraファイルに定義されたリスナー名を表しま
す。LISTENERという名前のデフォルトのリスナーを使用している場合は、リス
ナーを識別する必要はありません。

リスナーが実行中でないことが出力により示される場合、次のコマンドでリスナー
を起動します。

LSNRCTL> START [listener_name]

5. ログイン・ボックスから接続する場合は、接続するネット・サービス名の前に @ 記
号を付けていないことを確認します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 構成ファイルの場所に関する情報は、3-2 ページの「ローカラ
イズされた構成ファイルのサポート」を参照してください。
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ORA-12203: TNS: 接続先に接続できません。接続先に接続できません。接続先に接続できません。接続先に接続できません。

原因原因原因原因 : ORA-12203エラーは総合的なエラーで、2 次的なエラーを隠している場合があ
ります。 

処置処置処置処置 : 2 次 ORAメッセージの最新の sqlnet.logファイルをチェックします。 

原因原因原因原因 : 接続文字列に無効なネット・サービス名が指定されている。 

処置処置処置処置 : 接続文字列に指定されたネット・サービス名が tnsnames.oraファイルまたは
ディレクトリ・サーバーに存在すること、およびそのネット・サービス名の ADDRESS
情報が有効であることを確認します。チェック項目は次のとおりです。

� SERVICE_NAMEが正しいこと 

� HOSTが正しいこと 

� 指定した PORTが正しいこと 

原因原因原因原因 : tnsnames.oraファイルが適切なディレクトリに配置されていない。 

処置処置処置処置 : tnsnames.oraファイルが適切な場所にあることを確認します。 

原因原因原因原因 : TCP/IP アドレスの (HOST=server_name)パラメータが、クライアントとサー
バーで一貫していない。

処置処置処置処置 : これらのパラメータの値がサーバーとクライアントで同じであることを確認しま
す。 

TCP/IP の場合は、サーバーの listener.oraファイルの HOSTパラメータとクライア
ントの tnsnames.oraファイルの HOSTパラメータが、同じ名前か、各システムで同
一の IP アドレスに変換される名前を示していることを確認します。これは特に、サー
バーが複数の IP アドレスを持ち、それぞれがサーバー上の各種ネットワーク・インタ
フェースに割り当てられている場合に重要です。 

原因原因原因原因 : 接続先システムのリスナーがリスニングしていない。 

処置処置処置処置 : リモート・システムのリスナーが実行中であることを確認します。次のように入
力します。

lsnrctl
LSNRCTL> STATUS [listener_name]

listener_nameは、listener.oraファイルに定義されたリスナー名を表します。
LISTENERという名前のデフォルトのリスナーを使用している場合は、リスナーを識別
する必要はありません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  構成ファイルの場所に関する情報は、3-2 ページの「ローカ
ライズされた構成ファイルのサポート」を参照してください。
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リスナーが実行中でないことが出力により示される場合、次のコマンドでリスナーを起
動します。

LSNRCTL> START [listener_name]

原因原因原因原因 : 基底のネットワーク・トランスポートに問題がある。 

処置処置処置処置 : 基底のネットワーク・プロトコルで供給されているユーティリティを使用して、
プロトコル自体が機能していることを確認します。たとえば、TCP/IP の場合、リモー
ト・システムに対して pingを実行します。 

原因原因原因原因 : 選択したネットワーク・プロトコルには不適切な Oracle プロトコルがインス
トールされている。 プロトコル・サポート・ドライバが欠落している場合、通常は
sqlnet.logファイルまたはクライアント・トレース・ファイルに次のエラーが作成さ
れます。 

– ORA-12203 

– ORA-12538 

– ORA-00508 

処置処置処置処置 : 適切な Oracle プロトコルがインストールされていることを確認します。UNIX
の場合は、adapters ユーティリティを実行できます。

ORA-12224: TNS: リスナーがありません。リスナーがありません。リスナーがありません。リスナーがありません。

原因原因原因原因 : リスナーが実行されていないため、接続要求を完了できない。

処置処置処置処置 : 次の手順を実行します。

1. 指定した接続先アドレスが、リスナーで使用されているアドレスの 1 つと一致して
いることを確認します。

2. このエラーが、バージョンの互換性に起因する問題でないかどうかを確認します。

ORA-12533: TNS: ADDRESS パラメータが不正です。パラメータが不正です。パラメータが不正です。パラメータが不正です。

原因原因原因原因 : 指定された接続記述子の ADDRESSセクションにあるプロトコル固有パラメータ
が正しくない。

処置処置処置処置 : プロトコル・アドレスを訂正します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 17-4 ページ「クライアントの診断」

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  正しいプロトコル構文は、『Oracle9i Net Services リファレン
ス・ガイド』を参照してください。
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ORA-12514: TNS: リスナーは接続記述子にあるリスナーは接続記述子にあるリスナーは接続記述子にあるリスナーは接続記述子にある SERVICE_NAME を解決できませんでしを解決できませんでしを解決できませんでしを解決できませんでし
た。た。た。た。

原因原因原因原因 : 接続記述子で指定されたサービス名が不適切であるか、データベース・サービス
がリスナーに登録されていない。

処置処置処置処置 : 次の手順を実行します。

1. 接続記述子で指定された SERVICE_NAMEが正しいことを確認します。 

2. データベース・インスタンスが稼働中であることを確認します。インスタンスが稼
働していない場合は、リスナーに登録できるようにインスタンスを起動します。リ
スナー制御ユーティリティの SERVICESコマンドを使用すると、現在リスナーに登
録されているサービスを確認できます。 

ORA-12520: TNS: リスナーは、要求したサーバー・タイプに使用可能なハンドラを検出できリスナーは、要求したサーバー・タイプに使用可能なハンドラを検出できリスナーは、要求したサーバー・タイプに使用可能なハンドラを検出できリスナーは、要求したサーバー・タイプに使用可能なハンドラを検出でき
ませんでした。ませんでした。ませんでした。ませんでした。

原因原因原因原因 : クライアントに要求されたサービス・ハンドラのタイプが不適切であるか、要求
された SERVICE_NAME/INSTANCE_NAMEに登録されていないか、データベース・イン
スタンスがリスナーに登録されていない。

処置処置処置処置 : 問題がサービス・ハンドラのタイプの不正にあると思われる場合は、次の手順を
実行します。

1. 接続記述子に (SERVER=value)が設定されいる場合は、データベースに適したタ
イプのサービス・ハンドラに値が設定されていることを確認します。適切な値は、
専用サーバーの場合は dedicated、ディスパッチャの場合は sharedです。リス
ナー制御ユーティリティの SERVICESコマンドを使用すると、現在リスナーに登録
されているサービス・ハンドラを確認できます。 

2. sqlnet.oraファイルで USE_DEDICATED_SERVERが onに設定されている場合
は、データベースが専用サーバーを使用するように構成されていることを確認しま
す。そのように構成されていない場合は、このパラメータを offに設定します。

3. データベース・インスタンスが稼働中であることを確認します。インスタンスが稼
働していない場合は、リスナーに登録できるようにインスタンスを起動します。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 12-22 ページ「SERVICES コマンド」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 12-22 ページ「SERVICES コマンド」
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ORA-12521: TNS: リスナーは接続記述子で指定したリスナーは接続記述子で指定したリスナーは接続記述子で指定したリスナーは接続記述子で指定した INSTANCE_NAME を解決できませんを解決できませんを解決できませんを解決できません
でした。でした。でした。でした。

原因原因原因原因 : 接続記述子の INSTANCE_NAMEが不適切であるか、データベース・インスタン
スがリスナーに登録されていない。

処置処置処置処置 : 次の手順を実行します。

1. 接続記述子で指定されたサービス名が正しいことを確認します。 

2. データベース・インスタンスが稼働中であることを確認します。インスタンスが稼
働していない場合は、リスナーに登録できるようにインスタンスを起動します。リ
スナー制御ユーティリティの SERVICESコマンドを使用すると、現在リスナーに登
録されているインスタンスを確認できます。 

ORA-12525: TNS: リスナーは、クライアントの要求を許容時間内に受信しませんでした。リスナーは、クライアントの要求を許容時間内に受信しませんでした。リスナーは、クライアントの要求を許容時間内に受信しませんでした。リスナーは、クライアントの要求を許容時間内に受信しませんでした。

原因原因原因原因 : クライアントが、listener.oraファイルの INBOUND_CONNECT_TIMEOUT_
listener_nameパラメータで指定された時間内に接続要求を完了するのに失敗した。 
このエラーは、ネットワークまたはシステムの遅延が原因の可能性があります。また、
不当なクライアントがリスナーに DoS 攻撃をしようとしている可能性もあります。

処置処置処置処置 : 特定の環境におけるシステムあるいはネットワークの通常の遅延によるエラーで
ある場合は、listener.oraで INBOUND_CONNECT_TIMEOUT_listener_nameパラ
メータをより大きい値に再構成します。 

不当なクライアントが疑われる場合は、次の手順を実行します。

1. ソースを識別するために、listener.logでクライアントの IP アドレスを探索し
ます。

たとえば、次の listener.logの例は、クライアントの IP アドレス
10.10.150.35を示しています。

03-JUL-2002 16:42:35 * <unknown connect data> * 
(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=10.10.150.35)(PORT=53208)) * establish * 
<unknown sid> * 12525
ORA-12525: TNS: リスナーは、クライアントの要求を許容時間内に受信しませんでした。

TNS-12604: TNS: アプリケーション・タイムアウトが発生しました。

IP アドレスは偽造できることに注意してください。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 12-22 ページ「SERVICES コマンド」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : INBOUND_CONNECT_TIMEOUT_listener_nameパラメータ
の設定の詳細は、15-42 ページの「権限のないユーザーによるリソース使
用を制限するためのリスナーおよび Oracle データベースの構成」を参照
してください。
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2. そのクライアントへのアクセス制限を行います。 たとえば、sqlnet.oraファイル
でアクセス権のパラメータを構成できます。

ORA-12545: TNS: 名前の参照が失敗しました。名前の参照が失敗しました。名前の参照が失敗しました。名前の参照が失敗しました。

原因原因原因原因 : リモート・ノード上のリスナーに接続できない。

処置処置処置処置 : 次の手順を実行します。

1. tnsnames.oraファイルおよび listener.oraファイル内の ADDRESSが正しい
かどうかを確認します。

2. リモート・ノード上のリスナーが起動されたことを確認します。次のように入力し
ます。

lsnrctl
LSNRCTL> STATUS [listener_name]

listener_nameは、listener.oraファイルに定義されたリスナー名を表しま
す。LISTENERという名前のデフォルトのリスナーを使用している場合は、リス
ナーを識別する必要はありません。

リスナーが実行中でないことが出力により示される場合、次のコマンドでリスナー
を起動します。

LSNRCTL> START [listener_name]

ORA-12560: TNS: プロトコル・アダプタ・エラーが発生しましたプロトコル・アダプタ・エラーが発生しましたプロトコル・アダプタ・エラーが発生しましたプロトコル・アダプタ・エラーが発生しました

処置処置処置処置 : リスナーが、ユーザーをデータベース・サーバーに接続するプロセスの起動に失
敗した。

原因原因原因原因 : 次の手順を実行します。

1. トレースをオンにして、操作を繰返します。

2. 問題を診断するために、トレース・ファイルの内容を評価します。

ORA-3113: TNS: 通信チャネルで通信チャネルで通信チャネルで通信チャネルで end-of-file が検出されました。が検出されました。が検出されました。が検出されました。

原因原因原因原因 : データベース・サーバーでエラーが発生した。 

処置処置処置処置 : サーバーの alert_sid.logをチェックします。alert_sid.logの位置は、
BACKGROUND_DUMP_DEST初期化パラメータによって指定されます。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 11-7 ページ「データベース・アクセス制御の構成」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 17-39 ページ「Oracle Net Services のエラー情報のトレース」
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原因原因原因原因 : 通信チャネル上で、予測しなかったファイルの終わりが処理された。これは、通
信リンクが少なくとも一時的にダウンした可能性があることを示す場合があります。ま
た、サーバーがダウンしていることを示す場合もあります。

処置処置処置処置 : 再送カウントを変更する必要があります。 

ORA-3121: インタフェース・ドライバが接続されていませんインタフェース・ドライバが接続されていませんインタフェース・ドライバが接続されていませんインタフェース・ドライバが接続されていません - 関数は実行されません関数は実行されません関数は実行されません関数は実行されません

原因原因原因原因 : 接続文字列で使用される SQL*Net バージョン 1 の接頭辞に誤りがある。 

処置処置処置処置 : 接続文字列内では次の接頭辞を使用しないでください。

� T:

� X:

� P:

原因原因原因原因 : ローカルの Oracle データベースがインストールされていないクライアント・コ
ンピュータから、ユーザー名とパスワードが指定された。

処置処置処置処置 : 接続文字列を指定します。

ディレクトリ・ネーミング・エラーのトラブルシューティングディレクトリ・ネーミング・エラーのトラブルシューティングディレクトリ・ネーミング・エラーのトラブルシューティングディレクトリ・ネーミング・エラーのトラブルシューティング
ディレクトリ・サーバーのデータベース・サービス名またはネット・サービス名のエントリ
に対する ORA-12154、ORA-12203または ORA-12224などの、接続性エラーに関連する
ディレクトリ・ネーミングの問題の解決には、データの分析が必要です。ディレクトリ・
サーバーに含まれるデータの分析には、ldifwriteコマンドライン・ツールを使用します。 

ldifwriteを使用すると、ディレクトリ・サーバーに存在する情報の全部または一部を
LDAP Data Interchange Format（（（（LDIF））））に変換できます。ldifwriteツールは、指定さ
れた識別名識別名識別名識別名（DN）の下のすべてのエントリを範囲とするサブツリー検索を実行します。エ
ントリには DN 自体も含まれます。 

ldifwriteツールの構文は次のとおりです。 

ldifwrite -c net_service_name/database_service -b base_DN -f ldif_file 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  このエラーのトラブルシューティングの詳細は、Oracle オペ
レーティング・システム固有のマニュアルを参照してください。
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次の例は、dc=us,dc=acme,dc=comの下のすべてのディレクトリ・ネーミング・エントリ
を output1.ldiファイルに書き込みます。

ldifwrite -c ldap -b "dc=us,dc=acme,dc=com" -f output.ldif

Oracle Names LDAP プロキシ・サーバーのエラー・レポートプロキシ・サーバーのエラー・レポートプロキシ・サーバーのエラー・レポートプロキシ・サーバーのエラー・レポート
リージョン・ロード操作のエラーは、Oracle Names Server ログ・ファイル（names.log）
にレポートされます。これらのエラーには、ディレクトリ・サーバーへの接続障害や、レ
コードの全部、一部または 1 つの問合せエラーなどがあります。 

Oracle Internet Directory などのように、ldapsearch操作に制限のあるディレクトリもあ
ります。ディレクトリ・サーバーには、検索により戻されるオブジェクトの数や検索の実行
に費やす時間の長さを制限する設定があります。

検索サイズ制限の増加検索サイズ制限の増加検索サイズ制限の増加検索サイズ制限の増加
サイズ制限は、検索により戻されるオブジェクトの数の上限を指定します。デフォルトの上
限は 1000 です。この上限を超過すると、names.logファイルに次のエラーが表示されま
す。

NNO-00062: 構成データベースからドメイン・データをロードできません。
NNO-00850: エラー : LDAPの問合せで 4が戻されました

ldapsearchコマンドライン・ツールを使用して、Oracle Names Server が領域をロードす
るときの動作を模倣することもできます。次の構文は、DN(dn:dc=acme,dc=com)からの
データのロードを示します。

ldapsearch -p 389 -h host -b "dc=acme,dc=com" 
"(objectclass=orclNetService)(objectclass=orclService)"

許容される数のオブジェクトを戻すと、ldapsearchは次のエラー・メッセージを戻しま
す。

ldapsearch: Sizelimit exceeded

表表表表 17-1 ldapwrite 引数引数引数引数

引数引数引数引数 説明説明説明説明

-c net_service_name/database_service ディレクトリ・サーバーに接続するためのネット・サービス
名またはデータベース・サービス名を指定します。

-b base_DN LDIF フォーマットで書き出されるサブツリーのベースを指定

します。

-f ldif_file 入力ファイル名を指定します。
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サイズ制限は、次のサンプル LDIF ファイル出力を使用して変更できます。適切な DN を入
力します。さらに、ディレクトリ・サーバーの領域で定義済みのデータベースの数に対して
十分となるように orclsizelimitを設定します。このとき、拡張の余地を少し残します。

dn:
changetype: modify
replace: orclsizelimit
orclsizelimit: 5000

検索制限時間の増加検索制限時間の増加検索制限時間の増加検索制限時間の増加
制限時間は、検索の実行に費やすことができる時間の長さを指定します。デフォルトの制限
時間は 10 秒です。10 秒でおよそ 1,000 のオブジェクトを問い合せることができます。大半
の検索にはこれで十分です。問合せが制限時間を超過すると、names.logファイルに次の
エラーが表示されます。

NNO-00062: 構成データベースからドメイン・データをロードできません。
NNO-00850: エラー : LDAPの問合せで 105が戻されました

制限時間は、次のサンプル LDIF ファイル出力を使用して変更できます。適切な DN を入力
します。 

dn:
changetype: modify
replace: orcltimelimit
orcltimelimit: 20

制限時間はディレクトリ・サーバーと API レベルの両方に適用されます。そのため、ディレ
クトリ・サーバーの制限時間をリセットする以外に、NAMES.ADMIN_REGIONの TIMEOUT
サブパラメータも設定する必要があります。 たとえば、次のように指定します。

NAMES.ADMIN_REGION= 
 (REGION= 
  (TIMEOUT=20)
  (TYPE=ldap)
  (HOST=ldap_server)
  (PORT=389)
  (SUBTREE=(BASE=dc=acme,dc=com)))
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Oracle Net Services のフィールドからのトラブルシューティングのヒント
Oracle Net Services のフィールドからのトラブルシューティングのフィールドからのトラブルシューティングのフィールドからのトラブルシューティングのフィールドからのトラブルシューティング
のヒントのヒントのヒントのヒント

ネットワークの問題の診断に困ったときは、次のヒントが参考になることがあります。 

� 構成時に、サーバー・コンピュータの名前ではなくノードまたはネットワーク・アドレ構成時に、サーバー・コンピュータの名前ではなくノードまたはネットワーク・アドレ構成時に、サーバー・コンピュータの名前ではなくノードまたはネットワーク・アドレ構成時に、サーバー・コンピュータの名前ではなくノードまたはネットワーク・アドレ
スを使用するスを使用するスを使用するスを使用する

これにより内部ルックアップ問題がなくなり、接続が多少早くなります。 

� TCP/IP アドレスを使用している場合は、ホスト名ではなくアドレスを使用している場合は、ホスト名ではなくアドレスを使用している場合は、ホスト名ではなくアドレスを使用している場合は、ホスト名ではなく IP アドレスを使用するアドレスを使用するアドレスを使用するアドレスを使用する

たとえば、
tnsnames.oraファイルの（HOST=server_name）行を（HOST=198.32.3.5）のよ
うにインターネット・アドレスに変更します。

� ループバック・テストを実行するループバック・テストを実行するループバック・テストを実行するループバック・テストを実行する

16-13 ページの「データベース・サーバーでの構成のテスト」の説明に従って、サー
バーでループバック・テストを実行します。テストが正常に終了する場合は、ftpを使
用して tnsnames.oraファイルと sqlnet.oraファイルをクライアントに転送しま
す。   

� サーバーまでの経路をチェックするサーバーまでの経路をチェックするサーバーまでの経路をチェックするサーバーまでの経路をチェックする

Wide Area Network（WAN）の場合は、正しく作動していない可能性がある中間シス
テムを識別します。すべてのコンピュータが正常である場合、タイミングに問題がある
可能性があります。

� タイミングに問題がないかどうか検証するタイミングに問題がないかどうか検証するタイミングに問題がないかどうか検証するタイミングに問題がないかどうか検証する

タイミングの問題は、クライアント・ログ・ファイルの ORA-12203、ORA-12535また
は ORA-12547エラーに関係しています。 

この問題を解決するには、名前ではなく正確なアドレスを使用して接続のスピード・
アップを図り、listener.oraファイルの CONNECT_TIMEOUT_listener_nameパラ
メータの値を増やします。このパラメータのデフォルト値は 10 秒です。 

� 障害が発生している障害が発生している障害が発生している障害が発生している Oracle アプリケーションを判断するアプリケーションを判断するアプリケーションを判断するアプリケーションを判断する

SQL*Plus は作動するが、CASE ツールは作動しない場合があります。データ量に問題
があることが判明した場合、基本的な接続を使用してサイズの大きい（5MB）ファイル
を転送してみます。 
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Oracle Net Services のエラー情報のロギング
Oracle Net Services のトラブルシューティングのためのチェック項目のトラブルシューティングのためのチェック項目のトラブルシューティングのためのチェック項目のトラブルシューティングのためのチェック項目
問題を診断する際に、次の項目をチェックしてください。

� すべてのコンピュータに問題があるのか、すべてのコンピュータに問題があるのか、すべてのコンピュータに問題があるのか、すべてのコンピュータに問題があるのか、1 台のコンピュータのみか台のコンピュータのみか台のコンピュータのみか台のコンピュータのみか

同じソフトウェア（Oracle およびサード・パーティ製品）をインストールしていても、
機能するコンピュータと機能しないコンピュータがある場合、距離が近ければ、ネット
ワーク・ケーブルを取り替えて問題が進展するかどうかを確認します。状況に変化が
あった場合、問題はクライアント / サーバー接続に関するもので、PC に限定的なもの
ではないことを示しています。 

� クライアントとサーバー間のリンクの種類（クライアントとサーバー間のリンクの種類（クライアントとサーバー間のリンクの種類（クライアントとサーバー間のリンクの種類（X.25、、、、ISDN、トークン・リングまたは専、トークン・リングまたは専、トークン・リングまたは専、トークン・リングまたは専
用回線など）は何か用回線など）は何か用回線など）は何か用回線など）は何か

Sniffer や LAN アナライザは、断続的な接続エラーやタイムアウトおよび再送信パケッ
トの検出を行うのに便利です。また、会話のどちら側が応答を待っているのかを知るこ
ともできます。 

ログ・ファイルとトレース・ファイルを使用したネットワークログ・ファイルとトレース・ファイルを使用したネットワークログ・ファイルとトレース・ファイルを使用したネットワークログ・ファイルとトレース・ファイルを使用したネットワーク
上の問題点のトラブルシューティング上の問題点のトラブルシューティング上の問題点のトラブルシューティング上の問題点のトラブルシューティング

Oracle Net Services は、問題が発生するたびに、問題点の原因の内容について詳細を提供し
ます。この情報は、ログ・ファイルとトレース・ファイル内に作成、格納されます。エラー
情報のロギングとトレースのプロセスにより、ネットワーク上の問題点を容易に診断し解決
できます。

Oracle Net Services のエラー情報のロギングのエラー情報のロギングのエラー情報のロギングのエラー情報のロギング
Oracle Net Services で発生するすべてのエラーは、ネットワーク管理者やデータベース管理
者が評価できるように、ログ・ファイルに追加記録されます。 ログ・ファイルは、画面に表
示されるエラー・メッセージで障害を識別できない場合に、管理者用の追加情報として使用
できます。 エラー・スタックとしてのログ・ファイルは、各種レイヤーでのソフトウェアの
状態を示します。

すべてのエラーが記録されることを保証するためにはクライアントまたはネーム・サーバー
に対するロギングを使用禁止にすることはできません。さらに、ログ・ファイルを置換した
り消去できるのは管理者のみです。リスナーのログ・ファイルには、すべてのクライアント
接続要求に関する監査証跡と大半のリスナー制御コマンドが含まれています。

この項で説明する項目は、次のとおりです。

� Oracle Net エラー・スタック

� Oracle Net Services のログ・ファイル名

� ロギング・パラメータの設定
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Oracle Net Services のエラー情報のロギング
� 制御ユーティリティ実行時の Oracle Net のログ設定

� ログ・ファイルの使用

� リスナー・ログ監査証跡情報

� Oracle Connection Manager ログの分析

Oracle Net エラー・スタックエラー・スタックエラー・スタックエラー・スタック
ログ・ファイルには、エラー・スタックに含まれている情報があります。エラー・スタック
とは、ネットワーク・エラーの結果として Oracle 通信スタック内に各レイヤーごとに作成
される情報です。図 17-1 では、エラー・スタック・コンポーネントと Oracle Net の関係を
示します。

図図図図 17-1 Oracle Net にマップしたエラー・スタック・コンポーネントにマップしたエラー・スタック・コンポーネントにマップしたエラー・スタック・コンポーネントにマップしたエラー・スタック・コンポーネント

図 17-1 のエラー・スタック・コンポーネントの説明を表 17-2 に示します。

NNNR

NANS(2)

NI

NSメイン�

NT(2)

NTメイン�

ネットワーク・�
プロトコル�

NT OS

Oracle Net
Foundation
レイヤー�

Oracle protocol
support

ネットワーク・�
プロトコル�
17-22　Oracle9i Net Services 管理者ガイド



Oracle Net Services のエラー情報のロギング
表表表表 17-2 エラー・スタック・コンポーネントエラー・スタック・コンポーネントエラー・スタック・コンポーネントエラー・スタック・コンポーネント

エラー・スタック・エラー・スタック・エラー・スタック・エラー・スタック・
コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント 説明説明説明説明

NI ネットワーク・インタフェース。このレイヤーには、Oracle のク

ライアントまたはサーバー、外部プロセスが Oracle Net の機能に

アクセスするための汎用インタフェースがあります。 NI レイヤー

は、接続のブレーク要求およびリセット要求を処理します。

NI は、ネットワーク・ルーティング（Network Routing: NR）レ

イヤーを使用して Oracle8i 以前のクライアントのネットワーク・

ルート情報を取得し、ネットワーク・ネーミング（Network 
Naming: NN）レイヤーを使用して名前を接続記述子に解決しま

す。Oracle9i クライアントの場合は、NI は直接ネットワーク・

セッション（Network Session: NS）レイヤーに移動します。 

NN ネットワーク・ネーミング（Oracle Names）。このレイヤーは、接

続識別子を接続記述子に解決します。

NS ネットワーク・セッション（1 次および 2 次層）。 これらのレイヤー

は NI から要求を受け取り、サーバーまたは接続先の位置（オープ

ン、、、、クローズのののの各機能）、接続時に 1 つ以上のプロトコルを必要と

するかどうか（オープン、、、、クローズの各機能）、クライアントと
サーバー間の割込みをそれぞれの機能に基づいて処理する方法（送
信、受信の各機能）など、コンピュータ・レベルの一般的な接続に
関する問題をすべて解決します。

NS は、NR を使用してネットワーク・セッションを接続先に転送

し、ネットワーク認証（Network Authentication: NA）を使用して

接続先との認証要求のネゴシエーションを行います。

NR ネットワーク・ルーティング。このレイヤーはネットワーク・セッ
ションを接続先に転送します。

NA ネットワーク認証。このレイヤーは認証要求および暗号化要求のネ
ゴシエーションを行います。

NT ネットワーク・トランスポート（1 次、2 次およびオペレーティン

グ・システム層）。このレイヤーは、Oracle Net Foundation レイ

ヤー機能を業界標準プロトコルにマップします。
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Oracle Net Services のエラー情報のロギング
例例例例 : エラー・スタックエラー・スタックエラー・スタックエラー・スタック
たとえば、クライアント・アプリケーションのユーザーが Oracle Net と TCP/IP を使用して
データベース・サーバーとの接続を確立しようとする場合は、次のように入力します。 

sqlplus scott/tiger@hrserver.com 

次のエラーが表示されます。 

ORA-12203: TNS: 接続先に接続できません。

このメッセージは、データベースに連絡できなかったために、サーバーへの接続に失敗した
ことを示します。アプリケーションでは 1 行のエラー・メッセージしか表示されませんが、
ネットワーク層によってログ・ファイルの中に情報量の多いエラー・スタックが記録されま
す。 

クライアント側では、sqlnet.logファイル（図 17-2）に ORA-12203エラーに対応するエ
ラー・スタックが含まれています。 

図図図図 17-2 sqlnet.log ファイルファイルファイルファイル

***********************************************************

Fatal OSN connect error 12203, connecting to:
 (DESCRIPTION=(CONNECT_DATA=(SID=trace)(CID=(PROGRAM=)
   (HOST=lala)(USER=sviavant)))(ADDRESS_LIST=(ADDRESS=
   (PROTOCOL=ipc)(KEY=trace))(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)
   (HOST=lala)(PORT=1521))))

VERSION INFORMATION:
TNS for SunOS:
Oracle Bequeath NT Protocol Adapter for SunOS:
Unix Domain Socket IPC NT Protocol Adaptor for SunOS: 
TCP/IP NT Protocol Adapter for SunOS:
  Tracing to file: /home/sviavant/trace_admin.trc
  Tns error struct:
    nr err code: 12203
    TNS-12203: TNS: 接続先に接続できません。
    ns main err code: 12541
    TNS-12541: TNS: リスナーがありません。
    ns secondary err code: 12560
    nt main err code: 511
    TNS-00511:リスナーがありません。

    nt secondary err code: 61
    nt OS err code: 0
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Oracle Net Services のエラー情報のロギング
Oracle Net Services のログ・ファイル名のログ・ファイル名のログ・ファイル名のログ・ファイル名
Oracle Net Services の各コンポーネントは、それぞれ独自のログ・ファイルを生成します。
表 17-3 は、デフォルトのログ・ファイル名と、ログ・ファイルを生成するコンポーネントの
リストです。

ロギング・パラメータの設定ロギング・パラメータの設定ロギング・パラメータの設定ロギング・パラメータの設定
ロギングされる情報の種類と量、ファイルが格納されている位置など、ロギングを制御する
パラメータは、表 17-4 に示されるように各ネットワーク・コンポーネントの構成ファイル内
に設定されます。

この項で説明する項目は、次のとおりです。

� sqlnet.ora ファイルのログ・パラメータ

� listener.ora ファイルのログ・パラメータ

� names.ora ファイルのログ・パラメータ

表表表表 17-3 ログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイル

ログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイル コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント

listener.log リスナー

names.log Oracle Names Server

sqlnet.log クライアントまたはデータベース・サーバー

cmadm_pid.log（UNIX の場合）

cmadmpid.log（Windows NT の場合）

Oracle Connection Manager CMADMIN プロセスプロセスプロセスプロセス

cman_pid.log（UNIX の場合）

cmanpid.log（Windows NT の場合）

Oracle Connection Manager CMGW プロセスプロセスプロセスプロセス

表表表表 17-4 ログ・パラメータの位置ログ・パラメータの位置ログ・パラメータの位置ログ・パラメータの位置

ネットワーク・コンポーネントネットワーク・コンポーネントネットワーク・コンポーネントネットワーク・コンポーネント 構成ファイル構成ファイル構成ファイル構成ファイル

Oracle Connection Manager プロセス cman.ora

リスナー listener.ora

Oracle Names Server names.ora 

クライアント sqlnet.ora

データベース・サーバー sqlnet.ora
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Oracle Net Services のエラー情報のロギング
� cman.ora ファイルのログ・パラメータ

� 構成ファイルのロギング・パラメータの設定

sqlnet.ora ファイルのログ・パラメータファイルのログ・パラメータファイルのログ・パラメータファイルのログ・パラメータ
表 17-5 では、sqlnet.oraファイルで設定できるログ・パラメータの設定を示します。

listener.ora ファイルのログ・パラメータファイルのログ・パラメータファイルのログ・パラメータファイルのログ・パラメータ
表 17-6 では、listener.oraファイルで設定できるログ・パラメータの設定を示します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  これらのパラメータの詳細は、『Oracle9i Net Services リファ
レンス・ガイド』を参照してください。

表表表表 17-5 sqlnet.ora ファイルのログ・パラメータファイルのログ・パラメータファイルのログ・パラメータファイルのログ・パラメータ

sqlnet.ora パラメータパラメータパラメータパラメータ
Oracle Net Manager のののの
フィールドフィールドフィールドフィールド 説明説明説明説明

LOG_DIRECTORY_CLIENT 「「「「Client Information: 
Log Directory」」」」

クライアント・ログ・ファイルの作成先となるディレ
クトリを設定します。デフォルトのクライアント・
ディレクトリは、現行の作業ディレクトリです。 

LOG_FILE_CLIENT 「「「「Client Information: 
Log File」」」」

クライアントのログ・ファイルの名前を設定します。
デフォルトのログ・ファイル名は sqlnet.logです。

LOG_DIRECTORY_SERVER 「「「「Server Information: 
Log Directory」」」」

データベース・サーバー・ログ・ファイルの作成先と
なるディレクトリを設定します。デフォルトのサー
バー・ディレクトリは、UNIX では

$ORACLE_HOME/network/log、Windows NT では

%ORACLE_HOME%¥network¥logです。

LOG_FILE_SERVER 該当なし データベース・サーバーのログ・ファイルの名前を設
定します。デフォルトのログ・ファイル名は
sqlnet.logです。

表表表表 17-6 listener.ora ファイルのログ・パラメータファイルのログ・パラメータファイルのログ・パラメータファイルのログ・パラメータ

listener.ora ファイルのパラメータファイルのパラメータファイルのパラメータファイルのパラメータ
Oracle Net Manager のののの
フィールドフィールドフィールドフィールド 説明説明説明説明

LOG_DIRECTORY_listener_name
および LOG_FILE_listener_
name

「「「「Log File」」」」 リスナー・イベントで自動的に生成されるファイル
の作成先となるディレクトリとログ・ファイルを設
定します。デフォルトのディレクトリは、UNIX で

は $ORACLE_HOME/network/log、Windows NT
では %ORACLE_HOME%¥network¥logです。デフォ

ルトのファイル名は listener.logです。
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Oracle Net Services のエラー情報のロギング
names.ora ファイルのログ・パラメータファイルのログ・パラメータファイルのログ・パラメータファイルのログ・パラメータ
表 17-7 では、names.oraファイルで設定できるログ・パラメータの設定を示します。

cman.ora ファイルのログ・パラメータファイルのログ・パラメータファイルのログ・パラメータファイルのログ・パラメータ
表 17-8 では、cman.oraファイルで設定できるログ・パラメータの設定を示します。

表表表表 17-7 names.ora ファイルのログ・パラメータファイルのログ・パラメータファイルのログ・パラメータファイルのログ・パラメータ

names.ora ファイルのパラメータファイルのパラメータファイルのパラメータファイルのパラメータ
Oracle Net Manager のののの
フィールドフィールドフィールドフィールド 説明説明説明説明

NAMES.LOG_DIRECTORY 「「「「Log Directory」」」」 ログ・ファイルの作成先となるディレクトリを設定し
ます。デフォルトのディレクトリは、UNIX では

$ORACLE_HOME/network/log、Windows NT では

%ORACLE_HOME%¥network¥logです。

NAMES.LOG_FILE 「「「「Log File」」」」 クライアントのログ・ファイルの名前を設定します。
デフォルトのログ・ファイル名は names.logです。

表表表表 17-8 cman.ora ファイルのログ・パラメータファイルのログ・パラメータファイルのログ・パラメータファイルのログ・パラメータ

cman.ora ファイルのパラメータファイルのパラメータファイルのパラメータファイルのパラメータ 説明説明説明説明

LOG_LEVEL ロギングのレベルを設定します。次の 5 つのレベルがサポー

トされています。

� 0 － ログ出力なし

� 1 － 基本レポート

� 2 － RULE_LIST参照一致レポート 

� 3 － リレー・ブロック化レポート

� 4 － リレー I/O カウント・レポート

CMGW ゲートウェイ・プロセスにより作成されるログ・

ファイル名は、UNIX では cman_pid.log、Windows NT で

は cmanpid.logです。CMADMIN 管理プロセスにより作

成されるログ・ファイル名は、UNIX では cmadm_pid.log、
Windows NT では cmadmpid.logです。
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構成ファイルのロギング・パラメータの設定構成ファイルのロギング・パラメータの設定構成ファイルのロギング・パラメータの設定構成ファイルのロギング・パラメータの設定
sqlnet.oraファイル、listener.oraファイルおよび names.oraファイルのロギング・
パラメータは、Oracle Net Manager で設定できます。cman.oraファイルのロギング・パラ
メータは、手動で設定する必要があります。

ロギング・パラメータを設定するには、次の手順に従います。

1. Oracle Net Manager を起動します。

2. ログ・パラメータを指定します。

3. 「「「「File」」」」>「「「「Save Network Configuration」」」」を選択します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle9i Net Services リファレンス・ガイド』

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 5-3 ページ「Oracle Net Manager の起動」

ログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイル ロギング・パラメータの設定方法ロギング・パラメータの設定方法ロギング・パラメータの設定方法ロギング・パラメータの設定方法

sqlnet.log 1. ナビゲータ・ペインで、「「「「Local」」」」>「「「「Profile」」」」を展開しま

す。

2. 右ペインのリストから、「「「「General」」」」を選択します。

3. 「「「「Logging」」」」タブをクリックします。

4. 設定を指定します。

listener.log 1. ナビゲータ・ペインで、「「「「Local」」」」>「「「「Listeners」」」」を展開し

ます。

2. リスナーを選択します。

3. 右ペインのリストから、「「「「General」」」」を選択します。

4. 「「「「Logging and Tracing」」」」タブをクリックします。

5. 設定を指定します。

names.log 1. ナビゲータ・ペインで、「「「「Oracle Names Servers」」」」を展開

します。

2. Oracle Names Server を選択します。

3. 右ペインのリストから、「「「「Configure Server」」」」を選択しま

す。

4. 「「「「Adv.」」」」タブをクリックします。

5. ログ・ディレクトリとファイル名を指定します。
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制御ユーティリティ実行時の制御ユーティリティ実行時の制御ユーティリティ実行時の制御ユーティリティ実行時の Oracle Net のログ設定のログ設定のログ設定のログ設定
ロギングは、制御ユーティリティの実行時に設定できます。制御ユーティリティを使用して
ロギングを設定しても、*.ORAファイルにパラメータは設定されません。設定は、制御ユー
ティリティの現在のセッションでのみ有効です。

� リスナーの場合は、リスナー制御ユーティリティで SET LOG_FILEコマンドおよび SET 
LOG_DIRECTORYコマンドを使用します。

� Oracle Connection Manager の場合は、Oracle Connection Manager 制御ユーティリティ
の SET LOG_LEVELコマンドを使用します。

� Oracle Names Server の場合は、Oracle Names 制御ユーティリティで SET LOG_FILE_
NAME コマンドを使用するか、Oracle Net Manager でロギング設定を設定します。 

Oracle Net Manager で Oracle Names Server のトレースを設定するには、次の手順に従いま
す。

1. Oracle Net Manager を起動します。

2. ナビゲータで、「「「「Oracle Names Servers」」」」を展開します。

3. Oracle Names Server を選択します。

4. 右ペインのリストから、「「「「Manage Server」」」」を選択します。

5. 「「「「Logging」」」」タブをクリックします。

6. ログ・ディレクトリとファイル名を指定します。

7. 「「「「File」」」」>「「「「Save Network Configuration」」」」を選択します。

ログ・ファイルの使用ログ・ファイルの使用ログ・ファイルの使用ログ・ファイルの使用
ログ・ファイルを使用してネットワーク・エラーを診断するには、次の手順に従います。 

1. アプリケーションから受信した最新のエラー番号でログ・ファイルを探します。ほとん
どの場合、これがログ・ファイルの最後のエントリです。

2. ファイルの一番下から順にたどり、エラー・レポートで 0（ゼロ）以外の最初のエント
リを探します。通常は、これが実際の原因です。

3. そのエラーが希望の情報を示していない場合は、正しいエラー情報が見つかるまでス
タック内の次のエラーを見直します。

4. それでもエラーの原因が明らかにならない場合は、トレースをオンにし、エラー・メッ
セージが発生した文を繰り返します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle9i Net Services リファレンス・ガイド』

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 5-3 ページ「Oracle Net Manager の起動」
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リスナー・ログ・ファイルの分析リスナー・ログ・ファイルの分析リスナー・ログ・ファイルの分析リスナー・ログ・ファイルの分析
この項では、リスナー・ログ・ファイルに記録される情報を説明します。内容は次のとおり
です。

� リスナー・ログ監査証跡情報

� リスナーのサービス登録イベント情報

� リスナーの Direct Hand-Off 情報

リスナー・ログ監査証跡情報リスナー・ログ監査証跡情報リスナー・ログ監査証跡情報リスナー・ログ監査証跡情報
リスナー・ログ・ファイルには、ネットワーク利用度の統計を収集および分析できる監査証
跡情報と、次の内容を示す情報があります。

� クライアントの接続要求

� リスナー制御ユーティリティによって発行された、RELOAD、START、STOP、STATUS
または SERVICESコマンド

監査証跡情報を表に保存した後、それをレポート形式に書式設定することで、傾向とユー
ザー・アクティビティを検証できます。データを表にインポートするには、SQL*Loader な
どのインポート・ユーティリティを使用します。

リスナーのログ監査証跡の書式リスナーのログ監査証跡の書式リスナーのログ監査証跡の書式リスナーのログ監査証跡の書式  

監査証跡のテキストは次のフィールドで構成されます。 

Timestamp * Connect Data [* Protocol Info] * Event [* SID | Service] * Return Code

監査証跡のプロパティは次のとおりです。

� 各フィールドはアスタリスク（*）で区切られます。

� プロトコル・アドレス情報、およびサービス名または SID 情報は、接続が試行された場
合のみ記録されます。

� 成功した接続またはコマンドには、コード 0（ゼロ）が戻ります。

� 失敗した場合は、エラー・メッセージに対応するコードが生成されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� Oracle Net の一般的なエラーの解決方法については、17-7 ページの
「Oracle Net Services の最も一般的なエラー・メッセージの解決」を
参照してください。

� エラー・メッセージの完全なリストは、『Oracle9i データベース・エ
ラー・メッセージ』を参照してください。
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例例例例 : 正常な正常な正常な正常な Reload 要求に対するリスナー・ログ・イベント要求に対するリスナー・ログ・イベント要求に対するリスナー・ログ・イベント要求に対するリスナー・ログ・イベント  

次に、RELOADコマンド要求のログ・ファイルの出力例を示します。

14-JUL-2002 00:29:54 *
(connect_data=(cid=(program=)(host=sales-server)(user=jdoe))(command=stop)
(arguments=64)(service=listener)(version=135290880))
* stop * 0

例例例例 :  正常な接続要求に対するリスナー・ログ・イベント正常な接続要求に対するリスナー・ログ・イベント正常な接続要求に対するリスナー・ログ・イベント正常な接続要求に対するリスナー・ログ・イベント  

次に、正常な接続要求のログ・ファイルの出力例を示します。

14-JUL-2002 15:28:58 * 
(connect_data=(service_name=sales.us.acme.com)(cid=(program=)(host=sales-server)
(user=jdoe))) 
* (address=(protocol=tcp)(host=10.10.150.35)(port=41349)) * establish 
* sales.us.acme.com * 0 

例例例例 : 失敗した接続要求に対するリスナー・ログ・イベント失敗した接続要求に対するリスナー・ログ・イベント失敗した接続要求に対するリスナー・ログ・イベント失敗した接続要求に対するリスナー・ログ・イベント  

次に、ホスト sales-serverの STATUSコマンドが正常に実行された後で、IP アドレス
10.10.150.35を持つクライアントによる接続が失敗した場合のログ・ファイルの出力例
を示します。 この接続試行の結果、「ORA-12525: TNS: リスナーは、クライアントの要求
を許容時間内に受信しませんでした。」エラーメッセージが表示されました。このエラー・
メッセージは、クライアントが listener.oraファイルの INBOUND_CONNECT_TIMEOUT_
listener_nameパラメータで指定された時間内に接続要求を完了できなかった場合に表示
されます。 このクライアントはリスナーに DoS 攻撃をしようとした可能性があります。

03-JUL-2002 16:41:57 * 
(CONNECT_DATA=(CID=(PROGRAM=)(HOST=sales-server)(USER=jdoe))(COMMAND=status)
(ARGUMENTS=64)(SERVICE=LISTENER)(VERSION=153092352)) * status * 0
03-JUL-2002 16:42:35 * <unknown connect data> * 
(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=10.10.150.35)(PORT=53208)) * establish * 
<unknown sid> * 12525
ORA-12525: TNS: リスナーは、クライアントの要求を許容時間内に受信しませんでした。
TNS-12604: TNS: アプリケーション・タイムアウトが発生しました。
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リスナーのサービス登録イベント情報リスナーのサービス登録イベント情報リスナーのサービス登録イベント情報リスナーのサービス登録イベント情報
リスナーではサービス登録イベントが記録されます。 サービス登録を行うと、PMON プロセプロセプロセプロセ
ススススからリスナーに次の情報が供給されます。

� データベースにおける稼働中の各インスタンスのサービス名

� データベースのインスタンス名

� 使用可能なサービス・ハンドラ（ディスパッチャまたは専用サーバー）

� ディスパッチャ、インスタンスおよびノードのロード情報

� 動的リスニング・エンドポイント

表 17-9 にリストされているサービス登録関連イベントは、listener.logファイルに記録
されます。

リスナーのサービス登録情報の書式リスナーのサービス登録情報の書式リスナーのサービス登録情報の書式リスナーのサービス登録情報の書式  

サービス登録イベントは次のフィールドで構成されます。 

Timestamp * Event *  Instance Name * Return Code

サービス登録フィールドのプロパティは次のとおりです。

� 各フィールドはアスタリスク（*）で区切られます。

� 通常は、1 つのインスタンスのイベントが複数回連続して記録されます。

� 正常に登録されると、コード 0（ゼロ）が戻ります。これは、クライアントがインスタ
ンスに接続できたことを示します。

� 失敗した場合は、エラー・メッセージに対応するコードが生成されます。

表表表表 17-9 サービス登録イベントのログ情報サービス登録イベントのログ情報サービス登録イベントのログ情報サービス登録イベントのログ情報

イベントイベントイベントイベント 説明説明説明説明

service_register リスナーがインスタンスの登録情報を受信した。

service_update リスナーが特定インスタンスについて更新された登録情報
（ディスパッチャやインスタンスのロード情報など）を受信し
た。

service_died リスナーから PMON への接続が切断された。インスタンスの登

録情報はすべて廃棄されます。PMON によって再度登録される

まで、クライアントはそのインスタンスには接続できません。
17-32　Oracle9i Net Services 管理者ガイド



Oracle Net Services のエラー情報のロギング
例例例例 : サービス登録イベントが記録されたリスナー・ログサービス登録イベントが記録されたリスナー・ログサービス登録イベントが記録されたリスナー・ログサービス登録イベントが記録されたリスナー・ログ  

次の例では、サービス登録イベントが記録されたログ・ファイルを示します。リスナーは正
常な service_registerイベントの後はクライアント要求を受信できますが、service_
diedイベントの後はクライアント要求を受信できない点に注意してください。

------------------------------- 
14-JUL-2002 15:28:43 * service_register * sales * 0 
14-JUL-2002 15:28:43 * service_register * sales * 0 
14-JUL-2002 15:28:58 * 
(connect_data=(service_name=sales.us.acme.com)(cid=(program=)(host=sales-server)
(user=jdoe))) 
* (address=(protocol=tcp)(host=10.10.150.35)(port=41349)) * establish 
* sales.us.acme.com * 0 
14-JUL-2002 15:38:44 * service_update * sales * 0 
14-JUL-2002 15:38:44 * service_update * sales * 0 
14-JUL-2002 15:48:45 * service_update * sales * 0 
14-JUL-2002 15:48:45 * service_update * sales * 0 
14-JUL-2002 15:50:57 * 
(connect_data=(service_name=sales.us.acme.com)(cid=(program=)(host=sales-server)(u
ser=jdoe))) 
* (address=(protocol=tcp)(host=10.10.150.35)(port=41365)) * establish 
* sales.us.acme.com * 0 
14-JUL-2002 15:51:26 * service_died * sales * 12537 
14-JUL-2002 15:51:26 * service_died * sales * 12537 
14-JUL-2002 15:52:06 * 
(connect_data=(service_name=sales.us.acme.com)(cid=(program=)(host=sales-server)(u
ser=jdoe))) 
* (address=(protocol=tcp)(host=10.10.150.35)(port=41406)) * establish 
* sales.us.acme.com * 12514 
TNS-12514: TNS: リスナーは接続記述子にある SERVICE_NAMEを解決できませんでした。

descriptor  
--------------------------------

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� Oracle Net の一般的なエラーは、17-7 ページの「Oracle Net Services
の最も一般的なエラー・メッセージの解決」を参照してください。

� エラー・メッセージの完全なリストは、『Oracle9i データベース・エ
ラー・メッセージ』を参照してください。
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リスナーのリスナーのリスナーのリスナーの Direct Hand-Off 情報情報情報情報
リスナーでは、ディスパッチャディスパッチャディスパッチャディスパッチャへの Direct Hand-Off イベントが記録されます。このイベン
トは次のフィールドで構成されます。 

Timestamp * Presentation * Handoff  * Error Code

Direct Hand-Off フィールドのプロパティは次のとおりです。

� 各フィールドはアスタリスク（*）で区切られます。

� 成功した接続またはコマンドには、コード 0（ゼロ）が戻ります。

� 失敗した場合は、エラー・メッセージに対応するコードが生成されます。

例例例例 : Direct Hand-Off のリスナー・ログ・イベントのリスナー・ログ・イベントのリスナー・ログ・イベントのリスナー・ログ・イベント  

ログ・ファイルの Direct Hand-Off イベントの例を次に示します。

21-JUL-2002 10:54:55 * oracle.aurora.net.SALESHttp2 * handoff * 0

Oracle Connection Manager ログの分析ログの分析ログの分析ログの分析
Oracle Connection Manager は 2 つのタイプのログ・ファイルを生成します。1 つは CMGW
ゲートウェイ・プロセス（cman_pid.log）のログ・ファイルで、もう 1 つは CMADMIN
管理プロセス（cmadm_pid.log）のログ・ファイルです。 

図 17-3 および図 17-4 にログ・ファイルの例を示します。

図図図図 17-3 cman_pid.log

(TIMESTAMP=20-JUL-2002 18:03:10)(EVENT=10)(VERSION=8.1.6.0.0)
(TIMESTAMP=20-JUL-2002 18:03:10)(EVENT=36)(rule_list= 
(rule=(src=spcstn)(dst=x)(srv=x)(act=accept)))
(TIMESTAMP=20-JUL-2002 18:03:10)(EVENT=32)(PARAMETER_LIST=(MAXIMUM_
RELAYS=1024)(RELAY_STATISTICS=no)(AUTHENTICATION_LEVEL=0)(LOG_LEVEL=1)(SHOW_TNS_
INFO=no)(ANSWER_TIMEOUT=0)(MAXIMUM_CONNECT_DATA=1024)(USE_ASYNC_
CALL=yes)(TRACING=no)(TRACE_DIRECTORY=default)(MAX_FREELIST_BUFFERS=0))
(TIMESTAMP=20-JUL-2002 18:03:10)(EVENT=34)(ADDRESS_LIST= 
(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=)(PORT=1610)(QUEUESIZE=32)))
(TIMESTAMP=20-JUL-2002 18:03:12)(EVENT=38)(COMMAND=2)
(TIMESTAMP=20-JUL-2002 
18:03:27)(EVENT=26)(RLYNO=0)(SRC=(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=spcstn.us.acme.c
om)(PORT=34758)))(DST=(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=10.10.150.35)(PORT=1581)))

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle Net の一般的なエラーは、17-7 ページの「Oracle Net 
Services の最も一般的なエラー・メッセージの解決」を、エラー・メッ
セージの完全なリストは、『Oracle9i データベース・エラー・メッセージ』
を参照してください。
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(TIMESTAMP=20-JUL-2002 18:03:43)(EVENT=28)(RLYNO=0)(SINCE=20-JUL-2002 
18:03:27)(STATISTICS=(IN=(BYTES=0)(PACKETS=0)(DCDS=0)(OUT=(BYTES=0)(PACKETS=0)(D
CDS=0)))

図図図図 17-4 cmadm_pid.log

(TIMESTAMP=20-JUL-2002 18:03:09)(EVENT=Sent Admin Status to UI)
(TIMESTAMP=20-JUL-2002 18:03:10)(EVENT=CMan Registration)

cman_pid.log のイベント・コードのイベント・コードのイベント・コードのイベント・コード
UNIX の cman_pid.logおよび Windows NT の cmanpid.logでは、イベントはイベン
ト・コード番号でレポートされます。 レポートされるイベント・コードは、cman.oraファ
イルの LOG_LEVELパラメータまたは Oracle Connection Manager 制御ユーティリティのコ
マンド SET LOG_LEVELで設定されるログ・レベルに依存します。 表 17-10 では、各イベン
ト・コードの意味を説明します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 17-30 ページの「リスナー・ログ・ファイルの分析」を参照し
てください。

表表表表 17-10 cman_pid.log ログのレベルログのレベルログのレベルログのレベル 1 のイベント・コードのイベント・コードのイベント・コードのイベント・コード

コードコードコードコード 説明説明説明説明

10 ゲートウェイの起動中

12 ゲートウェイのシャットダウン中

14 プロトコル・アドレスでリスニングを実行中

18 応答エラー

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  17-36 ページ「イベント・コード 18 の原因」

20 受信コールを拒否

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  17-37 ページ「イベント・コード 20 の原因」

26 リレーは現在オープンしている

28 リレーが現在クローズしている

30 統計情報レポート

32 <PARAMETER_LIST>

34 <ADDRESS_LIST>

36 <RULE_LIST> 

38 Oracle Connection Manager 制御ユーティリティのコマンド
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イベント・コードイベント・コードイベント・コードイベント・コード 18 の原因の原因の原因の原因  応答エラーには次の原因が考えられます。

40 ゲートウェイがビジー状態のために拒否された Oracle 
Connection Manager 制御ユーティリティのコマンド

42 使用不能接続を検出

44 リレーのタイムアウト

11 <ADDRESS_LIST> の引数に誤りがある

13 <PARAMETER_LIST> の引数に誤りがある

15 <RULE_LIST> の引数に誤りがある

23 Oracle Connection Manager 制御ユーティリティのレコード

に誤りがある

25 コマンドライン引数が長すぎる

27 メモリーの割当てエラー

29 TNS エラー

31 Oracle Connection Manager 制御ユーティリティの要求を処

理中に TNS エラーが発生

コードコードコードコード 説明説明説明説明

1 タイムアウト

2 接続データ・バッファの容量不足

3 TNS による拒否

4 TNS パケットのチェックサム・エラー

表表表表 17-10 cman_pid.log ログのレベルログのレベルログのレベルログのレベル 1 のイベント・コード（続き）のイベント・コード（続き）のイベント・コード（続き）のイベント・コード（続き）

コードコードコードコード 説明説明説明説明
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イベント・コードイベント・コードイベント・コードイベント・コード 20 の原因の原因の原因の原因  受信コールが拒否されるのは次の場合です。

コードコードコードコード 説明説明説明説明

1 ゲートウェイのシャットダウン中

1 ゲートウェイはオフライン

3 受信コールに接続データが含まれていない

4 受信コールの接続データに誤りがある

5 すべてのリレーが使用中

6 リレー・バッファを取得できない

7 TNS の致命的エラー

8 使用可能な Oracle Advanced Security サービスがない

9 フィルタリング・ルールによる拒否

10 送信コール・エラー

11 Oracle Net/TNS からの拒否

12 リスナーが動作していない

13 リスナーに到達できていない

14 ホスト名参照エラー

15 プロトコル・アダプタ（およびプロトコル・スタック）が
ロードされていない

16 SOURCE_ROUTEが設定されていない

17 ルールまたは接続文字列データ不良のため拒否

表表表表 17-11 cman_pid.log ログのレベルログのレベルログのレベルログのレベル 2 のイベント・コードのイベント・コードのイベント・コードのイベント・コード

コードコードコードコード 説明説明説明説明

102 受信コールへの応答

104 送信コールの作成

105 受信コールの受入れ

106 ルール合致レポート
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イベント・コードイベント・コードイベント・コードイベント・コード 204 の原因の原因の原因の原因  リレーのブロックには次の原因が考えられます。

表表表表 17-12 cman_pid.log ログのレベルログのレベルログのレベルログのレベル 3 のイベント・コードのイベント・コードのイベント・コードのイベント・コード

コードコードコードコード 説明説明説明説明

202 コールがブロックされます（非同期 TNS サポート

されていません）

204 リレーのブロック

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  17-38 ページ「イベント・コード 204
の原因」

206 バッファに残余データが含まれている

コードコードコードコード 説明説明説明説明

1 書込み側の準備を待機中

2 書込み側の未処理分消去を待機中

3 受信時に WOULDBLOCK エラー発生

4 送信時に WOULDBLOCK または PARTIAL エ

ラー発生

5 WOULDBLOCK または PARTIAL 送信エラー再発

生

表表表表 17-13 cman_pid.log ログのレベルログのレベルログのレベルログのレベル 4 のイベント・コードのイベント・コードのイベント・コードのイベント・コード

コードコードコードコード 説明説明説明説明

302 このバイト数を読み取る

304 このバイト数を書き込む

306 再試行時にこのバイト数を書き込む
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Oracle Net Services のエラー情報のトレースのエラー情報のトレースのエラー情報のトレースのエラー情報のトレース
トレース機能は、実行されたネットワーク・イベントが記述される一連の詳細文を生成しま
す。操作をトレースすると、ログ・ファイルにある情報より多くの Oracle Net Services コン
ポーネントの内部操作に関する情報が得られます。この情報は、ファイル出力されエラーの
原因となったイベントを識別できます。

この項で説明する項目は、次のとおりです。

� Oracle Net Services のトレース・ファイル名

� トレース・パラメータの設定

� 制御ユーティリティ実行時のトレース設定

� Oracle Net Services のトレースの評価

� Trace Assistant を使用したトレース・ファイルの検証

Oracle Net Services のトレース・ファイル名のトレース・ファイル名のトレース・ファイル名のトレース・ファイル名
Oracle Net Services の各コンポーネントは、それぞれ独自のトレース・ファイルを生成しま
す。表 17-14 は、デフォルトのトレース・ファイル名と、トレース・ファイルを生成するコ
ンポーネントのリストです。

注意注意注意注意 : トレース機能には大量のディスク領域を消費するため、システムトレース機能には大量のディスク領域を消費するため、システムトレース機能には大量のディスク領域を消費するため、システムトレース機能には大量のディスク領域を消費するため、システム
のパフォーマンスに大きな影響を与える可能性があります。したがって、のパフォーマンスに大きな影響を与える可能性があります。したがって、のパフォーマンスに大きな影響を与える可能性があります。したがって、のパフォーマンスに大きな影響を与える可能性があります。したがって、
必要なときにのみトレースを行うようにしてください。必要なときにのみトレースを行うようにしてください。必要なときにのみトレースを行うようにしてください。必要なときにのみトレースを行うようにしてください。

表表表表 17-14 トレース・ファイルトレース・ファイルトレース・ファイルトレース・ファイル

トレース・ファイルトレース・ファイルトレース・ファイルトレース・ファイル コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント

cmadm_pid.trc（UNIX の場合）

cmadmpid.trc（Windows NT の場合）

Oracle Connection Manager CMADMIN 管理プロセス

cman_pid.trc（UNIX の場合）

cmanpid.trc（Windows NT の場合）

Oracle Connection Manager CMGW ゲートウェイ・

プロセス

listener.trc リスナー

names.trc Oracle Names Server

namesctl.trc Oracle Names 制御ユーティリティ

sqlnet.trc クライアント
Oracle Net Services のトラブルシューティング 17-39



Oracle Net Services のエラー情報のトレース
トレース・パラメータの設定トレース・パラメータの設定トレース・パラメータの設定トレース・パラメータの設定
トレースする情報の種類と量、ファイルが格納されている位置など、トレースを制御するパ
ラメータは、表 17-15 に示されるように各ネットワーク・コンポーネントの構成ファイル内
に設定されます。

この項で説明する項目は、次のとおりです。

� sqlnet.ora ファイルのトレース・パラメータ

� listener.ora ファイルのトレース・パラメータ

� names.ora ファイルのトレース・パラメータ

� cman.ora ファイルのトレース・パラメータ

� 構成ファイルのトレース・パラメータの設定

svr_pid.trc データベース・サーバー

tnsping.trc TNSPING ユーティリティ

表表表表 17-15 トレース・パラメータの位置トレース・パラメータの位置トレース・パラメータの位置トレース・パラメータの位置

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント 構成ファイル構成ファイル構成ファイル構成ファイル

Oracle Connection Manager プロセス cman.ora

リスナー listener.ora

Oracle Names Server names.ora 

クライアント sqlnet.ora

データベース・サーバー sqlnet.ora

Oracle Names 制御ユーティリティ sqlnet.ora 

TNSPING ユーティリティ sqlnet.ora

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  これらのパラメータの詳細は、『Oracle9i Net Services リファ
レンス・ガイド』を参照してください。

表表表表 17-14 トレース・ファイル（続き）トレース・ファイル（続き）トレース・ファイル（続き）トレース・ファイル（続き）

トレース・ファイルトレース・ファイルトレース・ファイルトレース・ファイル コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント
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sqlnet.ora ファイルのトレース・パラメータファイルのトレース・パラメータファイルのトレース・パラメータファイルのトレース・パラメータ
表 17-16 では、sqlnet.oraファイルで設定できるトレース・パラメータの設定を示しま
す。

表表表表 17-16 sqlnet.ora ファイルのトレース・パラメータファイルのトレース・パラメータファイルのトレース・パラメータファイルのトレース・パラメータ

sqlnet.ora パラメータパラメータパラメータパラメータ
Oracle Net Manager のののの
フィールドフィールドフィールドフィールド 説明説明説明説明

TRACE_DIRECTORY_CLIENT 「「「「Client Information: 
Trace Directory」」」」

クライアント・トレース出力の作成先となるディレクト
リを設定します。デフォルトのクライアント・ディレク
トリは、UNIX では $ORACLE_HOME/network/trace、
Windows NT では %ORACLE_HOME%¥network¥trace
です。 

TRACE_DIRECTORY_SERVER 「「「「Server Information: 
Trace Directory」」」」

データベース・サーバー・トレース出力の作成先となる
ディレクトリを設定します。デフォルトのサーバー・
ディレクトリは、UNIX では

$ORACLE_HOME/network/trace、Windows NT では

%ORACLE_HOME%¥network¥traceです。 

TRACE_FILE_CLIENT 「「「「Client Information: 
Trace File」」」」

クライアントのトレース・ファイルの名前を設定しま
す。 デフォルトのトレース・ファイル名は sqlnet.trc
です。

TRACE_FILE_SERVER 「「「「Server Information: 
Trace File」」」」

データベース・サーバーのトレース・ファイルの名前を
設定します。 デフォルトのトレース・ファイル名は

svr_pid.trcです。

TRACE_FILELEN_CLIENT 該当なし クライアント・トレース・ファイルのサイズを指定しま
す（KB 単位）。指定のサイズに到達すると、トレース情

報は次のファイルに書き込まれます。ファイルの数は、
TRACE_FILENO_CLIENTパラメータで指定します。

TRACE_FILELEN_SERVER 該当なし データベース・サーバー・トレース・ファイルのサイズ
を指定します（KB 単位）。指定のサイズに到達すると、

トレース情報は次のファイルに書き込まれます。ファイ
ルの数は、TRACE_FILENO_CLIENTパラメータで指定

します。
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TRACE_FILENO_CLIENT 該当なし クライアント・トレース用のトレース・ファイルの数を
指定します。このパラメータを TRACE_FILELEN_
CLIENTパラメータとともに設定すると、トレース・

ファイルは循環方式で使用されます。最初のファイルが
いっぱいになると、2 番目のファイルが使用され、順番

にファイルが使用されます。最後のファイルがいっぱい
になると、最初のファイルが再利用され、再度、順番に
ファイルが使用されます。

トレース・ファイル名は、順序番号によって識別されま
す。たとえば、デフォルトのトレース・ファイル
sqlnet.trcを使用し、このパラメータを 3 に設定する

と、トレース・ファイル名は sqlnet1_pid.trc、
sqlnet2_pid.trcおよび sqlnet3_pid.trcになり

ます。

また、トレース・ファイル内のトレース・イベントの前
には、そのファイルの順序番号が付きます。

TRACE_FILENO_SERVER 該当なし データベース・サーバーのトレース用トレース・ファイ
ルの数を指定します。このパラメータを TRACE_
FILELEN_SERVERパラメータとともに設定すると、ト

レース・ファイルは循環方式で使用されます。最初の
ファイルがいっぱいになると、2 番目のファイルが使用

され、順番にファイルが使用されます。最後のファイル
がいっぱいになると、最初のファイルが再利用され、再
度、順番にファイルが使用されます。

トレース・ファイル名は、順序番号によって識別されま
す。たとえば、デフォルトのトレース・ファイル svr_
pid.trcを使用し、このパラメータを 3 に設定すると、

トレース・ファイル名は svr1_pid.trc、svr2_
pid.trcおよび svr3_pid.trcになります。

また、トレース・ファイル内のトレース・イベントの前
には、そのファイルの順序番号が付きます。

表表表表 17-16 sqlnet.ora ファイルのトレース・パラメータ（続き）ファイルのトレース・パラメータ（続き）ファイルのトレース・パラメータ（続き）ファイルのトレース・パラメータ（続き）

sqlnet.ora パラメータパラメータパラメータパラメータ
Oracle Net Manager のののの
フィールドフィールドフィールドフィールド 説明説明説明説明
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TRACE_LEVEL_CLIENT 「「「「Client Information: 
Trace Level」」」」

トレース機能によりクライアントで記録される詳細レベ
ルを指定します。 

トレース・レベルは、0（ゼロ）から 16までの数値（0
はトレースなし、16は最大限のトレースを表す）か、

off、admin、userまたは supportの値で指定しま

す。

� off（0と同じ）はトレースを実行しません。

� user（4と同じ）はユーザーによるエラー条件を特

定するためのトレースを実行します。

� admin（6と同じ）はインストレーション固有の問

題を特定するためのトレースを実行します。

� support（16と同じ）はトラブルシューティング

情報のトレース情報をオラクル社カスタマ・サポー
ト・センターに提供するためのトレースを実行しま
す。

TRACE_LEVEL_SERVER 「「「「Server Information: 
Trace Level」」」」 

トレース機能によりデータベース・サーバーで記録され
る詳細レベルを指定します。トレース・レベルは、0
（ゼロ）から 16までの数値（0はトレースなし、16は

最大限のトレースを表す）か、off、admin、userま

たは supportの値で指定します。

� off（0と同じ）はトレースを実行しません。

� user（4と同じ）はユーザーによるエラー条件を特

定するためのトレースを実行します。

� admin（6と同じ）はインストレーション固有の問

題を特定するためのトレースを実行します。

� support（16と同じ）はトラブルシューティング

情報のトレース情報をオラクル社カスタマ・サポー
ト・センターに提供するためのトレースを実行しま
す。

TRACE_TIMESTAMP_CLIENT 該当なし クライアント・トレース・ファイル sqlnet.trcのす

べてのトレース・イベントに、タイムスタンプを
dd-mon-yyyy hh:mi:ss:milの書式で追加します。

表表表表 17-16 sqlnet.ora ファイルのトレース・パラメータ（続き）ファイルのトレース・パラメータ（続き）ファイルのトレース・パラメータ（続き）ファイルのトレース・パラメータ（続き）

sqlnet.ora パラメータパラメータパラメータパラメータ
Oracle Net Manager のののの
フィールドフィールドフィールドフィールド 説明説明説明説明
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表 17-17 に示される TNSPING ユーティリティのトレース・パラメータを sqlnet.oraファ
イルに手動で追加できます。TNSPING ユーティリティでは、Oracle Net ネットワーク上の
サービス（データベース、Oracle Names Server またはその他の TNS サービスなど）が正常
に到達できるかどうかを判定します。 

TRACE_TIMESTAMP_SERVER 該当なし クライアント・トレース・ファイル sqlnet.trcのす

べてのトレース・イベントに、タイムスタンプを
dd-mon-yyyy hh:mi:ss:milの書式で追加します。

TRACE_UNIQUE_CLIENT 「「「「Client Information: 
Unique Trace File 
Name」」」」

値を onに設定すると、複数のファイルが共存できるよ

うに、生成された各トレース・ファイルの名前にプロセ
ス識別子が付加され、トレース・セッションごとに一意
なファイル名が Oracle Net によって作成されます。 たと

えば、デフォルトでトレース・ファイル名 sqlnet.trc
が使用されている場合、トレース・ファイル
sqlnetpid.trcが作成されます。 値を offに設定する

と、新しいクライアントのトレース・セッションからの
データによって既存のファイルが上書きされます。 

表表表表 17-17 TNSPING のトレース・パラメータのトレース・パラメータのトレース・パラメータのトレース・パラメータ

sqlnet.ora パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

TNSPING.TRACE_DIRECTORY TNSPING トレース・ファイル tnsping.trcの作成先とな

るディレクトリを設定します。 デフォルトのディレクトリは、

UNIX では $ORACLE_HOME/network/trace、Windows で
は ORACLE_HOME¥network¥traceです。

TNSPING.TRACE_LEVEL トレース機能により TNSPING ユーティリティで記録される

詳細レベルを指定します。 

トレース・レベルは、0（ゼロ）から 16までの数値（0はト

レースなし、16は最大限のトレースを表す）か、off、
admin、userまたは supportの値で指定します。

� off（0と同じ）はトレースを実行しません。

� user（4と同じ）はユーザーによるエラー条件を特定す

るためのトレースを実行します。

� admin（6と同じ）はインストレーション固有の問題を

特定するためのトレースを実行します。

� support（16と同じ）はトラブルシューティング情報

のトレース情報をオラクル社カスタマ・サポート・セン
ターに提供するためのトレースを実行します。

表表表表 17-16 sqlnet.ora ファイルのトレース・パラメータ（続き）ファイルのトレース・パラメータ（続き）ファイルのトレース・パラメータ（続き）ファイルのトレース・パラメータ（続き）

sqlnet.ora パラメータパラメータパラメータパラメータ
Oracle Net Manager のののの
フィールドフィールドフィールドフィールド 説明説明説明説明
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表 17-18 に示される Oracle Names 制御ユーティリティのトレース・パラメータを
sqlnet.oraファイルに手動で追加できます。

表表表表 17-18 Oracle Names 制御ユーティリティのトレース・パラメータ制御ユーティリティのトレース・パラメータ制御ユーティリティのトレース・パラメータ制御ユーティリティのトレース・パラメータ

sqlnet.ora パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

NAMESCTL.TRACE_FILE トレース・ファイルの名前を設定します。 デフォルトの

トレース・ファイル名は namesctl.trcです。

NAMESCTL.TRACE_DIRECTORY トレース出力の作成先となるディレクトリを設定しま
す。デフォルトのディレクトリは、UNIX では

$ORACLE_HOME/network/trace、Windows NT では

%ORACLE_HOME%¥network¥traceです。

NAMESCTL.TRACE_LEVEL トレース機能により Oracle Names 制御ユーティリティ

で記録される詳細レベルを指定します。 

トレース・レベルは、0（ゼロ）から 16までの数値（0
はトレースなし、16は最大限のトレースを表す）か、

off、admin、userまたは supportの値で指定しま

す。

� off（0と同じ）はトレースを実行しません。

� user（4と同じ）はユーザーによるエラー条件を特

定するためのトレースを実行します。

� admin（6と同じ）はインストレーション固有の問

題を特定するためのトレースを実行します。

� support（16と同じ）はトラブルシューティング

情報のトレース情報をオラクル社カスタマ・サポー
ト・センターに提供するためのトレースを実行しま
す。

NAMESCTL.TRACE_TIMESTAMP トレース・ファイルのすべてのトレース・イベントに、
タイムスタンプを dd-mon-yyyy hh:mi:ss:milの書

式で追加します。

NAMESCTL.TRACE_UNIQUE 値を onに設定すると、複数のファイルが共存できるよ

うに、生成された各トレース・ファイルの名前にプロセ
ス識別子が付加され、トレース・セッションごとに一意
なファイル名が Oracle Names 制御ユーティリティに

よって作成されます。 たとえば、デフォルトでトレー

ス・ファイル名 namesctl.trcが使用されている場合、

トレース・ファイル namesctlpid.trcが作成されま

す。 値を offに設定すると、新しいトレース・セッショ

ンからのデータによって既存のファイルが上書きされま
す。 
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listener.ora ファイルのトレース・パラメータファイルのトレース・パラメータファイルのトレース・パラメータファイルのトレース・パラメータ
表 17-19 では、listener.oraファイルで設定できるリスナー用のトレース・パラメータの
設定を示します。

表表表表 17-19 listener.ora ファイルのトレース・パラメータファイルのトレース・パラメータファイルのトレース・パラメータファイルのトレース・パラメータ

listener.ora ファイルのファイルのファイルのファイルの
パラメータパラメータパラメータパラメータ

Oracle Net Manager のののの
フィールドフィールドフィールドフィールド 説明説明説明説明

TRACE_LEVEL_
listener_name

「「「「Trace Level」」」」 トレース機能によりリスナーで記録される詳
細レベルを指定します。 

トレース・レベルは、0（ゼロ）から 16まで

の数値（0はトレースなし、16は最大限のト

レースを表す）か、off、admin、userま

たは supportの値で指定します。

� off（0と同じ）はトレースを実行しま

せん。

� user（4と同じ）はユーザーによるエ

ラー条件を特定するためのトレースを実
行します。

� admin（6と同じ）はインストレーショ

ン固有の問題を特定するためのトレース
を実行します。

� support（16と同じ）はトラブル

シューティング情報のトレース情報をオ
ラクル社カスタマ・サポート・センター
に提供するためのトレースを実行しま
す。

TRACE_DIRECTORY_
listener_name

TRACE_FILE_
listener_name

「「「「Trace File」」」」 トレース・ファイルの作成先となるディレク
トリとファイルを設定します。デフォルトの
ディレクトリは、UNIX では

$ORACLE_HOME/network/trace、
Windows NT では

%ORACLE_HOME%¥network¥traceです。

デフォルトのファイル名は listener.trc
です。

TRACE_FILELEN_
listener_name

該当なし リスナー・トレース・ファイルのサイズを指
定します（KB 単位）。指定のサイズに到達す

ると、トレース情報は次のファイルに書き込
まれます。ファイルの数は、TRACE_
FILENO_listener_nameパラメータで指定

します。
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TRACE_FILENO_
listener_name

該当なし リスナーのトレース用トレース・ファイルの
数を指定します。このパラメータを TRACE_
FILELEN_listener_nameパラメータとと

もに設定すると、トレース・ファイルは循環
方式で使用されます。最初のファイルがいっ
ぱいになると、2 番目のファイルが使用され、

順番にファイルが使用されます。最後のファ
イルがいっぱいになると、最初のファイルが
再利用され、再度、順番にファイルが使用さ
れます。

トレース・ファイル名は、順序番号によって
識別されます。たとえば、デフォルトのト
レース・ファイル listener.trcを使用し、

このパラメータを 3 に設定すると、トレー

ス・ファイル名は listener1.trc、
listener2.trcおよび listener3.trcに

なります。

また、トレース・ファイル内のトレース・イ
ベントの前には、そのファイルの順序番号が
付きます。

TRACE_TIMESTAMP_
listener_name

該当なし リスナー・トレース・ファイルのすべてのト
レース・イベントに、タイムスタンプを
dd-mon-yyyy hh:mi:ss:milの書式で追

加します。

表表表表 17-19 listener.ora ファイルのトレース・パラメータ（続き）ファイルのトレース・パラメータ（続き）ファイルのトレース・パラメータ（続き）ファイルのトレース・パラメータ（続き）

listener.ora ファイルのファイルのファイルのファイルの
パラメータパラメータパラメータパラメータ

Oracle Net Manager のののの
フィールドフィールドフィールドフィールド 説明説明説明説明
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names.ora ファイルのトレース・パラメータファイルのトレース・パラメータファイルのトレース・パラメータファイルのトレース・パラメータ
表 17-20 では、names.oraファイルで Oracle Names に設定できるトレース・パラメータの
設定を示します。

表表表表 17-20 names.ora ファイルのトレース・パラメータファイルのトレース・パラメータファイルのトレース・パラメータファイルのトレース・パラメータ

names.ora ファイルのファイルのファイルのファイルの
パラメータパラメータパラメータパラメータ

Oracle Net Manager のののの
フィールドフィールドフィールドフィールド 説明説明説明説明

NAMES.TRACE_DIRECTORY 「「「「Trace Directory」」」」 トレース・ファイルの作成先となるディレクトリを設定
します。デフォルトのディレクトリは、UNIX では

$ORACLE_HOME/network/trace、Windows NT では

%ORACLE_HOME%¥network¥traceです。

NAMES.TRACE_FILE 「「「「Trace File」」」」 トレース・ファイルの名前を設定します。 デフォルトの

ファイル名は names.trcです。

NAMES.TRACE_LEVEL 該当なし トレース機能により Oracle Names Server で記録される

詳細レベルを指定します。

トレース・レベルは、0（ゼロ）から 16までの数値（0
はトレースなし、16は最大限のトレースを表す）か、

off、admin、userまたは supportの値で指定しま

す。

� off（0と同じ）はトレースを実行しません。

� user（4と同じ）はユーザーによるエラー条件を特

定するためのトレースを実行します。

� admin（6と同じ）はインストレーション固有の問

題を特定するためのトレースを実行します。

� support（16と同じ）はトラブルシューティング

情報のトレース情報をオラクル社カスタマ・サポー
ト・センターに提供するためのトレースを実行しま
す。

NAMES.TRACE_TIMESTAMP 該当なし トレース・ファイルのすべてのトレース・イベントに、
タイムスタンプを dd-mon-yyyy hh:mi:ss:milの書

式で追加します。

NAMES.TRACE_UNIQUE 「「「「Make Trace File 
Unique」」」」

値を onに設定すると、複数のファイルが共存できるよ

うに、生成された各トレース・ファイルの名前にプロセ
ス識別子が付加され、トレース・セッションごとに一意
なファイル名が Oracle Names によって作成されます。 
たとえば、デフォルトでトレース・ファイル名
names.trcが使用されている場合、トレース・ファイ

ル namespid.trcが作成されます。 値を offに設定す

ると、新しいトレース・セッションからのデータによっ
て既存のファイルが上書きされます。 
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cman.ora ファイルのトレース・パラメータファイルのトレース・パラメータファイルのトレース・パラメータファイルのトレース・パラメータ
表 17-21 では、cman.oraファイルで Oracle Connection Manager に設定できるトレース・
パラメータの設定を示します。

表表表表 17-21 cman.ora ファイルのトレース・パラメータファイルのトレース・パラメータファイルのトレース・パラメータファイルのトレース・パラメータ

cman.ora ファイルのパラメータファイルのパラメータファイルのパラメータファイルのパラメータ 説明説明説明説明

TRACE_DIRECTORY トレース・ファイルの作成先となるディレクトリを設定しま
す。

デフォルトのディレクトリは、UNIX では

$ORACLE_HOME/network/trace、Windows NT では

%ORACLE_HOME%¥network¥traceです。

TRACE_FILELEN トレース・ファイルのサイズを指定します（KB 単位）。指定

のサイズに到達すると、トレース情報は次のファイルに書き
込まれます。ファイルの数は、TRACE_FILENOパラメータで

指定します。 

TRACE_FILENO トレース用トレース・ファイルの数を指定します。このパラ
メータを TRACE_FILELENパラメータとともに設定すると、

トレース・ファイルは循環方式で使用されます。最初のファ
イルがいっぱいになると、2 番目のファイルが使用され、順

番にファイルが使用されます。最後のファイルがいっぱいに
なると、最初のファイルが再利用され、再度、順番にファイ
ルが使用されます。

トレース・ファイル名は、順序番号によって識別されます。
たとえば、このパラメータを 3 に設定すると、CMGW ゲー

トウェイ・トレース・ファイル名は cman1_pid.trc、
cman2_pid.trcおよび cman3_pid.trcになり、

CMADMIN 管理トレース・ファイル名は cmadm1_
pid.trc、cmadm2_pid.trcおよび cmadm3_pid.trcに

なります。

また、トレース・ファイル内のトレース・イベントの前には、
そのファイルの順序番号が付きます。
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構成ファイルのトレース・パラメータの設定構成ファイルのトレース・パラメータの設定構成ファイルのトレース・パラメータの設定構成ファイルのトレース・パラメータの設定
sqlnet.ora、listener.oraおよび names.oraのロギング・パラメータは、Oracle Net 
Manager で設定できます。cman.oraのトレース・パラメータは、手動で設定する必要があ
ります。

トレース・パラメータを設定するには、次の手順に従います。

1. Oracle Net Manager を起動します。

TRACING Oracle Connection Manager でトレースを使用できるように

するかどうかを決定します。

� yesを設定すると、Oracle Connection Manager でのト

レースを使用可能にします。 CMGW プロセスにより作成

されるトレース・ファイル名は cman_pid.trcで、

CMADMIN プロセスにより作成されるトレース・ファ

イル名は cmadm_pid.trcです。 

� noでトレースが使用禁止になります。

TRACE_TIMESTAMP TRACINGパラメータが有効の場合、UNIX の場合は、cman_
pid.trcファイル、Windows NT の場合は、cmanpid.trc
ファイルのすべてのトレース・イベントに、タイムスタンプ
を dd-mon-yyyy hh:mi:ss:milの書式で追加します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle9i Net Services リファレンス・ガイド』

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 5-3 ページ「Oracle Net Manager の起動」

表表表表 17-21 cman.ora ファイルのトレース・パラメータ（続き）ファイルのトレース・パラメータ（続き）ファイルのトレース・パラメータ（続き）ファイルのトレース・パラメータ（続き）

cman.ora ファイルのパラメータファイルのパラメータファイルのパラメータファイルのパラメータ 説明説明説明説明
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2. トレース・パラメータを指定します。

3. 「「「「File」」」」>「「「「Save Network Configuration」」」」を選択します。

トレース・ファイルトレース・ファイルトレース・ファイルトレース・ファイル 手順手順手順手順

sqlnet.trc（クライアン

ト用）

svr_pid.trc（サーバー

用）

1. ナビゲータ・ペインで、「「「「General」」」」>「「「「Profile」」」」を展開し

ます。

2. 右ペインのリストから、「「「「General」」」」を選択します。

3. 「「「「Tracing」」」」タブをクリックします。

4. 設定を指定します。

listener.trc 1. ナビゲータ・ペインで、「「「「Local」」」」>「「「「Listeners」」」」を展開し

ます。

2. リスナーを選択します。

3. 右ペインのリストから、「「「「General」」」」を選択します。

4. 「「「「Logging and Tracing」」」」タブをクリックします。

5. 設定を指定します。

names.trc 1. ナビゲータ・ペインで、「「「「Oracle Names Servers」」」」を展開

します。

2. Oracle Names Server を選択します。

3. 右ペインのリストから、「「「「Configure Server」」」」を選択しま

す。

4. 「「「「Adv.」」」」タブをクリックします。

5. トレース・ディレクトリとファイル名を指定します。
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制御ユーティリティ実行時のトレース設定制御ユーティリティ実行時のトレース設定制御ユーティリティ実行時のトレース設定制御ユーティリティ実行時のトレース設定
トレースは、制御ユーティリティの実行時に設定できます。制御ユーティリティを使用して
トレースを設定しても、*.oraファイルにパラメータは設定されません。設定は、制御ユー
ティリティの現在のセッションでのみ有効です。

� リスナーの場合は、リスナー制御ユーティリティの SET TRC_FILE、SET TRC_
DIRECTORYおよび SET TRC_LEVEL コマンドを使用します。

� Oracle Connection Manager の場合は、Oracle Connection Manager 制御ユーティリティ
で SET TRACE_NAMEおよび SET TRACE_LEVELコマンドを使用します。

� Oracle Names Server の場合は、Oracle Names 制御ユーティリティで SET TRACE_
FILE_NAMEおよび SET TRACE_LEVELコマンドを使用するか、Oracle Net Manager
でトレース設定を設定します。

Oracle Net Manager で Oracle Names Server のトレースを設定するには、次の手順に従
います。

1. Oracle Net Manager を起動します。

2. ナビゲータ・ペインで、「「「「Oracle Names Servers」」」」を展開します。

3. Oracle Names Server を選択します。

4. 右ペインのリストから、「「「「Manage Server」」」」を選択します。

5. 「「「「Logging」」」」タブをクリックします。

6. トレース・レベル、ディレクトリおよびファイル名を指定します。

 

7. 「「「「File」」」」>「「「「Save Network Configuration」」」」を選択します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle9i Net Services リファレンス・ガイド』

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 5-3 ページ「Oracle Net Manager の起動」
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Oracle Net Services のトレースの評価のトレースの評価のトレースの評価のトレースの評価
トレース・ファイルは、オラクル社カスタマ・サポート・センターがネットワークの問題を
診断してトラブルシューティングを行うのに役立ちます。 

この項では、トレース・ファイルの基本的な分析方法を説明します。 説明する項目は、次の
とおりです。

� ネットワーク・ノード間のデータ・パケットの流れ

� Oracle Net のデータ・パケットのフォーマット

� Oracle Net の関連トレース・エラー出力

ネットワーク・ノード間のデータ・パケットの流れネットワーク・ノード間のデータ・パケットの流れネットワーク・ノード間のデータ・パケットの流れネットワーク・ノード間のデータ・パケットの流れ
Oracle Net は、データ・パケットを送受信することにより、その機能を実行します。
supportのトレース・レベルを指定すると、トレース・ファイル内の Oracle Net パケット
の実際の内容を参照できます。送受信したパケット・タイプの順序により、接続を確立した
方法を確認できます。

Oracle Net のデータ・パケットのフォーマットのデータ・パケットのフォーマットのデータ・パケットのフォーマットのデータ・パケットのフォーマット
トレース・ファイルの各行は、後ろにメッセージが続くプロシージャで始まります。各プロ
シージャの後には、実際のデータを示す 16 進データの行があります。パケットの内部をフ
ローする実際のデータは、16 進データの右側に表示される場合があります。

次の表では、Oracle Net パケット・キーワードの一覧と、それらのキーワードが表すパケッ
ト・タイプを示します。

たとえば、次の行はネットワークを通じて NSPTCNパケットを送る「nscon」と呼ばれるプ
ロシージャを記述しています。

nscon: sending NSPTCN packet

キーワードキーワードキーワードキーワード パケット・タイプパケット・タイプパケット・タイプパケット・タイプ

NSPTCN Connect

NSPTAC Accept

NSPTRF Refuse

NSPTRS Resend

NSPTDA Data

NSPCNL Control

NSPTMK Marker
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各パケットには、パケット・タイプを示すキーワードがあります。すべてのパケット・タイ
プは、接頭辞「nsp」から始まります。特定のパケット情報についてトレース・ファイルを
検討する場合、このことを覚えておくと便利です。

図 17-5 では、一般的なパケット情報を示します。

図図図図 17-5 パケット情報パケット情報パケット情報パケット情報

nscon: entry
nscon: doing connect handshake...
nscon: sending NSPTCN packet
nspsend: entry
nspsend: plen=187, type=1
nspsend: 187 bytes to transport
nspsend:packet dump
nspsend:00 BB 00 00 01 00 00 00  |........|
nspsend:01 33 01 2C 0C 01 08 00  |.3.,....|
nspsend:7F FF 7F 08 00 00 00 01  |........|
nspsend:00 99 00 22 00 00 08 00  |..."....|
nspsend:01 01 28 44 45 53 43 52  |..(DESCR|
nspsend:49 50 54 49 4F 4E 3D 28  |IPTION=(|
nspsend:43 4F 4E 4E 45 43 54 5F  |CONNECT_|
nspsend:44 41 54 41 3D 28 53 49  |DATA=(SI|
nspsend:44 3D 61 70 33 34 37 64  |D=ap347d|
nspsend:62 31 29 28 43 49 44 3D  |b1)(CID=|
nspsend:28 50 52 4F 47 52 41 4D  |(PROGRAM|
nspsend:3D 29 28 48 4F 53 54 3D  |=)(HOST=|
nspsend:61 70 32 30 37 73 75 6E  |ap207sun|
nspsend:29 28 55 53 45 52 3D 6D  |)(USER=m|
nspsend:77 61 72 72 65 6E 29 29  |warren))|
nspsend:29 28 41 44 44 52 45 53  |)(ADDRES|
nspsend:53 5F 4C 49 53 54 3D 28  |S_LIST=(|
nspsend:41 44 44 52 45 53 53 3D  |ADDRESS=|
nspsend:28 50 52 4F 54 4F 43 4F  |(PROTOCO|
nspsend:4C 3D 74 63 70 29 28 48  |L=tcp)(H|
nspsend:4F 53 54 3D 61 70 33 34  |OST=ap34|
nspsend:37 73 75 6E 29 28 50 4F  |7sun)(PO|
nspsend:52 54 3D 31 35 32 31 29  |RT=1521)|
nspsend:29 29 29 00 00 00 00 00  |))).....|
nspsend: normal exit
nscon: exit (0)
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Oracle Net の関連トレース・エラー出力の関連トレース・エラー出力の関連トレース・エラー出力の関連トレース・エラー出力
接続に問題があると、トレース・ファイルにエラー・コードがロギングされます。図 17-6
は、データベース・サーバーへの SQL*Plus 接続の障害に関する代表的なトレース・ファイ
ル出力です。

図図図図 17-6 トレースの例トレースの例トレースの例トレースの例

[22-JUL-2002 13:34:07:687] nsprecv: entry
[22-JUL-2002 13:34:07:687] nsbal: entry
[22-JUL-2002 13:34:07:687] nsbgetfl: entry
[22-JUL-2002 13:34:07:687] nsbgetfl: normal exit
[22-JUL-2002 13:34:07:687] nsmal: entry
[22-JUL-2002 13:34:07:687] nsmal: 44 bytes at 0x132d90
[22-JUL-2002 13:34:07:687] nsmal: normal exit
[22-JUL-2002 13:34:07:687] nsbal: normal exit
[22-JUL-2002 13:34:07:687] nsprecv: reading from transport...
[22-JUL-2002 13:34:07:687] nttrd: entry
[22-JUL-2002 13:35:09:625] nttrd: exit
[22-JUL-2002 13:35:09:625] ntt2err: entry
[22-JUL-2002 13:35:09:625] ntt2err: Read unexpected EOF ERROR on 10
[22-JUL-2002 13:35:09:625] ntt2err: exit
[22-JUL-2002 13:35:09:625] nsprecv: transport read error
[22-JUL-2002 13:35:09:625] nsprecv: error exit
[22-JUL-2002 13:35:09:625] nserror: entry
[22-JUL-2002 13:35:09:625] nserror: nsres: id=0, op=68, ns=12537, ns2=12560; 
nt[0]=507, nt[1]=0, nt[2]=0; ora[0]=0, ora[1]=0, ora[2]=0
[22-JUL-2002 13:35:09:625] nscon: error exit
[22-JUL-2002 13:35:09:625] nsdo: nsctxrnk=0
[22-JUL-2002 13:35:09:625] nsdo: error exit
[22-JUL-2002 13:35:09:625] nscall: unexpected response
[22-JUL-2002 13:35:09:625] nsclose: entry
[22-JUL-2002 13:35:09:625] nstimarmed: entry
[22-JUL-2002 13:35:09:625] nstimarmed: no timer allocated
[22-JUL-2002 13:35:09:625] nstimarmed: normal exit
[22-JUL-2002 13:35:09:625] nsdo: entry
[22-JUL-2002 13:35:09:625] nsdo: cid=0, opcode=98, *bl=0, *what=0,
uflgs=0x440, cflgs=0x2
[22-JUL-2002 13:35:09:625] nsdo: rank=64, nsctxrnk=0
[22-JUL-2002 13:35:09:625] nsdo: nsctx: state=1, flg=0x4201, mvd=0
[22-JUL-2002 13:35:09:625] nsbfr: entry
[22-JUL-2002 13:35:09:625] nsbaddfl: entry
[22-JUL-2002 13:35:09:625] nsbaddfl: normal exit
[22-JUL-2002 13:35:09:625] nsbfr: normal exit
[22-JUL-2002 13:35:09:625] nsbfr: entry
[22-JUL-2002 13:35:09:625] nsbaddfl: entry
[22-JUL-2002 13:35:09:625] nsbaddfl: normal exit
[22-JUL-2002 13:35:09:625] nsbfr: normal exit
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[22-JUL-2002 13:35:09:625] nsdo: nsctxrnk=0
[22-JUL-2002 13:35:09:625] nsdo: normal exit
[22-JUL-2002 13:35:09:625] nsclose: closing transport
[22-JUL-2002 13:35:09:625] nttdisc: entry
[22-JUL-2002 13:35:09:625] nttdisc: Closed socket 10
[22-JUL-2002 13:35:09:625] nttdisc: exit
[22-JUL-2002 13:35:09:625] nsclose: global context check-out (from slot 0)
complete
[22-JUL-2002 13:35:09:703] nsnadisc: entry
[22-JUL-2002 13:35:09:703] nadisc: entry
[22-JUL-2002 13:35:09:703] nacomtm: entry
[22-JUL-2002 13:35:09:703] nacompd: entry
[22-JUL-2002 13:35:09:703] nacompd: exit
[22-JUL-2002 13:35:09:703] nacompd: entry
[22-JUL-2002 13:35:09:703] nacompd: exit
[22-JUL-2002 13:35:09:703] nacomtm: exit
[22-JUL-2002 13:35:09:703] nas_dis: entry
[22-JUL-2002 13:35:09:703] nas_dis: exit
[22-JUL-2002 13:35:09:703] nau_dis: entry
[22-JUL-2002 13:35:09:703] nau_dis: exit
[22-JUL-2002 13:35:09:703] naeetrm: entry
[22-JUL-2002 13:35:09:703] naeetrm: exit
[22-JUL-2002 13:35:09:703] naectrm: entry
[22-JUL-2002 13:35:09:703] naectrm: exit
[22-JUL-2002 13:35:09:703] nagbltrm: entry
[22-JUL-2002 13:35:09:703] nau_gtm: entry
[22-JUL-2002 13:35:09:703] nau_gtm: exit
[22-JUL-2002 13:35:09:703] nagbltrm: exit
[22-JUL-2002 13:35:09:703] nadisc: exit
[22-JUL-2002 13:35:09:703] nsnadisc: normal exit
[22-JUL-2002 13:35:09:703] nsbfr: entry
[22-JUL-2002 13:35:09:703] nsbaddfl: entry
[22-JUL-2002 13:35:09:703] nsbaddfl: normal exit
[22-JUL-2002 13:35:09:703] nsbfr: normal exit
[22-JUL-2002 13:35:09:703] nsmfr: entry
[22-JUL-2002 13:35:09:703] nsmfr: 2256 bytes at 0x130508
[22-JUL-2002 13:35:09:703] nsmfr: normal exit
[22-JUL-2002 13:35:09:703] nsmfr: entry
[22-JUL-2002 13:35:09:703] nsmfr: 484 bytes at 0x1398a8
[22-JUL-2002 13:35:09:703] nsmfr: normal exit
[22-JUL-2002 13:35:09:703] nsclose: normal exit
[22-JUL-2002 13:35:09:703] nscall: connecting...
[22-JUL-2002 13:35:09:703] nsclose: entry
[22-JUL-2002 13:35:09:703] nsclose: normal exit
[22-JUL-2002 13:35:09:703] nladget: entry
[22-JUL-2002 13:35:09:734] nladget: exit
[22-JUL-2002 13:35:09:734] nsmfr: entry
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[22-JUL-2002 13:35:09:734] nsmfr: 144 bytes at 0x132cf8
[22-JUL-2002 13:35:09:734] nsmfr: normal exit
[22-JUL-2002 13:35:09:734] nsmfr: entry
[22-JUL-2002 13:35:09:734] nsmfr: 156 bytes at 0x138e70
[22-JUL-2002 13:35:09:734] nsmfr: normal exit
[22-JUL-2002 13:35:09:734] nladtrm: entry
[22-JUL-2002 13:35:09:734] nladtrm: exit
[22-JUL-2002 13:35:09:734] nscall: error exit
[22-JUL-2002 13:35:09:734] nioqper:  error from nscall
[22-JUL-2002 13:35:09:734] nioqper:    nr err code: 0
[22-JUL-2002 13:35:09:734] nioqper:    ns main err code: 12537
[22-JUL-2002 13:35:09:734] nioqper:    ns (2)  err code: 12560
[22-JUL-2002 13:35:09:734] nioqper:    nt main err code: 507
[22-JUL-2002 13:35:09:734] nioqper:    nt (2)  err code: 0
[22-JUL-2002 13:35:09:734] nioqper:    nt OS   err code: 0
[22-JUL-2002 13:35:09:734] niomapnserror: entry
[22-JUL-2002 13:35:09:734] niqme: entry
[22-JUL-2002 13:35:09:734] niqme: reporting NS-12537 error as ORA-12537
[22-JUL-2002 13:35:09:734] niqme: exit
[22-JUL-2002 13:35:09:734] niomapnserror: returning error 12537
[22-JUL-2002 13:35:09:734] niomapnserror: exit
[22-JUL-2002 13:35:09:734] niotns: Couldn't connect, returning 12537
[22-JUL-2002 13:35:10:734] niotns: exit
[22-JUL-2002 13:35:10:734] nsbfrfl: entry
[22-JUL-2002 13:35:10:734] nsbrfr: entry
[22-JUL-2002 13:35:10:734] nsbrfr: nsbfs at 0x132d90, data at 0x132dc8.
[22-JUL-2002 13:35:10:734] nsbrfr: normal exit
[22-JUL-2002 13:35:10:734] nsbrfr: entry
[22-JUL-2002 13:35:10:734] nsbrfr: nsbfs at 0x1248d8, data at 0x132210.
[22-JUL-2002 13:35:10:734] nsbrfr: normal exit
[22-JUL-2002 13:35:10:734] nsbrfr: entry
[22-JUL-2002 13:35:10:734] nsbrfr: nsbfs at 0x12d820, data at 0x1319f0.
[22-JUL-2002 13:35:10:734] nsbrfr: normal exit
[22-JUL-2002 13:35:10:734] nsbfrfl: normal exit
[22-JUL-2002 13:35:10:734] nigtrm: Count in the NI global area is now 1
[22-JUL-2002 13:35:10:734] nigtrm: Count in the NL global area is now 1

エラー・コードを評価する最も効率的な方法は、ロギングされた最新の nserrorエントリ
を検索することです。これは接続を制御しているのがセッション・レイヤーであるためで
す。最も重要なエラー・メッセージは、ファイルの最後部にあるメッセージです。それらは
最新のエラーであり、接続上の問題の原因を示しています。

特定のリターン・コードの情報に関しては、Oracle UNIX エラー・ツールの oerrを使用し
ます。このためには、任意のコマンドラインで次のように入力します。

oerr tns error_number
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例として、17-55 ページの図 17-6 に示されるトレース・ファイルにロギングされた次の
nserrorエントリを考えます。

[22-JUL-2002 13:35:09:625] nserror: nsres: id=0, op=68, ns=12537, ns2=12560;
nt[0]=507, nt[1]=0, nt[2]=0; ora[0]=0, ora[1]=0, ora[2]=0

oerrを使用することによって、リターン・コード 12537 および 507 の詳細を検索できます
（太字はユーザー入力を示します）。

oerr tns 12537
12537, 00000, "TNS:connection closed"
// *Cause: "End of file" condition has been reached; partner has
disconnected.
// *Action: None needed; this is an information message.

oerr tns 507
00507, 00000, "Connection closed"
// *Cause: Normal "end of file" condition has been reached; partner has
// disconnected.
// *Action: None needed; this is an information message.

Trace Assistant を使用したトレース・ファイルの検証を使用したトレース・ファイルの検証を使用したトレース・ファイルの検証を使用したトレース・ファイルの検証
Oracle Net Services には、Trace Assistant と呼ばれるツールが用意されています。このツー
ルを使用すると、トレース・ファイルの現行のテキスト行が読みやすい文に変換され、ト
レース・ファイル内の情報を理解するのに役立ちます。Trace Assistant は、レベル 16

（support）の Oracle Net Services トレース・ファイルに対してのみ実行されることに注意
してください。

この項で説明する項目は、次のとおりです。

� Trace Assistant の構文

� パケットに関する出力例

� Two-Task Common パケットの例

� 接続に関する出力例

� 統計に関する出力例

Trace Assistant の構文の構文の構文の構文
Trace Assistant を実行するには、コマンドライン・プロンプトで次のように入力します。

trcasst [options] <filename>

表 17-22 では、オプションを説明します。
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表表表表 17-22 Trace Assistant の構文の構文の構文の構文

オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明

-elevel エラー情報を表示します。-eの後に、0（ゼロ）または 1 つのエラー・デコーディング・

レベルが続きます。 

� 0または何もない場合は、nserrorファンクションからダンプされた NS エラー番号

が変換され、他のすべてのエラーがリスト表示されます。

� 1の場合は、nserrorファンクションから変換された NS エラーのみが表示されま

す。

� 2の場合は、変換されていないエラー番号が表示されます。

-la NS 接続パケットに接続 ID がある場合は、出力にその接続 ID が表示されます。接続 ID
は、16 進の 8 バイトの ID として表示されます。パケットが接続に関連付けられていない

場合、生成される ID は Trace Assistant で作成されます。つまり、トレース・ファイル内

の接続パケットは上書きされます。これは、循環方式のトレース・ファイルで発生する可
能性があります。

出力には、ID ごとに次の内容が表示されます。

� ソケット ID（接続で使用する場合）。

� 接続パケットの送受信操作。

� 初期化パラメータ・ファイル内にある DISPATCHERSパラメータの MULTIPLEX属性

の現行設定。MULTIPLEXを ONに設定すると、セッションの多重化セッションの多重化セッションの多重化セッションの多重化が使用可能にな

ります。

� セッション ID（MULTIPLEXが ONに設定されている場合）。

� 接続データ情報。

注意注意注意注意 : 

� このオプションは、他のオプションと一緒には使用しないでください。

� Trace Assistant で生成された ID は、クライアント / サーバー・トレース・ファイル

と相関関係はありません。

-li ID -laの出力から、特定の ID に関するトレースを表示します。

注意注意注意注意 : このオプションは、必ず -laオプションの出力とともに使用します。 
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オプションを指定しない場合、デフォルトは -odt -e0 -sです。この場合、トレース・
ファイル内の接続情報と TTC イベントの詳細、エラー・レベル 0のエラー情報、および統
計情報が表示されます。 

図 17-7 では、Trace Assistant がトレース・ファイル情報を読みやすい書式に変換する方法を
示します。

-otype 出力する情報の種類と量を表示します。-oの後には、次のオプションを使用できます。

� cを指定すると、接続サマリー情報を表示します。

� dを指定すると、接続詳細情報を表示します。

� uを指定すると、Two-Task Common（（（（TTC））））サマリー情報を表示します。

� tを指定すると、TTC 詳細情報を表示します。

� qを指定すると、TTC サマリー情報を強化する SQL コマンドが表示されます。このオ

プションは、-ouqのように、uとともに使用します。

注意注意注意注意 :  dの出力には cを指定した場合の情報も含まれるため、cと dの両方を指定しない

でください。両方のオプションを指定すると、dの出力のみが表示されます。

-p Oracle 内部使用のみ

-s 次の統計情報を表示します。

� 送受信の合計バイト数

� オープン・カーソルの最大数

� 現在オープンしているカーソル数

� 操作の件数と率

� PL/SQL に関する解析と実行の件数

� 送受信コールの合計数

� 送受信バイトの合計、平均および最大数

� 現行の転送およびセッションの合計数

� タイムスタンプ情報（ある場合）

� 順序番号（ある場合）

表表表表 17-22 Trace Assistant の構文（続き）の構文（続き）の構文（続き）の構文（続き）

オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明
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図図図図 17-7 エラーを含むトレース・ファイルエラーを含むトレース・ファイルエラーを含むトレース・ファイルエラーを含むトレース・ファイル

ntus2err: exit 
ntuscni: exit 
ntusconn: exit 
nserror: entry 
-<ERROR>- nserror: nsres: id=0, op=65, ns=12541, ns2=12560; nt[0]=511, nt[1]=2, 
nt[2]=0 

図 17-8 では、-e1オプションを使用した場合に、Trace Assistantがトレース・ファイ
ル情報を読みやすい書式に変換する方法を示します。

図図図図 17-8 trcasst -e1 の出力の出力の出力の出力

    ************************************************************************* 
    *                        Trace Assistant                                * 
    ************************************************************************* 

ntus2err: exit 
ntuscni: exit 
ntusconn: exit 
nserror: entry 
-<ERROR>- nserror: nsres: id=0, op=65, ns=12541, ns2=12560; nt[0]=511, nt[1]=2, 
nt[2]=0 
/////////////////////////////////////////////////////////////// 
Error found. Error Stack follows: 
              id:0 
  Operation code:65 
      NS Error 1:12541 
      NS Error 2:12560 
NT Generic Error:511 
  Protocol Error:2 
        OS Error:0 
 NS & NT Errors Translation 
12541, 00000 "TNS: リスナーがありません。" 
 // *Cause: The connection request could not be completed because the listener 
 // is not running. 
 // *Action: Ensure that the supplied destination address matches one of 
 // the addresses used by the listener - compare the TNSNAMES.ORA entry with 
 // the appropriate LISTENER.ORA file (or TNSNAV.ORA if the connection is to 
 // go by way of an Interchange). Start the listener on the remote machine. 
/ 
12560, 00000 "TNS: プロトコル・アダプタ・エラーが発生しました " 
 // *Cause: A generic protocol adapter error occurred. 
 // *Action: Check addresses used for proper protocol specification. Before 
 // reporting this error, look at the error stack and check for lower level 
 // transport errors.For further details, turn on tracing and reexecute the 
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 // operation. Turn off tracing when the operation is complete. 
/ 
00511, 00000 "リスナーがありません。" 
 // *Cause: The connect request could not be completed because no application 
 // is listening on the address specified, or the application is unable to 
 // service the connect request in a sufficiently timely manner. 
 // *Action: Ensure that the supplied destination address matches one of 
 // the addresses used by the listener - compare the TNSNAMES.ORA entry with 
 // appropriate LISTENER.ORA file (or TNSNAV.ORA if the connection is to go 
 // by way of an Interchange. Start the listener on the remote machine. 
/ 
/////////////////////////////////////////////////////////////// 
    ************************************************************************* 
    *                    Trace Assistant has completed                      * 
    ************************************************************************* 

ただし、nserrorファンクションでロギングされなかった他のエラーがトレース・ファイ
ル内に存在する場合があります。

パケットに関する出力例パケットに関する出力例パケットに関する出力例パケットに関する出力例
Trace Assistant では、Oracle Net レイヤーと TTC 通信レイヤーの両方からデータ・パケッ
トを表示することもできます。Trace Assistant では、これらのパケットを表示するために、
次の 2 つのオプションを使用できます。 

� 接続性のサマリー（-ocオプションを使用）

� 接続性の詳細（-odオプションを使用）

例例例例 : 接続時に送信されたデータ・パケットのサマリー接続時に送信されたデータ・パケットのサマリー接続時に送信されたデータ・パケットのサマリー接続時に送信されたデータ・パケットのサマリー  

図 17-9 は、-ocオプションを使用した場合のサマリー情報の出力を示します。次のように
出力されます。

図図図図 17-9 trcasst -oc の出力の出力の出力の出力

    ************************************************************************* 
    *                        Trace Assistant                                * 
    ************************************************************************* 

---> Send 198 bytes - Connect packet 
Connect data length: 140 
Connect Data: 
    (DESCRIPTION=(ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=sales-server)(PORT=1521))
    (CONNECT_DATA=(SERVICE_NAME=sales.us.acme.com)(CID=(PROGRAM=)
    (HOST=sales-server)(USER=joe)))) 
  
17-62　Oracle9i Net Services 管理者ガイド



Oracle Net Services のエラー情報のトレース
<--- Received 76 bytes - Redirect packet 
Redirect data length: 66 
Redirect Data: 
    (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales-server)(PORT=1521)) 

---> Send 198 bytes - Connect packet 
Connect data length: 140 
Connect Data: 
    (DESCRIPTION=(ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=sales-server)(PORT=1521))
    (CONNECT_DATA=(SERVICE_NAME=sales.us.acme.com)(CID=(PROGRAM=)
    (HOST=sales-server)(USER=joe)))) 
  
<--- Received 32 bytes - Accept packet 
Connect data length: 0 
---> Send 153 bytes - Data packet 
        Native Services negotiation packet 

<--- Received 127 bytes - Data packet 
        Native Services negotiation packet 

---> Send 32 bytes - Data packet 

<--- Received 140 bytes - Data packet 

    ************************************************************************* 
    *                    Trace Assistant has completed                      * 
    ************************************************************************* 

送信または受信するパケットには、接頭辞としてそれぞれ「--->  Send nnn bytes」ま
たは「<---  Received nnn bytes」が付くことに注意してください。この接頭辞は、
このノードが nnnバイトの特定タイプのパケットを送信または受信していることを示しま
す。この接頭辞によって、ノードがクライアントかデータベース・サーバーかを判断できま
す。接続要求は、常にクライアントから送信され、データベース・サーバー（またはリス
ナー）で受信されます。
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例例例例 : 接続時に送信されたデータ・パケットの詳細接続時に送信されたデータ・パケットの詳細接続時に送信されたデータ・パケットの詳細接続時に送信されたデータ・パケットの詳細  

図 17-10 は、-odオプションを使用した場合の詳細情報の出力を示します。この出力には、
接続のネゴシエーション時に接続データとともに送信されたすべての詳細情報が表示されま
す。

図図図図 17-10 trcasst -od の出力の出力の出力の出力

    ************************************************************************* 
    *                        Trace Assistant                                * 
    ************************************************************************* 
--->  Send   241 bytes - Connect packet
Current NS version number is: 311.
Lowest NS version number can accommodate is: 300.
Global options for the connection:
      can receive attention
      no attention processing
      Don't care
      Maximum SDU size:2048
      Maximum TDU size:32767
      NT protocol characteristics:
            Test for more data
            Test operation
            Full duplex I/O
            Urgent data support
            Generate SIGURG signal
            Generate SIGPIPE signal
            Generate SIGIO signal
            Handoff connection to another
      Line turnaround value :0
      Connect data length :183
      Connect data offset :58
      Connect data maximum size :512
            Native Services wanted
            NAU doing O3LOGON - DH key foldedin
            Native Services wanted
            NAU doing O3LOGON - DH key foldedin
      Cross facility item 1: 0
      Cross facility item 2: 0
      Connection id : Ox000059F70000004C
(DESCRIPTION=(ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=sales-server)(PORT=1521))
(CONNECT_DATA=(SERVICE_NAME=sales.us.acme.com)(SRVR=SHARED)(CID=(PROGRAM=)
(HOST=sales-server)(USER=joe))))
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<--- Received 76 bytes - Redirect packet
     Redirect data length: 66
(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales-server)(PORT=1521))

--->  Send   241 bytes - Connect packet
Current NS version number is: 311.
Lowest NS version number can accommodate is: 300.
Global options for the connection:
      can receive attention
      no attention processing
      Don't care
      Maximum SDU size:2048
      Maximum TDU size:32767
      NT protocol characteristics:
      Test for more data
      Test operation
      Full duplex I/O
      Urgent data support
      Generate SIGURG signal
      Generate SIGPIPE signal
      Generate SIGIO signal
      Handoff connection to another
Line turnaround value :0
Connect data length :183
Connect data offset :58
Connect data maximum size :512
      Native Services wanted
      NAU doing O3LOGON - DH key foldedin
      Native Services wanted
      NAU doing O3LOGON - DH key foldedin
Cross facility item 1: 0
Cross facility item 2: 0
Connection id : Ox000059F70000007A
(DESCRIPTION=(ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=sales-server)(PORT=1521))
(CONNECT_DATA=(SERVICE_NAME=sales.us.acme.com)(SRVR=SHARED)(CID=(PROGRAM=)
(HOST=sales-server)(USER=joe))))
<--- Received 32 bytes - Accept packet
      Accepted NS version number is: 310.
Global options for the connection: 
      no attention processing
      Don't care
      Accepted maximum SDU size: 2048 
      Accepted maximum TDU size: 32767 
      Connect data length: 0
            Native Services wanted
            NAU doing O3LOGON - DH key foldedin
            Native Services wanted
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            NAU doing O3LOGON - DH key foldedin

--->  Send   153 bytes - Data packet
      Native Services negotiation packet version#: 150999040
            Service data packet #0 for Supervisor has 3 subpackets
               Subpacket #0:  Version #150999040
               Subpacket #1: 0000000000000000
               Subpacket #2: DEADBEEF0003000000040004000100010002
            Service data packet #1 for Authentication has 3 subpackets
               Subpacket #0:  Version #150999040
               Subpacket #1: UB2: 57569
               Subpacket #2: FCFF
            Service data packet #2 for Encryption has 2 subpackets
               Subpacket #0:  Version #150999040
               Subpacket #1: 000000000000000000
            Service data packet #3 for Data Integrity has 2 subpackets
               Subpacket #0:  Version #150999040
               Subpacket #1: 000000

<--- Received 127 bytes - Data packet
     Native Services negotiation packet version#: 135290880
            Service data packet #0 for Supervisor has 3 subpackets
               Subpacket #0:  Version #135290880
               Subpacket #1: 0000
               Subpacket #2: DEADBEEF00030000000200040001
            Service data packet #1 for Authentication has 2 subpackets
               Subpacket #0:  Version #135290880
               Subpacket #1: FBFF
            Service data packet #2 for Encryption has 2 subpackets
               Subpacket #0:  Version #135290880
               Subpacket #1: UB1: 0
            Service data packet #3 for Data Integrity has 2 subpackets
               Subpacket #0:  Version #135290880
               Subpacket #1: UB1: 0
....

--->  Send   11 bytes - Marker packet
      One data byte. 
      Hex character sent over to the server: 2

<--- Received 11 bytes - Marker packet
     One data byte. 
     Hex character sent over to the server: 2

<--- Received 155 bytes - Data packet
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--->  Send   25 bytes - Data packet

<--- Received 11 bytes - Data packet

--->  Send   13 bytes - Data packet

<--- Received 11 bytes - Data packet

--->  Send   10 bytes - Data packet
      Data Packet flags:
      End of file
    ************************************************************************* 
    *                    Trace Assistant has completed                      * 
    ************************************************************************* 

Two-Task Common パケットの例パケットの例パケットの例パケットの例
TTC は、カーソルのオープン、行の選択、行の更新など、データベース・サーバーに送られ
る要求を処理します。データベース・サーバーは、すべての要求に応答します。ログオンを
要求すると、その要求を完了したデータベース・サーバーから応答が返されます。 

例例例例 : TTC サマリー情報の出力オプションを使用したサマリー情報の出力オプションを使用したサマリー情報の出力オプションを使用したサマリー情報の出力オプションを使用した Two-Task Common サマリー情報サマリー情報サマリー情報サマリー情報  

-ouオプションを使用した場合の TTC サマリー情報は、他の表示とは異なり、行ごとに 1
つのパケットではなく 2 つのパケットが表示されます。これは、TTC で処理された要求と応
答のペアをミラー化するためです。

図 17-11 では、接続のネゴシエーション時に接続データとともに送信されたすべての詳細情
報を示します。

図図図図 17-11 trcasst -ou の出力の出力の出力の出力

    ************************************************************************* 
    *                        Trace Assistant                                * 
    ************************************************************************* 

                                                                    Bytes  Bytes 
                                                                     Sent   Rcvd 

Send operation(TTIPRO)                                                 32    140 
Send operation(TTIDTY)                                                 33     22 
Get the session key (OSESSKEY)                                        229    145 
Generic authentication call (OAUTH)                                   368   1001 
Send operation(TTIPFN)                                                 44    144 
Send operation(TTIPFN)                                                 36     16 
Parse a statement (OSQL)                 # 1  SELECT USER FROM ...     47    100 
Fast upi calls to opial7 (OALL7)         # 1                          130    111 
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Fetch row (OFETCH)                       # 1                           21    137 
Close cursor (OCLOSE)                    # 1                           17     11 
New v8 bundled call (OALL8)              # 0  !Keep Parse  BEGI...    156    145 
Send operation(TTIPFN)                                                 51     16 
Parse a statement (OSQL)                 # 1  SELECT ATTRIBUTE,...    186    100 
Fast upi calls to opial7 (OALL7)         # 1                          246    111 
Fetch row (OFETCH)                       # 1                           21    126 
Close cursor (OCLOSE)                    # 1                           17     11 
Send operation(TTIPFN)                                                 36     16 
Parse a statement (OSQL)                 # 1  SELECT CHAR_VALUE...    208    100 
Fast upi calls to opial7 (OALL7)         # 1                          130    111 
Fetch row (OFETCH)                       # 1                           21    126 
Close cursor (OCLOSE)                    # 1                           17     11 
Send operation(TTIPFN)                                                 36     16 
Fast upi calls to opial7 (OALL7)         # 1  !Keep Parse  BEGI...    183     41 
Send operation(TTIRXD)                                                 20    111 
Close cursor (OCLOSE)                    # 1                           17     11 
New v8 bundled call (OALL8)              # 0  Parse Fetch  SELE...    165    278 
Send operation(TTIPFN)                                                 51     16 
Parse a statement (OSQL)                 # 1  commit                   31    100 
Execute statement (OEXEC)                # 1  number of rows: 1        25    100 
Close cursor (OCLOSE)                    # 1                           17     11 
Send operation(TTIPFN)                                                 36     16 
Fast upi calls to opial7 (OALL7)         # 1  !Keep Parse  BEGI...    183     41 
Send operation(TTIRXD)                                                 60    111 
Close cursor (OCLOSE)                    # 1                           17     11 
Send operation(TTIPFN)                                                 36     16 
Fast upi calls to opial7 (OALL7)         # 1  !Keep Parse  BEGI...    183     41 
Send operation(TTIRXD)                                                 20    111 
Close cursor (OCLOSE)                    # 1                           17     11 
New v8 bundled call (OALL8)              # 0  Parse Fetch  sele...    144    383 
New v8 bundled call (OALL8)              # 1  !Keep Fetch             121    315 
Logoff off of Oracle (OLOGOFF)                                         13     11

    ************************************************************************* 
    *                    Trace Assistant has completed                      * 
    ************************************************************************* 

出力は次の書式で表示されます。

description TTC_message cursor_number SQL_statement bytes_sent bytes_received

出力の各行の最初に表示される項目は、実際に送信された要求です。2 番目に表示される項
目は、操作が実行されたカーソルの位置です。3 番目に表示される項目は、SQL コマンドの
リスト、または応答中を示すフラグのいずれかです。送受信されたバイト数は、一番右側に
表示されます。フラグは次のいずれかです。
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!PL/SQL = Not a PL/SQL request
COM = Commit
IOV = Get I/O Vector
DEFN = Define
EXEC = Execute
FETCH = Fetch
CAN = Cancel
DESCSEL = Describe select
DESCBND = Describe Bind
BND = Bind
PARSE = Parse
EXACT = Exact

例例例例 : Two-Task Common サマリー情報に追加されたサマリー情報に追加されたサマリー情報に追加されたサマリー情報に追加された SQL 詳細情報詳細情報詳細情報詳細情報  

図 17-12 は、-ouqオプションを使用した場合の SQL 詳細情報の出力を示します。

図図図図 17-12 trcasst -ouq の出力の出力の出力の出力

    ************************************************************************* 
    *                        Trace Assistant                                * 
    ************************************************************************* 
                                                                    Bytes  Bytes 
                                                                     Sent   Rcvd 

Send operation(TTIPRO)                                                 32    140 
Send operation(TTIDTY)                                                 33     22 
Get the session key (OSESSKEY)                                        229    145 
Generic authentication call (OAUTH)                                   368   1001 
Send operation(TTIPFN)                                                 44    144 
Send operation(TTIPFN)                                                 36     16 
Parse a statement (OSQL)                 # 1                           47    100 
          SELECT USER FROM DUAL 

Fast upi calls to opial7 (OALL7)         # 1                          130    111 
Fetch row (OFETCH)                       # 1                           21    137 
Close cursor (OCLOSE)                    # 1                           17     11 
New v8 bundled call (OALL8)              # 0  !Keep Parse             156    145 
          BEGIN DBMS_OUTPUT.DISABLE; END; 

Send operation(TTIPFN)                                                 51     16 
Parse a statement (OSQL)                 # 1                          186    100 
          SELECT ATTRIBUTE,SCOPE,NUMERIC_VALUE,CHAR_VALUE,DA 
          TE_VALUE FROM SYSTEM.PRODUCT_PRIVS WHERE (UPPER('S 
          QL*Plus') LIKE UPPER(PRODUCT)) AND (UPPER(USER) LI 
          KE USERID) 
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Fast upi calls to opial7 (OALL7)         # 1                          246    111 
Fetch row (OFETCH)                       # 1                           21    126 
Close cursor (OCLOSE)                    # 1                           17     11 
Send operation(TTIPFN)                                                 36     16 
Parse a statement (OSQL)                 # 1                          208    100 
          SELECT CHAR_VALUE FROM SYSTEM.PRODUCT_PRIVS WHERE 
          (UPPER('SQL*Plus') LIKE UPPER(PRODUCT)) AND ((UPPE 
          R(USER) LIKE USERID) OR (USERID = 'PUBLIC')) AND ( 
          UPPER(ATTRIBUTE) = 'ROLES') 

Fast upi calls to opial7 (OALL7)         # 1                          130    111 
Fetch row (OFETCH)                       # 1                           21    126 
Close cursor (OCLOSE)                    # 1                           17     11 
Send operation(TTIPFN)                                                 36     16 
Fast upi calls to opial7 (OALL7)         # 1  !Keep Parse             183     41 
          BEGIN DBMS_APPLICATION_INFO.SET_MODULE(:1,NULL); E 
          ND; 

Send operation(TTIRXD)                                                 20    111 
Close cursor (OCLOSE)                    # 1                           17     11 
New v8 bundled call (OALL8)              # 0  Parse Fetch             165    278 
          SELECT DECODE('A','A','1','2') FROM DUAL 

Send operation(TTIPFN)                                                 51     16 
Parse a statement (OSQL)                 # 1                           31    100 
          commit 

Execute statement (OEXEC)                # 1  number of rows: 1        25    100 
Close cursor (OCLOSE)                    # 1                           17     11 
Send operation(TTIPFN)                                                 36     16 
Fast upi calls to opial7 (OALL7)         # 1  !Keep Parse             183     41 
          BEGIN DBMS_APPLICATION_INFO.SET_MODULE(:1,NULL); E 
          ND; 

Send operation(TTIRXD)                                                 60    111 
Close cursor (OCLOSE)                    # 1                           17     11 
Send operation(TTIPFN)                                                 36     16 
Fast upi calls to opial7 (OALL7)         # 1  !Keep Parse             183     41 
          BEGIN DBMS_APPLICATION_INFO.SET_MODULE(:1,NULL); E 
          ND; 

Send operation(TTIRXD)                                                 20    111 
Close cursor (OCLOSE)                    # 1                           17     11 
New v8 bundled call (OALL8)              # 0  Parse Fetch             144    383 
          select * from dept 
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New v8 bundled call (OALL8)              # 1  !Keep Fetch             121    315 
Logoff off of Oracle (OLOGOFF)                                         13     11 
  
    ************************************************************************* 
    *                    Trace Assistant has completed                      * 
    ************************************************************************* 

例例例例 : TTC 詳細情報の出力オプションを使用した詳細情報の出力オプションを使用した詳細情報の出力オプションを使用した詳細情報の出力オプションを使用した Two-Task Common サマリー情報サマリー情報サマリー情報サマリー情報  

図 17-13 は、-otオプションを使用した場合の TTC 詳細情報の出力を示します。

図図図図 17-13 trcasst -ot の出力の出力の出力の出力

    *************************************************************************
    *                        Trace  Assistant                                  *            
    *************************************************************************

Set protocol (TTIPRO)
      Operation 01 (con) Send protocol version=6
      Originating platform: SVR4-be-8.1.0

Set protocol (TTIPRO)
      Operation 01 (con) Receive protocol version=6
      Destination platform: SVR4-be-8.1.0

Set datatypes (TTIDTY)

Set datatypes (TTIDTY)

Start of user function (TTIFUN)
      (OSESSKEY)

Return opi parameter (TTIRPA)

Start of user function (TTIFUN)
      (OAUTH)

Return opi parameter (TTIRPA)

Start of user function (TTIFUN)
      session operations 71 (O71SESOPN) (switch session)

Return opi parameter (TTIRPA)
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Start of user function (TTIFUN)
      Get Oracle version/date string in new format (OVERSION)

Return opi parameter (TTIRPA)
Oracle9i Enterprise Edition Release 9.2.0.2.0 - Production
With the Partitioning option
JServer Release 9.2.0.2.0 - Production

Start of user function (TTIFUN)
      session operations 71 (O71SESOPN) (switch session)

Return opi parameter (TTIRPA)

Start of user function (TTIFUN)
      Open a cursor (OOPEN)

Return opi parameter (TTIRPA)
      Cursor #: 1

Start of user function (TTIFUN)
      Parse a statement (OSQL) Cursor # 1
SELECT USER FROM DUAL
    ************************************************************************* 
    *                    Trace Assistant has completed                      * 
    ************************************************************************* 

接続に関する出力例接続に関する出力例接続に関する出力例接続に関する出力例
図 17-14 は、-laオプションを使用した場合の出力を示します。出力には次の情報が表示さ
れます。 

� 受信した接続 ID。

� この接続を受信したソケット ID。

� 操作。

Receiveはトレースをデータベース・サーバーのトレースとして識別し、Sendはト
レースをクライアントのトレースとして識別します。この出力では、Receiveが操作
です。

� DISPATCHERSパラメータの MULTIPLEX属性は、ONに設定されています。

� 32 ビットのセッション ID。

� 受信した接続データ情報。
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図図図図 17-14 trcasst -la の出力の出力の出力の出力

    ************************************************************************* 
    *                        Trace Assistant                                * 
    ************************************************************************* 

Connection ID: 00000B270000000B 
        Socket Id: 15 
        Operation: Receive 
        Multiplex: ON 
        Session Id: 8362785DE4FC0B19E034080020F793E1 
        Connect Data: 
        (DESCRIPTION=(ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=sales-server)(PORT=1521))
        (CONNECT_DATA=(SERVER=shared)
        (SERVICE_NAME=sales.us.acme.com)(CID=(PROGRAM=)(HOST=sales-server)
        (USER=oracle)))) 
Connection ID: 00000B240000000B 
        Socket Id: 15 
        Operation: Receive 
        Multiplex: ON 
        Session Id: 8362785DE4FB0B19E034080020F793E1 
        Connect Data: 
        (DESCRIPTION=(ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=sales-server)(PORT=1521))
        (CONNECT_DATA=(SERVER=shared)
        (SERVICE_NAME=sales.us.acme.com)(CID=(PROGRAM=)(HOST=sales-server)
        (USER=oracle)))) 
Connection ID: 00000B1F00000008 
        Socket Id: 15 
        Operation: Receive 
        Multiplex: ON 
        Session Id: 8362785DE4F90B19E034080020F793E1 
        Connect Data: 
        (DESCRIPTION=(ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=sales-server)(PORT=1521))
        (CONNECT_DATA=(SERVER=shared)
        (SERVICE_NAME=sales.us.acme.com)(CID=(PROGRAM=)(HOST=sales-server)
        (USER=oracle)))) 
    ************************************************************************* 
    *                    Trace Assistant has completed                      * 
    ************************************************************************* 
  
Oracle Net Services のトラブルシューティング 17-73



Oracle Net Services のエラー情報のトレース
図 17-15 は、-li 00000B1F00000008オプションを使用した場合の接続 ID 
00000B1F00000008に関する出力を示します。 

図図図図 17-15 trcasst -li の出力の出力の出力の出力

    ************************************************************************* 
    *                               Trace Assistant                         * 
    ************************************************************************* 
<--- Received 246 bytes - Connect packet
Current NS version number is: 310.
Lowest NS version number can accommodate is: 300.
Global options for the connection:
        Can receive attention
        No attention processing
        Don't care
        Maximum SDU size: 2048
        Maximum TDU size: 32767
        NT protocol characteristics:
                Test for more data
                Test operation
                Full duplex I/O
                Urgent data support
                Generate SIGURG signal
                Generate SIGPIPE signal
                Generate SIGIO signal
                Handoff connection to another
        Line turnaround value: 0
        Connect data length: 188
        Connect data offset: 58
        Connect data maximum size: 512
                Native Services wanted
                NAU doing O3LOGON - DH key foldedin
                Native Services wanted
                NAU doing O3LOGON - DH key foldedin
        Cross facility item 1: 0
        Cross facility item 2: 0
        Connection id: Ox00000B1F00000008
    (DESCRIPTION=(ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=sales-server)(PORT=1521))
    (CONNECT_DATA=(SERVER=shared)(SERVICE_NAME=sales.us.acme.com)
    (CID=(PROGRAM=)(HOST=sales-server)(USER=oracle)))) 

---> Send 114 bytes - Accept packet
Accepted NS version number is: 310.
Global options for the connection:
        No attention processing
        Don't care
        Accepted maximum SDU size: 2048
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        Accepted maximum TDU size: 32767
        Connect data length: 0
                Native Services wanted
                NAU doing O3LOGON - DH key foldedin
                Native Services wanted
                NAU doing O3LOGON - DH key foldedin
        Connection Time out: 1000
        Tick Size: 100
        Reconnect Data: (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales-server)(PORT=34454))
        Session Id: 8362785DE4F90B19E034080020F793E1
<--- Received 164 bytes - Data packet
        Native Services negotiation packet version#: 135290880
                 Service data packet #0 for Supervisor has 3 subpackets
                        Subpacket #0:  Version #135290880
                        Subpacket #1: 0000000000000000
                        Subpacket #2: DEADBEEF0003000000040004000100010002
                 Service data packet #1 for Authentication has 3 subpackets
                        Subpacket #0:  Version #135290880
                        Subpacket #1: UB2: 57569
                        Subpacket #2: FCFF
                 Service data packet #2 for Encryption has 2 subpackets
                        Subpacket #0:  Version #135290880
                        Subpacket #1: 0000000000
                 Service data packet #3 for Data Integrity has 2 subpackets
                        Subpacket #0:  Version #135290880
                        Subpacket #1: 0000
---> Send 143 bytes - Data packet
        Native Services negotiation packet version#: 135290880
                 Service data packet #0 for Supervisor has 3 subpackets
                        Subpacket #0:  Version #135290880
                        Subpacket #1: 0000
                        Subpacket #2: DEADBEEF00030000000200040001
                 Service data packet #1 for Authentication has 2 subpackets
                        Subpacket #0:  Version #135290880
                        Subpacket #1: FBFF
                 Service data packet #2 for Encryption has 2 subpackets
                        Subpacket #0:  Version #135290880
                        Subpacket #1: UB1: 0
                 Service data packet #3 for Data Integrity has 2 subpackets
                        Subpacket #0:  Version #135290880
                        Subpacket #1: UB1: 0
<--- Received 48 bytes - Data packet
Set protocol (TTIPRO)
        Operation 01 (con) Receive protocol version=6
        Destination platform: SVR4-be-8.1.0
---> Send 156 bytes - Data packet
Set protocol (TTIPRO)
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        Operation 01 (con) Send protocol version=6
        Originating platform: SVR4-be-8.1.0
<--- Received 49 bytes - Data packet
Set datatypes (TTIDTY)
---> Send 38 bytes - Data packet
Set datatypes (TTIDTY)
<--- Received 245 bytes - Data packet
Start of user function (TTIFUN)
        Get the session key (OSESSKEY)
---> Send 161 bytes - Data packet
Return opi parameter (TTIRPA)
... 
    ************************************************************************* 
    *                    Trace Assistant has completed                      * 
    *************************************************************************   

統計に関する出力例統計に関する出力例統計に関する出力例統計に関する出力例
収集される統計の種類は、ほとんどの場合、ネットワーク・パートナ間で送受信された TTC
コール数、パケット数およびバイト数です。図 17-16 では、-sオプションを使用した場合の
代表的なトレース・ファイルの統計を示します。

図図図図 17-16 trcasst -s の出力の出力の出力の出力

    ************************************************************************* 
    *                               Trace Assistant                         * 
    ************************************************************************* 
---------------------- 
Trace File Statistics: 
---------------------- 
Total number of Sessions: 3 

DATABASE: 
  Operation Count:    0 OPENS,    21 PARSES,    21 EXECUTES,     9 FETCHES 
    Parse Counts: 
       9 PL/SQL,     9 SELECT,      0 INSERT,     0 UPDATE,     0 DELETE, 
       0 LOCK,       3 TRANSACT,    0 DEFINE,     0 SECURE,     0 OTHER 
    Execute counts with SQL data: 
       9 PL/SQL,     0 SELECT,      0 INSERT,     0 UPDATE,     0 DELETE, 
       0 LOCK,       0 TRANSACT,    0 DEFINE,     0 SECURE,     0 OTHER 

  Packet Ratio: 6.142857142857143 packets sent per operation 
  Currently opened Cursors: 0 
  Maximum opened Cursors  : 0 

ORACLE NET SERVICES: 
  Total Calls  :       129 sent,        132 received,          83 oci 
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  Total Bytes  :     15796 sent,      13551 received 
    Average Bytes:       122 sent per packet,        102 received per packet 
    Maximum Bytes:      1018 sent,        384 received 

  Grand Total Packets:    129  sent,     132 received 
  
    ************************************************************************* 
    *                    Trace Assistant has completed                      * 
    ************************************************************************* 

オラクル社カスタマ・サポート・センターへの連絡オラクル社カスタマ・サポート・センターへの連絡オラクル社カスタマ・サポート・センターへの連絡オラクル社カスタマ・サポート・センターへの連絡
この章を読んでも問題が解決できない場合、またはオラクル社カスタマ・サポート・セン
ターに連絡してエラーを報告するように指示された場合は、次の情報を手元にご用意くださ
い。

� アプリケーションが稼働しているハードウェアとオペレーティング・システムのリリー
ス番号

� 現在の問題に関係するすべての Oracle ネットワーク製品の 5 桁のリリース番号

� 使用しているサード・パーティ・ベンダーとバージョン

� 複数のエラー・コードやメッセージが表示された場合は、正確なコード番号およびメッ
セージ・テキスト、それらの表示順序

� クライアントとサーバー間に存在するリンクの種類

� 機能する部分の説明

� 正確なエラー・メッセージ（ある場合）

� トレースを実行した場合は Oracle Net Services トレース、実行してない場合はログ・
ファイル
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用語集用語集用語集用語集

ACL 

「アクセス制御リストアクセス制御リストアクセス制御リストアクセス制御リスト（（（（access control list: ACL））））」を参照。

ASCII キャラクタ・セットキャラクタ・セットキャラクタ・セットキャラクタ・セット （（（（ASCII character set））））

American Standard Code for Information Interchange キャラクタ・セットの略。デジタル・
データを使用して英数字情報を表現するための規則。IBM および IBM 互換コンピュータを
除く大半のコンピュータで使用している照合シーケンス。

CDS 

「セル・ディレクトリ・サービスセル・ディレクトリ・サービスセル・ディレクトリ・サービスセル・ディレクトリ・サービス（（（（Cell Directory Services: CDS））））」を参照。

CMADMIN プロセスプロセスプロセスプロセス （（（（CMADMIN process））））

Oracle Connection Manager の管理プロセス。Oracle Connection Manager の管理上のすべ
ての機能に関わる。 

cman.ora ファイルファイルファイルファイル （（（（cman.ora file））））

着信要求および管理コマンドのプロトコル・アドレス、Oracle Connection Manager のパラ
メータ、アクセス制御アクセス制御アクセス制御アクセス制御の規則を指定する構成ファイル。

CMGW プロセスプロセスプロセスプロセス （（（（CMGW process））））

Oracle Connection Manager のゲートウェイ・プロセス。クライアント接続を受け取り、一
連の規則と照合して、アクセスを許可するかどうかを判断する。 アクセスが許可されると、
ゲートウェイは要求を次のホップ（通常はデータベース・サーバー）に転送する。 アクセス
の許可または拒否の他に、CMGW プロセスは、単一のプロトコル接続を通して複数のクラ
イアント接続を多重化または集中化することもできる。

Database Configuration Assistant 

データベースを作成、削除および変更するツール。
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DNS 

ドメイン・ネーム・システム。「ドメイン・ネーム・システムドメイン・ネーム・システムドメイン・ネーム・システムドメイン・ネーム・システム（（（（Domain Name System: 
DNS））））」を参照。

FTP プロトコルプロトコルプロトコルプロトコル （（（（FTP protocol））））

ファイル転送プロトコル。あるコンピュータ上のユーザーが TCP/IP ネットワーク上の別の
コンピュータとの間でファイルを転送するためのクライアント / サーバー・プロトコル。

HTTP プロトコルプロトコルプロトコルプロトコル （（（（HTTP protocol））））

Hypertext Transfer Protocol。Web ブラウザとアプリケーション Web サーバーの通信を可能
にする言語を提供するプロトコル。

IPC 

「プロセス間通信プロセス間通信プロセス間通信プロセス間通信（（（（Interprocess Communication））））」を参照。

IP アドレスアドレスアドレスアドレス （（（（IP address））））

ネットワーク上のノードを識別するために使用する。ネットワーク上の各コンピュータに
は、ネットワーク ID と一意なホスト ID で構成される一意な IP アドレスが割り当てられて
いる。このアドレスは通常、各オクテットの 10 進値をピリオドで区切った値によって、
ドット付き 10 進数表記で表現される。例 : 144.45.9.22

Java Database Connectivity（（（（JDBC）ドライバ）ドライバ）ドライバ）ドライバ （（（（Java DataBase Connectivity（（（（JDBC））））
Driver））））

Java アプリケーションおよびアプレットによる Oracle データベースへのアクセスを可能に
するドライバ。 

JDBC OCI ドライバドライバドライバドライバ （（（（JDBC OCI Driver））））

クライアント / サーバーの Java アプリケーションで使用する Type 2 ドライバ。このドライ
バには、Oracle クライアントのインストールが必要となる。

JDBC Thin ドライバドライバドライバドライバ （（（（JDBC Thin Driver））））

Oracle JDBC アプレットとアプリケーション用の Type 4 ドライバ。このドライバはすべて
Java で記述されているため、プラットフォームに依存しない。また、クライアント側に追加
の Oracle ソフトウェアは必要ない。Thin ドライバは、サーバーとの通信に、Two-Task 
Common（（（（TTC））））（データベース・サーバーへのアクセス用に Oracle が開発したプロトコ
ル）を使用する。 

LDAP Data Interchange Format（（（（LDIF）））） 

LDAP コマンドライン・ユーティリティに使用する入力ファイルの書式。 
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ldap.ora ファイルファイルファイルファイル （（（（ldap.ora file））））

Oracle Net Configuration Assistant によって作成されるファイル。次のディレクトリ・サー
バー・アクセス情報が記述されている。 

� ディレクトリ・サーバーのタイプ。

� ディレクトリ・サーバーの位置。

� デフォルトのディレクトリ・エントリ。クライアントまたはサーバーが、データベー
ス・サービスに接続するための接続識別子を検索または構成するために使用する。

ldap.oraファイルは、UNIX では $ORACLE_HOME/network/adminに、Windows オペ
レーティング・システムでは %ORACLE_HOME%¥network¥adminに存在する。

Lightweight Directory Access Protocol（（（（LDAP）））） 

標準的で拡張可能なディレクトリ・アクセス・プロトコル。LDAP クライアントとサーバー
が通信で使用する共通言語。業界標準のディレクトリ・サーバーディレクトリ・サーバーディレクトリ・サーバーディレクトリ・サーバーをサポートしている設計規
則に関するフレームワークである。 

listener.ora ファイルファイルファイルファイル （（（（listener.ora file））））

次の内容を識別するリスナーリスナーリスナーリスナー用の構成ファイル。

� 一意名

� 接続要求を受付けるプロトコル・アドレス

� リスニング対象のサービス

listener.oraファイルは、通常、UNIX プラットフォームでは、$ORACLE_
HOME/network/admin、Windows NT では %ORACLE_HOME%¥network¥adminに存在す
る。

Oracle9i では、サービス登録サービス登録サービス登録サービス登録により、データベース・サービスの識別を必要としない。ただ
し、Oracle Enterprise Manager を使用する場合は、静的サービス構成が必要である。

Microsoft Active Directory 

Windows 2000 Server に含まれている LDAP 準拠のディレクトリ・サーバーの 1 つ。ネット
ワーク上のオブジェクトに関する情報を格納し、ユーザーおよびネットワーク管理者がこの
情報を利用できるようにする。Active Directory では、シングル・ログオン・プロセスを使
用してネットワーク上のリソースにアクセスできる。 

Active Directory は、クライアントがアクセス可能なサービス情報を格納するディレクトリ・
ネーミング・メソッドとして構成できる。 

Named Pipes プロトコルプロトコルプロトコルプロトコル （（（（Named Pipes protocol））））

分散アプリケーションを使用するクライアント / サーバー間でプロセス間通信を提供する高
水準のインタフェースの 1 つ。 Named Pipes では、Named Pipes を使用するネットワーク上
でクライアント / サーバーの対話が可能である。 
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names.ora ファイルファイルファイルファイル （（（（names.ora file））））

Oracle Names Server のパラメータ設定が格納されている構成ファイル。 

Network Information Service（（（（NIS）））） 

Sun Microsystems 社の Yellow Pages（yp）クライアント / サーバー・プロトコル。ユー
ザー名やホスト名などのシステム構成データをネットワーク上のコンピュータ間に配布する
ためのプロトコルである。 

Network Program Interface（（（（NPI）））） 

サーバー / サーバー間対話用インタフェースの 1 つ。OCI（Oracle Call Interface）がクライ
アントに対して行うすべての機能を実行して、調整サーバーが追加サーバーに SQL 要求を
作成できるようにする。

NIS 

「Network Information Service（（（（NIS））））」を参照。

NI 

ネットワーク・インタフェース。

NN 

ネットワーク・ネーミング（Oracle Names）。

NPI 

「Network Program Interface（（（（NPI））））」を参照。

NR 

ネットワーク・ルーティング。

NS 

ネットワーク・セッション。「ネットワーク・セッションネットワーク・セッションネットワーク・セッションネットワーク・セッション（（（（Network Session: NS））））」を参照。

NT 

ネットワーク・トランスポート。「トランスポートトランスポートトランスポートトランスポート（（（（transport））））」を参照。

OCI 

Oracle Call Interface の略。「Oracle Call Interface（（（（OCI））））」を参照。
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Open Systems Interconnection（（（（OSI）））） 

ISO によって開発されたネットワーク・アーキテクチャ・モデル。異機種間コンピュータ・
ネットワーク・アーキテクチャの国際標準のフレームワーク。 

OSI アーキテクチャは、最下位レイヤーから最上位レイヤーまで、次の 7 つのレイヤーに分
けられている。 

1. 物理レイヤー

2. データ・リンク・レイヤー

3. ネットワーク・レイヤー

4. トランスポート・レイヤー

5. セッション・レイヤー

6. プレゼンテーション・レイヤー

7. アプリケーション・レイヤー

各レイヤーは、その直下のレイヤーを使用し、上位レイヤーにサービスを提供する。 

OPI 

「Oracle プログラム・インタフェースプログラム・インタフェースプログラム・インタフェースプログラム・インタフェース（（（（Oracle Program Interface: OPI））））」を参照。

Oracle Advanced Security 

企業のネットワークを保護して、インターネットに安全に拡張するためのセキュリティ機能
の統合パッケージを提供する製品。Oracle Advanced Security は、ネットワーク暗号化と認
証ソリューション、シングル・サインオン・サービスおよびセキュリティ・プロトコルの単
一の統合を提供する。業界標準を統合することにより、ネットワークに対する他に例のない
セキュリティが得られる。

Oracle Call Interface（（（（OCI）））） 

Application Program Interface（API）の 1 つ。これにより、第三世代言語に固有のプロシー
ジャやファンクション・コールを使用して、Oracle データベース・サーバーにアクセスし、
SQL 文の実行のすべての段階を制御するアプリケーションを作成できる。OCI では、C、
C++、COBOL、FORTRAN など多数の第三世代言語のデータ型、コール規則、構文および
セマンティクスをサポートする。 

Oracle Connection Manager 

クライアント接続要求をその次のホップに送るか、または直接データベース・サーバーに送
る際の経路となるルーター。Oracle Connection Manager を通して接続要求をルート指定す
るクライアントは、その Oracle Connection Manager に構成されているセッションの多重セッションの多重セッションの多重セッションの多重
化化化化、アクセス制御アクセス制御アクセス制御アクセス制御またはプロトコル変換プロトコル変換プロトコル変換プロトコル変換機能を利用できる。
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Oracle Connection Manager 制御ユーティリティ制御ユーティリティ制御ユーティリティ制御ユーティリティ （（（（Oracle Connection Manager Control 
utility））））

Oracle Net Services に含まれているユーティリティ。Oracle Connection Manager の起動、
停止および状態の取得などの様々な機能を制御する。

Oracle Internet Directory 

Oracle データベース上のアプリケーションとして実装されているディレクトリ・サーバー。
分散ユーザーおよびネットワーク・リソースの情報を検索できる。 Oracle Internet Directory
は、オープンなインターネット規格のディレクトリ・サーバー・アクセス・プロトコルであ
る Lightweight Directory Access Protocol（（（（LDAP））））バージョン 3 と Oracle データベースの
高度のパフォーマンス、拡張性、耐久性および可用性を組み合せている。 

Oracle Names LDAP プロキシ・サーバープロキシ・サーバープロキシ・サーバープロキシ・サーバー （（（（Oracle Names LDAP Proxy server））））

ディレクトリ・サーバーディレクトリ・サーバーディレクトリ・サーバーディレクトリ・サーバーのプロキシとして構成されている Oracle Names Server。 Oracle 
Names LDAP プロキシ・サーバーは、起動時に、ディレクトリ・サーバーからネットワー
ク・オブジェクトの情報を取得する。Oracle Names LDAP プロキシ・サーバーでは、ディ
レクトリ・サーバー内のすべてのデータを一点で集中的に定義するため、Oracle Names 
Server とディレクトリ・サーバーの両方を、個別にかつ同時にメンテナンスする必要がなく
なる。 

Oracle Names Server 

Oracle Names ソフトウェアを使用してサービスのネットワーク・アドレス情報を単純な名
前で格納するコンピュータ。クライアント・アプリケーションは長いアドレスではなく単純
な名前で接続を要求できるようになる。

Oracle Names 

Oracle Names Server の 1 システムで構成される Oracle ディレクトリ・サービスで、ネット
ワーク上の各サービスに対して名前からアドレスへの変換処理を提供する。

Oracle Names 制御ユーティリティ制御ユーティリティ制御ユーティリティ制御ユーティリティ （（（（Oracle Names Control utility））））

Oracle Names に含まれているユーティリティの 1 つ。Oracle Names Server の起動、停止お
よび状態の取得などの、Oracle Names Server の様々な機能を制御する。 

Oracle Net 

クライアント・アプリケーションから Oracle データベース・サーバーへのネットワーク・
セッションを可能にする通信ソフトウェア。ネットワーク・セッションの確立後、Oracle 
Net はクライアント・アプリケーションとデータベース・サーバーのためのデータ伝達手段
として機能する。 クライアント・アプリケーションとデータベース・サーバー間でのメッ
セージの交換に加え、これらの間の接続を確立およびメンテナンスする。 Oracle Net は、
ネットワーク上の各コンピュータに配置されるために、これらのジョブを実行できる。
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Oracle Net Configuration Assistant 

インストール後に、次の内容を含む基本ネットワーク・コンポーネントを構成する処理ツー
ル。 

� リスナー名およびプロトコル・アドレス

� クライアントが接続識別子接続識別子接続識別子接続識別子の解決に使用するネーミング・メソッド

� tnsnames.oraファイル内のネット・サービス名 

� ディレクトリ・サーバーの使用

Oracle Net Foundation レイヤーレイヤーレイヤーレイヤー （（（（Oracle Net foundation layer））））

クライアント・アプリケーションとサーバー間でのメッセージの交換に加え、これらの間の
接続を確立および維持するネットワーク通信レイヤー。 

Oracle Net Listener 

「リスナーリスナーリスナーリスナー（（（（listener））））」を参照。

Oracle Net Manager 

構成機能にコンポーネント制御機能を組み合せることによって、Oracle Net Services の構成
や管理のための統合環境を提供するツール。 

Oracle Net Manager を使用すると、次のネットワーク・コンポーネントを構成できる。

� ネーミング

接続識別子接続識別子接続識別子接続識別子を定義して接続記述子接続記述子接続記述子接続記述子にマップし、ネットワークの位置とサービスの識別情
報を識別する。Oracle Net Manager では、ローカルの tnsnames.oraファイル、集中
化された LDAP 準拠ディレクトリ・サーバーまたは Oracle Names Server での接続記述
子の構成がサポートされる。

� ネーミング・メソッド

接続識別子を接続記述子に変換する様々な方法を構成する。

� リスナー

リスナーを作成および構成し、クライアント接続を受け取る。

Oracle Net Services 

ネットワーキング・コンポーネントの製品群。異機種分散コンピューティング環境に企業全
体への接続ソリューションを提供する。Oracle Net Services は、Oracle Net、リスナーリスナーリスナーリスナー、
Oracle Connection Manager、Oracle Net Configuration Assistant、Oracle Net Manager
で構成される。
用語集用語集用語集用語集 -7



Oracle Net ファイアウォール・プロキシファイアウォール・プロキシファイアウォール・プロキシファイアウォール・プロキシ （（（（Oracle Net Firewall Proxy））））

ファイアウォール・ベンダーによって提供される製品。Oracle Connection Manager の機能
を補う。

Oracle protocol support 

クライアント / サーバー接続で使用する業界標準プロトコルに Transparent Network 
Substrate（（（（TNS））））の機能をマッピングするソフトウェア・レイヤー。

Oracle Rdb 

Digital 社の 64 ビット・プラットフォーム用データベース。 Oracle Rdb には独自のリスナー
があるため、クライアントは Oracle データベースと通信する場合と同じように Oracle Rdb
と通信できる。 

Oracle XML DB 

Oracle データベース・サーバーが提供する、XML の格納と検索の高性能なテクノロジ。
W3C の XML データ・モデルに基づいている。

Oracle9i Real Application Clusters Guard 

フェイルオーバーフェイルオーバーフェイルオーバーフェイルオーバーの保護機能。Oracle Real Application Clusters Guard は、Real Application 
Clusters の統合コンポーネントの 1 つである。Oracle Real Application Clusters Guard では、
次の機能が提供される。 

� Oracle インスタンスインスタンスインスタンスインスタンスの障害原因となった障害からの、自動的な高速リカバリと bounded
リカバリ時間。

� 特定の種類の障害発生時における、診断データの自動取得。

� プライマリ / セカンダリ構成の施行。Oracle Net Services を介して接続しているクライ
アントは、クラスタ内の別のノードに接続した場合でもプライマリ・ノードに適切に
ルーティングされる。

� 障害発生後に接続を再確立するときにクライアント側で生じる遅延の軽減。

Oracle9i Real Application Clusters 

複数のインスタンスがデータ・ファイルの共有データベースにアクセスできるアーキテク
チャ。Real Application Clusters は、Oracle Enterprise Edition および Real Application 
Clusters で必要なクラスタ・データベース・スクリプト、初期化ファイルおよびデータ・
ファイルを提供するソフトウェア・コンポーネントでもある。 

ORACLE_HOME 

ディレクトリベースのオペレーティング・システムで、Oracle ディレクトリ階層内の最高位
ディレクトリに付けられた代替名。 
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Oracle コンテキストコンテキストコンテキストコンテキスト （（（（Oracle Context））））

ディレクトリ情報ツリーディレクトリ情報ツリーディレクトリ情報ツリーディレクトリ情報ツリー（DIT）にある cn=OracleContextの RDN。ネーミング・コンネーミング・コンネーミング・コンネーミング・コン
テキストテキストテキストテキストまたは未公開のディレクトリ・エントリの下に位置している。Oracle コンテキスト
には、Oracle Net ディレクトリ・ネーミングディレクトリ・ネーミングディレクトリ・ネーミングディレクトリ・ネーミングや Oracle Advanced Security のエンタープラエンタープラエンタープラエンタープラ
イズ・ユーザーイズ・ユーザーイズ・ユーザーイズ・ユーザーのセキュリティなど、Oracle 機能で使用するためのエントリが格納されてい
る。1 つのディレクトリ・サーバーに複数の Oracle コンテキストを設定できる。Oracle 
Internet Directory は、DIT 構造のルートに Oracle コンテキストを自動的に作成する。この
ルートの Oracle コンテキストには、dn:cn=OracleContextの DN がある。

Oracle システム識別子システム識別子システム識別子システム識別子 （（（（Oracle System Identifier: SID））））

リリース 8.1 以前の Oracle データベースが動作しているときに、その特定のインスタンスを
識別する名前。どのようなデータベースの場合も、データベースを参照しているインスタン
スが少なくとも 1 つは存在する。

リリース 8.1 以前のデータベースでは、SID がデータベースを識別している。SID は、
tnsnames.ora ファイルファイルファイルファイルの接続記述子および listener.ora ファイルファイルファイルファイルのリスナー定義に含まれて
いる。 

Oracle スキーマスキーマスキーマスキーマ （（（（Oracle schema））））

ディレクトリ・サーバーディレクトリ・サーバーディレクトリ・サーバーディレクトリ・サーバーに格納できる内容を判断する一連の規則。Oracle には、Oracle Net 
Services のエントリなど、Oracle エントリの多くの種類に適用する独自のスキーマがある。
Oracle Net Services のエントリの Oracle スキーマには、そのエントリに登録される属性があ
る。 

Oracle プログラム・インタフェースプログラム・インタフェースプログラム・インタフェースプログラム・インタフェース （（（（Oracle Program Interface: OPI））））

OCI によって送信された適切な各メッセージに対する応答を受け持つネットワーキング・レ
イヤー。たとえば、OCI が 25 行のデータのフェッチを要求すると、OPI はフェッチした 25
行のデータを OCI に戻す。

OSI 

「Open Systems Interconnection（（（（OSI））））」を参照。

PMON プロセスプロセスプロセスプロセス （（（（PMON process））））

プロセス・モニター・データベース・プロセス。ユーザー・プロセスに障害が起きた場合
に、リカバリ処理を実行する。PMON は、キャッシュのクリーン・アップと、プロセスで
使用していたリソースの解放を行う。また、ディスパッチャおよびサーバー・プロセスを
チェックし、障害がある場合はそれらを再起動する。PMON は、サービス登録サービス登録サービス登録サービス登録の一部とし
て、リスナーにインスタンス情報を登録する。

RDBMS 

リレーショナル・データベース管理システム。
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RDN 

「相対識別名相対識別名相対識別名相対識別名（（（（relative distinguished name: RDN））））」を参照。

RPC 

リモート・プロシージャ・コール（Remote Procedure Call）。

Secure Sockets Layer（（（（SSL）））） 

ネットワーク接続を保護するために Netscape Communications Corporation が開発した業界
標準プロトコル。SSL では公開鍵インフラストラクチャ（PKI）を使用して、認証、暗号化
およびデータ整合性を実現している。

SID_LIST_listener_name 

listener.oraファイルの 1 セクション。リスナーでサービスされるデータベースの
Oracle システム識別子システム識別子システム識別子システム識別子（SID）を定義する。Oracle9i と Oracle8i のインスタンス情報はリス
ナーに自動的に登録されるため、このセクションはバージョン 8.0 の Oracle データベースの
みに有効である。静的な構成は、外部プロシージャ外部プロシージャ外部プロシージャ外部プロシージャ・コールや異機種間サービス異機種間サービス異機種間サービス異機種間サービスなどのその
他のサービス、および Oracle Enterprise Manager などの一部の管理ツールでも必要である。

SID 

「Oracle システム識別子システム識別子システム識別子システム識別子（（（（Oracle System Identifier: SID））））」を参照。

sqlnet.ora ファイルファイルファイルファイル （（（（sqlnet.ora file））））

次の内容を指定する、クライアントまたはサーバー用の構成ファイル。 

� 修飾されていないサービス名またはネット・サービス名に付加されるクライアント・ド
メイン

� 名前の解決時にクライアントが使用するネーミング・メソッドの順序

� 使用するロギング機能とトレース機能

� 接続のルート

� 優先 Oracle Names Server

� 外部ネーミング・パラメータ

� Oracle Advanced Security パラメータ

sqlnet.oraファイルは、UNIX プラットフォームの場合は
$ORACLE_HOME/network/adminに、Windows オペレーティング・システムの場合は
%ORACLE_HOME%¥network¥adminに存在する。

SSL 

「Secure Sockets Layer（（（（SSL））））」を参照。 
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SSL プロトコル付きプロトコル付きプロトコル付きプロトコル付き TCP/IP （（（（TCP/IP with SSL protocol））））

クライアント上の Oracle アプリケーションを、TCP/IP プロトコルプロトコルプロトコルプロトコルと Secure Sockets Layer
（（（（SSL））））を介してリモートの Oracle データベースと通信できるようにするプロトコル。 

TCP/IP プロトコルプロトコルプロトコルプロトコル （（（（TCP/IP protocol））））

Transmission Control Protocol/Internet Protocol。通信プロトコル。ネットワークを介した
クライアント / サーバー間の通信に使用する。 

Thin JDBC ドライバドライバドライバドライバ （（（（Thin JDBC Driver））））

Thin JDBC ドライバは、Oracle の Type 4 ドライバで、Java アプレットおよび Java アプリ
ケーションの開発者用に設計されている。JDBC ドライバは、Java ソケットを通して Oracle
データベース・サーバーに直接接続を確立する。データベースへのアクセスを、Oracle Net
と Two-Task Common（（（（TTC））））の軽量な実装で支援する。 

tnsnames.ora ファイルファイルファイルファイル （（（（tnsnames.ora file））））

接続記述子接続記述子接続記述子接続記述子にマップするネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名を含む構成ファイル。 このファイルは、ローカローカローカローカ
ル・ネーミングル・ネーミングル・ネーミングル・ネーミング・メソッドに使用する。tnsnames.oraファイルは、通常、UNIX プラット
フォームの $ORACLE_HOME/network/adminおよび Windows プラットフォームの
%ORACLE_HOME%¥network¥adminに存在する。

TNS 

「Transparent Network Substrate（（（（TNS））））」を参照。

Transparent Network Substrate（（（（TNS）））） 

基盤となるテクノロジの 1 つ。標準のネットワーク・トランスポート・プロトコルで機能す
る Oracle Net Foundation レイヤーレイヤーレイヤーレイヤーに組み込まれている。

TTC 

「Two-Task Common（（（（TTC））））」を参照。

Two-Task Common（（（（TTC）））） 

標準的な Oracle Net 接続で使用されるプレゼンテーション・レイヤープレゼンテーション・レイヤープレゼンテーション・レイヤープレゼンテーション・レイヤー。クライアントとサー
バーの異なるキャラクタ・セットや型式の、キャラクタ・セットとデータ型の変換を提供す
る。

UPI 

ユーザー・プログラム・インタフェース（User Program Interface）。

WebDAV プロトコルプロトコルプロトコルプロトコル （（（（WebDAV protocol））））

World Wide Web 分散オーサリングおよびバージョニング。HTTP プロトコルプロトコルプロトコルプロトコルに対する一連
の拡張機能を持つプロトコル。ユーザーがリモート Web サーバー上のファイルを管理でき
る。
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Windows NT のシステム固有の認証のシステム固有の認証のシステム固有の認証のシステム固有の認証 （（（（Windows NT native authentication））））

認証方式認証方式認証方式認証方式の 1 つ。これにより、Windows NT サーバーおよびそのサーバー上で動作している
データベースに対して、クライアントのシングル・ログオン・アクセスが可能になる。

アクセス制御アクセス制御アクセス制御アクセス制御 （（（（access control））））

指定したサーバーに対するアクセスを、クライアントに許可または禁止するための規則を設
定する Oracle Connection Manager の機能。 

アクセス制御リストアクセス制御リストアクセス制御リストアクセス制御リスト （（（（access control list: ACL））））

ユーザーが定義するアクセス指示のグループ。この指示は、特定のクライアントまたはクラ
イアントのグループに対して、特定のデータへのアクセス・レベルを付与する。

アドレスアドレスアドレスアドレス （（（（address））））

「プロトコル・アドレスプロトコル・アドレスプロトコル・アドレスプロトコル・アドレス（（（（protocol address））））」を参照。

アプリケーション・ゲートウェイアプリケーション・ゲートウェイアプリケーション・ゲートウェイアプリケーション・ゲートウェイ （（（（application gateway））））

Oracle Net ファイアウォール・プロキシファイアウォール・プロキシファイアウォール・プロキシファイアウォール・プロキシを実行するホスト・コンピュータ。 アプリケーショ
ン・ゲートウェイは、クライアント側から見ると実際のサーバーのように機能し、サーバー
側から見ると実際のクライアントのように機能する。インターネットと企業の内部ネット
ワークの間に位置し、双方のユーザーに仲介サービス（プロキシ・サービス）を提供する。 

異機種間サービス異機種間サービス異機種間サービス異機種間サービス （（（（Heterogeneous Services））））

Oracle データベース・サーバーから Oracle 以外のシステムにアクセスするための基本的な
技術を提供する統合コンポーネント。異機種間サービスを使用すると、次のことが可能にな
る。 

� Oracle SQL を使用して、Oracle サーバーに存在するデータと同じように、非 Oracle シ
ステムに格納されているデータに透過的にアクセスすること 

� Oracle プロシージャ・コールを使用して、Oracle 分散環境から Oracle 以外のシステム、
サービスまたは Application Program Interface（API）に透過的にアクセスすること 

位置の透過性位置の透過性位置の透過性位置の透過性 （（（（location transparency））））

データ表の置かれている位置が不明の場合でも、アプリケーションがそのデータ表にアクセ
スできるようにする分散データベースの特性。すべてのデータ表が 1 つのデータベース内に
あるものと見なされ、システムは表名に基づいてデータの実際の位置を判別する。ユーザー
は 1 つの文で複数のノード上のデータを参照できる。システムは、必要に応じて、SQL 文

（一部）を自動的かつ透過的にリモート・ノードにルート指定して実行する。ユーザーまた
はアプリケーションに影響を与えないで、データをノード間で移動できる。

委任管理委任管理委任管理委任管理 （（（（delegated administration））））

ルート管理リージョンルート管理リージョンルート管理リージョンルート管理リージョンの下にある 1 つ以上の管理リージョンに、ネットワーク管理を委任す
るネットワーク。分散管理または非集中管理とも呼ばれる。 「集中管理集中管理集中管理集中管理」と対義語。 
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委任管理リージョン委任管理リージョン委任管理リージョン委任管理リージョン （（（（delegated administrative region））））

階層的にルート管理リージョンルート管理リージョンルート管理リージョンルート管理リージョンの下にある領域。ルート管理リージョン以外のすべての領
域。

インスタンスインスタンスインスタンスインスタンス （（（（instance））））

システム・グローバル領域システム・グローバル領域システム・グローバル領域システム・グローバル領域（SGA）と Oracle バックグラウンド・プロセスの組合せ。デー
タベース・サーバー上で（コンピュータの種類には関係なく）データベースを起動すると、
Oracle によって SGA と呼ばれるメモリー領域が割り当てられ、1 つ以上の Oracle プロセス
が開始される。 インスタンスのメモリーとプロセスは、関連データベースのデータを効率的
に管理し、データベース・ユーザーにサービスを提供する。ユーザーは、任意のインスタン
スに接続し、クラスタ・データベース内の情報にアクセスできる。

インスタンス名インスタンス名インスタンス名インスタンス名 （（（（instance name））））

Oracle データベース・インスタンスの名前。インスタンス名は、データベース初期化パラ
メータ・ファイルの INSTANCE_NAMEパラメータによって識別される。INSTANCE_NAME
は、インスタンスの Oracle システム識別子システム識別子システム識別子システム識別子（SID）に対応している。クライアントは、接続
記述子に INSTANCE_NAMEパラメータを指定すると特定のインスタンスに接続できる。

インスタンス名は、接続記述子接続記述子接続記述子接続記述子の接続データ接続データ接続データ接続データ部分に記述されている。

エラー・メッセージエラー・メッセージエラー・メッセージエラー・メッセージ （（（（error message））））

プログラムまたはコマンドの実行を妨げる問題または状態を知らせるコンピュータ・プログ
ラムのメッセージ。

エンタープライズ・ユーザーエンタープライズ・ユーザーエンタープライズ・ユーザーエンタープライズ・ユーザー （（（（enterprise user））））

企業内で固有の識別情報を持つユーザー。エンタープライズ・ユーザーは、スキーマを介し
て個々のデータベースに接続する。エンタープライズ・ユーザーには、データベースに対す
る各自のアクセス権限を決定するエンタープライズ・ロールが割り当てられる。

エンタープライズ・ロールエンタープライズ・ロールエンタープライズ・ロールエンタープライズ・ロール （（（（enterprise role））））

エンタープライズ・ロールは、通常のデータベース・ロールと類似している。ただし、認可
の範囲が複数のデータベースに及ぶ点が異なる。エンタープライズ・ロールは、特定のデー
タベースでの権限を定義するロールのカテゴリである。特定のデータベースのデータベース
管理者に与えられる。エンタープライズ・ロールは、1 人以上のエンタープライズ・ユー
ザーに権限の付与または取消しができる。ロールの許可または取消しに関する情報は、ディ
レクトリ・サーバーに格納されている。

エントリエントリエントリエントリ （（（（entry））））

ディレクトリ・サーバーのビルディング・ブロックで、ディレクトリ・ユーザーに関係のあ
るオブジェクトに関する情報が含まれている。 
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オブジェクト・クラスオブジェクト・クラスオブジェクト・クラスオブジェクト・クラス （（（（object class））））

ディレクトリ・サーバーにおいて、名前を持った属性のグループ。属性をエントリに割り当
てるには、その属性を保持しているオブジェクト・クラスをそのエントリに割り当てる。 

同じオブジェクト・クラスに関連するオブジェクトはすべて、そのオブジェクト・クラスの
属性を共有する。

階層ネーミング・モデル階層ネーミング・モデル階層ネーミング・モデル階層ネーミング・モデル （（（（hierarchical naming model））））

階層的に関連付けられた複数のドメインに名前を分割する Oracle Names の基盤構造。
Oracle Names の場合、階層ネーミング・モデルは、集中管理または委任管理で使用できる。 

外部ドメイン外部ドメイン外部ドメイン外部ドメイン （（（（foreign domains））））

所定の管理リージョン内で管理されないドメイン。このドメインは領域の関係においてのみ
外部であり、絶対的な意味での外部ドメインではない。ネットワーク管理者は、通常ネー
ム・サーバーのキャッシュ・パフォーマンスを最適化するために特定の領域に対する外部ド
メインを定義する。 

外部ネーミング外部ネーミング外部ネーミング外部ネーミング （（（（external naming））））

NIS や CDS などのサード・パーティ製のネーミング・サービスを使用するネーミング・メネーミング・メネーミング・メネーミング・メ
ソッドソッドソッドソッド。

外部プロシージャ外部プロシージャ外部プロシージャ外部プロシージャ （（（（external procedure））））

PL/SQL コードから呼び出すことができる、第三世代言語（3GL）で記述されたファンク
ションまたはプロシージャ。外部プロシージャとして、C のみがサポートされている。

管理リージョン管理リージョン管理リージョン管理リージョン （（（（administrative region））））

Oracle Net Services のコンポーネントを管理するための構造エンティティ。各管理リージョ
ンには次の要素が含まれる。

� 1 つ以上のドメイン

� 1 つ以上の Oracle Names Server

� 1 つ以上のデータベースおよびリスナー

キーワード値ペアキーワード値ペアキーワード値ペアキーワード値ペア （（（（keyword-value pair））））

キーワードと値の組合せ。接続記述子および多くの構成ファイルで標準的な情報単位として
使用する。キーワードと値のペアはネストできる。つまり、キーワードは別のキーワードと
値のペアを値として持つことができる。

キャッシュキャッシュキャッシュキャッシュ （（（（cache））））

前にアクセスされたデータが再び要求されたときに、その要求を素早く処理できるように
データを格納しておくメモリー。
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共有サーバー共有サーバー共有サーバー共有サーバー （（（（shared server））））

多数のユーザー・プロセスが、非常に少数のサーバー・プロセスを共有できるように構成さ
れたデータベース・サーバー。これにより、サポートされるユーザーの数が増える。 共有
サーバー構成では、多数のユーザー・プロセスがディスパッチャディスパッチャディスパッチャディスパッチャに接続する。 ディスパッ
チャは、複数の着信ネットワーク・セッション要求を共通キューにダイレクトする。 複数の
サーバー・プロセスの共有プールの中で、あるアイドル状態の共有サーバー・プロセスが共
通キューから要求を取り出す。つまり、サーバー・プロセスの小規模プールによる多数のク
ライアントの処理が可能となる。 「専用サーバー専用サーバー専用サーバー専用サーバー（（（（dedicated server））））」と対義語。  

共有サーバー・プロセス共有サーバー・プロセス共有サーバー・プロセス共有サーバー・プロセス （（（（shared server process））））

共有サーバー共有サーバー共有サーバー共有サーバー構成で使用するプロセス・タイプ。

クライアントクライアントクライアントクライアント / サーバー・アーキテクチャサーバー・アーキテクチャサーバー・アーキテクチャサーバー・アーキテクチャ （（（（client/server architecture））））

2 台の CPU 間で処理を分割するソフトウェア・アーキテクチャ。1 つの CPU は、トランザ
クションでクライアントとして機能し、サービスを要求して受け取る。もう 1 つはサーバー
として、要求を提供する。

クライアントクライアントクライアントクライアント （（（（client））））

別のアプリケーションまたはコンピュータのサービス、データ、処理を要求するユーザー、
ソフトウェア・アプリケーションまたはコンピュータ。クライアントはユーザー・プロセス
である。ネットワーク環境では、クライアントはローカル・ユーザー・プロセスで、サー
バーはローカルまたはリモートとなる。

クライアント・プロファイルクライアント・プロファイルクライアント・プロファイルクライアント・プロファイル （（（（client profile））））

クライアントのプロパティ。ネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドの優先順位、クライアントとサーバーの
ロギングロギングロギングロギングとトレーストレーストレーストレース、名前の要求元であるドメイン、Oracle Names と Oracle Advanced 
Security に対するその他のクライアント・オプションなどがある。

クライアント・ロード・バランシングクライアント・ロード・バランシングクライアント・ロード・バランシングクライアント・ロード・バランシング （（（（client load balancing））））

ロード・バランシング。複数のリスナーが 1 つのデータベースで処理する場合、クライアン
トは接続要求を送るリスナーをランダムに選択できる。このランダム化によって、すべての
リスナーが着信接続要求の処理負担を共有できる。

グローバル・データベース名グローバル・データベース名グローバル・データベース名グローバル・データベース名 （（（（global database name））））

データベースを他のデータベースから一意に識別するための完全な名前。グローバル・デー
タベース名の書式は、database_name.database_domain。例：sales.us.acme.com

データベース名の部分 salesは、データベースのコールに使用する単純な名前である。
データベース・ドメイン部分は us.acme.comで、データベースが存在するデータベース・
ドメインを指定する。グローバル・データベース名が一意になるように指定する。可能であ
れば、データベース・ドメインにネットワーク・ドメインを反映させる。

グローバル・データベース名は、初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイルの SERVICE_NAMESパラメー
タで指定したデータベースのデフォルト・サービス名である。 
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グローバル・データベース・リンクグローバル・データベース・リンクグローバル・データベース・リンクグローバル・データベース・リンク （（（（global database link））））

Oracle Names Server に集中的に格納されるデータベース・リンクデータベース・リンクデータベース・リンクデータベース・リンク。 グローバル・データグローバル・データグローバル・データグローバル・データ
ベース名ベース名ベース名ベース名と同じグローバル・データベース・リンクは、Oracle Names Server に自動的に登
録される。グローバル・データベース・リンクを使用すると、データベース内のオブジェク
トにアクセスできる。 たとえば、グローバル・データベース名が sales.us.acme.comの
場合は、sales.us.acme.comのグローバル・データベース・リンクが作成されて Oracle 
Names Server に登録される。sales.us.acme.comを使用すると、表に対して SELECT文
を実行できる。次に例を示す。

SQL> SELECT * FROM emp@sales.us.acme.com

構成ファイル構成ファイル構成ファイル構成ファイル （（（（configuration files））））

ネットワークのコンポーネントを識別および特性設定をするために使用されるファイル。構
成のほとんどは、ネットワーク・コンポーネントをネーミングし、コンポーネント間の関係
を識別するプロセス。

サーバー・プロセスサーバー・プロセスサーバー・プロセスサーバー・プロセス （（（（server process））））

データベースのかわりにクライアント要求を処理するデータベース・プロセス。

サービスサービスサービスサービス （（（（service））））

他のために行う処理。データベースでのサービスは、クライアントのためにデータの格納と
取出しを行うこと。

サービス登録サービス登録サービス登録サービス登録 （（（（service registration））））

PMON プロセスプロセスプロセスプロセスがリスナーリスナーリスナーリスナーに自動的に情報を登録する機能。この情報はリスナーに登録さ
れるため、listener.oraファイルはこの静的情報で構成する必要はない。

サービス登録では、次の情報をリスナーに提供する。

� データベースの、実行中の各インスタンスのサービス名

� データベースのインスタンス名

� 各インスタンスで使用可能なサービス・ハンドラ（ディスパッチャディスパッチャディスパッチャディスパッチャまたは専用サー専用サー専用サー専用サー
バーバーバーバー） 

これによって、リスナーは、クライアントの要求を適切に送ることができる。

� ディスパッチャ、インスタンスおよびノードのロード情報

このロード情報により、リスナーはクライアント接続要求を最適に処理できるディスパッ
チャを判断する。すべてのディスパッチャがブロックされている場合、リスナーは接続用の
専用サーバーを生成できる。

サービス・ハンドラサービス・ハンドラサービス・ハンドラサービス・ハンドラ （（（（service handler））））

リスナーからデータベース・サーバーへの接続ポイントとして機能するプロセス。サービ
ス・ハンドラには、ディスパッチャディスパッチャディスパッチャディスパッチャや専用サーバー専用サーバー専用サーバー専用サーバーがある。
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サービス名サービス名サービス名サービス名 （（（（service name））））

データベースの論理表現。データベースをクライアントに提供する方法。データベースは複
数のサービスとして提供できる。また、サービスは複数のデータベース・インスタンスとし
て実装できる。 サービス名は、グローバル・データベース名グローバル・データベース名グローバル・データベース名グローバル・データベース名を表す文字列である。グローバ
ル・データベース名は、インストール時またはデータベースの作成時に入力したデータベー
ス名とドメイン名で構成される。グローバル・データベース名が不明な場合は、初期化パラ
メータ・ファイルにある SERVICE_NAMESパラメータの値から取得できる。 

サービス名は、接続記述子接続記述子接続記述子接続記述子の接続データ接続データ接続データ接続データ部分に組み込まれている。

サービス・レプリケーションサービス・レプリケーションサービス・レプリケーションサービス・レプリケーション （（（（service replication））））

ネットワーク上でディレクトリ・システムを完全にレプリケートするプロセス。新しいサー
ビスは 1 つの Oracle Names Server のみに登録する必要がある。新しく登録されたサービス
は、サービス・レプリケーション・プロセスによって、ネットワーク上のすべてのアクティ
ブ Oracle Names Server に自動的にレプリケートされる。

識別名識別名識別名識別名 （（（（distinguished name: DN））））

ディレクトリ・サーバーディレクトリ・サーバーディレクトリ・サーバーディレクトリ・サーバー内のエントリの名前。DN によって、LDAP ディレクトリ階層内で
のエントリの位置が指定される。この方法は、ディレクトリ・パスによってファイルの位置
が正確に指定されるのと類似している。

システム・グローバル領域システム・グローバル領域システム・グローバル領域システム・グローバル領域 （（（（System Global Area: SGA））））

データを格納し、Oracle インスタンスインスタンスインスタンスインスタンスの情報を制御する共有メモリー構造のグループ。

システムまたはトポロジ・データシステムまたはトポロジ・データシステムまたはトポロジ・データシステムまたはトポロジ・データ （（（（system or topology data））））

Oracle Names Server が通常の機能を制御したり、他の Oracle Names Server と通信する際
に使用するデータ。交換、ルート・リージョン内および委任リージョン内の Oracle Names 
Server が含まれる。 

集中管理集中管理集中管理集中管理 （（（（central administration））））

ネットワーク管理が、ネットワーク全体に対して 1 つの管理リージョン管理リージョン管理リージョン管理リージョンで構成されている
Oracle Names ネットワーク。すべての Oracle Names Server がネットワーク内の他にある
Oracle Names Server およびすべてのサービスを認識する。 「委任管理委任管理委任管理委任管理」と対義語。 

初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル （（（（initialization parameter file））））

データベースとインスタンスを初期化するのに必要な情報を含むファイル。 

シングル・サインオンシングル・サインオンシングル・サインオンシングル・サインオン （（（（single sign-on））））

ユーザーが単一のパスワードを使用して異なるサーバーにログインできる機能。ユーザーが
アクセス権限を持つすべてのサーバーに対して認証が可能。
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セッション・データ・ユニットセッション・データ・ユニットセッション・データ・ユニットセッション・データ・ユニット （（（（session data unit: SDU））））

Oracle Net がネットワーク間でデータを転送する前にデータを配置するバッファ。 Oracle 
Net がバッファ内のデータを送信するのは、データ送信が要求されたとき、あるいはバッ
ファがデータでいっぱいになったときである。

セッションの多重化セッションの多重化セッションの多重化セッションの多重化 （（（（session multiplexing））））

オペレーティング・システムのリソースを節約するために、複数のセッションを結合して 1
つのネットワーク接続で転送する。 

セッション・レイヤーセッション・レイヤーセッション・レイヤーセッション・レイヤー （（（（session layer））））

プロトコル・アドレスプロトコル・アドレスプロトコル・アドレスプロトコル・アドレスのエンティティが必要とするサービスを提供するネットワーク・レイ
ヤー。エンティティでは、対話を構成および同期化することができ、データ交換の管理が有
効となる。このレイヤーは、クライアントとサーバー間でネットワーク・セッションを確
立、管理および終了する。セッション・レイヤーの例には、ネットワーク・セッションネットワーク・セッションネットワーク・セッションネットワーク・セッションがあ
る。

接続接続接続接続 （（（（connection））））

ネットワーク上の 2 つのプロセス間で行われる対話。接続は、宛先（サーバー）との接続を
要求する起動側（クライアント）によって開始される。

接続記述子接続記述子接続記述子接続記述子 （（（（connect descriptor））））

ネットワーク接続の宛先を示す特殊なフォーマットの記述子。接続記述子には、宛先サービ
スおよびネットワーク・ルートの情報が含まれている。

宛先サービスを示すには、Oracle9i または Oracle8i データベースの場合はそのサービス名サービス名サービス名サービス名
を、Oracle リリース 8.0 データベースの場合は Oracle システム識別子システム識別子システム識別子システム識別子（SID）を使用する。
ネットワーク・ルートは、少なくとも、ネットワーク・アドレスによってリスナーの位置を
提供する。 

接続先接続先接続先接続先 （（（（destination））））

接続のエンドポイントであるクライアント。接続の起動側は、データまたはサービスを接続
先に要求する。

接続識別子接続識別子接続識別子接続識別子 （（（（connect identifier））））

接続記述子接続記述子接続記述子接続記述子または接続記述子にマップされる名前。接続識別子には、ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名、
データベース・サービス名サービス名サービス名サービス名、別名別名別名別名またはネット・サービス別名ネット・サービス別名ネット・サービス別名ネット・サービス別名を使用できる。ユーザーは、
ユーザー名およびパスワードを、接続識別子とともに接続先サービスの接続文字列に渡すこ
とによって接続要求を開始する。例を次に示す。

CONNECT username/password@connect_identifier 
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接続時フェイルオーバー接続時フェイルオーバー接続時フェイルオーバー接続時フェイルオーバー （（（（connect-time failover））））

リスナーが応答しない場合、クライアントの接続要求は他のリスナーに転送される。接続時
フェイルオーバーはサービス登録サービス登録サービス登録サービス登録によって有効になる。これは、接続の試行前にインスタン
スが起動されているかどうかをリスナーが認識するためである。

接続データ接続データ接続データ接続データ （（（（connect data））））

接続先データベースのサービス名サービス名サービス名サービス名または Oracle システム識別子システム識別子システム識別子システム識別子（SID）を定義する接続記述接続記述接続記述接続記述
子子子子の一部。次の例では、SERVICE_NAMEに sales.us.acme.comというデータベース・
サービスが定義されている。

  (DESCRIPTION= 
  (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales-server)(PORT=1521)
  (CONNECT_DATA= 
     (SERVICE_NAME=sales.us.acme.com)))

接続プーリング接続プーリング接続プーリング接続プーリング （（（（connection pooling））））

リソースの使用とユーザーの拡張性に関する機能。この機能によって、共有サーバー共有サーバー共有サーバー共有サーバーに対す
るプロトコル接続数の制限を超えてセッション数を最大にできる。 

接続文字列接続文字列接続文字列接続文字列 （（（（connect string））））

ユーザー名、パスワードおよび接続識別子接続識別子接続識別子接続識別子など、ユーザーが接続するサービスに渡す情報。
例を次に示す。

CONNECT username/password@net_service_name

接続要求接続要求接続要求接続要求 （（（（connection request））））

起動側が接続の開始を要求する際にリスナーに送信する通知。

接続ロード・バランシング接続ロード・バランシング接続ロード・バランシング接続ロード・バランシング （（（（connection load balancing））））

ロード・バランシング。同じサービスに対する様々なインスタンスやディスパッチャ間でア
クティブな、接続数を均等化する。これにより、リスナーはディスパッチャごとの接続数お
よびインスタンスが起動しているノードのロード量に基づいて、ルーティングを決定でき
る。

セル・ディレクトリ・サービスセル・ディレクトリ・サービスセル・ディレクトリ・サービスセル・ディレクトリ・サービス （（（（Cell Directory Services: CDS））））

外部ネーミング外部ネーミング外部ネーミング外部ネーミング・メソッドの 1 つ。これを使用すると、ユーザーは透過的に Oracle のツー
ル製品を使用でき、アプリケーションによって分散コンピューティング環境（DCE）にある
Oracle データベースにアクセスできる。 

専用サーバー専用サーバー専用サーバー専用サーバー （（（（dedicated server））））

1 つのクライアント接続専用のサーバー・プロセス。 「共有サーバー・プロセス共有サーバー・プロセス共有サーバー・プロセス共有サーバー・プロセス」と対義語。  
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相対識別名相対識別名相対識別名相対識別名 （（（（relative distinguished name: RDN））））

ローカルの最も細分化されたレベルのエントリ名。エントリのアドレスを一意に識別するた
めに使用される他の修飾エントリ名は含まれない。たとえば、
cn=sales,dc=us,dc=acme,dc=comでは、cn=salesが RDN である。 

属性属性属性属性 

ディレクトリ・エントリの性質を説明する情報の一つ。1 つのエントリは 1 組の属性から構
成され、それぞれがオブジェクト・クラスオブジェクト・クラスオブジェクト・クラスオブジェクト・クラスに所属する。さらに、各属性には型と値がある。
型は属性の情報の種類を説明するものであり、値には実際のデータが格納されている。 

待機時間待機時間待機時間待機時間 （（（（latency））））

ネットワークのラウンドトリップ時間。

データ・パケットデータ・パケットデータ・パケットデータ・パケット （（（（data packet））））

「パケットパケットパケットパケット（（（（packet））））」を参照。

データベース管理者データベース管理者データベース管理者データベース管理者 （（（（database administrator: DBA））））

（1）Oracle サーバーまたはデータベース・アプリケーションを操作および管理する人。（2）
DBA 権限を所有し、データベース管理操作を実行できる Oracle ユーザー名。通常、これら
2 つを同時に意味する。多くのサイトでは複数の DBA が配置される。

データベース・リンクデータベース・リンクデータベース・リンクデータベース・リンク （（（（database link））））

Oracle データベース・サーバーから別のデータベース・サーバーへの一方向の通信経路を定
義するポインタ。リンク・ポインタは、実際にはデータ・ディクショナリ表のエントリとし
て定義される。リンクにアクセスするには、データ・ディクショナリ・エントリを含むロー
カル・データベースに接続する必要がある。 

ローカル・データベース A に接続したクライアントは、データベース A に格納されている
リンクを使用してリモート・データベース B の情報にアクセスできるが、データベース B に
接続したユーザーは、同じリンクを使用してデータベース A のデータにアクセスすることは
できない。この点から、データベース・リンク接続は一方向接続である。データベース B の
ローカル・ユーザーがデータベース A のデータにアクセスする場合は、リンクを定義して
データベース B のデータ・ディクショナリに格納する必要がある。

次の種類のデータベース・リンクがサポートされている。

� データベースの特定のスキーマにあるプライベート・データベース・リンクプライベート・データベース・リンクプライベート・データベース・リンクプライベート・データベース・リンク。 プライ
ベート・データベース・リンクの所有者のみが使用できる。

� データベースのパブリック・データベース・リンクパブリック・データベース・リンクパブリック・データベース・リンクパブリック・データベース・リンク。 そのデータベースのすべてのユー
ザーが使用できる。

� Oracle Names Server で定義するグローバル・データベース・リンクグローバル・データベース・リンクグローバル・データベース・リンクグローバル・データベース・リンク。 ネットワークの
誰でも使用できる。
用語集用語集用語集用語集 -20



ディスパッチャディスパッチャディスパッチャディスパッチャ （（（（dispatcher））））

多くのクライアントが、クライアントごとの専用サーバー・プロセスなしで同じサーバーに
接続できるようにするプロセス。ディスパッチャは、複数の着信ネットワーク・セッション
要求を処理して、共有サーバー・プロセスに送る。「共有サーバー共有サーバー共有サーバー共有サーバー（（（（shared server））））」も参
照。

ティックティックティックティック （（（（tick））））

メッセージをクライアントからサーバーまたはサーバーからクライアントに送信し、処理す
るために必要な時間。

ディレクトリ・サーバーディレクトリ・サーバーディレクトリ・サーバーディレクトリ・サーバー （（（（directory server））））

Lightweight Directory Access Protocol（（（（LDAP））））でアクセスするディレクトリ・サーバー。 
LDAP 準拠ディレクトリ・サーバーのサポートによって、分散 Oracle ネットワークの管理
および構成に関する集中化された媒体が提供される。 このディレクトリ・サーバーによって、
クライアント側とサーバー側にあるローカルの tnsnames.oraファイルを置換できる。

ディレクトリ情報ツリーディレクトリ情報ツリーディレクトリ情報ツリーディレクトリ情報ツリー （（（（directory information tree: DIT））））

エントリの識別名（識別名（識別名（識別名（DN））））で構成される、ディレクトリ・サーバーディレクトリ・サーバーディレクトリ・サーバーディレクトリ・サーバー内のツリー形式の階層構
造。 

ディレクトリ・ネーミングディレクトリ・ネーミングディレクトリ・ネーミングディレクトリ・ネーミング （（（（directory naming））））

中央ディレクトリ・サーバーに格納されているデータベース・サービス、ネット・サービスネット・サービスネット・サービスネット・サービス
名名名名またはネット・サービス別名ネット・サービス別名ネット・サービス別名ネット・サービス別名を接続記述子接続記述子接続記述子接続記述子に解決するネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッド。ディレクトディレクトディレクトディレクト
リ・サーバーリ・サーバーリ・サーバーリ・サーバーによって、ディレクトリ・ネーミング・オブジェクトの集中管理が可能とな
り、サービスの追加または再配置に伴う作業負荷を軽減できる。 

デフォルト・ドメインデフォルト・ドメインデフォルト・ドメインデフォルト・ドメイン （（（（default domain））））

ほとんどのクライアント要求が実行されるドメインドメインドメインドメイン。クライアントが存在しているドメイ
ン、またはクライアントがネットワーク・サービスを頻繁に要求するドメイン。デフォル
ト・ドメインは、未修飾ネットワーク名の要求に追加するドメインを決定するクライアント
構成パラメータでもある。名前の要求に文字「.（ピリオド）」が入っていない場合は、未修
飾の要求である。

透過的アプリケーション・フェイルオーバー透過的アプリケーション・フェイルオーバー透過的アプリケーション・フェイルオーバー透過的アプリケーション・フェイルオーバー （（（（Transparent Application Failover: TAF））））

Oracle9i Real Application Clusters や Oracle Fail Safe など、可用性の高い環境を目的とした
ランタイム・フェイルオーバー。アプリケーションとサービス間の接続のフェイルオーバー
および再確立を行う。これによって、接続が失敗した場合、クライアント・アプリケーショ
ンは、自動的にデータベースに再接続され、オプションで処理中の SELECT文を再開する。
この再接続は、Oracle Call Interface（OCI）ライブラリ内から自動的に実行する。
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ドメインドメインドメインドメイン （（（（domain））））

ドメイン・ネーム・システムドメイン・ネーム・システムドメイン・ネーム・システムドメイン・ネーム・システム（DNS）・ネームスペース内の任意のツリーまたはサブツリー。
ドメインは通常、所属するホストの名前が共通の接尾辞、つまりドメイン名を共有している
コンピュータのグループを指す。 

ドメイン・ネーム・システムドメイン・ネーム・システムドメイン・ネーム・システムドメイン・ネーム・システム （（（（Domain Name System: DNS））））

ドメインドメインドメインドメインに階層化されたコンピュータやネットワーク・サービスのネーミングに関するシス
テム。DNS は、TCP/IP ネットワークで使用され、ユーザー・フレンドリな名前でコン
ピュータの位置を識別する。DNS は、ユーザー・フレンドリな名前をコンピュータが理解
できる IP アドレスアドレスアドレスアドレスに変換する。

Oracle Net Services の場合、DNS は、TCP/IP アドレス内のホスト名を IP アドレスに変換
する。

ドメイン・ヒントドメイン・ヒントドメイン・ヒントドメイン・ヒント （（（（domain hint））））

names.oraファイル内の NAMES.DOMAIN_HINTSパラメータ。ドメイン名と、そのドメイ
ンにある最低 1 つの Oracle Names Server のアドレスが格納されている。 このパラメータに
よって、Oracle Names Server はクライアント要求を特定のアドレスに送信できるため、
ネットワークの通信量を軽減できる。 

トランスポートトランスポートトランスポートトランスポート （（（（transport））））

データ・フロー制御およびエラー・リカバリ・メソッドによってエンド・エンド間の信頼性
を維持するネットワーキング・レイヤー。Oracle Net Foundation レイヤーレイヤーレイヤーレイヤーでは、Oracle 
protocol support をトランスポート・レイヤーに使用する。

トレーストレーストレーストレース （（（（tracing））））

操作に関する詳細情報を出力ファイルに書き込む機能。トレース機能によって、操作が実行
されるときのイベントを示す詳細な文が生成される。管理者はトレース機能を使用して、異
常な状態を診断する。通常、トレース機能はオンになっていない。 

「ロギングロギングロギングロギング（（（（logging））））」も参照。

内部ドメイン内部ドメイン内部ドメイン内部ドメイン （（（（domestic domains））））

所定の管理リージョン内で管理されるドメインのセット。このドメインは領域の関係におい
て内部であり、絶対的な意味での内部ドメインではない。ローカル・ドメインとも呼ばれ
る。 
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認証方式認証方式認証方式認証方式 （（（（authentication method））））

分散環境におけるユーザー、クライアントおよびサーバーの認証に高い信頼性を与えるセ
キュリティ方式。ネットワーク認証方式を利用すると、ユーザーはシングル・サインオンの
恩恵を受けることもできる。Oracle9i における次の認証方式のサポートは、Oracle 
Advanced Security のインストールの有無に左右される。 

� CyberSafe

� RADIUS

� Kerberos

� SSL

� Windows NT のシステム固有の認証のシステム固有の認証のシステム固有の認証のシステム固有の認証

ネーミング・コンテキストネーミング・コンテキストネーミング・コンテキストネーミング・コンテキスト （（（（naming context））））

完全に 1 つのディレクトリ・サーバーに存在しているサブツリー。サブツリーは連続してい
る。つまり、サブツリーの最上位の役割を果たすエントリから始まり、下位方向にリーフ・
エントリまたは従属ネーミング・コンテキストへの参照のいずれかまでを範囲とする必要が
ある。単一のエントリからディレクトリ情報ツリーディレクトリ情報ツリーディレクトリ情報ツリーディレクトリ情報ツリー（DIT）全体までをその範囲とすること
ができる。

Oracle コンテキストコンテキストコンテキストコンテキストは、ネーミング・コンテキストの下に作成できる。

ネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッド （（（（naming method））））

データベース・サービスに接続するときに、クライアント・アプリケーションが接続識別子接続識別子接続識別子接続識別子
を接続記述子接続記述子接続記述子接続記述子に変換するために使用する解決メソッド。Oracle Net は次のネーミング・メ
ソッドを用意している。

� ローカル・ネーミングローカル・ネーミングローカル・ネーミングローカル・ネーミング

� ディレクトリ・ネーミングディレクトリ・ネーミングディレクトリ・ネーミングディレクトリ・ネーミング

� Oracle Names

� ホスト・ネーミングホスト・ネーミングホスト・ネーミングホスト・ネーミング

� 外部ネーミング外部ネーミング外部ネーミング外部ネーミング

ネーミング・モデルネーミング・モデルネーミング・モデルネーミング・モデル （（（（naming model））））

名前を割り当てることができる一連のドメインと構造。 

フラット・ネーミング・モデルでは単一のドメイン。 

階層ネーミング・モデルでは、最高位のドメインがルート・ドメインで、その他のドメイン
はすべて階層的に関連付けられる。 
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ネット・サービス別名ネット・サービス別名ネット・サービス別名ネット・サービス別名 （（（（net service alias））））

ディレクトリ・サーバー内のディレクトリ・ネーミングディレクトリ・ネーミングディレクトリ・ネーミングディレクトリ・ネーミング・オブジェクトの代替名。ディレク
トリ・サーバーには、定義したネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名またはデータベース・サービスのネッ
ト・サービス別名が格納される。 ネット・サービス別名のエントリには、接続記述子情報は
含まれない。これは、別名のオブジェクトの場所を参照するのみである。クライアントが
ネット・サービス別名のディレクトリ検索を要求すると、ディレクトリは、エントリがネッ
ト・サービス別名であることを判断し、実際に参照しているエントリのように検索を完了す
る。 

ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名 （（（（net service name））））

接続記述子接続記述子接続記述子接続記述子に変換するサービスの単純な名前。ユーザーは、ユーザー名およびパスワード
を、ネット・サービス名とともに接続先サービスの接続文字列に渡すことによって接続要求
を開始する。例を次に示す。

CONNECT username/password@net_service_name

ネット・サービス名は、必要に応じて、次のような様々な場所に格納できる。

� 各クライアントのローカル構成ファイル tnsnames.ora

� ディレクトリ・サーバー

� Oracle Names Server

� NIS または CDS などの外部ネーミング・サービス

ネットワークネットワークネットワークネットワーク （（（（network））））

ハードウェアとソフトウェアによってリンクされ、データおよび周辺装置を共有できる複数
のコンピュータで構成されているグループ。

ネットワーク・インタフェースネットワーク・インタフェースネットワーク・インタフェースネットワーク・インタフェース （（（（Network Interface: NI））））

Oracle のクライアント、サーバーまたは外部プロセスが Oracle Net の機能にアクセスする
ための、汎用インタフェースを提供するネットワーク・レイヤー。 NI レイヤーは、接続のブ
レーク要求およびリセット要求を処理する。

ネットワーク・オブジェクトネットワーク・オブジェクトネットワーク・オブジェクトネットワーク・オブジェクト （（（（network object））））

ネットワーク上でアドレスを直接指定できるサービス。リスナーや Oracle Names Server な
ど。

ネットワーク管理者ネットワーク管理者ネットワーク管理者ネットワーク管理者 （（（（network administrator））））

ネットワーク・コンポーネントのインストール、構成およびテストなどのネットワーク管理
作業を実行する人。ネットワーク管理者は、構成ファイル、接続記述子、サービス名、別
名、パブリック・データベース・リンク、グローバル・データベース・リンクなどを管理す
る。 
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ネットワーク・キャラクタ・セットネットワーク・キャラクタ・セットネットワーク・キャラクタ・セットネットワーク・キャラクタ・セット （（（（network character set））））

Oracle の定義では、キーワードと値のペア（つまり、接続記述子と構成ファイル）で値とし
て使用できる文字のセット。文字セットには、大文字と小文字の英数字およびいくつかの特
殊文字が含まれる。

ネットワーク・セッションネットワーク・セッションネットワーク・セッションネットワーク・セッション （（（（Network Session: NS））））

標準的な Oracle Net 接続で使用されるセッション・レイヤーセッション・レイヤーセッション・レイヤーセッション・レイヤー。クライアント・アプリケー
ションとデータベース・サーバー間で接続を確立およびメンテナンスする。

ネットワーク・プロトコルネットワーク・プロトコルネットワーク・プロトコルネットワーク・プロトコル （（（（network protocol））））

Oracle protocol support を参照。

ネットワーク・リスナーネットワーク・リスナーネットワーク・リスナーネットワーク・リスナー （（（（network listener））））

「リスナーリスナーリスナーリスナー（（（（listener））））」を参照。

ノードノードノードノード （（（（node））））

ネットワークの一部を構成するコンピュータまたは端末。

バーチャル・サーキットバーチャル・サーキットバーチャル・サーキットバーチャル・サーキット （（（（virtual circuit））））

ディスパッチャディスパッチャディスパッチャディスパッチャが使用する共有メモリーの 1 つで、クライアント・データベースの接続要求
および応答を目的とする。 ディスパッチャは、要求が到着するとバーチャル・サーキットを
共通キューに配置する。 アイドル状態の共有サーバーは、共通キューからバーチャル・サー
キットを取り出して要求を処理し、共通キューから別のバーチャル・サーキットを取り出す
前に、取り出したバーチャル・サーキットを放棄する。 

パケットパケットパケットパケット （（（（packet））））

接続またはデータ転送が要求されるたびに、ネットワーク上で送信される情報のブロック。
パケットに記述される情報は、connect、accept、redirect、data など、パケット・タイプに
よって異なる。パケット情報はトラブルシューティングに役立つことがある。

パブリック・データベース・リンクパブリック・データベース・リンクパブリック・データベース・リンクパブリック・データベース・リンク （（（（public database link））））

すべてのユーザーがアクセスできるローカル・データベース上に、DBA が作成するデータ
ベース・リンク。 

「データベース・リンクデータベース・リンクデータベース・リンクデータベース・リンク（（（（database link））））」、「グローバル・データベース・リンクグローバル・データベース・リンクグローバル・データベース・リンクグローバル・データベース・リンク（（（（global 
database link））））」および「プライベート・データベース・リンクプライベート・データベース・リンクプライベート・データベース・リンクプライベート・データベース・リンク（（（（private database link））））」
も参照。 

非集中管理非集中管理非集中管理非集中管理 （（（（decentralized administration））））

「委任管理委任管理委任管理委任管理（（（（delegated administration））））」を参照。 
用語集用語集用語集用語集 -25



ファイアウォール・サポートファイアウォール・サポートファイアウォール・サポートファイアウォール・サポート （（（（firewall support））））

「アクセス制御アクセス制御アクセス制御アクセス制御（（（（access control））））」を参照。

フェイルオーバーフェイルオーバーフェイルオーバーフェイルオーバー （（（（failover））））

「接続時フェイルオーバー接続時フェイルオーバー接続時フェイルオーバー接続時フェイルオーバー（（（（connect-time failover））））」を参照。

プライベート・データベース・リンクプライベート・データベース・リンクプライベート・データベース・リンクプライベート・データベース・リンク （（（（private database link））））

あるユーザーが排他的に使用するデータベース・リンク。

「データベース・リンクデータベース・リンクデータベース・リンクデータベース・リンク（（（（database link））））」、「グローバル・データベース・リンクグローバル・データベース・リンクグローバル・データベース・リンクグローバル・データベース・リンク（（（（global 
database link））））」および「パブリック・データベース・リンクパブリック・データベース・リンクパブリック・データベース・リンクパブリック・データベース・リンク（（（（public database link））））」も
参照。 

フラット・ネーミング・モデルフラット・ネーミング・モデルフラット・ネーミング・モデルフラット・ネーミング・モデル （（（（flat naming model））））

1 つのドメインのみが存在する Oracle Names 基盤構造。このドメイン内では、すべての名
前が一意である必要がある。 

プレゼンテーション・レイヤープレゼンテーション・レイヤープレゼンテーション・レイヤープレゼンテーション・レイヤー （（（（presentation layer））））

通信中にアプリケーション・レイヤー・エンティティが通信または参照する情報の表現を管
理するネットワーキング通信レイヤー。Two-Task Common（（（（TTC））））は、プレゼンテーショ
ン・レイヤーの 1 例である。

プロキシ・サーバープロキシ・サーバープロキシ・サーバープロキシ・サーバー （（（（proxy server））））

実際のサーバーのかわりとなるサーバー。クライアントの接続要求を実際のサーバーや他の
プロキシ・サーバーに転送する。アクセス制御、データとシステムのセキュリティ、モニ
ターおよびキャッシュ機能を提供する。

プロセス間通信プロセス間通信プロセス間通信プロセス間通信 （（（（Interprocess Communication））））

リスナーと同じノードに存在するクライアント・アプリケーションが、データベースとの通
信に使用するプロトコルの 1 つ。IPC は、TCP/IP より速いローカル接続を提供できる。

プロトコルプロトコルプロトコルプロトコル （（（（protocol））））

ネットワーク上でのデータ転送方法を定義する一連のルール。

プロトコル・アドレスプロトコル・アドレスプロトコル・アドレスプロトコル・アドレス （（（（protocol address））））

ネットワーク・オブジェクトのネットワーク・アドレスを識別するアドレス。 

接続が確立されると、要求の受信者（リスナーリスナーリスナーリスナー、Oracle Connection Manager、Oracle 
Names Server など）およびクライアントは同じプロトコル・アドレスで構成される。クラ
イアントは、このアドレスを使用して接続要求を特定のネットワーク・オブジェクト位置に
送信し、受信者はこのアドレスで要求のリスニングを行う。クライアントおよび接続受信者
にとって、同じプロトコルをインストールし、同じアドレスを構成することが重要である。 
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プロトコル・スタックプロトコル・スタックプロトコル・スタックプロトコル・スタック （（（（protocol stack））））

特定のプレゼンテーション・レイヤープレゼンテーション・レイヤープレゼンテーション・レイヤープレゼンテーション・レイヤーとセッション・レイヤーセッション・レイヤーセッション・レイヤーセッション・レイヤーの組合せを示す。

プロトコル変換プロトコル変換プロトコル変換プロトコル変換 （（（（protocol conversion））））

Oracle Connection Manager の機能。異なるネットワーク・プロトコルを持つクライアント
とサーバーが相互に通信できるようにする。この機能は、SQL*Net バージョン 2 の Oracle 
Multi-Protocol Interchange ですでに実現している機能を置換したものである。

プロファイルプロファイルプロファイルプロファイル （（（（profile））））

クライアントまたはサーバー上での Oracle Net Services 機能の有効化および構成の優先順位
を指定するパラメータの集合。 プロファイルの格納および実装は、sqlnet.oraファイルを
介して行います。 

分散管理分散管理分散管理分散管理 （（（（distributed administration））））

「委任管理委任管理委任管理委任管理（（（（delegated administration））））」を参照。 

分散処理分散処理分散処理分散処理 （（（（distributed processing））））

フロントエンド処理とバックエンド処理を別々のコンピュータで実行する。Oracle Net 
Services は、リモート・データベースに透過的に接続することにより分散処理をサポートす
る。 

別名別名別名別名 （（（（alias））））

Oracle Names Server 内のネットワーク・オブジェクトの代替名。別名には、参照するオブ
ジェクトの名前が格納される。クライアントが別名の参照を要求すると、Oracle Names は、
オブジェクトを参照する場合と同様に参照を完了する。

ホスト・ネーミングホスト・ネーミングホスト・ネーミングホスト・ネーミング 

ネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッド解決の 1 つ。これによって、TCP/IP 環境内のユーザーは、既存の名
前解決サービスを使用して名前を変換できる。この名前解決サービスには、ドメイン・ネードメイン・ネードメイン・ネードメイン・ネー
ム・システムム・システムム・システムム・システム（DNS）、Network Information Service（（（（NIS））））または /etc/hosts ファイル設
定のメンテナンスを行う方法がある。ホスト・ネーミングでは、サーバーのホスト名または
ホスト名の別名を使用するのみで、ユーザーは Oracle データベース・サーバーに接続でき
る。 この機能を利用するために、クライアントを構成する必要はない。 この方法は、単純な
TCP/IP 環境に適している。

マップマップマップマップ （（（（map））））

Network Information Service（（（（NIS）））） ypservプログラムが名前要求を処理するために使用
するファイル。
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優先優先優先優先 Oracle Names Server （（（（Preferred Oracle Names Server））））

名前を解決するときにクライアントが優先的に使用する Oracle Names Server。通常は、ク
ライアントと物理的に最も近い Oracle Names Server、または最も安価なネットワーク・リ
ンクで利用できる Oracle Names Server のこと。 

予約済み予約済み予約済み予約済み Oracle Names Server （（（（well-known Oracle Names Server））））

Oracle Names Server とそのクライアントの両方にハード・コーディングされる 1 つ以上の
Oracle Names Server のアドレス。予約済みアドレスを持つ Oracle Names Server にはその
アドレスでアクセスできるため、クライアントに構成ファイルでサーバーを検索するように
指示する必要がない。

リージョンリージョンリージョンリージョン （（（（region））））

「管理リージョン管理リージョン管理リージョン管理リージョン（（（（administrative region））））」を参照。

リージョン・データベースリージョン・データベースリージョン・データベースリージョン・データベース （（（（region database））））

Oracle Names 情報を格納する Oracle データベースの表。

リスナーリスナーリスナーリスナー （（（（listener））））

サーバー上で実行される独立したプロセス。クライアントの着信接続要求をリスニングし、
サーバーへの通信量を管理する。 

クライアントがデータベース・サーバーとのネットワーク・セッションを要求すると、リス
ナーは実際の要求を受信する。クライアントの情報がリスナーの情報と一致すると、リス
ナーはデータベース・サーバーへの接続を認める。

リスナー制御ユーティリティリスナー制御ユーティリティリスナー制御ユーティリティリスナー制御ユーティリティ （（（（Listener Control utility））））

Oracle Net Services に含まれているユーティリティ。リスナーの起動、停止および状態の取
得などの様々な機能を制御する。

リンク修飾子リンク修飾子リンク修飾子リンク修飾子 （（（（link qualifier））））

グローバル・データベース・リンクに付加される修飾子で、データベースのユーザー名とパ
スワードからなる資格証明の代替設定を提供する。たとえば、fieldrepというリンク修飾
子を sales.us.acme.comのグローバル・データベース・リンクに付加できる。 

SQL> SELECT * FROM emp@sales.us.acme.com@fieldrep

ルート管理リージョンルート管理リージョンルート管理リージョンルート管理リージョン （（（（root administrative region））））

分散環境内で最高位の管理リージョン。ルート管理リージョンはルート・ドメインを含む。 

ルート・ドメインルート・ドメインルート・ドメインルート・ドメイン （（（（root domain））））

階層ネーミング・モデル内で最高位のドメイン。
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ループバック・テストループバック・テストループバック・テストループバック・テスト （（（（loopback test））））

サーバーからサーバー自体に戻す接続。 ループバックが正常に終了すると、Oracle Net が
データベース・サーバー側で機能していることが確認できる。

ローカル・ネーミングローカル・ネーミングローカル・ネーミングローカル・ネーミング （（（（local naming））））

ネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドの 1 つ。各クライアントの tnsnames.ora ファイルファイルファイルファイルに構成および格納
されている情報を使用して、ネットワーク・アドレスを検索する。 ローカル・ネーミングは、
変更頻度の少ない少数のサービスを提供する単純な分散ネットワークに最も適している。 

ロード・バランシングロード・バランシングロード・バランシングロード・バランシング （（（（load balancing））））

クライアント接続を複数のリスナー、ディスパッチャ、インスタンスおよびノードに均等に
分散し、1 つのコンポーネントへの負荷を軽くする機能。

Oracle Net Services は、クライアント・ロード・バランシングクライアント・ロード・バランシングクライアント・ロード・バランシングクライアント・ロード・バランシングと接続ロード・バランシング接続ロード・バランシング接続ロード・バランシング接続ロード・バランシング
をサポートしている。

ロギングロギングロギングロギング （（（（logging））））

エラー、サービス・アクティビティおよび統計情報をログ・ファイルに書き込む機能。画面
に表示されるエラー・メッセージで障害を識別できない場合、管理者はログ・ファイルから
追加情報を取得できる。 エラー・スタックとしてのログ・ファイルは、各種レイヤーでのソ
フトウェアの状態を示す。

「トレーストレーストレーストレース（（（（tracing））））」も参照。
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